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研究の目的

本研究 (研究課題：戦前期 ｢外地｣ で活動した図書館員

に関する総合的研究) は､ 戦前期に､ 日本の支配下にあっ

た地域や日本による強い影響のもとにあった地域の図書館

や各種文化機関､ 教育機関の図書室および資料室において

活動した図書館員について､ その事績を調べようとするも

のである｡ 具体的には､ その所属機関や職種および役職､

活動を展開した分野や､ そこで執筆した論文および文芸作

品､ さらには終戦をどのように迎えて戦後に図書館や教育

関係機関でいかなる活動を展開したかといった､ 履歴や事

績などを総合的に調査し研究進めていこうというものであっ

た｡ その作業目標としては､ これら外地で活動した図書館

員について､ 網羅的人名辞典的なデータベースを作成する

こと､ そして順次､ その事績を明らかにし人物論を展開し

ていくことであった｡

こうした調査をおこない研究を進めていくことによって､

戦前期 ｢外地｣ に存在した図書館やそこで活動を繰りひろ

げた図書館員の活動が総体として把握できると同時に､ 戦
・・・・・

後の図書館が再出発をするにあたって､ 外地で活動した図

書館員たちが戦後の図書館界においてどのような役割を果

たしたか､ といったこれまで詳細には検討されなかった課

題をも明らかにすることができると考えたからである｡

これら ｢外地｣ に活動してきた図書館員たちは､ その地

域において､ 図書館活動だけではなく作家としての執筆活

動､ 教育方面での活動､ さらには各種出版物の刊行などの

面でも大きな役割を担ってきた｡ それゆえ本研究は､ 戦前・

戦後の図書館や図書館員の研究にとどまらず､ 文学・美術・

出版・演劇などさまざまな ｢外地｣ の文化活動の研究領域

においても､ その書誌的・資料的な寄与ができるものと考

えて研究を展開してきた｡

そしてまた強調しておきたいことは､ 近年にいたって､

｢植民地文化研究｣ との呼称により､ ｢外地｣ における文化

史研究が大きく進展をみせてきていることである｡ つぎに

述べるように､ とりわけ文学・美術活動をはじめ各方面で

の文化研究や､ 図書館活動の基盤をなす ｢外地｣ での出版

実態や日本からの資料移入､ さらにそれら旧日本語資料の

集積と戦後中国での所蔵状態なども徐々に明らかになって

きている｡ つまり本研究のテーマとして掲げた ｢外地｣ の

図書館や図書館員の総体的な研究を支える周辺的な研究環

境がようやく整いはじめ､ 機が熟してきたといえるのであ

る｡

本研究の学術的背景およびこれまでの経緯

これら ｢外地｣ で活動してきた図書館員たちについての

論考はこれまでにいくつか見ることができる｡ 当人の回想

や論述集を別にすると､ 満鉄奉天図書館館長で戦後に日本

図書館協会理事長をつとめた衞藤利夫 (小黒浩司 ｢衛藤利夫―

植民地図書館人の軌跡１, ２｣ 1992年)､ 満洲国立奉天図書館館

長で戦後国立国会図書館の弥吉光長 (岡村敬二 ｢満州国で書物

を司る｣ 1995年)､ 満鉄大連図書館長で戦後国立国会図書館・

愛知大学教授を勤めた柿沼介 (岡村敬二 ｢満鉄大連図書館館長

柿沼介の事績｣ 1999年) などのほか､ 楠田五郎太 (米井勝一郎

｢満洲の楠田五郎太｣ 1998年)､ 大佐三四五 (鞆谷純一 ｢満鉄図書館

と大佐三四五｣ 2005年) などがあげられる｡ しかしながらこ

れらはいずれもいわば有力な図書館において活動を展開し

た図書館員に限られており､ まだまだ ｢外地｣ で活動した

図書館員全体を見晴らすことのできるレベルには到達して
・・・・・・・・・・・

いない｡ いうまでもなく､ 戦前期 ｢外地｣ において活動し

た図書館員は､ その数百倍数千倍も存在しており､ ｢外地｣

の図書館の活動は､ これら総体としての図書館員たちによ

り支えられていたと言ってもよいのである｡ そして､ 戦後

日本の図書館界も､ これら ｢外地｣ で活動した図書館員た

ちを含み込み､ 包み込んでその歩みを開始したのである｡

こうした全体を見渡すことのできる図書館員たちの客観的

な事績の調査と歴史的事実の蓄積､ そしてそれを裏付ける

資料面での基盤整備が是非とも必要であると考えている｡

次に本申請時に記したこれまでの研究の経緯を概観して

おく｡ 図書館員の論述集や回想については､ はやくに柿沼

介 『剰語』 (1972)､ 衛藤利夫 『衛藤利夫』 (1980) などが

刊行されていたが､ ｢外地｣ 図書館員について論じたもの

については､ 筆者が1983年に ｢図書館と戦争責任｣ と題し

て衞藤利夫を論じたものが早いものではなかったかと思う｡

稚拙なものではあったが､ ｢外地｣ 図書館および図書館員

研究についてはともあれ先鞭をつけたという自負はある｡

その後､ 『彷書月刊 特集 満鉄図書館』 (1988)､ さらに

1992年から緑陰書房が 『日本植民地文化運動資料』 として､

満鉄大連図書館報 『書香』､ 満鉄奉天図書館報 『収書月報』､
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読書運動誌 『満洲読書新報』､ 上海自然科学研究所 『中国

文化情報』 など大きな図書館・研究研究機関の館報などが

順次復刻刊行された｡ こうした機運のなかで､ 先述の衛藤

利夫 (小黒)､ 弥吉光長 (岡村)､ 日本図書館協会編 『近代

日本図書館の歩み』 などが発表されたのである｡

1990年代後半になり､ 柿沼介 (岡村)・楠田五郎太 (米

井) などの人物論も出る｡ 図書館界以外でも､ 日本植民地

教育史研究会運営委員会 『植民地教育史研究年報』(1998－)､

東アジア近代史学会 『東アジア近代史』 (1998－) などが

刊行され､ 『朱夏』 においても特輯が組まれるなど､ ｢外地｣

の研究が各種雑誌により発表され､ 研究が徐々に組織的な

ものとなっていく｡

2000年にはいり､ 科研助成においても ｢外地｣ の日本語

資料の所在調査を中心にいくつか見られるようになる｡ 松

原孝俊 ｢台湾・朝鮮・満州に設立された日本植民地期各種

図書館所蔵日本語古典籍の書誌的基礎研究｣ (2000－2001)､

松野陽一 ｢旧植民地所在日本書籍の重点資料の本文研究と

総合解題目録作成についての研究｣ などである｡ 中国本国

にあっても､ この時期から全国の日本語資料の所在調査が

敢行され､ 2007年に 『中國館藏滿鐵資料聯合目録』 として

結実する｡

こうした旧日本語資料の所在調査やさまざまな研究とと

もに､ その基盤をなす､ ｢外地｣ における文化運動の研究

や出版面の研究も展開されていく｡ 国際日本文化研究セン

ターでは劉建輝を代表として ｢近代中国東北部 (旧満州)

文化に関する総合研究｣ が継続して研究され､ また出版方

面では､ 筆者の科研助成による研究 ｢日本支配下中国・

｢満洲｣ における出版文化の諸相｣ (2001－2004)､ ｢戦前期

中国東北部刊行日本語資料の書誌的研究｣ (2006－2008)

などが展開される｡ 筆者のこれら科研助成の成果としても

『｢満洲国｣ 資料集積機関概観』 (2004)､ 『日満文化協会の

歴史』 (2006)､ 『満洲国出版目録』 (全30巻､ 筆者監修､ 20

08－) などがあり､ 満洲についての総合事典の刊行も計画

されていると聞く｡ また筆者もさらに満洲出版史領域での

通史の刊行を準備している｡

このように､ ｢外地｣ での旧日本語資料の所在状況や､

｢外地｣ 出版事情についての研究､ 各分野の植民地文化研

究などその周辺領域の研究環境が徐々に整ってきており､

本研究の ｢戦前期 ｢外地｣ で活動した図書館員の総合的研

究｣ にあっても機が熟してきたと言えるのである｡ こうし

た観点にたって､ 本研究においては､ 戦前期に ｢外地｣ で

活動した図書館員について､ かれらを取り巻いていた文化

的な環境や ｢外地｣ における出版事情､ さらに資料集積状

況を前提としながら､ 館報や要覧などの刊行物により図書

館員を網羅的にリストアップし､ その履歴事項を書き出し

ていくこととした｡ その地域は､ 台湾・満洲 (含満洲国)・

朝鮮・樺太・中国本土をカバーする予定であったが､ 実際

は､ 満洲地域に厚く､ 中国は十分なものではなく､ 朝鮮や

樺太などはまだまだ手つかずの状態ではある｡ これらにつ

いては､ 今後も持続して研究に励んでまいりたいと考える｡

そして､ この報告書にもみられるように､ 個々の図書館員

についてのさらなる研究も進展していくことを切に願って

いる｡

本研究の学術的な特色および意義

この研究における意義を箇条書きにして示せば次のとお

りである｡

１. 満鉄大連図書館や奉天図書館､ 満洲国立奉天図書館

台湾総督府図書館といった､ 大きな図書館の館長レベルに

とどまっている現在の ｢外地｣ 図書館員に関する研究状況

に対して､ この総体的・網羅的な調査・研究により､ その

全体像を明らかにできるということである｡ それはたとえ

ばこれまでの満洲の図書館研究にあっては､ 満鉄図書館で

あれば､ 大連図書館の柿沼介､ 奉天図書館の衞藤利夫､ さ

らに各沿線や省市の図書館長や主任のように､ 当地での実

績があり著作や論文が残っている図書館員が研究対象とし

て取り上げられがちであるということであった｡ つまり､

外地での図書館活動は､ これら指導者のもとにありながら

も､ なお館務を支えてきた多くの図書館員たちの地道な資

料収集や蔵書の構築､ 目録作成や広報誌の編輯､ 展示や文

庫活動などにより支えられてきたと考えたいからである｡

こうして図書館界の全体像を明らかにしていくことにより､

外地の図書館活動の評価を試みるという研究基盤ができる

のではないかと確信している｡

２. 戦前・戦後にわたる我が国図書館の歴史研究におい

て､ その継続性また断絶性などを再検討するための客観的

で総合的な書誌的資料的情報を提供しようとしたことであ

る｡ つまり､ これら図書館員たちが､ 終戦の時期をどのよ

うにくぐり抜けて戦後を迎えたか､ そして戦後に図書館関

連施設や資料室・研究機関で働いてきた人たちにとって､

戦前期外地での活動がどのように影を落としているか､ ま

た大きく言えば図書館史のなかで､ 戦前期の図書館活動が

戦後の図書館の歩みにどのような影響をあたえたかという

ことを総体的に検討したいと考えたからである｡ 外地で活

動した図書館員たちが､ 戦後わが国の図書館活動において

大きな足跡をのこしたとよくいわれるが､ それが実際には

どのようなものであったか､ そこには外地の図書館活動で

蓄積されたものがどのように生かされ､ また反省されて活

動が展開されたかといった具体的で実証的な材料を用意し

ておきたいと考えたが故のことであった｡

３. さらに強調しておきたい点は､ 外地図書館員たちは､

図書館活動以外の場面で､ 例えば作家活動や評論活動また

学術研究活動についても活発に活動を展開したという事実

である｡ 図書館や資料室職員としての身分を持ちながら､

こうした文化的学術的な活動を展開した図書館員は数多く

存在していた｡ そして戦後に引き揚げて､ 日本において作

家活動や学術研究活動に身を投じた人物もたくさんいる｡

戦前期外地での図書館や資料室現場における活動が､ 戦後

の活動とどのように交差しているか､ 外地での図書館活動

もまたどこか基層の部分で文芸的学芸的なものと重なって

いたのではないか､ といった活動の素地を確認していきた
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いとも考えた｡

４. 外地で活動した図書館員たちは､ 積極的に新収資料

目録や各種分野の文献目録を編纂し､ また館報を刊行し資

料展示会を開催した｡ これらの活動には､ もちろん館長や

主任らの指導力があったわけではあるが､ 具体的な編纂作

業などは､ それぞれ現場の図書館員たちが担当し工夫を凝

らして実践していった｡ こうした目録編纂や館報の編集､

展示会の開催や満洲国への委譲時期の沿線図書館の年史編

纂などの事実を明らかにし､ その編集作業に図書館員たち

がどのように関与したのか､ といったことも､ 図書館員の

事績を調べていくなかで明らかになっていくと考えた｡

５. そして最後に､ いささか感傷的な言いまわしになる

が､ 終戦を迎えるまでの間に現地において､ あるいはまた

終戦時に中国各地において､ さらには終戦を迎えながらも

ソビエト抑留や引き揚げ後日本において亡くなり､ 意半ば

にして戦後に命を永らえることのできなかった図書館員に

ついても､ 想いを寄せておきたいと考えたことである｡ そ

の幾人かは､ 図書館報などに追悼の記事も掲載されたりし

たが､ 時に ｢彙報｣ の一行で周知せられた場合もある｡ そ

の無念の死を迎えた図書館員たちの存在もなんとか採録し

ておかねばと考えたのである｡ このこともこの研究を展開

していくにあたっての自身のモチーフのひとつであった｡

研究協力者

本研究を展開していく中で､ 研究協力者として米井勝一

郎 (よねい・かついちろう) 氏と鞆谷純一氏 (現在徳島県

立鳴門高等学校) にお願いした｡ 米井 (よねい) 氏は公共

図書館・大学図書館・専門図書館等の職歴と多様な業務に

携わった経験をお持ちである｡ 戦前期中国本土の図書館員

やその図書館活動についての論文もあり (｢華中鉄道図書

館－森清の上海時代｣ 『図書館文化史研究 23』 2006)､ 館

報の目次一覧の作成なども手がけられた (｢満州国国立中

央図書館籌備処処報目次一覧 『資料戦線』 『資料公報』｣

『中部図書館学会誌 46』 2005､ ｢『新京図書館月報』 解題

および目次一覧｣ 金沢文圃閣 2009)｡ また満鉄図書館員に

ついて､ ｢満洲の楠田五郎太－あわせて満洲国の図書館事

情について｣ (『図書館文化史研究』 (15) 1998) などの論

文も著されている｡

鞆谷純一氏は､ 徳島県の高等学校の学校図書館司書とし

て研究を持続しておられる｡ ｢東京帝国大学附属図書館の

略奪図書－中華民国新民会所管資料の搬入と返還｣ (『図書

館界』 60(1) (通号 340) 2008年)､ ｢満鉄図書館と大佐三

四五｣ (『日本大学大学院総合社会情報研究科紀要』 (5)

2005年)､ ｢『中華民国よりの掠奪文化財総目録』 に対する

日本政府の主張｣ (『図書館界』 62(4) (通号 355) 2010年

11月) などの論考を持っておられ､ さらに2011年10月には

これまでの研究を 『日本軍接収図書：中国占領地で接収し

た図書の行方』 (大阪公立大学共同出版会) としてまとめ

られた｡ このお二人には､ 今回の報告書に原稿を寄せてい

ただいている｡

研究経費

この研究に関わる研究経費は次のとおりであった｡

総額：4290千円

2009年度：1560千円

(直接経費：1200千円, 間接経費：360千円)

2010年度：1170千円

(直接経費：900千円, 間接経費：270千円)

2011年度：1560千円

(直接経費：1200千円, 間接経費：360千円)

経費としては､ 資料調査のためのツールとして 『書香』

『収書月報』 など満鉄各図書館の復刻版を購入し､ また当

時の各地域の都市地図なども購入した｡ それらは大学図書

館の備品として登録しOPACを作成して大学図書館の蔵書

として広く利用に供している｡ また年に一度の現地中国で

の資料調査や､ 随時に日本の所蔵機関での資料調査や資料

の複写もおこなった｡ それらの一部は ｢訪書記｣ として研

究代表者の大学院ホームページで随時掲出して報告しこの

成果報告書にも再録した｡ さらに今回の研究において特筆

すべきことは､ 2009年度および2010年度末に､ 京都ノート

ルダム女子大学学術情報センター図書館において､ 資料展

示を行い､ その展示図録を刊行したことである｡ それは､

この研究内容を広く社会に発信してそのフィードバックを

図ろうという試みであった｡ そのために､ 展示に必要な資

料購入や図録印刷のためにも経費を支弁した｡ そして2011

年度では､ この成果報告書を作成して研究成果を広く社会

に発進するために経費と労力を投入した｡

最後に､ 筆者がこの研究課題に関連する分野でこれまで

に受けた科学研究費補助金を掲げておく｡ これらの研究成

果に立ったうえでこの ｢戦前期 ｢外地｣ で活動した図書館

員に関する総合的研究｣ も展開されている｡
１. 研究種目 特定領域研究 (｢東アジア出版文化の研究｣)

期間 平成13年４月から４年間

課題 日本支配下中国・ ｢満洲｣ における出版文化の諸相 (代表研

究者)

２. 研究種目 基盤研究Ｂ

期間 平成14年４月から２年間

研究課題 ｢中国東北部における日本語資料Network化に関する基礎

的研究｣ (研究分担者)

３. 研究種目 基盤研究Ｃ

期間 平成15年４月から１年間

研究課題 ｢東アジア所在日本語古典籍調査のデータベース構築の

ための国際会議｣ (研究分担者)

４. 研究種目 基盤研究(C)

期間 平成18年４月から３年間

研究課題 ｢戦前期中国東北部刊行日本語資料の書誌的研究｣ (研究

代表者)

(この報告を 『戦前期中国東北部刊行日本語資料の書誌的研究』 と

して2009年に刊行した)
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この研究についての成果について述べる｡ 研究成果につ

いては､ できるだけこの成果報告書に反映させることとし

て報告書を編集した｡ 報告書は､ 研究論文､ 訪書記・資料

紹介､ 人名リストから構成されている｡

第１部の研究論文については､ 4本寄せられた｡ 目次に

掲げた順に紹介する｡ まずは､ 橋本健午氏の ｢“戦前”で

終わっていた父橋本八五郎の人生｣ である｡ ここで取り上

げられた橋本八五郎は､ 満洲に渡り小学校訓導ののち大連

図書館､ 日本橋図書館長また大連図書館司書係主任などを

歴任した人物である｡ 執筆者の橋本健午氏と筆者は､ 日本

出版学会の仕事でご一緒したことがあり､ 橋本健午氏がイ

ンターネットで父君のことを書いておられるのを拝見して

寄稿をお願いしたものである｡

佐竹朋子氏からは ｢佐竹義継の事蹟｣ を寄せていただい

た｡ 佐竹義継は､ 渡満して満鉄に入社､ 地方課教育係・学

務課図書館係主任参事などを勤めて図書館行政の担当者と

して草創期の満鉄附属地図書館の整備に尽力した人物であ

る｡ 佐竹朋子氏は､ 筆者が参加している研究会のメンバー

から紹介をしていただいた｡ この研究会では満洲の三都市

についての比較研究を発表をしたのだが､ こうしたことが

人的な広がりに到って､ まことにありがたいと思っている｡

橋本健午氏は橋本八五郎のご子息､ 佐竹朋子氏は佐竹義継

のひ孫であられる｡ このように満鉄図書館で活動をした人

物の縁ある方々からその事績や回想について執筆していた

だけたということは､ まことに有り難いことであり､ こう

した研究を進めてきた甲斐があったというものである｡

さらに研究協力者からもそれぞれに原稿をいただいた｡

よねい・かついちろう氏からは､ ｢尾道市立図書館の高橋

勝次郎：メモとして｣ の寄稿があった｡ 高橋勝次郎は､ 樺

太庁図書館や上海日本近代科学図書館で働いた楠田五郎太

と並んで, 図書館利用者への能動的な働きかけを重要視し

たとされる図書館員で､ 青年図書館員聯盟機関誌 『�研究』

に多くの原稿をのこした人物である｡

そしてもうひとりの研究協力者である鞆谷純一氏からは

｢満鉄図書館時代の大佐三四五｣ の原稿をいただいた｡ 大

佐三四五は､ 満鉄に入社し大連図書館､ さらに２年あまり

をコロンビア大学に留学して同大学図書館学科を卒業した

人物で､ 満洲にもどって撫順図書館館長､ 大連図書館司書

係主任などを勤めた人物である｡ このように､ これらの論

文は､ ともに満洲図書館などの外地の図書館において､ ま

た日本の図書館史の場面において大きな役割を演じた人物

についての研究である｡

第２部は､ 資料紹介・訪書記である｡ 筆者はこれまでに､

満洲を中心に､ 現地で刊行された資料のうち日本において

あまり見ることのできない本や雑誌など､ 現地中国の図書

館に遺された資料について閲覧したときには､ それらを随

時紹介してきたりもしたが､ 今回は､ 満鉄奉天図書館館長

衞藤利夫の ｢本を盗まれた話｣ を紹介することとした｡ こ

れは衞藤が 『月刊満洲』 (第12卷１號 康�６ (1939) 年１月､ 第

12卷第３號 康�６ (1939) 年３月) に寄稿したものである｡ 内

容は､ 大正10 (1921) 年秋､ 奉天図書館新築間もない頃に

衞藤が古書店から購入したアレキサンダー・ワイリー (Al

exander Wylie､ 偉烈亜力) の未刊草稿12冊が盗難に遭っ

た事件のその顛末である｡ このワイリー草稿盗難の顛末は､

すでに 『学鐙』 (昭和３年６月から８月号) に論述があり､ 『短

檠』 (滿鐡社員會刊行 昭和15年) に収録されてもいる｡ しかし

ながらここに再録した 『月刊満洲』 版のほうが､ 細部にわ

たって書かれてあり､ またイニシアルを排して実名が挙がっ

ていて内容的にも充実した読み物に仕上がっている｡ これ

も衞藤が寄稿した 『月刊満洲』 が､ 現地の大衆紙であり､

そうした読者を想定して衞藤が書いたということによって

いる｡ そしてこの 『月刊満洲』 は､ 大衆向けに多くの部数

を刊行し､ また各種機関に寄贈もおこなった雑誌であるの

だが､ 日本にはまとまって所蔵されているわけではない｡

訪書記については､ 2009年10月に主として台湾総督府図

書館の要覧などを調査するために訪れた秋田県立図書館・

岩手県立図書館および内藤湖南生誕である毛馬内の資料館

の訪書記および探訪記である｡ この湖南の毛間内訪問記に

は､ 参考として､ ｢大阪府立図書館展覧会の歴史－図書館

ものがたり その１｣ を収録した｡ これは､ 筆者が大阪府

立図書館司書時代に書いたもので､ 湖南が大阪朝日記者で

あった時期､ 鹿田松雲堂をめぐる古書の争奪や､ また一方

で大阪図書館草創期の蔵書構築に寄与した次第などを書い

たものである｡ この内藤湖南の毛間内訪問記については､

｢黒谷・法然院に眠る東洋学者たち｣ (『京の町歩き：東山山麓

フィールドワーク』 京都ノートルダム女子大学人間文化学部人間文化

学科 ｢文化の航跡｣ 刊行会 2010年所収) とともに､ いずれまと

めてみたいと考えている｡

そして第３部は､ ｢戦前期 ｢外地｣ 活動の図書館員リス

ト｣ である｡ 当初は､ 中国本土や､ 台湾､ 朝鮮､ 樺太など

すべてを網羅する意気込みで調査を開始し事績を蓄積して

いったのだが､ 資料的にも､ また筆者のこれまでの研究内

容からしても､ どうしても満洲が厚くなり､ 朝鮮の図書館

員については資料はすこしは集めてあるのだが､ この報告

ではほとんど手つかずのままで､ ついに報告書の刊行日限

を迎えてしまった｡ そんなことから､ この報告書に収録す

るにあたっては､ 満洲地域だけに限定するかすべてを掲出

するかいろいろと思案したのであるが､ とりあえず ｢途上

版｣ という断り書きを附して､ ここまで蓄積してきた図書

館員の事績のすべてを掲載することとした｡ こうした事情
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から､ 各図書館員の事績に関しては精粗があり､ また載せ

るべき人物が抜けていたり､ また記述が十分でない個所も

多く存在している｡ それらについては､ 今後も研究を継続

させて事績を蓄積していくことをお約束して､ とりあえず

は現時点での ｢成果｣ ということで公開することとし､ 大

方のご批評､ ご教示をお願いしたいと考えた｡ そしていた

だいたご教示やご批評を､ 今一度このリストへとフィード

バックさせ完成させていきたいと考えている｡ どうぞご了

承いただきますように｡

最後に､ 今回助成を得て研究を行ったもののなかで､ そ

の中間発表の形で開催した２度の資料展示およびその図録

刊行について述べておきたいと思う｡ これは､ この研究を

展開していく過程で得ることのできたいくつかの知見を発

信し､ さらにはこれまで購入してきた資料を紹介して有効

に利用していただこうと考えて企画したものである｡ これ

らの研究を､ 自分たちだけの領域だけの研究に留めること

なく､ 学内および社会に対して広く公開し紹介していくこ

くことを目指したものである｡

一度目の展示については､ 平成22年３月13日から４月３

日までの会期で 『満洲の図書館』 と題して開催された｡ そ

してその展示図録 『満洲の図書館』 (32p カラー版) を３

月に刊行することができた｡ またひろく参加を呼び掛けて

ギャラリートークを会期中の３月30日に開催した｡

そして二度目は､ 平成23年３月29日から４月12日までの

会期で 『終戦時新京 蔵書の行方』 と題して開かれた｡ そ

の展示図録 『終戦時新京 蔵書の行方』 (32p カラー版) は

３月に刊行されている｡ このギャラリートークは､ ４月８

日に行われた｡ これらギャラリートークについては本学学

術センター図書館のスタッフのお世話になった｡

図録については､ 資料展示期間中に､ 来会者に進呈する

と同時に､ またさまざまな機会をみて､ 関係者に寄贈をし

て､ その研究の成果を広く社会に還元するように努力をし

ている｡

以上がこの研究成果の概要である｡

なお､ この図録については､ 送料を負担していただいて

差し上げている｡ (1冊分…送料210円 2冊分…送料290円)｡

切手を同封のうえ下記までお申込みいただきたい｡

〒606-0847 京都市左京区下鴨南野々神町1番地

京都ノートルダム女子大学

人間文化学部 岡村敬二

TEL：075－781－1173

展示図録 『満洲の図書館』

(32p カラー版､ 平成22年３月刊)

展示図録 『終戦時新京 蔵書の行方』

(32p カラー版､ 平成23年３月刊)
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それまで､ 私の知る父八五郎 (1888－1976) は､ 福井県

(遠敷郡遠敷村〈小浜市〉神宮寺) で就学前､ 二里もある

山道を一人で歩いて泊まりに行った分教場の教師であり､

小学生時代ではある会社で購買部を任され､ 売上伝票で

｢焼酎｣ を ｢小中｣ と簡略化するなど工夫をしていたこと､

また素手でキャッチボールの相手をしてくれたことなどが

記憶に残っている (以上､ 静岡県)｡ すでに､ 相当な年寄

りであったことも……｡

一家で大連から引揚げてきたのは1947 (昭和22) 年２月

19日｡ 私は再婚した父の子､ ６人兄弟 (男５女１) の末っ

子として､ 彼の地で生まれた｡ 父54歳の時｡ 看護婦の母ト

ワは39歳､ 初婚である｡

｢(大連市初音町の) 家は坂道の途中にあって､ 石段がつ

いていた｡ だいぶ大きな家で､ 十畳・八畳・六畳など､ 全

部で三一枚半の畳があって､ 他に大きな台所やボイラー室､

お風呂､ 便所に倉庫などがあった｡ 十畳の部屋には書物が

いっぱい置いてあった｡ 家の回りを囲む塀には鉄線がはり

めぐらされ､ 夜になると電気が入れられた｣ (母の話) と

いう家に住んでいた｡

また､ ｢家では犬は飼っていなかったが､ いつもひどく

大きな雑犬が､ 三匹も四匹も玄関の前で遊んでいたり､ 寝

転んでいたりしていて､ 私はそんな犬たちが怖くて仕方が

なかった｡ ／おもちゃは木馬や大きな化け物のようなコマ､

輪まわし､ そしてアコーディオンなどもあった｡ 蓄音機も

あり､ レコードの中にはチャイコフスキーの 『くるみ割り

人形』 があった｡｣ (同上)

静岡時代の父は､ いつも家で本を読んでいるばかり､ 働

き過ぎで体をこわした母を困らせる厄介者に映っていた｡

その後､ 私は大阪 (茨木) の子供のいない長兄夫婦のもと

で中学・高校に進学する｡ その間､ 23歳も年上の長兄は父

や母をも引き取り､ 家も建て増ししていた｡

高校２年､ 19歳になる直前､ 私は日記 (1961・５・29)

にこう記している｡ ｢私の父は一般的にはおじいさんの年

令 (73) である｡ 今や父が父としての権威あるいは存在価

値を有していないことを､ 最近二人の友から聞いた｣

そんな父が､ 近隣の老人会や大阪市内の勉強会などに足

を運んでいた様子は､ 私の手元にある小さな手帳に垣間見

えるが､ 私はすでに東京の大学に入り､ たまに帰阪する程

度で､ ほとんど話をすることもなかった｡

大学４年の夏､ 就職を心配してか､ 上京した父としばし

話したのが唯一のこと｡ 結婚後は数多くの手紙で新生活の

心得を語り､ 子供ができると 『三歳までにこれだけは』 な

どを参考にしろと“教育熱心”であった (85－88歳／54通)｡

最後のハガキが届いたのは､ 父の死の５日前である (1976

年､ 米寿の祝いの半年後)｡

私はこの数年前まで､ 大連時代における父をほとんど知

らず､ 関心もなかった｡ 父は満鉄のことも図書館のことも

封印してしまったのか､ ほとんど何もしゃべらなかったか

らだ｡ また､ 長兄たちも当時のことについて特に口にして

はいない｡

私自身､ 大学を出てから作家助手を務めたり (８年半)､

ある出版社で記者として働いたり (３年余)､ 出版関係の

団体に勤めたりしたが (13年３か月)､ わが父が出版関係

の“先輩”であったとは……｡

岡村教授からいただいた 『月刊満洲』 関係の資料は貴重

であるが､ その前07年夏にある大学教授からも資料をいた

だいており､ そこで初めて“父の事績”を知ることになっ

た｡ そして今回､ 編集者であり､ 寄稿家でもあった父に再

び驚いたのである｡

ともあれ､ この電子時代に何十年も前の“紙”の記録が

残っている､ いや現実に読むことができるのは素晴らしい

ことである｡ また､ 個人的には､ それまで何かと疎んじて

いた“父”を少し見直す機会を与えられたことに感謝する

次第である｡

では､ 各種資料により満洲・満鐵における父の職歴や

“書き残したもの”を振り返ってみよう｡

1907 (明治40) 年､ 19歳の時､ 福井県師範学校に入学｡

《この年４月１日､ 満鐵の営業開始とある》

アジア歴史資料センター編“在満日本帝国大使館”作成

の経歴によると､ 父は福井県で三つの小学校訓導を経たの

ち､ 最初の任地として ｢明治45・４・10南満洲鉄道株式会

社 (満鉄) へ出向を命ぜられ｣た｡

大連でも二つの小学校で訓導となるが (24歳､ 俸給22円)､

27歳の４月休職して一度日本に戻り､ ｢大正５・４・13

(28歳) 東京中央報徳会に職を得て 『斯民』 の編輯に携わ｣

り､ のちにあるように満鉄で人事課勤務を命ぜられている｡

《24歳…1966・６・22付､ 父からの簡易手紙に ｢無事に

二十四才の男児になったことをうれしく思う｡ 父の初めて

満州に渡ったのは数え年二十四才の春だった｣ と記してき

た》
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“戦前”で終わっていた父橋本八五郎の人生

橋本 健午 (ノンフィクション作家)
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1918・３・29 (30歳) 再び大連へ｡ 福井県師範学校女子

部講習課卒業の反保英子と結婚／〈満鉄〉人事課勤務を命

ぜられる (職員俸給34円) ／同年６月？～満鐵讀書会 ｢讀

書會雑誌｣ の編集人となる｡

《英子…アララギ派の歌人｡ 土屋文明に師事｡ 少女時代､

長谷川英尾として雑誌 『女子文壇』 などに短歌・はがき文・

俳句などを盛んに投稿していた｡ なお､ 父は ｢柊｣ 同人

(北陸アララギ会・柊発行所〈福井市〉とも言われるもの

の､ いま私の手元に確証を得る資料はない》

1919・１・10 (31歳) 長男公一出生／６・１俸給38円／

10・１俸給79円

1920・５・４～ (32歳) 初めての (旅順→奉天→天津→)

北京行か／６・１俸給38円／８・７母イサ､ 胃ガンで危篤

のため一時帰国／12・20長男入院

1921・１・10 (33歳) ４・１俸給92円／５・11父幸之助

死去／７・26次男明郎出生

《長男公一､ 次男明郎を見れば分かるが､ 父は子供に公

明正大という漢字を含む名前を付けるつもりだったらしい｡

師範学校女子部で長谷川英子と一緒だった女性は ｢編物を

しながら (うちの主人は子供に次々と公明正大つて名をつ

けるのですつて)､ 美しく微笑された…｣ と証言する (『英

子追悼集』)｡ だが､ 次は長女瑛子であり､ 昭和３年生まれ

の三男は昭三で正も大もない｡ 再婚した後の子供には､ 辰

生に健午と干支の一字をあてるだけだった｡“国語”の先

生?! どうして方向転換したのだろうか》

1922・４・２ (34歳) 『満洲より母國へ』 (編者名…橋

本嘯天) を自費出版

《満鉄沿線各地の事情やその生活などの紹介｡ また､ 妻

英子による ｢新所帯日記｣も収録》

1924・７・17 (36歳) ３・17長女瑛子出生／７・17大連

図書館勤務を命ぜられる／10・１俸給105円

1925・４・10 (37歳) 北公園図書館長兼大連図書館兼務

を命ぜられる／11・９大連実業補習学校講師 (嘱託) とな

る／この年､ 満鉄大連図書館､ 月報 『書香』 創刊～翌年３

月に12号で中断 (第一次・編集人？) ／寄稿… 『讀書會雜

誌』 ２月号 ｢心中の蟲｣ ／ 『書香』 ６月号 ｢書香の使命｣

(橋本生)・書評 ｢出原さんの名著 『苦力行』｣ ／同10月号・

エッセイ ｢万巻の書に囲まれて｣ 《“(橋本生)”などの表

記は本名以外を示す》

1926・４・１ (38歳) 俸給96円／翌２日､ 北公園図書館､

日本橋図書館と改称／10・１主事となる｡ 同19兼務を免ぜ

られる／寄稿… 『讀書會雜誌』 ２月号 ｢作文の境地｣

1928・４・１ (40歳) 埠頭実業補習学校講師兼務を命ぜ

られる／同日大連医院付属看護婦養成所講師兼務を命ぜら

れる／６・１大連実業補習学校講師兼務を免ぜられる／同

日埠頭図書館主事兼務を免ぜられる

1929・４・１ (41歳) 俸給120円／４・10満鐵各図書館

報 『書香』 第二次創刊 (編集人) ／寄稿… 『書香』 ４月創

刊号 ｢書香漫語｣ ／同６月号 ｢書香漫語－洋行－｣ ／同８

月号 ｢国語の辞書の話 (上) ｣ ／同９月号 ｢同前 (中)｣

／同11月号 ｢同前 (下)｣ ／同12月号 ｢恥ずかし記三題 (1)｣

(橋本生)

1930・４・21 (42歳) 埠頭図書館主事兼務を命ぜられる

／６・14社員制改正､ 同日伏見台図書館主事兼務を命ぜら

れる／同日近江区図書館主事兼務を命ぜられる／10・１俸

給125円／寄稿… 『書香』 １月号 ｢恥ずかし記三題 (2)｣

(橋本生) 同２月号 ｢恥ずかし記三題 (3)｣ (橋本生) ／同

7月号 ｢万葉集関係の書目解説｣ /同8月号 ｢机上掌中及眼

下｣ (橋本生) ／同９月号 ｢机上・掌中・及眼下｣ (橋本生)

／同９月号 ｢参考図書の知識｣ (橋本生)

1931・４・４ (43歳) 伏見台図書館主事兼務を免ぜられ

る／8月､ 初音町に新住宅を営む／寄稿… 『書香』 １月号

｢告朔の�羊｣ (橋本生) ／同７月号 ｢日本思想に関する文

献｣ ／同８月号 ｢日本思想に関する文献 続｣ (橋本生) ／

同９月号 ｢日本思想に関する文献 完｣ (橋本生) ／同12月

号 ｢ある視察者｣ (橋本生)

《上記 ｢万葉集関係の書目解説｣ 関連“父と万葉集”…

①土屋文明によれば ｢夫君八五郎氏は萬葉集の研究家で､

その苦心になる国別萬葉集の事に就いて､ 故池内赤太郎氏

からいろいろ話を聞いたことも有つた｣と､ ｢橋本英子歌集

の序｣で触れている｡ ②満鉄図書館時代の後輩である青木

実氏 (のち国会図書館に勤務) も自著で次のようなエピソー

ドを披露する｡ ｢高橋順四郎君が 『燕人街』 を発行したい

と思ったその前に 『赤イ街』 を出して潰していた彼が発行

人では関東州庁の許可は下りるわけがなく､ 社会的信用の

ある橋本さんに発行人になってもらい､ その 『万葉集地理

考』 ？というどこまで続くかわからない論文の一端を巻頭

に連載し､ 隠れ蓑としたのであった｣ 『外地・内地 拾遺』

作文社発行､ 非売・限定200部1993・05》

[1931・９・18満州事変｡ 関東軍､ 奉天郊外柳条湖の満

鐵線路を爆破] [1932・１・28第一次上海事変]

1933・４・１ (45歳) 15年勤続の表彰を受ける／同日､

大連図書館司書係主任を命ぜられる／寄稿… 『月刊満洲』

第６巻第７号 (昭和８年７月) ｢吾らの廃兵救護案｣ (他に

１名) ／第６巻第８号 (昭和８年８月) 五周年記念特輯号

｢合點のゆかぬ事ども｣ (他に１名) ／昭和８年12月大同二

年蝋月号 勝手な熱を吐くページ ｢移民促進策｣ (他に２名)

／なおこの１月､ 妻英子が軽度の脳溢血で倒れ､ 作歌はこ

こまでであった｡

1934・４・１ (46歳) 俸給135円／寄稿… 『月刊満洲』

第７巻第５号 (昭和９年５月) 春季特輯號“満洲一づくし”

の一つ (他に26名) ／昭和９年11月 (十一・十二月合併号)

｢夢｣ (他に５名)

[３・１関東軍､ 執政溥儀を満洲国皇帝に就任させ､ 帝

政を開始]

1935年 (47歳) １月､ 英子二度目の脳溢血で死亡 (45歳)

／10・1１給145円／10・＊第29回全国図書館大会 (京城)

に参加／寄稿… 『書香』 ７月号 ｢『書香』 50号を顧みる－
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誕生－再生－50号－｣ (橋本生) ／ 『月刊満洲』 第８巻第

３号 (昭和10年３月) 陸軍記念日三十周年奉祝號◎子供に

一本参らされた話 ｢レツキング一件｣ (他に２名)

長野トワ①…５月30日に渡満《橋本とわ著 『わが半生の

道 第一部』 1985・11自費出版・四六判・68ページ》／一

方､ 父は７月13日に 『橋本英子歌集』 および 『英子追悼集』

を自費出版し､ ９月28日にトワと再婚 (翌年１・29届出)

母とわ (30歳) は“結婚せず､ 看護婦を続ける”つもり

だったが､ 『わが半生の道』 によると､

…七月頃から隣りに住む方とかがお話に来ておった｡ と

ころが､ 私には結婚話との事である｡ こんなに沢山人もお

るのにと思ふ｡ 草分けの老人が､ 日本橋図書館に勤めてお

る橋本と云ふ人の細君が亡くなって困っておるとの事であっ

た｡ 四人も子供があり女中も居つかないと話しておった｡

(２ページ半略)

四人の父子皆､ かほのいろが悪い｡ 一人だけ良いかほを

しておった《この時､ 長男は福井県に亡母の納骨に行き不

在》｡ 全員を見て､ こんなにかほ色が悪いのは栄養失調で

ある｡ 母親がいなくなった子に同情心が起こった｡ 自分も

父がいなく､ お互へに兄弟のやうに暮らす事もよいかと思っ

て見た｡

迷はずにはおれない｡ 大連は住みよい地で離れたくない

と思い､ 断わったら､ ここにはおりたくない､ 二つ心であっ

た｡ (約２ページ略)

二人で並んで写真を写すとき鼓動がした｡ これで私の人

生もおはりか｡ 墓場だなあと思った｡ 淋しいかほであった｡

(第一部おはり)

話を父に戻す・・・・・・､

1936年 (48歳) ２・１庶務係主任を命ぜられる／５月満

鉄図書館業務研究会の運用部会幹事に当選／９・15 (社員

制改正) 職員／10・１ (職制改正) ／寄稿…満洲日日新聞

『文藝時評』 ９・２～６／執筆 ｢ポスター懸賞募集の結果｣

『書香』 11月号／ 『月刊満洲』 第９巻第10号昭和11年10月：

奉天特輯テーマ ｢九官のいたづら｣ (他に83名) ／同第９

巻第11号昭和11年11月：｢善悪の多少｣

1937 (49歳) １・16地方部学務課図書館係主任兼伏見台

図書館近江町図書館長を命ぜられる／３・20地方行政調整

移譲準備委員会幹事兼務を命ぜられる／４・１兼務を免ぜ

られる〈伏図〉／兼務を免ぜられる〈近図〉／ (俸給155

円) ／副参事を命ぜられる／ 『書香』 ４月号 (第94号) で

編集人を降りる？／６・30満洲文話会 (本部・大連⇒39・

08新京) 結成､ 年1回 ｢文話会通信｣発行 (委員) ／11月末､

滿鐵學務課圖書館掛主任から安東日本學校組合主事に轉出

／寄稿… ｢讀者と圖書館｣ (第２次 『圖書館新報』 ４・15

発行第１号)

1938 (50歳) ／寄稿… ｢小生の露伴熱｣ (改名 『満洲讀

書新報』 ９・15発行第18号)

1939 (51歳) 12月で滿鐵を離職／寄稿… ｢時間つぶし｣

＆アンケート ｢昭和十三年回顧 読書感銘｣ 『満洲讀書新

報』 １・15発行第22号／ ｢『小島の春』 読後｣ 同４・15発

行第25号

1940 (52歳) １月には齊齊哈爾學校組合主事／寄稿…

｢推薦良書の取消・發禁｣ (『満洲讀書新報』 ３・15発行第3

6号) …筆者・前満鉄學務課圖書館係主任／ ｢温潤如玉｣

(同5・15発行第38号) …筆者・元満鉄學務課圖書館係主任

／ ｢古本屋｣ (同９・15発行第42号) …筆者同前

長野トワ②…橋本一家の“栄養失調”を見かねて結婚を

決意した母に対し､ ｢子供を産むな｣と言ったのは亡妻の弟

(空母赤城機関長) であると､ 母の 『わが半生の道』 とは

別の手記にある｡

だが､ 父との間に1940､ 42年に男児２人が生まれる (末

子は私)｡ その間､ 先妻の三男 (12歳) を健康優良児に育

てたのも母である｡ 当時の大阪朝日新聞満洲版 (Ｓ15・６・

26見出し) に ｢関東州から特選－全日本健康優良児表彰－

／“偉いぞ橋本君”／関東州のために健康金字塔／栄冠に

感激の土師訓導｣などとあり､ ｢規則正しい生活／子供たち

はみな徒歩通学／兵学校志願の昭三君｣では､ 本人と父母

の談話が載っている (添付写真①登り棒に登っている本人

②父母と前妻の子４人の家族)｡ なお､ 同時に四男辰生も

健康赤ちゃんとして表彰されている｡

1941 (53歳) ／寄稿… ｢圖書の出版及び供給－外地一讀

者の希望－｣ (満鉄奉天図書館編 『收書月報』 ４・10発行

第63號) ／ ｢出征兵士の歌一首｣ (『満洲讀書新報』 ９・15

発行第53号) …筆者・関東洲文話會長

1943 (55歳) この年､ 満鉄高等学院師範部講師を依頼さ

れる／寄稿… ｢良書推薦の意味｣ (『満洲讀書新報』 ６・15

発行第70号) …筆者同前

1944 (56歳) ／寄稿… ｢遣唐使の母の歌｣ (『満洲讀書新

報』 ２・15発行第77号)

《次男明郎 (24) はこの年２月､ 内南洋クエゼリン島で

玉砕 (遺骨は戻らず／海軍大尉)｡ 母のメモ ｢８月15日

(日)､ 公電が入る｡ 次男戦死の通知である｡ ２月６日､ 主

人の起きられない日でもあった｡ 夢に出た｡ …19日に慰霊

祭をすることになった｣ 》

《1945・８・６広島に原爆投下 {広島陸軍幼年学校在学

中の三男昭三､ ７日に友を援けに行き被爆}､ 同９日長崎

にも投下､ 同15日日本は無条件降伏…》

1946 (58歳) ４月20日発行､ 嶺前公安分局 ｢日僑身分

證明書｣ に､ 父について､ 任務職別…無業／前職…満鉄高

等学院嘱託 とある

1947 (59歳) ２・19一家５人 (父母､ 長女に四男五男)､

大連から貨客船信濃丸で舞鶴港に引き揚げ､ 福井県の父の

郷里に帰る

＊＊ここまで記して､ しばらく放置していたが､ いくつか

思い出すことがあり､ 追加する次第＊＊

― 13 ―



戦後の父は老いても元気であったが､ もう活躍の場もな

く“高等遊民”的で､ 何やら書き物は続けていたようだが､

いま私の手元には ｢昭和三十八年四月 二首｣に始まり､

｢昭和四十八年八月 三首｣ で終わる二百九首の短歌があ

る (Ａ４判原稿用紙41枚､ 万年筆使用)｡

もう一つ同型の原稿用紙には､ 短文 ｢空想・独語｣とし

て､ 漢字の日本読み (４枚／昭和47・10・16)・忘年會

(１枚)・｢役｣の字・一つのトマト・親心､ など５件15枚が

こよりで綴じられていた｡ 執筆は､ いずれも同時期と考え

られる｡

今回､ 初めて読んだ ｢親心｣ に､ これまで“知らなかっ

た父”を見る思いである｡ 1922年 『満洲より母國へ』 を出

版したころの様子であるが､ 筆を執ったのは死の３年ほど

前､ 85歳の時であろうか｡

長男､ 次男が幼稚園入園の年頃になったとき､ 私夫妻は､

幼稚園に入れまいと決心した｡ 大正の末期､ 昭和の初めだ

から､ 世間の入園熱は今日のように烈しくはなかった｡ そ

れでも大連という土地柄､ 何事も内地に後れを取るまいと

する意気込みは盛んで､ 幼稚園熱も､ 少し考える家庭では､

相当な程度であった｡

しかし私ら二人は､ 余り躊躇することもなく､ 二児の入

園は取り止めと決心した｡ 家内の胸中はどうだか記憶はな

いが､ 私自身では､ こんな可愛い二人を､ 毎日数時間も人

手に托してよいものか､ という考えからであった｡

幼い者を甘やかすつもりは､ 毛頭無かった｡ 成るべく親

子がいっしょに暮すのが本当だし､ よくもわるくも､ 両親

のすべてを彼らに伝えたいと思ってのことで､ 言葉を換え

れば､ 個性を尊重したいというのであろうが､ 何よりも二

人が可愛かったからである｡

これを受けて､ 時は戦時中 (昭和19年９月) に戻る｡

“次男の戦死に際し､ その弔意を表した方々へのお礼の手

紙”のなかで､ 次のような歌を記している｡ 当時の“父”

は､ みなこのように考えていたのだろうか？

｢この日この子を陛下にさヽぐ｣ と誓ひける

まことその日の今来つるはや

(http://www002.upp.so-net.ne.jp/kenha/jibunshi/jibunshi-20.html)

参考１

付属地方行政権移管に伴ふ図書館関係の異動…Ｓ12・11・

20付：地方部学務課図書館係主任 副参事⇒公主嶺図書館

館長ヲ命ズ《書香102号／Ｓ13年１月10日発行》

次いで12月１日付を以て大連､ 奉天､ 哈爾濱を除く､ 沿

線各館は満州国に移管され､ 大連は産業部､ 奉天は総局､

埠頭､ 沙河口は大連の分館､ 日本橋､ 伏見台の二館は地方

部残務整理委員会と何れもその所属を変更した｡

参考２

｢写真｣ … 『書香』 第101号 (Ｓ12年11月10日発行) 11ペー

ジにある記念撮影 “最後の委員会” (大連図書館東玄関

にて) 柿沼会長 衛藤副会長 他委員21名／橋本図書館

係主任 竹村､ 宮地両学務課員､ 哈爾濱鉄路図書館竹内主

事 計27名 (2011・10・23記す)

参考３

｢戦後の父橋本八五郎あての手紙｣ この父あての“封筒”

が母の遺品の中から出てきたのは2010年10月３日のことで

ある (中味はなかった)｡ 当時の郵便事情は分からないが､

極端な紙不足の時代だった｡ たぶん､ 表裏に印刷された一

枚地図 (九州地方) の一部を張り合わせたものと思われる｡

1947年２月19日､ 私を含む一家５人が大連 (現・中国) か

ら引揚げ後､ 1951年５月19日静岡県に引っ越すまで ｢橋本

八五郎｣ はたしかに ｢福井県遠敷郡遠敷村神宮寺｣ にいた｡

切手は貼ってなく､ やはりオモテにゴム印で黒く ｢通信

事務｣ とあり､ その下の一部は破れてなくなっているが､

ゴム印の文字は ｢福井県遠敷郡郵便局｣ と読める｡ 想像す

るに､ ｢通信事務｣ とあるのは郵便局からの“お知らせ

(通知)”だからで､ 切手を貼る必要はなかったのであろう｡

このほか､ 二つのゴム印の間に赤ペン手書きで“保険”

とある｡ また､ 住所と名前の間には青ペン字で “へそク

リ”(ただし“リ”の字あたりにある字は“用”か) とあ

るが､ これはその後､ 家族のだれかがメモ書きしたもので

あろうと思われる｡

なお､ 封筒の裏には何の記述もなく､ 九州地方の一部が

そのままの地図である｡ (2012・02・06 橋本健午)
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【橋本健午の過去および現在】

ノンフィクション作家／本橋 游〈筆名〉／電子版 ｢梶山

季之資料館｣ 管理人／大連 (引揚げ)／高槻高校・槻友会

(13期)／早大一文 (露文学)／田無寮OB会／大宅社一東京

マスコミ塾 (第１期)／日刊現代／日本雑誌協会／出版午

合会／日本出版学会／日本エディタースクール／東急セミ

ナーBE (渋谷)／青少年問題 (メディア倫理)／『戰線文庫』

／父と大連・滿鐵…／ミニ自分史／名入れ色紙

著作等：

『熱球のポジション“－日米大学野球”の青春譜－』 (共

著) 情報センター出版局 1980／『父は祖国を売ったか－

もう一つの日韓関係－』 日本経済評論社 1982／『梶山季

之20世紀の群像１』 日本経済評論社 1997／『わかりやす

い仕事文を書く』 明日香出版社 1998／『バーコードへの

挑戦－浅野恭右とその時代－20世紀の群像３』 日本経済評

論社 1998／『会社や職場で必要とされる言葉づかいとマ

ナーが３時間でマスターできる本』 明日香出版 2001／

『有害図書と青少年問題－大人のオモチャだった“青少年”－』

明石書店 2002／『発禁・わいせつ・知る権利と規制の変

遷－出版年表－』 出版メディアパル 2005／編集・解説

『戰線文庫』 日本出版社 2005／梶山季之資料室編 ｢梶山

季之の月刊 『�』｣ 松籟社 (京都) 2007に参画 (企画・編

集・執筆)

参考４ (以下は岡村が図版を掲出した)
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橋本八五郎 ｢恥かし記｣
(『書香』 第9号 昭和4年12月 巻頭言 大阪府立中央図書館蔵)

満鉄大連医院
(『大連名勝写真帖』 大連 日華堂出版部 昭和4年 本学所蔵)

満鉄本社､ 大連図書館付近の地図
(『大連市案内図』 昭和10年改訂 大陸出版協会 ただし地域を貼
り合わせた､ 架蔵)

大連図書館
(『満鉄附属地経営沿革全史』 満鉄総裁室地方部残務整理編 昭和
14年 札幌市中央図書館所蔵)



― 16 ―



１ はじめに

本稿は､ 佐竹義継の履歴､ 及び南満州鉄道株式会社図書

館に勤務中の足跡を追うことで､ 南満州鉄道株式会社の図

書館業務に携わった一社員の事跡を紹介することを目的と

する｡

岡村敬二氏によると､ 南満州鉄道株式会社図書館 (以

下満鉄図書館) は､ 二つの目的で開設されたという｡ 一つ

目は､ ｢調査部の中で､ 社業の参考のため社員に閲覧させ

る｣１ 目的､ 二つ目は､ ｢沿線各地に居住する社員や家族ら

に教養や娯楽を与える｣２ 目的であった｡ 佐竹義継は､ 満

鉄図書館において､ 二つ目の目的を任務とすべく､ 明治43

年 (1910) ５月に南満州鉄道株式会社地方課教育掛主任と

して渡満した｡

佐竹義継は､ 筆者の曽祖父である｡ 義継が､ 昭和５年

(1930) に､ 南満州鉄道株式会社を辞職し､ 大連から持ち

帰った満鉄図書館の所蔵印が押してある巻物や職務に関す

る資料､ 義継が収集した書画､ 職場での記念写真といった

遺品は､ 筆者が保管している｡ ただし､ 義継が､ 満鉄図書

館在職中に担った具体的な職務が明らかとなるような史料

は遺されていない｡ すなわち､ 大正12年 (1923) 11月24日､

大阪に居住する藤澤元造が大連に居住する義継に宛てた書

簡によると､

昨夜中山より承り候へば､ 失火のため尊寓 (佐竹義継

宅) も不幸に御遭遇被遊候御模様､ 特に夜中の由御被

害も究めて多大の御事と奉相察候､ 家族皆様御無事御

避難御怪我は無之候由､ 十余年間満州にて蒐集遊はせ

シ珍奇の品々を烏有に帰し御遺憾の事と裏心より御悔

申上候

とある｡ 藤澤元造は､ 藤澤南岳の長男であり３､ 義継とは

かねてから親交があった｡ そのため満州から大阪に帰って

きた中山という人物から､ 義継宅が火災にあったことを聞

いた藤澤は､ 義継に見舞いの書簡を送ったのである｡ そし

て､ 藤澤の書簡から､ 大連の義継宅は火災によって焼失し､

現存する義継の遺品は､ 職場に保管されていた書類等や､

火災の後に収集された物品が主であると考えられる｡

そこで､ 本稿では､ 義継の事跡について､ 遺された史料

や写真等を手がかりとしながら明らかにする｡

２ 履歴について

佐竹義継は､ 明治14年 (1881) ３月８日､ 浄土真宗仏光

寺派渋谷家に仕える父義三と､ 母シヅの長男として､ 京都

市下京区堺町松原上る夕顔町に誕生した｡

父義三の記した ｢上申書｣４ や､ 佐竹義継の ｢履歴書｣５

によると､ 義継は､ 軍人志願のために上京し､ 明治31年

(1898) ３月､ 東京中学校第四学年を修業した｡ その後､

同年４月､ 東京中学校内陸軍士官候補生受験科に入学し､

翌明治32年 (1899) ３月に卒業した｡ また､ 明治32年５月

からは､ 東京帝国大学文科大学教授島田篁村６が設立した

双桂精舎へ入塾し､ 漢籍を学んでいる｡ その間､ 明治33年・

明治34年に､ 陸軍士官候補生を志願して受験したが叶わな

かったようである｡

明治35年 (1902) 四月､ 東京府南多摩郡潤�高等小学校

本科に教員として勤務した｡ その一方で､ 同年９月には､

早稲田大学文学教育科に校外生として入学し､ 明治37年

(1904) ９月､ 早稲田大学文学教育科を卒業する前月には､

潤�高等小学校を依願退職した｡ その後､ 京都に戻り､ 同

年９月から､ 京都府立第二中学校書記に任じられ勤務した

が､ 明治38年 (1905) 11月に病気を理由として依願退職し

た｡ ただし､ 翌月には､ 京都帝国大学法科大学図書館に勤

務している｡

明治43年 (1910) ５月､ 義継は､ 南満州鉄道株式会社か

ら､ 南満州鉄道地方課教育図書館主任として招聘された｡

義継が､ なぜ､ 京都帝国大学法科大学図書館から満鉄図

書館への勤務を命じられたのか､ 具体的な経緯については

不明である｡ ただし､ 京都帝国大学法科大学教授岡松参太

郎が､ 明治40年 (1907) ４月に営業を開始した南満州鉄道

の理事を兼ねたことが関係していると考えられる｡ すなわ

ち､ 南満州鉄道株式会社の営業当初に設置された図書室は､

｢京都帝大教授から理事となった岡松参太郎も自ら図書蒐

集整理にあたった｣７ ということである｡ そこで､ 京都帝

国大学法科大学図書館に勤務していた義継は､ 満鉄図書館

への勤務を命じられたのではないかと考えられる｡

次章では､ 義継が満鉄図書館において､ どのような職務に

従事していたのかを紹介する｡

３ 満鉄図書館における活動

佐竹義継は､ 明治41年 (1908) ５月､ 宮田菊枝と婚姻し

た｡ そして､ 明治43年 (1910) ５月､ 父母と長女初枝を京
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佐竹義継の事跡

佐竹 朋子 (日本学術振興会特別研究員PD)
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都に残し､ 妻菊枝と満州に渡った｡

渡満後､ 義継は､ 南満州鉄道株式会社の社宅である大連

市近江町10号－１に居住した｡ 満鉄図書館は､ ｢明治四三

年 (一九一〇) 九月､ 図書閲覧場規定及び社告四五号によ

り､ 瓦房店・大石橋・遼陽・奉天・鉄嶺・公主嶺・長春・

安東の八カ所を閲覧場と定め､ 図書係の編成になる巡回図

書など三種類の図書を設置｣８ していたが､ 義継は大連に

居住していたことから､ 義継の活動拠点は､ 大連の図書館

だったようである｡

ただし､ はじめにおいて記した通り､ 職務に関する資料

が数える程しか遺されていないため､ 義継がどのような職

責を果たしたのかについて､ 具体的に明らかにすることは

できない｡ しかし､ 義継が死去した際､ 満鉄各図書館報で

ある 『書香』 に掲載された ｢佐竹義継氏逝く｣ によると､

氏が赴任後間もなく､ 図書閲覧場規定が制定され､ 明

治13年11月以降沿線主要地にこれが創設を見､ 又巡回

文庫が編成され閲覧場を有せざる中間駅地方の為め讃

書普及の途が拓かれた｡ 爾来､ 小学校の一室に併置さ

れた図書閲覧場が独立した簡易図書館となり､ 更に内

容の充実が伴つてその名称より簡易の二字を削らるゝ

と共に設置の箇所も逐年増加し､ 今日大連､ 奉天を初

め23の図書館を数ふるに至り､ その蔵書冊数40万冊を

超へ､ １日の閲覧人３千人に及ぶの盛況を見るに至つ

た｡ 又巡回文庫も､ 年々発達してその回付箇所140余

箇所に及ぶ現状に達した９

とあり､ 南満州鉄道株式会社が図書館を設置した目的の一

つである ｢沿線各地に居住する社員や家族らに教養や娯楽

を与える｣10 ため､ 義継は職務に励んだことが明らかであ

る｡ また､ 義継の遺品には､ ｢通俗図書館標準作業並経費

私案｣11 と題した､ 図書館における庶務や会計の業務案や､

物品管理の仕方などの提案､ ｢標準経費算出ノ私案｣ など

が記された案文がある｡ 以上のことから､ 義継は､ 創設さ

れた図書閲覧場が満鉄図書館として機能するに至る迄､ 尽

力した人物の一人であったのであろう｡

また､ 義継は､ 満鉄図書館の業務だけではなく､ 明治44

年 (1911) ４月からは､ 大連伏見台工業実習学校講師及び

校舎監を兼務していた12｡ その後､ 満鉄学務課図書館係主

任となり､ 昭和５年 (1930) ９月に辞職するまでの二十年

間に渡り､ 職務に従事したのである｡

次章では､ 義継が､ 京都帝国大学法科大学図書館や満鉄

図書館在職中に行った研究について紹介する｡

４ 研究活動

佐竹義継は､ 京都帝国大学法科大学図書館に在職中であ

る明治42年 (1909) ６月､ 『幕末勤王烈士手翰抄』13を刊行

した｡ 『幕末勤王烈士手簡抄』 では､ 幕末期に活躍した藩

士や尊王志士等の紹介とともにその人物が記した書状を百

点掲載している｡

義継が､ 『幕末勤王烈士手翰抄』 に掲載した史料をどの

ように調査したのかについては不明である｡ ただし､ 『幕

末勤王烈士手翰抄』 の凡例14には､ ｢此の編はもと予が数年

来或は書籍につき或は遺墨により感激せるまゝに写しおき

しもの｣ とある｡ また､ ｢本書の編纂に就きては中山文学

士特に静閑の余を割きて懇篤なる指導と校閲とを賜ひ藤澤

元造､ 西川太治郎､ 三国一懿の諸氏亦多大の好資料と助力

とを与へられたり｣ とある｡ 義継が､ 『幕末勤王烈士手簡

抄』 を著すにあたり､ 指導と校閲を行った中山再次郎は､

義継が､ 京都帝国大学法科大学図書館に勤める前の職場で

あった京都府立第二中学校校長である15｡ また､ 義継に

｢好資料と助力｣ を与えた藤澤元造は､ はじめにでも記し

た通り､ 儒者藤澤南岳の長男である｡ 西川太次郎と三国一

懿については､ 詳細は不明であるが､ 学識高い人物であっ

たことが考えられる｡ すなわち､ 義継は､ 軍人を志願して

上京した際､ 双桂精舎において漢籍を学んだが､ 京都に戻っ

てからは､ 中山再次郎・藤澤元造・西川太次郎・三国一懿

等と交流し､ 勉強を続けていたのであろう｡

一方､ 渡満後の義継は､ 中国の紙幣や貨幣についての研

究を開始し､ 大正13年 (1924) 11月に刊行された 『満蒙』

第５年第52冊には､ ｢ ｢袁世凱｣ 新幣に就ての考察｣ を発

表した｡ そのため､ 義継の遺品には､ 中国や日本の貨幣に

関する書籍や､ 様々な国の貨幣の見本がある｡ また､ 徐滄

水が義継に宛てた書簡16が遺されている｡ すなわち､ ｢敝国

紙幣起源雖多異説､ 但比較実在似以唐飛券為嚆矢耳､ 故拙

著民国鈔券史引之｣ とあり､ 中国における紙幣の起源につ

いて多くの異なる説があるが､ ただし､ 現実にあるものと

比較すると､ 唐飛券を以てはじめとなすのみである､ 故に

拙著 『民国鈔』 の ｢券史｣ を引く､ と記されている｡ つま

り､ 義継が､ 『民国鈔』 の著者である徐滄水に､ 中国にお

ける紙幣の起源について質問したことで､ 徐滄水が返信し

てくれたのであろう｡ 義継が､ なぜ､ 中国の紙幣や貨幣に

ついて興味を持ったのかは不明であるが､ 熱心に研究を行っ

ていた痕跡がみられる｡

５ おわりに

以上､ 佐竹義継の履歴､ 及び満鉄図書館勤務時代の足跡

を紹介した｡

義継は､ 昭和５年 (1930) ９月､ 満鉄図書館を辞職し､

故郷である京都に帰った｡

義継の妻菊枝 (1976年12月死去) から伝え聞いた話によ

ると､ 義継が､ 満鉄図書館を辞した理由は､ 京都にいた義

継の父が死去し､ 長女初枝と共に暮らす義継の母が病だっ

たことや､ 渡満後に誕生した長男義男・次女芳枝・次男文

男・三男英男・四男典男の教育や将来を考え､ 京都の学校

に通わせたいと考えたからであるという｡ しかし､ 帰京後､

義継も病を得て､ 昭和６年 (1931) 正月２日に死去した｡

五十一歳であった｡
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[注]

１ 岡村敬二 『遺された蔵書―満鉄図書館・海外日本図書

館の歴史―』 18頁､ 阿吽社､ 1994年｡

２ 岡村敬二前掲書 『遺された蔵書―満鉄図書館・海外日

本図書館の歴史―』 18頁｡

３ 『国史大辞典』 第12巻､ 139頁､ 吉川弘文館､ 1991年｡

４ ｢上申書｣ 佐竹朋子所蔵｡

５ ｢履歴書｣ 佐竹朋子所蔵｡

６ 島田篁村は､ 天保９年 (1838) に誕生した｡ 昌平黌に

入り､ 安積艮齊や塩谷宕陰に学んだ｡ その後､ 下谷長

者町のち練堀町の双桂精舎で師弟を教え､ 明治14年

(1881) 東京大学文学部漢文学科教授､ 同19年帝国大

学文科大学教授となり､ 明治31年 (1898) に死去した｡

長男鈞一が家業を継いだ (『国史大辞典』 第７巻､ 101

頁､ 吉川弘文館､ 1986年)｡

７ 岡村敬二前掲書 『遺された蔵書―満鉄図書館・海外日

本図書館の歴史―』 18頁｡

８ 岡村敬二前掲書 『遺された蔵書―満鉄図書館・海外日

本図書館の歴史―』 19頁｡

９ ｢佐竹義継氏逝く｣ (『書香』 第32号､ 1931年)｡

10 岡村敬二前掲書 『遺された蔵書―満鉄図書館・海外日

本図書館の歴史―』 18頁｡

11 ｢通俗図書館標準作業並経費私案｣ 佐竹朋子所蔵｡

12 ｢上申書｣ 佐竹朋子所蔵｡

13 佐竹義継 『幕末 勤王烈士手簡抄』 実業之日本社､

1909年｡

14 佐竹義継前掲書 『幕末 勤王烈士手簡抄』 凡例､ １～

２頁｡

15 佐竹義継前掲書 『幕末 勤王烈士手簡抄』 ３頁｡

16 徐滄水から佐竹義継に宛てた書簡は､ ｢上海銀行週報

社用牋｣ に記されている｡ 佐竹朋子所蔵｡

【筆者紹介】

佐竹朋子

日本学術振興会特別研究員PD (京都大学大学院文学研究

科)｡

2005年京都女子大学大学院文学研究科史学専攻博士後期課

程単位取得退学｡ 博士 (文学) 京都女子大学｡

論文に､ ｢学習院学問所設立の歴史的意義｣ (『京都女子大

学大学院文学研究科研究紀要史学編』 第２号､ 2003年)､

｢幕末の修陵事業－朝廷側の視点から－｣ (『明治維新研究』

第４号､ 2007年)､ ｢近世公家社会における葬送儀礼｣ (『国

立歴史民俗博物館研究報告』 第140号､ 2008年) などがあ

る｡
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[佐竹義継遺品の一部]

[職場での一コマ] 前列中央 佐竹義継

[南満州鉄道株式会社 巡回文庫]
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大正３年８月 遼陽図書閲覧場於ケル講習並ニ事務打合会参与
記念撮影

前列左から７番目 佐竹義継

大正13年４月28日 第18回日本全国図書館大会会場にて記念撮影
後列左から４番目 佐竹義継

[年月日不詳 集合写真]
佐竹義継 ２列目右から２番目

[年月日不詳 集合写真]
佐竹義継 ２列目右から６番目

[年月日不詳 奉天図書館前集合写真]
佐竹義継 右側 前列杖を持つ人物の右上

[奉天図書館新収書]



はじめに：高橋勝次郎について

高橋勝次郎―― ｢図書館の大衆化｣ を目標に掲げた青年

図書館員聯盟 (以下 ｢青聯｣ という｡) の中でも､ 当時､

富山の村上清造､ 岡山や兵庫などで活躍した楠田五郎太と

並んで､ 図書館から利用者への能動的な働きかけを重視し

ていると目されていた図書館人である１｡ 実際､ 高橋が青

聯の機関誌 『�研究』 を中心に遺した文章では､ ｢図書館

の大衆化｣ のために､ 図書館と図書館職員が積極的に大衆

に働きかけることを主張したものが多い｡ 例えば､�デ何ガ大切ダト云ヘバ第一ニ閲覧者ヲ吸収スル事ハ

最モ大切ナ根本問題デアル｡ �ハ図書ヲ整理スルノガ

最終ノ目的デハ無ク図書ヲ公衆ニ閲覧サセ利用者ノ利

便ト知能啓発､ 常識涵養等ノ事ヲスルノガ一番大切ナ

目的デアル事ハ今更言ヲ俟タナイ２

世界各国ノ政治ガ既ニ独裁ノ時代ヲ過ギ去ッタ様ニ､�ニ於テモAutocracyノ時代ハ既ニ過ギ去ッテ居ル｡

国家ハ大衆政治ノ時代デアリ､ �ハ社会教育ノ大旆ヲ

昭和ノ聖代ニ翩翻トヒルガエシテ居ル時代デアル｡ 宜

敷ク�ハ読書大衆群ノ只中ニ突進シテ行ッテ彼等ノ求

ムル所ヲ与フベキデアル３

現在ノ�員ハ大衆ノ利益ノ為メニ努力シ､ �員ガ希望

シ､ �ガ其使命ヲ達成スル為メニ､ モット実際的デア

ル活動ヲシナケレバナラナイ４

といった如くである｡

こうした言説と行論でふれる実践により､ 青聯の評議員

に選出されるなど､ 当時の館界において､ 彼は一定の知名

度とその主張に対する少なからぬ共感を得ていたが､ 戦後

においてはそれほどの活躍もしなかったらしい｡ 今日では

ほぼ無名の図書館人に属するといってもよい｡

青聯の ｢寄稿者名簿・略歴｣ や故石井敦氏の 『簡約日本

図書館先賢事典 (未定稿)』 などによると､ 彼は1897 (明

治30) 年生まれ､ 東京の産である｡ 年齢的には､ 間宮不二

雄 (1890～1970) より７歳ほど若く､ 鈴木賢祐 (1897～

1967) や加藤宗厚 (1895～1981) とは同世代､ 楠田五郎太

(1908～194？) や森清 (もり・きよし) (1906～1990) な

どは館界では彼の後進にあたる｡ 最終学歴は東京物理学校､

即ち現在の東京理科大学で､ 彼が青聯の同志達の中でも特

に親しかったらしい富山の村上清造 (1901～1987) と同じ

く理系出身の図書館員である｡ 1917 (大正６) 年に東京帝

国大学図書館､ その後､ 東大農学部図書室を経て､ 1936

(昭和11) 年７月に尾道市立図書館５｡ この間の大学職員時

代には､ 文芸雑誌の編輯に携わっていた｡ 専論に ｢文学ニ

現ハレタル�｣６､ ｢演劇ト�｣７ があり､ 理系出身ながらそ

の方面にも興味関心が深かったらしいことが知られる｡ 青

聯への加入も大学職員の時であった (会員番号82番)｡ 1942

(昭和17) 年には尾道市立図書館を辞し (館長を引退)､ 朝

鮮総督府図書館の嘱託となっている｡ 1943 (昭和18) 年３

月には同館司書に任ぜられ､ 一人で大衆文庫主管・新書班

主任・機関誌 『文献報国』 の編輯を任されるに至ったとい

う８｡

さて､ 筆者はここ数年来､ 楠田五郎太という図書館人に

注目していくつか文章を草してきた｡ この作業の過程で､

楠田の著書 『動く図書館の研究』９ に序文を寄せた高橋に

ついても､ 青聯の機関誌 『�研究』 や 『青聯会報』 に多く

の文章を寄せていたことを知った｡ 楠田が属した革新的図

書館人の組織であった青聯を考察するうえで､ 彼は欠かす

ことのできない人物ではないかと考えるようになり､ 興味

を持つようになった｡ とはいえ､ 積極的に彼に関して資料
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尾道市立図書館の高橋勝次郎：メモとして

よねい・かついちろう
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１ 青聯の機関誌 『�研究』 ９(１)､ 1936.１､ p.26に載せる楠田五郎太の 『動く図書館の研究』 の書評冒頭で ｢本書ワ高橋勝次郎氏ノ序文オ巻頭ニ､ 村上清
造氏ノ推薦辞オ殿リトシテ居ル処カラ見テ内容ワホボ推察ガツク筈ダ｣ と述べられているところから､ 高橋・村上､ そして楠田の３名の青聯内での評価
が窺える｡

２ 高橋 ｢�ト宣伝｣ 『�研究』 ８(１)､ 1935.１､ p.33.
３ 高橋 ｢�ニ於ケル古本交換市｣ 『�研究』 ８(２)､ 1935.４､ p.146.
４ 高橋 ｢�界ヲ射ルモノ：岡山婦人読書会ト聯盟支部設立｣ 『�研究』 ８(３)､ 1935.７､ p.302.
５ なお､ 東大農学部図書室から尾道市立図書館に移る間､ 高橋は浪人生活を一時送っていた｡ 高橋 ｢�指導官｣ 『青年図書館員聯盟会報』 (以下 『青聯会報』

という｡) ９(１)､ 1936.１､ p.10.
６ 『�研究』 ９(１)､ 1936.１及び同９(２)､ 1936.４.
７ 『�研究』 10(１)､ 1937.１.
８ 『青聯会報』 16(２)､ 1943.12､ p.16.
９ 楠田 『動く図書館の研究』 研文館､ 1935.



を収集し､ 集めた資料を突き合わせ検討をするというよう

な作業を行ってきたわけではない｡ 彼が実名で､ 或いは青

館生という筆名で書いたものを漫然と読み､ 時にメモして

きただけである｡ 小論は､ こうして手元に溜まったメモを､

彼がその活動を主宰した尾道市立図書館時代のものを中心

に一つの文章に纏めたものである｡ もっぱら青聯の 『�研

究』 と 『青聯会報』 からの抜き書き＝メモなのだが､ 今後

の図書館史研究､ 殊に青聯という図書館人の運動体を考え

ていくうえで参考に供する点がなにがしかあるのではない

かと思っている｡

１ 尾道市立図書館

尾道市立図書館 (以下 ｢同館｣ という｡) は､ 1903 (明

治36) 年､ 尾道小学校同窓会の渋谷栄造10が尾道高等小学

校内に尾道文庫を設置したのがその起源とされる｡ 1906

(明治39) 年､ 渋谷を創立委員長に５千円を拠金し､ 同年

８月私立尾道図書館として市内久保町 (勧商場) 玉成館跡

に開館した｡ 1913 (大正２) 年５月には､ 市会にて尾道市

立図書館設置が議決され市への移管が決定､ 1915 (大正４)

年３月に市立図書館として開館式を挙行した｡ 広島 ｢県下

に於る市立図書館の嚆矢である｣ (尾道市役所 『尾道市史』､

中巻､ 1940､ p607) という｡ 館長職には､ 渋谷栄造が館長

事務取扱者第一代館長に就任後､ 杉野三次郎・佐藤良都知・

吉本佐吉・安部増太郎の各氏を経て､ 小論の主人公である

高橋勝次郎が就任している｡ 高橋以前の館長は他の職務と

の兼任館長であり､ 高橋が初代の専任館長である｡

同館は､ わが国の図書館史研究や思想史研究などにおい

ては､ 戦後､ 後に国立国会図書館副館長に就任する美学者

の中井正一 (1900～1952) が同館を拠点に文化運動に取り

組んだことでその名を知られている11｡

２ 赴任

浪々の身であった高橋が同館の司書に就任するのは1936

(昭和11) 年７月のことである｡ 赴任の途中､ 大阪の青聯

本部を訪ね､ ｢快談数刻ノ後同夜行ニテ任地ニ出発｣ した｡

高橋の尾道赴任を伝えた 『青聯会報』 は続けて､

久シク沈滞的デアッタ同市立�ニ一道ノ活気オ導入サ

レ同時ニ総体的ニ見テ聊カ立遅レノ広島県下ノ�事業

ニ生気ガ吹込マレンコトオ祈ルモノデアル｡ 同氏ノ就

任オ祝シ益々健康ニ斯業ﾉタメ全力オ傾注セラレンコ

トオ切望スル次第デアル11

と高橋の手腕により沈滞気味であった同館と広島県内の図

書館の活性化を期待する辞を贈っている｡

広島県の図書館の様子は､ 1936 (昭和11) 年４月１日現

在の統計によると､ 公立321館・私立14館・計321館､ 蔵書

冊数においては公私立併せて合計34万冊強となっている

が13､ 県立図書館の設けはなく､ １館当たりの蔵書冊数で

は1,060冊と､ 中国地方の諸県のうちで最も少ないもので

あった14｡ 山陽道で重要な位置を占める県にしては貧弱で

あった印象は否めない｡ 革新的な図書館人による広島県の

図書館評を厳しいものにしたのは､ 佐野友三郎の赴任以来､

公共図書館の運営において見習うべき模範とされた山口県

と､ 館外活動を中心に活発な活動をしていた市立図書館､

そして､ 軍人館長武藤正治を戴き､ 図書館と読書の普及に

熱心に取り組んでいた県立図書館15を擁していた岡山県と

の間にあったこともあろう｡ ともあれ､ 高橋の手腕が期待

されるような状況であると､ 青聯のメンバーが広島県の館

界を見ていたことは確かである｡

３ ｢目録主義の勝利｣ ！

高橋が､ 同館着任後､ 最も熱心に取り組んだ事は､ 閲覧

用目録の整備である｡ 当時 ｢地方�ノ図書検索作業ワ甚ダ

杜撰粗漏ナモノデ｣16 あり､ 利用者の多様な情報要求に応

えるには､ 貧弱なものである場合が多く､ その業務も ｢等

閑ニ付サレテ居｣17 た｡ 我々は戦後､ 『中小レポート』 や

『市民の図書館』 などが､ 館外活動や貸出などの直接サー

ビスを重視し称揚する一方､ 従来から営まれていた目録や

分類などの整理作業の意義を相対的に低く評価したことに

引きずられて､ 『中小レポート』 や 『市民の図書館』 以前

には､ 目録＝整理作業の面がそれなりに完成していたかの

ように思いがちであるが､ 実際には､ 地方の中小図書館に

おいてそれらは貧弱なものであった｡ 青聯の名を後世に遺

した日本十進分類法NDC・日本目録規則NCR・日本件名

標目表NSH (後の基本件名標目表BSHの前身) の策定が､

当時の図書館界に対して有していた革新性も､ こうした図

書館のミゼラブルな状況を前提にしなければ精彩を欠くも

のになるだろう｡ ここでは研究史の詳細を述べるのは控え
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10 元兼正浩 ｢明治後期における ｢優良｣ 小学校長の履歴｣ 『教育経営教育行政学研究紀要』 ２､ 1995.５で紹介された ｢【資料】明治後期における ｢優良｣
小学校長の履歴｣ に掲載されている ｢24 渋谷栄造｣ がこの人であるらしい｡ この資料によると､ 渋谷は1851 (嘉永４) 年生まれ､ 1873 (明治６) 年に
尾道玉振舘教師､ 1876 (明治９) 年６月広島師範学校を卒業などとあり､ ｢品行方正､ 生徒に懇切､ 父兄の信用篤し｣ ｢公共事業のため金円を寄付し､ し
ばしば賞を得る｣ とある (p.62)｡ 地方名望家という存在であったようである｡

11 中井の尾道市立図書館長時代の活動については､ 森信蔵 ｢人間は人間を馬鹿にしてはならない：中井正一の地方文化運動｣ 尾道市立図書館 『創翔の譜：
尾道市立図書館開館七十周年記念誌』 同館､ 1986 所収) などを参照｡

12 『青聯会報』 ９(４)､ 1936.７､ p.71.
13 文部省社会教育局 『全国図書館ニ関スル調査：昭和11年４月現在』 文部省社会教育局､ 1936､ p.２､ ４.
14 文部省社会教育局 『全国図書館ニ関スル調査：昭和11年４月現在』 文部省社会教育局､ 1936､ p.４.
15 軍人館長武藤正治の活躍については､ 黒崎義博 『岡山の図書館：岡山文化と図書館』 日本文教出版､ 1991､ p.58-71を参照｡
16 高橋 ｢�界ワ何オナスベキカ？｣ 『�研究』 15(３)､ 1942.７､ p.212.
17 高橋 ｢地方�界ノ胎動：第２回広島県公私立�長会議出席記｣ 『�研究』 11(３)､ 1938.７､ p.365.



て置くが､ 戦前の図書館においては ｢初歩的なものとして

の奉仕機関的機能である資料整理のルールでさえ､ 客観性

を欠き､ 図書館利用者を困惑させるもの､ 効率的な資料利

用など思いも及ばぬもの｣18 であったことを指摘し､ こう

した状況を改革しようとした青聯による諸ツールの完成を

図書館における奉仕機能の充実ととらえ､ ｢わが国の図書

館・学校図書館の発展史上重要な位置を与えられる｣19 も

のと評価した清水正男氏による一連の青聯研究は､ 今日思

い出される必要があろう20｡

さて､ 高橋が目録の作製・編成で重視したことは､ カー

ド目録における記入の分出を豊富に行うことである｡ それ

は､ 蔵書の絶対量が貧弱であった地方中小図書館が､ 多様

なアクセスポイントを整備し蔵書利用の可能性を高めるこ

とで､ 利用者の資料要求を満たさんとするものであった｡

……分出記入をする事に依つて､ 蔵書数百冊位の図書

館でも､ 他の十倍二十倍の蔵書数を有する図書館より

も以上に大きな功徳と安心を閲覧者に与へる事となる

と確信して居るのである｡

而して､ さう言ふ状態を現出する為めには先づ館蔵

図書雑誌の隅々までも索引出来る様な手段として此の

分出を成るべく充分豊富に行はなければならない｡ 此

の事を行ふと言ふ事は単に研究図書館に於てのみ必要

な事ではなく､ 蔵書数僅少な小図書館に於ては､ 或は

大図書館以上に重要性を持つ新鋭武器ともなるもので

ある｡ 決して之れは小図書館としても等閑に附せられ

るべきものではない｡21

高橋が 『図書館雑誌』 に寄せた ｢図書分出記入論｣ では､

彼が行った分出の例が報告されている｡ 1936 (昭和11) 年

に非凡閣から出版された 『日本英雄伝』 (全10巻) につい

て言うと､ ｢二・三頁の伝記評論でも夫れに適当な読者あ

りと信ずる者であるから､ 所載人物一人六頁で各巻一百人､

総計では一千人､ 夫れを伝記 (289) と其の職業の箇所に

分出｣ するので､ 分類目録だけで分出する目録記入の数は

2,000近いものとなっているという22｡ また､ (徳富) 蘆花

全集刊行会から1928 (昭和３) 年から1930 (昭和５) 年に

かけて刊行された 『蘆花全集』 全20巻では､ 例えば､ 第５

巻 (｢不如帰｣ ｢名婦鑑｣ の２著作からなる｡) の目録記入

を分類913.7に ｢不如帰 外一篇｣ (標目は ｢徳富 蘆花

(健次郎)｣) として分出する他､ ここから ｢名婦鑑｣ (ナイ

チンゲールなど著名な女性の伝記集) をさらに分類289.06

に分出する｡ ここまでは丁寧な目録担当者であれば実施す

るものはいるだろう｡ しかし､ 高橋はさらにここから ｢名

婦鑑｣ の被伝者 (18人) を標目とする目録記入を18作製す

るのである｡ 『蘆花全集』 の場合､ ｢分出及継続のカァドを

含めて､ 分類目録の分だけでも総数一〇七枚のカド
マ マ

を記入

する事｣ となったという23｡

おそらく､ カードという目録媒体､ しかも実作業は手書

きということを考えれば､ 目録基本カード作製～分出・重

出カード作製～カードの繰り込みという一連の作業に費や

す時間と労力は半端なものではなかった筈である｡ では､

こうした作業は､ 社会的には報われたのであろうか｡ 戦後

の図書館革新運動に携わった関係者が批判したように､ 詳

細さを指向する目録作業は､ 往々にして目録担当者の自己

満足に堕し､ 利用者の視線を考慮しないものとなりがちで

ある｡ しかし､ 高橋の尾道市立図書館は違った｡ どうやら

市民＝利用者は評価したようなのである｡ 高橋は次のよう

に伝える｡

尾道図書館に於て此の作業に精進した反響は､ 最初の

うちには少しも判明しなかつた｡ …… [略] ……｡ 夫

れが二・三年も此の土地に居て､ 町の商店などに買物

に寄ると､ 図書館などへは一度も足踏みをした事もな

い女主人までが､ ｢此の頃は図書館が大変良くなつた

さうですね｣ ｢図書館に来た事が無いのに何うしてそ

れがわかりますか｣ ｢お店に買物に来たお客様から聞

きますから｣ と言ふ訳である｡ …… [略] ……｡ 大車

輪で目録作業をやつて居るので能率増進のために止む

を得ず 万年筆を使用して居るが､ 其のペン先が太く

なつた儘で使用して居ると ｢特別に太いペン先を使用

して居るのですか｣ と､ 愚にも付かぬ事までも褒めて

くれた人は､ 今迄に二人や三人ではなかつた｡24

いささか自画自賛の気味が無いではないが､ カード目録上

の筆致を聞かれたということは､ 高橋の目録カードを利用

者は確かに使っていたということである｡ ここで同館の利

用度を測る閲覧者数と閲覧冊数について述べれば､ 1933
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18 清水正男 ｢教育方法を支えるAVAとライブラリー：初期的段階L.Y.Lを中心に｣ 『信州大学教育学部紀要』 16､ 1966.12､ p.５.
19 清水正男 ｢わが国における学校図書館の発展とL.Y.L：とくに奉仕機能に対する貢献を中心として｣ 『信州大学教育学部紀要』 21､ 1969.10､ p.２.
20 上記論文の他､

・｢教育を支える ｢よみ｣ の場としての図書館：その発展をLYLを中心に｣ 『読書科学』 9(3)､ 1966.２.
・｢教育の現代化とライブラリーの発展：｢�研究｣ を中心に｣ 『教育課程と世界観：山田栄博士退官記念論文集』 山田栄先生退官記念の会編､ 同会､

1966.４.
・｢わが国における学校図書館の発展過程の研究：とくにN.C.R成立の過程を中心に｣ 『信州大学教育学部紀要』 22､ 1970.３.
・｢L.Y.Lとよみの場について：とくにL.Y.L結成を中心に(１)｣ 『読書科学』 13(１･２)､ 1970.４.
・｢わが国における学校図書館の発展過程の研究：三大toolとくにN.S.H成立を中心として｣ 『信州大学教育学部紀要』 23､ 1970.10.
・｢L.Y.Lとよみの場について：とくにL.Y.L結成を中心に(２)｣ 『読書科学』 14(１･２)､ 1971.７.

がある｡
21 高橋 ｢図書分出記入論｣ 『図書館雑誌』 35(12)､ 1941.12､ p.19.
22 高橋 ｢図書分出記入論｣ 『図書館雑誌』 35(12)､ 1941.12､ p.21.
23 高橋 ｢図書分出記入論｣ 『図書館雑誌』 35(12)､ 1941.12､ p.22-23. 引用はp.23｡ なお ｢伝記は伝記 (289) の外に其の人の職業の所にも重出｣ するという｡
24 高橋 ｢図書分出記入論｣ 『図書館雑誌』 35(12)､ 1941.12､ p.20.



(昭和８) 年度にそれぞれ30,606人､ 44,506冊であったも

のが25､ 彼が任に就いた1936年度にはそれぞれ35,671人､ 4

9,214冊へ増加している26｡ 高橋が､ 同館着任後､ それまで

かなりルーズであった図書館運営27をきちんとルール化――

彼の言では ｢閲覧者ノ権利モ大イニ縮小｣ したことにより､

閲覧者ノ中ニワ面ト向ッテ ｢ソンナ態度デワ長ク此ノ�ニ居ラレナイゾ｣ ト恰然市長サンカ学務課長サン見

タイナ事オ云ウモノガアッタリ､ ｢今度ノ�員ワ不親

切デ横着ダ｣ ト云ウモノモアッタ｡ 中ニワ市役所エ投

書シタリ電話オ掛ケルモノモアッタ｡ 書ケバマダアル｡

土地ノ日刊新聞社長ノ所エ社長ノ親類ト云ウノガ行ッ

テ ｢今度ノ司書ワ悪イ奴ダカラ新聞ニ書イテ､ タタキ

出シテシマッテクレ｣ ナンテ凄イノモ居タ28

と厳しいクレームを投げつけられていたことを考えれば､

閲覧者・閲覧冊数の増加という事実は､ 高橋の図書館経営

が､ 従来の利用者を越えて評価された結果であると言えよ

う｡

また､ こうした目録の作製・整備業務については､ 利用

者の用のみならず､ 当時､ 社会的には低く位置づけられて

いた図書館員に､ その仕事が社会的に意義のあるものであ

ることを教え､ 彼等に ｢心の革命｣ を引き起こすものであ

ると高橋は捉えていたことには留意しておきたい｡ 労働と

いう場において､ 社会的に意味を付与された業務に携わっ

ているという自覚こそが､ 人々を自立させる根拠になると

いう指摘は､ 今日においても全く正しい｡

……若し夫れ此の態度を二・三年も継続して之れに倦

む事が無かつたならば､ 其の間に閲覧者から夥しき感

謝の言葉を身に浴びる程に感じるであらう事を小生の

経験から断言する事は､ いともたやすき事である｡ 熱

心な研究家から真摯な眼を持つて感謝されると言ふ事

は､ 如何に自分の仕事に価値があるかを悟り､ 一面に

は目録係は世人から感謝されて居るのだと言ふ清新な

境地を自分自身に胸中に発見する｡ 目録係員達の心の

新天地は其処に出現して来るのである｡

此の仕事をすると云ふ事は啻に閲覧者のためでにの

みやつて居る事ではなく､ 目録係員達にも自身の心の

革命を起させ､ 愉悦の新世界に乗出して行くのだと言

ふ自覚を生ぜしむる図書館としては生きた作業なので

ある｡29

高橋は､ 同館で目録の整備が利用者に受け入れられたこ

とについて､ ｢目録主義の勝利｣30 と語ったが､ それは､ 当

時､ 図書館の基本的な運営を軽視し､ 附帯事業――読書会

活動――に熱中していた図書館人たちへの強い警告でもあ

る｡

支那事変後ニ有名トナリタルモノニゲリラ戦アリ｡ 附

帯事業ワゲリラ戦ノ如シ｡ �事業ノ切売リノ如シ｡ 僅

カナ鼻薬デ�ノ有難サオ世間ノ有象無象ニ知ラセヨォ

ト云ウ蟲ノ良キ策ナリ｡ ｢図書群ノ活動｣ ワ夫レダケ

館業ノ一歩前進也ト随喜ノ涙オコボス地方�員ワ甚ダ

多カラメ｡ ……[中略]……｡ ゲリラ戦オ喜ブモノワ､

武器ノ不足セル国家カ､ 主力戦オ遂行スル決意ナイ愚

将ノスベキ事ナリ｡ 日本ノ�界トワ蓋シ夫レ斯クノ如

キ程度ノモノデアロォカ｡

然カラバ�ノ為スベキ主力戦トワ如何｡ 言ウマデモ

無ク�トワ公衆ニ信頼セラレルベキ施設オナスニアリ｡

必要ノ都度ニ公衆ガ�オ想起スベク常時ニ備エ置ク事

ニシテ､ 徒ラニ読書オ公衆ニ押売リスベキニ非ラズ｡

押売ノ読書ワ下手ナ鉄砲打チノ如ク何レダケノ獲物オ

獲得スベキカ｡ 時ニワ外観ノ盛大ナル割リニ労多クシ

テ効少ナキ結果モ想像セラル｡ 読書至重至大ナル効果

ワ必要人ニ必要図書オ与エルニアリ｡ 昔ノ古本屋デモ

勝海舟ワ数里ノ道オ毎日通ッテ必要図書オ閲読シタリ｡

公衆全部ニ勝海舟ト同等ノ感激オ与エルニワ､ ゲリラ

戦ニテワ覚束ナシ､ 公衆ノ心オ�ムニワ目録カァドノ

箱オ神聖視シ､ 劃然大悟シ現在ヨリモ強度ノ荒行オシ

ナケレバナラヌ｡ 又短時日ニテ�ノ信用オ作ラント云

ウモ甚ダ蟲ノ良キ寝言也｡ 信用トワ斯クノ如キモノニ

非ラズシテ､ 十年二十年否百年二百年ノ長期ニ渉ル荒

行オシテコソ�トユウ国家的大事ワ完成サレ､ 又社会

ヨリノ信用モ得ルノデアル｡31

時流への強烈な批判であるとともに､ 現代の我々にとって

も時として頂門の一針たることを失わない言説であろう｡

同館での活躍は､ 彼を青聯の中心人物に押し上げた｡

1938年度に評議員に初めて選出され､ 以後彼は評議員であ

り続けたが､ これは彼の同館での活動が青聯のメンバーに

受け入れられていたということである｡ また､ 高橋の同館

での真摯な取り組みは､ 理事者の側からも好意を持たれた｡

｢同館ノ内容改善ニ関シ夙ニ考慮オ払イツヽ｣ あり､ ｢従来

他ノ職務オ兼ネテイタ館長デワ同館ノ経営上遺憾ノ点ガ多々

アルコトオ察シ｣ ていた斎藤勧治市長の意向により､ 彼は

1938 (昭和13) 年12月末日､ 司書から館長に昇格する｡ 初

代の専任館長高橋勝次郎の誕生であった32｡
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25 文部省社会教育局 『図書館一覧：昭和九年度』 文部省社会教育局､ [1935]､ p.10
26 天野敬太郎・森清編 『図書館総覧』 昭和13年版､ 青年図書館員聯盟､ 1938､ p.60-61.
27 高橋 ｢図書分出記入論｣ 『図書館雑誌』 35(12)､ 1941.12､ p.24.
28 高橋 ｢尾道散漫録｣ 『�研究』 13(２)､ 1940.４､ p.150.
29 高橋 ｢図書分出記入論｣ 『図書館雑誌』 35(12)､ 1941.12､ p.19.
30 高橋 ｢図書分出記入論｣ 『図書館雑誌』 35(12)､ 1941.12､ p.23.
31 高橋 ｢�界ワ何オスベキカ？｣ 『�研究』 15(３)､ 1942.７､ p.221.
32 ｢尾道市立�専任館長設置｣ 『青聯会報』 12(１)､ 1939.１､ p.９.



４ 青聯本部との連携：NDCの普及活動

昭和13 (1938) 年５月14日､ 高橋も出席した青聯の理事

員会にて､ 高橋を ｢青年図書館員聯盟宣伝拡張部広島地方

委員｣ に委嘱することが決議された33｡

青聯の地方委員制度は､ 1935 (昭和10) 年11月､ 富山の

村上清造の提案により設けられた (ちなみに､ 青聯唯一の

地方支部組織であった岡山県支部が､ 楠田五郎太らの奔走

によって発会したのが同年５月のことである)｡ 青聯規約

第15により理事員会に設けることができるとされた宣伝拡

張部の委員である｡ 提案者の村上によれば､ 地方委員は次

の業務を地方にあって行うこととされている34｡

Ａ) N.D.C. N.C.R (聯盟日本目録法)､ カナコォド其

他聯盟の業績を紹介し､ 地方図書館の相談に応ず

ること

Ｂ) 会員の勧誘

Ｃ) 本部への通信

NDC､ NCRやNSHなど､ 自ら策定した標準ツールの普

及を進めることが､ 青聯地方委員の重要な役割であったわ

けであるが､ 広島の高橋も図書館関係者の会合などで､ 図

書館 (室) における青聯のツール――殊にNDCの採用を

熱心に説き､ 主張していく35｡ 高橋のこうした熱心な勧誘

が､ 地方の図書館関係者の組織化と活性化をもたらしたこ

とを述べておきたい｡

1939 (昭和14) 年10月､ 以前､ 高橋のもとに図書整理に

ついて話を持ち込み､ 自校でNDCを採用した県立呉高等

女学校の教諭高細功の尽力により､ 呉市中等学校図書館協

会が結成された36｡ 同協会は､ その後約１年の間に､ 研究

座談会を２回､ 合同視察１回､ 調査１回を実施している｡

1940 (昭和15) 年７月には同協会は､ 中国新聞と市教育会

後援で､ 図書修理講習会を開催した｡ ｢新聞社ガ此種ノ講

習会ニ後援シタノワ今回ガ始メテ｣ ではないかという｡ こ

の時の講師を青聯書記長の間宮不二雄が務めたが､ 彼は講

師のほか､ ｢同市ノ校長及有志ノ座談会及講習生ニ�ニ関

シテ講演｣ を行っている｡ おそらく､ 図書館の社会的・教

育的役割や意義などとともに､ NDCなど図書館経営に係

る最新の図書館学の知見について言及をしたことであろう｡

また､ 翌８月には総会並びに第３回研究座談会を開催｡ 青

聯本部が祝電を発するとともに､ 高橋が招かれ ｢�精神ト

学校�ノ経営｣ と題して講演を行った｡ この時は ｢出席者

平素ノ２倍以上ニ達シ頗ル盛会デアッタ｣ という37｡ この

呉市中等学校図書館協会の事例では､ NDCの導入や図書

館経営に関する知識の地方図書館への普及が､ 現地での推

進者 (高橋) と青聯本部との連携及び青聯の手厚いバック

アップで推し進められている様子が窺える38｡

一般的には､ NDCなどの青聯製ツールの本格的な普及

は､ 戦後､ アメリカ占領下で進展したとされているが39､

この事例に窺えるように､ 戦前､ 地方における青聯関係者

と青聯中央の努力があったことも忘れてはならないだろう｡

戦後のNDCの普及には､ 一方では､ こうした地方の努力

の延長線上に位置するものでもあったと解したい｡

５ ｢図書館新体制｣ ：大衆を図書館へ

｢図書館の大衆化｣ を訴え､ 図書館が ｢閲覧者ヲ吸収ス

ル事ハ最モ大切ナ根本問題デアル｣40 と考えていた高橋は､

新聞メディアを利用した図書館PRを積極的に実施する一

方41､ 図書館の基本から逸れた事業 (読書会などの附帯事

業) には極めて厳しい意見を持っていたにも拘わらず､ 大

衆と図書館とを結びつける事業も実際には積極的に実施し

ている｡
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33 ｢広島地方委員設置｣ 『青聯会報』 11(４)､ 1938.７､ p.55.
34 『青聯会報』 ８(６)､ 1935.11､ p.103.
35 高橋 ｢地方�界ノ胎動：第２回広島県公私立�長会議出席記｣ 『�研究』 11(３)､ 1938.７､ p.363.
36 青館生 (高橋勝次郎) ｢館界瑣談｣ 『青聯会報』 12(５-６)､ 1939.12､ p.83-84.
37 以上､ 引用も含めて ｢呉市中等学校?協会昭和15年度総会並ニ第３回研究座談会｣ 『青聯会報』 13(４)､ 1940.８､ p.50.
38 こうした運動について､ 他面､ 図書館用品店・間宮商店の営業戦略の一環としても把握する必要があることにも留意しておきたい｡ 拙稿 ｢｢樺太の楠田五

郎太｣ 余聞：目録､ NDC､ そしてアメリカ｣ 『文献継承』 15､ 2009.10､ p.２-３.
39 緑川信之氏は､ 戦後､ アメリカ占領下で､ NDCが普及した理由について､ 岡田靖氏の言 (ダウンズ勧告・JLAによる新訂６版の刊行・文部省 『学校図書

館の手引』 での採用) を引くとともに､ ｢戦争で多くの図書館が破壊されたからということも考えられる｣ と述べている (緑川信之 『本を分類する』 勁草
書房､ 1996､ p.192.)｡ とすれば､ 惨憺たる敗戦の結果のアメリカ軍占領という事態 (その結果のダウンズ勧告) も含めて､ 戦争こそが結果としてNDCな
ど青聯製ツールの本格的な普及を促したともいえるだろう｡

40 高橋 ｢�ト宣伝｣ 『�研究』 ８(１)､ 1935.１､ p.33. 2009.10､ p.２-３.
41 地方紙 『備後時事新報』 紙上に､ 図書館の利用を訴えるコピー (広告文) を掲載している｡ 青聯の会報に転載されているので､ 下にいくつか再引用する

(但し､ 現資料について筆者未確認)｡
名付親先づ図書館へ一走り
図書館でよく逢ひますね日曜日 (以上､ 『青聯会報』 11(４)､ 1938.７､ p.58.)�には二つも門がある 疑問の入口と解決の出口と 市民諸君�を利用せよ
生活の改善 一冊の良書は百の長談義に勝る
何でも聞きたいこと 何でも知りたいこと 先づ�へ (以上､ 『青聯会報』 11(５)､ 1938.９､ p.68.)

も少し知って置き給へ｡ 専門家が貴君の仕事に就いて多年の経験を書物に書いて居ます｡ 何故此人の智慧を借りませんか｡ 貴君は公共�で無料でそ
れを見る事が出来ます｡ (『青聯会報』 11(６)､ 1938.11､ p.81.)

貴君は御存じですか｡ 何故こま鳥は赤い胸を有ってゐますか｡ どうして熊は尻尾を無くしましたか｡ 何故木つヽきは赤い頭を有ってゐますか｡ かう
いふ事が貴君の公共�から借りられる書物に面白く書いてあります｡ (『青聯会報』 11(６)､ 1938.11､ p.81.)

なお､ これらのコピーは､ 高橋の広島地方委員就任により､ 青聯名義で発表されることになった (『青聯会報』 12(１)､ 1939.１､ p.９.)｡



(１) 紙芝居の普及活動

1938 (昭和13) 年12月27日と28日､ 同館にて紙芝居の上

演会を実施した｡ この時は180余名もの来観者 (半数以上

は児童) を得､ 広島県学務部長からは ｢洵ニ時宜ニ適セル

施設｣ と賞賛され､ ｢又近隣ノ�カラワ館員ノ参観視察ガ

アル等多大ノ関心オ集メ｣ たという42｡

紙芝居は､ 昭和戦前期に子供への飴売り行商のおまけと

して始まり､ 街頭で子供の人気を博した新しいメディア

(街頭紙芝居) であったが､ この時期､ その影響力を重視

した教育関係者らの手により､ 教育・教化を目的とした紙

芝居 (印刷紙芝居) の利用が推し進められていた｡ 広島県

の学務部長が､ 同館での取り組みを評価したのも､ また近

隣の図書館関係者の注目を集めたのも､ こうした背景があっ

たからにほかならない43｡

さて､ この後､ 尾道における紙芝居の普及には目覚まし

いものがあったらしい｡ 図書館のみならず､ 国民学校､ 寺

院､ 幼稚園などで紙芝居会が開催されるようになっていた

が､ こうした状況に際し､ 紙芝居の ｢主題の向上と研究を

はかるため｣ 高橋が主体となって画劇教育会が結成され､

｢各町内会､ 隣保常会､ 子供常会また種々の集合などにこ

れを催し､ 市民の思想善導とともに文化向上に資すること

になった｣44｡ 図書館という場のみならず､ 尾道の教育文化

界でリーダー的役割を担うようになった高橋の姿が窺える｡

(２) 展示事業

展示事業といえば､ 図書館での定番的企画事業であるが､

青聯の会報が伝える高橋のものの記録は少なく､ 今のとこ

ろ筆者が見出したのは､ ｢満州国児童作品展覧会｣ くらい

である｡ 同展覧会は､ 1940 (昭和15) 年６月10日から29日

まで同館にて開催｡ 出品作品は錦州省錦西県の景家口子村､

松樹溝村及び牛圏子村の国民学校児童のもので､ 習字31点・

図画43点・作文10点・手工31点の計115点が展覧に供され

た｡ なお､ 青聯の会報では､ この満州国児童作品展覧会は､

以後毎月､ 第２月曜日から月末までを一期間として､ 作品

を取り替えて継続されるとアナウンスされている45｡

(３) 常会文庫の設置と楽しみ会

1942 (昭和17) 年には､ 成人向けの ｢常会文庫｣ の設置

と､ 児童を対象にした ｢楽しみ会｣ という企画に着手する｡

まず､ 常会文庫であるが､ これは隣保班の班長からリクエ

ストに応じて図書館が隣保班あてに蔵書の貸出を行うもの

である｡ 高橋版 ｢動く図書館｣ といえる｡ 楽しみ会は､ 図

書館の利用が許可される ｢国民学校４年生から�に親しま

せよぅとする遠大な計画｣ で､ ｢�とは“どなん
マ マ

本だって

ある素晴らしいところ”といふ認識｣ を児童に得てもらい､

将来の図書館利用者を育てるためにお伽噺のお話し会や紙

芝居の上演を行おうとするものである｡ 高橋はこの楽しみ

会の目的について､

巌谷小波さんのお伽噺は大東亜の指導者たる日本の子

供がもぅ一度聞かれてよいものをもってゐると思ふ､

ここの現代日本のお伽噺の古典の中には破邪顕正の文

武兼ね備へた物語がたくさん盛られてゐる｡ そのお話

をしながら大きくなったのち�を利用するだけの心構

へをもつ人になって貰ふといふのが私の念願するとこ

ろです

と語っている46｡

(４) 選択的情報提供サービス (SDI)

これも1942 (昭和17) 年に着手した事業である｡ 特定の

研究或いは調査を行っている利用者 (学校や会社､ 工場・

各種組合など団体も含む) が､ 前もってそのテーマと住所・

氏名を図書館に知らせておけば､ ｢新刊書の購入､ または

図書整理に当ってそれに該当するものを見つけて�から関

係図書あるひは簡単な調査事項について回答｣ するもので

ある｡ ｢学問上の調査はもとよりたとへば商人や漁民が自

己の営業に必要な特殊知識にいたるまで研究の協力者とし

てなんでも応ずる意気込み｣ であった47｡

以上のような､ 高橋の手になる紙芝居というニューメディ

アの活用や隣組への図書の配達､ 選択的な情報提供サービ

スなど､ 大衆を図書館に結びつけようとする新しいサービ

スの展開を､ メディアは高橋の ｢�新体制｣48 と伝えてい

る｡

６ 高橋の言説から青聯を考える

高橋が属した青聯は､ 狭量な日本主義が席巻した戦時期

にあって､ 英米､ 殊にアメリカの図書館学に強い影響を受

けたNDC､ NCRそしてNSHを刊行したことなどの理由で､

一般的には､ 時局に抗した理性的な図書館人の良心として

見なされている49｡ 高橋も､ 時局に棹を差した感のある読

書会活動＝読書運動に対しては､ その目録重視の姿勢から､

強い批判を公にしていたことは既に述べた｡ 高橋の個人的

なルサンチマンの匂いもするが､ もう一度､ こうした批判

を引用しておきたい｡
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42 『青聯会報』 12(２)､ 1939.３､ p.23.
43 山本武利 『紙芝居：街角のメディア』 吉川弘文館､ 2000､ p.42-56.
44 ｢紙芝居の向上へ 尾道市に画劇教育会｣ 『青聯会報』 15(５-６)､ 1942.12､ p.53.
45 『青聯会報』 13(4)､ 1940.８､ p.50-51及び 『同会報』 13(５-６)､ 1940.12､ p.61.
46 ｢尾道市立�ヨリ｣ 『青聯会報』 15(３)､ 1942.６､ p.27.
47 ｢尾道市立�ヨリ｣ 『青聯会報』 15(３)､ 1942.６､ p.27.
48 ｢尾道市立�ヨリ｣ 『青聯会報』 15(３)､ 1942.６､ p.27.
49 例えば､ 倉橋英逸 ｢英米目録規則と日本目録則：著者原則の受容と変容｣ 『(関西大学) 文学論集』 50(１)､ 2000.10､ p.90など｡



読書学級トカ図書群ノ活動トカモ甚ダ結構デアル｡ 之

レモ全国ノ�ガ一斉ニ一絲乱レズ実施シタラ甚ダ盛観

デアロォ｡ 然シ之トテモ実現サレタトノ仮定ノ上ニ立ッ

テ考エテ見ルニ必ズシモ殊勲甲ニ算エルベキデワナイ｡

図書ト其ノ読ムベキ対象オ制限スル所ニ､ �員ガ真正

面カラ打ツカッテ行クベキ本道デワナク､ 附帯事業ノ

一ツトモ言ウベキ�ノ脇道デシカナイ｡ 世間ヤ､ 夫レ

カラオ素人ノ如キ山出シ�員ガ感心シタトシテモ､ 鬼

ノ首オ取ッタツモリニナルノワ速イ｡ 石川県ノ如キ辺

陲ニアル田舎�デヤルノト､ 中央ニ旗上ゲシテヤルノ

トワ自ズト異ル所ガナケラバナラヌ｡ 小生ワ本筋以外

ノモノ､ 即チ附帯事業ト云ウ売出ノ景気付ケノ如キ曲

芸オ恰モ�ノ全部デアルカノ如ク吹聴シ有頂天ニナッ

テ宣伝スル所ニ場違イノ料理オ自慢ダラダラデ眼ノ前

ニ突キ突ケラレテ居ル､ 甚デ迷惑ナホロ苦イ感ジオ持

ツ者デアル｡ 其ノ実施ニワ全然反対スル者デワナイガ､

中央ニ位置スル時ニワ､ 現在ノ館界ノ情態カラ押シテ

斯カル際物的曲芸的ノモノヨリモ先キニ�精神及�道

ノ本筋オ確立シ�政策ノ定石オ確定シ一歩々々手確イ

石オ置イテ行クノガ最先ノ仕事デアッテ､ 附帯事業ノ

如キ篏メ手ナドワ其ノ余暇ニ小出シニデモスベキモノ

デアル｡ 若シ夫レ斯クノ如ク余技ニ近キ事業オ滔々ト

マクシ立テテ本業ト成スノデアッタナラバ宜敷元ノ田

舎館長ニ帰ッテカラ天下ニ唱導スベキデアル｡50

高橋のこうした言説や､ 他の青聯に属する図書館人の批

判的な言説を使い､ 時局に抗した良心的図書館人の集団と

して青聯を描き出すことは､ さほど難しいことではないだ

ろう51｡ しかし､ ことは一方的に叙述して済むものではな

い｡

まず､ 中田邦造が主宰した図書館活動への批判であるが､

中田自身が東京に活動場所を移し (1940 (昭和15) 年～)､

そして､ この時期日本図書館協会の理事を務めたこともあっ

て､ 我々は彼を (青聯とは対照的に) 館界の政治的中心・

主流に位置した図書館人として見がちである｡ 青聯の批判

の対象としてはうってつけの存在であるかのようである｡

しかし､ 実は中田も､ 周縁的批判者の立場から激しく大衆

を求めた青聯の会員の一人でもあった (会員番号352)｡ 中

田自身は青聯の機関誌 『�研究』 には殆ど文章を寄せてお

らず､ また ｢日本図書館協会の機関誌 『図書館雑誌』 が､

当然のことながら､ 読書会や読書指導に関する記事や論説

で溢れていたのに対して､ 聯盟の機関誌 『�研究』 には､

僅かに１､ ２篇を数えるのみで｣52 あり､ 一見､ 彼と彼の

唱導した活動に青聯は関係が希薄であるかのようにみえる｡

しかし､ 実際には当時､ 彼は青聯の評議員に第10期 (1938

年度) から第14期 (1942年度) まで選出されており (上位

当選者の辞退による繰り上がり当選を含む｡)､ 石川県立図

書館時代からの彼のユニークな活動と主張が､ 青聯の会員

の中で評価､ 強く支持されていたことが分かる｡ これは､

青聯 (の会員) が時代のトレンドに敏感に反応していたと

いうことであり､ 青聯が ｢行政側にからめとられた運動に

距離を置く､ 冷静な批判的な図書館人や図書館人のグルー

プ｣53 というような評価を見直す契機になると思われる｡

詳細は別稿で考えたいが､ ｢青年図書館員聯盟の中田邦造｣

は追求する価値のある図書館史的課題であると思う｡

また､ 高橋の言説に含まれるナショナルな要素にも注意

を払いたい｡ 彼は1936 (昭和11) 年の 『�研究』 に寄せた

｢目録作業ノ変革｣ において､ 和書と洋書の混架と目録カー

ドの一本化を強く主張したが､ その際､ 目録について ｢外

国人向キノ目録ヲ作製シナイデ､ 茲ニ日本人向キノ目録ヲ

作製セヨ｣54､ ｢洋書目録係ハ……外国ノ目録規則ニ従ヒ自

国語ヲ排除シツヽアル現状ニ就テ宜敷ク日本国民トシテノ

立場ヲ考慮シ十分善処反省スベキ｣55 とナショナリスティッ

クな声を上げていた｡ こうした声は､ 数年後 (1941 (昭和

16) 年)､ 『図書館雑誌』 に掲載した ｢目録規則の検討｣ で

も､ さらにテンションを上げて発せられている56｡

ところで､ 我々が身近な問題として社会的格差や不平等

を考え､ その対応を計ろうとする場合､ 我々は (多かれ少

なかれ) ナショナリズムという思想に依拠せざるをえな

い57｡ 一方筆者は､ かつての青聯による図書館革新運動の

核心を､ ｢すべてのものに図書を与へよ｣ ――国民国家は

一のものとして､ またその下の国民も一のものとしてあら
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50 高橋 ｢�界ワ何オシテオルカ｣ 『�研究』 15(２)､ 1942.４､ p.190-191.
51 例えば､ 日米決戦下の1943 (昭和18) 年の 『�研究』 に掲載された次のような高橋の言は､ 青聯を時局に抗した図書館人の集団と評価するのに最適なも

のではあるまいか｡
(不穏図書の取り締まりについて――引用者) 下級ノ警官ガ来テ勝手ニ書庫内オ歩イテ其ノ警官ノ常識デ不穏図書オ指摘…… [中略] ……コノ式デ

ヤルト大抵ノ場合ワ識者ノ物笑イニナルニヨォナ図書オ指摘スルヨォナ結果トナルコト往々デアル｡ 然シ�員ワ弱イ｡ ｢購入ノ時ニ厳撰スルカラ１冊
モ不穏図書オ所蔵シテイナイ｣ ト突ッパネタ所モ２-３アッテ之レワ問題ニナラナカッタガ､ ソノ他ノ市立�デワ何レモ警察署ノ命ズルマヽニ自発的
ニ之等ノ図書オ提出シタ様子デアル｡ 小生ノ経験デハ第１ニ市役所ノ幹部ガ警察署ノ意見オ取上ゲテシマッテ､ 市立�ノ味方オシテクレナイ｡ 市役
所ノ幹部ニワ図書ノ内容ナンカテンデ問題デワナイ｡ 下級警官ノ指摘シタ図書中ニ多数ノ優良図書ガ含マレテイル時ニ市立�員ガ､ 意義オ申立テル
ト､ 其�員ワ市役所側カラ褒メラレナイデ却ッテ敵視サレ異端者扱イオサレル｡ 警官ワ警官デ治警法第16条デ強制徴収ガ出来ツヨォナ口吻オ洩ラシ､
時ニワ○○○言辞オ弄シ時ニワ○○○語調オモッテ良イ加減ニ�係員オ○○扱イニスル｡ 一体全体�員ワ平生ワ如何ナル好条件デ待遇サレテイルノ
カト､ ト考エルト�員モ此ノ場合ニ余リ強イ事ワ言エナクナルト思ウ｡ 事程左様ニ�員トユゥモノワ貧シイ待遇オウケルガ､ ソレデナケレバ ｢生キ
タ親爺ノ捨テ所｣ ニ生活オシテイル人種デアル｡ 又警官ノ態度モ大都市デワ左程ニ眼ニツクホドデワナイラシイガ小都市ニナルホド常識ノ欠ケタ横
柄ナ態度オ濃クシテユクラシイ｡ (高橋 ｢擂粉木ノ重箱掃除｣ 『�研究』 16(1)､ 1943.10､ p.89-90.)

彼によるとこうした警官の取り締まりは1941 (昭和16) 年半ばから厳重なものとなったという｡ 翌1942年に彼は尾道市立図書館を退くが､ 文中の警察に
よる図書取締まりをめぐる市役所幹部の無理解がその原因の一つかもしれない｡

52 岩猿敏生 『日本図書館史概説』 日外アソシエーツ､ 2007､ p.236.
53 岩猿敏生 『日本図書館史概説』 日外アソシエーツ､ 2007､ p.236.
54 以上､ 高橋 ｢目録作業ノ変革｣ 『�研究』 9(3)､ 1936.7､ p.421.
55 高橋 ｢目録作業ノ変革｣ p.423.



ねばならない､ だから読書や図書も一部の階層に偏するも

のではなく､ 遍く国民大衆のものでなくてはならない､ と

の主張にあることを指摘しておいた58｡ とすれば､ 青聯の

図書館革新運動は､ ｢図書館の大衆化｣ ――図書館の利用

を通じて国民の平準化を計るということを媒介項として､

ナショナリズムという思想を己の領域に呼び込むことにな

る筈である｡ ｢図書館の大衆化｣ を推し進めた青聯の一人

である高橋 (や他のメンバー) がその主張に､ ナショナリ

スティックな文辞を伴ったことは､ こうした文脈の延長線

上にあると理解できるのではあるまいか｡ おそらく､ 青聯

のNDCやNCRの頭文字がN (ippon) であり､ J (apan) で

はなかったことにも通底するものがあると思われる｡ 国民

運動としてのナショナリズムと青聯､ 或いは図書館という

テーマも､ 今後の図書館史研究においては重要な課題の一

つであろう｡

おわりに

1945 (昭和20) 年８月､ 日本はポツダム宣言を受諾｡ 植

民地帝国でもあった戦前日本は解体した｡ 外地で居場所を

失った日本人は着の身着のままで故国へと向かった｡ 高橋

も ｢図書はN・D・C・五版を一冊だけ｣59 を持って朝鮮か

ら引揚げたそうした人々の中の一人であった60｡ 引揚げ後､

彼は1946 (昭和21) 年から1958 (昭和33) 年まで駒込病院

に勤務する｡ 病院の図書館 (室) 勤務であったらしいが､

『駒込病院百年史』 に掲載されている職員録にはその備考

欄に ｢事 (巡視)｣ とある61｡ なんとはなしに戦後の不遇が

窺われる｡

石井 『簡約日本図書館先賢事典 (未定稿)』 では､ 高橋

の没年を1950年代と推定しているが､ 1964 (昭和39) 年に

刊行された前田哲人編 『間宮不二雄の印象』 に高橋は一文

を寄せており62､ この時まで彼が健勝であったことを確認

することができる｡ その後､ どれほど彼が年輪を重ねたの

かは今のところ不明である｡ 存命であれば､ 今年 (2012年)､

115歳ということになるのだが｡
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56 例えば次の如く (なお､ 文中 ｢を｣ を ｢お｣､ ｢は｣ を ｢わ｣ などとしているのは青聯の ｢仮名コォド｣ によっている)｡
外国語お知らぬ日本人が彼の地の図書館を訪問しても洋書わ勿論和漢書だつて検索する事は不可能である｡ 而して日本語お知らない外国人が我国の
図書館お訪問した時には､ 和漢書わともかくとして､ 洋書だけわ自由に検索する事が出来る｡ 斯かる状態にあると云う事は畢竟彼等にとつてわ日本
の目録規則など眼中になく､ 万事自由主義に解決して居るからであつて､ その反対に日本でわ､ 日本人であると云う尊い精神､ 魂と云うものお忘れ
てしまつて､ そおして欧米の目録規則お鵜呑みにして之れお崇拝し､ 之れに拝跪し､ 之れに膠着し､ 之れに感謝し､ 之れに感激し､ 欧米目録規則の
前に立てば縛られたる人間の如くに自己の進むべき道を忘れ､ 眼は眩惑して茫として酔えるが如き有様であるから如上の如き偏頗不合理な事も当然
に生じて来る訳なのである｡ 斯くても未だ日本帝国わ彼等と対等なりやと言う事が出来よおか｡ 斯くても日本の図書館員わ自主的国民なりと言う事
が出来よおか｡ (p.24)

57 萱野稔人 『ナショナリズムは悪なのか：新・現代思想講義』 NHK出版､ 2011､ p.15-46.
58 拙稿 ｢竹林熊彦のこと：メモとして｣ 『文献継承』 18､ 2011.4.
59 高橋 ｢一粒選りの人物｣ 『間宮不二雄の印象』 前田哲人編､ 同氏､ 1964､ p.169.
60 戦後､ 朝鮮からの日本人の引揚げの概略については､ 李淵植 (李洪章訳) ｢朝鮮における日本人引揚げのダイナミズム：逃亡／引揚げ､ 送還／抑留､ 追放

／懲罰の変奏曲｣ 『帝国崩壊とひとの再移動：引揚げ､ 送還､ そして残留』 蘭信三編､ 勉誠出版､ 2011を参照｡
61 ｢駒込病院百年史｣ 編纂委員会 『駒込病院百年史』 都立駒込病院､ 1983､ p.923.
62 高橋 ｢一粒選りの人物｣ 『間宮不二雄の印象』 前田哲人編､ 同氏､ 1964.

尾道の町並み (2010年９月18日筆者撮影)

尾道市立中央図書館 (2010年９月18日筆者撮影)



はじめに

本稿の目的は､ 満鉄図書館時代の大佐三四五 (おおさ

みよご､ 1899－1967年) の軌跡を明らかにすることである｡

大佐三四五の経歴を簡単に述べると､ 彼は京都市に生まれ

同志社大学卒業後すぐに満鉄大連図書館に勤務する｡ そし

て会社から図書館学を習得するために米国のコロンビア大

学・大学院に派遣された｡ 帰国後は大連図書館職員を経て

撫順図書館長に昇格に昇格する｡

次いで､ 大連図書館の主任に転じ､ 日中戦争において中

国図書館接収の最前線に立つ｡ このように満鉄図書館生え

抜きのエリートとして活躍していたのであるが､ やがて彼

は会社上層部と図書館運営方針を巡って対立し､ 満鉄を退

社するのである(１)｡

本稿はもっぱら文献調査によったが､ 史料から導き出さ

れた､ 大佐の人物像を一言で表すと､ 彼は ｢図書館学究｣(２)

であった｡ つまり図書館学一筋の人間であり､ 自身の個人

的な思想や雑感的､ 趣味的なもの (つまり図書館技術以外

の文章) は生涯を通じて､ ほとんど残すことはなかったの

である(３)｡ 彼の著述にしても､ 図書館のあり方に関するも

のはともかく､ ｢洋書目録法｣ や ｢資料の整理｣ という一

般人にはおおよそ無味乾燥な内容で占められている｡

大佐の ｢図書館学究｣ たる人物像を物語る文献がある｡

1933年の満鉄各図書館報 『書香』 に ｢かういふ書物が出版

されて欲しい｣ という一種のリレーエッセイが連載された｡

多くの図書館員が､ 文学や歴史､ 政治経済などに関する書

物の空想を広げるなかで､ 大佐は､ ｢職務上の資料｣ とし

て望ましく未だ出版されていたいものとして 『日本競売図

書年鑑』､ 『日本稀覯図書総合目録』､ 『満洲に於ける重要美

術品目録』 を挙げ､ それぞれについて図書館学上の意義を

論じている(４)｡ このように､ あくまで ｢図書館学究｣ が身

上の大佐三四五なのである｡ 満洲の地で ｢図書館学に憑い

た｣ 人物と表すこともできよう｡

繰り返しになるが､ 本稿の目的は､ 満鉄図書館時代の大

佐三四五の軌跡を明らかにすることである｡ 論文の性質上

満鉄図書館全部が分かる話ではないし､ 大佐三四五の生涯

全てを明らかにしていないことを予め了承されたい｡

注
(１) 中西利八編 『満洲紳士録』 昭和12年版､ 満蒙資料協会､ 1937年､ 697

ページ｡

中西利八編 『満洲紳士録』 第３版､ 満蒙資料協会､ 1940年､ 1290－

1291ページ｡

Curriculum Vita hsa Miyogo (Box No.5499, Folder (48)：Libraries,

Sheet No. (B) 3812－3816) 文書作成日不詳. (国立国会図書館憲政資

料室GHQ／SCAP文書)

大佐三四五 『図書館学の展開』､ 丸善､ 1954年､ 奥付｡

谷口寛一郎 ｢図書館学究故大佐三四五君を憶う｣ (『図書館界』 19巻

５号､ 1968年) 214－215ページ｡

(２) 前掲､ 谷口 ｢図書館学究故大佐三四五を憶う｣ 214ページ｡

(３) 大佐の著作物の例外は､ 息子を亡くした悲しみを綴った ｢亡き愛児

を憶ふの記｣ (『月刊満洲』 ８巻10号・11号､ 1935年) 65-67ページ､ 118-

121ページである｡ (この資料は､ 遼寧省図書館所蔵本の該当記事を写

真撮影した岡村敬二氏より提供を受けた)

(４) 大佐三四五 [ほか] ｢かういふ書物が出版されて欲しい｣ (『書香』

54号､ 1933年) ８ページ｡

第１章 大佐三四五の入社と
コロンビア大学留学

大佐三四五は､ 1899 (明治32) 年４月28日､ 京都市にて

大佐三次郎の次男として生まれる｡ 生家は､ 明治天皇の生

母を６歳まで養育した程の ｢由緒ある家｣(１)であった｡ 彼

は､ 京都府立第一中学校 (現在の京都府立洛北高等学校､

ノーベル賞受賞者・湯川秀樹と朝永振一郎もこの中学の卒

業生) を経て､ 1921年３月に同志社大学英文科を卒業して

いる｡ 同校では､ 英語教員の免状を取得している｡ 彼の宗

旨は ｢基督教｣(２)であったが､ 同志社大学と宗教的な関連

があったのかも知れない｡

大佐の ｢図書館学究｣ 人生は､ 英語の語学力が一貫して

大きなバックボーンとなっている｡ この語学力の基礎は､

同志社大学時代に培われたのであろう｡ 海外留学､ 洋書目

録法の研究､ 海外図書館事業の紹介など､ 大佐の満鉄図書

館時代の活躍は､ 卓越した英語力が基礎となったのである｡

１､ 満鉄入社

1924年４月､ 大学を卒業したばかりの大佐は満鉄に入社

する｡ この満鉄入社の動機は伝わっていない｡ そして､ ど

のような理由で､ 大連図書館に配属になったのかも不明で
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満鉄図書館時代の大佐三四五

鞆谷 純一 (徳島県立鳴門高等学校)

������������������������������������������������������ ��������� ���������������������������������������������������������������
＊本稿は､ 2004年３月に提出した修士論文 ｢満鉄図書館と大佐三四五｣ (日本大学大学院総合社会情報研究科国際情報専攻)

を補正したものである｡ ただし､ 修士論文にあった ｢はじめに｣ の先行研究レビュー､ ｢満鉄図書館の概略｣ と ｢大佐三

四五のその後｣ の章は割愛している｡ 基本的には2004年時点での研究成果であることを断っておきたい｡



ある｡ ただ､ 満鉄図書館の ｢草創期｣ に地方部で巡回書庫

を導入した佐竹義継が､ 大佐と同じく京都のいわゆる ｢由

緒ある家｣ の出身であり､ ２人の間にかねてから繋がりが

あった可能性は考えられよう｡ 満鉄図書館には京都帝国大

学図書館からの転進者が結構存在し､ 柿沼介は京都府の舞

鶴出身であった｡ あるいは ｢京都閥｣ のようなものがあっ

たのかも知れない｡

満鉄入社後､ 大佐は直ちに大連図書館勤務を命ぜられる｡

自らが､ ｢初めて図書館業務に入門した｣(３)と述べているほ

どだから､ 入社したての頃は､ 図書館学に関して素人だっ

たと考えられる｡

しかしながら､ 大佐が満鉄図書館において早くから頭角

を現していることが､ 満鉄図書館報である第１期 『書香』

から伺える｡ この第１期 『書香』 の誌面は､ ｢満支の図書館

書誌学書誌紙上に活躍する人々の名を早くも見受ける｣(４)

ものであるが､ 1925年４月に発刊された第１期 『書香』 創

刊号に早くも入社５年目の大佐が ｢内外出版界管見｣ と題

する文章を寄稿している｡ これは､ 米英などの世界各国の

出版点数や種類を分析したものであるが､ 大佐の業務が洋

書に関するものだったことを裏付けるものである｡

また､ 大佐は､ この時期､ 大連図書館勤務の傍ら満鉄見

習学校と満鉄鉄道教習所の講師を兼務していた(５)｡ そのた

め､ 図書館の仕事に専念という訳にはいかなかったようだ｡

大佐は､ 当時司書主任であった柿沼介の下でしばらく､

外国雑誌記事の件名索引の作製及び翻訳などに従事し､ 間

もなく洋書目録係へ転じた｡

こうした図書館の業務に携わる中で､ 大佐は､ ｢洋書目

録のイロハから行なわなければならない｣ と考え､ 米国図

書館学校への留学を希望する｡ そして､ 1924年の秋､ 社内

で実施していた海外選抜試験を受験し､ 海外留学の機会を

得ることになったのである｡ また､ 大佐は､ 米国の図書館

関係誌で､ レベルの高い図書館学校の多くあることを知り､

新しい業務の研究への意欲､ 外国学生生活に対する好奇的

憧憬が高まっていた｡

満鉄は､ 相当年功を積んだ社員15名内外を毎年選抜して

海外留学生として派遣していたが､ 在職３年前後の若い青

年社員でも規定の選抜試験､ 論文等にパスすれば､ 年々３

名ないし５名を同じく海外習学生として各自の欲する国へ

派遣していた(６)｡

大佐は､ 後者の選抜試験により海外留学の機会を得たの

である｡ 言わずもがなであるが､ 留学が成ったということ

は､ 大佐の才能が職場において認められていたということ

である｡ また､ 大佐の ｢図書館学究｣ は､ 海外留学によっ

て大きく躍進するのである｡

大佐の留学に先立って､ 柿沼介が､ 1924年４月から２年

３ヶ月に渡って､ 米国コロンビア大学の夏季図書館学講習

を受講後､ 欧米各地の図書館を視察し､ 帰社と同時に大連

図書館の司書係主任から館長に昇格した｡ 以後21年間もの

間､ 柿沼は大連図書館長としてだけではなく､ 満鉄図書館

の筆頭として尽力するのである｡

２､ 留学実現の背景

大佐の海外留学は､ 彼一個人の希望だけで行われたので

はなかった｡ この海外留学は､ 彼の希望・能力もさること

ながら､ 満鉄図書館の計画的な職員養成のひとつとしてな

されたのである｡ 特に第３代の大連図書館長である神田城

太郎の尽力なしには考えられないものであった｡

神田は､ 1920年２月から26年３月まで館長の任にあった｡

彼の在任中に､ 図書館員の文部省図書館職員養成所への内

地留学や大佐らの海外留学が行われている｡ 彼が､ 館長を

辞めて郷里大阪市に戻るとき､ 第１期 『書香』 に ｢前館長

を送る｣ との記事が掲載された｡ そこには神田の功績とし

て次のように述べられている(７)｡

1920年 (大正十年) に､ 文部省が図書館職員養成所

を創設すると､ 直ちに優秀なる館員を派遣して､ 爾来

年々数名の卒業生を見､ 会社の図書館業務の進捗に資

し､ 翌年には､ 更に海外留学生の派遣を見た｡ 図書館

としては全く新例であった｡

また､ 神田自身の回想も､ 大佐三四五の海外留学が満鉄

図書館の施策のひとつであり個人の希望だけではなかった

ことを裏付けている(８)｡

文部省が日本図書館協会の建議を容れて､ 日本全国

に図書館の普及を計り､ それに応ずる図書館員を養成

するために､ 文部省内に図書館従業員養成所を設くる

ことゝなった｡ (中略) わが満鉄では､ 図書館事務に

携わって居る人々は経験あるもの数名を除く外は皆純

素人で､ 事務の効率の上にも障害を来すこと夥しく､

何とか良法を案出したいと思ふて居る矢先きに文部省

に於けるこの企を開いて毎年一､ 二名宛位順更代に内

地留学生として派遣したいと望み､ 第一回留学生を養

成所へ入所せしむることゝした｡ (中略) 次ぎに自分

の在職中に何時かは実現したいと願っていた外国留学

生のことも､ 時来って実施することゝなり､ 現館長柿

沼氏が欧米へ二箇年間､ 現司書主任大佐氏が米国へ一

箇年余留学されて､ 彼地に於ける最近の図書館学並び

に実地の経営法などを見学帰来､ 満鉄図書館事業施設

の上に献策せらるゝ所多く､ 内地図書館界に見られな

い新経営を実地に施行せられつゝあることは自分の喜

びに堪へない所である｡

ここで注目すべき点は､ 初代館長である島村が､ 柿沼や

衛藤らを満鉄図書館に引き抜いたにも関わらず､ 第四代館

長をして ｢事務の効率の上にも障害を来すこと夥しく｣ と

嘆息するほどの人材不足に悩んでいたということである｡

そのため､ 会社は､ 自前で職員を育てることの必要性に迫

られていたのである｡

また､ 柿沼の次のような回想も､ 同様なことを裏付ける

ものである(９)｡
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図書館員の従業員の育成というのに満鉄が相当力を

入れまして､ ずっと前からだいたい１人か２人は文部

省の図書館の養成所に留学させて､ そのほかにわたく

しを外国にやるとか､ わたしのいったあとも､ 大佐君

がコロンビア大学へいくというふうなことで､ 大いに

やった｡

実は､ 満鉄創立から1937年７月までの満鉄図書館関係者

で､ 留学の命を受けたのは21人に及んでいる｡ そのうち多

数を占めているのが､ １年間の文部省図書館講習所への内

地留学であり､ 17名であった｡ また､ 上海東亜同文書院へ

３箇年留学した人物が１名だけいる｡ それ以外の残る３名

は､ 大佐・柿沼の海外留学､ 衛藤の1928年から１年２ヶ月

間の東京帝国大学内地留学であった(10)｡

大佐のコロンビア大学留学は､ 彼が柿沼介や衛藤利夫ら

と共に､ 満鉄図書館人物を背負って立つ人物として期待を

掛けられていた証と考えられよう｡

３､ コロンビア大学留学

留学出発から､ コロンビア大学留学の様態は､ 下記の通

りであった(11)｡

1925年９月､ 米国への海外留学の命を受けた大佐は､ ア

メリカ図書館協会 (以下､ ALA) の機関誌などを参考に

検討した結果､ ニューヨーク市立図書館学校とイリノイズ

大学に願書を送った｡ この入学願書には､ 姓名年齢原籍は

無論､ 性格や経験､ 最近読了した図書､ 速記又はタイプの

能力､ その他特殊技能などを記入する必要があった｡ 特に

重要だったのは､ ｢性格､ 能力､ 経験に就いて熟知する３

人の氏名と其宛名 (出身学校の教職員､ 図書館長､ 以前の

上長又は雇主)｣ の項目であり､ 大佐は､ この項目につい

て､ 出身学校長､ 大連図書館長､ 大連在住米国領事を指示

した｡ 大学よりこの３者に対して照会が行われるなどの書

類審査の結果､ 首尾よく両校から入学を許可されたのであっ

た｡ 大佐は､ ニューヨーク市立図書館学校に入学すること

に決める｡

1926年７月初め､ 横浜を出航した大佐は､ まずサンフラ

ンシスコに上陸したが､ ここで連絡先に指定していたサン

フランシスコ日本領事館でコロンビア大学からの書信を受

け取り､ ニューヨーク州立図書館学校とニューヨーク市図

書館学校が合一して､ コロンビア大学スクール・オブ・ラ

イブラリーサービスと成ったのを知る｡ 入学に関する手続

きはコロンビア大学に引き継がれたため､ 大佐はそのまま

コロンビア大学に入学することとなった｡ サンフランシス

コからニューヨークへ向かう途中で､ 各地の公共図書館､

大学図書館､ 図書館学校､ 博物館などを見学した｡ ちなみ

に､ 大佐が入学を辞退したイリノイ大学にも立ち寄ったが､

彼はコロンビア大学に決定した訳を ｢自分の属する会社の

支社がニューヨークにある便利その他を考慮して｣ と説明

している｡

大佐がニューヨークに到着したのは､ ９月初めであり大

学で入学書類等の手続きを済ませたのち､ 大学寄宿舎に落

ち着いた｡ 授業が始まったのは､ ９月23日であったが､ 正

式な開講式は､ 10月１日であった｡ 会場となった大学劇場

では､ 大佐によれば ｢過去約四十年間の紐育州立図書館学

校及び紐育市図書館学校出身者が､ 場内を壓するばかり多

数参列し､ 更正した母校の前途を祝し､ 喜びの色にかヾや

いてゐた｣ という｡ この表現には､ 大佐自身の米国留学生

活にかける希望が含まれていたに違いない｡

コロンビア大学図書館学校の１学年 (学部課程) の課程

目的は､ ｢一般図書館に於けるメジャー､ テクニックを習

得せしめる｣ ことであり､ 前・後期学期合わせて最低30単

位を修める必要があった｡

彼の前学期の履修課目は､ 次の通りであった｡

(一) 国別書誌学と出版会社別書誌学 ２単位

(二) 字書体目録法の理論と実際 ２単位

(四) 標準参考図書概論 ２単位

(五) 図書選択 ２単位

(六) 図書館の組織と行政 ２単位

(七) 米国図書館発達史 １単位

また､ 前学期には､ 課目のほかに毎週水曜日の午後､ ニュー

ヨーク市及其近郊にある図書館､ 書店､ 個人の蒐書等を見

学する｡ これについて､ 大佐は後に ｢今から考えると､ 之

が非常に参考になった｣ という｡ 後期には､ ｢前学期より

継続するものゝ他｣､ 選択科目から３つ以上履修しなけれ

ばならなかった｡ (大佐は､ 後期の履修課目を明らかにし

ていない)

各課目は､ 学期末試験のほかに少なくとも一ヶ月に１回

のテストと､ ひとつの課目につき２つ以上の論説又は研究

論文を提出しなければならなかった｡

｢試験は何処の国でも､ 決して楽ではない｣ のを乗り越

えて､ 一学年を終了すると､ Bachelor of Science の学士

号が授与されるのであった｡ ちなみに､ 入学者109名のう

ち､ 学位を取得したのは75名 (米国内31州､ 外国６ヶ国)

の者であり､ 殆どが各地の図書館に就職していった｡

第２学年 (大学院) は､ ｢学校図書館長､ 公共図書館長､

高級参考図書係長､ 高級目録係長等の専門図書館員の養成

を目的とし､ 学生自身の研究を主体に置く｣ ものである｡

第２学年は､ 第１学年を卒業して､ 図書館現場で数年以上

経験を積んだ者を対象としている｡ しかし､ 外国からの留

学生には､ 直ちに第２学年に上がることを ｢寛大に許して

くれる｣ ので､ 大佐はそのまま進級したのである｡

第２学年に入学が決まると､ １年間の研究計画書を提出

して認可を受ける｡ 以下の６つの中から ｢主要課目｣ とし

て選択する｡ (大佐は自身の主要課目を明らかにしていな

い)

ちなみに､ 第２学年の入学者は､ 36名であった｡

(１) 書誌学及参考図書事務

(２) 高等目録法及分類法

(３) 公共図書館行政
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(４) 大学図書館行政

(５) 学校図書館行政

(６) 児童図書館事業

主要課目のほかに､ 図書館学部又は他学部より ｢補助課

目｣ として取り､ 全体として１学年と同じく30単位を取得

する｡ 第２学年の課程には､ ｢セミナ｣ があり､ 教授学生

を前にして自己の研究を発表・討論する｡ 第２学年では卒

業論文の提出が必要であり､ 論文提出・口頭試問を経て

Master of arts を得たのである｡ (大佐は自身の卒業論文

の題目等を明らかにしていない)

留学生活は大佐にとって大変楽しいものだったらしい｡

彼は､ 個人的な感想などは残さない人間であるが､ 珍しく

｢時には美人学友とブロード､ ウエを相並んで闊歩するも

よし｣ などと述べ自由で娯楽も多かった留学生活を懐かし

んでいる｡

４､ ＡＬＡ50周年記念大会における説述

大佐三四五は､ 留学開始間もない1926年10月､ ALA50

周年記念大会に主席している｡ この大会は､ 1926年10月４

～５日にアトランテックシティー､ ６～８日にフィアデル

ファで開催されたものである｡ 参加者は2,000人以上とい

う大規模なものであり､ そのうち米国以外から参加したも

のは約60人であった(12)｡

ALAは､ 毎年米国各地で図書館大会を開催し､ 全体会

や分科会が持たれている｡ 前年のALA図書館大会には柿

沼が参加しているが､ この時の外国参加者は数名に過ぎな

かった｡ この年は協会設立50周年ということで､ 多数の外

国からの参加者を迎え､ また ｢知的国際協会｣ (第８章参

照) の会合が併せて行われたものである｡ それゆえに､

ALA50周年記念大会は ｢万国図書館大会｣ と称されるこ

ともある｡

日本からの参加者は､ 大佐のほかに､ 政府代表として松

本喜一 (帝国図書館長) と山田珠樹 (東京帝国大学附属図

書館司書官) であった｡ 開会式で､ 大佐ら米国以外の参加

者は一人一人国名と氏名を読み上げられる栄誉に浴するな

ど､ 大変歓迎された｡ 米国以外の参加者は､ イギリスの12

名が最大で､ 日本以外のアジア諸国からは中華民国が４名､

シャム (タイ) が２名であった(13)｡

この大会の開会式は､ 10月４日の午後８時30分からアト

ランテックシティーのチエルシテイ・ホテルのコンベンショ

ンホールにて行われ､ ALAの担当者によって日本図書館

協会からの祝辞も読み上げられている｡ ５日は､ 前日と同

じ会場で順次外国代表団による演説が執り行われ､ 二千数

百人の聴衆で立錐の余地がないほどの会場のなかで､ 松本

が演説している｡

６日には､ 大佐らは専用列車でフィアデルファに向かい､

50周年記念式典に参加した後､ 市内観光をしている｡ ７日

の夜には再び各代表団による各国の図書館事業の演説が行

われている｡ しかしながら､ 外国人の参加者が実際に壇上

で演説したのは12名に過ぎず､ そのうち､ 日本人は５日の

総会における松本ただ１人であった(14)｡

しかしながら､ 大佐のALAの招待により寄稿した paper

がOne The Libraries in Japan(15)として大会記録に掲載され､

これを再構成したと思われるものが米国で刊行された図書

館学の専門書(16)に収録されている｡

大佐の説述は､ 日本の図書館の歴史を中世の寺院文庫から

説き起こすなど詳細なもので､ かつ上野の帝国図書館など

主要な公共､ 大学､ 専門図書館の紹介､ 日本図書館協会の

活動等々､ 多岐に渡っている(17)｡

この中で､ 大佐は自身が勤務する満鉄図書館についても

紹介している｡ これには､ 自身の植民地・満洲における図

書館活動に携わる誇りと気負いを感じることができる｡ 大

佐は､ ｢今や最も活動的で理想的な事業は､ (中略) 南満洲

で見つけられることができる｣ と自讃して､ 次のように続

ける｡

恐らく満鉄は､ 全域に巡回書庫を実施することに関

しては､ 極東において最も優れています｡ 主な都市と

町に会社によって設立された､ 毎年2,000円以上もの

予算が使い果たせられる､ 20の公共図書館の他に､ 選

書された数千の蔵書は､ 常に大連の中核図書館から路

線に沿って､ 694マイル離れた小さな町や中間駅まで

運ばれます｡ その蔵書は､ 至る所で熱心に受理されて､

それは知識を与えて､ 人々に好影響を与えています｡

中核である大連図書館は､ 一方で会社のための参考

図書館､ また他方で公衆のための公共図書館という両

方の能力を持っていいます｡ しかしながら､ それは､

通俗図書館機能のために６つの分館を大連に持ってい

るので､ 今や大連図書館は､ 参考図書館としての機能

を増すことに全力を尽くしています｡

大連図書館は､ 12,000冊以上もの中国に関する高価

で貴重な図書を保有しています｡ ２年前､ 大連図書館

は､ ハルビンにおいて ｢オゾ｣ と呼ばれるロシアの図

書館から約2,000冊の露文図書を購入し蔵書に加えま

した｡ それは､ ロシア軍司令部の参考図書館でありま

した｡ その上､ 多くの古いロシアの文芸書､ 東シベリ

アに関するすべての分野と南満洲に関するものがこれ

らの蔵書に含まれています｡ それらのうち幾つかは､

会社の専門家によって日本語に翻訳されています｡

このように､ この会社の図書館活動は､ 南満洲の荒

野を啓蒙させる重要な役割を果たしているのです｡

満鉄図書館と共に､ 大佐は日本国内の主要な大学図書館

や専門図書館 (満鉄の東亜経済調査局も含む) についても

紹介している｡

その上､ 大佐は､ 日本の図書館技術の問題点として､ 目

録法に統一性がなく図書館間の相互協力のなさを挙げる｡

人的問題に関しては､ 文部省図書館職員養成所の施設の悪

さや入学資格に関する問題を挙げ､ 和田万吉 (東京帝国大

学教授で図書館学の権威) の ｢この図書館学校の現状は､

図書館助手を訓練していて､ 本来の専門職としての図書館
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員を養成していないのかも知れぬ｣ との言葉を引用し､ 大

佐は ｢長いカリキュラムを持ったより高度の図書館学校は､

日本の図書館サービスの進展と共に必要とされるでしょう｣

と結論づけ､ 説述全体を以下の結び結論とする｡

日本図書館界を概観すると､ 私達はすべての図書館

員が発展のために苦闘しているのを見ることができま

す｡ 未だに彼らは多くの障害により不利な条件にあり

ます｡

｢開かれた図書館｣､ これは日本の図書館界にとって

適当な座右の銘になるでしょう｡ ｢開かれた図書館｣

政策は､ 今の日本図書館にとって最も良いものです｡

来館者に入場料を請求する制度は､ すぐに廃止され

るべきです｡ そして､ 書架への自由な接近 (開架方式)

と本を家で読む寛大な権利 (館外貸出) が許されなく

てはなりません｡

もう一方で､ 図書館の予算は､ 蔵書を豊かにして図

書館設備を改善するために､ 増やされなくてはいけま

せん｡ その上､ 図書館がすばらしい社会の教育者だと

運命づけられる日に､ 有能な人物をこの業界に引き付

けるために､ 図書館員の待遇を十分改善することと同

時に､ 図書館員の養成を促進することが至急必要です｡

なぜなら､ 長期的には､ 事業の成功か失敗如何は､ 図

書館員に依存します｡ カード目録でも機械設備でもな

いのです｡

５､ 日本図書館界の課題

大佐は､ 1927年６月､ コロンビア大学図書館学校にて修

士号を取得した後､ 英国､ オランダ､ ベルギー､ フランス､

ドイツ､ スイス､ ソ連の各都市を視察する｡ 留学を終え､

帰朝したのは､ 1928年９月である｡ 彼は再び大連図書館に

勤務する(18)｡ 留学を終えて､ 大佐の心に刻まれたものは､

日本の図書館事業の余りの貧弱さ､ 特に米国と比較して彼

我の圧倒的な図書館格差であった｡

大佐は､ 留学終了後まもなく幾つかの論文を発表して､

留学で得た問題意識を発表している｡ 彼は､ 『世界之教育』

1929年５月号に ｢輓近欧米図書館事業の趨勢｣､ 続く６月

号に ｢欧米図書館事業の趨勢と我国斯道の将来｣ を投稿す

る(19)｡ この雑誌は､ 満洲での出版物であったが､ 程なく内

地の図書館人の目に留まることになり､ 当時日本の図書館

研究団体のなかで最も活発に活動していた青年図書館員聯

盟の機関誌に ｢斯業関係者ノ是非一読ヲ要スルモノデ又同

時ニ反省シナケレバナラヌ多クノ暗示ニ富ムモノデス｣(20)

と紹介される｡

これらの論文は程なくして､ 日本図書館協会の機関誌で

ある 『図書館雑誌』 に転載され､ 多くの業界関係者に読ま

れることとなった｡ 『図書館雑誌』 では､ ２論文を ｢輓近

欧米図書館事業の趨勢と我国斯道の将来に就いて｣ として

合一され､ ３号に分割して掲載された｡ 本稿では､ 『図書

館雑誌』 掲載のものを参照しつつ､ 大佐論文について幾つ

かの点を検証したい(21)｡

大佐は､ 序説で ｢つらつら我国の図書館界を眺めるに､

空気沈滞し､ 其事業見るべきもの甚だ少ない｣ と断じてい

る｡ 題目と序文の一節が象徴するように､ この論文は､ 欧

米の図書館議事業と比べあわせて､ 日本の図書館界の現状

を批判的に論じているものである｡

｢米国に於ける図書館事業と源因｣ として､ 大佐は欧米

各国の図書館を見てきたが､ 図書館事業はアメリカが一番

進歩しているとして､ どのような要因でアメリカが飛躍的

進歩を遂げているのかを検証している｡ この要因を ｢一､

米国の社会状態が其発展に適合せること｣､ ｢二､ 図書館員

の養成に早く着手せること｣､ ｢三､ 財政的に恵まれたるこ

と｣､ ｢四､ 米国図書館協会の活動｣ を挙げている｡

日本の図書館経営の現状について､ 大佐は､ 米英との比

較検討を行う｡ すなわち､ ｢一､ 組織｣､ ｢二､ 財源と収出｣､

｢三､ 建物と設備｣､ ｢四､ 図書館使用の訓練｣ に分けて､

米英の公共図書館の現況を紹介するなかで､ 日本との比較

も行うのである｡ 予算面では､ 英国リバープール市の図書

館総経費が邦貨で約60万円に対して､ 同じ人口を有する名

古屋市立図書館は僅か６万円であることなどを述べ､ ｢我

国各都市の公共図書館は､ 米英のそれに比して頗る貧弱｣

であることを明らかにしている｡

また､ 米国では図書館の利用が盛んであり､ 市民の間に

｢図書館意識｣ というものが ｢心底に余程深く存在｣ して

いる｡ 米国の小学校には学校図書館があり､ 図書館学校を

卒業した ｢学校図書館主事｣ がいて図書館利用の実際訓練

を施すなど目覚しい活動をしていて､ ｢此種の教育を年少

者より初むることは､ 米国将来の図書館の発展に貢献する

こと益々大なるを吾人は信ずのである｣ と強調している｡

そして､ ｢近代図書館事業の世界的特徴｣ として ｢一､

図書購入上の協定｣､ ｢二､ 目録作業の中央統一｣､ ｢三､ 総

合目録編纂事業｣ の３点を挙げている｡ 米国とカナダの図

書館における ｢定期刊行物連合目録｣ の編纂といった国を

越えた共同事業を幾つか紹介した後､ ｢我が国に於いては､

此種の共同事業は殆ど絶無の状態である｡ 最小単位の連絡

作業すらない｣ と厳しく非難し､ ｢かゝる不振の根源は､

実に我国図書館に於ける目録記入法の不統一にあると思ふ｣

と述べ､ ｢均しく協力を標語とし｣ て､ 図書館間の協力体

制の確立を熱望するのである｡ そのためには､ ｢図書館の

諮問及び貸借に対する中央機関の設置｣ や ｢図書館事業の

国際化｣ が必要なのだと説くのである｡

最後に､ 図書館員の養成と処遇を ｢我国図書館将来の発

達に対する二大要素｣ として論じる｡ 我国の図書館発展に

必要と思われるものを ｢総括的に､ 之を大局より見れば､

結局人に帰する｣ と強調するのである｡ 人材養成面では､

上野の図書館職員養成所や東京大学の図書館講座を ｢何れ

も不十分にして､ 甚だ幼稚な時代にある｣ と憂い､ 図書館

職員養成所を発展させ ｢図書館科大学｣ の実現を唱えてい

る｡ 処遇面については､ 以下のごとく述べ､ 事実上の締め

くくりとしている｡

図書館職員の仕事を､ 専門の特殊職業と認め､ 之が
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教育機関の発展を計ると同時に､ 待遇の改善を必然的

に講ぜねばなるまい｡ (中略) 従来我国の図書館員は､

どちらかと云えば､ 社会から閉却され､ 従って待遇上､

甚だ不利な立場に置かれてゐた｡ 故に､ 現今の図書館

関係者も初めは時の都合上､ 或は一時腰掛的に､ 図書

館に入つた者が多く､ 最初より第一志望として図書館

職員になつた者は､ 恐らく極めて少数だろう｡ 是処に､

我国斯道の空気沈滞し､ 溌剌たる精気に乏しき要素を

醸してゐると思ふ｡ 南北の風を開いて後薫風至る｡ 図

書館界に一層多くの逸足を得んとすれば､ 待遇を改善

して､ 其出入の道を開かねばならない｡ 之自然の理で

ある｡

さて､ ALA50周年記念式典における説述と合わせて､

大佐の主張する ｢日本図書館界の課題｣ を纏めると､ 筆頭

には､ 図書館員の養成と処遇の是正という ｢人｣ の問題が

挙げられる｡ そして､ 図書館間の協力体制の樹立や､ 図書

館費の増大が､ それに次ぐものとして考えられていた｡ で

は､ 大佐が指摘した日本図書館界の課題は､ 自身が館長を

務めた撫順図書館をはじめとする満鉄図書館でどれだけ改

善されたのであろうか｡ また､ 大佐論文の今日に問いかけ

るものは何だろうか｡ これらの問題については､ 次章以降

で検証していきたい｡

注
(１) 前掲､ 『満洲紳士録』 昭和12年版､ 697ページ｡

(２) 同上､ 697ページ｡

(３) 大佐三四五 ｢コロンビア大学図書館学部に在学の思出ばなし｣ (『図

書館雑誌』 第25年第６号､ 1931年) 203ページ｡ なお､ 図書館雑誌の

巻号のとり方は時代によって異なるが､ 本稿ではその時代のとり方を

そのまま記載した｡

(４) 稲村徹元 ｢『書香』 解題｣ (『日本植民地文化運動資料１ 書香』 別

冊､ 緑蔭書房､ 1992年) ８ページ｡ 『書香』 は､ 1925年に創刊された

が同年中に廃刊､ 1929年に再刊される｡ 本稿では､ 便宜上1925年に発

刊されたものについて ｢第１期 『書香』｣ と称した｡

(５) 前掲､ 『満洲紳士録』 昭和12年版､ 697ページ｡

(６) 前掲､ 大佐 ｢コロンビア大学図書館学部に在学の思出ばなし｣ 203

ページ｡

(７) ｢前館長を送る｣ (第一期 『書香』 ２号､ 1925年) １ページ｡

(８) 神田城太郎 ｢憶ひで出づるまゝ｣ (『満鉄教育回顧30年』 満鉄地方部

学務課､ 1937年) 373ページ｡

(９) 柿沼介､ もりきよし ｢連載対談２ 図書館に生きた50年｣ (『図書館

雑誌』 57巻11号､ 1963年11月) 509ページ｡

(10) ｢地方行政権移譲の直前の満鉄図書館｣ 258－260ページ (『図書館業

務研究会年報』 ３輯､ 1937年) 所収｡

(11) 留学時の逸話については以下の論文を下敷きにした｡

前掲､ 大佐 ｢コロンビア大学図書館学部に在学の思出ばなし｣｡

大佐三四五 ｢アメリカ合衆国に於ける図書館員養成の歴史的背景と

最近に於ける其動向検討｣ 其１・２､ (『図書館雑誌』 29年１・２号､

1935年)｡

(12) ‶Papers and Proceedings Fiftieth Anniversary Conference 1926", Bulletin
of the American Library Association, Vol.20 No.10, 1926, pp.177－180.

同書は雑誌であり､ 国立国会図書館関西館などで所蔵しているが､ 同

館東京本館でも図書として所蔵 (松本館長寄贈の印有り) している｡

(13) 柿沼介 ｢欧米図書館の近況｣ (『図書館雑誌』 84号､ 1926年) 20ペー

ジ｡

(14) ｢第廿回全国図書館大会並ニ日本図書館協会臨時総会記事｣ (『図書

館雑誌』 84号､ 1926年) ８－９ページ｡

松本喜一 ｢アトランティックシティーより｣ (『図書館雑誌』 85号､

1926年) 10－12ページ｡

｢松本帝国図書館長の講演｣ (『図書館雑誌』 21年６号､ 1927年６月)

187－191ページ｡

(15) 大佐の説述は､ ‶Papers and Proceedings Fiftieth Anniversary Conferenc

e 1926",op. cit., pp. 244－251.

(16) L.D. Arnett, Ethel T.Arnett, Readings in library methods, G.E. Stechert,

1931.大佐の説述は､ ‶Some libraries of Japan"と題され､ 488－491ペー

ジに収録されている｡

(17) ‶Papers and Proceedings Fiftieth Anniversary Conference 1926", op.cit.,

pp. 244－251.

(18) Curriculum Vitae Ohsa Miyogo, op. cit., p1.
(19) 『世界之教育』 掲載のものは､ 国内の所蔵が見当たらないため筆者

未見｡

(20) ｢関係外誌上ニ現レタ２論文｣ (『�研究』 ２巻３号､ 1929年７月)

520ページ｡

(21) 以下､ 大佐三四五 ｢輓近欧米図書館事業の趨勢と我国斯道の将来に

就いて｣ (『図書館雑誌』 118・119・120号､ 1929年９・10・11月) を

下敷きにした｡

第２章 撫順図書館長時代の大佐三四五

留学から帰った大佐三四五は､ 再び大連図書館に勤務す

る｡ 『書香』 に､ 支那研究や植民政策､ 鉄道に関する新着

洋書の記事を執筆しているところから､ 留学前と同じく洋

書関係の業務に携わっていたと考えられる｡ 大佐の留学で

得た収穫は､ 満鉄図書館で高く評価され､ 早速､ 目録法特

に洋書目録について､ 各種研究会などで講師を担当する｡

例えば､ 1929年５月の ｢大連図書館研究会｣ で､ ｢目録作

業に就いて｣ を講義している(１)｡

1930年､ 大佐は大連図書館を離れて撫順図書館長に昇進

する｡ 大佐三四五､ 31歳の ｢少壮館長｣ の誕生であった｡

前任の館長である小野救太郎が館長に就任した歳は36歳で

あったから､ 大佐はそれよりも早い昇進であった｡ 撫順図

書館は､ 以下に述べるがごとく､ 地方の図書館のなかで早

くから図書館活動が活発であり､ 撫順という土地は満鉄社

業において重要拠点であった｡ 大佐は､ このような重要な

任地で館長業務を任されたのである｡ 大佐の高い ｢図書館

学究｣ の能力が認められての人事であろう｡

ただし､ 大佐は館長業務以外にも､ 撫順中学校講師や日

本図書館協会図書館講習会講師､ 満鉄図書館業務研究会の

幹事を務めるなど活躍の場を広げていたので､ 必ずしも自

館の業務に専念できたわけではなかったが､ この時期の撫

順図書館は多くの先駆的活動を行なっている｡

１､ 炭鉱都市撫順と撫順図書館の発展

撫順は炭鉱によって発展した都市であった｡ 採炭の歴史

は古く､ 清朝時代の1740年頃に開始されている｡ しかし､

日論戦争後日本人が来住するまでは､ 千金寨という数十戸

の集落があるだけであった｡ それが､ 1907年に満鉄が陸軍

から炭鉱の経営を引き継ぐと､ 出炭量は増加し､ 炭鉱都市

が形成されることとなる｡

撫順図書館の誕生も炭鉱と関係していた｡ 満鉄図書館の

通俗図書館は､ 先に述べたように図書閲覧場と巡回書庫か
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ら発展したものである｡ しかし､ 撫順図書館には､ さらに

その前身があった｡ それは､ 撫順炭鉱職員倶楽部の図書館

であった(２)｡

撫順炭鉱倶楽部の図書館は､ 1910年に職員倶楽部が結成

されるのと同時に倶楽部施設内にて図書館経営が開始され

たものである｡ 職員倶楽部は､ 炭鉱職員全員が会員となっ

ており､ 会員 (家族を含む) のための読書施設であり､

｢職員｣ 以外の従業員には開かれておらず､ また一般への

開放されていた訳ではなかった｡ しかしながら､ 規則の上

では会員の紹介があり入場料を支払えば､ 会員以外も入館

でき､ 会員より利用金は高いが館外帯出もできた｡ しかし

当時は､ それほど多くの利用があったわけではなかった｡

撫順図書館が先進館であることを決定づける決定が1915

年７月になされた｡ 本社の決裁を経て撫順簡易図書館が倶

楽部図書館の中に併設され､ 館長 (時代によっては主事と

称した) １名と事務取扱員１名が置かれて､ ２つの図書館

がひとつのもののごとく運営されることとなったのである｡

撫順図書館の創立は､ この時となっている｡ 規定では､

｢撫順簡易図書館には撫順炭鉱倶楽部図書館を含む事｣ と

なっていたが､ 完全に一つのものとしては運営されなかっ

た｡ 図書の取り扱いや統計は区別されており､ 図書の分類

方法も異なっていたのである｡ 同時に､ 炭鉱の ｢英断｣ に

よって､ 倶楽部図書館の蔵書が会員以外にも公開された｡

撫順簡易図書館は､ 形式上は ｢倶楽部図書館を含む｣ と

なっていたが､ 炭鉱倶楽部の建物内に設置されており､

1916年８月における蔵書の内訳は､ 倶楽部図書館が3,963

冊であり簡易図書館が僅か384冊に過ぎなかった｡ (合計

4,347冊) このように､ 施設・蔵書の実態は､ 倶楽部図書

館が主であったのである｡ 炭鉱倶楽部にあった撫順簡易図

書館に足を運ぶ一般住民の数は最初殆どなかったが､ しだ

いに利用者数が増え､ 撫順の満鉄図書館は､ ｢右掲げたる

如く４千余部著名書籍を蔵し実に満洲に於ける図書館の第

一位を占む｣ と当事者が傲語するほどだった｡

一方､ 炭鉱倶楽部の新築問題が具体化するようになり､

ついに倶楽部は1918年に新築移転した｡ この新築移転にあ

たって､ 倶楽部は ｢建物に蔵書をつけて残していく｣ とい

う形を採ったので､ 遂に簡易図書館が倶楽部図書館を併合

して単一の図書館になった｡ これによって､ 専任館長を置

くことができるようになった｡ しかしながら当初は､ 専任

の館長は置かれていなかったが､ 1918年２月から岡松象雄､

1919年６月からは小野求太郎が就任して､ 図書館として独

立した経営活動に入った｡

そして､ 1922年６月の社告によって､ 撫順簡易図書館は､

｢簡易｣ の字を取り除かれて､ 撫順図書館となった｡ 1923

年４月には､ 乙部泉四郎が館長ととなり1925年３月には鹽

谷孝次郎に替わった｡

この間､ 撫順炭鉱の露天掘りがはじまり､ これに伴い撫

順市街の大移転が行われることとなった｡ これに伴い社宅

街が永安台に移転して､ 1924年９月に永安小学校内に分館

を開設し､ 翌年３月には永安台倶楽部内に移転し､ 新市街

の要望に応じることとなった｡ この頃の撫順図書館本館は､

蔵書13,901冊､ 職員数８名を擁していたが､ 職員倶楽部か

ら引き継いだ建物の老朽化が甚だしかった｡ そのため､

｢この際図書館を新市街に移転するべし｣ との案が容れら

れ､ 移転新築が行われることになった｡ この移転新築は､

鹽谷主事の努力によるところが多かった｡ 移転先は､ 永安

台西公園町一番地の約4,500坪の敷地に建坪 668坪､ 総経

費４万７千円であった｡

1927年11月に小野求太郎が再び館長となり､ 同年12月４

日に移転を完了した｡ これによって､ 旧本館は分館となっ

た｡ 翌年度には､ 400余円を投じて残されていた庭園の整

備をなし､ 蔵書の増加に応じて書庫の２階を床張りにして

書庫を入れ､ 大典記念図書費として1,500円を配分されて

基本図書を整えた｡ 度々名前の登場する小野救太郎は､ 京

都帝国大学附属図書館司書であったが､ 1916年満鉄に入社

した人物である(３)｡

２､ 大佐､ 撫順図書館長に

大佐が館長に就任してからの､ 撫順図書館の目立った変

化といえば､ 『撫順図書館報』 の創刊であろう｡ この 『撫

順図書館報』 は､ 第１号が1930年８月 ｢粗末な謄写印刷｣

で発行した後 (これを本稿では撫順図書館報の前身と称す

る)､ ｢幸いにして印刷に付する様になり｣ 改めて､ 翌月に

１巻１号として発行になったものである(４)｡ この 『撫順図

書館報』 は､ まさしく同館の図書館活動を知る上でだけで

なく､ 植民地図書館活動を研究する上でまたとない資料で

あるが､ 国立国会図書館を中心として国内に所蔵している

もの全てを合わせても欠号が多いことが残念である(５)｡

『撫順図書館報』 １巻１号では大佐自ら ｢近代公共図書館

の意義と其使命｣ を論じ､ 決意を語っている(６)｡

社会教育の目的を達成せしむる諸機関の中､ 何が最

も適当であろうか｡ 即ち図書館を以て其中核機関とな

す｡ (中略) 近代公共図書館の意義甚だ深く､ 其の使

命や大なり｡ 図書館事業に従事する者の責任や又重し

と叫ばざるを得ない｡ (中略) 図書の番人､ 又は内部

の整理にのみ朝夕没頭するは既に過去の時代に属する｡

(中略) 今や館長又は主事は､ 歩みを館外に踏み出し､

各種の教育機関と相互提携連結を保ちて､ 積極的に活

動すべき時期に到来してゐるのである｡ 而して将来は､

団体若しくは多数を幾分犠牲にするとも､ 『最も適当

な図書を､ 最も適当な読者へ､ 最も適切なる方法を以っ

て』 を標語とし､ 各個人に対する奉仕に一層努力すべ

きものと信ずる｡

この大佐の公共図書館論は､ 当時としてはかなり先進的

なものである｡ 永らく日本の図書館学は､ 図書の ｢整理｣

に重点が置かれていた｡ この頃､ 内地で目覚しい活動をし

ていた青年図書館連盟は日本十進分類法や目録規則の研究

に重点を置いていたのである｡ 一般的に日本の公共図書館

においては､ ｢利用｣ 重視という思想は､ 実に1960年になっ

てようやく出てきたというのが定説である｡
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1963年､ 日本図書館協会による公共図書館の政策文章と

して 『中小都市における公共図書館の運営』 が纏められた｡

通称 ｢中小レポート｣ と呼ばれるこの政策文章は､ 資料提

供 (貸出) こそ公共図書館の使命と述べ､ これまでの資料

保存中心思想からの一大転換を理論づけたものとして有名

である｡ しかし､ この中小リポートでは団体貸出に重点が

置かれ､ 個人への貸出という思想が弱かった｡

｢中小レポート｣ を実践し､ 徹底した資料提供 (貸出)

により､ 住民の支持を集め､ わが国における公共図書館の

モデルとなったのが東京の日野市立図書館である｡ この日

野図書館などの実践を踏まえて1970年､ 市町村立図書館の

設置や運営のテキストとして 『市民の図書館』 が纏められ

た｡ ここでようやく､ ｢個人｣ への貸出重視という公共図

書館の任務が打ち出される｡

以上のような日本の図書館史に鑑みると､ 大佐の理論が

大変な先進性を持っていたことが分かる｡ それでは､ 大佐

はどこまでこの理論を実践し得たのであろうか｡

３､ 大佐館長時代の撫順図書館の活動

撫順図書館の建物は､ ｢全満に比なき輪奐の美を誇った｣

と称されるほどの立派なものであった｡ しかしながら､

｢工事に粗漏があつたかにて｣ 間も無く閲覧室の天井に大

亀裂を生じ､ 大佐が赴任以前の1929年度に鉄柱による応急

修理をしていた｡

大佐は撫順図書館の建物構造の不備に悩まされ続けた｡

大佐は､ 1936年２月に大連図書館に異動となるのだが､ 彼

は ｢転任に臨みて｣ の中で､ ｢撫順へ赴任早々､ 大閲覧室

の天井の下垂に対する大修繕､ 昨年は又雨漏れの徹底的修

理の為全部屋根架の大工事で謂はゆる ｢家の守｣ を為すこ

とに忙しかつたことが興味深い｣(７)と振り返っている｡

この撫順図書館の天井については､ 応急修理では間に合わ

ず､ 大佐が館長に就任後の､ 1931年度には工費5500円を投

じて全面改修している｡ これによって ｢屋上の 『ルーフ』

を屋根に改め著しく外観を改めることになった｣(８)が､ こ

れでも解決にはならず､ 1935年９月には､ ｢屋根雨漏修繕

工事｣ の申請が許可されている｡ その一月前には､ 児童閲

覧室の場所が不適切なため ｢閲覧室の全体模様替を断行｣

している(９)｡

また､ 撫順図書館の設備は､ 近代公共図書館としては致

命的な欠陥を抱えていた｡ それは､ 撫順図書館が閉架式書

庫であったことである｡ ｢非公開書庫方式図書館｣ は､ 撫

順図書館のほかには哈爾浜図書館のみであった｡ 大連､ 奉

天､ 奉天八幡､ 新京､ 哈爾浜埠頭区の各図書館は ｢半公開

書架図書館｣ であり主に読書帯出券所持者に対して入庫を

許可していた｡ その他の満鉄図書館は､ ｢公開書架式図書

館｣ として創立以来全部書架を公開していたのである(10)｡

開架式書架は､ 利用者が資料に接近することが容易であ

り､ 資料の保存に重点を置くのではなく､ より利用を促進

することを重視する図書館サービスの考え方にもとづくも

のである｡ 日本では､ 太平洋戦争後に米軍の占領政策によっ

て各地に設立されたCIE図書館が開架制をとり､ アメリカ

の公共図書館サービスを実際に示したことなどから､ 民主

化の浸透と共に公共図書館を ｢民衆の大学｣ とする考え方

が採られるようになり､ 欧米に倣って資料公開の原則が唱

えられ､ 開架を基本とする図書館サービスが広まったので

ある｡

開架式は近代公共図書館の必須条件であり､ それを採っ

た殆どの満鉄図書館は先進的であり評価に値するものであ

るが､ 閉架式であった撫順図書館は明らかに欠陥図書館で

あった｡ そもそも書庫自体が元々､ 開架向きに作られてい

なかった｡ 大佐が ｢利用に重点を置く｣ という近代的な思

想を唱えていたのに対して､ 皮肉にも撫順図書館の建物は､

｢保存に重点を置く｣ 構造だったのである｡

しかしながら､ 撫順図書館の構造に関する問題は､ もち

ろん大佐の責任ではない｡ 大佐が赴任した時点で建物は建っ

ていたのであり､ その責任は前任者にある｡

1933年の施設案内(11)によれば､ 撫順図書館には､ 閲覧室

として普通閲覧室､ 新聞雑誌閲覧室､ 研究兼婦人閲覧室が

あった｡ 正面玄関を入ると右側に大室が雑誌新聞閲覧室で

あり定員は55名であった｡ ここには､ 日本や朝鮮､ 米英の

主な新聞20種､ 各種の内外雑誌90種があり自由に閲覧する

ことができる｡ 雑誌新聞閲覧室の一部を区分けして､ 児童

室 (定員20名) と研究室兼婦人閲覧室 (定員20名) が設け

られている｡ また､ 普通閲覧室は､ 左側全部を占めて定員

は34名､ 天井が高く朝から夕方まで日光が入る明るくほが

らかな室である｡ 利用者は､ 前述したように閉架式なので

ここでカード目録繰り係員に出納してもらう｡ ただし､ 児

童閲覧室には約一千冊が開架図書として備え付けられてい

た｡ 一般図書に関しても､ 毎週日曜日には所定の手続きを

経て書庫内検索の便宜を計っていた｡

撫順図書館のカード目録は､ ｢和漢分類目録｣､ ｢和漢書

名目録｣､ ｢洋書分類目録｣､ ｢撫順各箇所備付図書総合目録｣､

｢和漢雑誌記事索引目録｣ がある｡ また､ 『撫順図書館報』

にて増加図書目録､ 新着図書の紹介が掲載されていたほか､

炭鉱庶務課発行の 『炭の光』 にも毎月増加目録を掲載して

いた｡

大佐は館長に就任してから､ ｢図書館学究｣ 振りを発揮

し､ 数々の新機軸の事業を行っている｡ すなわち､ 1930年

９月からの 『撫順図書館報』 と発刊と､ 各種目録の整備､

｢積極帯出｣ の実施､ ｢ブック・カード｣ の使用であった｡

目録のうち､ 著者名目録と雑誌記事索引の編成に関しては､

図書館報発刊と同時に創始され､ 備付図書目録は､ 同年11

月から着手に掛かっている｡ この備付と書目録は､ 撫順に

おける満鉄の各機関 (炭鉱､ 学校など) に所蔵している図

書の総合目録であり､ 各機関の相互融通を促進し､ また撫

順図書館における参考図書の不備を補う目的で編集された

ものである｡

｢積極帯出｣ も撫順図書館報の発刊と同時に行われたも

のである｡ この事業は､ 撫順市民の大部分は炭鉱関係者で

あるが､ 各採炭所､ 工場､ 事務所等が遠く相離れているた

め､ 図書館を十分利用できない状態を改めるため案出した

ものであった｡ これは､ 事務所便と称する ｢書信配達収受
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夫｣ が各機関と炭鉱中央事務所を毎日数回往復しているの

を利用したもので､ 読書会員 (読書券保持者) の申込に応

じて､ 図書の貸出返却を行い ｢是の如き最も簡便にして最

も確実なる方法を以って､ 各地に散在する読者に其欲する

図書を迅速に送付して読者奉仕に努めて｣ いた｡ 以下は､

『撫順図書館報』 に掲載された案内記事である(12)｡

館外帯出図書の特別奉仕

遠隔のところにお住まひせらるゝ方々､ 又来館の際

無き場合等でも､ 文書又は電話 (三〇九五) へ借覧希

望の図書を御申込あれば､ 炭鉱事務所内にて直ちに御

手元迄御届け出来ます｡ 満鉄社員の方々には最も便利

な借閲手続でありますから御利用を御勧め致します｡

御希望の図書にして､ 生憎当館に無き場合は大連､

奉天其他満鉄図書館へ紹介取寄せの上御閲覧に供しま

す｡

こうした試みの成果については､ 大佐は､ ｢最近五ヵ年

の撫順図書館統計より見たる撫順人の読書動態｣(13)と題す

る論文で自ら分析している｡ 重要な点を幾つか掻い摘んで､

紹介することにする｡

大佐は､ 最初に､ 月平均の ｢館外帯出図書数｣ (表１)

と ｢館外閲覧者月平均数｣ (表２) の統計を示して､ 急激

に増加していることを表している｡

この急激な上昇について､ 大佐は､ 撫順市民が急に読書

欲に目覚めたとかではなく､ ｢これは明らかに図書館側か

ら積極的に一般に向かって読書に誘導し､ 且貸出手続を撫

順の土地に即した結果に他ならない｣ と分析している｡

大佐は､ 撫順市民の大部分が炭鉱関係者でその事業所は

｢邦里の一里も二里も相離れて｣ いるような状況で ｢全く

地理的関係より図書館を十分利用し得ざる状況にある｣ と

いう ｢この事情を着任早々察知したので｣､ ｢積極図書帯出

法｣ を実施したのである｡

日本の公共図書館において､ 比較的最近まで､ いや現在

に至るまで館員の意識は､ ｢読ませてやる｣ というような

館が多く､ また学校図書館においては児童生徒の図書館利

用を ｢子供の読書ばなれ｣ と社会のせいにして､ 自ら積極

的に対策を講じようとはしなかった｡ しかし､ 大佐は早く

も戦前の時代に､ 図書館が積極的に読書環境を整えること

の重要さを説いたのである｡

誰も暇な時は否暇を作つてでも本を読みたいと云ふ

意思は持合せてゐるのである｡ (中略) 成る可く容易

に本が読める様に､ 周囲の環境や方法をさえ講じてや

れば､ 即ち据膳の面倒を面倒を見てやれば､ 本はどん

どん読まれる｡ これは､ それだけ人間が無性になつた

とか､ 贅沢になつたとも云へるが､ 現代生活がだんだ

ん複雑多忙になつて来たからでもあらう｡

その他､ ｢月平均館内閲覧図書数｣ (表３) や ｢月平均登

録者数｣ (表４) も上昇傾向にあることを示している｡ こ

うした利用が増加した理由の一つを､ 大佐は 『炭の光』 や

『撫順図書館報』 による広報活動が ｢与つて力あること｣

であるとして､ ｢特に在撫順満鉄社員に行き亘る 『炭の光』

の御援助に負ふところ甚大なるを思ひ､ 其厚意を深謝する

次第である｣ と炭鉱庶務課に対して謝意を表している｡

次に､ 大佐は ｢如何なる種類の図書が多く読まれてゐる

か｣ について､ 過去５年間の閲覧図書を通算している｡

(表５) その結果の第一位は､ ｢文学古典類｣ であり､ その

次は ｢満蒙に関する図書｣､ 第三位は､ ｢工学関係図書｣ で

あった｡ ｢文学古典類｣ が首位を占めるのは､ 何処の公共
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(表１) 年別月平均館外帯出図書数

(出典) 大佐三四五 ｢最近五ヵ年の撫順図書館統計より見たる撫順人の読
書動態｣ (『撫順図書館報』 ６巻１号､ 1935年)｡

(表２) 館外閲覧者月平均数

(出典) 表１に同じ｡

(表３) 月平均館内閲覧図書数

(出典) 表１に同じ｡

(表４) 月平均来館者数

(出典) 表１に同じ｡



図書館も同様であり､ 第二位 ｢満蒙に関する図書｣ は､

｢満洲にある満鉄図書館全体を通じて略共通な現象｣ であっ

た｡ しかし､ ｢第三位に工学関係図書が占むることはこれ

撫順の特徴を有力に物語るもの｣ であり､ ｢この特色は益々

発揮されるよう切望するところである｣ と､ 大佐は炭鉱都

市ならではの図書館利用を期待している｡

大佐の論述は以上であるが｡ 貸出手続きを効率よく進め

る為､ 事務処理方法に関して最先端のものを取り入れたこ

とについても触れたい｡ すなわち､ ｢満洲諸図書館にて未

だ実施を見ざる｣ ものであった ｢ブック・カード｣ の使用

を採用して､ ｢閲覧事務の刷新｣ をはかったのである (14)｡

｢ブック・カード｣ を用いた貸出方法には､ ｢ニューアー

ク式｣ と ｢ブラウン式｣ がある｡ 両者共､ コンピュータが

ない時代の貸出事務手続きの方法であった｡ 撫順図書館が

どちらの方式を用いたのかは明らかではない｡ 前者は20世

紀初頭の米国､ 後者は19世紀末に英国で考案されていたも

のだが､ いずれも日本で普及するのは第２次世界大戦後の

ことである｡

図書の貸出業務については以上のようであるが､ 次に撫

順図書館の集会・文化事業について述べたい｡ 満鉄図書館

のうち､ 通俗図書館は積極的にキャンプ場やプールに臨時

の図書館を開設したが､ 撫順図書館はその面でも活発に活

動していた｡ 以下は､ 『書香』 に載せられた ｢キヤムプ閲

覧場｣ の紹介記事である(15)｡

撫順図書館だより

キャムプ閲覧場開設

当館では今夏 (７月９日より約一箇月の予定) 新し

い試みとして館庭に３箇所､ 公園プール近くに１箇所

都合４箇所のキヤムプ閲覧場を開設しました｡

公園内の閲覧場には児童及び婦人向けのものを主体と

し､ 之に特に遊泳者のための軽い読み物をも備えまし

た｡ 館庭の３つは夫々雑誌新聞及図書の閲覧場と区別

して居ります｡

開設後日が未だ浅いのですが､ 何れの閲覧場も終日

人の絶える時なく非常な好成績で､ 充分に此の種の試

みが待たれてゐたことを説明して居ります｡ 切に皆様

の御利用を切望して居ります｡

集会・文化事業に関しては､ まず1931年６月より童話会

を開催している｡ これは､ 撫順図書館に本部を置く ｢撫順

童話研究会｣ と ｢撫順社員婦人部｣ との協力で､ 週一回土

曜の夕に撫順に散在するクラブ13箇所を巡回して､ 児童の

情操教育 (童話・小型映画・音楽) のほかに両親に対する

子弟教育を実施したものである｡ また､ 後述する ｢撫順郷

土資料展覧会｣ や1932年３月22日～24日の ｢ゲーテ百年祭

記念文献展覧会｣､ 1933年５月27日､ 28日には ｢海軍記念

日小展覧会｣ など､ 種々の展覧会を催した｡

撫順図書館の特色のひとつに､ 郷土資料の充実がある｡

郷土資料は､ 主に個人や炭鉱事務所からの寄贈や寄託によ

るものであり､ 動植物の化石や石斧､ 高句麗焼など博物資

料が多かった｡ 撫順図書館では､ 郷土資料の展覧会を満洲

事変以後たびたび開催し､ 大きな反響を呼んでいる(16)｡

撫順図書館だより

郷土資料展覧会

去11月１日より７日に至る､ 全国図書館週間に対し､

本館に於いては７､ ８両日互り､ 撫順郷土資料展覧会

を開催した｡ 両日とも､ 珍しい好天気に恵まれ､ 且撫

順に於ては此種の催として始めてであり､ 非常な盛況

を収めた｡ 因に来観者は､ 初日に922人､ ２日目に167

1人､ 合計2593人で､ 撫順在住日本人口の一割三歩に

当つてゐる｡

撫順では郷土資料の蒐集が盛んであったが､ 統一して保

存する機関がなく､ 学校などに分散所蔵されていた｡ この

ため､ 『撫順図書館報』 に ｢郷土博物館の設立を提唱す｣(17)

との意見が掲載されるほどだった｡ しかし､ 郷土博物館は

設立されなかった｡ 撫順図書館では1934年６月には､ 川村

芳男より陶器62箇､ 古銭104箇という纏まった寄贈があっ

たので､ その他の寄託品と合わせて陳列棚８個に陳列して､

自ら ｢郷土資料博物館的な施設の端を開いた｣(18)｡ こうし

た郷土資料収集の充実も､ 大佐の功績にほかならないが､

渡邊三三 (撫順中学校教員で後に撫順図書館長) や川村芳

男といった熱心な収集・研究家が撫順図書館に資料を寄贈・

寄託したおかげでもある｡ こうした事業は､ 現代的な視点

から見ると､ 図書館活動の枠外である｡ この問題について

は､ 改めて第４章 ｢附帯施設論争｣ でとりあげる｡ なお､

郷土資料の蒐集は､ 渡邊三三が館長に就任するに至ってよ

り活発になるのであるが本稿では詳しく述べない｡

ここでは次に､ 撫順図書館の文化・集会事業のうち､

1934年の全国図書館週間期間中の様子を詳しく見てみるこ

とにする｡ 全国図書館週間は､ 毎年11月１日～７日に文部

省及日本図書館協会の後援の下に日本全国各地で実施され

るものである｡ それまでは､ 満鉄の図書館で図書館週間の

行事を行うところは､ ｢僅少｣ であったが､ この年から

｢満鉄図書館が一斉に内地と呼応し｣(19)図書館週間を挙行す

ることになったのであった｡

これまで撫順図書館は､ 図書館週間を ｢貧弱乍ら継続｣

していたが､ この時は特に展覧資料の充実に力も入れ､ 複

数の行事を平行して開催した｡ ｢東洋美術関係図書展覧会｣
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(表５) ５ヵ年月平均閲覧数

(出典) 表１に同じ｡



(11月４日～７日) は､ 内容を充実させるために､ 大佐が

自ら列車で ｢大連図書館に出向し､ 同館の所蔵する貴重図

書及図録類､ 約50部を選定借用し｣ た｡ この展覧会の趣旨

は､ ｢眼を通じて国粋の認識を深め､ 以って国民精神の作

興に資せん｣ というものであった｡ ｢熱河写真展覧会｣ (11

月５日～７日) は､ 満鉄図書館における巡回展のような形

で廻ってきたものである｡ これに関しても大佐は､ ｢奉天

迄出掛けて､ 下見の上､ 会場の準備に具へ｣ ている｡ この

ように､ これらの展覧会のために､ 大佐は先頭に立って準

備に従事したのである｡ それらと同時に期間中を通じて､

｢郷土資料室の展観｣ が行われ､ 撫順炭中に含まれている

各種動植物の化石や高麗土器などを陳列した｡ また展覧会

以外には､ 図書館案内の小冊子や記念栞の配布､ ｢書庫縦

覧｣ や ｢週間中貸出図書特別取扱｣ が行われた(20)｡

この３種の展覧会の入場者は､ ｢４日間通じて2,530名｣

であったが､ 大佐は､ 大変であったが､ ｢兎に角 (中略)

無事に終わったことを喜ぶ｣ と 『撫順図書館報』 のなかで

述べている(21)｡

以上､ 撫順図書館の貸出業務や集会文化事業などについ

て詳しく述べてきた｡ だが､ 実を言うと撫順図書館の歴史

の中では､ 満洲事変における ｢陣中文庫｣ の編成や ｢満洲

関係件名目録｣ の編纂など､ ｢外的な図書館事業の発展は

この時期に活発であつた｣(22)と言われる｡ これらの事業は､

大佐が主体となったのではなかった｡ 時局の要請と奉天図

書館長である衛藤利夫の指導力によって推進された活動で

あり､ 本章のとりあげたものとは背景がやや異なるもので

ある｡ この満洲事変下の外的な図書館活動については､ 別

に章を設けたのでそこで論じることしたい｡

大佐は､ 館長業務と並行して､ 図書館学に関する研究教

育業績を着々と積み重ねていった｡ 撫順図書館長時代は､

｢図書館学究｣ を実践とそれに裏打ちされた研究の両面か

ら磨かせたと言える｡

1931年より毎年１回開催された地方部学務課主催の ｢満

鉄短期講習会｣ では､ 50～60人の参加者を前に､ ｢欧文

『図書館参考文献』｣ (1931年度) や ｢洋書目録法と実習｣

(1933年度) を講義｡ 満鉄図書館業務研究会の第２区幹事

を務め､ 1931年11月22日には ｢一般洋書目録法並びに辞書

体目録法｣ を３時間に渡って研究発表している｡

活躍は満洲に留まらず､ 1934年７月東京で催された ｢日

本図書館協会図書館学講習会｣ には､ 10日間延べ40時間の

講義のうち ｢洋書目録法 (９時間) 及実習 (２時間)｣ を

担当している｡ また､ 1935年の 『図書館雑誌』 に ｢アメリ

カ合衆国に於ける図書館員養成の歴史的背景と最近に於け

る其動向の検討｣､ ｢英米目録規則に対するボンサ氏の修正

案｣ といった論文を発表している｡

さて､ 撫順図書館が実際どの程度の水準であったのかと

いうことを検討してみたい｡ 1933年度の大連､ 撫順図書館

と徳島県立図書館 (当時の正式名称は徳島県立光慶図書館)

の緒統計を比較してみる｡ 撫順図書館は､ 在留邦人が２万

人にも満たない土地にありながら､ 内地の中央図書館に引

けを劣らないものであったことが分かる｡

注
(１) 本稿に述べた大佐が行った講義・発表については､ 『書香』､ 『図書

館雑誌』 各号を参照したが､ 同誌によって確認できるものは全体のご

く一部である｡ また､ 『書香』､ 『図書館雑誌』 から確認できる各種の

講義・発表については､ 村上美代治 『歴史のなかの満鉄図書館』 私家

版､ 1999年に纏められている｡

(２) 南満洲鉄道株式会社総裁室地方部残務整理委員会 『満鉄附属地経営

沿革全史』 下巻､ 南満洲鉄道株式会社､ 1939年､ 983－987ページ｡ 以

下､ 『全史』 と注記｡ 撫順図書館の歴史はこれを参照した｡ ちなみに

『撫順図書館報』 にも ｢撫順図書館の今昔｣ としてほぼ同じ内容のも

のが掲載されている｡

(３) 南洲日報社臨時紳士録編纂部編 『満蒙日本人紳士録』､ 満洲日報社､

1929年､ 94ページ｡

(４) ｢編集後記｣ (『撫順図書館報』 １巻１号､ 1930年) 27ページ｡

(５) 国立国会図書館では全巻所蔵していることになっているが､ 実際に

は欠号が相当多数ある｡ 東洋文庫と京都府立総合資料館では､ 満洲国

に移管された後 (1937年以降) の巻を所蔵している｡

(６) 大佐三四五 ｢近代公共図書館の意義と其の使命｣ (『撫順図書館報』

１巻１号､ 1930年)｡

(７) 大佐三四五 ｢転任に臨みて｣ (『撫順図書館報』 ７巻２号､ 1935年)

１ページ｡

(８) 前掲､ 『全史』 下巻､ 986ページ｡

(９) ｢図書館風景｣ (『書香』 77号､ 1935年) ６－７ページ｡

(10) ｢地方行政権移譲直前の満鉄図書館概況｣ (『図書館業務研究会年報』

第３輯､ 1937年) 167－169ページ｡

(11) ｢撫順図書館施設案内｣ (『書香』 48号､ 1933年) ６－７ページ｡

(12) ｢館外帯出図書の特別奉仕｣ ( 『撫順図書館報』 ６巻１号､ 1934年)

７ページ｡

(13) 大佐三四五 ｢最近五ヵ年の撫順図書館統計より見たる撫順人の読書

動態｣ (『撫順図書館報』 ６巻１号､ 1935年)｡

(14) 前掲､ ｢撫順図書館施設案内｣ ６ページ｡

(15) ｢撫順図書館だより｣ ( 『書香』 29号､ 1931年) 11ページ｡

(16) 同上､ 11ページ｡

(17) 磊文者 ｢郷土博物館の設立を提唱す｣ (『撫順図書館報』 ５巻９号､

1934年) １ページ｡

(18) 前掲､ 『全史』 下巻､ 986ページ｡

(19) 磊文者 ｢読書週間に対し｣ (『撫順図書館報』 ５巻10号､ 1934年) １

ページ｡

(20) 関係者合記 ｢図書館週間行事の感想雑記｣ ( 『撫順図書館報』 5巻11

号､ 1934年) ４－６ページ｡

(21) 大佐 [三四五] ｢編集後記｣ (『撫順図書館報』 ５巻11号､ 1934年)

６ページ｡

(22) 前掲､ 『全史』 下巻､ 986ページ｡

第３章 満洲事変下､ 大佐の動向

1931年９月､ 満洲事変が勃発する｡ 大佐三四五の動静で

あるが､ 『撫順図書館報』 のうち国内に所蔵されているも

のは､ 満洲事変時期のものが完全に欠落しており､ ここか

らは大佐の動向を伺うことができない｡
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(表６)

(出典) 地方部学務課図書館係｢満鉄図書館一覧表｣ (『書香』 63号､ 1934
年) 11ページ｡ 徳島県立図書館 『徳島県立図書館八十年史』 徳島
県立図書館､ 1998年､ 173－181ページ｡

(注) 徳島県立図書館の所在地人口は徳島市の人口｡



『書香』 によれば､ 撫順図書館では10月上旬開催予定で

あった｢撫順郷土資料展覧会｣を｢日支時局の急変に鑑み｣(１)

延期の決定が行われている｡ これは､ 館長である大佐の判

断であろう｡ この延期の通知は､ また 『書香』 誌面におけ

る最初の満洲事変に関わる記事でもあった｡

大佐は､ 満洲事変の現場に深く関わることができなかっ

た｡ 満洲事変が拡大した時期､ 彼はひとり10月９日から３

日間､ 石川県の金沢市立図書館にて開催された全国図書館

大会に出席していた｡ この図書館大会に際して､ 図書館社

会教育調査委員の会合が行われており､ これを欠席してま

で撫順図書館に詰めなければならないほどの状況には至ら

なかったのであろう｡ 大佐は､ 旅程を考えると大会前後５

日間程度は館を留守にしていたと考えられ､ 都合10月の前

半は不在だったと考えられる｡

満洲事変に伴い､ 満鉄図書館の各館は､ 時局文庫を開設

し､ 事変に関係する展覧会を開催した｡ しかし､ 他館と比

較して大佐の撫順図書館では､ 満洲事変に関係した活動は

あまり行われなかった｡ 延期されていた ｢郷土資料展覧会｣

を11月１日から７日に至る全国図書館週間に合わせて開催

しているが､ この時期に時局とは関係のない活動をしたの

は撫順図書館ぐらいのものだった｡ 撫順図書館の満洲事変

下の活動は､ 満鉄図書館が一丸となって行っていた総合目

録の編纂と陣中文庫の募集に向けられたのである｡

１､ 総合目録の編纂と陣中文庫の募集

11月21日､ 長春図書館において､ 撫順図書館の所属する

第２区図書館業務研究会が開催され ｢時局に対する図書館

の対策如何｣ が協議される｡ また､ 第１区でも協議に付さ

れ､ 双方とも､ 各図書館が ｢満蒙に対し正しき認識を与へ

むが為に､ 各館時局文庫の総含目録を編纂し竝出征軍人に

対する慰問図書を募集し時局に対し､ 些少なりとも貢献す

べし｣ という事で意見の一致を見る(２)｡

政治的に ｢右｣ であった､ 奉天図書館長の衛藤利夫は､

会社上層部に掛け合い､ 強引に図書館の戦争協力事業を12

月15日付で認めさせる｡ 思想的に ｢リベラル｣ で穏やかな

性格の持ち主であった柿沼は､ 図書館員のなかで唯一 ｢参

事｣ という高い職にありながら､ 衛藤らの戦争協力を力ず

くで押しとどめることはしなかった｡ 柿沼の抗議行動は､

研究会を欠席する程度の消極的な行動に止まる｡

｢右｣ でも ｢リベラル｣ でもなかった大佐は､ 率先して

戦争協力の旗を振ることはなかったが､ 反対もしなかった｡

｢図書館学究｣ として､ 大佐は下記のような形で満洲事変

下の活動に参画したのである｡

12月19日､ 大佐が幹事を担当して､ 奉天図書館において

図書館業務研究会の第１区第２区連合の会が開かれた｡

(柿沼はこれを欠席) ただし､ 幹事を務めたのは大佐であ

るが､ 開催場所や満洲事変時の活動振りから考えて､ 大佐

の役割は書記的､ 庶務的業務と考えられ､ 会議を主導した

のは衛藤であろう｡ 大佐は､ 本会の目的を以下の様に記し

ている(３)｡

全満24図書館が､ 時局に対して喚起し､ 満蒙に対す

る正しい認識を与へんが為に 『満蒙時局文庫』 の各館

総合目録編成の一大チームワークに着手すると共に､

新年を前に控へて､ これより冬営に入らんとする陣中

の将士並びに各地の衛戌病院に於いて名誉の負傷を養

ひつゝある勇士へ､ 慰安図書雑誌を頒布すべく､ 之が

募集に対する打合せを目的として (後略)｡

この連合会では､ 総合目録の編纂の具体的方法と慰安図

書募集について具体的方法が協議・決定された｡ 時局文庫

の ｢細密なること｣ については奉天図書館に一任となり､

陣中慰安図書につても奉天図書館が取り纏めることとなっ

た｡

ただし､ 大佐によると､ 最初各館にて設けた時局文庫が

｢案外貧弱｣ で､ とりわけ奉天図書館の時局文庫は､ ｢最も

其れが利用が期待されただけ､ それだけ関係資料の不十分

なるを憂慮された｣｡ 各館では要求をいかに満たすべきか

が､ ｢当時図書館関係者一同の共通の悩み｣ であり､ この

ことが ｢全満図書館をして一大協力作業に導いた｣(４)とい

う｡ 衛藤がこの事業の立役者となったのは事実であるが､

それを実現させる多くの図書館員の意欲があってこそだっ

たとも言える｡

編纂が決定された総合目録は､ 満鉄図書館の全館と関東

庁図書館の満洲・支那関係の文献総合目録であり､ 大佐曰

く ｢多数図書館共同の総合目録は欧米に於いては珍しいこ

とでは無いが､ 我国に於いては､ 余の寡聞を以て本書が嚆

矢である｣(５)｡ これは､ 皮肉なことだが､ 大佐が ｢日本図

書館界の課題｣ として訴えた､ 図書館間の相互協力は､ こ

のような戦争協力という形をもって満洲で開始されたので

ある｡ 総合目録に収録する資料の範囲は次の通りに定めら

れた(６)｡

イ 満蒙に関する一切の図書 (満蒙に於いて刊行する

雑誌を含む)

ロ 支那の政治・経済・財政・外交・国民性・近代史・

産業・交通・軍備・教育・社会制度・風俗・旅行

記

ハ 国際法､ 世界の最近外交及蘇聯の東方に関する動

き

ニ 日支関係

ホ 満洲事変 (排日資科をも含む)

ヘ 其の他時局に関係ありと思惟せらる図書

各館は､ これらの資料の目録カードを奉天図書館に送り､

このカードを基にして奉天図書館において編集が開始され､

また編集作業と併行して陣中文庫の募集も開始された｡

陣中文庫は､ ｢多数の兵匪土匪を前にして極度の危険と骨

に徹する酷寒とに堪えて､ 極東永遠の平和の為に馳駆する

我が将兵竝警察官､ 満鉄社員等第一線に活動する人々に対

する､ 精神的慰安の一手段として書物を提供する｣(７)こと

を目的とした｡ しかし他方では､ 慰安のための一般邦人か
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らの書物の募集という活動を通じて､ 一般邦人の戦意高揚

を図った活動とも言える｡

陣中文庫の趣意書が満洲全土に配布され､ また新間も

取り上げるなどして募集が行なわれた｡ 趣意書には､ ｢世

の篤志家諸君!!願はくば貴下の所持さるゝ書物を､ 雑誌

を､ 平和郷建設の第一線に活動さるゝ人々の為に投ぜら

れよ!!｣(８)と檄文をもって､ 陣中文庫への参加を促した｡

陣中文庫は､ 各図書館が採り集め､ 打ち合わせ通り奉天

図書館に送付された｡ 奉天図書館から関東軍と折衝の上､

各地に送られた｡ 奉天図書館への送付は､ 12月23日の大石

橋図書館からの161冊が最初であり､ 以後 ｢怒涛の如く殺

到｣ した(９)｡

撫順図書館では､ 12月26日に受付を始めてから､ 婦人会

などの協力もあり僅か３日間で合計4,293冊が集まった｡

集められた図書は､ 撫順の衛生係において消毒が行われ､

｢陣中慰問図書､ 撫順図書館経由｣ の丸印を主捺し､ ２日

に分けて奉天図書館に送付している｡

この時､ 撫順図書館の館員たちは､ ｢発送に当り約150個

の図書包が門前に山の如く積み上げられた時は､ 甚だ盛大

なる有様を呈し､ 感激と感謝の念に打たれた｣(10)｡

このように､ 陣中文庫は､ 満鉄自ら ｢異常な反響｣(11)と

称した程の盛り上がりを見せた｡ 応募は､ 満洲のみならず､

朝鮮や日本本土の各地から､ 送料を自己負担して多数の応

募者があった｡ また､ 個人のみならず､ 職場や学校ぐるみ

の募集も相次いだ｡

図書館報である 『書香』 では､ 陣中文庫に関する特集記

事を増ページで続けた｡ 応募者の氏名・団体名､ 応募書物

の題名､ 冊数が掲載され､ 受け取った将兵からの多数の感

謝の手紙が掲載された｡

陣中文庫の募集は､ 1932年５月をもって打ち切られた｡

その成績は､ 受け付け冊数､ 図書11,683冊､ 新聞16,480部

であった｡ 撫順図書館で集めた陣中文庫の図書雑誌は､

8,352冊であり安東､ 奉天図書館に次いで三番目の多さだっ

た｡ 集められた図書雑誌は､ 内容などから送附に不向きと

判断された図書約5,000冊を除いて､ 軍隊､ 警察､ 社員な

ど256箇所に送られた(12)｡

一方､ 満鉄図書館の満洲事変協力のもう一つの柱である

総合目録の編纂は､ 次の特色をもって行われた(13)｡

イ 必要項目即ち件名の五十音順に配列し､ 知識の検

討せずとも､ 所用図書を直ちに検索し得

ロ 各図書館の備附館名が略号を以て例記されたるこ

と

ハ 各冊に片仮名及数字二､ 三語よりなる電報略号を

付したること

この目録は､ 我が国初の総合目録であるばかりではなく､

目録記載の資料毎に電報略号を付して､ 図書館同士が略号

を打電するだけで資料を貸し借りできる様にしたものであっ

た｡ この工夫は､ 日本図書館史上空前絶後のことだった｡

さて､ 総合目録の編纂には､ 奉天図書館が昼夜兼行で完

成に務めたが､ 各館より取急ぎ提出されたカードのみによ

る編纂は､ 手間取り予定より延引して､ 1932年８月､ 衛藤

が序文を書き､ 題目を ｢全満24図書館共通満洲関係和漢書

件名目録｣ として､ 印刷を完了する｡ この総合目録は､ 直

ちに関東軍､ 満洲国政府､ 関東庁などの関係各機関に対し

て無料配布された｡ この目録は､ ｢軍ノ行動､ 資源､ 交通

調査ノ上ニ非常ナ寄与ヲナシ｣(14)たという｡

大佐は､ 撫順図書館長として総合目録に関するカードの

送付､ 陣中文庫の編成に関わったが､ 活動の中核に入るこ

とはなかった｡ これらの戦争協力は､ 衛藤が ｢右｣ の政治

力でもって推し進めたもので､ 特別な政治思想を持たない

大佐は､ 前面に出ることはなかったのである｡

｢図書館学究｣ 大佐三四五が満洲事変によって興味を抱

いたとは､ 政治的な面ではなく､ 書誌的な側面であった｡

彼は､ ｢人心が満蒙に集注し､ 出版界も非常な勢で満蒙に

関するものを超高速に刊行｣(15)という社会状況に刺激を受

け､ 満蒙関係文献目録の執筆意欲を掻き立てる｡ 大佐は､

1932年９月の 『書香』 より４回に分けて ｢満蒙を中心とす

る文献目録｣ を連載する｡ 第１回は､ 和漢図書雑誌､ 第２

～４回は洋書を扱っている｡ 書誌毎に､ 目録の概略なみな

らず編纂の社会的背景や著作者の概略､ 類似資料の案内な

どの詳細な説明文を書いたものである｡

このように､ ｢満蒙｣ が激動の時代にあっても､ 大佐の

活動は､ ｢図書館学究｣ の域を超えることはなかったので

ある｡

２､ 満鉄図書館協力網の立役者

満洲事変下における ｢全満24図書館共通満洲関係和漢書

関係件名目録｣ の編纂や ｢陣中文庫｣ の募集は､ 図書館同

士の結束を固めることになり､ 満鉄図書館協力網を形成す

るきっかけとなった｡

満鉄図書館では､ ｢陣中文庫を契機として不知不識の裡

に全館を打つて一丸と為さんとの要望が起り｣(16)､ 1933年

８月の館長会議でこれが決議される｡ 大佐は､ この館長会

議において､ 満鉄図書館の図書運用について提案説明を行っ

た(17)｡

大佐は､ 満鉄図書館の誇りを ｢満鉄会社と云ふ同一母体

の経営下に在つて相互連絡が極めて綿密にして､ 資料等を

自由に且迅速に貸借し得ることゝ､ 列車便によつてこの相

互補助作業が簡便に実施し得ること｣ と前置きする｡ そし

て､ この長所を生かして､ 各館の資料の相互貸借を益々盛

んにし､ 更に進んで ｢図書費運用の妙を発揮｣ して満鉄図

書館を発展させる具体的方法を順に提案するのである｡

大佐は､ ｢各館備付図書の相互貸借増進に関して各種図

書目録の必要なる所以｣ として､ 第一に必要なことは､ 相

互貸借を行うにはどこの館に如何なる図書があるかを知る

ことが必要であり､ そのためには ｢各館又は共通の蔵書目

録｣ が最も必要であると述べる｡

また､ 沿線各都市における通俗図書館は､ 経費等の面か

ら専門的な図書を入れることは困難であるので､ ｢参考図

書館を以て任ずる大連､ 及び奉天両図書館の資料を運用流
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通して頂く他はない｣ のであり､ 1933年３月から中断して

いる大連図書館新着増加図書目録 (社報附録) の継続発行

や､ 大連のみならず奉天図書館においても毎月或は隔月の

増加図書目録を出すことや､ これらを整理して５年に１回

は蔵書目録の追録を作成して欲しいと述べる｡

そして､ ｢ 『書香』 の利用｣ として､ 新着図書の所在を

知ることができるように､ 各図書館で購入した図書を紙面

にて購入図書館の略字を以って説明することを提案する｡

続いて､ ｢資料の充実 (分野協定)｣ として､ 通俗図書館

間の重複購入を防ぎ､ それより生じる余力によって各館の

特色を発揮することが ｢即ち資料充実の一方法｣ であると

の持論を展開する｡ これに関係して､ 新聞雑誌の所蔵を毎

年相互に通知したいと述べ､ ｢各館共通の図書貸借用紙を

制定して置くことも､ 小さいことのようで､ 大切な事｣ と

述べる｡

大佐は､ この提案説明の最後に ｢相互貸借の図書館集団

の区域拡大｣ として朝鮮の図書館との連携を訴えるが､ こ

れに関しては､ 第８章 ｢国境を越えた図書館協力の試み｣

で論じたい｡

上記の提案説明は､ 大佐の海外留学にまで遡ることがで

きると言うべきである｡ 日本ではまだ成しえていない図書

館間相互協力体制をこの機会に実現させようと考えたので

あろう｡ また｡ 館長会議が行われたこの年は､ 満洲国建国

宣言の翌年であり､ 日本は国際連盟を脱退して､ 情勢は行

き着くところまで行っていた｡ この時期の図書館活動にお

いて､ 軍部との繋がりが必要でもなく､ また図書館同士の

結束も固まっていたので､ 強力なリーダーシップが求めら

れる訳でもなかったと見られる｡ この中で､ 大佐の ｢図書

館学究｣ たる技術的能力が満鉄図書館のなかで際立ってい

る｡

図書館業務研究会の統合については､ 館長会議の決議を

受けて､ 1934年４月､ 全体をひとつの区とすることが正式

に改正実施の運びとなる｡ 新組織となった図書館業務研究

会は､ 会長に柿沼､ 副会長に衛藤がなり､ 各館長並びに大

連・奉天図書館の主任からなる委員会を部会研究事項の採

否議決機関とし､ 研究機関として３つの部会 (管理部､ 目

録部､ 運用部) を設け､ 各館員は全員いずれかの部会に所

属することとなった｡ また､ 部会の幹事は､ 部員の選挙に

より任期は１年間であった｡ 大佐は､ 1935､ 1936年度の目

録部幹事を務め､ また毎年 ｢研究発表並講演｣ をしている

が､ 特に1936年度目録部の７本の ｢研究発表並講演｣ うち

実に３本を大佐が占めている(18)｡

図書館業務研究会の年報として1935年に 『図書館業務研

究会年報』 第１輯が発刊され､ 第２輯は ｢編輯人大佐三四

五｣ の奥付がある｡ この年報は､ 1940年発行の第４輯まで

続く｡

大佐の提案説明に対して､ 各館長がどのような反応を示

したのかは明らかではないが､ その後の満鉄図書館業務研

究会の動きを見たとき､ 明らかに提案説明は賛同を得たも

のと考えることができる｡ 図書館業務研究会は研究テーマ

を､ ｢会社図書館蔵書の統制並びに相互貸借連絡制度に関

する研究｣ と決定した｡

1934年６月10日より､ 中断されていた大連図書館の新着

増加図書目録が独立月刊刊行物として復活｡ 1935年１月か

ら､ 蔵書の分野の協定が結ばれ､ 実行に移される｡ これは､

大連と奉天図書館の参考図書館を除いた (連絡統制は大連､

奉天図書館が担当) 全通俗図書館の協定であった｡ そのシ

ステムは､ 近接の４､ ５の図書館が１ブロックを作り､ ブ

ロック毎の蔵書分野を協定し全体が合して一大図書館を形

成するというものであった｡ 第１区で冊子体､ 第２区では

カードによる総合目録が編纂された(19)｡

また､ 1935年度から 『書香』 に､ 新着図書が各館の略号

を付して掲載されるようになる｡

1936年３月には､ ｢全満24図書館共通満洲関係和漢書件

名目録｣ の続編第一を発刊､ 次いで､ 同年５月には､ 大連

と奉天図書館との蒐書協定が成立する(20)｡ このように､ 図

書館業務研究会は､ 大佐の提案を実行に移していったので

ある｡

この時期における満鉄図書館網の形成については､ 従来､

｢中心を担ったのは柿沼と見られる｣(21)とされ､ 関連して19

37年３月には ｢文献奉公を旨とし至誠斯業に盡瘁すべし｣

以下５カ条の図書館業務研究会の要綱が可決されたが､ こ

れについては衛藤が大きく関わっていたとされる(22)｡ もち

ろん､ 柿沼は､ 研究会の会長として総合調整に手腕を振る

い､ 衛藤は､ 図書館職員の精神養成に力を発揮したのであ

ろう｡ しかしながら､ 何よりも満鉄図書館協力網形成の計

画段階から追っていくと､ 大佐の具体的な提案をそのまま

現実化したものであることが分かる｡ 大佐は､ 満洲事変の

衛藤が始めた戦争協力活動を基点に､ かねてより抱いてい

た自身の構想を実現することができたのである｡
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(16) 前掲､ 『全史』 上巻､ 753ページ｡
(17) 大佐三四五 ｢満鉄図書館の図書運用に対する一考察｣ (『図書館業務

研究会年報』 1輯､ 1935年)｡
(18) ｢目録部記事｣ (『図書館業務年報』 ３輯､ 1937年) 11－14ページ｡
(19) ｢会社図書館蔵書の統制並びにその相互貸借に関する研究｣ (『図書

館業務研究会年報』 １輯､ 1935年) ２－３ページ｡
(20) ｢蒐書の担当分野に付大連図書館との協定｣ (『書香』 85号､ 1936年)

７ページ｡
(21) 小黒浩司 ｢満鉄図書館協力網の形成｣ (『転換期における図書館の課
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題と歴史 石井敦先生古希記念論集』 緑蔭書房､ 1995年) 193ページ｡
(22) 岡村敬二 『遺された蔵書―満鉄図書館・海外日本図書館の歴史』 阿

吽社､ 1994年､ 63ページ｡

第４章 附帯施設論争

公共図書館が集会・文化事業を行うに際して､ どこまで

を活動範囲とすべきか？という問題は､ 公共図書館のあり

方を考える上で大変重要である(１)｡ この問題については､

すでに戦前において日本図書館協会の機関誌である 『図書

館雑誌』 誌上で ｢附帯施設論争｣ として大きな議論がなさ

れている｡ 1930年代前半のことである｡

この議論にも､ 大佐が関わっているのである｡ 大佐の

｢図書館学究｣ としての活躍は､ 遂に内地にも及んだので

ある｡ 本章では､ この ｢附帯施設論争｣ に関して､ 彼がど

のような意見を展開したのかを紹介してみたい｡

１､ ｢附帯施設論争｣ の始まり

1933年６月30日､ 図書館令に替わって改正図書館令が交

付され､ 第１条に関しては下記のように替わり､ 新たな公

共図書館の機能が定められた｡

図書館令

第１条 北海道府県郡市町村 (北海道及沖縄県ノ区含

ム) ニ於テハ図書ヲ蒐集シ公衆ノ閲覧ニ供セ

ムカ為図書館ヲ設置スルコトヲ得

改正図書館令

第１条 図書館ハ図書記録ノ類ヲ蒐集保存シテ公衆ノ

閲覧ニ供シ其ノ教養及学術研究ニ資スルコト

ヲ以テ目的トナス

図書館ハ社会教育ニ関シ附帯施設ヲ為スコト

ヲ得

｢附帯施設論争｣ とは､ 改正図書館令になって新たな機

能として加わった､ 第１条第２項 ｢図書館ハ社会教育ニ関

シ附帯施設ヲ為スコトヲ得｣ の解釈を巡る論争であり､ 主

に1934年の 『図書館雑誌』 誌面上で交わされた議論である｡

この条項に疑念を表したのが石川県立図書館長・中田邦造

であった｡ 彼は､ この時期の日本の図書館活動においてひ

ときわ目立っていた存在で､ 独自の ｢社会教育論｣､ ｢図書

館論｣､ ｢読書指導｣ を持っており､ その一貫とした理論と

実践を展開した(２)｡ 中田はかねてから､ 講演会や展覧会は

図書に関係を持つことが望ましいとの持論を持っていた｡

彼の疑念とは, 図書館の本務と社会教育はいかに結びつけ

て考えられるのだろうか､ 一体 ｢附帯事業｣ とは何を意味

するのだろうか､ というものであった(３)｡ これが附帯施設

論争の始まりである｡

中田の疑念に対して､ 文部省成人教育課長・松尾友雄の

解説を要約すると､ 次のようなものだった(４)｡

公共図書館は従来, 図書を通じるといった限られた

手段で活動を行ってきたがこれを打破する時代に来た

のだ｡ 公共図書館は全面的社会教育の機関として位置

付けされるべきであり､ 剣道や柔道などを指導するこ

ともすべきだ｡ 町村図書館は町村社会教育機関に発展

していく運命であり､ 改正図書館令はこれを誘導して

いるのだ｡

中田は､ 松尾の解説に相当な抵抗を感じたらしい｡ 間髪

を入れずにおおむね次のごとく反論したのである(５)｡

公共図書館に必要なことは図書を通じて人心の心に

触れるような図書館活動が行なわれることである｡ 公

共図書館と社会教育館とは別物だ｡ 公共図書館に柔剣

道までやらせて社会教育館への道を辿らせることは実

に恐るべき過失だ｡ 公共図書館が図書を通じて活動す

ることは､ 限られた手段ではなく､ 無限に研究の余地

があるのだ｡

これに対して松尾は､ ｢中田氏の主張は法令無視の根底

の上に立ちて図書館の職能を独断で創造し之を他へ肯定せ

しめんとする主張であると云へるであろう｣(６)とまで言い

放つのである｡

結局､ この論争については､ 日本図書館協会に設置され

た ｢図書館社会調査委員会｣ で検討が行われることになっ

た｡ この委員会の設置は､ そもそも論争とは直接関係がな

く､ 1933年の第27回全国図書館大会において､ 中田の提案

により既に設置が決まっていたものである｡

委員会の設置は､ 1934年12月である｡ この委員は以下の

10名でありそのなかに松尾と中田の両名､ それに大佐三四

五が含まれていた｡ 委員のうち､ 松尾は中途で辞任するの

だが､ 委員会の発足経緯からして中田の影響力が強かった

ことは想像に難くない｡

林癸未夫 (委員長・早稲田大学教授兼図書館長)､

中田邦造 (主査・石川県立図書館長)､ 秋岡梧郎 (東

京市立京橋図書館長)､ 乙部泉三郎 (県立長野図書館

長)､ 大佐三四五 (満鉄撫順図書館長)､ 竹林熊彦 (九

州帝国大学司書官)､ 田村盛一 (山口高等商業学校図

書課)､ 松尾友雄 (文部省成人教育課長)､ 林靖一 (朝

鮮龍山鉄道図書館長)､ 小林堅三 (幹事・早稲田大学

図書館主事)

大佐が委員に選出された具体的な経緯は不明であるが､

米国留学中に､ 大佐が松本喜一の知遇を得たことが､ 日本

図書館協会の重要なる仕事を任せられる由縁であったと推

察される｡ 二人は､ ALA50周年記念に参加し､ その折に

宿舎で ｢夜の更くるも知らず語り合ふた｣(７)仲であった｡

松本は帝国図書館長を､ 1923年から1945年まで20年以上

務め､ 1931年から1939年までの１年間の中断期間を除いて､

日本図書館協会理事長の座にあった｡ 元来､ 彼は東京高等
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師範学校教授で図書館とは無縁であったが､ 文部省によっ

て､ 政治的な理由から､ 館界の猛反対を押し切って送り込

まれた人物である｡ 松本の帝国図書館長就任は､ ｢図書館

の統制支配をめざす政府にとって重要な布石｣(８)であり､

また政府の図書館統制を強化する目的があった改正図書館

令の立役者は彼であった｡

大佐と松本は､ ALA50周年記念大会出席以後も親交が

あり､ 1931年に松本が協会理事長に就任すると､ 彼の人選

によって大佐は会員増加を図るための拡張委員に委嘱され

ている｡ ちなみに､ 松本によって選ばれた拡張委員は､ 日

本国内のみならず､ 台湾朝鮮満洲も含み82名を数えた｡ 満

洲からは､ 大佐のほかには衛藤と柿沼が委嘱される(９)｡ こ

の人選の結果は､ 館界の地位を表すひとつの表れだろう｡

また､ 松本は､ 後に撫順図書館の大佐を訪ねたり､ 大佐に

著書を出すよう薦めその序文を書いたりしている｡ これら

委員のうち､ 奇しくも乙部は､ 満鉄奉天図書館を経て撫順

図書館長を務めたことのある人物であった｡

２､ ｢図書館社会調査委員会｣ での議論

｢図書館社会調査委員会｣ が報告書を出すまでの経緯を

説明すると､ 各委員は､ 委員長の求めにより､ 第１次諸提

案として ｢(１) 図書館社会教育の意義目的｣､ ｢(２) 図書

館社会教育の範囲に属する事業の種類｣ の２題目について

意見を提出し､ これらは 『図書館雑誌』 に掲載された｡

委員から出された意見を踏まえ､ 1934年の全国図書館大会

に際して､ 図書館社会教育調査委員会の会合が持たれる｡

(前章で述べたごとく大佐は満洲事変下にも関わらずこの

会合に出席した) この時の出席者には､ 松尾が含まれてお

らずこの時までに辞任したと思われる｡ (第２､ ３次提案

に際しても意見書を提出していない) この会合では､ 委員

の討議を経て中田が委員会の意見をまとめ文章化し､ さら

に委員の意見を求めることに決定した｡ 中田が取りまとめ

た文章は､ ｢図書館社会教育の意義目的並に其範囲に属す

るべき事業の種類｣ として､ 『図書館雑誌』 に発表される｡

この中田が取り纏めた文章は､ 図書館社会教育事業を ｢本

来の図書館社会教育事業｣ (直接的なものと間接的なもの)

と ｢附帯事業｣ と ｢拡張事業｣ に分類して論じる｡ 附帯事

業に関しては ｢蔵書の内容を立体化し図書館の社会教育的

機能を具体化する為のもの｣ として､ ｢蔵書と結びつく博

物館的施設｣ ｢著書を中心とする座談会｣ が例示される｡

そして､ 拡張事業は ｢図書館の余力余閑｣ で行うものであ

ると位置づけられている(10)｡

この後､ 第２次提案､ 第３次提案が同じく 『図書館雑誌』

誌面においてなされ､ ｢図書館社会教育と一般社会教育と

の境界線並に関係｣ や ｢図書館令第一条は図書館社会教育

に関し如何に理解するを適当とするか｣ などが議論された｡

委員会各個の意見は､ 第３次提案で打ち切りとなった｡ そ

の後は､ 主査である中田が委員外からの意見をも参考にし

つつ､ 仮案を作成しそれを各委員に配布して更に検討・修

正が行われたもようである｡ 発足から３年を費やして出さ

れた ｢図書館社会調査委員会｣ の報告書は､ 1937年に 『図

書館雑誌』 誌面に ｢図書館社会調査報告｣ として発表され

た｡ この報告書の内容は､ 図書館と社会教育について多岐

にわたるものであるが､ ｢附帯施設論争｣ については､ む

ろん中田説を採った｡ この報告書は長文であるが､ 附帯施

設に関わる箇所を煮詰めると以下の通りである(11)｡

読書や図書に関係する展覧会・講習会・講演会・研

究会を開催することは､ すすんで行うべきである｡ し

かし､ 読書や図書に関係のない事業は､ 本来の公共図

書館の職能には無関係なもので､ 単に館内の設備を利

用するか館員の本務以外の事業に止まるものであって

説明する必要はない｡

この委員会は､ 発足の経緯そして委員会の役職の上から

も､ 中田の力が大きく､ 最終報告書も彼のかねてからの持

論におおむね沿ったものと言えよう｡

ところが､ 大佐は中田説とは違った図書館社会教育論を

展開するのである｡ 大佐は､ まず図書館の機能を ｢府県立

又ハ中央図書館｣ と ｢市町村図書館｣ に分けて論じたので

ある｡

すなわち､ ｢府県立又ハ中央図書館｣ の事業としては､

｢標準図書目録及推薦図書ノ配布｣､ ｢図書館利用､ 読書推

奨ニ対スル出版物ノ発行 (図書館報､ 図書館案内等)｣ と

いった､ 読書推進運動的な事業を述べる｡ そして､ ｢市町

村図書館｣ の事業として､ ｢良書紹介｣ や ｢巡回文庫｣ と

いった直接サービス､ また ｢所在地ノ環境ニ依リ必要ト認

メラルル事業 (例ヘバ満洲ニ於テハ日満両民族ノ融和ニ対

スル事業及ビ運動)｣ を挙げる｡

これらの図書館に関係する事業のほかに､ ｢府県立又ハ

中央図書館｣ においては､ ｢講演室兼音楽､ 演劇場的設備

ト之ガ活用｣､ ｢美術館的設備｣､ ｢郷土博物館的施設｣ 等を

列挙し､ ｢市町村図書館｣ では､ ｢各種研究会ノ斡旋 (郷土

史､ 写真､ 童話､ 語学､ 絵画､ 音楽､ 演劇等)､ ｢教育的民

衆娯楽ノ提供 (音楽会､ レコード､ 活動写真童謡演舞､ ラ

ヂオ等)｣ などの幅広い事業を列挙する(12)｡

こうした広範囲な図書館活動論は､ 当時は異質なもので

はなく､ むしろ主流であった｡ 事実､ 他の委員も程度の差

こそあれ図書館の事業に､ 博物美術陳列室や実験室などの

｢併有施設｣ (田村､ 秋田)､ ｢各種技術並に職業指導講習会｣

(林) を挙げているのである｡ しかしながら､ 委員会の大

勢は､ これら図書や読書に関係のない事業を ｢拡張事業｣

だとして､ ｢これは決して図書館本来の任務ではない｣ (秋

岡)､ ｢大概の附帯施設は自ら図書館活動の補助となるもの

である｣ (乙部) など､ 図書館本来の活動 (図書の閲覧､

貸出､ 整理等) とは一線を画す位置づけしていたのである｡

大佐はそれに対してむしろ､ ｢大体､ 精神修養､ 情操教育､

常識涵養等の精神的､ 知的に亘る事業は凡て図書館社会教

育に配属せしめ｣､ 他の社会教育機関と共通的性質を帯び

るものは､ ｢両者共同の形式にしては如何かと思ふ｣(13)の主

張するのである｡ 大佐は､ 他の委員とは異なり､ 図書館は

図書を中心にというような主張は述べず､ 図書館を広範囲
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な機能を持たせようとするのである｡ 更には､ 松尾の ｢改

正図書館法規の重点｣ を引用して､ ｢新法令第一条全体が

図書館関係者に対して何を指示しているのか明らか｣ だと､

明らかに松尾説に肩入れし､ ｢ 『為すことを得』 であるか

らとて､ やつてもやらなくてもよい附帯施設事業と云ふの

では如何と思ふ｣(14)と (これは明らかに､ 松尾説に与し､

中田説に真っ向から反対するものである) 述べる｡ しかし

ながら､ 大佐の意見は少数意見であって､ 報告書に反映さ

れることはなかったのである｡

３､ ｢附帯施設論争｣ の背景

こうした大佐と他の委員の意見の相違は､ 図書館令の効

力が及ばない満洲の地と､ そうでない内地の図書館員たち

との隔たりであったと考えることはできないだろうか｡

大佐以外の委員の主張に､ ｢図書館ハ社会教育ニ関シ附

帯施設ヲ為スコトヲ得｣ の条文によって､ 図書館が文部省

によって図書や読書と関係のない事業を強要され､ 図書館

活動の本体の部分が衰退するのではないかという懸念が散

見される｡

実はこの改正図書館令は､ 私立図書館の許認可制度や都

道府県に中央図書館を定め市町村図書館がその指導下に置

かれるなど､ 文部省を頂点とした図書館中央集権体制を目

指すという性格のものであった｡ 内地では､ 大正デモクラ

シーの衰退後､ 1928年後の３・15事件と治安維持法の改正

(無期懲役､ 死刑の追加)､ 1933年の滝川事件､ 1935年の天

皇機関説問題など､ 自由な言論が消えていくなかで､ 委員

のひとりであった秋田をして ｢図書館の自由など一かけら

もなく踏みにじられてしまった｣(15)と嘆かせ､ 『図書館雑誌』

28年４月号 (1934年) には松尾の ｢図書館の附帯事業に関

する見解の対立｣ と並んで､ 乙部の ｢発禁物と公共図書館｣

の論考が掲載される時代であった｡

このように考えると､ 図書館学の見地とは別に､ 文部省

の図書館統制から守るという意図が強く作用していたと考

えられる｡ 附帯施設論争とは､ 図書館の機能に関する論争

が表皮であるが､ 中身は図書館統制を巡る攻防であったと

言える｡

翻って､ 満洲ではこのような危機感は非常に薄く､ 大佐

は ｢図書館ハ社会教育ニ関シ附帯施設ヲ為スコトヲ得｣ が

文部省の図書館統制とは捉えずに､ 現存している図書館を

核として社会教育を振興させる契機と考えていたのではな

いだろうか｡ また､ 大佐が ｢図書館学究｣ だった故に､ 図

書館を中心とした社会教育の振興を考える余り､ 満洲の地

で勤務していたことも相俟って政治的な動きに疎かったと

考えられなくも無い｡

文部省の統制云々を除けて､ 現代的視点で図書館の機能

を考えたとき､ 松尾説や大佐の考える図書館社会教育説と

比べて､ 中田説は結果として先見性があったと言える｡ 戦

後における日本図書館協会の図書館政策報告書でも､ 1963

年のいわゆる ｢中小レポート｣ においては､ 図書館が博物

館や美術館的機能を持つことを推奨するが､ 1970年の 『市

民の図書館』 や1989年の 『公立図書館の任務と目標』 では､

集会・文化事業は､ 図書館の資料提供 (貸出) と結びつい

たサービスとして位置づけられているからである｡

ただし､ 公共図書館はその誕生以来､ 永らく博物館や美

術館､ 公民館の機能を併せ持ってきた｡ 例えば､ 1890年代

から20世紀はじめの米国公共図書館では ｢伝道事業｣ と称

し､ 語学教室や美術作品などの展示会､ 常設の博物館､ ゲー

ムやダンスパーティー・運動会などまでも催していたので

ある｡ 無論､ 日本も例外ではない｡

欧米の影響を受けて成立した日本の公共図書館は､ ｢戦

前に於いて普遍的な社会教育施設としては図書館があるば

かり｣ という状況の中で､ 明治大正の ｢資本主義の発達に

伴ってさまざまな社会的要求がもちこまれ､ 次第に社会教

育機関的な色彩を濃くしていく｣(16)という時代背景があっ

たことはまた事実であり､ 当時としては図書館が広範囲な

事業をする必要性もあったのである｡

大佐は､ 撫順図書館長として､ 撫順において発掘された

化石や土器などの郷土資料を蒐集し､ 博物館的事業を行っ

ているが､ 図書館以外の社会教育機関が乏しいため､ 図書

館が何でも引き受けなければならないという事情が､ 満洲

を含めて全体的にあったことに留意する必要がある｡

中田説はたしかに正論であり､ 大佐と松尾の意見は当時

の現状を見据えて､ 図書館を中心に社会教育の振興を目指

したものだったと言える｡ また､ 松尾が述べる ｢社会教育

館｣ の構想は､ 戦後公民館となって実現するのである｡ よっ

て､ 松尾説が時代遅れということにはならないのである｡

が､ いずれも経過的措置という観点が欠如していたと考え

られる｡

後知恵になるが､ ｢図書館が他の施設の肩代わりをする

時期はある時期必要であるが､ そのような時期は長く続け

るべきではない｡ 必要があれば新しい施設､ 新組織が創出

されるべきである｣(17)という考え方がもっとも妥当であっ

たと考えられる｡

さて､ この ｢附帯施設論争｣ の成果であるが､ 結果的に

この時期にどのような結論が出ても殆ど無意味だったので

ある｡ 報告書の出た1937年は､ 日中戦争が勃発した年でも

あり以後日本は戦時色に塗りつぶされるのである｡ 戦時下

において､ 公共図書館は戦意高揚のための集会・文化事業

を行うことを余儀無くされ､ やがてそれに加えて館員の徴

兵による人員不足､ 太平洋戦争勃発後には､ 蔵書の疎開や

空襲による被害でその実践の機会が与えられないまま敗戦

を迎えたのである｡

せっかくの ｢附帯施設論争｣ であったが､ その成果につい

ては､ 直接戦後に繋がるものはなかったと考えられる｡ ま

た､ 戦争の進展は､ 占領地区の文献接収や図書館の改編な

ど､ 大佐ら満鉄図書館員に未だかつてない影響を及ぼすこ

とになるが､ これは章を改めて述べることにする｡

注
(１) 附帯施設論争を含む公共図書館の集会・文化事業を巡る問題は､ 拙

著 ｢公共図書館の集会・文化事業について｣ (徳島博物館研究会編
『地域に生きる博物館』 教育出版センター､ 2002年) 所収｡

(２) 石井敦 『日本公共図書館史の研究』 日本図書館協会､ 1972年｡
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(３) 中田邦造 ｢図書館員の拠って立つところ｣ (『図書館雑誌』 28年１号､
1934年) ３－８ページ｡

(４) 松尾友雄 ｢図書館令第一条第二項｣ (『図書館雑誌』 28年２号､ 1934
年) 33－36､ 48ページ｡

(５) 中田邦造 ｢図書館は図書館として発展せしめよ｣ (『図書館雑誌』 28
年４号､ 1934年) 90－96､ 107ページ｡

(６) 松尾友雄 ｢図書館の附帯事業に関する見解の対立｣ (『図書館雑誌』
28年４号､ 1934年) 97ページ｡

(７) 松本喜一 ｢序｣ ページ数の記載なし (大佐三四五 『洋書目録の理論
と実際』 日本図書館協会､ 1937年) 所収｡

(８) 日本図書館協会編 『近代日本図書館の歩み』 本篇､ 日本図書館協会､
1993年､ 233ページ｡

(９) ｢拡張委員の委嘱｣ (『図書館雑誌』 25年７号､ 1931年) 270ページ｡
(10) 中田邦造 ｢図書館社会教育の意義並びに其の範囲に属するべき事業

の種類｣ (『図書館雑誌』 28年８号､ 1934年) 255ページ｡
(11) 日本図書館協会図書館社会教育調査委員会 ｢図書館社会教育調査報

告書｣ (『図書館雑誌』 31年９号､ 1937年) 291－292ページ｡
(12) ｢図書館社会教育に関する諸提案｣ (『図書館雑誌』 28年５号､ 1934

年) 136－137ページ｡
(13) ｢図書館社会教育に関する第二次諸提案｣ (『図書館雑誌』 29年３号､

1935年) 69ページ
(14) ｢図書館社会教育に関する第三次諸提案｣ (『図書館雑誌』 29年７号､

1935年) 188－189ページ｡
(15) 前掲､ 『近代日本図書館の歩み』 本篇､ 230ページ｡
(16) 永末十四雄 ｢図書館拡張と町村図書館｣ (『図書館評論』 1号､ 1956

年) ９ページ｡
(17) 川上博幸 ｢集まり・語り・愉しむ―イベント活動の意義・目的｣

(『図書館雑誌』 90巻６号､ 1996年) 391－392ページ｡

第５章 戦時下・南京における図書接収

大佐三四五は､ 1936年２月１日付で大連図書館司書係主

任へ ｢栄転｣(１)となる｡ この前月には大連図書館18名､ 奉

天図書館11名増員となっており､ 会社の努力によって両図

書館が拡充された時期でもあった｡ 一方で､ 前年の10月よ

り満鉄附属地を満洲国に移譲するという ｢附属地移譲問題｣

に伴う ｢図書館帰属問題｣ が持ち上がっていた｡ 図書館員

には､ ｢わが図書館が､ 行政権と共に満洲国へ移譲される

か､ 依然として､ 会社が経営するか､ 何れが合理的で､ よ

り有効か｣(２)が大きな問題となって圧し掛かっていたので

ある｡

結果としては後で述べるように､ 大佐の古巣である撫順

図書館など通俗図書館が､ 館員もろとも満洲国へ移ったの

に対し､ 大連・奉天図書館は満鉄に残留となる｡

大佐の転勤の理由は不明であるが､ 結果として大佐が

(柿沼や衛藤と共に) 満鉄の図書館事業に残留する布石と

なったのである｡

また､ 大連図書館の主任という地位は､ 一国一城を預か

るものではないが､ 大連図書館に勤務する多くの司書集団

を統括する重要なポストである｡ この異動は､ やはり ｢栄

転｣ であり大佐は､ 満鉄図書館のエリートとして順調に駒

を進めていったのである｡

そして､ 彼は大連図書館に移ってからも研究教育活動に

手抜かりはなかった｡ 赴任後間もない1936年５月からは､

勤務終了後約１時間､ 館員に英語を教え､ 毎月１～２回開

催されていた同館の ｢研究座談会｣ では ｢書庫整理分担に

関する件｣ (1937年１月８日)､ ｢英語辞書の知識｣ (1937年

２月27日)､ ｢図書館及び博物館の防空施設に就いて｣ (1938

年11月30日) を講義している｡

大佐は自身の ｢図書館学究｣ の集大成として1937年３月､

『洋書目録法の理論の実際』 (単著) を日本図書館協会から

出版する｡ 本書はわが国初の洋書目録に関する纏まった著

作物 (それまでは簡単な手引書程度のものしか無かった)

で､ その理論から作成方法までこと細かく記載され､ 実例

の目録カードまで付いていた｡

天野敬太郎 (京都帝国大学司書) は､ 『図書館雑誌』 に

｢大佐三四五著 ｢洋書目録法の理論と実際｣ の研究｣ を著

し､ 誤字脱字から構成の体系､ 用語､ 内容等について精密

に検討し､ 本書は ｢理論的とは思はれない｣ が､ ｢我が国

によき目録法の参考書 (殊に洋書目録法) の乏しい折柄本

書は将来の指針となるだろう｣(３)と結ぶ｡ 大佐は､ これに

対する反論を同じく 『図書館雑誌』 に著し､ 天野の疑念に

逐一に解説や反論をして､ 最終的批評 ｢理論的とは思はれ

ない｣ とは ｢何処を指してであろうか｣(４)と逆に問いかけ

る｡

誌面から確認できる論争は以上であるが､ 『図書館雑誌』

誌上で､ １冊の書物を巡ってこのような論争がなされるこ

とは稀有であり､ 間違いなく大佐の著書は､ 館界の大きな

反響を生んだことが言える｡ 大佐が大連図書館に勤務した

時期は､ 日本が日中戦争の泥沼に足を踏み入れる時期であっ

た｡ 『図書館雑誌』 においても ｢時局と図書館｣ というよ

うな時勢に便乗する記事が増える｡ 天野敬太郎は､ 著書

『本邦書誌ノ書誌』 (間宮商店､ 1931年) に表されるごとく

真摯な書誌学者であった｡ こうした戦争の時代にあっても､

両者の地道な図書館学研究における議論は､ 現在の感覚で

読むと一服の清涼感を覚える｡ だが､ 戦争の推移は､ 大佐

にして､ 図書接収という活動に関わることとなる｡

１､ 満鉄図書館における大佐の地位

ここで､ 図書接収の問題に入る前に､ 満鉄図書館におけ

る大佐の地位について整理することとする｡ 満鉄日本人社

員の社員制度は､ 以下に見るとおり､ 時代と共に変遷して

いた(５)｡

年月 社員制度 (右にいくほど上級職)

1939年１月以後､ 職員のうち ｢一定ノ俸給ニ達シ人物手

腕優秀且特別ノ学術又ハ技能ヲ有シ若クハ実務ニ関シ経験

豊富ナルモノ｣ に対する待遇として参事､ 副参事制が実施

されていた｡
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職 員 １､ 専門学校以上卒業の学歴を有する者

２､ 准職員を２年以上勤続し成績優秀な者につ

いて銓衡のうえ登格させた者

３､ 地方部所属の小学校の訓導

４､ 鉄道部所属の助役および機関士

准職員 １､ 中等学校卒業者で､ ２年以上勤続し成績優

秀な者について銓衡のうえ登格させた者

２､ 小学校卒業者で､ ４年以上勤続し成績優秀

な者について銓衡のうえ登格させた者

３､ 准職員登格試験に合格した者

４､ 鉄道部所属の車掌

雇 員 中等学校以下の卒業者

大佐が入社した年の大連図書館の､ ｢職員｣ は､ 館長の

神田城太郎以下７名､ ｢雇員｣ が15名であった｡ 大佐は､

同志社大学を卒業して入社したので最初から ｢職員｣ の身

分を与えられていた｡ 大佐入社という入口の段階から､ 満

鉄のエリートであったのである｡

1931年､ 満洲事変が勃発した年は､ 大佐は撫順図書館長

で ｢事務員｣ の身分にあった｡ この時､ 柿沼のみが ｢参事｣

であり､ 衛藤も大佐と同じく ｢事務員｣ であったが1934年

になると､ 衛藤も ｢参事｣ に昇格している｡ 大佐は社員制

度変更により ｢職員｣ と名称が変わっている｡

1937年 (大佐が大連図書館に転勤した翌年) は､ 大連図

書館司書係主任である大佐は､ ｢職員｣ のまま､ 柿沼も衛

藤も ｢参事｣ のままであった(６)｡

その頃の従業員の資格は､ 職員､ 雇員､ 傭員の三段になっ

ていて､ 別に嘱託があり､ また社員外従業員として準傭員､

臨時傭員､ 常役方､ 臨時方等があった｡ また待遇上の呼称

である職員中の参事､ 副参事は同時に資格としても併用さ

れていた｡ 大佐は､ 最終的には ｢副参事｣ まで昇格する｡

満鉄図書館における従業員の職名は､ 会社所属職名により

社内全般のが制定されていた｡ しかし､ 会社図書館規程第

５条に､ ｢図書館には館長､ 司書､ 書記の職員を置く事を

得｣ と特に記載されていたので､ 図書館独自の職制が確立

されていた｡ ただし､ 図書出納手以外の主任､ 事務手､ 守

衛､ 製本手､ 雑務手等の職名は社内一般の職名で､ 特に図

書館に限り定められたものではなかった｡

事務分掌上では､ 大連と奉天図書館は事務分掌内規に､

庶務係・司書係と区別されていて､ 他の図書館では区別さ

れていなかった｡

大連図書館事務分掌上の館長､ 各主任の事務分担は以下

の通りであった(７)｡

館長・柿沼介

所管事務一般総括

庶務係

庶務主任・永野善三郎

庶務及経理に関する一切事務総括

司書係

司書主任・大佐三四五

司書に関する一切の総括

端的に言えば､ 大佐はエリートとして入社し､ 以後順調

なる昇進を遂げた｡ 大連図書館内では､ 館長である柿沼を

補佐し､ 大連図書館の司書集団を統括する ｢中間管理職｣

的立場にいたと言えよう｡ また､ 本章で述べるがごとく､

大佐は満鉄から派遣される接収図書整理の派遣要員の長を

務めることにより､ 第一線の指揮官としても活躍すること

になる｡

２､ 盧溝橋事件の勃発と ｢占領地区図書文件接収委員会｣

の発足

1937 (昭和12) 年７月７日夜､ 北京郊外の盧溝橋付近に

おいて､ 数発の正体不明の発砲から日中両軍の武力衝突が

発生した｡ (盧溝橋事件) この衝突を契機として､ 日本軍

は総攻撃を仕掛け､ たちまち華北一帯を占領するに至った｡

戦火は､ やがて首都である南京や中国最大都市である上海

にも及んだが､ 戦争による建物施設の損害は､ 南京上海の

方が酷かった｡ 当時の日本は､ この戦争を ｢支那事変｣ と

称したが､ 本稿では現在一般的に用いられている ｢日中戦

争｣ を使用したい｡

盧溝橋事件を拡大するにあたって関東軍と共に､ 満鉄の

果たした役割は絶大であり､ 満鉄は､ 軍に対する各種の協

力を惜しまなかった｡ 小林英夫らの史料発掘(８)で明らかに

なったところによると､ 満鉄の出先機関でもっとも積極的

に活動したのが天津事務所であった(９)｡

７月11日を皮切りに､ 所長の伊藤武雄の名前で本社へ軍

に協力するための要員派遣要請の電文が放たれる｡ 要請さ

れた応援要員の職種は､ 法律専門家や医者､ 通訳､ 技術者､

事務員､ 無線通信士､ タイピストなど多岐に渡っていた｡

応援要請は､ 他の部局からもなされ､ ８月26日現在で､ 派

遣者総数は445名に達していた｡

満鉄の活動は､ やがて占領地区行政に関わる｡ 1937年10

月には､ 占領地区の炭鉱を接収管理するために､ 軍は撫順

炭鉱の技師の派遣を要請しているのである｡

日中戦争下､ 大佐ら満鉄図書館の職員が南京などで接収

図書の整理に従事したことは､ 以前より知られていたが､

これは盧溝橋事件勃発直後から始まる一連の満鉄の軍への

協力活動の一環と考えられる｡

この満鉄から派遣された要員のなかに大佐も含まれてい

た｡ また､ 日本軍は華北に ｢中華民国新民会｣ という中国

民衆に対する親日化工作を行う傀儡団体を成立させ､ 図書

館や書店にある ｢抗日図書｣ の取り締まりを行わせた｡ こ

の新民会の活動に対しても大佐が応援として派遣されてい

る｡ 大佐は､ この日中戦争下の中国大陸で２度に渡って､

中国図書館の接収作業を経験した｡

盧溝橋事件から約５ヵ月後の1937年12月10日､ 日本軍は
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激しい攻防戦の末､ 南京を占領した｡ 南京占領に際して日

本軍は､ 多数の民間人を虐殺､ 傍若無人の限りを尽くし､

中国民衆の生命・財産を奪ったと非難され､ 現在に至るま

でその真偽を含めて大きな論争になっている｡ (南京事件

あるいは南京大虐殺)

戦場となった南京では､ 図書館など多くの文化施設も被

害にあった｡ 当時の中国側は､ 文化施設の破壊は日本軍に

よるものだとして強く非難した｡ 中国側はラジオ放送で､

｢日本ハ支那ノ発展建設ヲ破壊シテ居ル､ 毎度ノ戦ニ文化

機関タル図書館､ 大学ヲ大砲或ハ飛行機デ爆破シ或ハ放火

シテ灰塵ニ帰シメタ｣(10)と非難し､ 英国 『デイリー・テレ

グラフ』 紙香港通信は､ ｢図書館､ 病院等ハ破壊焼打ノ厄

ニ遭ヒ､ 二万ノ支那人ハ虐殺セラレ｣(11)と報じている｡ こ

れらの報道は､ ｢各種情報資料・内閣情報部情報｣ として

日本政府が傍受・入手しており､ その文書は現在､ 国立公

文書館が保管している｡ 一方で上海においては､ 中国軍が

文化施設に立てこもって抗戦したと言われており(12)､ 文化

施設破壊の要因は一様ではない｡

こうした文化施設の惨状を憂いた, 伊藤武雄 (満鉄上海

事務所長) は, 占領地区内にある大学, 図書館, 官公庁に

ある図書文献の散逸防止について, 原田熊吉少将 (中支那

派遣軍特務部長) に申し入れた(13)｡ また, 新城新蔵 (上海

自然科学研究所長) も, 11月30日に率先して, 中国各大学

跡を視察し, 戦場に残存する図書標本等の蒐集保管につい

て, 原田少将に提議した(14)｡

これらの働きかけは実を結び, 12月９日になって, 軍特

務部首班の下に, 満鉄上海事務所, 上海自然科学研究所,

東亜同文書院の各職員の協力により, ｢占領地区図書文件

接収委員会｣ が結成された｡ そして, 主として上海南京及

び杭州における図書文献の調査接収に当たることになっ

た(15)｡

この ｢占領地区図書文件接収委員会｣ は､ 主に上海及び

南京の大学､ 公共図書館､ 研究所､ 政府官庁などを実地調

査し､ 各機関に所蔵されている図書は､ 1938年３月６日か

ら４月上旬にかけて､ 兵士延べ376人､ 支那苦力延べ830人､

トラック延べ300台を要して南京にある３階建ての地質研

究所に集中保管された｡ しかしながら､ この約60万冊と概

算された膨大な図書は雑誌新聞の区別なく無造作に積み重

ねられ､ 南京の夏の湿気と高温によって資料が痛むことが

危惧された｡ このため､ ｢類別積替整理｣ の必要に迫られ､

新たに ｢図書整理委員会｣ が設置されることとなる(16)｡

６月､ 満鉄上海事務所資料係主任の大塚令三は､ 接収図

書を整理する応援要員を求めて満鉄本社へ交渉に赴く｡ 大

塚が大連に到着したのは12日である｡ 大塚は､ 本社幹部の

了解をとると､ 調査局､ 大連図書館､ 奉天図書館の各々の

長と折衝する｡

その結果､ 本社からの派遣要員の長として大佐が選ばれ､

そのほかに大連図書館からは青木実､ 奉天図書館からは与

謝野麟 (詩人・与謝野晶子の息子)､ 調査局からは３名､

合計６名が７､ ８月の２ヶ月間南京出張となった｡ この出

張は､ 経緯からして満鉄図書館の主体的意思によるもので

はなったことが明らかである｡ 大佐の立場は､ ｢本社から

の派遣要員の長｣ であり､ 満鉄図書館を代表したものでは

なかった｡ しかしながら､ この派遣は図書館内で ｢国策の

線に沿ふ図書館報国の実を示すものとして欣快に堪へな

い｣(17)との評価を受けたのである｡

３､ 南京における図書接収と整理

大佐の大連出発は､ ６月22日であり､ 青木らほかの５名

の大連出発はその翌々日であった｡ 日程から鑑みて､ かな

り慌ただしい出立となったに違いない｡ 大佐の出発した日

は､ また応援要員の派遣を求めに来た大塚が､ 大連を離れ

た日でもある｡ あるいは､ 大佐は派遣団の長として､ 大塚

と共に先発という形をとったのかも知れない｡

27日､ 大佐ら関係者は､ 満鉄上海事務所の一室で顔合わ

せをする｡ 要員は､ 各機関から４､ ５名ずつ派遣される予

定であったが､ 満鉄以外では､ 東亜同文書院から東洋史の

教授１名と学生５名､ 上海自然科学研究所から資料室の職

員１名の参加にとどまった｡

合計約20名の一行は６月30日､ 南京に到着する｡ 宿舎で

ある地質調査所の内部には何も残されてなく､ ｢ただ大変

な量の図書､ 雑誌が広い部屋､ 天井近くまで積まれている

ばかりであった｣｡ 青木と与謝野の２人に割り当てられた

部屋では､ 箱を２つにならべてその上に板を渡して寝台と

するありさまであった｡ この時期の南京は暑く､ 夜になっ

ても､ ｢静かに横になっているだけで､ ジワジワと汗が流

れ出てくる｣ という悪条件であり､ 以後一行は睡眠不足に

悩まされ続ける｡

７月１日､ 一同は､ 軍のトラックに乗って陸軍特務部へ

今日から作業開始の挨拶に出かける｡ こうしている間にも

何処から ｢書物のバラ｣ を満載したトラックが地質調査所

に着き人夫が所内に運び込む｡ こうした搬入はその後３日

ぐらい続くのであった｡

翌日､ 話し合いで､ 大体の整理方針が決められ日本十進

分類法 (NDC) の10部門に分けて仮書架に収めることと

し､ そのために､ 本の表紙に白墨で０から９までの該当部

門を書いていくことになった(18)｡

｢作業並に生活は軍隊式｣ であり全て振鈴の合図によっ

てなされた｡ しかし作業は順風満帆とはいかなかった｡ 猛

暑の南京での作業の苦労は想像を絶するものがあったので

ある｡ 大佐は､ この時の苦労を後に下記のごとく報告して

いる(19)｡

七月､ 八月の最も暑いとき､ 湿気の多い南京に於け

る肉体労働に近い､ この作業は､ 各整理委員に相当苦

労で､ 二三人の病人を有様であります｡ 然し乍ら大多

数の者は､ 第一線の戦線に立つて奮闘して居らるゝ皇

軍兵士の苦労を思ひ､ 皆々緊張して努力を続けること

ができたのであります｡

だが､ この報告は､ 一般への広報という性質上のためで

あろう､ 病人が出たことについてはあっさりと書かれてい
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る｡ しかし実は､ 次に述べるような深刻な事態が発生して

いたのであった｡

この時の状況について､ 青木が詳細な回想を残している｡

彼の回想は､ 現場の雰囲気を伝える唯一の資料であり､ 大

佐の生の言動を知ることができる唯一の資料でもある｡ 下

記は､ この回顧録に拠ったので､ 論文調にふさわしくない

記述スタイルがしばらく続くが､ 大佐の人間像の一端を紹

介するため､ あえてこのような書き方を用いることとした｡

７月３日の朝､ 奉天図書館から派遣されてきた与謝野の

言動に異変が生じる｡ 同室の青木が目覚めると､ 与謝野は

ベッドの傍でしゃがみこんでうずくまっている｡ 与謝野は

｢軍隊がやってくる､ ほら軍隊がやってくる｣ とドアの方

を指差し怯えるのである｡

青木の相談を受けた大佐は､ ｢不眠がつづいて､ 少し精

神衰弱になったのだろう｡ 所長室には､ ベッドもソファー

もあるし､ 今日､ あした作業を休んでもらおう｣ と指示を

出す｡

しかし､ 与謝野の症状は悪化するばかりで作業に復帰で

きず､ 翌々日遂に所長室の二階の窓から自ら飛び下り背筋

を痛めてしまう｡ 与謝野は､ その日のうちに ｢傷病と精神

の治療｣ のため帰される｡

猛暑のなかでの何十万冊にも上る接収図書整理は､ うん

ざりするものがあったのであろう｡ 例えばある時､ 青木は､

軍特務部の指令を受けてある個人蔵書を見に行くが､ ｢あ

のおびただしい山々の本に､ ここの本を加えたとしても､

どうなるものではない｣ と感じ､ 大佐に ｢価値のある本は

まったくなかった｣ と報告している｡

やがて､ 青木も気がめいってくるが､ 大佐は対応に苦慮

し､ 気晴らしに青木を売春宿に連れ出す｡ 先に述べたよう

に､ 大佐の生の言動が伝えられている唯一のものであるの

で､ 少々長くなるが引用する(20)｡

一人になった部屋で､ ヨサノ君の不幸を思って､ 胸

が痛んだ｡ その心痛がニ､ 三日のうちに急激な胃炎と

なって現れた｡

水が�に合わないことをおそれて､ 飲んでいた薬が

胃を荒らしたのではと思ったが､ もっと精神的な急性

胃炎にちがいなかった｡ 胃がむかついて､ 食欲がなかっ

た｡

食事のとき､ 大佐氏の眼についたらしい｡

大連を出発してから､ もう一月ちかくたっていた｡

ヨサノ君の例もあるし､ 図書館側の人間が二人も中途

帰国ということになると､ 自分の立場上も困る｡ 小心

な大佐氏もそう思ったにちがいない｡

誘われて散歩に出た｡ 外は真暗になっていた｡ 秦淮

河の夫子廟近くに来ていた｡ 憲兵に遭うこともなく､

大佐氏が案内してくれたことは､ すでに大佐氏はこの

辺の地理に明るくなっていたことになって､ 私は気ず

いた｡

路地裏で､ 男が近づいてくる､ 老婆が近づいてくる｡

大佐氏はただ露地から露地へ歩くだけである｡ 私はこ

の数日固形物を多くとっていないのと夜の蒸し暑さに､

疲れきっていた｡ なんとない苛らだちを感じた｡

私は男の案内する路地裏の一軒に誘われていった｡

大佐氏は､ 外で待っているという｡ 照らし出される板

張りの家の次の部屋に案内された｡

その闇の中に､ 十七の少女がいた｡

細い痩せた�を抱いた｡ 上海の四馬路でのあの形ば

かりに結びついた栄養不良の裸形がうかんできた｡

(中略)

私は部屋へ､ 入るとき､ ５円という約束だったので､

大佐氏に十円出して､ 金を払ってもらっていた｡ 釣り

の５円札は､ １円札に誤魔化されていた｡

南京での接収作業には遂に死者まででた｡ 先述の新城新

蔵は ｢占領地区学術資料委員会｣ の作業中 ｢過労｣ により､

８月１日死亡しているのである｡ 戦時下での接収作業は心

身共に大きな負担を強いられるものだったのである｡

４､ 接収作業報告とその後

８月31日､ 使命を終えた一行は帰還の途につく｡ 接収図

書の総数は､ 漢籍の冊数が把握しきれなかったために､ お

およそであるが大佐は ｢50万内外｣ と掴んだ｡

もっとも､ 重複本が予想以上に多く､ 資料によっては10

組もあるものもあって､ 蔵書冊数の実数は､ 20万冊を超す

ことはまずないだろうと考えられた｡

また､ ｢所謂 『貴重書』 と称するものは稀｣ であり､ 漢

籍のうち宋代のものは珍重されるのだが､ 殆ど見受けられ

なかったという｡ 目に付くものとしては､ 僅かに 『清朝実

録』 約3,000冊が残っているに過ぎなかった｡ これに関し

て､ 大佐は ｢之は支那側が退却する迄に持出したのに違ひ

ない｣ と推測した(21)｡ これは､ 大佐の推測通りであり中国

側は､ 図書を日本軍の侵攻から守るべく必死に図書を奥地

へ疎開していたのである(22)｡

大佐が帰任したのは９月８日である｡ 大佐は､ この接収

図書整理の活躍によって特務部部長より ｢感謝状並記念品

授与｣(23)される｡ 大佐は､ この接収作業について９月22日

午後６時25分より50分まで､ 大連中央放送局より ｢戦争と

図書館｣ と題する全満放送を行う｡ この放送の草稿を補記

したものが､ ｢占領地区に於ける図書文献の接収と其整理

作業に就いて｣ として 『書香』 の巻頭記事に掲載され､ ま

た 『図書館雑誌』 にも転載される｡

大佐は､ この報告記事の結語において､ 図書接収事業の

意義深さを高らかに謳いあげる(24)｡

戦争の真最中に於いて､ 而かも戦闘の第一線に近き

占領地の各都市に於いて､ かゝ意義深き文化工作が､

同じ軍の手に依つて組織的に実施されつつあることは､

東洋文化の為否世界文化の為､ 真に御同慶に耐えない

ところであります｡

あくまで､ 大佐は ｢文化工作｣ だと述べており､ 更にど
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こまで具体化したのか不明だが､ これらの接収図書を用い

て ｢一大図書館｣ を新設しようとする構想をぶち上げる｡

大佐は､ 南京接収図書に関して､ ｢単に保護を与へると

云ふことに止まらず､ 積極的に､ 散在せる図書文献類を広

く蒐集整理の結果一大図書館の集書が形成されつゝあるの

であります｣､ ｢今や堂々国立図書館の如き形を備ふるに至っ

た｣､ ｢南京に於ける五十万冊は､ 中支那に於ける中央国立

図書館の資質を有するものと断定できる｣ と述べ､ さらに

考古学的遺物は上海自然科学研究所が整理にあたっていて

｢近き将来内容の豊かなる中支那中央博物館の基礎的蒐集

が出来上がることゝ信じております｣(25)と付け加えている

のである｡

このように､ 大佐の意識としては､ ｢支那文化の再構築｣

という意気込みがあり､ あくまで文化的視点から接収図書

を考えていたのである｡ こうした意識は､ 大佐ら作業に直

接携わった者だけではなく､ 送り出した側にもあった｡

満洲事変での図書館活動に批判的であった柿沼は､ 南京

での図書接収事業について ｢その文化意義の重大なるを､

特に痛感する次第である｣ と評価し､ また接収図書を整理

して図書館建設の計画があるということを ｢文化擁護の一

大快挙｣(26)と賞賛している｡

これは､ 柿沼は大佐を南京に派遣したことに関して､

｢文化工作｣ と捉えていたことを示す｡ 柿沼が満洲事変時

の図書館戦争協力活動に対して､ 批判的立場から傍観した

のとは対照的である｡ 一方､ 軍や満鉄調査部関係者にとっ

て､ 接収図書は兵要資料として宝の山であり､ 接収図書整

理は､ 軍事行動の一環であった｡ このことについて､ 大佐

ら図書館員が ｢軍事行動の一環｣ に気がついていたかどう

かという問題がある｡

少なくとも青木は､ ｢文化工作｣ に貢献したと自負しな

がらも､ 一方で接収図書が持つ軍事資料的価値に気づいて

いたようだ｡ 青木の報告のなかには､ 南京接収図書には､

接収図書であり中央はもちろん全国省公署の政府刊行物が

集まっており､ ｢排日､ 抗日的色彩の図書も相当多かった｣｡

これらの抗日､ 排日関係の図書は､ 一般に公開できるもの

ではないが､ 単に秘扱にして保管するのも気の利かない話

なので､ それらの図書を一括して､ 対支那関係の適当な研

究機関に於いて､ その抗日､ 反日心理の拠って来るところ

を分析､ 探求してみてはどうか､ と述べているからであ

る(27)｡

接収図書の軍事利用に関しては､ 図書館学の観点から分

析した業績はないが､ 近年の満鉄研究の業績のなかに少し

触れられている｡ 満鉄調査部の代表的な調査報告書に､ 日

中戦争の行く末について調査した ｢支那抗戦力調査｣ があ

る｡ その内容は当時としては大変衝撃的なものであり ｢分

析方法が､ 当時交戦相手であった中国共産党の指導者・毛

沢東の 『持久戦論』 のそれに酷似していただけではなく､

その結論も日本の勝利をうたったものではなく､ その展望

のなさを予測したものだった｣(28)｡ この報告書に関する研

究は1939年４月から開始され､ 1940年10月から12月まで10

分冊として約50部のみ刊行され､ 軍や政府機関などに限定

されて配布されたものである｡ 対抗戦力調査を実施するた

めに､ 必要な文献が蒐集され､ 接収図書が積極的に利用さ

れていたことが明らかにされている(29)｡

すでに日中戦争が開始された直後の三七年一二月､

伊藤武雄上海事務所長の発議で上海派遣特務部内に占

領地区図書文献接収委員会が組織され､ 満鉄上海事務

所､ 東亜同文書院､ 上海自然科学研究所三者が協同し

て文献接収活動を行なっていた｡ さらに上海事務所内

では積極的に中国文献の収集に努め､ 入手し難い共産

党の機関誌 『解放』 『群集』 『全民抗戦』 や 『国民党』

の 『中央週刊』､ その他昆明で日本研究をしていた研

究会が発刊していた 『戦時日本』 など ｢特殊資料｣ を

多数収集していたのである｡ しかし支那抗戦力調査に

あたっては資料機関がこれに全面的に協力するという

趣旨で､ 四〇年四月に資料業務連絡打合会が開催され

上海事務所調査室第一資料係を主体に､ 調査部資料課

第一係｡ 北支那経済調査所資料班が協力するかたちで､

抗戦力調査に必要な単行本､ 雑誌､ パンフレットの収

集が行われた｡ 彼らが収集した文献の目録を見ると､

先に紹介した入手困難な ｢特殊資料｣ や ｢特殊本｣ の

実態を垣間見ることができる｡

｢占領地区図書文件接収委員会｣ が接収した図書は､ 193

8年８月末をもって､ ｢中支建設資料整備委員会｣ に引き継

がれる｡ 接収図書の総冊数は､ その後新占領地区から搬入

されたものも含めて約80万冊にも達した｡

｢中支建設資料整備委員会｣ は､ 1939年11月､ ｢資料通報

第１輯｣ として ｢全国経済委員会刊行物目録｣ を発行し､

1940年12月の17輯 ｢支那関係交通目録｣ までの刊行してい

る｡ また､ ｢編訳彙報｣ として､ 1940年１月の 『全国経済

委員会工作報告』 より順次発行していく｡ このように接収

図書は､ 研究調査資料として整備されたのである｡

これらの接収図書は､ 1937年３月27日の南京国民政府外

交部 (汪兆銘政権) と日本大使館の共同声明により､ ｢還

都一周年｣ 記念として､ ｢中華民国｣ に返還されることと

なる(30)｡

しかし､ 全てが返還されたのではなく､ 1943年の時点で

は､ 上海の華中興亜資料研究所で接収図書の一部が調査資

料として活用されているなど(31)､ 重要な資料は日本側が引

き続き管理していたり､ 南京国民政府に引き渡した接収図

書を必要に応じて活用していたりしていた｡

注
(１) ｢図書館風景｣ (『書香』 83号､ 1936年) ６ページ｡
(２) ｢去年の満鉄図書館界｣ (『書香』 79号､ 1936年) １ページ｡
(３) 天野敬太郎 ｢大佐三四五著 ｢洋書目録法の理論と実際｣ の研究｣

(『図書館雑誌』 31年10号､ 1937年) 326ページ｡
(４) 大佐三四五 ｢拙著 『洋書目録法の理論と実際』 に対する天野敬太郎

氏の研究に答ふ｣ (『図書館雑誌』 32年２号､ 1938年) 45ページ｡
(５) 篠原豊四郎口述､ 野間清整理 ｢解題｣ (満鉄会監修 『満鉄社員在籍

統計』 龍渓書舎､ 1989年) ６－７ページ｡
(６) 『社員録』 南満洲鉄道株式会社､ 各号を参照｡
(７) 前掲､ ｢地方行政権移譲直前の満鉄図書館概況｣ 226ページ｡
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(８) 遼寧省档案館編 『満鉄と盧溝橋事件』 １－３巻､ 柏書房､ 1997年｡
なお､ 同書の中からは､ 図書館に関わるものを見出すことはできなかっ
た｡

(９) 小林英夫 ｢盧溝橋事件と満鉄―史料紹介を中心に｣ (『駒沢大学経済
学論集』 28巻３・４号､ 1997年)｡

(10) ｢南京支那語放送 (十九日)｣ JACAR(アジア歴史資料センター)Ref.
A20030239494､ 各種情報資料・支那事変関係情報綴其ノ六 (国立公文
書館)｡

(11) ｢英国 南京ニ於ケル日本軍ノ暴行詳報｣ JACAR(アジア歴史資料セ
ンター)Ref. A20030240041､ 各種情報資料・支那事変ニ関スル各国新
聞論調概要 (国立公文書館)｡

(12) 中支建設資料整備委員会 『業務概況』 中支建設資料整備委員会､
1941年､ ８ページ｡

(13) 大塚令三 ｢南京に於ける接収文献の整理工作 占領地区図書文件接
収委員会総報告書｣ (『満鉄資料彙報』 ３巻10号､ 1938年) １ページ｡
伊藤武雄,､ 岡崎嘉平太,､ 松本重治 [述] 阪谷芳直,､ 戴國�編 『われ
らの生涯のなかの中国六十年の回顧』 みすず書房､ 1983年､ 173－174
ページ｡

(14) 『上海自然科学研究所十周年記念誌』 上海自然科学研究所､ 1942年､
23ページ｡

(15) 前掲､ 『業務概況』 １ページ｡ なお､ ｢占領地区図書文件接収委員会｣
の結成と並行して､ 学術標本類の接収を目的として､ ｢占領地区学術
資料委員会｣ が組織されて活動している｡ 学術標本の接収､ 保管につ
いては, 『業務概況』 17－28ページ｡

(16) 大佐三四五 ｢占領地区に於ける図書文献の接収と其の整理に就いて｣
(『書香』 110号､ 1938年) ２ぺージ｡

(17) ｢館内彙報｣ (『書香』 108号､ 1938年) 5ページ｡
(18) 青木実 『旅順・私の南京』 作文社､ 1982年､ 23－32ページ｡
(19) 前掲､ 大佐 ｢占領地区に於ける図書文献の接収と其の整理に就いて｣

２－３ぺージ｡
(20) 前掲､ 青木 ｢旅順・私の南京｣ 32－38ページ｡
(21) 前掲､ 大佐 ｢占領地区に於ける図書文献の接収と其の整理に就いて｣

4ページ｡
(22) 中国図書館の疎開作業については､ 本稿の対象外とした｡ この問題

については松本剛 『略奪した文化―戦争と図書』 岩波書店､ 1993年に
詳しい｡

(23) 前掲､ 『満洲紳士録』 第３版､ 1291ページ｡
(24) 前掲､ 大佐 ｢占領地区に於ける図書文献の接収と其の整理に就いて｣

4ページ｡
(25) 同上､ 4ページ｡
(26) 柿沼生 [柿沼介] ｢剰語｣ (『書香』 110号､ 1938年) ８ページ｡
(27) 青木実 ｢接収図書雑感｣ (『書香』 110号､ 1938年) ５ページ｡
(28) 小林英夫編 『近代日本と満鉄』 吉川弘文館､ 2000年､ 241－242ペー

ジ｡
(29) 同上､ 248－249ページ｡
(30) ｢図書館時事｣ (『図書館雑誌』 35年４号､ 1941年) 294－295ページ｡
(31) 増田廉吉 ｢支那の散見｣ (『図書館雑誌』 37年６号､ 1943年) 372－

373ページ｡

第６章 中華民国新民会の図書接収活動

1939年３月､ 大佐は再び接収図書の整理のため北京に出

張する｡ 今度は､ 前回の南京のそれとは趣きが異なるもの

である｡ 南京の場合は､ 軍特務部のもとに組織された ｢占

領地区図書文件接収委員会｣ の活動の一環であったが､ 今

回の北京行きは､ 中華民国新民会 (以下､ 新民会) という

日本軍の傀儡団体による反日思想取り締まりによる接収図

書整理だったのである｡

激戦が繰り広げられた上海北京など南支と異なり､ 北京

などの北支方面は激しい戦火に見舞われず､ 特に北京の中

国軍は抗戦せずに撤退したために文化施設の大きな被害は

なく､ そのためか前章で述べた ｢占領地区図書文件接収委

員会｣ の活動範囲外であり､ 北京においてはこれに類似し

た組織も存在しない｡

新民会による図書接収については､ これまでその詳細は

知られていなかった｡ 後述する､ ねとうけいしゅう (実藤

恵秀) の回想が唯一有名である｡

彼は､ 新民会が接収した図書整理に従事し､ 関心のあっ

た本を個人的に持ち帰り､ 戦後この行為を恥じた人物であ

る｡ この回想録は､ 引用されることが多い文献であるが､

図書館史のなかで新民会についての検証は殆どされること

はなかった｡ この原因は､ 史料の発掘がなかったことであ

ろうし､ 新民会そのものについての先行研究が乏しかった

ことも関係しているのであろう｡

満鉄調査部の極秘扱いの逐次刊行物に 『満鉄資料彙報』 が

ある(１)｡ 大佐はこの刊行物に ｢北京新民会接収図書整理状

況視察報告｣ を執筆している｡

１､ 新民会の成立と ｢剿共滅党運動｣

南京占領直後の1937年12月14日､ 北京にて王克敏を首班

とする中華民国臨時政府が樹立した｡ この政権は､ 日本陸

軍の北支那方面軍特務部の華北占領政策によるもので､ 現

代中国では偽政権とされている｡

しかし､ この日本軍の後押しによって出来た臨時政府の

力は弱く､ 首脳陣は旧北洋軍閥時代の老政治家を寄せ集め

たものであって､ ある外交官にして ｢近代的青年を引きつ

けるような顔ぶれは全然なかった｣(２)と嘆かせたほどだっ

た｡ この弱体な臨時政府を支えるために､ 日本軍は､ ｢政

府ト表裏一体ヲナス｣ 民衆教化団体として､ 臨時政府樹立

の10日後の12月24日､ 新民会という組織を成立させる｡

この新民会の組織は､ 中央指導の下に省指導部､ そのま

た次に県指導部があり､ 民衆を地域別､ 職業別の分会に組

織化した｡ この新民会の要職は日本人が占めていた｡ 新民

会は､ 宣伝啓蒙工作､ 思想工作､ 厚生工作などによって中

国民衆の親日化をはかり､ 占領地区の戦後復興､ 特に治安

の安定を目指した(３)｡ その中で､ 宣伝啓蒙工作は､ ｢治安

戦｣ の一環として重きが置かれていた｡ 防衛庁の公刊戦史

には､ 下記のごとく記述されているのである(４)｡

[新民会の] 宣伝啓蒙工作としては､ 中央指導部に

おいて新聞 ｢新民報｣､ 週刊雑誌 ｢新民青年｣ などの

発行､ 抗日図書の整理､ 社会主義及び国民党関係図書

の閲読禁止処分を実施し､ 各指導部では機会を求めて

講演会､ 映画会､ 日語講習会を開催した｡

ここにある ｢抗日図書の整理｣ は､ 1923年６月13日から

19日にかけて実施された ｢剿共滅党運動｣ の一環として行

われた｡ 『剿共滅党運動報告書』 によると､ ｢剿共滅党運動｣

の実施要綱要旨は､ 以下の通りであった(５)｡

剿共滅党ノ大儀ノ下ニ反共戦線ニ参加シ新民精神ニ

帰一セシムルハ会本来ノ任務ナリ｡ 友邦日本軍ノ戦局

進展ニ随伴シ思想戦ヲ展開シ党治ノ禍根ヲ排除スルト

共ニ､ 共産党ノ根底ヲ打倒シ以テ中国民心ノ帰趨所在

ヲ確認セシムルタメ本工作ヲ実施ス
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その実施方法において､ 剿共滅党運動大会や運動週間の

実施と共に ｢特ニ教育界ニ重点ヲ置ク｣ ものとされた｡ 運

動期間中に ｢最モ力ヲ集中｣ したのが ｢清査班｣ の活動で

あった｡ 清査班は､ 北京市内15区の警察区に依拠して15班

に分かれて､ 学校や書店などを対象として､ 国共両党､ 排

日関係図書を ｢清査｣ した(６)｡ ただし､ 欧米系の学校につ

いては､ ｢十分ナル処置ヲ採ル能ハス｣ で終わった(７)｡ ま

た､ この ｢清査班｣ は､ 新民会単独ではなく､ 日支憲警や

臨時政府教育局との合同であった｡ 参加人員は､ 新民会以

外からが圧倒的に多数を占めている(８)｡

清査班参加人数 合計1,937名

内訳 日本憲兵隊 144名

日本警察局 85名

北京市警察局 1,533名

北京市社会局 30名

北京市教育局 75名

臨時政府教育部 28名

新民会 42名

この ｢清査｣ は､ ｢排日図書｣ を所持している者を罰す

るのではなく､ 新民会自体のそもそもの活動は､ 占領地区

住民の宣撫や民衆教化にあったのだが､ 新民会の委員がい

くら穏やかに説明して､ 図書の提出を求めても､ 人々は

｢恐惶態度ヲ現シ｣ 隠蔽に走るものもいたという｡ これは､

憲兵隊､ 警察関係者が数多く参加していたことが原因であ

ろう｡ 編成については新民会関係者から批判が出ている｡

総務部司計課の長門輝武は､ 第２区の状況について､ 実

施時間は午前９時より午後６時まで｡ 実施範囲は書店､ 学

校､ 公宮､ 旅館であり､ 期間は一週間であったが､ 13日よ

り始めた ｢清査｣ は､ 15日中の完了したこと｡ ｢清査班｣

の編成行動は､ 人心に多大な影響を与えるが､ 行動は ｢警

務関係｣ と ｢教育教化｣ のどちらを主にするのかを明確に

しない限り､ 新民会は鮮明な態度をとれないこと｡ ｢調査

方面｣ は､ 教育局､ 新民会が担当し､ ｢尋問､ 逮捕方面｣

は､ 憲兵隊､ 領警､ 警察局に担当させたほうが円滑に事を

運べるのではないか､ と意見している(９)｡

新民会が接収した図書は､ 一時各警察署に持ち帰ったが､

その後 ｢新民塾｣ (元女学校) に集められ､ 新民会中央指

導部松尾調査科長の審査処理を受ける｡ しかし､ 基準も何

ら定められないまま接収した約７万冊と概算された図書の

審査方法が問題となる｡ ６月29日に開かれた ｢剿共滅党運

動週間座談会｣ では､ 関係者より接収資料の審査方法に関

して､ ｢最上ノ方法ハ各機関ニヨリ審査処理ス可キナリ｣

や､ ｢審査委員会ヲ組織ス可キナリ｣(10)という意見が出され

ているのである｡

２､ 接収図書整理応援のため､ 北京へ

大佐の北京出張は､ 新民会からの応援申し出に､ 満鉄調

査部が応えたために実施されたものであった(11)｡

大佐の報告によると､ 北京新民会中央指導部長繆斌より

1939年２月23日付の公函を以って､ 満鉄北支那事務局調査

部長宛に ｢新民会に於いて接収せし抗日､ 共産党並国民党

図書の整理に対し援助方申し出｣ の件があった｡

この申し出は､ 調査部調査課長に移牒されその結果､ 調

査部資料課職員田中清､ 大連図書館雇員大谷武雄の２名が

一ヶ月の予定で北京に派遣を命ぜられる｡ また､ 大佐も

｢作業打合せ並資料視察の為｣ 10日間の同行を命ぜられ､

彼は３月20日北京に到着する｡

接収した図書雑誌はすべて北京にあった新民塾の建物内

に図書､ 新聞に区分して収蔵してあった｡ 接収図書雑誌の

箇所別内訳は､ 北京国立図書館の31箱 (冊数不明) や国立

北京師範学院の８箱 (4697冊､ 新聞紙304部一カ月分を綴

じたもの) をはじめ､ 中学校や警察局､ 市立通俗図書館な

ど69の機関であった｡ 大佐の報告にある ｢接収図書の箇所

別内訳｣ によると､ 燕京大学などの欧米系大学は含まれて

おらず､ この時点で図書を接収することは出来なかったよ

うである｡

占領する側から見れば､ 地域の学校や書店よりもはるか

に多くの排日図書を所蔵していると考えられたのは､ 当然

のことながら大学図書館､ 特に米国系大学であった｡

防衛庁公刊戦史の典拠となっている 『新支那現勢要覧』

によれば､ ｢剿共滅党運動｣ に際して新民会は､ 燕京大学

その他外国系諸学校に対して ｢国民党並びに共産党に関す

る文献の封鎖又は撤収｣ を要求した｡ これに対し､ 大学当

局はこれを拒絶したが､ 遂に屈し ｢国共両党に関する文献

整理を全面的に承認｣ するに至ったという(12)｡ ただし､ 米

国系大学が所蔵している図書が爾後どのような扱いを受け

たのか､ その具体的内容は明らかではない｡

大佐報告に話を戻すと､ 各学校図書館が提出したものや

清査班が接収したもののなかには､ 早急になされた関係上､

内容を検討すれば接収するに及ばないものが ｢相当多数｣

含まれていた｡

このため､ 図書整理の第一の目的は､ 差し支えないと認

められるものはもとの所有箇所へ返却することにあった｡

このため､ ｢図書検閲官｣ というべき役割を持つこの仕事

は､ 普通の図書整理とは異なり､ 知的判断を必要し､ 人に

よって意見を異にすることもあるため､ 大佐は､ ｢多数の

協力作業よりも寧ろ少人数にて､ 多少時日を要するとも細

密に同一人を以て終始するのが適当と思考｣ する｡

大佐が視察したときの現状は､ 既に図書整理委員会が設

置され５､ ６人の委員がこれに当たっていた｡ 図書に関し

ては､ まず中日文､ 欧文に２分し次の３種類に分けられた｡

(イ) 禁止押収すべきもの

(ロ) 再検討を要するもの

(ハ) 禁止方針に抵触せざる図書にして返却すべきも

の

第一次検閲は既に終了し (イ) に属するもの約１万2000

冊が選出され､ これを更に ｢支那軍事関係｣､ ｢抗日関係｣､

｢国民党関係｣､ ｢共産党関係｣ に分類配架している｡

― 52 ―



この内､ 欧文図書の露語のものは (約700冊) 外務省派

遣留学生１名 (さねとうのことか？)､ その他の欧文のも

のは (約2,500冊) 東亜経済調査局よりの派遣者１名 (仙

波安雄)､ 中国語のものは新民会が任命した委員が担当検

出したものである｡

そして､ 目下のところ ｢雑誌および製本済み新聞の整理

に着手中である｡ 重複するもの多数にして､ 各々１部宛取

り揃えるため､ 巻号数を取調べ中である｣ という状況であっ

た｡ しかし､ これらは約１万冊山積になっていて､ 大佐は

｢相当日数を要する｣ と見積もった｡

そして今後は､ 雑誌新聞の整理終了を待ち､ ｢再検討を

要するもの｣ として保留した分の第２次精査検査に移るこ

とが予定されていた｡

ただし､ 大佐は､ これら新聞雑誌が ｢任意提出された｣

(この記述は 『剿共滅党運動報告書』 の記録と矛盾する)

ものであり､ 自身が北京内外の大学図書館視察をしたとこ

ろ､ ｢発禁図書を少なからず見受けた｣ ことに鑑みて､ ｢禁

止図書政策の完璧を期するには各学館の書庫において委員

の現物調査 (備付目録により予め所在を確かめ) の必要が

あるべし｣ と述べ､ 続けて ｢此の事は新民会松尾調査科長

も同意することも以て整理作業の完了後直に実行さるゝこ

とゝ確信する｣ と､ 再検閲の必要性を強調するのである｡

接収図書の処理方法について､ 大佐は､ 参考資料として

保存､ 活用することを薦める｡

東亜の新秩序に有害なる之等発禁図書雑誌類は､

(中略) 之を焼却厳封せんとするよりは､ 之を特殊資

料として後日の参考資料として保管活用の途を構じ置

く方が賢明なる方策なるべし｡

差し当たり抗日図書文献 (雑誌､ 新聞を含む) を更

に分類整理して ｢抗日図書庫｣ を設置しては如何と考

へられる｡ (中略)

｢抗日図書庫｣ が設置さるゝ暁には之を移管せば､

以て有力なる資料としての内容を具備するに至るべし｡

この大佐の意見は､ ｢剿共滅党運動｣ に携わった者の間

では､ 接収図書を ｢一種類一部ヲ参考資料トシテ保存ス

ル以外ハ之ヲ全部焼却ス可シ｣､ いや ｢全部焼却ス可キナ

リ｣(13)という意見があったことを意識したものと考えられ

る｡

３､ 接収図書の活用と新民会の図書館事業

さねとうけいしゅうは､ 1938年の秋､ 外務省文化事業部

の特別研究員として中国に渡る｡ 彼は､ 新民塾に中国の各

大学の雑誌が ｢抗日文献｣ として没収されていると聞き､

その ｢整理｣ をかってでる｡ さねとうに２人の助手がつけ

られ､ ３ヶ月ほど掛かって分類整理する｡ 彼によれば､ こ

の結果は中華民国新民会中央総会設計部資料科編 『雑誌目

録』 として､ 1940年に出版されたという(14)｡

中国国家図書館の蔵書目録では､ さねとうが挙げたもの

を含めて７種類の書誌が確認できる(15)｡

『禁止図書目録』 ：抗日之部第一輯､ 新民会中央指導

部調査科､ 1939年｡

『禁止図書目録』 ：社会主義之部､ 新民会中央指導部

調査科､ 1939年｡

『国民党関係図書目録』 新民会中央指導部調査科､ 193

9年｡

『禁止露文図書雑誌目録』 新民会中央指導部調査科､ 1

939年｡

『雑誌目録』 中華民国新民会中央総会設計部資料科､ 1

940年｡

『雑誌目録』 ：改訂版､ 中華民国新民会､ 1942年｡

『広報､ 国民党図書目録』 中華民国新民会､ 1944年｡

これらの書誌の出版状況を見ると､ 北京新民会が接収し

た ｢抗日図書｣ は､ 大佐が意見したとおり ｢抗日図書庫｣

のようなものが設置され､ 長い時間を掛けて整理・活用さ

れたのではないかと推察することができる｡

ただ､ 果たして､ 接収された図書のうち､ 何冊が ｢抗日

書庫｣ として整理されたのか､ 持ち主に返されたものや､

焼却されたものはあったのか､ などの完全追跡は困難であ

る｡ ただし､ 一部は日本に持ち込まれたことが判明してい

る｡

さねとうは､ 新民会の接収図書を整理している最中､

｢日本側の責任者Ⅰ氏｣ に ｢必要なら持って帰ってもいい

ですよ｣ と言われたので､ 29冊を個人的に日本に持ち帰っ

た｡ 戦後､ さねとうは､ この行為を恥じ1960年の訪中に際

して返還する｡ さねとうによれば､ こうした略奪本は､ 現

在もなお日本国内の図書館に所蔵されているものがあると

言う｡

中田邦造 (第５章参照) はこの頃､ 東京帝国大学附属図

書館に転じていたが､ 1941年９月､ 満洲を経て北支を訪問

した｡ これは､ 華北政務委員会教育署の主催で行われた社

会教育講習会の講師として招かれたものである｡ この際､

新民会と交渉をして､ 1942年に東京帝国大学附属図書館へ

｢寄贈｣ という形で譲渡させる(16)｡ 戦後､ 占領軍はこれを

略奪図書として返還を求める｡ 冊数は､ 単行本6,071冊､

雑誌及び新聞14,734点であった(17)｡

こうした図書接収の後には､ 荒廃した図書館と､ その一

方で親日化のための図書館事業が残された｡ 以下は､ 本稿

の主題からやや離れる話であるが､ 大佐が関わった新民会

の図書接収の後日談である｡

そもそも戦争による混乱によって､ 既存の図書館の活動

が低迷したことは想像に難くないが､ 日本軍占領下の北支

地区の主要な図書館概況は次のとおりである｡

実は､ 北京には日本の外務省によって設立された北京近

代科学図書館がすでに存在していた｡ この北京近代科学図

書館は､ ｢今事変後日語教育に特に努力｣ し､ ４月には分

館を設けた｡ 占領後､ 逆に活動が活発になったのがこの北

京近代科学図書館だった｡

北京には､ 占領前に国立北平図書館があった｡ 蔵書数50

余万冊を誇っていたが､ ｢今事変前後善本百余箱南送｣ さ
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れていた｡ 北京図書館と改称され引き続き開館したが､

｢現在館務は総務主任たる王漁訪及び善本主任､ 編纂主任

によって維持｣ というから､ 館長をトップとした組織の再

編も困難であったようである｡ 図書購入費は停止､ 出版物

も停止状態というありさまであった｡ 通俗図書館として､

北京特別市通俗図書館 (前中山図書館より改組)､ 普通通

俗図書館､ 北海公園図書館があったが､ いずれも占領前の

活動にまで復帰することはできなかった(18)｡

こうした図書館とは別に､ 新民会は幾種類の読書施設も

設け､ 親日化のための図書館事業を展開した｡ 新民教育館

は､ 平民学校や運動場などに加えて民衆診療所までも併設

していた｡ 北京市では､ 全市を４つの区に分け､ 各々新民

教育館を一箇所設立した｡ この内部には､ 教学部や康楽部

と共に閲覧部があり､ 図書閲覧部や巡回書庫､ 標本模型陳

列室等を含んでいた｡ そして､ 新民教育館以外に民衆書報

閲覧処を北京市内と郊外に18箇所設けて､ これには ｢極め

て通俗の図書及び各地新聞紙｣ を備えていた(19)｡

同じく新民会が設けた ｢新民茶館｣ も読書施設のひとつ

として数えられよう｡ この新民茶館は､ 新民会の厚生工作

に一環として考案された｡ 新民茶館の使命は､ ｢休養ト娯

楽ヲ以テ民衆ヲ温ク抱擁シツツ (中略) 所謂教化工作ヲ実

施スルニアル｣ ものであった｡ 新民茶館は､ 1940年には､

100以上存在した｡ ｢茶館｣ という名のごとく､ そこでは茶

を無料で提供し､ 蓄音機や将棋などを備え中国民衆の休養

娯楽の場を提供した｡

新民茶館では､ 附設閲報室を附設し､ 新民会に関する書

類､ 有用書籍､ 新聞等を閲覧に供し､ 工作の一部門を展開

した｡ ｢簡易ナル図書館｣ と称されるほどの設備を持つ茶

館もあった｡ 以下は､ 河北省の新民茶館における工作概況

である(20)｡

県城ニ新民茶館ヲ設ケ､ 新聞雑誌ヲ備ヘテ､ 一般民

衆ニ無料ニテ吃茶休憩セシム｡ 而シテ新民茶館開設ノ

目的ハ茶談及雑談ノ中ニ於テ新民会ノ側面的宣伝､ 時

事ノ解説批判並社会教化等ヲ為シ且新民会工作ニ対ス

ル民衆ノ声ヲ聞カントスルモノナリ｡

二十七年度ニ於テ設置スル所は武清 (七月一日)､

静海 (九月十八日)､ 青県 (八月十八日)､ 東光 (九月

十九日) ノ四県ニシテ利用成績ハ何レモ良好ナリ｡

他に新民会は､ 各地に多くの ｢新民閲覧室｣ を設置した｡

また､ 新民会は､ 足こぎ三輪車に木箱を乗せた､ 一種の

｢巡回図書車｣ を考案した｡ ｢巡回図書車｣ には､ 新民会出

版の書籍を積み込まれ､ 街を走り回り宣伝を行った(21)｡

注
(１) 国立国会図書館が最も多数所蔵し､ 東京大学東洋文化研究所図書室

がそれに次ぐ｡ また､ 京都府立総合資料館では図書扱いで２冊のみ
(４巻５号と５巻７号) 所蔵している｡ 大佐報告は､ 国立国会図書館
所蔵分に含まれている｡

(２) 森島守人 『陰謀・暗殺・軍刀』 岩波新書､ [1950年] 1984年､ 142ペー
ジ｡

(３) 王強 ｢日中戦争期の華北新民会｣ (『現代社会文化研究』 20号､ 2001
年)｡

〃 ｢日中戦争期における新民会の厚生活動をめぐって｣ (『現代社
会文化研究』 25号､ 2002年)｡

(４) 防衛庁防衛研究所戦史資料室 『戦史叢書18 北支の治安戦１』 朝霞
新聞社､ 1968年､ 226ページ｡

(５) 新民会中央指導部編 『剿共滅党運動報告書』 新民会中央指導部､
1938年､ １ページ｡ (東洋文庫所蔵)

(６) ｢剿共滅党運動中 粛清反日書籍 組清査班分区検査｣ (『新民報』 1
938年6月14日､ 晨刊) ２面｡ 筆者はこれを国立国会図書館関西館のマ
イクロ資料で閲覧した｡

(７) 前掲､ 『剿共滅党運動報告書』 ７ページ｡
(８) 前掲､ 『剿共滅党運動報告書』 ８ページ｡
(９) 前掲､ 『剿共滅党運動報告書』 37－40ページ｡
(10) 前掲､ 『剿共滅党運動報告書』 63ページ｡
(11) 大佐三四五 ｢北京新民会接収図書 整理状況視察報告｣ (『満鉄資料

彙報』 ４巻４号､ 1939年４月)｡ 以下､ 特記しない場合を除いて同書
による｡

(12) 『新支那現勢要覧』 昭和13年版､ 東亜同文会事業部､ 1938年､ 491－
492ページ｡

(13) 前掲､ 『剿共滅党運動報告書』 60－62ページ｡
(14) さねとうけいしゅう ｢中国図書返還問題｣ (『図書館雑誌』 74巻８号､

1980年) 392ページ｡
(15) これらの書誌は, 中国国家図書館及び東洋文庫が所蔵している｡ た

だし, 『禁止露文図書目録』 のみは, 『新民会報』 の刊行報告に拠り,
筆者未見である｡

(16) 中田邦造 ｢北支南洲 図書館人の旅日記｣ (『図書館雑誌』 35年11号､
1941年) 820ページ｡

(17) 前掲､ 松本 『略奪した文化』 71ページ｡
(18) ｢新政府下の研究並に一般文化機関の現状｣ (『中国文化情報』 12号､

1938年) 24－25ページ｡
(19) ｢更正中国の教育､ 教化事業概観｣ (『中国文化情報』 13号､ 1938年)

11－12ページ｡
(20) 岡田春生編 『新民会外史』 前編､ 五稜出版社､ 1986年､ 206－215ペー

ジ｡
(21) 北京市政協文史資料研究編 『北京の日の丸』 岩波書店､ 1991年､ 41－

42ページ｡

第７章 国境を越えた図書館協力の提唱

第一次世界大戦後の1922年５月､ 国際連盟において ｢知

的協力国際委員会｣ が設立された(１)｡ この委員会は､ ２人

のベルギー人､ オトレとラ・フォンテーヌの呼びかけによ

るものである｡ 彼らは､ 第一次世界大戦前から学術・文化

の全世界に渡る協力体制を構想し､ 世界の主要図書館の総

合目録 (世界書誌) の編纂を試み､ そのための研究団体と

して ｢世界書誌学会｣ を設立､ また世界の平和運動に邁進

した｡ ラ・フォンテーヌは､ これにより1913年､ ノーベル

平和賞を受賞している｡

第一次世界大戦の勃発による中断を経て､ 彼らは､ 1918

年の国際連盟の設立を機に､ 自身の活動を世界的に認知さ

せるために､ 連盟を動かしたのである｡

この ｢知的協力国際委員会｣ は12人のメンバーからなり､

部長は国際連盟事務次長の新渡戸稲造が担当､ 委員には各

国の著名な学識経験者が選ばれた｡ (委員には､ オトレと

ラ・フォンテーヌは入っていない)

この委員会では､ 国際図書館の設立や書誌の国際的な組

織化などが討議され､ 書誌に関しては別に小委員会が設け

られ､ そこで ｢国際的図書目録の編纂｣ が検討される｡
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1926年１月には､ 委員会の執行機関としてパリに ｢知的

国際協会｣(２ が設立され､ 委員会の各国支部である ｢国内

委員会｣ の設立も進められた｡ 日本の ｢国内委員会｣ 設立

は､ 同年の５月である｡ その年の９月は､ 関東大震災で東

京帝国大学附属図書館が壊滅的な被害を受けるが､ ｢知的

協力委員会｣ は各国図書館に対して図書の寄付を呼びかけ

る｡ ちなみに大佐は､ 1926年のALA50周年記念大会でこ

れに対して感謝を示しているが､ 第一次世界大戦後の国際

協調の時代のなかで､ 図書館でも世界協力・世界強調の波

が高まっていたのである｡

大佐は､ 図書館の国際協調時代を目指して運動した人物

であった｡ ただし､ 図書館国際協調の波を重視する ｢国際

感覚｣ の持ち主であったが､ 第３章で論じたように､ 世界

中の批判を集めた満洲事変に反対する ｢国際感覚｣ は有し

ていなかった｡ 大佐の ｢国際感覚｣ は､ ｢図書館学究｣ の

範囲内に限られていたのである｡

１､ ｢世界的良書｣

｢知的国際協会｣ の活動のひとつとして､ 各国の著名図

書目録の編纂が決定されたが､ 日本では既存の目録がない

ため､ 国内委員の一人である東京帝国大学教授で附属図書

館長､ 日本図書館協会の理事でもあった妹崎正治が指導助

言のもと､ 委員ではない赤崎秀景に執筆が任されることに

なった｡

こうして編纂された目録は､ Bibliographie Japonaise (ニッ

ポン著名目録) として､ 1928年に３冊出版される｡ ひとつ

は､ 江戸時代までに出版された国書に関する著名目録であ

る､ 他の２冊は､ 1924～1926年の間に出版された著名目録

と､ 1927年に出版された著名目録である(３)｡

大佐は､ この著名目録を日本の図書館界に初めて紹介す

る｡ 実は､ この ｢知的国際協会｣ の活動は､ 図書館との関

わりが深いものでありながら､ 館界は携わっていなかった

のである｡ 国内委員の一人であった妹崎は､ 日本図書館協

会の専務理事であったが図書館界の代表として出ていたの

ではなかった｡ 各国では､ 主として図書館関係者で組織さ

れていたのと対照的である｡ 大佐の初紹介について､ 岡村

敬二は､ ｢ 『満州』 という異郷の地にあって一層“ニッポ

ン”に強く感応したのであろう｣(４)と述べている｡

大佐が著名図書目録を紹介するに至った契機は､ 1926年

のALA50周年記念大会で ｢国際知的協会｣ に関する会合

に参加したことだった｡ この席上では､ ALAの幹部と各

国代表が､ ｢知的国際協会｣ の議決にもとづく ｢国際的図

書館協会｣ の設立などが話し合われている｡ ただし､ この

会合は ｢有耶無耶｣ で終わってしまい､ 翌年の英国エンジ

バラで開催される英国図書館協会50周年記念大会に持ち越

されている(５)｡

大佐は帰国後､ ｢知的国際協会｣ に対する日本図書館会

の取り組みがに関して､ 1927年の英国エンジバラの英国図

書館協会50周年式典万国図書館大会の国際協調に対する決

議に調印していないことや1928年の ｢知的国際協会｣ 会議

(パリ) にも代表者が参加していないことを挙げて､ ｢時代

の潮流に後れないように､ 舟を中流に棹して､ 緊褌一番､

大いに進出を計られんことを望む｣(６)と意見する｡

さて､ 大佐の ｢著名目録｣ の紹介は､ 『撫順図書館報』

の前身 (１号) に､ ｢世界的良書｣ として載せられ､ さら

に 『図書館雑誌』 に転載されたものである(７)｡

大佐が紹介したのは､ 1929年６月末までに各国より推挙

され､ ９月に国際連盟評議員会へ提出された ｢著名図書目

録｣ であり､ 彼はこの目録を ｢世界的良書｣ と称したので

ある｡

大佐が紹介したのは､ 仏・英・米､ そして日本の著名目

録であり､ 大連図書館所蔵のものにはわざわざ ｢◎｣ 印を

付している｡ 日本については23冊全部がリストアップされ

ているが､ それ以外の国は､ 紙面の都合上一部分の紹介に

止まっている｡

大佐は､ ｢我我満洲ニ居住スル者ニトツテ多大ノ関興ト

誇リヲ覚ユルモノ｣ として大連図書館の特別室で研究を続

けている八木奨三郎の著書 『満洲考古学』 を挙げている｡

そして､ 本年の４月ごろ､ 大佐がまだ大連図書館に在勤

中に､ 米国議会図書館蔵書部長ゼームス・ビ・チールド氏

より､ 『満洲考古学』 の寄贈依頼を受けた逸話や､ 留学時

に米国議会図書館を見学したところ､ ｢日本の代表図書が

相当よく蒐集されていた｣ ことを述べて､ ｢今カラ考ヘレ

バ此時 巳ニ米国議院図書館ニ於テハ昨年末発表サレタ前

述ノ世界ノ良書目録ニテ知ツテ居タノデアラウ｣(８)と推測

している｡

この ｢世界的良書｣ の反響はすぐに現れた｡ 帝国図書館

の加藤宗厚が 『図書館雑誌』 の次号に ｢続世界的良書｣ を

著したのである｡

加藤は､ 大佐氏の ｢世界的良書｣ の紹介は､ ｢図書に特

殊の関係を有する我等夙に承知して置かなければならない

問題であつた｡ 然るに吾人は寡黙にしてこの問題について

何等の知識を有して居なかつたことは誠に懺愧に堪えない｣

として､ 大佐氏の報告では各国では主として図書館関係者

を以って組織されているが､ 我国では ｢図書館関係者とし

ては本会理事妹崎正治氏のみが列せられてゐる､ 妹崎氏が

委員の一人となつて居られるのは恐らく図書館関係者とし

てではないだろう｡ (中略) 問題の性質上､ 図書館協会が

公然考慮に入れらるべきこの事業に対して､ 日本図書館協

会が境界として何等の発言権を有しないことは､ 協会の微

力を物語る有力なる證左として遺憾に思ふものである｣(９)

と館界の奮起を促す｡

しかしながら､ この ｢知的国際協会｣ に対して日本の図

書館界が以後積極的関与したという事実は見当たらない｡

大佐の働きかけは､ 加藤の賛同を得たものの最終的には功

を奏さなかったようだ｡ 『図書館雑誌』 で検証する限りで

は､ 以後館界の積極的な姿勢は感じられない｡ また､ 各国

における ｢著名目録｣ の編纂は､ ｢選の方法や編纂方法の

困難さのゆえか｣(10)1929年版をもって中止となる｡

２､ 図書館の ｢大東亜共栄圏｣

1931年の満洲事変と満洲国建国を経て､ 1933年３月､ 日
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本は国際連盟を脱退し､ 世界のなかで孤立感を深めていく｡

国際連盟の脱退は､ 同時に ｢知的国際協会｣ の世界的な図

書館協力体制との決別である｡ 満洲事変以降､ 満鉄図書館

協力網が形成されるのだが､ 皮肉にも満洲事変は､ 世界各

国との図書館協力を困難にさせていったのである｡

大佐は､ 朝鮮や満洲､ 中華民国との連携を提唱するよう

になる｡ これは､ 世界情勢が米英などとの図書館連携を許

されないなかでの精一杯の構想だったと言えるのではない

だろうか｡

1932年９月､ 満洲安東にて ｢第１回鮮満図書館聯合研究

会｣ が開催され､ 満洲側は満鉄図書館関係者ら40名が参加｡

朝鮮側は､ 朝鮮総督府図書館や龍山鉄道図書館､ 京城帝国

大学附属図書館などから15名が参加する｡

大佐は､ この研究会の議題である ｢鮮満相互に必要なる

特殊図書の蒐集連絡に関する件｣ の中で､ ｢願わくば此機

会に実行方法を確立したい (中略) 図書の入手と云ふこと

に就いては､ 購入或は寄贈と云ふ形式以外に図書館相互の

貸借と云ふことも重要なる項目として考へねばならぬ｣(11)

と述べ､ 満洲朝鮮間の相互貸借制度の確立を推進せんとす

る｡

これに続いて､ 1933年８月の満鉄図書館長会議の席上､

大佐は､ ｢満鉄図書館の図書運用に対する一考察｣ を提案

説明する (第４章参照)｡

大佐は､ 提案説明の中で ｢相互貸借の図書館集団の区域

拡大｣ について､ 欧米各国の盛んな国境を越えた図書の貸

借を引き合いに出して､ 満鉄図書館として研究すべき点は､

｢先ず朝鮮に於ける諸図書館との連絡協調にありと考へま

す｣ との問題提起を行う｡

大佐によれば､ 先の鮮満図書館聯合協議会にて､ ｢鮮満

相互に必要なる特殊図書の蒐集連絡に関する件｣ の議題の

下に第一次協議が成立し､ 鮮満図書館相互貸借の実行方法

として図書の相互運送手続を研究具体化するよう相約して

いた｡ そのため､ 残る問題は鮮満両鉄道間における､ ｢図

書取扱に係る図書の列車便の許可如何｣ にあったのであ

る(12)｡

1935年､ 第29回全国図書館大会が､ 朝鮮半島の京城と仁

川で開催される｡ ここで､ 大佐が所属する満鉄図書館業務

研究会 (代表柿沼介) から ｢日満図書館連繋促進ニ関スル

件｣ が追加提案される｡ ｢今日この大会に日本内地､ 朝鮮､

満洲に於ける図書館の連繋を将来密接にするといふ希望の

意味をこの席に於て決議を願ひたい｣(13)との提案は､ 満場

一致をもって可決さる｡

1937年6月､ 全国図書館大会が､ 満洲の大連・奉天・新

京・ハルビンなどで行われる｡

ここでは､ 柿沼が ｢満洲ニ於ケル日満図書館連繋ニ関ス

ル件｣ を再提案したのに続いて､ 大佐は､ 『中華民国図書

館協会ト一層密接ナル関係ヲ図ル件｣ を提案するのである｡

説明に立った大佐は､ 欧米に比して図書館間の相互連絡

(特に独・仏・英国等の図書の相互貸借・書誌学的交換等)

が盛んに行われているのに対して､ ｢この国際的方面に於

ける発展は未だしの感がある｡ 図書館は世界の文化をとり

入れると共に我国の文化を広く世界に紹介しなければなら

ぬ｣ と述べる｡ そして､ 外務省の対支文化事業調査会や文

化聯盟等がさかんに計画を立てているが､ 図書館はこうし

た文化事業の第一線に活動しなければならない､ との持論

を展開する｡

その上で大佐は､ 今回の図書館大会を契機として日満両

国図書館連携の基礎が確立されたが､ 新たなる図書館連携

の広がりが必然的であると訴える(14)｡

次には当然地理的に云つても文化的に見ても､ 今後

は中華民国との交際は必然的なものになつて来ると思

ふ｡ 現在既に上海では日本の図書館が続々設立されて

居るのは､ 洵に慶賀に耐へない次第である｡

これに対する､ 議長 (松本喜一) の答弁は､ ｢洵に同感｣

であり､ 現在は図書館職員養成所等への支那からの留学生

に便宜を与えていること､ 刊行物の交換を行っていること､

南支・北支方面の日本図書館に新たな館員を送るときは可

能な限り日本の講習所の卒業生を派遣するようその都度要

望している(15)､ という様な前向きなものであった｡

こうした一連の全国図書館の動きに呼応するかのように､

1936年10月17日､ 再び満洲安東にて ｢第二回鮮満図書館聯

合研究会｣ が開催され､ 朝鮮側28名､ 満洲側68名､ 合計99

名が出席する｡

ここでは､ 大佐が満洲側を代表して､ ｢満鮮図書館相互

ノ業務上ノ連絡ヲ図ル方策如何｣ の協議説明を行い､ ｢実

行方法ノ一ツトシテ図書の相互貸借ノ方法ヲ挙グ｣ 中で､

総合貸借のための図書目録整備の必要性を述べる(16)｡

しかし､ こうした国境を越えた図書館協力の提唱は､ 日

本満洲朝鮮など限られた地域でさえ頓挫してしまう｡ 全国

図書館大会の翌月には盧溝橋事件が勃発､ 多くの中国図書

館が戦火を被る｡ 翌年の12月には附属地行政権移譲に伴う

満鉄図書館の満洲国への移譲､ そして調査部の図書館統制

が開始されるのである｡

これらの出来事は､ 有機的な連繋を築いていた満鉄図書

館協力網を根本から崩し､ 特に通俗図書館は孤立した小図

書館に分解する｡ 離れ離れになった満鉄と満洲国の図書館

員が 『満洲国図書館協会』 を結成して､ 満洲の中の協力体

制に取り組まなければならないほど､ 図書館協力体制は後

退するのである(17)｡ ｢満洲国図書館協会｣ は結局､ 日本と

の連携すらできなかった訳であるから､ その活動力は推し

て知るべしである｡ そして､ 調査部の図書館統制は､ 大佐

を満鉄図書館に残ることも許されなくなるのである｡

注
(１) 下記の ｢知的協力国際委員会｣ 及び ｢知的国際協会｣ の活動につい

ては以下の先行研究によった｡
岡村敬二 ｢世界書誌の夢―オトレとラ・フォンテーヌの世界宮殿｣

(『大阪府立図書館紀要』 29号､ 1993年)｡
前掲､ 岡村 『遺された蔵書』 253－300ページ｡

(２) 大佐の著述では､ ｢国際知的協調委員会｣ であるが､ 先行研究との
整合性を踏まえ､ 本稿では ｢知的国際協会｣ の名称を用いた｡

(３) 原書については､ 京都大学法学部が所蔵しているが閲覧が適わなかっ
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たため､ 未見である｡
(４) 前掲､ 岡村 『遺された蔵書』 292ページ｡
(５) 前掲､ ｢松本帝国図書館長の講演｣ 188ページ｡
(６) 前掲､ 大佐 ｢輓近欧米図書館事業の趨勢と我国斯道の将来に就いて｣

261ページ｡
(７) 『撫順図書館報』 の前身 (１号) の所在が見出せないため､ 本稿に

おいては､ 『図書館雑誌』 転載のものを参照した｡
(８) 大佐三四五 ｢世界的良書｣ (『図書館雑誌』 131号､ 1930年) 253－25

4ページ｡
(９) 加藤宗厚 ｢続世界的良書｣ (『図書館雑誌』 132号､ 1930年) 283ペー

ジ｡
(10) 前掲､ 岡村 『遺された蔵書』 272ページ｡
(11) ｢満鉄図書館だより｣ (『書香』 43号､ 1932年) ６ページ｡
(12) 前掲､ 大佐 ｢満鉄図書館の図書運用に対する一考察｣ (『図書館業務

研究会年報』 1輯､ 1935年)
(13) ｢第二十九回全国図書館大会記事｣ (『図書館雑誌』 29年12号､ 1935

年) 38ページ｡
(14) ｢第三十一回全国図書館大会議事録｣ (『図書館雑誌』 31年８号､ 1937

年) 238ページ｡
(15) 同上､ 238ページ｡
(16) 図書館時事｣ (『図書館雑誌』 30年12号､ 1936年) 342－343ページ｡
(17) 岡村敬二 ｢満洲図書館協会の歴史―附論：奉天省図書館聯合研究会

の創設と活動｣ (『人間文化研究』 ９号､ 2002年)｡

第８章 大佐三四五の満鉄退社

満洲国の成立は満鉄に大きな影響を与えた｡ まず､ 満鉄

附属地は1937年11月に満洲国へ移譲される｡ 附属地行政に

携わっていた地方部は廃止され､ 地方部に属していた図書

館などの公共施設は従業員も含めて満洲国に移管された｡

地方部の廃止は､ 在留邦人への公共サービスという業務が

満洲国に移ることを意味する｡

附属地行政権の移譲により､ 満鉄図書館は大きく改編さ

れた｡ 撫順図書館など通俗図書館の大部分は､ 満洲国へ移

譲された｡ 満鉄には､ 大連､ 奉天､ 哈爾浜が ｢社業参考図

書館｣ として留保され､ 社員の福祉のために幾つかの図書

館も残された｡ また､ 巡回書庫は､ 総裁室福祉課に移管さ

れた(１)｡

この時期､ 満鉄全体は大きな変革期にあった｡ 会社が求

めた図書館の役割は､ ｢公共図書館｣ から､ 調査部の傘下

機関としての ｢社業参考図書館｣ への変革であった｡ しか

し､ ｢図書館学究｣ 大佐三四五は､ 会社のやり方に納得せ

ず､ 反発する｡ これが大佐の会社退社に繋がるのである｡

１､ 調査部の図書館統制

大佐は､ 満鉄図書館改組にあたって ｢希くば行くものも

残るものも､ 其経営運営の上に愈々充実発展こそすれ､ 苟

且にも､ 其能率の低下することの無之様､ 最善の考慮と

努力を払われんことを｣ と願う｡ また､ 『書香』 は､ 大連

図書館だけの館報となったが､ 大佐は､ ｢たとへ共通図書

館報としての使命は終わりたりとは云へ､ この誌名を残

読して､ 満鉄に残る図書館の機関誌として継続する筈であ

る｣(２)と述べる｡

大佐の願いとは裏腹に､ 附属地行政権の移譲によって､

勢力を削がれた満鉄図書館の活動は著しく低下する｡ 図書

館業務研究会は､ ｢委員会や部会を開催しようにも､ それ

を認可すべき学務課も無くなった｣(３)という始末であり､

その再建が試みられたが往年の活動を復活させることはで

きなかった｡ また､ 大佐は業務研究会の再建には参画しな

かった｡

これまでの満鉄図書館は､ 大佐曰く ｢経営母体を一にせ

る為､ 業務は理想的に行はれ｣(４)ていた｡ しかし､ 附属地

行政権移譲に伴う満鉄図書館改組はこの長所を奪うことに

なったのである｡ また､ 満洲国に移譲された通俗図書館の

戸惑いも大きかった(５)｡

勢カを削がれたのは図書館だけではなく､ 満鉄全体がそ

うであった｡ この時期､ 鞍山製鉄所 (1932年12月) や重工

業部門に属する関係事業 (1938年12月) が､ 別会社に移譲

された｡ 満鉄は､ 単なる鉄道経営会社に転落しようとして

いた｡ 折しも､ 軍は日中戦争の持久化を打ち切るための政

策立案を満鉄調査部に期待していた｡

こうした背景のもと､ 時の総裁､ 松岡洋右は､ 満鉄の失

地回復を調査部の拡充による､ 満鉄社業の調査機関化でな

そうとする｡ 松岡は､ 1938年11月の満鉄重役会議で､ 調査

部の拡充と改組を決定する｡

こうして1939年４月､ いわゆる ｢大調査部｣ が発足する｡

1939年度のスタッフ1,731人は､ 翌40年度には2,345人へと､

一挙に拡充が図られた｡ 満鉄は､ 調査部の拡充に対応する

ため､ ｢赤くずれや前歴もの｣(６)を大量に入社させた｡ この

中に､ 後に満鉄図書館再編成の重要な役割を担うことにな

る石堂清倫 (1938年７月入社) もいた｡ 新規に採用された

調査部員たちは､ 緻密な調査を行い､ ｢支那抗戦力調査｣

(第６章参照) や ｢戦略物資と外交政策｣ に代表されるよ

うにその内容は大変な先見性を持ったものであった｡

この大調査部の発足に伴い､ 大連図書館は､ 調査部資料

室の移管を受けることになった｡ 日中戦争の長期化や国際

情勢の緊追によって､ 調査部は決戦体制を敷かざるを得な

くなってきた｡ 例えば､ 1941年１月には､ 関束軍から ｢満

鉄調査部は､ 社業遂行竝対蘇作戦準備に関する調査を第一

義的とし､ 併せて (中略) 東亜共栄圏の確立に関する基本

的調査研究を行なふものとす｣(７)という ｢要望｣ が出され

ている｡

情勢の緊迫化に伴い､ 石堂ら調査員たちは､ 図書館を調

査機関として明確に位置付け､ 調査部を充実させようと動

く｡ 実は､ 調査部関係者は､ 直接調査に役に立たない資料

を蒐集する図書館運営に対して強い不満を抱いていた｡

例えば大連図書館には､ ｢あれは公開図書館という意味

で､ 専門的な資料なんか集まっていない｣(８)､ 奉天図書館

に対しては､ ｢ 『社業図書』 の蓄積に努力したわけでなく､

死蔵図書に経費をあてている｣(９)､ という具合にである｡

大連図書館は､ ながらく ｢社業参考図書館｣ として位置づ

けられながら､ 在留邦人への公共図書館としての機能も担っ

ていた｡ また､ 参考図書館としての任務の捕らえ方にも､

図書館員の ｢広く深く､ 東洋を眼目として蒐書し､ 東洋文

化を中心とした図書館｣(10)と､ 社業により密着した資料を

求める調査関係者の間で隔たりがあった｡ また､ 大連図書

館にしろ奉天図書館にしろ､ 会社上層部から ｢ほぼ放任さ
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れていた｣(11)ため､ 図書館員たちは自由な蒐書をしていた｡

しかし､ 大連図書館を巡る諸状況を変化は､ 運営方針を変

えざるを得ないものであった｡

その前兆は､ 附属地行政権移譲を直前に控えた時期に早

くも見ることができる｡ 大連図書館では1937年４月から､

調査関係業務の増大に対応するため､ 中等学生の入館を謝

絶する｡ その事情について､ 大佐は利用者に向けて次のよ

うに説明し､ 苦渋の判断であったことを明らかにする(12)｡

近年満鉄会社に於いては､ 調査関係業務が益々増大

し､ 社員の当館を使用するもの兪々煩繁となり､ 本館

の本来の社業参考図書館としての使命を達成せんが為

には､ 図書蒐集上､ 社業の参考資料に専ら集注するこ

とが益々切実となつた｡ それで､ 中等学生の利用に応

ずることは､ 蒐集並に蔵書の種類程度よりしても､ 収

容人員の関係よりしても速早困難 (後略)｡

中等学生に対しては真に気の毒であり､ 我々館員と

しても遺憾に存ずるところであるが､ 時勢の進展に伴

ふ会社の事情に応ずる為の体制であつて､ 真に止むを

得ないことであるを､ 中等学生のみならず一般父兄並

に学校教育者の方々の御了解を望む次第である｡

この ｢中等学生の入館を謝絶｣ は図書館変革の前兆に過

ぎなかった｡ 1938年４月､ 調査部の再建に伴って大連図書

館は産業部から調査部所属になり､ また機構上､ 調査部資

料室の移管を受けることになった｡ 同時に､ 大連図書館と

調査部資料課との関係について ｢資料の蒐集は資料課が､

資料の整理及び保管は図書館が､ 之に当たる｣(13)と決めら

れた｡

この決定は､ 大連図書館の性質を根底から変えてしまう

ものであった｡ 従来､ 大連図書館は､ 柿沼館長ら司書が資

料の蒐集を行い､ 満鉄幹部から ｢ほぼ放任されていた｣｡

しかし､ 選書の任務が調査部資料課に奪われたことにより､

図書館はその運営の主体性を失うことになったのである｡

翌月には､ 大連図書館の事務分掌規定が改定され､ 庶務・

司書係から庶務・書目・運用の３係体制となった｡ これは､

同館が ｢満鉄社業の参考機関として益々その重要性を加ふ

るに至つた｣(14)ためであった｡ この改組により大佐は､ 書

目係主任になる(15)｡

こうした流れのなかで､ 大佐には調査関係者への研修と

いう新しい仕事が加わった｡ 調査部の資料に関する緒研修

会のなかで､ 1939年６月26日より２週間､ 100余名が参加

した､ 満鉄主催 ｢資料室新京連合会｣ に40時間の講義のう

ち ｢資料目録法｣ を３時間担当｡ 1939年８月24～26日､ 満

鉄調査部資料課主催の講演会 ｢満鉄資料取扱実務講習会｣

では､ 15時間のうち ｢図書資料之整理及目録法｣ を７時間

話している｡

２､ 調査部との対決

一連の組織編制に続いて､ 図書館員への容赦ない追い出

し工作が行われる｡ 調査部直属の図書館である大連図書館

では､ 1940年３月末､ 柿沼介が満鉄を去り､ 後任には調査

部資料課長の兼務で水谷国一が就任する｡ この時期の事情

については､ 大佐の下で南京の図書接収に携わった青木の

回想があり､ 図書館と調査部の間ですさまじい攻防戦があっ

たことを知ることができる(16)｡

満鉄の全体主義化は事変の拡大と共に進行した｡

(中略) 図書館も例外ではなかった｡ 満鉄資料課の図

書館運用 (？) の企画は､ 事前に察知したわれわれが

柿沼さんに無断で文章をもって時の総裁に直訴して阻

止することができた (いわゆる図書館怪文章事件)｡

しかし調査部の図書館運用方策は着々と潜行し､ 柿沼

さんは調査部の幹部と満鉄首脳部の前で対決された｡

私は両者の間にどんな議論が交わされたかは知らない｡

(中略)

調査部案実施とともに､ 柿沼さんは退職された｡ 同

時に青木実・中道太志の二人も､ 柿沼さんに殉じて図

書館を去った｡

大連図書館報である 『書香』 は､ ｢満鉄に残る図書館の

機関誌として継続する筈｣ であったにも関わらず､ 大佐に

よる南京報告が掲載された時期 (1937年) ぐらいから､ 次

第に中国に関する書誌学的記事や研究論文が多くなり､ 柿

沼の退職時には､ 調査部の ｢研究紀要｣ 的性格に変質して

いる｡ こうした編集方針の変更は､ 調査部が図書館を掌中

に収めていく過程が反映されたものである｡

大佐は､ この変わり果てた 『書香』 誌面に ｢柿沼館長を

送る｣ と題する記事を書き､ 上司の退職を惜しむ(17)｡

大連図書館長柿沼介氏は､ 大正15年５月の就任以来､

満十有四年間其任に精進されてゐられたが､ 去３月末

を以て会社及御一身上の都合によって辞職された｡ 久

しい間､ 上長として又先輩として､ 朝夕氏の指導を受

けた我等にとつては､ 惜別の情､ 誠に禁じ難きものが

ある｡

大佐は､ 柿沼の退職の理由について ｢会社及御一身上の

都合｣ とだけ記しているが､ この短い言葉の裏に万感の思

いが込められていたのに違いない｡

しかし､ 満鉄社員会誌である 『協和』 には､ 柿沼の退職

にあわせて ｢図書館の悪臭｣ と題する下記のような文章が

掲載され､ 退社を当然の摂理だと結論付けた(18)｡

従来大満鉄の庇護の下にむしろ公衆図書館として発

達して来た同館 [大連図書館] のイージイ・ゴーイン

グな行き方は､ 今後清算される必要があろう｡ まざま

ざしい現実の世界から隔離されて､ たヾ館長といふ人

格を中心に運営されて来た同館のいはヾ中世的ギルド

的性格は今日ではいろいろな点で破綻を示している｡

新しい時代には新しい経営を要求してゐるのだ｡ (中

略) 水がどよむと悪臭を発する｡
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さてこの頃､ 大佐はどのような仕事をしていたのだろう

か｡ 石堂は､ 大佐が大連図書館を離れて､ 調査部建物 (大

連図書館の隣にあった) の地下に位置していた資料室の事

務をしていたと証言している(19)｡

[調査部資料室の] 第一資料係には貸出業務､ 目録

作成業務など事務的技術的な仕事を処理するために大

連図書館から書目係主任１名､ 職員または雇､ 傭員の

運用係が４名出張してきていて､ 貸出しと返納の事務

などを受け持っていました｡ 私のときは大連図書館か

ら大佐三四五主任が来ていました｡

この証言は､ 文字通り大連図書館が調査部の下請けに位

置づけられ､ 大佐はこうした図書館とは外れた仕事をさせ

られていたことを意味する｡ 図書館を離れた､ 主体性のな

い資料室での貸出業務､ 目録作成等は､ ｢図書館学究｣ 大

佐三四五の本意と似て非なるものであろう｡

1940年５月､ ｢資料機関連絡打合会議｣ と､ それに続く

｢図書館運営に関する分科会議｣ が開かれ､ 図書館の運営

方針が議題に挙がる(20)｡

この会議の主なる主席者を挙げると､ 調査部資料課長で

大連図書館長を兼務する水谷国一を始め､ 第一資料係主任

の石堂清倫 (司会を担当)､ 大連図書館書目係主任の大佐､

奉天図書館長の衛藤利夫である｡

またこの会議には､ 北支経済調査所､ 上海事務所調査室､

東京支社調査室､ 北満経済調査所､ 新京支社調査室､ 鉄道

総局調査部資料課､ 哈爾浜図書館の各機関からの参加を見

ている｡

ここで水谷は､ ｢図書館運営方針に関する件｣ について､

｢図書館は会社に於ける重要なる資料機関であるにも不拘､

従来其の運営方針に関し徹底を欠いてゐた点がある｣ と従

来の図書館運営を批判し､ ｢各図書館の業務に関しては会

社資料業務統制機関たる調査部に於いて之が任に当り､ 会

社資料機関としての運営に遺憾なきを期す｣ と今後は調査

部が図書館運営を行うと宣言する｡

これに対して､ 真っ先に衛藤が ｢左に資料課を経営し､

右に図書館を運営して行けると思ふ｣ などと反発し､ 水谷

との間に激論が交わされる｡ 大佐は､ この激論に割って入っ

て発言し､ 調査部の図書館統制に反対する｡

大連図書館は従来は地方部､ 産業部に､ そして現在

は調査部に属して来たが蒐集の目標には変わりが無い｡

資料室は限定されているが図書館はなるべく広く集め

ねばならぬ｡ 勿論時局の変動に伴ひ多少の相違はある

であらうが本質的には略々同様と認められる相犯すこ

となく相協力して行きたいと思ふ｡

繰り返すようであるが､ 説明者である水谷は調査部長兼

大連図書館長である｡ 水谷の説明は､ ｢今後の運営方針の

説明｣ であり提案説明ではない｡ いわば業務命令であった｡

この水谷の説明に､ 部下である筈の大佐が ｢蒐集の目標に

は変わりが無い｣ と上司と部下が逆転したように述べるの

である｡ 従来大連図書館の ｢ほぼ放任されていた｣ 体質を

物語っている｡

続く ｢資料彙報の編集方針に関する件｣ の中で､ 大佐は､

調査部の姿勢に憤懣やる方なく､ ｢資料課で購入した資料

の整理は図書館でやるのであるが社報掲載の目録には資料

課名義となつてゐるので､ 亂雜になつて困ることがある｣

と､ 調査部が図書館の仕事を認めないことへの不満を露に

する｡

第２日目､ ｢図書館運営に関する分科会｣ が開かれる｡

ここで大佐は､ 調査部によって奪われた大連図書館の主体

的な資料蒐集活動の回復を訴える｡

大連図書館に於ける蒐集は将来も資料課に於いて行

う方針であるか｡ 図書館と資料課とは､ 本質的に異な

り図書館は本質的に異なり図書館は図書館としての性

格よりその蒐集を行ひたいと思ふが､ その点を明白に

して欲しい｡ (中略) 従来の儘では図書館は何等の個

性もなく倉庫の番人でしかない｡

この訴えを石堂は､ ｢資料課と図書館を截然と区別する

如きは困難｣ と突っぱねるが､ 大佐は ｢両者間の本質的な

相違があることを考慮して欲しい｣､ ｢蒐集の目標は現存の

書庫にもとづいてなされるべきである｡ 運営を一元的にし

て蒐集を二元的にしたい｣ と食い下がる｡

議論は過熱化し､ 遂に調査関係者側から ｢会社としては

公開的なものは清算して文化的に必要なる機関は､ 大連市

が持つやうに要求することも考へると思ふ｣ と､ 事実上の

大連図書館解体論まで飛び出す｡

対して大佐は､ ｢歴代総裁の好意の点よりするも他に移

譲は出来ないわけである｣ と拒絶するのである｡

調査部の攻勢に対して､ 大佐ら図書館員は不利な状況で

あった｡ しかし大佐は､ 調査関係者におもねるような態度

はとらなかった｡ 彼は 『書香』 を図書館の手に取り戻そう

とする｡ 大佐は､ 同誌について ｢図書館報としての本誌の

職分をも十分尊重していかなければならぬと思ってゐる｣

と決意表明し､ ｢今後一の題目に就いての論説を以て終始｣

しているような研究論文については､ 今後 ｢特別附録の形

式｣ にしたいと主張する(21)｡

こうした一連の大佐の反抗的態度は､ 調査部首脳を著し

く刺激したと考えられる｡

1940年９月､ 大佐は､ ｢社員非役規程第一条第二号ニ依

リ非役ヲ命ス (総裁室勤務) (九月十日)｣(22)が命ぜられる｡

後任には､ 大佐と対立していた石堂が調査部資料課第一資

料係主任と書目係主任を兼務することになった｡ 石堂は､

戦後になっても大連図書館について､ ｢主任クラスの人選

がいい加減で､(中略)首脳部は持てあまし気味であった｣(23)

と酷評するのである｡

同じように ｢非役｣ を命じられた人物に､ 大佐と同格で

柿沼時代からずっと庶務係主任を務めていた永野善三郎も

いた｡ ちなみに永野の後任には､ 調査部資料課の大島豊彦
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が就く｡ これらの人事は､ まさしく大連図書館の残党の一

掃を図り､ 調査部の大連図書館支配を確立させるものであっ

たと言えよう｡ 調査部首脳に真っ向から反発する発言をし

ていた大佐に対する追放処分であった｡

なお､ 大佐の満鉄退社は､ 翌年の1941年２月であった｡

彼が ｢非役｣ を命ぜられてから退社までの約５ヶ月間の待

遇等は不明である｡

大佐の退社に際して 『書香』 誌面には一片の記事も掲載

されることはなかった｡ もはや､ 大連図書館には彼を惜し

む職員は居なかったのであろう｡ 大佐は､ 満鉄が図書館を

経営したことによって､ 生まれ育てられた ｢図書館学究｣

であったが､ 皮肉にも図書館を巡る会社業務再編により追

われることになったのである｡

注
(１) 移譲後の移管先については､ 前掲､ 村上 『歴史のなかの満鉄図書館』

に纏められている｡
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一

ここに掲載する ｢本を盗まれた話｣ は､ 満鉄奉天図書館

館長衞藤利夫が 『月刊満洲』 (第12卷１號 康�６ (1939) 年１

月および第12卷第３號 康�６ (1939) 年３月) に寄稿したもので

ある｡ 内容は､ 大正10 (1921) 年秋､ 奉天図書館の新築間

もない頃のこと､ 図書館が古書店から購入したアレキサン

ダー・ワイリー (Alexander Wylie､ 偉烈亜力) の未刊草

稿12冊が盗難に遭ったその顛末である｡

アレキサンダー・ワイリーは､ 中国に渡ったイギリスの

ロンドン宣教会宣の教師でシノロジストとしても名高い人

物である｡ 1815年4月ロンドンの生まれで､ 父親はスコッ

トランドからロンドンに移り住んで絵の具を販売していた｡

ワイリーは中等教育を終えて指物師をしていたが年来中国

に渡りたいと考え､ 漢訳聖書などにより中国語を独習した｡

ロンドン伝道会が上海に創設した出版社墨海書館の経営に

任じられ1847年に上海に渡って伝道につとめた｡ その間､

中国の古典や数学・天文学・言語・歴史・地理などの分野

の研究に励んだが､ 過労のために失明し1877年に帰国､ ロ

ンドン北部のハムステッドに住んだが1883年１月６日に亡

くなっている (衞藤利夫 ｢本館所蔵名著解題Alexander Wylie 書誌

概略｣ 『収書月報』 21号 昭和12年10月｡ なおこの文章には､ ワイリー

自筆未刊行稿本を昭和5年にロンドンのマグスブロス書店から入手し

たとあり､ 盗難騒動のワイリー未刊草稿とは別の草稿も購入したこと

がわかる)｡

ところで､ 大正10 (1921) 年に古書市場に出て購入した

後に盗難にあったというこのワイリーの草稿とは､ ｢易｣

｢春秋｣ など経書の英訳草稿､ 中国・満洲・女真などの言

語学・人種学､ 中国の天文学・数学などについて同学の士

とやり取りをした書翰の控えや覚え書きなど未刊行の手稿

など合計12冊で､ それを当時三千円という高価な値段で奉

天図書館が購入したものであった｡

この草稿の購入を決断したのはもちろん衞藤利夫で､ 当

時の衞藤はと言えば､ 大正８ (1919) 年に満鉄に入社し､

翌９年１月に満鉄奉天図書館の主事となったばかりで､ 館

長に就任したのが大正11 (1922) 年５月であり､ 満鉄およ

び満鉄の図書館にあってはまだまだ駆け出しのころのこと

であった｡

満鉄では駆け出しであるとは言え､ 衞藤は東京帝国大学

文科大学選科卒業後には内田魯庵らと親交を結びながら翻

訳などに勤しんできた新進の著述家でもあり､ 魯庵編輯の

丸善 『学鐙』 などにもすでに多くの文章を寄稿していた｡

それゆえ満鉄に入社して図書館に配属されても周囲から一

目置かれた人物であったことは確かではあろう｡

とはいっても､ 満鉄図書館というのが沿線住民ら一般に

広く開かれた公共の図書館はあったが､ 本来は満鉄社業の

図書館であり､ こうした社業や住民に対して直接的に資す

るわけでもない資料の購入に対しては､ ｢満鉄社内からの

誰からも面と向って叱られたことはなかったが､ 随分馬鹿

な買物をしたとの､ 蔭での非難は可なりに喧しかった様子｣
(｢本を盗まれた話 (上)｣) で､ 間違ったら首になる覚悟という

状況であったともいう｡

当時の三千円と言えばたいそうな金額である｡ たとえば

手近の満鉄図書館機関紙 『書香』 ２号 (大正14年) に､ 幣

原坦 『朝鮮史話』 (富山房 大正13年) の書評が載るが､ それ

は531頁もの大著で３円50銭とある｡ そんなことから考え

ると当時の三千円といえば三百万円は下らぬところだろう

か｡ こうしてようやく購入した資料であったが､ ある夜館

内に忍び込んだ泥棒に､ この草稿一式と ｢南洋アンボイナ

におけるオランダ政庁の日本人漂流民虐殺一件記録｣ を盗

まれてしまったわけである｡ 衞藤は大変なことになったと

報道機関などにも報道を控えるように手を打ち､ あれこれ

と気をもんでいるうちに､ 幸いなことにこの資料は無傷で
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図書館にもどることになり､ 犯人も知れることとなった｡

この 『月刊満洲』 の記事はそんな顛末を回想したものであっ

た｡

二

ところで実はこのワイリー草稿盗難の顛末は､ すでに

『学鐙』 (昭和３年６月から８月号) に論述がありそれは昭和15

年滿鐡社員會刊行の 『短檠』 (020.4／Eto) に収録されてい

る｡ この 『学鐙』 版 (昭和３ (1928) 年６月) と､ ここに再録

する 『月刊満洲』 版 (康�６ (1939) 年１月) では､ 細部に少

し異動があり､ また 『月刊満洲』 版の方はイニシアルを排

して実名が挙がっていて事実関係が明らかである｡ そして

掲載雑誌の性格や読者を考慮に入れてのことでもあるのだ

ろうが､ さらにまた発表の場がいわば勝手の知れてきた

｢満洲｣ ということもあって､ この 『月刊満洲』 版の方が

読み物としてうまく仕上がっており読んでいて面白い｡ さ

らにもう一点､ この顛末に見え隠れしているように､ 満鉄

社内にあって､ このような資料収集をめぐる奉天図書館の

位置取りについて､ この 『月刊満洲』 版のほうがいっそう

よく伺われるということも再録の理由のひとつである｡ こ

うした満鉄図書館の資料収集をめぐる満鉄社内での不満は､

実は大連図書館においても同様に存在していたものでもあっ

た｡ このことについて少し触れておく｡

衞藤が康徳６ (1939) 年の時点で ｢随分馬鹿な買物｣､ と

いみじくも語っているように､ 満鉄社内では衞藤の奉天図

書館での集書については批判があった｡ 大連図書館の方で

も古今の漢籍や欧文中国関係図書､ オゾ文庫といわれるロ

シア人による満洲・蒙古・シベリア・中国研究資料なども

収集したのだが､ 大連図書館はといえば満鉄本社の向かい

に位置する満鉄第一の図書館であり､ 社業の図書館として､

満鉄調査部など広範な調査業務に資する図書館という性格

からすれば､ こうした広範な資料収集や蔵書の構成につい

ては､ 社内に不満があったとしても､ まだしも大義は存在

していたといってもよいだろう｡ この大連図書館の漢籍資

料収集については､ 特別予算が付いたのが大正11年・12年

およびそれ以降､ オゾ文庫の購書も大正11年､ 欧文中国関

係図書の収集は大正14年といった時期であった｡ 一方の奉

天図書館のこのワイリー草稿購入は大正10年とあり､ 満鉄

図書館草創期の蔵書構築の時期であったとは言え､ 衞藤渡

満２年後のこと､ 二番手の満鉄奉天図書館でのこの購書は

大したことであり､ ましてやその盗難など､ もってのほか
・・・・・

の事態であった｡

衞藤がこの 『月刊満洲』 に執筆したのが康徳６ (1939)

年､ 満洲での図書館生活も20年を経た時期であり､ 図書館

在職20年の間に ｢名著｣ といわれるものも数多く購入して

きている｡ 奉天図書館では 『奉天図書館名著解題』 を刊行

して内外に資料の紹介をしてきた｡ この ｢本を盗まれた話｣

もそうした時期から回想した文章で､ 結果的には資料も手

元にもどり＜事なきを得たわけであった｡ それゆえこの回

想が当時の状況を正確に映したものであるかどうかは知れ

ぬところであろう｡ ワイリー草稿購入についても､ それを

購入した時期に､ 周囲から実際に ｢随分馬鹿な買物をした｣

と批判されたかどうはわからない｡

さらに昭和14 (1939) 年はと言えば､ ４月には満鉄にい

わゆる大調査部が設けられ､ 昭和12 (1937) 年12月の満鉄

諸機関の満洲国への移譲以降満鉄に残った大連図書館・奉

天図書館にあっても､ 図書館としての自立した地位も奪わ

れて調査部に従属させられようとした時期でもある｡ おり

しも昭和15 (1940) 年４月､ 満鉄社員会の会誌である 『協

和』 には､ ｢図書館の悪臭｣ と題した文章が載り､ 大連図

書館のことを示しながら ｢ただ館長といふ人格を中心に運

営されてきた同館のいはば中世的ギルド的性格｣ はすでに

破綻していると皮肉たっぷりに批判され､ それは奉天・哈

爾浜図書館にも当てはまると述べられた｡ この ｢中世的ギ

ルド的性格｣ の含意するところの大きな部分が､ その館長

の手になる資料収集にあると言ってもよいかと思う｡ 資料

の収集というものが図書館の活動を大きく規定していくか

らである｡

こうしたことを勘案すると､ この 『月刊満洲』 版の ｢本

を盗まれた話｣ は､ 満鉄図書館が大きな変貌を余儀なくさ

れようとしていた昭和14 (康徳６､ 1939) 年の時点で大正

10 (1921) 年の出来事を､ 回想エッセイとして書いたもの

であるということを念頭において読まなければならないだ

ろう｡ そしてだからこそ､ この文章は､ 執筆当時の衞藤の

心境がほの見え､ さらにまた奉天図書館新築当時の図書館

の性格がうかがえ､ 図書館に対する周辺のシンパサイザー

的存在やその発言が細部にわたって述べられた文章となっ

ているのではないかと思う｡ これがここに 『月刊満洲』 版

を採録することの意義である｡
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三

つぎに 『月刊満洲』 への衞藤の寄稿の次第について述べ

ておく｡ これについては 『協和』 昭和11年１月15日号に衞

藤が書いた ｢陽を見るまで｣ に言及がある (衞藤利夫 『韃靼－

東北アジアの歴史と文献』 地久館出版 1984年に所収)｡

それによると､ 昭和９ (1934) 年春ごろに衞藤には､

｢ちょっと背負ひ切れさうもないが､ しかし何とかして是

非義務を果たしたい思ひでひしひしと責めらるゝ稿債が二

つあった｣ という｡ そのひとつが 『月刊満洲』 であり､ そ

の編輯長で社主の城島舟禮に対して何か書かねば済まぬと

考えていた｡ もうひとつの原稿は前満洲国資政局長で 『大

亜細亜』 誌を編輯していた笠木良明に対するものであった｡

これらふたつの稿責に対して書き下ろすことが困難な状況

で､ しかたなく置いたままにしていた旧稿から抜き出して

｢奉天城内から見た奉天会戦｣ と題した原稿を撫順の城島

舟禮に送った｡ 舟禮はこれを組んだが発刊期日に間に合わ

ず､ また分量も多くて編輯上難しいこととなった｡ その結

果組版を舟禮から笠木に譲ることとし､ それが 『大亜細亜』

２巻７号 (昭和９年７月) に掲載された｡ そこに ｢旧稿の一

部｣ であることが記されていたことから増田正雄の尽力で､

その全文がクリスティ原著 衞藤利夫述 『満洲生活三十年

奉天の聖者クリスティの思出 』 (大亞細亞建設社 昭和10年７

月) として誕生することとなったとの次第であった｡

衞藤はこのように城島舟禮とは知己であり､ 撫順と奉天

とは距離的には近いこともあって親しくもしていたのであ

ろう｡ こうしたことから､ 舟禮編輯 『月刊満洲』 への執筆

の責は､ いったん出稿されたものの掲載には至らず､ 中途

半端なものになって終わり､ 舟禮に対する義理は果たされ

ぬままになっており､ それがこの昭和14 (1939) 年に掲載

された ｢本を盗まれた話｣ として結実したのであった｡

笠木良明は大雄峰会を組織して満洲国建国に走った人物

であり､ 城島舟禮は満洲での大衆的な雑誌を長年にわたっ

て編集した人物である｡ このように満洲の地で異なる性格

の雑誌編輯を行なっていた両者が､ この ｢盗まれた本の話｣

をめぐって関わり合いをもちつつ掲載にいたったという経

緯もなにか因縁のようなものが感じられて興味を惹かれる｡

四

『月刊満洲』 誌上における衞藤執筆分および衞藤関連分

は､ いま知れる範囲では､ この ｢本を盗まれた話｣ のほか

には､ 寺田生 ｢新刊紹介 衞藤利夫氏の ｢滿洲生活三十年｣
(第８卷８月號 昭和10年８月)､ 衞藤利夫[述] 文責田村光子

｢裏日本と満洲｣ (12卷第５號 康�６年５月) である｡

寺田生は寺田喜治郎であろう｡ 寺田喜治郎は明治18

(1885) 年岡山県の生まれで東京高等師範学校を卒業し各

地の中学校教諭､ 京都府地方視学､ 大谷大学専門部教授を

経て大正13 (1924) 年11月満鉄に入社した｡ それ以降は満

洲教育専門学校教授､ 撫順中学校長､ 奉天中学校長､ 昭和

11年４月に満鉄奉天第一中学校校長､ 昭和13 (康徳５､

1938) 年11月民生部教育司編審官､ 昭和10年4月文教部教

学司編審部長となった (『満蒙日本人紳士録』 昭和４年､ 『満洲紳

士録』 昭和15年､ 『満洲紳士録』 昭和18年)｡ 昭和７年５月に月刊

撫順社から 『教育を打診する』 を刊行している｡ また寺田

は撫順中学校の国語教員時代､ 教員による国語夜話会を組

織し月二回例会を開催して国語教育の研究につとめた｡

『コドモ満洲』 はこの会の編輯でもあり､ 全満各小学校で

課外読物として絶賛をうけた (城島 ｢身辺雑記｣ 『月刊満洲』 昭

和９年４月)｡ 衞藤利夫[述] ｢裏日本と満洲｣ の文責とある

田村光子は 『月刊撫順』 『月刊満洲』 誌上に婦人論など多

くの論考を寄せている人物である｡

『月刊満洲』 (前身は 『月刊撫順』) はこのように､ 満洲に住

するさまざまな人物の論考などが掲載され､ それらを拾っ

ていくことでさまざまな事柄がみえてくるわけであるが､

｢本を盗まれた話｣ はこの 『月刊満洲』 誌にふさわしく､

衞藤の面目躍如といった感のある文章として仕上がってい

る｡

五

さて ｢本を盗まれた話｣ であるが､ その顛末は本文を読

んでいただくとして､ ここではこの衞藤の回想に登場して

くる人物について､ 知れるかぎりのところを順に述べてお

く｡

〈佐伯好郎〉

このワイリー書簡の価値を衞藤に説いたのは佐伯好郎で

あった｡ 佐伯は明治４ (1971) 年広島県の生まれ｡ 東京専

門学校を卒業後に渡米しトロント大学で言語学を学んだ｡

帰国してからは早稲田大学・東京高等師範学校で教鞭をとっ

ている｡ その後内村鑑三が校長を勤める独立女学校の教頭､

また大正５ (1916) 年からは東京高工で教えた｡ 衞藤と会っ

たのはこの東京高工教員時代のことである｡ この衞藤と会

― 65 ―

右が衞藤利夫 (『第31回全國図書館大會記念冩眞帳』
満鉄学務課図書館係 昭和12年12月)

東京大学総合図書館所蔵



う大正10年までに､ 佐伯は英語の教科書のほか､ 明治44

(1911) 年には 『景教碑文研究』 (待漏書院) を著していた｡

昭和６ (1931) 年からは東方文化学院東京研究所の研究員

を勤めたが､ 当時から景教研究においては名を知られた人

物であった (大村喜吉ほか編 『英語教育史資料 第5巻』 東京法令出

版 1980年)｡ 著作には 『景教の研究』 (東方文化学院東京研究所

1935年)､ 『支那基督教の研究 第1-2巻』 (東方文化学院研究報告､

春秋社松柏館 1943年) などがある｡ なお景教とは中国で盛ん

に布教をおこなったキリスト教ネストリウス派のことであ

る｡

このワイリーを購入する時点で衞藤は､ 謙遜半分だろう

が､ 自分は ｢支那学｣ のことは何にも知らなかったと述べ

ている｡ ｢支那学｣ についてはともかく､ 衞藤は渡満まで

のあいだにロシア文学をはじめ､ ケンペルについての訳述

など多くの訳著を持っており､ 近世に中国・日本など東洋

へと布教や商用・研究のためにやって来た西洋人について

関心を持っていたであろうことは容易に想像することがで

きる｡

またこのワイリーの購書を手始めとして衞藤は東洋学の

勉学も始めたと述べているが､ その通りであったろう｡ そ

してその後も奉天図書館では､ 西洋人宣教師の中国での活

動をめぐる資料を積極的に購入していく｡ また衞藤自身は､

この満洲の地で､ 図書館活動だけなく社会運動においても

活動を展開していくことになるのだが､ 衞藤の満洲でのこ

うした活動のパトスとでも言うべきものには､ この西洋宣

教師の使命感や伝道への意思などと一脈通じるものがあっ

たのだろうと思われる｡ そうしたことを考えあわせてみる

と､ 衞藤にとってこのワイリー草稿の購入および佐伯との

出会いはまことに大きな意味を持ったものであったと言っ

てよい｡ 事実その後も衞藤はこれら西洋人宣教師の中国で

の活動についての資料を奉天図書館に購入し､ それら購入

された資料は､ その後に展観や資料紹介で世に知らしめら

れていく｡ 衞藤の著作として 『奉天図書館名著解題』 と題

され奉天図書館で刊行されたものを挙げれば次の通りであ

る｡

第１冊 ピントの東洋旅行記 昭和５年

第２冊 衛匡国の ｢韃靼戦記｣ 昭和５年

第３冊 南懐仁の ｢満洲紀行｣ 昭和５年

第４冊 李明の ｢支那記｣ 昭和５年

第５冊 ロシアの極東経略遡源 昭和６年

〈橋本喜代治〉

ワイリーの未刊草稿が奉天図書館に到着したとき､ その

記事を書いたのは新聞記者の橋本喜代治である｡ 橋本は明

治22 (1889) 年福井県今立北日野村の生まれ｡ 福井県立武

生中学校を卒業後日本大学に学ぶ｡ 福井市の北日本新聞社

に入社､ 大正元 (1912) 年東京毎日新聞社その後東京毎夕

新聞社を経て大正９ (1920) 年６月奉天毎日新聞社に入社｡

遼東タイムズを起こしたがあらためて昭和４ (1929) 年６

月満洲日報社入社､ 昭和６年４月整理部長､ 11年には満洲

日日新聞社奉天支社長・主幹､ その後経営局次長を経て局

長となる｡ この間奉天日日新聞主幹を兼務｡ 昭和15 (1940)

年4月に退社し蒙疆新聞社華北総局に勤め､ 雑誌 『日本一』

『日本農業雑誌』 の編輯もおこなった｡ 著作に 『日本青年

文庫』 『軍歌物語』 『欧州大戦物語』 『鉄道修養訓』 などが

ある (『満洲紳士録』 昭和12年版､ 『満洲紳士録』 昭和15年版)｡

衞藤がこのワイリーを購入しその盗難にあった大正10

(1921) 年といえば､ この橋本は､ その前年に渡満して奉

天毎日に入社したばかりの30歳過ぎ新入社員､ 張り切って

取材をしていたと思われる頃のことで､ 衞藤とは渡満時期

が前後しており二人は親しくしていたことでもあろう｡ そ

うした交友のさまは､ 文中で ｢今では頭の禿げた｣ などと

軽口をたたいているところからも伺える｡ そんな橋本が､

大正10年のこのワイリー購入時の記事を衞藤の写真入りで

報じてくれたわけだが､ 今回の盗難事件に関しては義理を

立てて口をつぐみ､ 報道を控えてくれたというわけであっ

た｡

〈岸本憲明〉という満鉄奉天図書館の司書についてはいま

詳細はわからない｡

〈末光源蔵〉

末光はワイリー盗難当時の奉天警察署長である｡ 明治11

(1878) 年大分県北海部郡小佐井村の生まれ｡ 明治32 (1899)

年4月台湾総督府巡査､ 38年10月文官普通試験に合格し明

治39 (1906) 年警部補42年警部｡ 44年1月関東都督府に転

任し旅順民政署警務課長､ 大正８ (1919) 年８月鉄嶺警務

署長､ 翌９年11月旅順警務支所署長､ 10年２月関東庁警視

兼外務省警視､ 同年12月営口警務署長､ 11年８月奉天警察

署長となり大正13年11月退任｡ その後奉天において貿易商

を始め､ 奉天温泉会社社長､ 奉天地方委員会議長｡ 従六位

勲六等 (『支那在留邦人興信録』 大正15年､ 『満蒙日本紳士録』 昭和

４年)｡ 昭和７ (1932) 年９月23日死去している (デジタル

版日本人名大辞典Plus http://kotobank.jp/word 2009/12/24)｡ 文中で

衞藤は､ 直接には知らぬが同じ警察官で支那の秘密結社の

研究をしている末光氏の父親ではなかったかと推測してい

るが､ 先の 『満洲紳士録』 などでは末光の子は養子で挙と

ある｡ 衞藤の言及する秘密結社の研究者は末光高義 (『支那

の秘密結社と慈善結社』 滿洲評論社 昭和７年などを刊行) で､ こ

れは別人物かと思われる｡ 末光高義は明治24 (1891) 年愛

媛県東宇和郡の生まれで本籍も同所｡ 高等小学校を卒業後

大正7年警察官となり鉄嶺警察署などに勤務し警部補など

を経て警務局高等警察課情報係主任などを勤め､ 中国の秘

密結社のことなど調査し研究結果を刊行している (『満洲紳

士録』 昭和12年版ほか)｡

〈竹中政一〉

次は当時の奉天地方事務所長竹中政一である｡ ワイリー

盗難にあたって ｢衛籐さん､ あの本は必ず出ますぜ｣ と励

ましてくれ､ そのうえ会社の方の責任は引き受けるからと

のやさしい言葉に衞藤がひそかに涙ぐんだという人物であ

る｡ 竹中は明治16 (1883) 年兵庫県城崎郡新田村の生まれ｡

明治40 (1907) 年４月神戸高等商業学校を卒業し満鉄書記
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として５月に入社｡ 撫順炭鉱､ 運輸部大連駅駅務助手､ 車

掌見習い､ 長春駅助役などを経て大正４ (1915) 年３月運

輸課旅客係主任､ ８年総務部社長室文書課長､ 11年社長室

参事､ 12年奉天地方事務所長､ 13年３月北京公所長､ 大正

15 (1926) 年３月経理部部長を勤めた｡ 昭和10 (1935) 年

７月退職し臨時最高嘱託・銑鉄共販専務・日印通商代表・

協和鉄山副社長・満業理事など歴任した｡ また明治42年９

月から３ヶ月欧米の鉄道鉱山を視察もしている｡ (『支那在

留邦人興信録』 大正15年､ 『満蒙日本紳士録』 昭和４年､ 『満洲紳士録』

昭和15年)｡

〈佐竹義継〉

このワイリー盗難の一件で親身になり心配してくれたの

は当時満鉄本社図書館係主任の佐竹義継氏だった｡ 佐竹義

継は明治22 (1889) 年京都市堺町松原上夕顔町の生まれ､

明治43 (1911) 年東京中学を卒業後哲学館に入学するが退

学し島田重禮の設立した雙桂精舎に学ぶ｡ 京都帝国大学附

属図書館に勤務するが同年の明治43年５月渡満して満鉄に

入社し地方課教育係・学務課図書館係主任参事｡ 図書館担

当として草創期の満鉄附属地図書館の整備に尽力し11月以

降には沿線に図書閲覧場が開設となり､ 閲覧場のない地域

には巡回文庫を編成して巡回させた｡ 著書に 『幕末勤王烈

士手翰抄』 (佐竹義継編 実業之日本社 明治42年) がある｡ また

支那現代の貨幣の研究にも勤しんだようである｡ 昭和５

(1930) 年９月職を辞して満洲を離れて帰国し京都に帰る

も昭和６年１月２日京都で死去､ 51歳という若さであった｡

１月15日には大連で､ ２月１日には奉天で追悼会が開催さ

れた (『満蒙日本人紳士録』 昭和４年､ ｢佐竹義継氏逝く｣ 『書香』 23

号 昭和６年２月｡ なお 『書香』 には満鉄地方部学務課長太田雅夫の

弔辞も再録される｡ 本報告書に所収の佐竹朋子 ｢佐竹義継の事跡｣ を

参照)｡

〈内堀維文〉

ワイリーが発見されたときに衞藤は奉天中学校に講師と

して出講していた｡ この奉天中学校長は内堀維文だった｡

内堀は明治５ (1872) 年熊本県玉名郡南関町の生まれ｡ 明

治31 (1898) 年高等師範学校卒業後同校助教諭兼訓導､ 明

治36年８月現職のまま清国山東省師範学堂総教習として招

聘される｡ 明治42年神奈川県師範学校校長､ その後静岡県・

長野県校長を経て大正６ (1917) 年7月満鉄入社､ 南満中

学堂長､ 大正８年奉天中学校長を兼務｡ 大正12年旅順工科

大教授､ 昭和３ (1928) 年帰国して大東文化学院教授｡ 昭

和８ (1933) 年1月1日死去｡ 著作に､ 『中等教育漢文教授

法』 (金港堂 1903年)､ 『海外雄飛の模範的青年岡本米藏』 (内堀

維文著述 峰間信吉編 大阪教育社 中興館書店 1916年) などがある
(『支那在留邦人興信録』 大正14年､ デジタル版日本人名大辞典Plus ht

tp://kotobank.jp/word 2009/12/24)｡ 昭和７ (1932) 年８月 『書香』

41号所載の ｢満鉄図書館自己紹介その２ 奉天図書館施設

概要｣ に ｢ここ２箇月中に於ける主なる来館者とその調査

研究乃至来館者提唱相談の項目｣ に名前が挙がり､ ｢満洲

国の教育制度起案四庫全書保存方提唱｣ とあり､ 大東文化

学院教授となってからも内堀は奉天図書館に数回来館して

いることがわかる｡

〈植田梶太〉

このワイリー未刊草稿が､ 領事館の廃物処分の売り立て

で､ ｢三八｣ という古物屋に出されていることを通報した

のは､ 奉天浪華通りで骨董店山陽堂を営む植田梶太であっ

た｡ 梶田梶太は明治８ (1875) 年３月岡山県吉備郡菅谷村

の生まれ｡ 明治28 (1895) 年近衛師団に入営､ 次に陸軍戸

山学校に学び､ 義和団の乱で従軍する｡ また日露戦争では

経理部員として広島師団司令部に勤務した｡ 明治40 (1907)

年関東都督府警察官として奉天警察署勤務､ 在職６年の間

に中国語を善隣書院で学ぶ｡ 大正2 (1913) 年退職して書

店山陽堂を開業して図書・雑誌の販売と新聞の取次ぎを行

なった｡ 大正６ (1917) 年には浪華通りに大きな店舗を新

築して営業するも大正11 (1922) 年12月には書店を大阪屋

號書店に､ 新聞雑誌取次販売の権利を弘文堂に譲渡し､ 翌

12年美術店を開いて山陽堂書画骨董店と号した｡ 店の２階

には陳列室をつくって中国古代の美術工芸品のうち数百点

を厳選して展観､ 当地の文化人たちと交流して楽しんだ｡

奉天実業信用組合長・奉天岡山県人会副会長・奉天古物商

組合長・奉天美術倶楽部理事を勤めた｡ 勲七等 (『満洲紳士

録』 昭和12年､ 『奉天二十年史』 昭和２年)｡ 資料の購入や文物の

消息などで日ごろから親しくしていたのであろうそんな交

流が､ この一大事の時にあたって大きな助けを呼ぶことに

なったわけであった｡

〈白崎喜之助〉

骨董商植田梶太の通報で古物屋 ｢三八｣ に出たワイリー

を取り戻すべく店主と交渉を始めた衞藤であるが､ そこへ

通りがかったのは奉天商工会議所議員で後に奉天地方委員

となる白崎喜之助であった｡ 白崎は明治15 (1882) 年福井
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県吉田郡松岡村の生まれ｡ 小学校を卒業後製糸織物業に従

事したが辞して明治35 (1902) 年６月神戸郵便局に勤務､

日露戦争では奉天会戦に参加した｡ 明治39 (1906) 年４月

朝鮮仁川・太田の郵便局に就職､ 明治40年5月退職して龍

山居留民団の書記､ 41年７月関東都督通信管理管理局に転

職し大連・安東の郵便局を経て45年奉天郵便局｡ 大正６

(1917) 年６月辞職して実業に転じ両替商寶泉銭荘を開業､

また奉天駅三等待合所売店も経営｡ 大正10年３月第四区長､

11年６月､ 13年６月と奉天商工会議所議員､ 大正14 (1925)

年10月奉天地方委員などを兼務｡ 勲八等 (『満蒙日本紳士録』

昭和４年､ ｢奉天草分の人々｣ 『奉天二十年史』 昭和２年)｡

六

以上がこの ｢本を盗まれた話｣ に登場してくる人物であ

る｡ このようにして登場してくる人物をみてくると､ 満洲

に渡って間もない衞藤ではあったが､ 当時すでに多くの奉

天の人士と交流があり､ それは官吏や実業家から新聞・出

版関係者までと､ その交流の広さに驚かされる｡ そしてま

たそれらの人物との交友関係のおかげでこのワイリー未刊

草稿なども発見されて無事図書館にもどったというわけで

あった｡

そしてここまでみてきたように､ このワイリー草稿の購

入と盗難､ そして返還へといたるこの一連の出来事は､ そ

の後の衞藤利夫の資料収集にとって､ また奉天図書館の蔵

書構築にとっても大きな意味合いを持つこととなったと思

う｡ それは奉天図書館でのその後の購書や資料展示､ また

資料解題などの形式で刊行された出版活動をみればよく理

解できるところだ｡ そしてまた何よりも､ 『韃靼』 に収め

られた衞藤の､ 中国にやってきた宣教師らの論述にみられ

るその力点の入れ方や共鳴の度合いをみれば､ それはまた

よく理解できるところではないかと思われるのだ｡

附記：『月刊撫順』 『月刊満洲』 のうちでこれまでにみ

ることができたものの目次一覧を､ 科学研究費補助金

(基盤研究Ｃ) 研究成果報告書 『戦前期中国東北部刊

行日本語資料の書誌的研究』 に収載した (右欄に目次)｡

あわせて参照していただけると幸いである｡

(2009年12月20日)

戦前期中国東北部刊行日本語資料の書誌的研究

(研究課題番号 18500190)

(研究期間 平成18年度－平成20年度)

科学研究費補助金 基盤研究(Ｃ)研究成果報告書

平成21年３月

目 次

はじめに－研究の目的と研究経費……１

Ⅰ. 研究成果の概要……５

Ⅱ. 研究成果

１ 論文� 満洲国の出版法制と出版目録 岡村敬二…… ９� 青年図書館員聯盟の図書館革新運動と

｢ファシスト的公共性(圏)｣
―楠田五郎太の ｢動く図書館｣ を中心に― 米井勝一郎… 21� 『月刊満洲』 と竹中英太郎 岡村敬二…… 29

付載：竹中英太郎 ｢滿洲へ行きたがる

－挿絵画家への告別の辞｣ 竹中英太郎… 33

２ 目次一覧� 『新京図書館月報』 目次一覧 米井勝一郎… 41� 『満洲学報』 解題および目次一覧

岡村敬二…… 52� 『興農』 解題および目次一覧 岡村敬二…… 59� 『馬疫研究處研究報告』 解題および第一号目次

岡村敬二…… 62� 『満洲講演』 解題および目次一覧

岡村敬二…… 66� 『滿洲寫壇』 解題および目次一覧

岡村敬二…… 71� 『月刊撫順』 『月刊満洲』 解題および目次一覧

岡村敬二…… 82

３ 訪書記・資料紹介� 瀋陽市図書館訪問記(2006年８月)

岡村敬二……175

資料紹介１ 『満洲国大学専門学校入学試験問題・

解説附､ 入学須知』

資料紹介２ 『新京図書館月報』

資料紹介３ 『東北図書館図書分類表』� 水野梅暁企画にかかる名古屋覚王山日泰寺での

釈迦と玄奘三蔵の遺骨対面式について

(2007年５月) 岡村敬二……185� 遼寧省図書館訪書記(2007年８月)

岡村敬二……188

資料紹介 『塔影』 創刊号満洲国立高等農業学校

校友会� 旧大原農業研究所 (現岡山大学資源生物科学研究所)

訪書 (2008年２月) 岡村敬二……193� 遼寧省図書館訪書記 (2008年８月)

奉天四塔巡覧 岡村敬二……195
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本を盗まれた話 (上)

奉天図書館の蔵書和漢洋を合わせて十萬巻､ これだけ集

めるのに二十年かゝり､ 人生五十年の最も働き盛りの二十

年を､ 主としてその積集のために献げてしまって､ 別に惜

しいとも思はぬが､ 何か一つ位､ これだけのものゝうちに

は､ 世界に類のない､ 他の如何なる大きな図書の集積を以

てするも及びもつかないものはないか？

他から見たらどうか知らぬが､ 自分のミソを云へば､ そ

れ程のものはなくとも､ やゝそれに近いものが､ 一つや二

つはありさうだ｡ 然るに､ その一つ､ 恐らく奉天図書館が

世界の学界に誇示し得べきたった一束の未刊行の手書原稿

を､ マンマと泥棒にしてやられて､ ベソを掻いた話｡

図書館を新築して､ 今のところに引越して間もない時の

ことだったから､ 大正十年の秋だったと思ふ｡ 倫敦のマグ

スと云ふ古本屋から､ アレキサンダァ・ワイリー (漢名､

偉烈亜力) と云ふ支那学者の未刊の遺稿が売物に出た｡ 値

段は三千円と云った｡

だが､ そのときの自分は支那学のことは､ 何にも知らな

かった｡ ―今でも知らぬが､ その頃までは､ 支那学の門前

の小僧ですらなかった｡

図書館なんぞ､ 今でなら 『中央公論』 か 『改造』 か 『主

婦の友』 か 『キング』 と云ったところであらうが､ その頃

流行の豆本の 『猿飛佐助』 か 『自雷也』 でも列べて置いて､

利用者殺到､ 貸出しの数字の昇ること昇ること､ これが即

ち社会教化となん申すものだと､ 顎を撫で廻して居ても結

構図書館屋が勤まった時代だ｡ 読者のあるに任せて時流に

媚びる俗本でも買って置けば何の苦労もないものを年額僅

かな図書費に､ ダイそれた三千円！こいつあ考へさせるワ

イ 何としたものでせうと､ 相談をもちかけたのは､ その

頃､ 折よく奉天に見えた景教学者の佐伯好郎先生だった｡

ワイリーの名で驚いたのは先生の方だ｡ これこそ世界に

二つとない､ 東洋学界の至宝だ｡ 貴下が買はなきや､ 借金

してでもわたくしが買はう｡ 電報でないと､ 他に取られさ

うだと脅された｡

何ぼ時流文学の豆本､ 円本以外には何にも知らぬ自分で

も､ 佐伯先生は､ 世界的の景教学者であると云ふこと位､

薄ボンヤリ乍ら知って居た｡ その優れた学者が､ これ程云

はれるなら大体間違ひはあるまい｡ よし来れ､ とばかり電

報一本でポンと三千円を投げ出したものだ｡ 無論間違った

ら､ 首になる覚悟もして居た｡

この処置については､ その後満鉄社内の誰からも面と向

かって叱られたことはなかったが､ 随分馬鹿な買物をした

との､ 蔭での非難は可なりに喧しかった様子｡

馬鹿な買い物であるか？或は､ この一束あるが爲めに､

奉天図書館は､ 世界の東洋学界に､ 唯一無二の誇りを持ち

得るか？実はその時代の自分には､ 残念乍らそれをハッキ

リ云ひ切る自信がなかった｡ 自信がなくて､ このマヌスク

リプトのお守りが出来るか､ と思ったのが､ そもそも､ 東

洋学なるものを､ 少しでものぞいて置かねばならぬと云ふ

気になった初まりだ｡

× × × × × × ×

それから十八年の年月が流れた｡ こゝで､ ワイリーの東

洋学､ 特に支那学に於ける造詣がどんなものであり､ その

未刊原稿が､ 如何に此界の珍宝であるかを､ クドクドしく

云ふのはやめる｡ その代りに､ 自分か今日に於てもこの買

い物を悔いては居ない｡ 満鉄会社の図書費を､ 無意味に使っ

たんぢゃないと､ それだけ云へばいゝと思う｡ それどころ

か､ 蔵書二十萬巻は､ 他にこれをまた集める人はあらう｡

が､ ワイリーの原稿のみは､ 断じて再び入手出来ない｡ 自

分が支払った図書費のうちで､ これが最も有意義な使ひ方

だったと､ 今では確信を以て云ひ切ることが出来る｡

だがこれは当時に於ける自分の識力から獲たものではな

い｡ 偶然買った原稿が､ 案外な掘出し物､ 未刊原稿の筆者

が､ 歳月を経るに従って､ その真価を発揮する程の､ 実質

のある大物であったことは､ 天が自分に幸ひしたんだと云

ふより他はない｡ 彩票が当たったやうなものだ｡

ところが､ それ程の､ 唯一無二の原稿を､ 図書館の陳列

箱から､ 一夜キレイに泥棒に持って行かれてしまったので

ある｡ 泣いたって地団駄踏んだって追っつくこっちゃない｡

この一束の未刊原稿が奉天に着いた時は､ 可なりにジャー

ナリズムが躍って､ ビッグニウースとして取扱った｡ 今は

｢満日｣ に納まって､ 頭が禿げて､ 斯界の老大家見たいに

落ちついて居る橋本喜代治君が 『奉毎』 の陣営で颯爽たる

記者振り､ 自分で原稿も書く､ 編集もする｡ 工場に油だら

けになって植字もやると云った風に､ 若い元気で張り切っ

て居た時分で､ 僕のポート・レート入りで､ その未稿本の

事､ おまけに三千円也と云ふ値段にまで吹聴に及んだもの

だ｡ 春秋の筆法でいえば､ このニュースの取り扱い方によっ

て､ 橋本君等その他の新聞人が､ 何者かをして奉天図書館

からその原稿を盗ませた､ と云ふことにもなりさうだ｡ イ

ヤ､ ハヤ｡

今こそそんな冗談を言ふが､ その時はそれどころぢゃな

かった｡
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(『月刊満洲』 第12卷１號 康�６ (1939) 年１月､ 同第３號 同年３月)

衞藤 利夫

������������������������������������������������������ ���������� ����������������������������������������������������������������



たしか大正十一年の初冬だったかと思ふ｡ 何かの用があっ

て城内に行って帰って来た｡ 城内で､ 無闇に沢山の烏が飛

んで居たことを憶えて居る｡ 館に行くと､ 総員色を失って

居る｡ 特に閲覧室の方を担任して居た責任者の岸本憲明と

云った青年なんぞ､ 死人のやうな顔をして､ 殆どあがって

しまって居る｡

自慢で､ 陳列棚に並べて置いたその原稿本が､ 根こそぎ

無くなって居ることが発見されたのだ｡ 棚はガラス戸で､

施錠してあったが､ 釘かナイフかで､ その錠をこじ開けた

跡がある｡ 恐らくその前夜に､ 何者かが館内に忍び入った

のであろう｡

岸本以下の震え上って居る館員から､ 盗難報告を一と通

り聴き終ると､ 僕は､ 何と云ふこともなしに 『安心し給へ､

この本は出るよ｡』 と云った｡

確信があったわけでもないが､ 自分と､ 並びに同僚に対

するその気休め､ 慰め､ と云ったやうな気分もあって､ そ

うハッキリと云ってしまった｡ 云って仕舞ったあとで､ 本

当に､ 必ず出て来さう気がした｡

それから直ぐ図書館を飛出して､ まづ新聞記事を止めに

かゝったローカルでは 『大陸』 『奉毎』 『奉天』 の三新聞､

その他､ 『遼東』 と 『満日』 の支社にも廻り､ 『大朝』 『大

毎』 にも駆けつけて､ 事情を具して､ 記事は発表して貰は

ぬことにした｡ 皆､ 平素心易く交って居た間柄で､ 僕の苦

衷を諒として､ 新聞には書かぬことにして呉れた｡

それから､ 柳町の日吉町にあった当時の奉天警察署に行っ

て､ 末光源蔵と云った当時の署長さんに､ 被害の事情を詳

しく話した｡ そして､ 善処して貰ふことにした｡

末光君が､ あとで退官して､ 満鉄の地方委員になった時

僕も同期の一員で､ 何かと世話になったりなられたり､ 日

本の中央政府に対する当時の対満策の革新運動などでは､

同志として働くことになったのであるが､ その後病を得て

故人になった｡ 直接には知らぬが､ やはり警察官で､ 支那

の秘密結社の研究をして居られる末光さんの先考ではなかっ

たかと思ふ｡

警察は出来るだけの手配はしたらしい｡ 新聞は黙々とし

て何も書かない､ その静まり返った世間が､ 自分には､ 身

を切られるやうにつらい｡

ところで､ 今一つの問題は､ 満鉄会社へ対する事務的の

手続きをどうしたものか？何ぼ何でも､ オメオメと盗まれ

ましたなどと報告が出来るものではない｡ 況してや､ 多大

の反対あるべき形勢を押し切って､ 独断で買ったあとだっ

たものを｡

その時の奉天地方事務所長は､ 今日の満業に居られる竹

中政一氏である｡

地方委員連の宴会があって､ 粋山に招ばれた時だった｡

こちらは客､ 竹中さんは主人側､ 酒席が大分乱れた頃､ 竹

中さんが僕の膳の前に来て､ 献酌し乍ら向ふからその盗難

一件を云ひ出した｡ 知らぬと思って居たのはこちらの迂闊

で､ 実は竹中さんは何も彼も知って居た｡

｢衛籐さん､ あの本は必ず出ますぜ､ 世界に二つないも

のが､ 盗まれ放しでありやうはない｡ 僕は巴里のルーブル

でダ・ヴィンチの ｢モナリザ｣ の前に､ 低徊これを久しう

したことがあるので､ よく憶えてるが､ あとであの画が盗

まれたと､ これは日本に帰ってから聴いた｡ ｢名画の行衛？｣

は､ そのころ世界大戦中に拘らず､ 全欧の耳目を衝動させ

たものだったが､ たうとう国境の山を越えて向ふから出て

来たぢゃありませんか｡ 図書館で盗まれたのも､ この世に

二つなきものと云ふのが強味だ｡ 慌てずゐらっしゃい｡ 今

に出て来ますよ｡ 会社の方はわたくしが責任を引受ける｡

出さえすりゃ､ それでいゝんだから｡｣

自分は､ 明るい座敷の眩しい燈影に顔をそむけて涙を呑

んだ｡

が､ そのうちにそのユニークなものだからと云ふことを

力綱にして､ それに一縷の望みを託して居た自分､ を打ち

のめすやうなことが起こった｡

この本を盗んだものは､ 外人ではない日本人だ､ 日本人

なら必ず東京に持って行って､ 金にしようとするんであら

う｡ 自分は一図にこの蔵品の､ 一応の行き先は東京とばか

り睨んで居た｡ 東京で金に代らうとする時､ こちらの綱に

引かゝるんだと､ かう思って居たのに､ その東京が大正十

二年秋の大震災で､ 神田本郷の図書の世界が全然潰滅､ 帝

大図書館を筆頭に､ ありとあらゆる貴重書も､ 時流本も､

典籍幾千万巻が尽く灰燼に帰した｡

ワイリーの原稿も､ 東京に持って行かれたら､ 世界無二

もヘッタクレもあったものぢゃない｡ 紅蓮の焔に焼かれた

んだ｡ 自分にはそれから､ 暗澹たる絶望の可なりに長い月

日が続いた｡ (続く)

本を盗まれた話 (下)

自分が初めて満洲へ来たのは大正八年の七月末､ 世は大

戦後好景気の絶頂にあった時代で､ 特に大連や奉天では大

小の一夜成金が簇出､ 人の心も足どりも､ 最も浮はついて

ゐる頃だった｡ 最初大連に来て､ 今日の大連図書館の洋書

の一部担当者として､ その年の暮まで事務室の片隅に黙々

として働いて居た｡ この初めての満洲生活半ケ年の間にヒ

ドク自分を不愉快にしたものは､ 運悪くも自分が接した限

りの大連の商人が､ 無論例外もあるが､ 概してサッパリ当

にならぬと云ふ印象を受けたことであった｡ 註文や約束の

時間を間違へる､ 品物を取り違へる､ 請合ってゐたことを

スッポかす｡ これが､ 財界の不自然な上げ潮に加ふるに､

その場だけのバツを合わせればいいと云ふ所謂出稼ぎ根性

と云ふ奴もあって､ 時代も悪いが､ 満洲に居る日本人と云

ふもの､ これでは実に困ったものだと思はせるものがあっ

た｡

大連に於ける初めての年の暮に､ しきりに註文を取りに

来るから正月の餅を約束した｡ が､ いくら催促しても､ た

うとう大晦日の夜の十二時を過ぎても持って来ない｡ 明け

て元日､ 初めて餅のない正月をした｡ あまりに欲張って註

文を背負ひ込んだ餅屋が､ 苦しまぎれに､ 何の挨拶もなし
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に引きはづしてしまったものと後で知れた｡ これは一例だ

が､ すべてがさう云ったやうな調子で､ 今まで東京で接し

てゐた小売商人に較べて､ 目立ってこの土地の人々には誠

意がないと思はせるものがあった｡

大正九年の二月に､ 奉天の図書館を今度拡大強化するこ

とになったから一つ行ってやってくれないかと相談をうけ､

その八日に奉天に来た｡ これが自分の第二の故郷である奉

天入りの初めだ｡ ところがその年の暮れになって､ またし

ても一寸不愉快な目に会はされた｡

図書館のことだから､ チョイチョイ印刷物を出すので､

一二の印刷屋さんが出入りしてゐたが､ たしか十二月だっ

たと思ふ｡ と云ふのは､ 年賀郵便と名刺を註文したから､

左様憶えてゐるのであるが―仮の名を笹野と云ふことにし

て置く―先代まで印刷業を相当にやってゐたのが､ 今度代

替りになった印刷屋の若主人なる瀟洒たる美青年が図書館

にやって来て､ 何かやらして呉れと云ふ｡ 店は十間房にあ

ると云った｡ 父の遺業を継いで家を興すつもりだなど､ 一

と通り身の上話みたいなことをした｡ それでは､ 差当り図

書館の印刷物はないが､ 正月も近いから､ 年賀葉書と名刺

各幾百枚と､ 物が物だから堅く日限を限った註文を出した｡

これが､ 前の年の大連の餅と同じことで､ またしても暮れ

にも正月にも間に合わず､ 本人は､ それっきりいたちの道
・・・

と来た｡ 笹野と云ふ印刷屋の青年との関係はそれだけで､

あとは路傍の人となった｡ が､ 当時の奉天は今日と異なっ

て､ そこの村の衆の噂は､ 個人的な関係がなくとも､ 村の

人々の耳にはよく入った｡ 聴くともなしに聴いたところに

よると､ 笹野印刷店の若主人は放蕩に身を持ちくづして､

金に窮した果て詐欺取材とか何とか云った罪名で奉天の領

事館警察に入れられてゐたが､ 獄中で肺病を発して死んだ

と云うことだった｡ その青年には､ 母親が居て､ 息子が死

んでからか､ その前からか､ 何でも十間房に女髪結をして

居た｡ 全く孤独の生活だったと見えて､ 或る年の夏､ その

髪結さんの家が､ 隨分長い間閉め切ったまゝになってゐる

ので､ 近所の人々が外から戸を開けてはいって見た｡ 皆が

ビックリしたことには､ 髪結さんは死んで死体が�爛して

居て､ 他殺か自殺か､ 病死かすら検定の仕様がなかったと

云うことである｡ 何でも七八月の､ 暑い盛りであったかと

思ふ｡ 一時奉天のグロテスクな猟奇事件として村の噂になっ

たが､ それも一時､ 死因もうやむやのうちに型の通り七十

五日で忘れられた｡ 自分なんぞもその当時､ そんな風評を

新聞で見て､ すぐ忘れてしまったくらゐで､ これがワイリー

盗難事件と関係さへなくば､ 今頃は根こそぎ知らないこと

になってしまってゐるところだった｡

ワイリーの原稿は何時まで経っても出て来さうにない｡

東京の大震災後は流石の自分も殆ど絶望して居た｡ 盗難事

件は､ 世間一般には知れなかったが､ 本の関係筋には､ 遠

い東京や大阪あたりまで､ 例えば丸善なんかの人々や､ 学

界の或る方面には知られてゐた｡ この事で一番親身になっ

て心配してくれたのは､ 当時満鉄本社の図書館係主任で､

今は故人となってゐる佐竹義継氏だ｡ 佐竹さんはよくよく

思案に余ったと見えて､ 大連で占いをしたところが､ この

本は近まはりにある｡ そして盗んだ奴はその仕末に困って

ゐる､ と云ふ占が出たと言って､ 自分に手紙で云って来た

こともあった｡

今は奉天一中と云ふことになってゐるが､ その時分の奉

天中学校は､ 今の校舎の新築が出来て程なくで､ 校長は内

堀維文さん―この人も故人になったが､ その内堀さんから

頼まれて､ 時々中学校に授業の手伝ひに行って､ 怪しげな

英語か何かを教へることもあった｡ ある日､ その英語の授

業中に､ 玄関で､ 急に人が会ひ度いと云って来てゐると､

小使君が知らせに来た｡ 来訪者は浪華通りの山陽堂さん､

植田梶太君だ｡ 山陽堂さんはもと本屋さんで､ 途中から浪

華通りの店を大阪屋に譲って､ 自らは骨董屋をしてゐたが､

もともと本屋さんではあるし､ 城内あたりの旧家の珍異な

本の出物でもあるとよく知らしてくれたりした｡ いつかも､

何とか云ふ満洲旗人か何かのドラ息子が､ 支那の監獄にう

ち込まれてゐる｡ それを救ひ出すのに金が要るから､ 家宝

の貴重書を売りたいと云ふからと云って､ 慌たゞしく自分

に相談をもって来た｡ 今度もそんなことぢゃないかと思っ

て､ 教室の生徒をそのまゝに､ 白墨だらけの手をして､ 階

下に降りてみると､ 山陽堂さんがいきなり ｢図書館で何か

大変貴重なものが失くなりはしませんでした？｣ と云ふ｡

｢失くなりました､ 西洋人の書いた原稿本です｡｣ ｢左様で

せう｡ フルスカップのノートや帳簿のやうなものですが､

それが今春日町の三八と云ふ古物屋に出て居ます｡ 今朝､

領事館の廃物処分の売り立てゞ､ 三八さんがセリ落して持っ

て帰りました｡ 私はチラとそれを見たんですが､ 図書館で

何か失くなったことはうすうす聴いて居りましたし､ 図書

館でゞもなけりゃ､ あんなものはありっこないと思ったも

のですから､ すぐ駆けつけましたが､ こちらだと云ふこと

で､ 御授業中にお呼び立てしまして…｡｣

｢有難う｡ 植田さん､ 恩に着ますよ！店は三八ですね？｣

と駆け出さうとする自分を抑えて､ ｢これは同業者仲間の

ことですから､ 私が内報したことは内々にして置いて下さ

い｡｣

｢承知しました｡ 決して御迷惑は掛けません！｣

と云ふや否や､ 自分は前を通る洋車に飛び乗って､ 急き立

て急き立て僅かの距離の春日町の三八に駆けつけた｡

いきなり店の扉を排して入ると､ 目の前に､ 今売り立て

から運んできたばかりの､ 十数巻のワイリーの原稿が､ う

づ高くそこに積まれてゐるではないか！

自分は､ この時の自分の気持ちを､ 何と云って説明して

いゝか判らぬ｡ だが､ 店の人にはなるだけ自分が泡食って

る様子を気取られぬやうにしなければと思ひ思ひ､ ドキつ

く胸を抑えて､ そこの主人に交渉を開始した｡

｢これは城内の居留民会の処分品でしてね｡ それ何時か､

十間房の髪結で､ 殺されたか､ 病死したかわからぬ事件が

あったでせう｡ あの家が死に絶えてしまったものですから､

家の中の品物を民会が､ 領事館で競売にしたんです｡ これ

は何でも､ 地下室の石炭箱の中に入って居たものださうで､

私どもには何にも解りませんが､ このビッシリと何百枚も

書いてある横文字の､ 丹念な書き方を見て､ 普通の帳面類
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ぢゃないと､ そこは商売ですね､ ピーンと来たのです｡ 反

古の値段にしちゃ少し高く買ったんです｡｣

で､ 自分は､ 実はこれこれとワイリー盗難の一件を話し

た｡

｢そんな訳ですから､ 貴方に儲けさせたいけれども､ 私

が自分でお手数料だけ払ひますから､ 図書館の為に､ これ

をこのまゝきれいに譲って下さい｡｣

丁度そこへ､ 見知りごしの白崎喜之助と云ふ当時の奉天

の地方委員の一人が来たことを憶えてゐる｡ はたから話の

内容をきいて､ 白崎君も一緒になって､ 店の親爺さんを口

説きにかゝった｡ 結局僅かな金を払ってこゝに目出度くワ

イリーは図書館の書架に還った｡ もう陳列棚は懲り懲りで､

爾来陳列棚には展覧に都合のいゝものは置くが､ かけがへ

のないものは平日は置かないことにしてゐる｡

このことを後で警察署長の末光君に話すと､ ｢左様か､

やはり彼奴がやったのだったのか｡｣ と如何にも残念さう

に云った｡ こゝで署長の所謂彼奴というのは､ 云ふまでも

なく牢死しした美青年のことだが､ それは前後の事情から

の推断であって､ これだけではその男が当の真犯人とは云

へぬかも知れぬ｡ それから犯罪の動機だ｡ これを金にする

つもりだったのか､ 意趣か､ 他に用途があったのか､ それ

も判らぬ｡

× × × × × × ×

兎もあれ､ 自分はこのことを思ひ出すと､ この場合は植

田梶太さんであるが､ 人間の深切と侠気と云ふものが､ こ

の世に於てどんなに有難いものであるかを､ シミジミと思

はせられるのである｡ (終)
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奉天第一中学の前身である奉天中学校 (絵葉書)

奉天城の城壁に沿って走る路面電車 (絵葉書)

奉天春日通りのにぎわい｡
満鉄附属地で､ 現在の太原北街 (絵葉書)

奉天駅から左側に伸びる奉天浪速通り｡
満鉄附属地で現在の瀋陽市中山路 (絵葉書)



出張初日､ お昼前に秋田県立図書館に着いて､ 戦前期台

湾の 『台南市立台南図書館要覧』 などを閲覧した｡ これら

台南市図書館の要覧のいくつかは､ 管見の限りでは当館に

しか所蔵がない｡ 今回の基盤Ｃの科研課題 ｢戦前期外地で

活動した図書館員に関する総合的研究｣ で､ 外地の図書館

職員の事歴を調査するために一度みておきたかった資料で

ある｡

今年夏前に､ これら外地図書館の沿革史や要覧の類のリ

ストを作成し､ その所在機関を調べ当館に複写を依頼した

のだが､ 戦前の資料については原則として閲覧のみである

こと､ その上で他館に所蔵のなさそうな３冊の 『要覧』 に

ついては､ 担当の情報サービス班スタッフがご親切にも目

次を示され､ 必要最小限の複写については検討してみると

のご連絡をいただいていた｡

そうしたこともあり今回､ 鹿角市毛馬内の内藤湖南の墓

所・史蹟の巡覧､ 『月刊満洲』 の幾冊かと外地図書館の要

覧類も所蔵している岩手県立図書館の訪書を計画して､ ま

ず秋田県立図書館から､ と考えたのであった｡

図書館のカウンターで取り置いていただいていた資料を

受け取り閲覧した｡ 事前に照会していたことなのだが､ デ

ジタルカメラでの撮影であれば､ 当日の申し込みでも可能

であるとのことで､ 当図書館に隣接する文書館の会議室で

必要な部分を撮影させていただいた｡ これらの資料には何

れも､ 台南市立図書館から秋田県立図書館への ｢寄贈の記｣

があり､ この図書館が戦前期から活発に活動していたこと

がよく理解できる｡

必要な資料の閲覧を終えて､ 当館の沿革史も見ておこう

とおもい､ 『秋田県立図書館沿革誌 昭和５年』 や 『100年

のあゆみ－秋田県立図書館創立100周年記念誌』 を拝見し

た｡ 前身の書籍館としての開館は明治13年で､ 開館当初の

蔵書は和漢洋の図書合わせて976冊､ 来館者は533名であっ

たという｡

その後秋田師範学校内に移って学校附属となるが､ 15年

に独立し秋田書籍館となる｡ しかしながらこの秋田書籍館

も明治19年廃館となった｡ そして待望久しい県立図書館は､

明治32 (1899) 年にようやく秋田県公園二ノ丸東南に開館

したのであった｡ 初代館長は秋田県立第一尋常中学校長武

田安之助､ 翌年第二代館長に佐野友三郎が就いた｡ 佐野は

巡回文庫実施についての意見書を県に提出して巡回文庫を

実施する｡

佐野は明治36年に山口県立山口図書館へ転出となったが､

その後も図書館は活発に活動を展開し､ 明治42年には､ 平

田篤胤の自筆資料を購入し､ 昭和4年には篤胤の孫にあた

る盛胤から､ 篤胤著書の版木の寄贈を受けるなど､ 堅実に

蔵書も充実させてきた｡ このように歴史ある図書館である

ことや､ 堅実な活動ぶりから､ 外地の図書館がその刊行物

を配布する場合に配布先リストに加えられて､ こうした資

料の寄贈を受けたのであろう｡ 寄贈資料が充実している図

書館は､ 結果的に蔵書の幅も厚みも出て､ 図書館の実力を

高めることとなるものだ､ との印象を持ったことだった｡

おしりも同じ２階の特別室で､ ｢秋田県立図書館貴重資

料展｣ が開催されていて､ これも拝見した｡ 『羽州久保田

大絵図』 などとともに､ 平田篤胤 『霊能真柱』 やその版木

が展示されていて､ その思いをいっそう深くした次第であっ

た｡ (2009/11/04記)
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寄贈の記 (『台南市立台南図書館要覧 昭和９年』)
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夕刻に秋田から鹿角市に移動して大湯で一泊し､ 翌朝9

時に毛馬内の鹿角市先人顕彰館を訪れた｡ 先人顕彰館は､

鹿角ゆかりの先賢についての資料を収集し､ それら先人の

事績を顕彰する施設で､ 資料館・博物館の機能を持った機

関である｡ 鹿角の顕彰館では､ 内藤湖南と和井内貞行を中

心にその業績を展示しているが､ 地域にゆかりの人物や業

績､ 関連の事象について顕彰しつつ地域の精神的活性化を

はかろうとするこうした活動はまことに貴重なものである

と思う｡

今回訪問前に鹿角市の観光交流課と連絡をとって資料の

請求をしたところ､ ご担当の淺利裕子氏から観光資料とと

もに顕彰館の案内なども送っていただき､ 来館時に何でも

質問をしてくださいとのありがたいご返事をいただいてい

た｡

内藤湖南の墓所は､ よく知られているように京都鹿ケ谷

の法然院にある｡ 私事にわたるがわたしの義理にあたる叔

父の墓所が法然院の新墓地にあるのでよく詣でる｡ また大

学でのフィールドワーク授業や所属する近代京都研究会の

巡検でも ｢掃苔｣ ということでたびたび訪れている｡ また

わたし自身の研究の関連では､ 満洲国建国時の文化事業に

大きな役割を果たした日満文化協会の有力なメンバーであ

る内藤湖南や濱田青陵の墓所もある｡ 日満文化協会という

のは､ 昭和８年10月に創設された満洲国文化事業の協議機

関で､ その役員は日本・満洲国両国の学者・役人らから構

成された｡ 湖南は､ その晩年に病苦をおして協会の常任理

事に就任し､ 満洲国側の､ 古い知友でもあった羅振玉を向

こうにまわして協会の役員人事や事業の策定および実施に

ついて尽力をした｡ こうしたこともあり､ 法然院の墓所を

詣でるたびに､ 内藤湖南生誕の地である毛馬内にも一度は

訪れてみたいと考えていたのであった｡ そして今回念願が

かなって毛馬内を訪れることができたわけである｡

朝９時過ぎに先人顕彰館に到着すると､ ほどなく十和田

史談会副会長の木村大作氏が館に出向いて来られた｡ 観光

交流課の淺利氏が顕彰館にお話を通しておいてくださった

のだろう｡ 顕彰館の館長が関西大学に出張の由で､ 木村氏

にわたしとの対応をお願いしてくださっていたのであった｡

木村大作氏は､ この毛馬内の地で長く日用雑貨からガソ

リン､ セメントまで扱った木村商店を経営してこられた方

である｡ 大作氏のご尊父は大正期に毛馬内の絵葉書を､

｢木村商店制作｣ として刊行された篤志家でもあられる｡

その絵葉書は顕彰館に寄贈されていてそれらも拝見したが､

往時の毛馬内の様子を知ることのできるたいへん貴重な歴

史資料となっている｡ こうした地域の篤志家による慈善的

奉仕的な活動はまことに貴重で得がたいことである｡

その木村氏から､ ｢史跡案内｣ と題された要を得た解説

附の地図や内藤家の系図､ 新聞記事 ｢古い地図でまち歩き

毛馬内 上・中・下｣ (『秋田さきがけ』 2009年７月19日・７月26

日・８月２日) などをいただいて説明を受けた｡ そしてまた

おまけに車でご案内をいただけるという｡ まことにかたじ

けない次第となったが､ ありがたくご好意をお受けするこ

ととして､ 内藤湖南の史蹟を中心に案内をしていただいた｡

ここで当日にまわった史蹟のいくつかを報告しておきたい

と思う｡

｢内藤湖南先生誕生地｣ 碑は顕彰館からすこし下った地

点にある｡ この顕彰館の建っているあたりは､ 古町と称さ

れる柏崎新城のふもとにあたり､ 落ち着いた武家屋敷のた

たずまいである｡ 湖南の生誕地のこのあたりは砂場 (すなっ

ぱ) と称され､ 家屋は､ 湖南の曽祖父官蔵が享和年間に建

てたものである (三田村泰助 『内藤湖南』 岩波新書 昭和47年 289.

1/Mit)｡

湖南は慶応２ (1866) 年に十湾内藤調一の次男としてこ

の毛馬内砂場の家で生まれた｡ 生まれたのは二間か三間の

小屋で物置として建てられた離れ屋敷であった (内藤湖南

｢我が少年時代の回顧｣ 『學海』 第１巻第１号 昭和19年６月～７月､

『内藤湖南全集 第２巻』 所収)｡ 本宅を十湾の叔父に占拠され

ていたためである｡ 内藤家は代々南部藩の世臣桜庭氏に仕

える家柄であった｡ 湖南は短い期間をここで過ごしている｡
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内藤湖南生誕の地 毛馬内を訪ねて 2009年10月27日 (火)
付載 ｢大阪府立中之島図書館大阪資料・古典籍室小展示

大阪府立図書館展覧会の歴史－図書館ものがたり その１｣

岡村 敬二
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｢内藤湖南先生誕生地｣ 碑 (2009年10月27日)



三歳のときに戊辰戦争が起こり明治維新となる｡ 内藤家が

仕える南部藩は会津側の幕府軍として参戦､ 佐竹秋田藩領

内に侵攻するも敗退する｡ 南部氏は朝敵となり領地を削ら

れ内藤家をはじめ鹿角の士族は士籍を失うこととなった｡

維新後の廃藩置県・行政区画整理によりこの鹿角は秋田県

へと編成されることになり､ 明治の時代､ 鹿角毛馬内にとっ

ては厳しい出立となった｡

なお碑の左に建つ説明の碑文によれば､ この碑は道路拡

張事業により約20メートル東方の現在地に移築したとある

ので､ 実際の生誕地はすこし西の方角にあったということ

であろう｡

この生誕地の近くにある仁叟寺には､ ｢戊辰戦之碑｣ ｢日

露戦之碑｣ ｢日清戦之碑｣ ｢支那事変之碑｣ と四基の石碑が

建つ｡ そのうち内藤湖南撰文のものは真ん中の二基 ｢日露

戦之碑｣ ｢日清戦之碑｣ である｡

その背後の墓地に､ ｢内藤天爵先生墓｣ ｢十湾内藤先生墓｣

｢湖南内藤先生遺髪塔｣ と内藤家三代の墓所がある｡ 湖南

の墓碑に遺髪塔とあるのは､ 湖南が京都法然院に葬られた

あと､ 遺髪が故郷の毛馬内に送られ､ 祖父天爵・父十湾と

共に葬られることとなったことによる｡ 法然院の墓所をめ

ぐるたびに毛馬内の墓所を詣でたいと願っていたことがよ

うやく叶った｡

仁叟寺は､ 明暦3 (1657) 年に当時の城主毛馬内氏に代

わって柏崎館に入った桜庭氏の菩提寺であり､ 宮古から移っ

てここに建立された寺である (『毛馬内 毛馬内町割り四〇〇年

物語』 毛馬内町割り四〇〇年物語祭り実行委員会編刊 平成20年８月)｡

仁叟寺では境内の紅葉もすでに色づいていて､ 国道沿いの

山門から入ると風情のあるたいそう美しい寺であった｡

仁叟寺から内藤湖南旧宅 ｢蒼龍窟｣ に向かう｡ この旧宅

は柏崎新城の丘陵に建つ｡ 柏崎新城は慶長12 (1607) 年に

完成､ 城主毛馬内政次は旧城である當摩館 (とうまだて)

から引き移ってここに城を構えた｡ 蒼龍窟は湖南の父十湾

が明治13年湖南15歳のときにこの新城本丸横に建てたもの

である｡ 十湾はここで郷里鹿角の歴史を著し明治40年３月

に三餘堂蔵版 『鹿角志』 (291.24/Nai) を刊行した｡ 家屋は現

在改築されて内藤家ゆかりの方がお住まいであるが門は当

時のおもかげを残し､ 吉田晩稼書・十湾刻の扁額 ｢蒼龍窟｣

が架かっている｡

扁額を書した吉田晩稼は天保元 (1830) 年長崎生まれ｡

江戸に出て高島秋帆に蘭学と兵学を学んだ｡ 明治維新に山

県有朋の秘書､ そして陸軍大尉となりその後書家に転じて

いる｡ 靖国神社の石標や天王寺の本木昌造記念碑を書いた

人物である｡

さてこの蒼龍窟の隣には十湾がむすんで学びを深めた学

堂三餘堂がある｡ この三餘堂は､ 京都の東三本木､ 鴨川の

西岸にある頼山陽水西荘の山紫水明処を模したものである

とされる｡

十湾は敬愛する頼山陽の山紫水明処を､ 明治40年11月初

旬に京都帝国大学文科大学講師に就いた湖南とともに訪れ

ている｡ この京都来訪で十湾は､ 湖南の案内により山崎闇

斎 (墓所黒谷) の贈位報告祭､ 梁川星巌五十年祭 (墓所南禅

寺塔頭天授庵) に列席し宴に臨んで､ 京都帝大の教官らと

｢愉快ニ情懐ヲ吐露｣ した｡ そして年来 ｢欽慕｣ してきた

頼山陽山の紫水明処に湖南とともに参観に訪れる｡ 建物は

たいへんに小さいものであるが ｢風流洒然脱俗絶塵｣ で他

日これに擬して一小書室を建てて老後の勉学に励みたいと

考えて湖南に図を描かせている (内藤調一 『漫遊記 避寒紀行』

明治41年6月 本学蔵 291/Nai)｡ 湖南はこの三餘堂､ 蒼龍窟の

建つ高台から眺めた光景を次のように詠じている｡

吾の家､ 爽丘の上に在り､ 而して下平田に臨む､ 五宮､�狭間､ 諸嶽蒼翠軒に入り､ 而して遥碧八幡平に連なる

を望み､ 米白川の三源流､ 三方より来りて､ 雄神雌神の

両絶壁の間に会流し､ 練を抱くの色､ 眼底に在り 庭隅

一老松､ 斜に眼界を遮断す､ 是れ郷に帰るの時､ 毎に数

里の外より望で以て家門の標識と為す所也｡ 醇庵の隠居､

何如の景なるを知らず､ 其の衡門茅屋の新居を想ふ毎に､

又郷思を?觸して､ 神百七十里の外に飛ぶを免れず｡

三田村泰助はこの光景が､ 京都帝国大学を退官した翌昭

和２年８月に湖南の移り住んだ瓶原恭仁山荘から木津川を

眼下にし､ 遠く春日山を見晴るかす光景と驚くほどよく似

ていると述べている (前掲三田村泰助 『内藤湖南』)｡

また案内いただいた木村大作氏のご説明では､ 以前はこ

の高台から小阪川や大湯川を望むことができたといい､ 湖

南が木津川を見晴らすことのできる瓶原恭仁山荘に移り住

んだのも､ それがこの三餘堂からの眺望と似ていて湖南の

気に入ったからであろうとお話された｡ 木立が茂って少し
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仁叟寺山門

内藤湖南撰文 ｢日露戦之碑｣ ｢日清戦之碑｣



見晴らしがわるくはなっているが､ 実際に立って見晴らし

てみると､ その光景は湖南にとって忘れがたいものであっ

たろうということは想像できるところだった｡

蒼龍窟と道を隔てた地点には十湾の私塾 ｢育焉亭｣ があっ

たという｡ 十湾が小学校の権舎長になりこの地に居を得た

もので､ それは小学校の分教場とも少年らを教育した塾で

あるともされる｡ 今では碑だけであるがここで十湾は後進

の教育にあたった (前掲内藤湖南 ｢我が少年時代の回顧｣)｡

このたびこの内藤湖南旧宅の横に湖南の胸像が建てられ

た｡ わたしが訪問した10月28日にはちょうど台座を造って

いるところであったのだが､ その10日ほど後の11月８日に

完成なって除幕式が行なわれている｡ 木村大作氏がお送り

くださった 『北鹿新聞』 (11月９日) によると､ 寄贈した

のは毛馬内出身の医師で東京毛馬内会前会長木村博氏との

ことである｡

蒼龍窟を後にして､ 古舘と称されることとなった旧の城

跡当摩館を案内していただいた｡ 桜庭氏に変わる前の毛馬

内氏のご子孫たちが建てられた ｢毛馬内氏発祥の地｣ の碑

が建っている｡

ここでいったん鹿角市先人顕彰館にもどり､ 近くの食堂

で昼食をすませた｡ そして午後はしばらく毛馬内の町をひ

とりで散策してみた｡ 木村さんに案内をしていただいた仁

叟寺の記念碑や墓所をもう一度歩き､ さらに午前中に拝見

した木村商店刊行の絵葉書にある町通りを歩いて毛馬内の

往時をしのんだ｡

湖南生誕地の碑が建つすぐ近くの国道282号線沿いには､

私立立山文庫が残っている｡ この文庫は､ 立山弟四郎 (て

いしろう､ 慶応３年生まれ) が､ 自身の収集した蔵書約１万巻

をもとに大正２年11月､ 私立 ｢立山文庫｣ を開設して住民

にもひろく貸出をはじめたものである｡ 弟四郎の死後､ 遺

言により蔵書を毛馬内町に寄付して､ 昭和21年４月 ｢立山

文庫継承毛馬内町立図書館｣ として発足し､ 昭和30年４月

｢立山文庫継承町立十和田図書館｣､ 現在は､ 昭和47年４月

の合併による鹿角市発足により ｢鹿角市立立山文庫継承十

和田図書館｣ となった (鹿角市ホームページhttp://www.city.kazun

o.akita.jp/kakuka_folder/library/lib-top.jsp 2009/12/17)｡

湖南は､ 昭和５年にこの立山文庫のために､ ｢宛委山｣

の扁額を書いている｡ この ｢宛委山｣ の来歴は次のようで

ある｡

中国古代の禹は鯀の子どもであるが､ その父親鯀は水害

を治める事ができないことを理由に帝尭により追放され入

水自殺した｡ 禹はその父の後を継いで治水の事業にあたる

ことを命じられ､ 全国を歩いてひたすら治水事業に努めた｡

しかしながら治水作業に充分な効果を生じさせることがで

きなかった｡ そして思慮を重ね 『黄帝中経歴』 を調べるこ

とで､ 九山東南に宛委山 (天柱山) という山があり､ その

宮殿に赤帝が住んでいること､ そしてそこに一冊の書物が

あり､ その書物は大きな石で覆われていること､ そしてこ

の書物は黄金の簡札が使われていて青い宝玉で綴られた文

字がかかれていること､ その文字はすべて浮きあがって見

えること､ などを知った｡ そこで禹はこの山に登ったが閲

覧することは叶わなかった｡ 禹はひどく悲しみそして眠っ

てしまったがその夢枕に少年が現れ､ 自分は山神の使いの

ものである､ いまはまだこの書物を読むことは叶わないが､

黄帝厳嶽の下で心の不浄を清め身を戒めなさい､ そうすれ

ば三月の庚子の日に山頂に登って石をはがすとそこに黄金

― 76 ―

内藤湖南旧宅 ｢蒼龍窟｣

蒼龍窟あたりから大湯川を望む

立山弟四郎創立の立山文庫



の書物が見つかることであろう､ と告げた｡ 禹は山を下り

て少年の言の通りに行ない､ 告げられた日に宛委山に登る

と､ 少年のお告げのとおりに書物が在り手にすることがで

きた｡ そしてそこに書かれている黄金の簡札の文字を読み

内容理解して､ ようやく治水の方法を会得することができ

た､ というものである (｢呉越春秋越王無余外傳第六｣ 『増補中国

史学名著第123集合編』､ 訳は ｢[1] 歴研会巻六越王無余外傳｣ http://0b

bs.jp/no5/m/233/ を参照した｡ 2009/12/18)｡

聖人禹がこうして苦労して秘密の書物を手に入れ業績を

残すことができたとの故事をもって､ 湖南はこの立山文庫

を ｢宛委山｣ になぞらえ､ 得がたい書物が積み重なってい

る文庫として ｢宛委山｣ と揮毫して扁額としたのであろう｡

毛馬内の町の散策を終えて先人顕彰館にもどり､ 展示を

改めて見学した｡ 三餘堂を模した学堂には扁額が架けられ

また小坂川の流れが窓から望むようにと写真が設えらてい

た｡ 親切にご案内をいただいたこともありよい勉強をする

ことができた｡ そして顕彰館で昭和56年３月から刊行され

ている内藤湖南先生顕彰会 『湖南』 誌を創刊号から揃えで

購入して辞することとした｡

毛馬内を案内くださった木村大作氏が南十和田の駅まで

送ってくださるというので､ これもご好意に甘えてお願い

することにした｡ そして顕彰館の展示で見る事ができた神

田喜一郎撰文 ｢内藤湖南先生頌徳碑銘｣ を現地で見学した

いと申し出て､ 駅までの途次､ 十和田中学校の入り口の頌

徳碑を案内をしていただいた｡

この碑にある湖南 ｢日進無疆｣ の揮毫は 『書論 第13号

内藤湖南』 に載る｡ また同誌には､ ｢此ノ毛馬内ハ我国近

代ノ碩学トシテ名聲寰宇ニ�キ内藤湖南先生ガ生誕セラレ

シ地ナリ｣ で始まる神田喜一郎の撰文 大里武八郎書の碑

銘原稿が掲載されている｡

十和田南の駅まで送っていただき､ 駅前の和井内貞行の

胸像をみて､ 列車に乗り込んだ｡

木村さんにいただいた新聞のコピーや､ 館で購入した

『毛馬内』 を読みながらその歴史を勉強しつつ盛岡に向かっ

たことであった｡

十和田史談会副会長木村大作氏､ 観光交流課の淺利氏裕

子氏､ 鹿角市先人顕彰館のスタッフの方々にたいへんをお

世話になった｡ この先人顕彰館の今後のいっそうの充実と

発展を祈念し御礼を申上げたいと思う｡

2009/11/03
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神田喜一郎撰文 ｢内藤湖南先生頌徳碑銘｣

立山文庫石碑の側面
｢世の人の用ふるなくば千万の書をつむともかなひなからまし｣
と読める

頌徳碑の湖南揮毫 ｢日進無疆｣



図書館開館前後のこと

この府立図書館は､ 大阪図書館という名称で明治37年３

月１日に開館した｡ 建物および資料整備のための基金は住

友第15世吉左衛門友純の寄贈によるものであった｡

明治初期大阪の図書館関連の施設はというと､ 大阪舎密

局 (明治２年開講､ 以後幾多の変遷を経て蔵書を含め京都

の三高に移った｡ 碑文が谷町四丁目交差点東にある)､ 大

阪府書籍館 (明治９年､ 小学校に附設)､ 府立博物場 (同

年開設､ 蔵書は一部当館に引継ぐ)､ 愛日文庫 (明治５年､

山片家寄贈､ 和漢の貴重書多数) などが存在していたが､

規模からしても､ 公開性 (閲覧券が必要ではあったが) か

らしてもこの大阪図書館の開館は待望久しいものがあった｡

開館してから１カ月間の一日平均閲覧者は253人､ ほか

に館内見物も50人ばかりいたという｡
１. 大阪書籍館 『大阪名所独案内』 明治15年 378-1022

２. 大阪府立博物場 『浪花大阪名所』 明治35年 378-756

３. 明治期図書館関連年表

４. 開館当時の大阪図書館 『大阪朝日新聞』 明治37年3月16日

５. 開館当時の図書館日誌 (館資料)

開館時に第１回展覧会

さて､ 展覧会である｡ 当館の第１回の展覧会は､ 開館２

カ月後の５月14日に開かれた｡ 市内の蔵書家30名によびか

けて ｢珍奇書｣ 350点の出品を得た｡ 稀覯図書の展覧会で

あった｡
６. 『大阪図書館第一回図書展覧会列品目録』 (館資料)

７. 第一回展覧会当日の日誌 (館資料)

８. 『大阪図書館第二回図書展覧会列品目録』 (館資料)

当時の展覧会は､ このように､ 普段あまりみることので

きない第一級の資料を､ 館外の有志から借り受けて公開・

展示をおこなう､ いわば眼福を得る､ という性格のもので

あったようだ｡ なお当館で展観のあった明治大正期の主要

な展覧会については､ 多治比郁夫 ｢大阪府立図書館の展覧

会｣ 『大阪府立図書館紀要』 第３号 (のち多治比郁夫 『京阪文

藝史料』 (『日本書誌学大系 89(1-5)』 青裳堂書店 2004年 に所収)

を参照していただきたい｡

当時の展覧会の背景－ ｢人文会｣

これら開館当初に開催された展覧会のうち､ 明治42年11

月の ｢稀覯図書展覧会｣ 以降数回にわたる展観は､ 大阪図

書館を会場として開かれた ｢人文会｣ という会合に合せて

開催されたものであった｡

戦前期の展覧会の多くは､ こうした､ 当館の図書館長を

まじえた文人たちの交流を軸として開催されたものであっ

た｡ あとででてくる昭和10年開催の ｢恭仁山荘善本展覧会｣

もそうした展観のひとつであった｡

それではここで､ いささか迂遠なみちのりとなるが､ こ

うした展覧会の背景をなしていた ｢人文会｣ や ｢近畿図書

館倶楽部｣､ そして大阪図書館開館当時の図書収集に大き

く寄与した鹿田松雲堂のことを少しみておく｡

開館時から古書の収集については大阪の古書店鹿田松雲

堂が力をつくした｡ そして開館記念にと店主鹿田静七は

『論語』 を寄贈している｡ これは正平19 (1364) 年の刊行

で､ 当館の貴重書のうちでも依然として第一級のものであ

る｡

その古書店鹿田松雲堂の周縁には内藤湖南 (東洋学者､ 名

虎次郎､ 朝日新聞記者からのち京都帝国大学教授) や幸田成友 (経

済史家､ 大阪市史､ 大塩平八郎などの研究家)､ 島文次郎 (京都帝

大図書館長)､ それに今井貫一 (当館初代館長) らが集い､ 書

籍の収集をめぐって ｢暗闘｣ をくりひろげていたという｡
９. 『古典聚目』 １号､ 『書籍月報』 『古典聚目』 解題 031-91

こうした交流を背景に､ 明治42年9月4日､ 大阪の文化を

語り合う会として､ ｢人文会｣ が結成となり､ 当館を会場

として開かれた｡ 来会した人たちは､ 西村天囚､ 渡辺霞亭､

永田有翠､ 水落露石､ 角田浩々､ 木崎好尚､ 鹿田静七らで､

座長は今井館長､ 会の常務に木崎と上松寅三 (当館司書) が｡

選出された｡

例会ごとに講演がもたれ､ この第一回の会合では､ 木崎

好尚 ｢篠崎小竹の伝｣､ 小山田松翠が ｢大阪演劇の創始時

代｣ と題して話があった｡

第二回の ｢人文会｣ は同年の11月14日｡ このときの講演

会で西村天囚が､ 懐徳堂のこと､ 生田南水が暁鐘成につい

て語っている｡ この会には島文次郎京都帝国大学図書館長

も参加している｡ そして第二回の会合から､ 関連図書の展

示がおこなわれ､ それが以降の慣例となった｡ さらにこの

席上で､ 天囚が懐徳堂記念会の設立を提案し､ それがきっ

かけとなり､ 明治43年９月27日､ 発起人会を開催､ 記念会

が発会することとなる (以上は多治比郁夫 ｢大阪人文会覚え書｣

『なにわづ』 72号 による｡ のちに前掲の多治比郁夫 『京阪文藝史料』

に所収)｡

このときの展覧会のことを宮武外骨が 『このはな』 に書

いている｡ 第三回の人文会に合わせ開かれた､ 大阪の風俗

に関する展覧では､ 木崎好尚の蔵本 『夜長草紙』､ 大丸呉

服店の蔵本 『装束記』 が珍書であろう､ と記している｡ 各

界で興味を惹いたであろうことがうかがわれる｡
10. 明治42年11月の稀覯図書展覧会当日の図書館日誌 (館資料)

11 . 『このはな』 第３枝 571-76

この時期明治42年から44年の間に開催された展覧会は､

この ｢人文会｣ に合わせて開かれた稀覯図書展覧会を含め

るとなんと９回に及んでいる｡ 開館当時の意気込んだ雰囲

気を感じ取ることができようか｡
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(参考)
大阪府立中之島図書館
第2回大阪資料・古典籍室小展示
｢府立図書館展覧会の歴史－図書館ものがたり｣

その１
平成８年６月17日～７月30日



もうひとつの背景－ ｢近畿図書館倶楽部｣

また､ この明治時代中頃は京阪神の図書館の開館ラッシュ､

図書館の創設期にあたっていた｡ 京都府立図書館は明治31

年､ 京都帝大図書館は明治32年､ 当館が明治37年と､ その

開館の時期をほぼ同じくし､ 各館および各館館長は競って

資料の収集にあたった時代であった｡ さきの鹿田松雲堂の

古書をめぐっての ｢暗闘｣ もそのひとつのあらわれである｡

そうしたなか､ 図書館を会員とし､ その館務の報告・研

究を目的とした団体 ｢近畿図書館倶楽部｣ の結成が呼びか

けられた｡ その呼びかけ人は､ 新村出 (京都帝大図書館長)､

湯浅吉郎 (京都府立図書館長)､ 今井貫一 (大阪図書館館長) の

三人であったといわれる｡

それは大正２年のことで､ 発会式は９月21日にもたれた｡

この発会の経緯には､ さきの ｢人文会｣ による交流や人脈

のほかに､ 明治32年から活動をはじめた ｢関西文庫協会｣

(機関紙は 『東壁』) も深く関っていた｡

この会合は当館を会場としても開催されている｡ 会場の

当番となったときにかならずしも展覧会を開催したわけで

はないが､ 昭和３年５月26日の19回総会は中之島公会堂が

会場で､ 会終了後当館主催 ｢和漢本草図書展覧会｣ の見学

がおこなわれている｡ (この近畿図書館倶楽部については､ 仲田

惠弘 ｢近畿図書館倶楽部 (近畿図書館協議会) 事歴稿｣ 『大阪府立中

之島図書館紀要』 17号を参照)｡

12､ 13. ｢和漢本草図書展覧会｣ 昭和13年 (館資料)

｢恭仁山荘善本展覧会｣

こうした､ 京阪の図書館風土を背景として､ 昭和10年３

月26日には､ ｢恭仁山荘善本展覧会｣ が開かれた｡ 恭仁山

荘とは京都相楽郡瓶原村の内藤湖南の居宅である｡

内藤湖南は慶応２年､ 南部藩の陪臣儒者の次男として生

まれた｡ 政教社同人､ 『日本人』 の編輯を経て朝日新聞社

記者｡ 明治40年､ 京都帝国大学文科大学に史学科が設けら

れるにともない狩野亨吉に招かれて講師､ のち教授となる｡

狩野直喜とともに東洋史の京都学派を築いた｡ 昭和９年

に湖南は亡くなったが､ その旧蔵書がここ府立図書館で展

観されたというわけである｡ 今井貫一館長らとの交友がこ

の展観を実現させたのであった｡

湖南はその蔵書を､ 明治32年に一度焼いている｡ その蔵

書のうちには､ 明治29年大阪の朝日新聞社を退社して東京

へもどる際､ 船で送ったという千余冊も含まれていて､ そ

の書物のほとんどが鹿田松雲堂で購入したものであったと

される｡ 湖南は､ 没後数万巻の書物を遺したが､ それらの

書物のうち多くの善本は､ 明治33年からふたたび大阪の朝

日新聞ですごした６年間に鹿田松雲堂から購入したもので

あった｡ その善本が当館で展観されたというのも､ なかな

か因縁めいたものを感じる｡

さて､ 展観は､ 氏の遺蔵書から約100部を選んで､ 昭和

10年３月26日から28日までの３日間開催された｡ 目録は76

頁のものが作られたが､ 展観を記念して 『恭仁山荘善本書

影』 と名付けられた豪華な図録も刊行されている｡
14. ｢恭仁山荘善本展覧会｣ へのご案内 図書館日誌 (館資料)

15. 『恭仁山荘善本書影』 (21－76)

16. 恭仁山荘善書斎での内藤湘南 『内藤湘南全集』 第11巻 (330－

347)

17. ｢恭仁山荘善本展覧会｣ の芳名録 (館資料)

これらの書物は､ 昭和13年､ 一括して武田家に譲渡され､

杏雨書屋に収められた｡ この恭仁山荘善本の譲渡にあたっ

て､ 羽田亨京都帝国大学教授 (昭和11年から第四代附属図書館

長) が､ 同附属図書館の司書官を退任した山鹿誠之助 (昭

和12年退任､ 山鹿素行の子孫) にその解説書の作成を依頼し､

それは昭和14年12月に完了して武田家に渡された｡ 昭和60

年になり､ この山鹿の解説を付して､ 『新修恭仁山荘善本

書影』 が刊行されている｡

そこには､ 羽田亨のご子息明氏が杏雨書屋館長として

｢序｣ と ｢内藤湘南博士と恭仁山荘善本｣､ そして ｢山鹿誠

之助氏略伝｣ を書いておられる｡ こうした書目や解題作成

を担った影なる存在に対しても忘れず紀念される羽田明氏

の姿勢にはこころより敬意を表したいと思う｡
18, 19, 20. 『新修恭仁山荘善本書影』 (012－83)

21. 『大阪府立中之島図書館九十年』

羽田明氏は､ ｢山鹿誠之助氏略伝｣ の最後にこう記して

いる｡

氏の遺稿 『恭仁山荘善本解説』 の公刊に際して､ 内藤博

士と山鹿氏との関係を顧みて､ 因縁の不可思議を覚えるこ

と切なるものがある｡

この山鹿は､ 新村出館長のよき補佐役であったし､ その

新村はさきの ｢近畿図書館倶楽部｣ に幾度か参加している｡

山鹿も新村に伴いこの図書館に幾度かやってきたのかもし

れない｡ 府立図書館の展示を機会に､ こうした､ 書物を巡

り書物に集った人びとの交流をあわせて考えてみると､ ま

ことに､ 書物を巡る ｢因縁の不可思議｣､ 数奇な運命を覚

えることしきりといわねばならない｡

注

これは､ 筆者が大阪府立中之島図書館に在職中､ 大阪資料古典籍室

において担当した小展示の解説として作成し配布したものである｡

今回の ｢内藤湖南生誕の地 毛馬内を訪ねて 2009年10月27日｣ とそ

の想いを一にしているのでここに再録した｡ なお字句など少し訂正

をおこなったがほぼ当時配布したものである｡ この展示の期間は､

平成８年６月17日～７月30日であった｡

｢図書館ものがたり｣ とあるが､ 当時筆者が担当した他の展示はつ

ぎの通り｡

第６回 木村蒹葭堂関連展覧会の歴史－図書館ものがたり２

(平成８年12月３日～12月27日)

第12回 当館初代館長今井貫一の事蹟－図書館ものがたり３

(平成９年７月１日～８月15日)

第16回 図書館草創期の図書寄贈－図書館ものがたり４

(平成10年１月10日～2月14日)

なおこの小展示は現在もなお大阪資料科の閲覧室において継続して

開催されホームページに紹介されている｡
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盛岡巡覧

ひとりで訪書や巡覧に出ると､ 夕食後その日に巡った図

書館や史蹟のメモを作成してしまえばあとは寝てしまうだ

けである｡ そうすると翌日は朝早くに目が覚めるので必定

早朝にその町を歩いたりすることになる｡ 今回も盛岡の町

を朝６時ごろから歩いてみた｡

盛岡という町には約40年前に､ 岩手大学の学寮を起点に

して五能線に乗って一周したり､ 岩手山に登り八幡平に抜

けたり､ 『遠野物語』 の早池峰山に登ってみたりと､ 若気

のいささか感傷的な旅行をしたことがあるのだが､ 盛岡の

町をゆったりと巡ったことはない｡

本学の授業で､ 京都フィールドワークと称し､ 京都の史

蹟や墓所､ そして古木や明治・大正期の建物､ 文学作品の

舞台などをよく回ったりするが､ この盛岡においても､ そ

うしたフィールドワークの参考のためにと思い､ 当日早朝

に近代建築や古木､ 文学史蹟を歩いてみた｡ ルートだけを

示しておくとつぎの通り｡
｢紺屋町番屋｣ …1913 (大正２) 年に盛岡消防分団として建てら

れた｡ 望楼がすばらしい｡

｢盛岡信用金庫 (旧盛岡貯蓄銀行)｣ …昭和２年の建造｡ 葛西萬

司 (1863～1919) の設計｡ 昭和初期のモダニズム建築とされる｡

｢岩手銀行中ノ橋支店 (旧盛岡銀行)｣ …中津川の畔に建つ｡ 明

治44年建造でこれも葛西萬司の設計である｡ 宮沢賢治が ｢岩手

公園｣ で詠っている｡

｢ござ九｣ …ござや畳などを扱う商家で1816年 (文化13年) の創

業｡ 間口が広く豪商であったことがよく知れる｡

｢鬼の手形｣ …あるとき悪事をはたらく鬼が現れ､ 村人が困惑し

三ツ石様にこの鬼の退治をお願いした｡ すると三ツ石様は悪鬼

を捕まえて大きな三つの石に､ 以後悪事を働かぬ､ との約束を

させて手形を押させた｡ これが岩手の由来という｡

｢石割桜｣ …盛岡地方裁判所の敷地内にある｡ 花崗岩の割れ目か

ら生い茂るエドヒガンザクラ､ 樹齢360年という｡ 国の天然記

念物

｢盛岡城跡公園｣ ｢桜山神社 (烏帽子岩)｣ …盛岡城は南部氏の居

城である｡ 石垣も壮大立派なものであった｡ 石川啄木や宮沢賢

治もこの城を好み作品に残している｡ そこには桜山神社もある｡

明治維新の戊辰戦争で幕府軍として戦った南部氏は維新後に盛

岡城を廃城とされこの桜山神社はいったん他所へ遷ったが戦後

にこの地に再び遷座した｡ 本殿うらに大きな岩が祀られてある｡

｢石造十六羅漢､ 五智如来｣ …盛岡藩の飢饉による死者供養のた

め天然和尚が発願して嘉永３ (1850) 年宗龍寺内に建立された｡

寺は維新後に廃され､ 現在は ｢らかん公園｣ として講演の中に

祀られている｡

｢正食普及会 (旧井弥商店)｣ …黒漆喰の土蔵造り｡ 呉服問屋の

跡という｡

『月刊満洲』 と蔵書印

宿舎に戻り朝食をすませて９時過ぎに岩手県立図書館に

入る｡ 岩手県立図書館では､ 今回の科研調査として､ 戦前

期台湾の図書館要覧類の閲覧と､ 城島舟禮編輯・刊行 『月

刊満洲』 の閲覧を予定した｡ 後者は､ 昨年の科研 ([基盤研

究Ｃ ｢戦前期中国東北部刊行日本語資料の書誌的研究｣､ 平成18年よ

り３ヵ年) の 『報告書』 において解題および目次を掲出し

たものだが､ 該館の 『月刊満洲』 で筆者未見のものが数冊
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あり閲覧をした｡ この未見分 『月刊満洲』 の追加の目次作

成 (未作成のものは､ 第11巻２号, 第11巻６号, ７号, 10号) につ

いてはいずれ取り掛かるとして､ ここでは､ この図書館所

蔵 『月刊満洲』 寄贈の来歴について今回知ることのできた

ことがらを報告しておきたいと思う｡ まず該館が所蔵する

『月刊満洲』 は､ つぎの通りである｡
『月刊満洲』 第11巻1号, 2号, 4号 昭和13年1月, 2月, 4月 3冊

合綴 292.25/ゲ１

『月刊満洲』 第11巻6号, 7号, 10号 1938.6～1938.10 3冊合綴

292.25/ゲ１

『月刊満洲』 第12巻1号, 4号, 8号 康徳6年1月～8月 3冊合綴

292.25/ゲ１

これらの雑誌のうち､ 表紙に所蔵者の蔵書印が押されて

いたのは次のものであった｡
第11巻 1号 …印はない｡

第11巻 2号 …ペン書き ｢金子定一氏寄贈 昭和13年4月｣､ 変形の

丸印 ｢銀杏荘印｣｡

第11巻 4号 …変形の丸印で ｢銀杏荘印｣

第11巻 6号 …丸印横書き ｢銀杏荘／13.6.16／盛岡市仁王小路｣

第11巻 7号 …丸印横書き ｢銀杏荘／13.7.14／盛岡市仁王小路｣

第11巻10号 …丸印横書き ｢銀杏荘／13.10.20／盛岡市仁王小路｣

第12巻 1号 …丸印横書き ｢銀杏荘／14.1.15／盛岡市仁王小路｣

第12巻 4号 …縦長角印縦書きで ｢盛岡市仁王小路／小林茂雄｣

第12巻 8号 …丸印横書き ｢銀杏荘／14.7.19／盛岡市仁王小路｣

この丸印は銀杏荘の受け入れ印､ 角印は蔵書印である｡

銀杏荘というのは､ 盛岡で医院を開業していた小林茂雄と

いう人物の学荘で､ そのように称していたものである｡ そ

して小林はそれぞれの雑誌に､ 受け入た日付や蔵書印を丁

寧に押印していたと思われる｡

小林茂雄の事績

小林茂雄には､ その孫にあたる高氏が編集された 『銀杏

荘春秋記』 (小林茂雄 [著]・小林静一 [著] 小林高 [編] 盛岡

小林高刊 1991.3 185p) がある｡ 岩手県立図書館の郷土資料

コーナーで閲覧した 『銀杏荘春秋記』 の ｢あとがき｣ に

よれば､ 編者高氏の祖父小林茂雄は､ 仁王小路で産婦人科

医を開業し､ その子息静一､ 孫にあたる高氏との産婦人科

医院は三代にわたって引き継がれてきた｡ 仁王小路はその

後に中央通りと改称となったが､ 茂雄が植えた銀杏の木は

今も枯れずに生き続けているという｡ この ｢あとがき｣ に

より､ 茂雄が号した ｢銀杏荘｣ の由来も､ 仁王小路という

のが中央通りの旧地名であったこともよく了解する事がで

きた｡

それではこの小林茂雄の履歴をもうすこし詳しくみてお

きたい｡ 『銀杏荘春秋記』 の年譜および 『岩手百科事典』

『岩手人名辞典』 によればつぎのとおりである｡

小林茂雄は明治19年６月生まれで盛岡中学から仙台医科

専門学校 (現東北大学医学部) に進み卒業｡ 盛岡中学のこ

ろには花郷と号して一級上の石川啄木とともに短歌グルー

プ ｢白羊会｣ を結成し歌を詠んでいた｡ 啄木の ｢近眼にて

おどけし歌を詠み出でし茂雄の恋もかなしかりしか｣ に出

る ｢茂雄｣ はこの小林であるとされる｡

また医科専門学校時代には､ 魯迅と同級でもあった｡ 医

専卒業後は､ 盛岡市の工藤医院に勤務､ その後大迫町で開

業し大正５年仁王小路で開業する｡ 大正13年から１年半ウ

イーンで病理学を学び､ 帰国後は順天堂病院､ 東北大学法

医学教室および産婦人科教室で研究した｡ 昭和３年秋田県

大館病院婦人科部長､ 同年５月医学博士 (東北大学) の号

を受けた｡ 昭和５年盛岡市仁王小路でふたたび開業し､ の

ち盛岡市医師会長､ 岩手県医師会長､ 盛岡市市会議員など

を歴任し昭和27年８月３日死去した｡ 墓所は盛岡市法華寺

である｡

小林茂雄と石川啄木・魯迅との交友については茂雄の子

息小林静一が ｢父と啄木・父と魯迅｣ と題した章のなかで､

｢父茂雄と“カンニング”｣ ｢父と魯迅｣ ｢父茂雄の思い出｣

として語っている (前掲 『銀杏荘春秋記』)｡ ｢父茂雄の思い出｣

では､ 茂雄の毎日の丹念な新聞スクラップ作業の様子が述

べられており､ その几帳面な性格が語られる｡ このスクラッ

プというのは大正の初めから作り始めた新聞などの切り抜

きで､ 昭和になってからは文芸・科学・社説などと系統的

に分類されてあるという｡ これらの新聞の束について故人

の遺志では岩手県立図書館に寄付したいとの意向であった

と書かれているが､ 如何なる次第になったのであろうか､

この件について今回は確認できていない｡ また銀杏荘に所

蔵されていたかもしれなぬ他の書物の行方についても､ 今

回は調査できていない｡

金子定一の事績

さて 『月刊満洲』 の寄贈の経緯について述べなければな
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『月刊満洲』 第11巻第2号表紙
左上に寄贈のメモがある
(岩手県立図書館所蔵)



らない｡ 『月刊満洲』 第11巻第２号 (昭和13年２月) の表紙

には､ 変形の丸印 ｢銀杏荘印｣ と押印されていて､ 左上の

空白部分にペン書きで ｢金子定一氏寄贈 昭和13年4月｣ と

ある｡ これは小林のメモで､ この雑誌が金子定一から寄贈

されたものであることを示している｡

『岩手百科事典』 『岩手人名辞典』 『満洲紳士録』 などに

よれば､ この金子定一は明治18 (1885) 年生まれ｡ 盛岡中

学時代の友人に石川啄木がおり､ 小林茂雄と同様白羊会の

同人､ 細越夜雨の闇潮会の同人でもあった｡ つまり小林と

金子は盛岡中学で一緒であったわけだ｡ 号は磧鼠､ 香寧児｡

陸軍士官学校・陸軍大学校卒を業後､ 歩兵第三十一連隊､

金沢連隊区司令官､ 第八師団参謀､ 朝鮮軍司令官部､ 関東

軍司令部､ 陸軍士官学校中華民国学生隊長､ 陸軍大学校教

官､ 満洲国協和会首都副本部長､ 新京将校会会長､ 新京実

務学校長と満洲で軍関係の要職を歴任する｡ 昭和12年退役

後は､ 県郷友連会長､ 奥羽史談会会長を勤めた｡ 昭和17年

衆議院議員に当選している｡ 『雑文クラブ』 『月刊郷土』 な

どの編輯もおこなった｡ 著作として 『金子大佐特別講義速

記録』 (宮崎高等農林学校 1932)､ 『甲子革令政変記 日華纏綿

金子定義文集 明治廿一年中の叙事評論』 (金子定一全集刊行

会編 1959 開発クラブ 第14巻第４号 金子定一集 第２)､ 『世界戦

国と満洲国民』 (満洲帝国教育会 1941)､ 『成吉思汗の子孫が

赤化するまで』 (支那事情社 1927)､ 『東北太平記の梗概と原

註私註 在鮮終戦日記抄』 (金子定一全集刊行会編 1958 開発クラ

ブ 第12巻第10号 金子定一集 第１)､ 『日本民族の大陸還元』
(千倉書房 1939) がある｡ 昭和35年4月30日に死去し墓所は

盛岡市円光寺である｡

こうして､ 小林茂雄と金子定一の履歴をみてみると､ 金

子は盛岡中学で小林の一年上にあたることがわかる｡ そし

てともに啄木の白羊社の同人で､ 文学に関心を持っていた｡

小林は仙台で医学を学び盛岡で開業し､ 金子は外地に出て

軍の仕事に邁進した｡ この二人が多感なりし旧制中学時代

に短歌の会の同人として活動していたことから想像すると､

この交友関係は親密でその後も続いていたと考えていいだ

ろう｡

小林茂雄宛の金子定一はがき

該館所蔵の 『月刊満洲』 第11巻第２号 (昭和13年２月号)

には､ 満洲国新京市興安大路に住まう金子定一から ｢医学

博士 小林茂雄｣ に宛てたはがき (あて先は盛岡市日影門外小

路となっている) がはさまっていて､ 雑誌とともに図書館に

寄贈されていた｡ この葉書の消印は､ ｢新京中央 5.3.28｣

と判読できた｡ ｢5.3.28｣ は､ 康徳５年３月28日､ つまり

昭和13 (1938) 年である｡ この文面を読むと､ 『月刊満洲

二月號』 を一度お送りしたと思うが届いていないといけな

いのであらためて送ること､ この号には貴兄 (小林茂雄)

の ｢名文｣ が収載されているが､ 同時に自分の ｢迷文｣ も

掲載されていること､ 御目塞ぎであるが満洲でのことであ

り御目こぼしを願いたい､ そして博士号の肩書きについて

は承知せず失礼を申上げた､ といった内容である｡

この 『月刊満洲』 11巻２号には､ 確かに金子少将 ｢世界

の至宝と言はれる日本女性とその反省｣ が24pから32pまで

長文で掲載されており､ さらに小林茂雄の ｢魯迅と藤野先

生｣ が見開き2ｐで収載されており､ このはがきの内容を

裏付けている｡ この小林茂雄 ｢魯迅と藤野先生｣ には､

『月刊満洲』 編集長城島舟禮が､ 小林の文章を再録するに

あたって付された編集部注とでもいうべき但し書きが掲載

されている｡ この文章により金子と小林､ そして城島と金

子との交友も推し量ることができるので次に引用しておく｡
先達て某閣下を官邸にお訪ねしたところ､ いいものがあるから

君に上げようといって､ 書斎に大事に仕舞っておられたらしい書

き物を下すった｡ それがこの 『魯迅と藤野先生』 (十二年四月二

十四日河北新聞所載を炭酸紙で清書したもの) である｡

附記 改造社の 『大魯迅全集』 中にある訳者増田渉氏に宛てた

魯迅の書簡を御紹介する｡ 『十一月二十五日の御手紙は到着しま

した｡ ｢某氏集｣ (魯迅選集を指す) は全権にてやりなさい｡ 私に

は別に入れなければならないと思うものは一つもありません｡ 併

し ｢藤野先生｣ だけは訳して入れたい｡ …下略｡』 (城島)

この小林茂雄の小論には､ 仙台医科専門学校時代の同級

生周樹人 (魯迅) のこと､ ｢藤野先生｣ である藤野厳九郎

とその後のことなどが記され､ 当時なお福井県の片田舎で

診療所を開いて地域の人びととともに老後を養っている藤

野のことなどが､ 端正な文章をもって述べられている｡ そ

して藤野先生から送られてきた手紙についてもその一部を

公開している｡

金子定一と城島舟禮

この城島舟禮の注の文章にある ｢某閣下｣ とは､ 金子少

将とみてまちがいないいだろう｡ 金子は､ 此の城島編輯の

『月刊満洲』 の常連執筆者でもあった｡ 金子定一とフルネー

ムで目次に上がっているものだけでもつぎのように数多く

ある｡ 城島と金子の交友が伺われる｡
｢日本人日本人を知れ｣ (第10卷８號 康�４年10月)

｢果して 『西は西､ 東は東』 か｣ ｢葉書囘答 僕の兵役關係｣ (第

10卷９號 昭和12年11月號)

｢國都新京に博物館設立の可否｣ 満鮮拓殖会社顧問 陸軍少将金

子定一ほか (第11卷１號 康�５年１月)

｢朝鮮及び朝鮮人問題の為めに｣ (第12卷１號 康�６年１月)

｢新機運の待望とその餘談｣ (第12卷３號 康�６年３月)

｢大陸民心の把握と日本の反省｣ (第12卷４號 康�６年４月)

｢日滿の歴史的使命と次の歐米大戰｣ (第12卷５號 康�６年５月)

｢國民的大業と内部の整頓｣ (第12卷６月號 康�６年６月)

｢日本の自己過小評価と焦燥病｣ (第12卷８月號 康�６年８月)

｢日本中心東亞大政團を樹立せよ｣ (第12卷10月號 康�６年10月)

｢西洋は戰爭東亞は新建設｣ (第12卷11月號 康�６年11月)

｢臥薪嘗贍と享樂片手間｣ (第12卷12號 康�６年12月)

｢王揖唐｣ (第13巻７号 康徳７年７月)

｢紀元二千六百年を送る｣ (第13巻12号 康徳７年12月)

｢錯覚的事大を戒む｣ (第14巻10号 康徳８年11月)

｢支那事變の大東亞寄與｣ (第15卷４號 康�９年４月)

― 83 ―



｢大戦に映じた日本の真姿｣ (第16卷１號 康�10年１月)

このうち､ 第11卷１號 (昭和13年１月号) の ｢國都新京

に博物館設立の可否｣ については､ 弘報協会理事三浦清臣・

満日文化協会主事杉村勇造・旅順博物館長今井順吉・龍江

省次長神尾弌春・奉天満洲医科大学教授黒田源治・満洲事

情案所主事奥村義信・満鉄大連図書館長柿沼介らととも回

答文を寄せており､ 城島が金子のことを､ 少将という軍人

としてだけでなく､ 文化人として認めていたということが

うかがい知れる｡ また第15卷第２号 (康�９年２月) では､

｢米英の友人｣ と題して金子定一氏夫人金子信が執筆もし

ており､ 城島と金子の信頼関係も見て取れるところである｡

そしてまた､ 先の小林宛て金子のはがきには､ 小林の肩

書きに医学博士号が欠落していたことについて謝罪をして

いる文面もみえる｡ これはこの２月号に転載された小林の

文章について､ 目次にも本文にも ｢医学博士｣ なる肩書き

が記載されていないということであろう｡ 金子定一につい

ては本文に ｢陸軍少将｣ と記載されているが､ 小林茂雄に

ついては､ 確かに ｢医学博士｣ の記載がない｡ 小林は実の

ところ昭和３年５月に東北大学で学位を取得している｡

『月刊満洲』 では､ 軍や官僚､ 研究者などその肩書きを

記載するのが常態であり､ この欠落について金子がはがき

で弁明をしたのだろうか｡ その後の11巻６号にも小林の

｢魯迅の仙台医専時代｣ が掲載されているが､ 目次にはしっ

かりと ｢医学博士 小林茂雄｣ とでている｡ こまかなこと

だがこうしたことが誌面に反映されたという次第が了解で

きて興味をひかれる｡

さらに 『月刊満洲』 第11巻４号の巻末広告のページには､

差出人の､ 新京崇智胡同601 城島舟禮の封書の一端が貼付

され ｢銀杏荘印｣ で割印されている｡ 郵便の消印は康徳５

(昭和13､ 1938) 年４月11日である｡ これは､ この２月号

の医学博士記載の次第についての城島の弁明手紙であるか､

または６月号に前掲予定の依頼文書か､ といったところで

あろうか｡

寄贈の来歴ということ

ここまで､ 岩手県立図書館に所蔵の 『月刊満洲』 表紙に

押印された小林茂雄のいくつかの蔵書印と金子定一の小林

宛の葉書､ 城島舟禮の転載にあたってのメモや差出人城島

舟禮の封書の一端などから､ かれらの関係を類推してみた｡

戦前昭和期に､ 『月刊満洲』 という雑誌をめぐって､ 盛岡

と新京とのあいだの､ 執筆者たちのやり取りや､ 雑誌送付

の様子､ この雑誌の性格などが垣間見られて興味深い｡

これらの雑誌は戦後になって､ 小林家から岩手県立図書

館に寄贈されたのであろう｡ 茂雄のスクラップについても､

県立図書館への寄贈の遺志が表明されていたとあるので､

そうした意向から図書館に寄贈されたのかもしれない｡

筆者も長く大阪府立図書館に司書として勤務をした｡ 資

料の購入だけでなく寄贈 (依頼・受け入れ) の担当も経験

したことがある｡ 当時は寄贈されてきた資料については

｢寄贈の記 誰々｣ と表題紙裏あたりに記入した｡ 寄贈者が

特定できない場合や匿名でという場合は､ ｢寄贈の記 一府

民｣ と記した｡

また大阪府立中之島図書館には､ 図書館創設の時期に､

書店や古書店､ 出版社や文化人ら､ そして府民まで､ 多く

の資料が寄贈され､ それが､ 寄贈願書として綴じられて残っ

ている｡ いまやそれは歴史の一こまとして貴重な時代の証

言にもなっている｡

現在では､ 個人情報保護という観点から､ こうした ｢寄

贈の記｣ といったものも記載を制限され､ また寄贈者の照

会についても､ お答え願えない事態に至っている｡ その事

情についても理解できないわけではないのだが､ 寄贈者が

自発的な意思で寄贈される場合や､ またそうした寄贈の行

為を顕彰するということも大切なことではないかと思った

りもする｡ こうした ｢寄贈の記｣ について､ 記載する､ 記

載しないと､ どちらかに寄せてしまうのではなく､ ご面倒

ながら寄贈者の意思をどこかで確認されて､ 然るべき対処

をされるのがよいのではないかと考える｡

今回の訪書で見ることができた戦前期満洲で刊行された

雑誌について､ その資料の来歴を問うてみた｡ このように

来歴を問うことで､ たとえば､ 『月刊満洲』 の編輯方針の

一端も理解できるし､ また思春期に文学分野で行動をとも

にした友人どうしが､ その後に盛岡と新京と､ まったく異

なる地域で､ 『月刊満洲』 という雑誌を舞台として､ 間接

的にでも相まみえるという歴史の一こまも了解できた｡ こ

うした交友も､ ゆかしいことであると考えて､ ここに紹介

をしてみた次第である｡

(2009/12/30)
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標題のリストを掲出する｡ これは､ 平成21年度から３ヵ

年の予定で採択されて今年が最終年となる科学研究費補助

金 (基盤Ｃ) の研究課題〈戦前期 ｢外地｣ で活動した図書

館員に関する総合的研究〉の成果である｡ 平成23年度末を

目標に作成してきたリストであるが､ 完成に至らず ｢途上

版｣ となった｡ 更に今後も加筆していく予定である｡ ご了

承を願いたいと思う｡ ｢研究の目的｣ の項でも書いたこと

だが､ 満洲をふくめた外地でのさまざまな活動について､

各分野での文化研究など､ 研究環境も徐々に整ってきてお

り､ この研究の課題として掲げた ｢外地｣ 図書館員の総合

的な研究についても､ その周辺領域である出版研究や図書

館・文化機関の活動､ さまざまな複製資料の公刊など､ よ

うやく機が熟してきたとの認識が筆者にはある｡ こうした

ことから､ 外地で活動した図書館員についての事績を一度

まとめてみようと考えた次第であった｡ どなたかがある本

の書評のなかで､ 筆者 (岡村) の関心領域が､ 満洲の図書

館から離れて文化事業や出版に向かっている､ と書いてお

られたように記憶するが､ それは満洲の図書館の周辺領域

を固めておきたいと考えたが故のことであり､ 最終的な着

地点は､ 満洲をはじめとする外地の図書館および図書館員

について総体的な研究というところにある｡ このことをま

ず申し上げておきたいと思う｡

＊ ＊ ＊

このリストを作成することの問題意識は､ つぎの諸点で

ある｡

第一は､ 外地図書館の活動に関わった職員をできるだけ

網羅的にリスト化しようと意図したことである｡ それはた

とえば満鉄図書館であれば､ 大連図書館の柿沼介､ 奉天図

書館の衞藤利夫､ さらに各沿線や省市の図書館長のように､

当地での事績があり著作や論文が残っている図書館員が研

究対象として取り上げられがちであるという実情のなか､

そうした状況を一歩でも越えたいと考えてのことであった｡

つまり､ 外地での図書館活動は､ これら指導者のもとにあ

りながらも､ なお館務を支えてきた多くの図書館員たちの

地道な資料収集や蔵書の構築､ 目録作成や広報誌の編輯､

展示や文庫活動などにより支えられてきたと考えているか

らである｡ 図書館界の全体像を明らかにし､ それをもって

外地の図書館活動の評価を試みるという研究基盤を作って

おきたいとの思いから作業を開始したわけであった｡ その

ために､ まずは外地で活動してきた図書館員たちを､ あま

り多くもない資料に依拠しながら､ それでもできるだけ網

羅的にリストアップして事績を示したいと考えたわけであ

る｡

第二は､ これら図書館員たちが､ 終戦の時期をどのよう

にくぐり抜け､ また渡り切って戦後を迎えたか､ そして戦

後に図書館関連施設や資料室・研究機関で働く人たちにとっ

て､ 戦前期外地での活動がどのように影を落としているか､

また大きく言えば図書館史のなかで､ 戦前期の図書館活動

が戦後の図書館の歩みにどのような影響をあたえたのだろ

うかということを考えてみたいと思ったからである｡ もち

ろんそれは各個人の事績と諸活動の解明が前提となること

であるが､ それらを積み重ねていくことで､ 戦前期外地の

図書館員全体の活動として検討をする必要があるのではな

いかと考えたのである｡ 外地で活動した図書館員たちが､

戦後わが国の図書館活動において大きな足跡をのこしたと

よくいわれ､ またわたし自身もそのように書いたりしたが､

現実的にはそれがどのようなものであったか､ そこには外

地の図書館活動で蓄積されたもののうち何がどのように生

かされまた反省されて活動が展開されたかといった具体的

で実証的な材料を用意しておきたいと考えたが故のことで

あった｡

第三は､ 外地図書館員たちの､ 図書館活動以外の場面で

の､ 例えば作家活動や評論活動また学術研究活動について

も明らかにしたいと考えたことである｡ 図書館や資料室職

員としての身分を持ちながら､ こうした文化的学術的な活

動を展開した図書館員は数多く存在していた｡ そして戦後

に引き揚げて､ 日本において作家活動や学術研究活動に身

を投じた人物もたくさんに存在している｡ 戦前期外地での

図書館や資料室現場における活動が､ 戦後の活動とどのよ

うに交差しているか､ また人的交流はどのようなものであっ

たか､ 図書館活動もまたどこか基層の部分で文芸的学芸的

なものと重なっていたのではないか､ といった活動の素地

を確認していきたいと考えた｡ そしてそれが､ 戦前期外地

の図書館現場や他の様々な領域においてどのように醸成さ

れ､ 戦後に継承されてきたかを検証していきたいと考えた

のである｡

そして第四に､ 終戦を迎えるまでの間に､ 現地で､ ある

いはまた終戦時に中国各地で､ さらには終戦を迎えながら

もソビエト抑留などにより意半ばにして戦後に命を永らえ

ることのできなかった図書館員についても､ 想いを寄せて

おきたいと考えた｡ その幾人かは､ 図書館報などに追悼の

記事も掲載されたりしたが､ 時に ｢彙報｣ の一行で周知せ

られた場合もある｡ その無念の死を迎えた図書館員たちの

存在もなんとか採録しておかねばと考えたことも､ このリ
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スト作成のモチーフのひとつとなっている｡

こうした問題意識を抱えてリストを作成してきたわけだ

が､ 作業はなかなか困難なものであった｡ 作業が膨大であ

ること､ そして外地で活動した図書館員についてまとまっ

た職員録があるわけでもなく､ 採用や異動の情報は､ 例え

ば図書館報の ｢彙報｣ ｢雑録｣ 欄においても必ずしもすべ

ての職員の動向を記述しているわけではない｡ 図書館や機

関の要覧の類にあっても職員が掲載されていない場合もあ

る｡ 記述があったとしても､ その掲載誌において､ 辞令交

付の日付であったり転入・転出の日付などであったりとそ

の記述は不安定なものであり確定がしづらい作業であった｡

しかしながらこうした不十分なものであっても､ またいつ

まで経っても ｢途上版｣ という事態になったとしても､ と

もあれさまざまな資料に記載された内容をできるだけ丹念

に写し取って､ 外地で活動した図書館員の全体像に迫って

いきたいと考え､ ここに公開することとしたわけである｡

さてこれは大きくは筆者の力量不足によるものであるの

だが､ 現時点では朝鮮で活動した図書館員およびその活動

についてはほとんど採録に至っていない｡ そして北京・上

海さらに樺太などについてもまだまだ手つかずと言ってよ

い｡ このことを承知でとりあえずいったん公開してみるこ

とにした｡ ご了承を願いたいと思う｡ 繰り言を申せば､ 科

研申請にあたってそのエフォートを30％と記載して始めた

この作業だが､ 本務校での業務は増えるばかりで十分に時

間がとれず､ 時間と体力が勝負のこの作業にとってはいさ

さか苦しいものがあった｡ しかしながら今後もいっそう励

んでこの作業を継続させていきたいと決意を新たにしてい

る｡

このリストに採録した各人の事績については記載の分量

にたいへんな差がでている｡ それはもちろんその人物が多

くの事績を残したという事情もあり､ またその人物の研究

がなされているという側面もある｡ しかしながらその主た

る要因は参照資料の多寡に規定されたものである｡ このア

ンバランスは､ いかんともしがたい｡ 資料にあがるものは､

できるだけ採録したというのが実情であり､ 記載の分量に

よりその人物の重要度が左右されるものではないことをお

断りしておかなければならない｡

記述にあたって参照した資料は､ できるだけ本文に記載

するようにした｡ 人名辞典としてみた場合にはいささか読

みにくくわずらわしいものになっているがご寛恕願いたい｡

ただ現時点で参照した資料はまだまだ中途半端なものであ

る｡ たとえば 『満鉄図書館業務研究会年報 第3輯』 は参照

したが､ 他の年報は現時点ではチェックできていないといっ

たことである｡ これらについては､ これまでに入手して取

り揃えてきた手元の資料を参照して今後に成稿をめざし､

またしかるべき時期に参照資料の書誌事項など完備した人

名事典に匹敵するものを刊行したいと考えている｡

人物の人事異動の年月日や亡くなった日付などについて

は､ わかる範囲で年月日までを記載するようにした｡ その

人物について､ 社報や新聞記事などに当たりやすいように

と考えたからである｡ ただ異動の月日は､ 実のところ､ 館

報や読書誌などにより異同がある｡ そうした記述の矛盾に

ついてもご了承願いたいと思う｡

こうしたものを作成するときにいつも悩むのは､ 年号の

表記方法である｡ 西暦に統一すれば汎用であってよいので

あろうが､ 生年などは元号のほうが時代背景をよく理解で

きるであろうし､ また満洲国であれば大同・康徳といった

当時の元号を記載することも､ 政治的な背景を示すという

ことでは一定の意味があるだろう｡ 歴史的な事象の推移に

より年号も変化していったからである｡ 迷ったあげくのこ

とだが､ 生年は明治などの元号に統一し､ 原則として日本

での学歴や履歴については明治大正昭和を用い､ 満洲国に

ついては大同・康徳を用いて随時西暦を併記した｡ 台湾・

朝鮮については､ 明治大正昭和で記載しこれも随時西暦を

併記した｡ これらについては何か政治的な意味合いを込め

て使用しているわけではない｡

いずれにせよ､ 先に述べたように､ まだまだ加筆中とい

うより､ 新規に採録せねばならぬ人名もたくさんある｡ 上

記のように手付かずの地域もあるのが実情だが､ とりあえ

ず公開してみることにした｡ ご教示方､ よろしくお願いい

たしたいと思う｡

あ

相生由太郎

慶応３ (1867) 年福福岡市生まれ｡ 明治29年東京高等商

業学校を卒業し日本郵船に入社｡ 中学校教師を経て明治37

年三井物産に入社して門司支店に勤務｡ 当時の支店長犬塚

信太郎が満鉄理事となり請われて明治40年満鉄に入社し大

連埠頭事務所長｡ 混迷していた大連埠頭の荷役問題に対処

しそれを整理して業務を満鉄直営とした｡ 明治42年独立し

て大連に福昌子公司を設立､ 埠頭荷役業務を一手に引き受

けた｡ 経営にあたっては家族主義を旨とし明治42年２月埠

頭倶楽部を設けてその機関運営のために所員は月収の千分

の五を拠出し図書部・談話部・運動部・娯楽部を置いた｡

月に一度茶話会を開催し､ また毎回講談・義太夫の会も開

催した｡ ６月には討論会を開催するまでに至り､ その討論

会のために必要な参考図書を備え付ける必要から図書館開

設の機運が高まってきた｡ そこで図書部では明治42年8月2

7日､ 所員宿舎の45坪の敷地に閲覧室・書庫を建設し図書

館を設立､ ｢品性の陶冶学術の考究｣ に役立てた｡ 倶楽部

の下には救済会が組織され月給の千分の二十五を拠出しい

るので所員は全体で給料の千分の三十をもって各種共済活

動にあたったことになる｡ こうした日本家族的社会主義と

もいわれた相生の経営方針により､ この大連の一画の寺児

溝は ｢相生村｣ とも ｢理想郷｣ ともいわれ模範町村とされ

た｡ 図書館は開設後直ぐに和漢書2838冊洋書623冊寄贈65

冊合計2700有余冊を収集して活動した｡ 講談物などは2部

用意し､ また仲仕などの従業員には集会所に貸し出しをし

て備え付けた｡ 『埠頭図書館開館式紀念録』 を刊行した明

治43年当初には欧文雑誌５種､ 欧文新聞５紙､ 和文雑誌50
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種､ 新聞15種､ 和漢書3500冊､ 欧文図書1000冊に増加した｡

図書館は埠頭従業員の施設であったが従業員以外でも楽部

部員の紹介があれば誰でも利用できた｡ 所員以外の入館料

は３銭､ １ヵ月通用券は30銭で､ 土曜が休館だが毎日10時

から22時まで開館した｡ また所蔵図書にない場合には投書

箱に希望図書を出せることになっていた｡ 10月１日に埠頭

直営二周年の祝典を兼ねて図書館開館式典が開催される予

定であったが悪疫の流行により11月７日に延期して開催さ

れた｡ 図書館開館式の次第は､ 奏楽・開会の辞 (櫻木所員)・

経過報告 (相生所長)・力石雄一郎大連民政署長祝辞・川

上賢三大連実業会長祝辞・中野寅太郎満洲重要物産輸出商

組合主事祝辞・満鉄総裁挨拶 (久保田理事が代理)・閉会

の辞・奏楽､ であった｡ 開館式のあとは余興運動会が予定

されており､ 相生の家族的な会社運営のうかがえる開会式

であった｡ (『埠頭図書館開館式紀念録』 明治43年３月｡ この 『紀念

録』 には和歌や俳句・漢詩も多く収録されて共済的な色合いの強い誌

面となっている)｡ 相生由太郎の図書館開設は､ 埠頭倶楽部

といった埠頭事務所運営上の共済組合的な性格をもってい

たが､ 日本人向けの図書館は当時満洲にはなく図書館活動

の先鞭をつけたといってよく､ 明治43年９月の満鉄図書閲

覧場規定にも先駆ける画期的な事業であったことは銘記し

ておかねばならない｡ 大連商工会議所会頭｡ 昭和５年没後

は長男四郎が由太郎を襲名した｡

相本伊作

明治14年山口県都濃郡末武南村の生まれ｡ 明治36年６月

29日台湾守備騎兵第二中隊兵として渡台､ 除隊後は内地ヘ

帰還するも明治41年４月再度渡台して巡査を拝命､ 嘉義庁

警部・台南州警部､ 昭和２年11月29日退官し嘉義街衛生主

任に就く｡ 昭和９年10月25日海口庄助役､ 昭和11年10月海

口庄長｡ 昭和11年には教室を増築するなど教育に力をいれ

た (『台湾紳士録 昭和12年』)｡ 昭和12年３月31日現在台南州虎

尾郡海口庄海口庄図書館館長 (庄長) (『台湾総督府図書館概

覧 昭和11年度』)､ 昭和15年３月31日現在台南州虎尾郡海口

庄海口庄図書館館長 (庄長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和14年

度』)｡

青木信治

大正14年４月から15年６月まで電気遊園図書閲覧場事務

手 (『伏見台児童図書館略史』)｡

青木 香

康徳9 (1942) 年7月20日国立中央図書館籌備処司書､ 旧

記整理処の辨事に就く (｢彙報｣ 『資料公報』 ３巻11号 康徳９年)｡

青木 實

明治42年東京市の生まれ｡ 大正11年四月東京商工学校に

入学｡ 日高雪という中央大学に通う満鉄給費生で夜間に商

工学校で教えていた珠算教師から馬場先門の満鉄東京支社

を紹介され６月に入社し経理課給仕､ 庶務課受付｡ 入口に

はプラトン社があった｡ その後東京支社は丸ビル４階に移

転した｡ 人事係｡ 学校を錦城予備校､ 慶応義塾商業学校に

うつり大正13年４月法政大学商業学校に入学｡ 満鉄支社で

本吉丈夫に誘われ短歌誌 『あしかび』 に投稿｡ 昭和２年２

月見習から甲種傭員となる｡ 社内で仲間と同人誌 『群』 を

創刊｡ 経理課会計係へ｡ 昭和３年法政大学商業学校を卒業｡

４年２月准職員｡ 短歌誌 『勁草』 に参加､ 『協和』 にも投

稿｡ その傍ら東洋大学師範科国漢部で学ぶ｡ 職場に送られ

てきていた 『書香』 にも投稿した｡ 時折大連から東京に出

張してくる大連図書館長柿沼介を知り図書館への転勤を依

頼､ それが受け入れられて東洋大学を中退して昭和5年12

月に渡満し大連図書館司書｡ 大連では満鉄社宅の大連関東

館に住まいのち壱岐町社宅､ また秀月台に住む (青木実 ｢渡

満まで｣ 『作文』 121､ ｢妻の出てくる話｣ 『作文』 144､ ｢満鉄のこと｣

『作文』 165､ 名古屋美代 ｢父の背中｣ 『作文』 167など)｡ 大連図書

館では大正11年9月から増加図書週報を刊行しカード目録

として利用させるために薄紙に10部から20部を印刷し総合

目録として各館に利用させており､ さらに昭和６年には索

引を付した和漢書分類目録を刊行したが､ 青木は総記部門

の漢籍の叢書について分出などの目録編纂を担当し､ また

それを閲覧室の分類カード目録・書名カード目録に繰り込

む作業をしていた｡ 『満鉄図書館一覧』 の編輯もした (柿

沼介 ｢図書館に生きた50年｣ (聞き手もり・きよし) 『図書館雑誌』 57-

11､ 青木實 ｢柿沼先生｣ 『作文』 95､ ｢鬱然たる大樹｣ 『収書月報』 第7

4号 昭和17年３月､ ｢柿沼介と大連図書館｣ 『彷書月刊』 1988年６月

｢特集 満鉄図書館｣)｡ 竹内正一､ 大谷健夫､ 高木征三､ 長谷

川泰造の図書館の５人で小雑誌 『線』 を発刊したが､ のち

昭和７年 『作文』 発刊｡ 昭和７年８月31日指令1999号で関

東州庁の雑誌発行許可を得ている｡ 編輯人は安達義信で青

木は発行人､ 同人は城小碓 (本家勇)､ 小杉茂樹､ 落合郁

郎､ 町原幸二 (島田幸二)､ 島崎恭爾 (秋原勝二 ｢竹内正一と

小杉茂樹－ ｢作文｣ 創刊同人のこと｣ 『作文』 172)｡ 『作文』 は当

初安達の強い希望で 『文学』 との誌名により出発したが４

号で 『作文』 と改題､ 大連では満書堂書店・大阪屋號書店・

金鳳堂書店などに置かれた｡ また27号 (昭和12年11月号) の

奥付には大阪屋號書店大連・旅順・奉天・新京の各店や哈

爾浜の千葉書店にも置かれたとある (秋原勝二 ｢満洲時代の

『作文』 (5)｣ 『作文』 186)｡ 終刊は昭和17年12月で55号であっ

た (大谷健夫 ｢思い出すままに－竹内正一のことなど｣ 『作文』 97､

青木 ｢百号を迎えて｣ 『作文』 100､ 青木實 ｢｢作文｣ 終刊のこと｣ 『作

文』 149､ 井上郷 ｢青木さん､ さようなら｣『作文』 166号)｡ 昭和12

年７月末日現在 大連図書館司書 (｢各館従事員名簿 昭和12年

７月末日現在｣ (『満鉄図書館業務研究会年報 第３集』)｡ 昭和13年

６月24日南京・上海において接収した文献の整理のために

青島丸により大連を出発した (｢会員消息｣ (『図書館新報』 第16

号 昭和13年７月)｡ 昭和14年春に鉄道総局への異動の話があっ

たが柿沼介館長の許可がでず､ 昭和15年4月1日になり大連

図書館から奉天鉄道総局附業局愛路課に転任｡ 愛路課に招

いたのは宣伝担当主任大庭武年で本社弘報課金丸精哉を通

じての話であったとされる (｢会誌｣ (『満洲読書新報』 第37号

昭和15年４月､ 青木實 ｢気がかりなこと｣ 『作文』 152)｡ このとき

の送別会は柿沼介の退職のそれと一緒であった (青木實 ｢柿

沼先生｣ 『作文』 95)｡ 昭和15年９月号 『新京図書館月報』 に

｢鉄路愛護運動の文献｣を寄稿している｡

敗戦直後は殖産部から奉天駅貨物方のち林業所技手｡ 満

鉄課長宅を接収して入居したソ連将校宅で一任された家庭
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菜園をした｡ 引き揚げを前にした他の日本人は作業をしな

かったが青木は一人精を出したという (青木實 ｢気がかりの

こと｣ 『作文』 152)｡ 昭和21年９月佐世保に引き揚げ岐阜か

ら東京に出ていくがこの時期は生活のために闇商売を行い

また米軍の芝補給廠に勤務したりした｡ 昭和24年になり柿

沼介に呼ばれて､ 国会図書館に適任と思われる仕事があり､

さらにまた一橋大学でも来てほしいといってきているがど

ちらにするかと問われた (青木實 ｢古本さがし｣ 『作文』 91)｡

このおりには定員増がうまく運ばず昭和25年７月になり国

会図書館に勤務した (青木實 ｢柿沼先生｣ 『作文』 95)｡ 昭和39

年８月 『作文』 復刊｡ この復刊について秋原勝二は ｢旗を

立てたときその下に彼がいないと皆が寄ってくれまいと思っ

た｡ 彼にはそういう人徳がある｣ といい何とかやる気になっ

てくれたと述べる (秋原勝二 ｢編集夜灯｣ 『作文』 復刊第111号 昭

和54年)｡ 国立国会図書館では受け入れ整理部編纂課に勤務

し年刊 『全日本出版物総目録』 編集にあたり､ それはのち

の 『全国書誌』 発刊の基礎となった｡ 館内では短歌同好の

会が月に一度開催されて年刊歌集 『双樹』 (昭和24年から

29年) を刊行した｡ 昭和30年には､ 元建国大学の斎藤毅収

集課長のもとで民間出版物の納本係長となり国内出版物の

収集の実務にあたった (稲村徹元 ｢国立国会図書館の青木實さん｣

『作文』 167)｡ 昭和50年３月収書部主任司書をさいごに国立

国会図書館を退職｡ 平成９年４月20日死去､ 享年88歳 (修

覚院光雲法實居士)､ 正五位｡
稲村徹元 ｢愛書人 青木實さん｣ (『古本共和国 13』 1998年)

島田幸二編 ｢作文同人著作目録｣ (『作文』 122号 (創刊50周年記念)

に作文同人の著作が載る｡

｢青木実略年譜｣ (『作文』 166号)

『華莚』 大連詩書倶楽部 昭和9年

『部落の民』 満鉄鉄道総局附業局愛路課 昭和17年

『北方の歌』 國民畫報社 昭和17年

『幽黙』 作文社 昭和18年

『文芸時論集』 奉天大阪屋號書店 昭和19年

『口籠り歌 第1』 作文社 出版48年

『全国地方出版社総覧』 作文社 昭和51年

『満洲にて』 作文社 出版55年

『続口籠り歌』 作文社 昭和57年

『旅順・私の南京』 作文社 昭和57年

『続々口籠り歌』 作文社 私家版 平成元年

『外地・内地拾遺』 作文社 平成５年

『口籠り歌 第4』 私家版 平成７年

『小歌文集』 私家版 平成７年

『幽黙』 (復刻 武蔵野書房 平成９年)

秋貞實造

大同元年５月１日満洲国立奉天図書館嘱託として着任
(｢館務要録｣ 『国立奉天図書館季刊』)｡ ９月10日館内職務分担が

決定となり故宮老档調査担当となる｡

秋田法英

康徳７年７月１日現在満洲国立中央図書館籌備処属官
(総務庁属官の兼務) (｢彙報｣ 『資料戦線』 ２巻２号 康徳７年)｡

秋永長吉

昭和元年度末現在､ 台南州東石郡朴子街私立東石図書館

館長 (郡守) (『台湾総督府図書館一覧 自大正15年４月１日 至昭和

２年３月31日』)｡

秋場四郎

昭和12年３月文部省図書館講習所を修了｡ 昭和13年２月

７日現在､ 満鉄奉天図書館 (｢会誌｣ の通常会員 『図書館新報』

11号)｡ 昭和13年４月21日羅津北鮮鉄道事務所庶務課に転

任 (｢会員消息｣ (『図書館新報』 第14号 昭和13年５月､ 『収書月報』

第28号 昭和13年５月)｡ 昭和18年６満鉄新京支社幹事室から

調査局資料課新京在勤に異動 (｢会報｣ 『満洲読書新報』 第71号

昭和18年７月)､ 翌年１月新京勤務から大連勤務へ (｢会報｣ 『満洲読

書新報』 第77号 昭和19年２月)｡

戦後は学習院大学図書館｡

秋場三夫

康徳５ (1938) 年４月末現在撫順市立図書館 (｢会誌 普通

会員｣ (『図書館新報』 第14号 昭和13年５月)｡ 同年６月公主嶺図

書館館長 (｢会員消息｣ (『図書館新報』 第16号 昭和13年７月)｡
＊満鉄図書館では大正13年12月より主事を館長と呼称したが昭和元年

10月から大連・奉天図書館を別にして主事にもどした｡ 昭和８年４

月にはふたたび館長とした (村上美代治 『満鉄図書館史』 村上美代

治､ 2010年)｡

秋間玖磨

安政４年生まれ｡ 明治４年開成学校において２年間仏学

を学び明治７年第６級のときに病を得て退学｡ 明治９年９

月７日東京書籍館にはいり書籍出納掛｡ 明治10年５月４日

傭となり図書出納兼仏書検査掛｡ 明治20年10月22日判任官

七等｡ 明治24年８月16日東京図書館司書となり明治29年３

月31日まで｡ 台湾総督府に｡ 明治32年5月京都帝国大学附

属図書館長島文次郎の招聘で台湾総督府から附属図書館に

移り図書館の基礎固めをおこなった｡ 明治33年２月４日に

は､ 島文次郎館長・笹岡民次郎らと関西文庫協会を創設す

る｡ 大正９年１月司書官に就任､ 同年11月２日退官 (『京都

大学附属図書館六十年史』)｡
西村正守 ｢東京府書籍館の人々｣ 『図書館学会年報』 23－2 1977年9

月)

廣庭基介 ｢島文次郎｣ (石井敦編 『図書館を育てた人々 日本編１』

日本図書館協会 1983年)

廣庭基介 ｢京都大学図書館百年－京大草創期の司書たち－｣ (『静脩』

37(2)2000年８月)

秋山法英

康徳７ (1940) 年７月１日現在満洲国立中央図書館籌備

処属官 (総務庁属官兼務) (｢彙報｣ 『資料戦線』 １巻１号 康徳

７年)｡

秋山久七

旧姓水澤｡ 明治21年香川縣仲多度郡豐原の生まれ｡ 明治

43年３月総督府國語学校甲科を卒業し新竹公学校教諭｡ 大

正２年４月公学校長に昇進｡ 以後各地公学校を歴任し10年

２月郡視学となり大正15年２月南支に出張し台湾に戻って

州視学・教育課學務係長､ 昭和５年中 公學校長､ ７年２

月退任し後龍庄長に就任する｡ 昭和10年１月頭分庄長｡ 頭
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分信購販利組合理事 (『台湾紳士録 昭和12年』)｡ 昭和９年３月

31日現在新竹州竹南郡後龍簡易図書館長 (竹南郡後龍庄長)
(『台湾総督府図書館概覧 昭和９年３月末』)､ 昭和12年３月31日

現在新竹州竹南郡頭分庄頭分簡易図書館館長 (庄長) (『台

湾総督府図書館概覧 昭和11年度』)｡ 昭和15年３月31日現在台中

州大甲郡大甲街大甲街立図書館館長 (街長) (『台湾総督府図

書館概覧 昭和14年度』)｡

阿久根 巍

昭和９年3月31日現在新荘図書館館長 (新荘郡新荘街長)
(『台湾総督府図書館概覧 昭和９年３月末』)｡

浅野 一

朝鮮｡

戦後は神戸市立図書館司書 (｢朝鮮・満州の図書館を語る｣

『図書館雑誌』 59-8 1965年８月)｡

浅見 晃

康徳11 (1944) 年８月22日満洲国立中央図書館籌備処雇

員を退職 (｢彙報｣ 『資料公報』 ５巻７号 康徳11年)｡

蘆澤吉雄

明治31年岡山県芦田郡津山町椿高下の生まれ｡ 明治41年

春渡満して45年旅順中学入学､ 大正６年に上京して早稲田

大学文学部に入学｡ 劇壇の新運動者として文学を志ざし在

学中アイルランド劇を研究､ 大正７年畑中蓼坡 (りょうは)

主宰の新劇協会に関与した｡ 同会解散後民衆座に入りそこ

で水谷八重子・夏川静枝等を主役にすえた ｢青い鳥｣ の舞

台主任となり同座解散後友田恭助 (のち築地小劇場員) と

共に ｢わかもの座｣ を組織して外国近代劇の上演を行なっ

た｡ 大正12年に病気で早稲田大学を中途退学しまた同座を

脱退して渡満し満鉄大連図書館に勤務した｡ ペンネーム瀬

野皓太として小説・戯曲・映画・脚本等を執筆｡ 『満洲日

報』 の懸賞小説に当選し ｢人生の曲芸｣ を連載した｡ 渡満

後は映画にも趣味をもち満鉄社員倶楽部の映画選定委員､

自作映画の撮影もおこなった｡ 松竹その他の映画雑誌に映

画のプロットを発表したりもしている (『満洲芸術団の人々』

1929年､ 『満蒙日本紳士録 昭和４年』､ 『満洲紳士録 昭和12年』)｡

『書香』 などに蘆澤吉雄・瀬野皓太の名前で映画評論や児

童読書の論考を数多く発表した｡ 昭和８年４月から昭和９

年7月まで伏見台図書館長 (『伏見台児童図書館略史』)｡ このこ

ろ沿線図書館館長の間で伏見台図書館を児童および婦人の

ための図書館としては如何かとの意見がでており､ 蘆澤館

長は､ ①環境が適していること､ ②来館者の実情をみると

成人の利用がそんなにも盛んでないこと､ ③従来の来館者

は他の大連市図書館で吸収することで児童図書館への変更

が可能であること､ を理由に挙げて賛成し昭和８年６月10

日より児童図書館へと改組した｡ そして児童関係資料を充

実させ児童に適した机椅子や植物を設置､ ｢学校との連絡｣

｢児童司書制度の実践｣ などをあげ､ 博物館的機能として

郷土資料の展覧､ 産業資料の展覧なども実施し倶楽部的施

設としては児童倶楽部 (読書会) を設け談話室を設置し､

附帯施設として婦人図書を設け沿線小学校に児童良書の紹

介などを行なうといった経営方針を定めた (『伏見台児童図

書館略史』)｡

芦田安吉

関東庁図書館出納手(『関東庁附属 図書館一覧表 昭和２年度』)｡

東 富雄

昭和13年４月21日満鉄奉天図書館採用 (｢会員消息｣ 『図書

館新報』 第14号 昭和13年５月､ 『収書月報』 第28号 昭和13年５月)｡

昭和13年９月現在満鉄図書館研究会書目部に所属 (『収書月

報』 第33号 昭和13年10月)｡ 昭和16年６月16日付雇員に昇格
(｢会報｣ 『満洲読書新報』 第52号 昭和16年８月)｡ 昭和18年６月奉

天図書館から奉天調査室資料課に異動 (｢会報｣ 『満洲読書新

報』 第71号 昭和18年７月)｡

渥美寛蔵

昭和元年度末現在､ 台中州南投郡草屯庄草屯図書館長

(庄長) (『台湾総督府図書館一覧 自大正15年４月１日 至昭和２年３

月31日』)｡ 昭和12年３月31日現在台中州南投郡草屯庄草屯

庄立草屯図書館館長 (庄長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和11年

度』)｡ 昭和15年３月31日現在台中州南投郡草屯街草屯街立

草屯図書館館長 (街長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和14年度』)｡

穴吹義晴

康徳６ (1939) 年９月28日現在､ 同日開催の奉天省図書

館聯合研究会第一部日系部会第一回部会での ｢部員名簿｣

に瓦房店市立図書館勤務とある｡ 同年12月７日調査 ｢研究

事項､ 趣味､ 娯楽調査報告｣ の研究事項では ｢支那語｣ を

研究するとしている (『奉天省図書館聯合研究会年報』 康徳７年1

1月)｡

阿部 晋

明治22年の生まれ｡ 東京帝国大学政治科卒｡ 日銀に入行

し調査役などを歴任､ 昭和11年満洲国立中央銀行に入る｡

安部尊義

昭和12年３月31日現在台南州東石郡太保庄太保庄図書館

館長 (庄長)､ 昭和15年３月31日現在も同様 ((『台湾総督府

図書館概覧 昭和11年度』 『台湾総督府図書館概覧 昭和14年度』)｡

阿部 浩

昭和16年5月15日建国大学図書館科の肩書きで満鉄奉天

図書館を訪れている (『収書月報』 第65号 昭和16年６月)｡

天晶 壽

大正14年３月に第４期図書館講習所を修了｡ 法政大学図

書館､ 千葉県立図書館､ 台北校商図書館に勤務｡

戦後は土井工業所広島出張所 (『図書館総覧』 昭和26年)｡
『標準洋書目録法』 米国図書館協会,英国図書館協会[他]著 法政大学

出版部 1929

『別名本名対照便覧』 文化堂書店 1932

天野元之助

明治34年大阪市東区南農人町の生まれ｡ 市岡中学､ 松山

高校を経て大正15年京都帝国大学経済学部を卒業｡ ４月満

鉄入社し地方部勤務､ ６月大連図書館､ 洋書の整理を担当｡

同年10月庶務部調査課､ 昭和３年１月社長室付兼庶務部調

査課､ ４年６月総裁室､ ５年６月総務部文書課などを歴任｡

昭和９年11月甲種支那留学を命じられ農業経済を専攻し研

究する｡ 昭和11年11月上海事務所調査課産業係主任｡ なお

昭和12年1月には九州帝国大学法文学部から招聘があり中

国農業経済について講義をしたがこれは満鉄始まって以来
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のことという (『満洲紳士録 昭和12年』)｡

戦後は大阪市立大教授､ 追手門学院大教授｡ 学士院賞受

賞｡ 昭和55年８月９日死去､ 79歳｡

雨夜辰巳

東京外語蒙古語の出身｡ 大連図書館臨時雇｡ 松崎鶴雄や

柿沼介に私淑し大谷健夫・高木征三らとともに自宅を訪問

したという｡ 満鉄弘報課が招待した新居格の蒙古見物の案

内のおり襲撃を受けたことがあり､ ここは日本から遊びに

来るところではないと新居を張り倒したことがあり人事課

に留め置かれた (大谷健夫 ｢思い出すことなど (その二)｣ 『作文』

169)｡

荒 義助

明治22年福島県の生まれ｡ 福島県立相馬中学校を卒業し

大正２年２月渡台､ 南投庁巡査を拜命､ 大正８年辞職し台

灣製脳会社入社｡ 大正10年５月台中州屬となり大正12年一

度内地に帰国したが翌13年再渡台し台中州雇｡ 14年台中州

郡屬となり彰化郡豐原郡大屯郡等で勤務し昭和11年12月田

中庄長 (『台湾紳士録 昭和12年』)｡

昭和12年３月31日現在台中州員林郡田中庄田中庄図書館

館長 (庄長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和11年度』)､ 15年３月

31日現在台中州員林郡田中庄田中庄図書館館長 (庄町)
(『台湾総督府図書館概覧 昭和14年度』)｡

荒木藤吉

大正３年９月25日より８年８月４日まで台湾総督府図書

館書記 (昭和10年７月現在 『朝鮮総督府図書館要覧 昭和10年８月９

日 開館二十周年記念』)

有田作次

昭和12年７月末日現在 大連南沙河口図書館雇員事務手
(｢各館従事員名簿 昭和12年７月末日現在｣ (『満鉄図書館業務研究会

年報 第３集』)｡

有福 ＊

大同学院研究所の開所 (勅令35号) にともない康徳10

(1943) 年７月31日に同所主催､ 新京資料室聯合会共催で

開催された懇談会に満洲拓殖公社文書課員として参加
(｢彙報｣ 『資料公報』 ４巻９号 康徳10年)｡

有馬駿馬

大連図書館で終戦時に柿沼介らとともに留用｡ 戦後は鹿

児島県伊集院町に住す (｢信葉抄｣ 『旧満鉄図書館関係者の連絡誌

書香 (仮称)』 vol.1 昭和24年1月)｡

有馬藤太

明治9年7月薩州鹿児島県喜入郷の生まれで奥田嘉内の次

男｡ 嘉内は西南の役に従軍し田原坂の戦で負傷して死去､

藤太は早くから漢籍を学び明治28年12月熊本師団騎兵第六

大隊に入隊し日露戦争に従軍した｡ 特別任務に服し満洲義

軍幹部として功あり勲六等功七級を下賜せらる｡ 明治41年

12月中尉となるが病気を得て予軍職を辞し東京善隣書院に

おいて中国語を研究｡ 明治45年清國政府から招聘があるが

辛亥革命のため実現せず､ その後銀行員や書籍商・印刷業

などを経て大正7年関東都督府土地調査部準備調査員を拝

命､ 大正8年4月南満洲鉄道株式会社に入り外事課勤務｡ 大

正8年6月鉄嶺電燈局主任､ 愛國生命保険株式会社大連出張

所長主事｡ 読書人で謡曲 (梅若流) を好み､ 趣味多彩で博

識であった｡ 有馬純雄 『維新史の片鱗』 (日本警察新聞社 192

1.10) の編輯を援助 (『支那在留邦人興信録』 1926年､ 『満洲紳士縉

商録』 1927､ 『満洲芸術団の人々』 1929年)｡ 昭和13年2月7日現

在､ 大連聖徳街に居住 (｢会誌｣ の通常会員 『図書館新報』 11号)｡

安 尚珠

延吉街立厚生館館員 (｢前職員｣ 『延吉街立厚生館 図書部要覧』

康徳9年11月)｡

安 仁根

昭和12年7月末日現在 営口図書館傭員雑務手 (｢各館従事

員名簿 昭和12年7月末日現在｣(『満鉄図書館業務研究会年報 第３集』)｡

安 世�
大同2 (1933) 年4月1日満洲国立奉天図書館司書部勤務

(｢館務要録｣ 『国立奉天図書館季刊』)｡

康徳7 (1940) 年7月１日現在満洲国立中央図書館籌備処

属官 (｢彙報｣ 『資料戦線』 1巻1号 康徳7年)｡

安藤宣保

明治38年生まれ｡ 駒沢大学人文学科を卒業｡ 昭和8年3月

文部省図書館講習所を修了｡ 東京市政調査会資料室､ 栃木

県教育会図書館を経て昭和11年8月鳥取県立図書館｡ 渡満

し満洲国立中央図書館籌備処司書｡ 康徳7 (1940) 年7月１

日現在満洲国立中央図書館籌備処司書 (｢彙報｣ 『資料戦線』 1

巻1号 康徳7年､ 『満洲官吏録 康徳7年4月1日現在』)｡ 康徳10年1月

1日中央図書館籌備処退任 (｢彙報｣ 『資料公報』 4巻3 号 康徳10

年)｡

戦後は三菱重工名古屋航空機製作所資料室勤務 (『寺社領

私考』 著者略歴など)｡
『下麻生町誌』 [安藤宣保] 1985

『寺社領私考 明治維新を中心にして』 愛知県郷土資料刊行会 1977

『六曜(先勝・友引・先負・仏滅・大安・赤口)を考える』 [安藤宣保]

1989

安藤昌次

昭和12年12月の行政権移譲にともない奉天図書館から橋

本八五郎とともに安東の学校組合に異動 (『収書月報』 第24号

昭和13年1月)

安東猷二

明治19年福岡県朝倉郡秋月村の生まれ｡ 明治39年福岡県

立東筑中学を卒業し明治39年9月甘木高等小学校､ 40年1月

朝倉郡書記､ 12月歩兵第二十四隊入隊､ 42年11月退営し明

治43年2月秋月尋常小学校を経て明治44年2月に渡満し満鉄

入社｡ 撫順炭鉱庶務課､ 大正6年11月兼務で撫順簡易図書

館主事 (7年2月まで)､ 11年1月興業部管理課､ 昭和5年6月

炭鉱部庶務課人事係主任｡ 昭和8年8月参事､ 9月総務部人

事課共済係主任､ 10月総裁室福祉課共済係主任 (『満洲紳士

録 昭和18年』)｡

案納俊治

昭和12年7月末日現在 大連図書館傭員事務手 (｢各館従事

員名簿 昭和12年7月末日現在｣ (『満鉄図書館業務研究会年報 第3集』)｡

昭和13年12月満洲連寧県石門子赤廣部隊北川隊福田隊に入

隊の通知 (｢会誌｣ 『満洲読書新報』 第22号 昭和14年1月)､ 昭和14

年4月28日病気のため小倉陸軍病院へ入院 (｢読者通信｣ 『図書
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館新報』 第26号 昭和14年5月)｡

い

伊賀清人

昭和13年４月哈爾浜図書館 (『図書館新報』 昭和13年4月)､

昭和13年11月哈爾浜図書館本館勤務 (｢哈図通信｣ 『満洲読書新

報』 第20号 昭和13年11月)､ 昭和14年5月応召 (｢哈図通信｣ 『満洲

読書新報』 第27号 昭和14年6月)｡

五十嵐賢隆

明治39年生まれ｡ 大正大学国語国文学科を卒業｡ 奉天市

吏員属官･奉天省属官｡

生田美記

明治17年広島県の生まれ｡ 広島師範学校を卒業し明治43

年1月満鉄に入社し瓦房店小学校訓導､ 公主嶺小学校校長｡

大正7年から3ヵ年教育学研究のためアメリカ留学､ コロン

ビア大学師範科を卒業｡ 帰朝後は満鉄視学｡

池浦和三郎

大正15年 昭和元年度末現在､ 台中州員林郡員林街私立

員林文庫 (郡守) (『台湾総督府図書館一覧 自大正15年4月1日 至

昭和2年3月31日』)｡ 員林の湧泉巌には今なお日本統治下の様

子が残されていて､ 正殿の門には変額が掲げられており､

｢湧泉巌 甲子茘月吉旦置 員林街弟子池浦和三郎 張清華

江秋陽 林天爵 黄参卿 黄文尾子叩｣ とあるという (｢第十一

回 湖水坑記遊｣ 歓迎光臨 員林鎮公所 http://www.yuanlin.gov.tw/kno

w/spring/12.pdf 2009/09/01)｡

池田民徳

昭和17年12日奉天図書館に採用 (｢会報｣ 『満洲読書新報』 第

66号 昭和18年2月)｡ 昭和18年6奉天図書館から奉天調査室資

料課に異動 (｢会報｣ 『満洲読書新報』 第71号 昭和18年7月)｡ 昭和

18年8月1日資料課調査員 (｢会報｣ 『満洲読書新報』 第73号 昭和

18年9月)｡ 昭和19年3月調査課新京在勤調査員 (｢会報｣ 『満洲

読書新報』 第80号 昭和19年6月)｡

石井善次

大正14年3月31日現在､ 昭和元年度末現在も台南州斗六

郡斗六街私立 (昭和2年より街立) 斗六図書館館長 (郡守)
(『台湾総督府図書館一覧 自大正15年4月1日 至昭和2年3月31日』､ 『台

湾総督府図書館一覧 大正14年度 (創立十周年)』)｡ 昭和9年3月31

日現在台中州員林郡員林街員林文庫長 (台中州員林郡守)
(『台湾総督府図書館概覧 昭和9年3月末』)｡

石井龍猪

大正14年3月31日現在台中州立図書館館長 (理事官)
(『台湾総督府図書館一覧 自大正13年4月1日至大正14年3月31日』)､

大正14年5月19日台中州立図書館館長 (『台中州立図書館一覧

昭和4年9月』)｡

石川國雄

遼陽図書館員として昭和10年3月に北満鉄路中央図書館

を接収し､ それを哈爾浜鉄路図書館として開館するための

準備派遣員として定期刊行物整理を担当した (『接収記念誌

第4冊 北満鉄路図書館の接収』 哈爾浜鉄路図書館 康徳2)｡ 昭和12

年7月末日現在 大連図書館傭員事務手 (｢各館従事員名簿 昭

和12年7月末日現在｣ (『満鉄図書館業務研究会年報 第３集』)｡

石川春雄 (春男)

昭和12年4月大連図書館から文部省図書館図書館講習所

に第17期生として入所し翌年3月修了｡ 昭和13年4月末現在

大連図書館 (｢会誌 普通会員｣(『図書館新報』 第14号 昭和13年5月)｡

戦後昭和27年4月16日東京農工大学繊維学部図書館に着

任｡ 昭和29年3月16日防衛庁図書館へ転任 (『図書館職員養成

所同窓会三十年記念誌』､ 未定稿 『東京農工大学図書館年表』､ これは

東京農工大学小金井図書館のご教示による)｡ 昭和33年度東京都

図書館協会評議員 (防衛庁図書館) とあり (｢TLA (東京都

図書館協会) の55年 パート２ データ集｣ http://www.library.metro.toky

o.jp/15/pdf/part2.pdf 2010/04/25)｡
｢防衛庁図書館について｣ 『びぶろす』 8(1) [1957.01]

｢防衛庁図書関係機関連絡会について｣ 9巻8号 (1958年8月)

石倉善一

昭和12年3月24日北京近代科学図書館会計係主任に就任
(『北京近代科学図書館一週年報告』 昭和12年 民国26年12月5日)｡

石坂荘作

明治32年11月初旬より台湾の基隆に居住し公立小学校の

ほかに教育機関が存在しないことを嘆き明治36年2月小学

校長故佐藤謙之助と相談して基隆夜学会 (明治44年6月総

督府認可基隆夜学校) を設立､ またこれに関連して文庫創

設を企画した｡ 明治36年以降の基隆屬地方税調査委員の手

当てや土地問題解決の謝礼などをもってこの事業に投資し

ようと考えて明治42年6月1日趣意書を発表し4日起工､ 10

月1日文庫開館にこぎつけた (木母浮浪 ｢台湾の図書蒐集｣ 『台

湾時報』 大正4年1月号｡ ここに台湾文庫､ 石坂文庫記､ 台湾総督府図

書館の記事が載る)｡ またこの開館の発表は 『台湾日日新報』

明治42年10月1日に ｢石阪文庫の発表｣ と全面広告が出さ

れ図書寄贈者の名前が掲載される｡ 大正13年5月31日現在

台北州基隆郡基隆街石坂文庫 (私立) 館長 (実業の兼任)
(『台湾総督府図書館一覧 自大正12年4月1日至大正13年3月31日』)｡

伊地知兼郎

康徳9 (1942) 年2月1日､ 国立中央図書館籌備処属官事

務官兼司書官竹村二郎の後任として転任､ 薦任三等 (｢彙報｣

『資料公報』 3巻4 号 康徳9年)､ 康徳9年4月8日辞職 (｢彙報｣ 『資

料公報』 3巻5号 康徳9年)｡

石田治郎

大正13年5月31日現在台北州海山郡板橋庄海山図書館

(公立) 館長 (海山郡守の兼任) (『台湾総督府図書館一覧 自

大正12年4月1日至大正13年3月31日』､ 『台湾総督府図書館一覧 大正1

4年度 (創立十周年)』)｡

石束友與

康徳6(1939)年6月26日撫順市立図書館吏員に転入 (『奉天

省図書館聯合研究会年報』 康徳7年11月)｡ 9月28日現在､ 同日開

催の奉天省図書館聯合研究会第一部日系部会第一回部会で

の ｢部員名簿｣ で撫順図書館 (『奉天省図書館聯合研究会年報』

康徳7年11月)｡ 康徳6 (1939) 年12月7日調べ ｢研究事項､ 趣

味､ 娯楽調査報告｣ の研究事項では ｢図書分類法を研究す

るとしている (『奉天省図書館聯合研究会年報』 康徳7年11月)｡
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石堂清倫

明治37年石川県松任の生まれ｡ 小松中学から四高へ進み

中野重治を知る｡ 大正13年東京帝国大学文学部に入学し新

人会で活動､ 昭和2年に共産党入党､ 卒業後関東電気労働

組合で活動､ 翌年三・一五事件で検挙され再逮捕｡ 昭和5

年12月保釈､ 昭和9年日本評論社に入社し出版部長をつと

め､ のち満鉄に入社し調査部へ｡ 昭和15年3月上海事務所

での支那抗戦力調査第二回報告会に出張し大連に帰り6月

に資料課第一資料係兼大連図書館運用係主任へ異動｡ この

第一資料係は調査部のための資料の購入・整理などを担当､

その受入・分類・貸出は大連図書館運用係が出張して担当

をするというものであった｡ 昭和15年9月大連図書館書目

係兼第一資料係 (｢大陸読書界便り｣ (『満洲読書新報』 第43号 昭

和15年10月)｡ なおすでに昭和14年4月には大調査部が成立

しており満鉄図書館の再編も検討され昭和17年12月には図

書館資料の総合調整案が定められ翌年蔵書の管理換も実施

されたが､ 石堂もこのこれら調査部・図書館の再編に大き

な働きをした｡ また調査部の資料について予算を得て松崎

鶴雄の助力により奉天・天津・北京などで資料の購入をお

こない 『永楽大典』 3冊も入手している｡ また奉天図書館

の漢籍移管の問題では､ 大連図書館に移管するとの通告を

衞藤利夫にすることを調査部では皆ためらい､ やむなく石

堂が衞藤に会ったという｡ 衞藤はその場で了解し､ ただ担

当の植野武雄をいっしょに大連図書館に引き取ることだけ

を希望したとされる (｢満鉄の図書館｣ 『彷書月刊』 1988年6月

｢特集 満鉄図書館｣)｡ さらに図書館前庭に研究所を建設し図

書館二階に研究室を設けて ｢上級研究員｣ 格で仮住まいを

するとの計画案を出し､ その研究所員も調査部員の清水盛

光・天野元之助・天海謙三郎ほか京都帝国大学から研究員

を出してもらうべく人選を小島祐馬に依頼し小島は時々大

連にやってくるだけの所長となることも内諾していたとい

う｡ この研究所計画は人選までも整ったが調査部次長から

中止の通告があり､ その数日後検挙されることとなった｡

昭和18年の第二次満鉄事件である｡ この検挙により昭和19

年5月新京の法院で判決があり執行猶予付きで釈放となっ

た｡ そして二等兵として応召し哈爾浜へ向かい､ ここで敗

戦｡

昭和24年大連から興安丸で帰国､ 舞鶴に着く｡ 『レーニ

ン全集』 などマルクス主義関連資料の翻訳などの活動を展

開したが構造改革論を唱えて昭和36年日本共産党を除名と

なる｡ 平成13年9月1日死去､ 97歳 (石堂清倫 『わが異端の昭和

史』 平凡社 1986年､ 有田芳生 ｢現代の肖像 石堂清倫｣ 『サンデー毎

日／1992年6月7日号､ 参照したのはhttp://www.web-arita.com/gendai2.ht

ml)｡

石戸谷司

昭和16年7月2日奉天図書館に着任 (｢奉図通信｣ 『満洲読書新

報』 第52号 昭和16年8月)｡

石野英士

大正７年8月から9年6月まで大連電気遊園図書閲覧場主

事 (『伏見台児童図書館略史』)｡

石増 祚

昭和13年7月6日病気のため北京近代科学図書館を退職
(『書滲』 第1号 昭和13年8月)｡

和泉徳一

明治36年生まれ､ 本籍愛媛県伊予郡北伊予村｡ 大正15年

東洋大学専門部東洋文学科卒業｡ 上海毎日新聞､ 北京順天

時報社､ 希望社等に勤務し､ 大同元(1932)年双城県属官､

慶城県､ 民政部､ 国務院総務庁属官｡ 総務庁人事処､ 新京

特別市行政処事務官を経て康徳9 (1942) 年5月16日国立中

央図書館籌備処理事官､ 庶務科長 (『満洲紳士録 昭和18年』)｡

康徳10年6月25日開催の全国図書館大会において司会を務

めている (｢彙報｣ 『資料公報』 4巻７・８号 康徳10年)｡

板垣一二三

明治33年小倉市生まれ｡ 明治大学専門部商科を卒業｡ 大

正14年満鉄入社､ 大連北公園､ 本渓湖､ 近江町､ 大連図書

館司書を経て瓦房店図書館長､ 営口図書館長｡ 昭和12年7

月末日現在 瓦房店図書館館長 (｢各館従事員名簿 昭和12年7月

末日現在｣ 『満鉄図書館業務研究会年報 第３集』)｡ 昭和12年12月

瓦房店図書館長から営口図書館長 (『図書館新報』 第10号)｡

昭和13年2月7日現在営口市立図書館 (｢会誌｣ の通常会員 『図

書館新報』 11号)｡ 昭和13年9月28日の満洲国第一回全国図書

館長懇談会のことだと思われるが､ 板垣も参加したところ

｢旧知諸兄の過半数の顔ぶれがないので誠に心淋しい思い

を致しました｡ 矢張り皆で気焔をあげていた光景をなつか

しく思ひ出しました｣ ｢列車便でドシドシ連絡した事に急

に切手を貼ってポストに投り込む気持ちは､ 何だか距離が

出来た様な気がして､ 此の点慣れる迄相当苦痛に思はれる

事でせう｣ とあり､ 満洲国への移譲後各図書館では残務整

理や移譲後の作業で忙しくしていること､ 満鉄時代の図書

館活動を懐かしく思いまたいささか戸惑っている様子がわ

かる｡ 営口市図書館でも満鉄社員倶楽部の二階から元地方

事務所への引越しなどもあり忙しく図書館運営をおこなっ

た (｢読者通信｣ 『満洲読書新報』 第21号 昭和13年12月)｡ 康徳6

(1939) 年7月21日現在､ 同日開催の奉天省図書館聯合研究

会結成式では営口市立図書館長として第一部日系部会の委

員 (｢奉天省図書館聯合研究会結成式 役員名簿｣ 『奉天省図書館聯合

研究会年報』 康徳7年11月)｡ 康徳6 (1939) 年12月7日調べ ｢研

究事項､ 趣味､ 娯楽調査報告｣ の研究事項では ｢図書整理

事務｣ を研究するとしている (『奉天省図書館聯合研究会年報』

康徳7年11月)｡

戦後は北九州大学図書館司書 『全国図書館職員録 昭和

30年10月1日現在』 (『図書館総覧』 昭和26年)｡

市来半次郎

大正13年5月31日現在台東庁台東外財団法人台東奨学会

附属図書館 (同会理事長) (『台湾総督府図書館一覧 自大正12

年4月1日至大正13年3月31日』)｡

市村 榮

大正4年2月6日より台湾総督府図書館司書 (昭和10年7月現

在 『朝鮮総督府図書館要覧 昭和10年8月9日 開館二十周年記念』)｡

台湾愛書会の設立発起人のひとり｡ その次第は次のとおり

である｡ 総督府図書館長山中樵のJFAK (台湾放送局) の
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ブックレビューの放送がきっかけとなり愛書・珍書の持ち

寄り会を開くことになり2月13日台北鉄道ホテルで開催さ

れた｡ そのとき集ったのは台湾日日新報社河村徹・大澤貞

吉主筆､ 総督府図書館の山中樵館長と市村榮司書､ それに

三年来 ｢書物の会｣ を開催してきた台北帝国大学から植松

安・瀧田貞治・田中長三郎・澤田兼吉・武田虎之助で､ こ

こで会の創立が提案された｡ ４月12日矢野禾積・島田謹二

を加わえて台湾愛書会が創設され､ 会長に台北帝国大学総

長幣原坦を推戴することとした｡ なお会の発起人には先の

陣容のほかに代表格として阿部文夫が､ そして神田喜一郎

が加わっている (武田虎之助 ｢台湾愛書会成立小誌｣ ｢台湾愛書会

趣旨｣ 『愛書 第一号』､ 西川満 ｢解題に代えて｣ 『愛書』 複製版 1980)｡

昭和13年5月に日本図書館協会の図書館勤続功労者表彰

(20年) を受ける (｢人名篇｣ 『図書館総覧』 昭和26年)｡

伊藤彰憲

延吉街立厚生館館員 (｢前職員｣ 『延吉街立厚生館 図書部要覧』

康徳9年11月)｡

伊藤金次郎

昭和15年4月奉天図書館着任 (｢奉図通信｣ (『満洲読書新報』

第38号 昭和15年5月)｡ 昭和16年7月現在奉天図書館員 (｢会報｣

『満洲読書新報』 第52号 昭和16年8月)｡ 昭和18年4月30日満鉄退

社 (｢会報｣ 『満洲読書新報』 第70号 昭和18年6月)｡

伊藤禎章

昭和12年10月2日の満鉄業務研究会目録部会に出席 (｢彙

報｣ 『新京図書館月報』 第13号 昭和12年8月)｡

伊藤 恂

大正5年7月8日より大正12年4月19日まで台湾総督府図書

館書記 (昭和10年7月現在 『朝鮮総督府図書館要覧 昭和10年8月9日

開館二十周年記念』)｡

伊藤節夫

康徳9 (1942) 年度満洲国立中央図書館籌備処委任官第

一種 (行政科) 採用試験に合格 (｢彙報｣ 『資料公報』 3巻11号

康徳9年)｡ 康徳10年2月1日中央図書館籌備処委任官試補司

書科配属 (｢彙報｣ 『資料公報』 4巻4号 康徳10年)｡ 康徳10年4月1

日籌備処を辞職 (｢彙報｣ 『資料公報』 4巻5号 康徳10年)｡ 康徳11(

1944)年1月西安炭鉱図書室から国立中央図書館設籌備処へ
(｢会報｣ 『満洲読書新報』 第77号 昭和19年2月)｡

伊藤智恵子

昭和16年10月3日奉天図書館に着任､ 書目係 (｢会報｣ 『満

洲読書新報』 第55号 昭和16年11月｡ 『収書月報』 第70号 昭和16年11

月)｡

伊藤鎭三

明治9年岐阜県海津郡の生まれ｡ 明治29年明治法律学校

中途の後明治34年9月台中県警部補を皮切りに36年澎湖県

轉任､ 37年澎湖庁警部､ 綱海支庁長､ 43年11月嘉義庁警部

保安係長｡ 大正2年打猫支庁長､ 4年3月北港支庁長､ 6年5

月店子口支庁長｡ 大正8年4月いったん依願免官となったが

10年7月再度北港郡庶務課勤務､ 大正13年3月新高郡庶務課

長､ 昭和2年6月退職し同年7月鹽水街長｡ また鹽水港信販

購利組合長に当選｡ 奏任待遇 (『台湾紳士録 昭和12年』)｡ 昭和

9年3月31日現在台南州新営郡塩水街塩水図書館館長 (台南

州新営郡塩水街街長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和9年3月末』)｡

昭和12年3月31日現在台南州新營郡鹽水街鹽水図書館館長

(街長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和11年度』)､ 昭和15年3月31

日現在台南州新営郡鹽水街鹽水図書館館長 (街長) (『台湾

総督府図書館概覧 昭和14年度』)｡

伊東 安

昭和11年10月に発行の奉天図書館同人雑誌 『韃靼』 の第

2号に ｢論理・心理・歴史｣ を執筆 (『収書月報』 第11号 昭和1

1年11月)｡

稲垣 ＊

昭和13年12月北京近代科学図書館の主事として奉職
(『書滲』 第3号昭和14年1月)｡

井上 勇

大正8年10月から大正9年6月まで満鉄鉄嶺簡易図書館事

務助手 (『鉄嶺図書館沿革史』)｡

井上圭子

康徳6 (1939) 年9月28日現在､ 同日開催の奉天省図書館

聯合研究会第一部日系部会第一回部会の ｢部員名簿｣ に奉

天市公立八幡町図書館文書係 (『奉天省図書館聯合研究会年報』

康徳7年11月)｡

井上徳生

昭和15年9月5日奉天図書館着任 (｢奉図通信｣ (『満洲読書新

報』 第43号 昭和15年10月)｡

井上正義

明治30年宮崎市神宮東町に生まれる｡ 向陽学舎正教員科

(郡費生) を経て大正5年12月に小学校訓導となり大正9年3

月満鉄入社､ 近江町簡易図書館主事､ 奉天図書館兼八幡町

図書館主事｡ 大正15年文部省図書館講習所卒｡ 昭和5年9月

6日長春図書館主事のち館長､ 長春図書館は新京図書館さ

らに新京特別市図書館と改称した｡ 開原図書館主事､ 同図

書館長､ 昭和９年８月奉天市八幡町図書館長兼蘇家屯図書

館長｡ 図書館業務の標準化に向けて 『公立図書館員執務常

識』 (奉天公立八幡町図書館 康徳6年 83p 謄写版､ 大連図書館旧蔵

現大連市図書館魯迅路分館日本文献館所蔵) を刊行した｡ そこに

は ｢研究会内規｣ ｢奉天省図書館及民衆教育館一覧｣ など

が附録として収載される｡ 康徳6 (1939) 年7月21日現在､

同日開催の奉天省図書館聯合研究会結成式では第一部日系

部会の副会長 (｢奉天省図書館聯合研究会結成式 役員名簿｣ 『奉天

省図書館聯合研究会年報』 康徳7年11月､ ｢新京図書館沿革略｣ 『新京

図書館月報 第16号』 昭和12年11月)｡ 康徳6 (1939) 年12月7日

調べ ｢研究事項､ 趣味､ 娯楽調査報告｣ の研究事項では

｢公立図書館経営の合理化｣ を研究するとしている (『奉天

省図書館聯合研究会年報』 康徳7年11月)｡ 昭和17年5月日本図書

館協会 ｢図書館勤続功労者表彰｣ (20年) を受ける (｢人名

篇｣ 『図書館総覧』 昭和26年)｡ 康徳10年4月1日奉天市立八幡町

図書館長として市政七周年記念日に市政功労者として表彰

を受ける (｢会報｣ 『満洲読書新報』 第69号 昭和18年5月)｡ 康徳11

(1944) 年4月奉天市立八幡町図書館から奉天市立婦人病院

兼市立産院事務長に異動 (｢会報｣ 『満洲読書新報』 第80号 昭和

19年6月､ ｢井上正義より｣ 『満洲読書新報』 第82号 昭和19年9月)｡

戦後は宮崎県南那珂郡東郷村に住まう (『旧満鉄図書館関係
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者の連絡誌 書香 (仮称)』 vol.1 昭和24年1月)｡
注：｢図書館講習所｣ は､ 大正10年に開所された図書館員教習所が

前身｡ 大正11年に 『芸艸会雑誌』 を創刊｡ 大正14年に図書館講習所

と改称｡ 昭和22年には､ 図書館職員養成所として再発足した (｢文

部省図書館職員養成所年表｣ 『図書館研究』 復刊第4号 1959年6月､

『図書館職員養成所同窓会三十年記念誌』 図書館職員養成所同窓会

1953年5月)｡

井上快男 (よしお)

昭和16年2月20日京城帝国大学図書館司書の肩書で満鉄

奉天図書館を訪れている (『収書月報』 第62号 昭和16年３月)｡

井原米吉

昭和15年3月31日現在台中州員林郡坡心庄坡心庄文庫長

(庄長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和14年度』)｡

伊吹堂孫堅

昭和4年4月25日より台湾総督府図書館司書 (昭和10年7月

現在 『朝鮮総督府図書館要覧 昭和10年8月9日 開館二十周年記念』)｡

今明 識

昭和13年2月7日現在､ 奉鉄巡回書庫 (｢会誌｣ の通常会員

『図書館新報』 11号)｡ 昭和18年4月1日奉天鉄道局総務部大連

在勤から新設の社員会事務所大連在勤 (巡回書庫) に異動
(｢会報｣ 『満洲読書新報』 第69号 昭和18年5月)｡ 昭和18年11月5日

の関東州読書協会役員会において理事から総務部委員を委

嘱される (｢各部委員委嘱｣ 『満洲読書新報』 第77号 昭和19年2月)｡

戦後は内地引き揚げ後すぐに郷里で死去 (『旧満鉄図書館

関係者の連絡誌 書香 (仮称)』 vol.1 昭和24年1月)｡

今井順吉

明治11年三重県阿山郡上野町に漢学者の子として生まれ

る｡ 明治34年三重県師範学校を卒業､ 明治38年文部省中学

教員検定試験に合格し三重県師範学校・三重県第二中学校・

同上野中学校そして大正9年7月関東庁中学校教諭に転任､

大連第一中学教諭を経て旅順高等女学校・旅順中学各校長

を歴任｡ 昭和10年4月1日退官し昭和12年7月旅順博物館長

兼旅順図書館長｡ 正五位勳五等､ 関東局教育主事 (『満蒙日

本紳士録』 昭和2年､ 『満洲紳士録 昭和15年』)｡ 昭和13年4月末現

在も旅順図書館館長 (｢会誌 賛助会員｣ 『図書館新報』 第14号 昭

和13年5月､ 岡村敬二 ｢『旅順図書館報』 からみた旅順図書館｣ 『朱夏』

12)｡

今井良雄

大正12年5月から12年10月まで大連電気遊園図書閲覧場

事務手 (『伏見台児童図書館略史』)｡ 大正15年8月大連埠頭図書

館から転任､ 昭和5年6月まで満鉄鞍山図書館事務助手
(『満鉄鞍山図書館沿革史』)｡

今澤慈海

明治15年愛媛県新居郡神戸村の生まれ｡ 第五高等学校を

経て東京帝国大学文科大学哲学科を卒業し東京市に奉職､

東京市立日比谷図書館の開館を準備し大正2年市立日比谷

図書館長｡ 外地関連では大正4年3月2日より台湾総督府図

書館嘱託 (昭和10年7月現在 『朝鮮総督府図書館要覧 昭和10年8月

9日 開館二十周年記念』)｡ 昭和6年日比谷図書館を退任､ 9年

成田中学校長､ 成田山文化財団理事長､ 成田図書館顧問な

どを務める｡

戦後は昭和23年第三代成田図書館長｡
｢名誉会員 今澤慈海 ご逝去｣ (『図書館雑誌』 vol.63 no.2)｡ なお同

号に､ 弥吉光長 ｢今沢先生の回想｣､ 廿日出逸暁 ｢今沢先生をしの

んで｣､ 武士田文哉 ｢天瑞先生の思い出｣ 中島晴之 ｢図書館員 今沢

先生追遠記の一部として｣｡ 次号に､ 秋岡吾郎 ｢人間の教師 今沢慈

海先生｣､ 細谷重義 ｢今沢慈海先生主要著作一覧｣｡

『今沢慈海先生追悼録』 成田山教育文化福祉財団 1969

『小図書館管理法』 ミニー・クラーク・バドロング著 今沢慈海

神絢一共訳 間宮商店 1926 (圖書館 研究叢書 第3編)

『兒童圖書館の研究』 今澤慈海 竹貫直人著 博文館 1918

『圖書館經營の理論及實際』 叢文閣 1926

『圖書館經營の理論及實際 改訂増補』 風間書房 1950

『圖書館建築』 シー・ハッドレイ著 今澤慈海譯 今澤慈海刊 1928

『不動尊の靈驗』 不動全集刊行會 1941 (不動全集 第4巻)

『梵文典 表解詳説 [本編] 諸表及索引』 大本山成田山新勝寺 1958

『了翁禅師小傳』 日本図書館協会 1964

『蘭�辨妄』 甲田健之助 今沢慈海著 成田山新勝寺 1938

『了翁禅師小傳』 成田山財団 1964

今澤正秋

昭和9年3月31日現在鶯歌庄図書館館長 (海山郡鶯歌庄長)

(『台湾総督府図書館概覧 昭和9年3月末』)｡
鶯歌郷土誌 今澤正秋編纂 昭和9年2月 (『台灣文獻書目題解 第

一種 方志類(五)』 にネット上で全文掲載 国立中央図書館台湾分

館)

今村三寅

昭和15年4月16日付大連図書館から調査部第四調査室に

転任 (｢会誌｣ (『満洲読書新報』 第38号 昭和15年5月)｡ 昭和18年8

月現在スマトラ派遣10300部隊 (｢会報｣ 『満洲読書新報』 第73号

昭和18年9月)｡

井元八百蔵

昭和9年3月31日現在台南州新豊郡帰仁庄帰仁図書館館長

(台南州新豊郡仁徳庄長)(『台湾総督府図書館概覧 昭和９年３月

末』)｡ 昭和12年3月31日現在台中州新豊郡帰仁庄帰仁図書

館館長 (庄長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和11年度』)｡

岩井久枝

昭和13年2月7日現在､ 奉鉄巡回書庫 (｢会誌｣ の通常会員

『図書館新報』 11号)｡

岩下榮三

昭和15年3月31日現在台南州東石郡布袋庄布袋庄立図書

館館長 (庄長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和14年度』)

岩下實業

明治12年鹿児島県薩摩郡の生まれ｡ 長崎市鎮西学院に学

ぶ｡ 明治27年朝鮮に渡り仁川外国語学校で英語教師をする

が明治30年転職して沖縄県警察界に､ 明治30年9月には台

北県巡査､ 39年警部補に昇進し台北庁から花蓮港庁警部と

なり､ さらに鳳林支庁長から阿 庁に移り阿里港・六亀里

支廳長を経て大正9年制度改正により台中州警部東勢部課

長｡ 大正11年10月退官と同時に東勢庄長に任命｡ 昭和4年2

月豊原街長(奏任官待遇)として地震火災後の街市區改正な

どに敏腕を発揮 (『台湾紳士録 昭和12年』)｡ 昭和9年3月31日現

在台中州豊原郡豊原図書館長 (台中州豊原郡豊原街長)
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(『台湾総督府図書館概覧 昭和9年3月末』)｡ 昭和12年3月31日現在

台中州豊原郡豊原街豊原図書館館長 (街長) (『台湾総督府図

書館概覧 昭和11年度』)｡ (岳堂)正七位勳七等｡

岩田 實

明治24年5月東京市四谷区坂町生まれ｡ 明治43年海城中

学校卒業､ 大正元年12月歩兵第十六連隊に入営し除隊後東

京市役所さらに文泉社編集部等を経て大正8年8月満鉄に入

社して図書館に勤務｡ この渡満も日比谷図書館から柿沼介

や鹽谷孝治郎が渡満し赴任したことに触発され柿沼に入社

の斡旋を依頼したという (岩田實 ｢柿沼介先生追憶｣ 『図書館雑

誌』 vol.66 no.2)｡ 大正10年12月開原簡易図書館主事､ 鉄嶺

図書館主事､ 鉄嶺図書館主事､ 同館長 (大正11年12月から大

正15年4月)､ 大連図書館司書､ 鞍山図書館司書､ 昭和2年7

月から昭和6年4月まで主事 (『満鉄鞍山図書館沿革史』)｡ 鞍山

図書館では前任の佐竹英治の仕事を踏襲して図書館の狭隘

を解決するために北二条町の鞍山不動産信託会社所有の建

物に移転した｡ 昭和2年図書館講習所修了｡ 昭和3年には通

俗図書の収集閲覧に力をそそぎ読書会員の読書熱に応えた｡

文芸関係の読書熱の高まりとともに和歌・短歌を含めた文

学関係資料を購入したがその結果昭和3年3月俳誌 『蘆芽』

が創刊となり岩田主事・今井良雄事務助手が編集し隔月刊

行とした (この 『蘆芽』 は岩田の転任により昭和6年4月に廃刊)｡

俳句だけでなく郷土鞍山の紹介や新着目録を掲載する鞍山

図書館報の役割も果たした (特集目録については 『満鉄鞍山図

書館沿革史』 に掲載されている)｡ 昭和6年4月遼陽各図書館主

事､ 昭和9年4月安東図書館長､ 昭和12年12月大連図書館｡

昭和13年5月日本図書館協会の図書館勤続功労者表彰 (20

年) を受ける (｢人名篇｣ 『図書館総覧』 昭和26年)｡ 昭和17年10

月28日大連図書館運用係主任の肩書きで奉天図書館に来館
(『収書月報』 第82,83号合併 昭和17年12月)｡

戦後は､ 中国長春鉄路公司が接収した長春鉄路公司科学

研究所中央図書館に留用｡ 昭和22年3月末に引揚げて博多

港に｡ なお引揚げに際して図書館従事員の引揚げ先名簿を

作成してはどうかという話がでて林宗元が名簿を作成した｡

それが戦後の引揚げ図書館員の就職などに役立ったという｡

衞藤利夫・林靖一・古野健雄の世話で5月1日から学習院大

学図書館に就職 (『満洲紳士録 昭和12年』､ 岩田實 ｢柿沼介先生追

憶｣ 『図書館雑誌』 vol.66 no.2)｡

岩谷良太郎

大正15年4月から大正15年7月まで満鉄鞍山図書館臨時傭

員 (『満鉄鞍山図書館沿革史』)｡

岩永正巳

康徳10 (1943) 年1月25日満洲国立中央図書館籌備処着

任 (司書科) (｢彙報｣ 『資料公報』 4巻3 号 康徳10年)｡

岩淵多助

昭和16年9月1日奉天図書館員として着任 (｢会報｣ 『満洲読

書新報』 第54号 昭和16年10月)｡

戦後は宮城県元吉町に (『旧満鉄図書館関係者の連絡誌 書香

(仮称)』 vol.1 昭和24年1月)｡

岩本多助

大正14年3月31日現在､ 大正15年 昭和元年度末現在､ 高

雄州高雄市高雄図書館館長 (市尹) (『台湾総督府図書館一覧

自大正13年4月1日 至大正14年3月31日』､ 『台湾総督府図書館一覧 自

大正15年4月1日 至昭和2年3月31日』)｡ 市尹就任時期 1924年12

月25日－1927年8月6日｡

岩本正夫

康徳6 (1939) 年4月26日奉天市公立八幡町図書館雇員採

用､ 奉天省図書館聯合研究会第一部日系部会第一回部会で

の ｢部員名簿｣ で奉天市公立八幡町図書館 (『奉天省図書館

聯合研究会年報』 康徳7年11月)｡ 康徳6 (1939) 年12月7日調べ

｢研究事項､ 趣味､ 娯楽調査報告｣ の研究事項では ｢満洲

における特殊工業概論｣ を研究するとしている｡ 康徳６年

12月22日雇員を退職 (『奉天省図書館聯合研究会年報』 康徳7年11

月)｡

う

于 長江

昭和12年7月末日現在 大連図書館傭員雑務手 (｢各館従事

員名簿 昭和12年7月末日現在｣ 『満鉄図書館業務研究会年報 第３集』)｡

上岡 昇

昭和10年7月臨時雇､ 昭和10年11月から昭和11年4月まで

満鉄鉄嶺図書館事務助手､ 昭和11年末現在大連図書館
(『鉄嶺図書館沿革史』)｡ 昭和12年7月末日現在大連図書館傭員

事務手 (｢各館従事員名簿 昭和12年7月末日現在｣ (『満鉄図書館業務

研究会年報 第３集』)｡ 昭和13年2月7日現在大連図書館 (｢会誌｣

の通常会員 『図書館新報』 11号)｡ 昭和13年5月大連図書館から

調査部資料課へ転勤 (｢会員消息｣ 『図書館新報』 第14号 昭和13

年5月)｡ 昭和18年6月大連都交から満洲農業信用組合に異動
(｢会報｣ 『満洲読書新報』 第71号 昭和18年7月)｡

羽坂國定

大正13年4月から大正15年11月まで満鉄鞍山図書館職員
(『満鉄鞍山図書館沿革史』)｡

上崎孝之助

東京朝日新聞経済部次長をへて 1937年3月開館した上海

日本近代科学図書館館長｡

上島のぶ子

大井睦子

昭和16年6月奉天図書館を退職し離奉 (『収書月報』 第65号

昭和16年6月)｡

上杉直三郎

京城府立図書館長 (｢朝鮮・満州の図書館を語る｣ 『図書館雑誌』

59-8 1965年8月)｡

上田志馬平

明治8年熊本県八代郡宮原町の生まれ｡ 明治40年日本大

学を卒業､ 6月渡満し満鉄入社｡ 大正2年4月まで満鉄鉄嶺

図書閲覧場主事 (鉄嶺尋常高等小学校校長の兼務)｡ 昭和2年退

職して4年2月から全満和船公司を経営 (『鉄嶺図書館沿革史』､

『満豪日本人紳士録 昭和2年』)｡

植田末熊

明治17年熊本県鹿本郡の生まれ｡ 明治41年渡台し同年10
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月桃園庁巡査､ 明治42年8月普通文官試験合格､ 明治43年6

月警部補｡ 大正6年8月総督府警部兼府屬､ 警務局勤務｡ 大

正10年11月台中州警部､ 大正13年府屬として警務局勤務｡

大正14年台北州警部兼府属として警務局勤務｡ 昭和2年6月

勲八等瑞宝章授章｡ 同年8月府地方警視 (高等官七等) 高

雄署長｡ 昭和3年9月台東町警務課長｡ 6年3月依願免本官と

なり武徳會台灣地方本部主事｡ 昭和12年8月5日花蓮港街長､

奉任官待遇｡ 正七位勲六等 (『台湾紳士録 昭和12年』)｡ 昭和15

年3月31日現在花蓮港庁花蓮港通俗図書館市館長 (街長)
(『台湾総督府図書館概覧 昭和14年度』)｡

植田安次郎

明治25年12月奈良県磯城郡桜井町生まれ｡ 大正7年立命

館大学法律専門部中途退学､ 大正10年憲兵練習所を卒業｡

昭和4年4月憲兵特務曹長､ 昭和9年10月憲兵少尉､ 康徳元

(1934) 年12月満洲国に転出し黒河省愛琿県嘱託､ 康徳2年

4月警正､ 10月警察庁開庁となり同警正､ 黒河警察庁警務

科長､ 康徳4 (1937) 年佳木斯警察庁警正治安部督察官兼

事務官､ 同部警務司事務官兼総務庁事務官､ 康徳7年5月省

理事官錦州省警務庁司法科長､ 警防科長､ 延吉県延吉街長｡

康徳9 (1942) 年11月現在延吉街立厚生館館長を兼務 (『延

吉街立厚生館 図書部要覧』 康徳9年11月)｡ 康徳10年4月協和会に

転出し間島市本部副長 (『満洲紳士録 昭和12年版』､ 『同 昭和15

年版』 『同 18年版』)｡

植田勇次郎

昭和12年3月31日現在台中州豊原郡潭子庄潭子庄文庫長

(庄長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和11年度』)｡

植野武雄

明治30年1月名古屋市橦木町生まれ｡ 大正9年東京帝国大

学文学部支那文学科選科修了｡ 大正10年5月明治学院中学

部講師に就任､ 同11年1月上海東亜同文書院図書館主任兼

研究部員となり同文書院発行の図書目録及支那研究の編輯

に従事｡ 大正11年7月の北支旅行の折に青島の北里獣医中

佐から満洲に行くならと同郷熊本出身で昵懇の衞藤利夫奉

天図書館長を紹介される｡ このときは大連で佐竹義継の世

話により大連図書館を見学したにとどまったという｡ その

後高津中学校教諭をへて大正15年京城帝国大学支那哲文学

科助手｡ このとき指導を受けた児島星江は五高教授時代に

衛藤の恩師でもあった｡ 昭和4年5月に満鉄に入社し大連図

書館司書｡ 衛藤が内地留学を終えて大連図書館に挨拶に来

たとき柿沼介や佐竹義継の世話で加茂川町不二亭にて宴会

が持たれたがその時にはじめて衛藤利夫と対面した｡ 秋に

語学試験委員として奉天にも入り櫻井敬一・松原浅右衛門・

井上正義の案内で奉天図書館を見学した｡ その後昭和5年4

月奉天図書館司書として赴任し衛藤のもとで13年働く｡ 植

野は衞藤のもとで働いたことを ｢與善人居､ 如入芝蘭之室､

久而不聞其香､ 即與之化矣｣ (善人と居るは芝蘭の室に居るが如

く､ 久しくして其の香を聞かざる者は即ちこれと化すればなり) と

自身が芝蘭の室に居たと喩えている (植野武雄 ｢衛藤利夫先生

と奉天図書館と私｣ 『満洲読書新報』 第57号 昭和17年2月)｡ 昭和8

年4月司書係主任｡ この間昭和5年以来数回にわたり満鉄日

本語検定試験委員をつとめる (『満洲紳士録 昭和12年版』 『満洲

紳士録 昭和15年版』)｡ 昭和13年5月書目係主任｡ 昭和15年7月

20日奉天図書館運用係主任 (｢会誌 通常会員｣ (『満洲読書新報』

第41号 昭和15年8月)､ 昭和16年11月1日奉天図書館書目係主

任 (｢会報｣ 『満洲読書新報』 第56号 昭和17年1月)｡ 柔父会会長故

石本憲治理事の遺蔵書 ｢石本文庫｣ を整理 (｢石本文庫の整

理を終えて｣ 『収書月報』 第73号 昭和17年2月)｡ 昭和17年1月20日

副参事 (｢会報｣ 『満洲読書新報』 第57号 昭和17年2月)｡ 昭和17年

８月小平文庫の整理 (｢小平文庫の整理を終えて｣ 『収書月報』 第

80号 昭和17年9月)｡ 昭和17年12月15日奉天図書館書目係主

任から大連図書館漢籍係主任 (奉天在勤) へ転任 (｢会報｣

『満洲読書新報』 第67号 昭和18年3月)｡ 昭和18年5月1日奉天在

勤を解かれ大連在勤 (中村道冏 ｢植野主任を送る｣ 『収書月報』

第88号 昭和18年5月)｡ のち大連市長春台に転居 (｢会報｣ 『満洲

読書新報』 第70号 昭和18年6月)｡ なおこの記事には､ 近々吐

風書房から 『支那学者の地方的研究』 を出版予定というが

それは 『滿支典籍攷』 として刊行された｡ 昭和19年2月1日

満鉄参事に昇格 (｢会報｣ 『満洲読書新報』 第78号 昭和19年3月)｡

昭和19年10月10日大連図書館漢籍係廃止にともない大連図

書館勤務ということになった (｢会報｣ 『満洲読書新報』 第84号

昭和19年12月)｡

戦後は関西大学講師や高校の教師をした (｢信葉抄｣ 『旧満

鉄図書館関係者の連絡誌 書香 (仮称)』 vol.1 昭和24年1月)｡ 昭和2

4年9月26日死去｡
『滿支典籍攷』 奉天大阪屋號書店 1944

『涙痕』 [植野武雄] 1935

『滿洲地方志考』 奉天図書館 1935 (奉天圖書館叢刋 第25册)

『木州詩存』 植野木州作 植野武雄編 木州詩存刊行會 1939 (題簽

宝煕､ 題字 羅振玉・南次郎)

『滿洲地方志綜合目録』 滿鐵奉天圖書館 1939 (滿洲學叢刊 第2冊)

上床一男

京都府立図書館から京城帝国大学図書館｡ 昭和17年5月

日本図書館協会 ｢図書館勤続功労者表彰｣ (20年) を受け

る (｢人名篇｣ 『図書館総覧』 昭和26年)｡

上森大輔

大正11年1月19日より台湾総督府図書館司書兼書記 (昭和

10年7月現在 『朝鮮総督府図書館要覧 昭和10年8月9日 開館二十周年

記念』)｡ 昭和17年5月日本図書館協会 ｢図書館勤続功労者表

彰｣ (20年) を受ける､ 台中州立図書館嘱託 (｢人名篇｣ 『図

書館総覧』 昭和26年)｡

｢総督府図書館の児童に関する施設｣ (台灣社會事業協會編 『社會

事業の友』 第18号 (昭和5年5月)

｢児童図書館の建設を望む｣ (台灣社會事業協會 [編] 『社會事業の

友』 24号 (昭和5年11月)

上領三郎

明治22年生まれ東京出身｡ 教育哲学者｡ 大正13年に妻定

子と共に､ ｢すべてのものを愛しむ｣ との敬愛の教育理念

をもとに､ 高円寺の地に ｢敬愛小学校｣ を創立したが私財

力尽き昭和12年3月閉校となる｡ 昭和14年9月延吉に於て敬

愛学舎開校､ 生徒千余名という｡ 康徳9 (1942) 年11月現

在延吉街立厚生館主事 (『延吉街立厚生館 図書部要覧』 康徳9年1

1月)｡
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終戦により閉校｡ 昭和20年12月24日没､ 墓所は谷中墓地
(敬愛学園の歩み｣ http://www.keiaigakuen.com/keiaigakuen/ayumi.html)

宇佐美信吉

昭和9年3月31日現在新竹州苗栗郡苗栗街立図書館長 (苗

栗郡苗栗街長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和9年3月末』)､ 昭和

15年3月31日現在新竹州苗栗郡苗栗街図書館長 (街長)
(『台湾総督府図書館概覧: 附島内公私立図書館一覧 昭和14年度』)｡

牛谷正巳

大正5年山形県東置賜郡大塚村の生まれ｡ 県立長井中学

を卒業､ 昭和9年4月満蒙学校に入学､ 10年4月卒業し6月満

鉄入社､ 錦州建設事務所平泉駅に勤務｡ 昭和11年7月大連

埠頭図書館､ 10月沙河口図書館勤務 (『図書館新報』 第2号 昭

和12年5月)｡ 昭和12月在職のまま成興歩兵74連隊に入営､ 1

2年幹部候補生として豊橋陸軍教導学校に入学｡ 昭和13年5

月卒業と同時に原隊に復帰して歩兵少尉として中支派遣を

命じられ徳安攻略戦に参加したが昭和13年秋廬山南麓徳安

付近の戦闘で戦死､ 享年23歳｡ 従七位陸軍歩兵中尉に陞進｡

昭和14年4月30日山形県の郷里大塚村で村葬 (｢読者通信｣

『満洲読書新報』 第18号 昭和13年9月､ ｢連図通信｣ 『満洲読書新報』

第20号 昭和13年11月､ ｢元満鉄図書館員 牛谷中尉散華｣ (｢満支読書

界便り｣ 『満洲読書新報』 第27号 昭和14年5月)｡

碓井 勲

奉天図書館員｡ 戦後は福岡市に (『旧満鉄図書館関係者の連

絡誌 書香 (仮称)』 vol.1 昭和24年1月)｡

臼田 ＊

北京近代科学図書館司書｡

鵜鷹幸蔵

東亜同文書院図書館主任｡

内倉秀夫

昭和7年12月から昭和8年10月まで満鉄鉄嶺図書館事務助

手､ 昭和11年末現在営口日満商事会社出張所 (『鉄嶺図書館

沿革史』)｡

内海庫一郎

明治45年東京市本郷区駒込神明町の生まれ｡ 昭和4年成

城高等学校 (文乙) に進学､ プロレタリア語学夏期大学に

参加､ また非合法運動で逮捕｡ その後成城高校に復学し京

都帝国大学経済学部に入学､ 蜷川虎三ゼミに所属｡ 昭和11

年卒業､ 経済学部副手､ 昭和13年蜷川の推薦で４月建国大

学助手として新京に赴任｡ 昭和13年9月建国大学教授向井

章とともに奉天図書館の見学をしている｡ ここには建国大

学図書課とある (『収書月報』 第33号 昭和13年10月)｡ 昭和14年

助教授､ 15年国務院総務庁統計処統計課事務官を兼任し

『満洲帝国統計年鑑』 を編集｡ 19年3月二等兵として召集さ

れソ連国境に配置､ 八月沖縄に上陸､ 翌20年3月陸軍上等

兵として連隊本部で通訳兵｡ 7月米軍に投降し屋嘉捕虜収

容所に収容｡

戦後昭和21年11月復員し京都大学大学院に入学､ その後

関西大学非常勤講師などを経て北海道大学法文学部助教授､

法経学部教授｡ 1969年武蔵大学経済学部教授｡ 1994年六月

18日死去 (｢略年譜｣ (『追懐 内海庫一郎』 内海庫一郎追悼文集刊行

会 1995年)

羽水 ＊

台中州立図書館｡

梅沢 正

旅順工科大学書記｡ 昭和13年5月日本図書館協会の図書

館勤続功労者表彰 (20年) を受ける (｢人名篇｣ 『図書館総覧』

昭和26年)｡ 昭和17年5月日本図書館協会 ｢図書館勤続功労

者表彰｣ (30年) を受ける (｢人名篇｣ 『図書館総覧』 昭和26年)｡

梅津豊次

昭和17年12月11日新京特別市図書館の肩書きで奉天図書

館を訪れている (『収書月報』 第84号 昭和18年1月)｡

梅田利博

明治42年福岡県八幡市の生まれ｡ 大正15年八幡中学校4

年修了後福岡高等学校文科丙類に入学｡ 昭和4年東京帝国

大学法学部入学フランス法学を専攻｡ 二年生の時に原田祖

岳老師のもとで参禅､ 以後師事｡ 昭和7年卒業､ 9月に東京

地下鉄に就職､ 9年11月辞職し帰郷｡ 昭和10年4月九州帝国

大学大学院､ 昭和11年9月文部省図書局に奉職｡ 13年11月

退職し､ 昭和13年12月3日北京近代科学図書館司書として

着任､ 4日新任式｡ 梅田の着任で館は二部制をひき第二部

主任｡ 庶務文書記録など総務の仕事のほか､ 編纂､ 出版､

外借文庫､ 日語教育の業務につく｡ 昭和14年館長山室三良

が病で倒れて代行的な仕事もまかされたが昭和14年11月の

検診で結核とわかり北京同仁病院に入院｡ 昭和15年1月13

日病気療養のため帰国し18日福岡市平尾診療所入院､ 3月5

日九州帝国大学附属病院放射線科に入院｡ 昭和15年8月30

日病院において死去､ 享年32歳 (『書滲』 第3号 昭和14年1月､

｢司書梅田利博君を悼む｣ 『書滲』 第22号 昭和15年8､ 9月､ ｢梅田司書

追憶の頁｣ 『書滲』 23号 昭和15年10・11月)｡

え

易 継山

大正8年3月から昭和9年1月まで満鉄鞍山図書館雑務方
(『満鉄鞍山図書館沿革史』)｡

江頭あさ子

昭和14年4月4日大連図書館から調査部第三調査室に転勤
(｢会誌｣ 『図書館新報』 第26号 昭和14年5月)｡

江口 操

昭和9年3月31日現在台南州嘉義市嘉義図書館館長 (台南

州嘉義市助役) (『台湾総督府図書館概覧 昭和9年3月末』)｡

江坂正助

大正8年5月30日から10年12月22日まで長春簡易図書館主

事､ 校長を兼務 (｢長春図書館百年 (1910－2010) 主題展観 於長

春図書館 2010年8月24日｣､ ｢新京図書館沿革略｣ 『新京図書館月報 第

16号』 昭和12年11月)｡

江嶋壽雄

明治43年大牟田市の生まれ｡ 昭和5年3月福岡師範学校第

二部を卒業し母校 馬北小学校訓導｡ 昭和9年退職して上

京し滝野川第七小学校代用教員｡ 昭和10年4月日本大学文

学部予科 (夜間部) に入学し12年3月予科を修了4月文学部
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史学科に入学､ 昭和15年3月に卒業､ 卒業論文は ｢清朝八

旗の没落と救済｣｡ 昭和15年4月九州帝国大学文学部文科に

入学､ 東洋史を専攻｡ 昭和17年9月繰り上げ卒業し10月北

京近代科学図書館司書として中国に｡ 康徳10 (1943) 年8

月1日図書館を一年期限で退職して満洲国立中央図書館籌

備処嘱託､ 13日旧記整理処に配属 (｢彙報｣ 『資料公報』 4巻9号

康徳10年)｡ 康徳12 (1945) 年8月召集されて羅南で入隊｡

終戦を迎え北朝鮮で抑留､ 元山で2年労務にあたりその

後シベリアから中央アジアで収容｡ 昭和23年6月ナホトカ

から舞鶴に引揚げ｡ 昭和23年11月大牟田市立第七中学校臨

時講師｡ 昭和24年9月九州大学講師､ 昭和40年10月教授｡

昭和49年九州大学を退職｡ 昭和51年4月西南学院大学特任

教授､ 昭和58年退職｡ 平成17年7月19日広島市中区の病院

で死去､ 94歳であった (｢江嶋壽雄略年譜｣ 『明代清初の女直史研

究』 中国書店 1999年)｡
『碌々』 伊麻書房 1984.2.(コスモス叢書 ; 第216篇)

『切株』 葦書房 1992.9 (コスモス叢書 ; 401篇)

『碌々寿』 柊書房 2007.2 (コスモス叢書 ; 第606篇)

『明代清初の女直史研究』 江嶋先生米寿記念著作集出版委員会編

中国書店 1999.5 巻末：江嶋壽雄略年譜

衞藤利男

明治16年11月熊本県上益城郡飯野村の生まれ｡ 済々黌天

草分校に学び､ 家業の医者を継ぐために長崎高資医専を受

験すべく学校に向かったが､ 前日に先輩から医専校内を案

内され屍室におどろいて受験せず五高文科甲類に入学｡ 3

年次に外交官栗野慎一郎が五高在学の子息を一高転学・自

宅通学を前提に駐仏大使に就任するとの条件を出してそれ

を受諾させたことをきっかけにストライキが起こり､ 大川

周明・高田保馬らとともに衞藤もその指導にあたった｡ 結

局卒業前数ヶ月というところで退学､ 東京帝国大学文化大

学校選科に入学｡ 明治45年7月東京帝国大学文科大学卒業｡

大正4年11月東京帝国大学図書館司書､ 大正8年7月満鉄入

社､ 大連本社の図書館で柿沼介と1年間過ごし､ 大正9年2

月10日奉天駅前満鉄奉天共同事務所三階の職員､ ２～３人

蔵書3千冊あまりの満鉄奉天簡易図書館に赴任し主事､ 4月

奉天図書館となる｡ 奉天実業補習学校主事嘱託､ 大正11年

5月奉天図書館長､ 昭和2年5月奉天八幡町図書館主事を兼

務｡ この間奉天青年団副団長､ 大正10年9月には奉天神社

の神輿を担いだという (団長は南満中学堂長鶴岡永太郎､ ｢御神

輿｣ 『収書月報』 第74号 昭和17年3月)｡ 昭和3年3月東洋文献お

よびその整理法､ 図書館業務改善に関する調査研究のため

1年2ヶ月間東京留学､ 昭和4年5月復職｡ 満洲事変後の昭和

7年1月于沖漢・中野琥逸・笠木良明らとともに自治指導部

の自治訓練所講師を務め､ 指導部が新京の資政局訓練所に

移りさらに満洲国大同学院と改まるまで嘱託 (簡任待遇)

として学生指導に尽す｡ この自治指導部とは満洲事変後地

方自治制度の強化のために昭和6年11月に奉天省政府の一

角に設置されたもので､ 翌7年1月自治指導部自治訓練所が

開所となったが､ 満洲国建国後自治指導部は解散となり構

成員の大方が満洲国政府にはいることになった｡ だが指導

部の中心人物であった笠木良明は資政院を開いて執政直属

として中央に訓練所を置こうとした｡ 中央から地方へと王

道政治建設の直通のパイプを通そうと意図したわけだが､

この設置は政府組織である国務院との二重権力となるとの

理由で資政院は資政局の名称で国務院管轄下となった｡ 衞

藤が講師を務めたのはこの過程での講師であり､ 満洲青年

聯盟・大雄峯会などの強いつながりを知ることができる｡

ちなみに長谷川濬は新京南嶺の資政局自治指導部訓練所に

入学したが､ そのときに衞藤が講義した ｢満洲学 (マンチュ

デオロギー)｣ の浪曼主義に心酔して長谷川は満洲という

土地に目を向け居住することを決意したという (長谷川濬

｢｢満洲浪曼｣ について｣ 『作文』 76集)｡ 昭和8年満鉄社員会奉天

聯合会修養部長｡ 昭和9年3月満洲国皇帝から大典記念章を

受ける｡ 昭和9年6月満鉄参事､ 奉天地方委員副議長 (『満洲

紳士録 昭和12年版』､ 片倉衷 ｢思い出の大同学院｣ 『渺茫として果て

もなし』､ 小黒浩司 ｢衛藤利夫―植民地図書館人の軌跡 (２)｣ 『図書

館界』 vol43 no6 1992年)｡ 昭和12年5月5日王道書院顧問の委

嘱 (『収書月報』 第17号 昭和12年6月)｡ 昭和12年11月20日満洲

国皇帝溥儀に図書館が入手したウイッセン 『東北韃靼史』

中の年少時康煕大帝の写真を額にいれて献上し､ 皇帝から

謝意を館長に伝えよとの御意があったという (『収書月報』

第23号 昭和12年12月)｡ 多忙を極めたため図書館館長室には

｢用件は30分以内に済ませてください｡ これは誰方にも適

用します｣ と記した張り紙があったという (山名正二 ｢鷹｣

『収書月報』 第74号 昭和17年3月)｡ 昭和13年5月日本図書館協会

の図書館勤続功労者表彰 (20年) を受ける (｢人名篇｣ 『図書

館総覧』 昭和26年)｡ 昭和14年２月18日から40日間特命によ

り総局資料課千田萬三と共に内地特別宣伝のため新潟・富

山・石川・福井など満洲と縁の深い県で映画と講演と座談

会を開いて遊説もしている｡ 衛藤は日満の史的関係を話し

た (｢奉図通信｣ 『満洲読書新報』 第25号 昭和14年4月)｡ 昭和15年

4月日から昭和14年開校の夜間商業専門学校の考試として

東洋史の講座を担当 (｢彙報｣ 『収書月報』 第52号 昭和15年52月)｡

昭和15年6月5､ 6日の満洲図書館協会主催第一回満洲図書

館大会において満洲図書館界の功労者として柿沼介ととも

に表彰される｡ 昭和15年9月満鉄奉天図書館長を辞職し館

長事務嘱託｡ 昭和16年4月5日奉天図書館では ｢文献報国ノ

職場ニ挺身センコトヲ期ス｣ ために奉天図書館同志会を結

成し館長が会長をつとめた (｢奉天図書館同志会結成｣ 『収書月

報』 第63号 昭和16年4月)｡ 奉天文話会会長 (｢鬱然たる大樹｣ 『収

書月報』 第74号 昭和17年3月)｡ 昭和16年7月日本図書館協会理

事｡ 昭和16年8月1日子息三男氏死去､ 2日奉天西本願寺で

葬儀､ 同日大連西本願寺の書院においても有志の追悼会を

開催 (｢会報｣ 『満洲読書新報』 第53号 昭和16年9月)｡ 昭和17年1

月27日館長事務嘱託を辞して東京支社事務嘱託｡ 5月には

満鉄弘報隊長として北海道を遊説した (｢会報｣ 『満洲読書新

報』 第60号 昭和17年6月)｡ 昭和18年３月に昭和17年期日本図

書館協会総裁賞を受ける (｢人名篇｣ 『図書館総覧』 昭和26年)｡

昭和19年4月上旬から福島県西白阿郡西郷村に疎開 (｢会報｣

『満洲読書新報』 第80号 昭和19年6月)｡

昭和21年3月日本図書館協会理事長｡ 昭和28年7月東京都

杉並区井荻の自宅で死去｡ 満洲では､ 関東軍から好条件で
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委託調査など申し出があったがこれに応じることはなかっ

たという｡ 戦後になり教え子である高辻長吉や戦後中国で

銃殺刑となった岸要五郎らの死や不幸を聞くたびに ｢有為

の材を横死せしめたのは俺の責任じゃないか｣ と苦しみ

｢碌碌として生を盗んでいるのは申訳ない｣ と煩悶してい

たともいう｡ また脳出血で倒れて意識不明の病床にあって

時に ｢満洲国｣ ｢若い奴らが来る｣ ｢皇帝に拝謁｣ など片言

が聞き取れたという (衞藤瀋吉 ｢父のことども｣ 『渺茫として果

てもなし』)｡ 交友関係は広く間宮不二雄は渡満の折には衞

藤宅に訪問､ また衞藤が大阪に出たときには逆に間宮宅で

歓待もされたという｡ 柿沼介にも同じような文章があり図

書館用品の該博な話を聞いたとあるが､ この二人の付き合

い方のちがいなどが伺われて興味深い (『間宮不二雄の印象』

前田鉄人編刊 昭和39年所収の衛藤縫の文章)｡
柿沼介 ｢満洲時代の追憶｣ (『図書館雑誌』 47-8)

弥吉光長 ｢奉天夜話時代の衛藤先生｣ (『図書館雑誌』 47 (8) 昭和

28年8月)

鈴木賢祐 ｢帰国したころ｣ (『図書館雑誌』 47 (8) 昭和28年8月)

田中隆子 ｢協会再建の大恩人｣ (石井敦編 『図書館を育てた人々 日

本編１』 日本図書館協会 1983年)

丸山泰通 田中隆子編 『衛藤利夫』 (『図書館雑誌』 47 (8) 昭和28

年8月)

小黒浩司 ｢衛藤利夫－植民地図書館人の軌跡 (１) (２)｣ 『図書館

界』 1992年1月5月

満州生活30年 韃靼 満州夜話韃靼 滿鐵社員會 1938 (滿鐵社員

會叢書 第27輯)

韃靼 朝日新聞社 1938

韃靼 東北アジアの歴史と文献 衞藤利夫記念事業会 1956

韃靼 東北アジアの歴史と文献 [戦後版] 地久館出版 1984

韃靼 中央公論社 1992(中公文庫)

満洲生活三十年 奉天の聖者クリスティの思出 クリスティ原著

衛藤利夫述 大亞細亞建設社 1935

短檠 滿鐡社員會 1940

滿洲夜話 吐風書房 1940

長崎より江戸まで エンゲルベルト・ケムフェル著 衞藤利夫譯

國民書院 1915

三宅雪嶺人生訓 衛藤利夫著 東亞堂書房 1915

露国十六文豪集 トーマス・セルチェル著 衛藤利夫訳 新潮社

1919

露国十六文豪集 トーマス・セルチェル編 衛藤利夫訳 新潮社

1919 (世界短篇傑作叢書 1)

世界に於ける日本圖書館事業の意義及び使命 [南満洲鉄道奉天

図書館] 1925

図書分類ノ論理的原則 間宮商店 1926(圖書館研究叢書 第2篇)

乾隆御製 ｢盛京賦｣ に就いて 1931 (奉天圖書館叢刋 ; 第1册)

北平から樺太へ [奉天図書館] 19-- (奉天圖書館叢刋 第6册)

邊彊異聞抄 19--(奉天圖書館叢刋 第7册)

墓と本 19-- (奉天圖書館叢刋 第8册)

滿洲文化史上の一挿話 奉天が生んだ世界的の詩編 1934 (奉天

圖書館叢刋 第16册)

佐原文庫分類目録 : 南滿洲鐡道株式會社奉天圖書館所藏 衛藤

利夫編 滿鉄奉天圖書館 1936

乾隆御製 ｢盛京賦｣ に就いて 奉天が生んだ世界的大詩篇 滿鐵鐵

道總局營業局旅客課 1939(觀光叢書 第5輯)

袁 金鎧

同治9 (1870) 年泰天省遼陽縣の生まれ｡ 遼陽巡警總局

長・泰天局諮議員副議長・民国参政院参政・奉天督軍張作

霖秘書長・黒龍江督軍孫烈臣秘書長・直隷派政府泰天省長・

東支鐡道理事・鎮威上将軍公署高等顧問・東地方保険聯合

会副会長・東北政務委員会委員・東北邊防軍司令長・官公

署参議・国民政府監察委員を歴任｡ 満洲事変勃発と共に

朝璽等と地方維持委員会を組織し委員長｡ また泰天省長省

政府最高顧問を経て満洲国建国後は参議府参議､ 尚書府大

臣､ 建国大学名誉教授｡ 昭和8年4月1日満洲国立奉天図書

館館長 (兼任)｡

遠藤金四郎

昭和13年5月､ 調査部資料課から大連図書館へ転勤 (｢会

員消息｣ 『図書館新報』 第14号 昭和13年5月)､ 昭和14年4月錦州

大野部隊佐藤隊岩本班入隊 (｢読者通信｣ 『図書館新報』 第26号

昭和14年5月)｡ 昭和16年６月満鉄を退社し大連図書館から満

洲国阿片専売局へ (｢会報｣ 『満洲読書新報』 第51号 昭和16年7月)｡

遠藤憲治郎

明治22年三重県綿内町の生まれ｡ 明治44年東京外国語学

校支那語本科を卒業｡ 45年5月関東都督府雇員､ 財務課勤

務｡ 大正2年11月満鉄に入社し遼陽公学堂授業嘱託､ 四平

街公学堂､ さらに四平街・本渓湖・奉天・鉄嶺の地方事務

所へて15年9月開原地方事務所地方係長 (『満蒙日本紳士録』

昭和4年)｡

お

尾池秀利

康徳6 (1939) 年9月28日現在､ 同日開催の奉天省図書館

聯合研究会第一部日系部会第一回部会での ｢部員名簿｣ で

奉天市公立八幡町図書館傭人｡ 10月29日退職 (『奉天省図書

館聯合研究会年報』 康徳7年11月)｡

王 毓璞

昭和8年8月から昭和12年5月まで満鉄鞍山図書館臨時傭

員 (『満鉄鞍山図書館沿革史』)｡ 昭和12年7月末日現在 鞍山図

書館傭員雑務手 (｢各館従事員名簿 昭和12年7月末日現在｣ (『満鉄

図書館業務研究会年報 第３集』)｡

王 家瑞

康徳7年7月１日現在満洲国立中央図書館籌備処司書
(｢彙報｣ 『資料戦線』 1巻1号 康徳7年)｡

王 慶田

昭和12年7月末日現在 大連日出町図書館傭員雑務手
(｢各館従事員名簿 昭和12年7月末日現在｣ (『満鉄図書館業務研究会年

報 第３集』)｡

王 國材

昭和9年3月31日現在台南州東石郡太保庄太保庄図書館長

(台南州東石郡太保庄長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和９年３月
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末』)｡

王 之鄰

延吉街立厚生館館長 (礼教科長の兼任) (｢前職員｣ 『延吉街

立厚生館 図書部要覧』 康徳9年11月)｡

王 世�
大正11年8月から電気遊園図書閲覧場雑務手 (『伏見台児童

図書館略史』)｡ 昭和12年7月末日現在 大連伏見台図書館傭員

雑務手 (｢各館従事員名簿 昭和12年7月末日現在｣ (『満鉄図書館業務

研究会年報 第３集』)｡

王 明順

康徳6 (1939)年8月4日撫順市立図書館傭人に転入 (『奉天

省図書館聯合研究会年報』 康徳7年11月)｡

大井二郎

鉄道総局弘報課嘱託｡ 昭和16年9月2日の奉天図書館第20

回同志会教養部主催講座で ｢宗教とその基礎観念｣ を報告
(『収書月報』 第72号 昭和17年1月､ 『収書月報』 第79号 昭和17年8月)｡

大井睦子

昭和16年4月奉天図書館に採用 (『収書月報』 第64号 昭和16

年5月)｡

大内一晃

康徳6 (1939) 年9月28日現在､ 同日開催の奉天省図書館

聯合研究会第一部日系部会第一回部会での ｢部員名簿｣ で

鉄嶺図書館 (『奉天省図書館聯合研究会年報』 康徳7年11月)｡ 康徳

6 (1939) 年12月7日調べ ｢研究事項､ 趣味､ 娯楽調査報告｣

の研究事項では ｢図書館および図書の宣伝法ならびにその

具体案｣ を研究するとしている (『奉天省図書館聯合研究会年

報』 康徳7年11月)｡

大内直之

愛媛県大島の出身｡ 第10期 (昭和6年3月) 図書館講習所

修了｡ 昭和8年初夏に渡満し撫順図書館員｡ 昭和9年9月8日

の図書館業務研究会目録部会で ｢目録の書誌的発展に就て｣

を報告､ これは 『満鉄図書館業務研究会年報 第1輯』 に

｢我が国に於ける書目の書誌的発展について｣ として掲載

された｡ この発表の折に衞藤利夫奉天図書館館長が大内に

｢未開の土を拓く喜びに生きよ｣ と激励の言葉をかけ感泣

したという ｢(｢衞藤館長の蔭に｣ 『収書月報』 第75号 昭和17年4月､

｢衞藤館長の蔭に｣ 『収書月報』 第75号 昭和17年4月)｡ 昭和10年3

月に接収した北満鉄路中央図書館を哈爾浜鉄路図書館とし

て開館するため5月に準備派遣員として分類法研究を担当

した (『接収記念誌 第4冊 北満鉄路図書館の接収』 哈爾浜鉄路図書

館 康徳2)｡ 昭和11年4月哈爾浜図書館から奉天図書館へ目

録係増員にあわせて転任｡ 同年5月21日奉天図書館館内木

曜会において ｢焚書に就いて｣ を発表 (『収書月報』 第4号 昭

和11年5月)｡ 昭和13年3月 『収書月報』 26号から編輯を担当
(｢編輯後記｣)｡ 昭和13年2月7日現在､ 満鉄奉天図書館 (｢会誌｣

の通常会員 『図書館新報』 11号)｡ 康徳6 (1939) 年7月21日現

在､ 同日開催の奉天省図書館聯合研究会第一部日系部会第

一回委員会で満鉄奉天図書館員として来賓 (｢奉天省図書館

聯合研究会結成式 役員名簿｣ 『奉天省図書館聯合研究会年報』 康徳7

年11月)｡ 昭和15年7月には衞藤 『満洲夜話』 の編輯校正を

担当した｡ 昭和17年11月14日奉天図書館司書から東亜経済

調査局総務課資料係に転勤発令 (｢会報｣ 『満洲読書新報』 第65

号 昭和17年12月)｡ 昭和18年6月東亜経済調査局総務課から

資料課に異動 (｢会報｣ 『満洲読書新報』 第71号 昭和18年7月)｡ 昭

和1９年7月から福島県信夫郡清水村の福島経済専門学校気

付同局分室に勤務 (｢会報｣『満洲読書新報』 第83号 昭和19年10月)､

なおこの福島経専は福島高等商業学校が改称されたもので

東亜経済実務科も付設されていた｡

戦後は昭和21年から閉鎖機関整理委員福島駐在員｡ 昭和

23年5満鉄東亜経済調査局の残存資料とともに国立国会図

書館にはいり受入整理部｡ この残存資料とは､ 福島市郊外

に疎開していた東亜経調の蔵書のうち､ アメリカのワシン

トン・ドキュメント・センターに接収された残りの2万数

千冊の洋書と洋雑誌である (｢衞藤利夫先生を偲ぶ｣ 『彷書月刊』

1988年6月 ｢特集 満鉄図書館｣)｡
『東韃紀行』 間宮林蔵著 満鉄総裁室弘報課編 滿洲日日新聞社東京

支社出版部 1942.2､ 大内直之編は ｢ネヴェリスコイのアムール

開拓記｣

『英米目録規則 : 北米版』 アメリカ図書館協会ほか編 大内直之ほ

か訳 日本図書館協会 1968

『議会図書館記述目録規則』 アメリカ合衆国議会図書館記述目録課

編 大内直之ほか共訳 増訂版 日本図書館協会, 1961

『洋書目録法』 スザン・グレー・エイカース原著 中村初雄 大内直

之共訳 日本図書館協会 1951

『洋書の目録 : 記入から編成まで』 再版 理想社 1960(図書館実務叢

書;5)

｢Descriptive Catalogingに就て-2-｣ 『図書館雑誌』 43(2) 1949.02

｢Descriptive Catalogingに就て-3-｣ 『図書館雑誌』 43(4) 1949.04

｢Descriptive Catalogingに就て-4-｣ 『図書館雑誌』 43(11)1949.11

｢ALA目録法規則(第2版)の紹介｣ 『図書館雑誌』 44(5) 1950.05

｢古地図とアメリカ｣ 『図書館雑誌』 46(2) 1952.02

大川四郎

昭和15年4月奉天鉄道総局巡回書庫 (大川四郎 ｢図書分類を

研究せむとする人々へ｣ 『満洲読書新報』 第38号 昭和15年5月)｡

大木利夫

昭和12年3月末現在 沙河口図書館事務手 (庶務および閲

覧事項) (『図書館新報』 第2号 昭和12年5月)｡ 昭和12年7月末日

現在 大連沙河口図書館傭員事務手 (｢各館従事員名簿 昭和12

年7月末日現在｣ (『満鉄図書館業務研究会年報 第３集』)｡ 昭和13年

2月7日現在､ 大連図書館 (｢会誌｣ の通常会員 『図書館新報』 11

号)｡ 昭和13年7月召集に応じて吉林北原部隊信濃隊 (｢会員

消息｣ 『満洲読書新報』 第17号 昭和13年8月､ ｢読者通信｣ 『満洲読書

新報』 第18号 昭和13年9月)｡ 昭和1９年9月25日大連図書館か

ら大連吾妻駅貨物員に異動 (｢会報｣ 『満洲読書新報』 第83号 昭

和19年10月)｡

大久保三次

昭和13年2月7日現在､ 満鉄哈爾浜図書館 (｢会誌｣ の通常

会員 『図書館新報』 11号)｡ 満鉄図書館業務研究会から改称さ

れた満鉄図書館研究会の昭和13年度管理部幹事 (『収書月報』

第33号 昭和13年10月)｡ 昭和19年2月26日哈爾浜造船所に異動
(｢会報｣ 『満洲読書新報』 第80号 昭和19年6月)｡
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大佐三四五

明治32年4月京都市左京区一乗寺門口町生まれ｡ 生家は

明治天皇生母一位局を6歳まで養育した家柄｡ 京都一中を

へて大正に10年同志社大学英文学科卒業｡ 京都一中では谷

口寛一郎と同窓｡ 大正10年4月満鉄に入社し大連図書館､

満鉄見習学校講師兼満鉄鉄道教習所講師兼務を経て大正13

年秋の社内海外選抜試験により大正15年から2年3ヶ月留学｡

アメリカでコロンビア大学に入学し昭和3年コロンビア大

学図書館学科を卒業､ マスターオブアーツ｡ 留学中の大正

15年10月アメリカアトランティックで開催の世界図書館大

会で､ 日本の図書館事業の沿革や現状について発表｡ 昭和

3年9月欧州から帰朝｡ 大連図書館､ 育成学校講師兼務､ 撫

順図書館主事､ 同館長､ 撫順中学校講師兼務｡ 昭和9年7月

東京で開催の日本図書館協会主催第一回図書館学講習会講

師､ また大連・撫順において英語社交会の創設に尽力｡ 昭

和11年2月大連図書館に異動し司書係主任､ 昭和12年7月末

日現在 大連図書館司書係主任 (｢各館従事員名簿 昭和12年7月

末日現在｣ (『満鉄図書館業務研究会年報 第３集』)｡ 昭和13年5月

書目係主任 (大連・奉天図書館では司書係・庶務係の2係制を庶務

係・書目係・運用係の3係制としたことによる)｡ 昭和13年６月か

ら上海･南京にて占領地区図書文献接収委員会総務委員と

なり約60万冊の資料を整理､ 特務部長より感謝状･記念品

を授与｡ 昭和14年3月大谷武男とともに北京新民会接収資

料の整理員として北京に派遣される｡ 昭和15年9月書目係

主任を解任され総裁室勤務で待命 (｢大陸読書界便り｣ (『満洲

読書新報』 第43号 昭和15年10月)｡ 昭和16年2月満鉄を退社し北

支那開発株式会社に入社､ 北京支店調査局､ 11月東京本社

調査局支局に異動､ 在職中の17年4月から文部省図書館講

習所講師を勤める｡ 昭和16年5月日本図書館協会総裁賞を

受ける (｢人名篇｣ 『図書館総覧』 昭和26年)｡ 18年1月から改革

所管調査研究動員本部の資料部主事､ 20年6月日本外政協

会参事調査局資料課長 (鞆谷純一 ｢満鉄図書館と大佐三四五｣

『日本大学大学院総合社会情報研究科紀要』 (5) [2005.2]､ 谷口寛一郎

｢図書館学究故大佐三四五君を想う｣ 『図書館界』 19巻5号 1968年､

『満洲紳士録 昭和12年版』､ 『図書館雑誌』 74-3 昭和43年1月など｡ 廣

庭基介氏の教示も得た)｡

昭和21年1月米国赤十字米軍将校倶楽部図書館長｡ 22年6

月第一軍団近畿民政部顧問､ 民間情報教育監察官CIEクルー

ガ図書館長､ 8月京都府教育部社会教育課長などを経て24

年6月京都府を退職し9月京都学芸大学図書館事務長｡ 36年

3月定年退職し松下電器に入社して社史編纂室勤務､ 39年5

月退社し米国議会図書館勤務など｡ 昭和42年12月3日死去｡
鞆谷 純一 ｢満鉄図書館と大佐三四五｣ 『日本大学大学院総合社会情

報研究科紀要』 (5) [2005.2]

谷口寛一郎 ｢図書館学究故大佐三四五君を想う｣ 『図書館界』 19巻5

号 1968年

『教育資料の検索と活用』 C.アレグザンダー, アービド J.バーグ

共著 大佐三四五監訳 山本書店 1961

『資料の整理と目録の作成』 大佐三四五著 山本書店 1958､ 増訂

版 (1961)

『圖書館學の展開』 大佐三四五著 丸善 1954

『洋書目録法の理論と實際』 大佐三四五著 日本圖書館協會 1937

『占領地區に於ける圖書文獻の接収と其整理作業に就て』 大佐三

四五著 [出版者不明] 1938

大島喜平

新京特別市図書館員｡ 康徳6 (1939) 年3月夫人の告別式
(｢彙報｣ 『新京図書館月報』 第31号 康徳6年3月)｡ 同年11月新京図

書館から市公署教育科に転任 (｢館内彙報一束｣ 『新京図書館月

報』 第37号 康徳6年10､ 11月)｡

大島竹雄

大同学院研究所の開所 (勅令35号) にともない康徳10

(1943) 年7月31日に同所主催､ 新京資料室聯合会共催で開

催された懇談会に満洲電業文書課図書室員として参加
(｢彙報｣ 『資料公報』 4巻9号 康徳10年)｡

大島豊彦

満鉄大連図書館庶務主任､ 康徳7年10月中央図書館籌備

処を来訪 (｢彙報｣ 『資料戦線』 1巻5 号 康徳7年)｡

太田 清

昭和12年8月31日奉天図書館甲傭事務手に採用 (『収書月

報』 第21号 昭和12年10月)｡ 昭和13年9月現在満鉄図書館研究

会運用部に所属 (『収書月報』 第33号 昭和13年10月)｡ 昭和14年

4月24日奉天図書館から教育召集､ 吉林桜井部隊 (｢奉図通

信｣ 『満洲読書新報』 第26号 昭和14年5月､ ｢本・図書館・その他｣

『収書月報』 第74号 昭和17年3月)｡ 昭和17年10月10日奉天図書

館から蘇家屯機関区庶務員に転任 (｢会報｣ 『満洲読書新報』 第

64号 昭和17年11月)｡

太田爲三郎

元治元年東京芝の生まれ｡ 共立学校から明治18年大学予

備門に入学､ そのあいだ共立学校で英語の講師｡ 富永家か

ら太田家に養子に出たため改名している｡ しかしながら明

治20年家庭の事情で大学を中退し長崎県東彼杵郡の玖島学

館 (現大村高校) で英語教師､ 明治22年3月辞任｡ 4月10日

東京図書館傭員､ 明治24年司書｡ なお東京図書館は明治30

年に官制廃止､ 帝国図書館官制公布となる｡ 当時の東京図

書館は館長候補者で留学中の田中稲城､ 帝大法科教授末岡

精一が主幹､ 西村竹間および中根粛治が属官であった｡ 太

田は帝国図書館司書時代に､ 勤務時間を終えての作業だが

閲覧室で資料閲覧をしながら随筆索引を編纂しそれが図書

館現場で実際に使われながら鍛えられ刊行にいたった｡

『日本随筆索引』 が帝国図書館に寄贈されたのが明治32年､

刊行は明治34年でさらにその後も作業が継続され増訂版の

刊行は大正15年である｡ また明治28年から大正10年にかけ

て 『日本医事雑誌索引』､ 明治45年刊行の 『帝国地名辞典』

など図書館必須の参考図書を編纂､ 退職後も増補訂正の作

業を継続し大成をはかった｡ 医学関係の索引に着手したの

は大学予備門時代の同窓入江達吉に触発されたからという｡

その作業は､ 夕刻帰宅して湯豆腐で晩酌一本､ 陶然として

７､ 8時ごろから一睡､ 夜半に起きて机に向かう､ 書斎に

は火を入れずランプを用い､ 冬は毛布を膝に掛けて､ 冷水

摩擦もした､ カード主義で原稿は墨朱であったいう (宮良

當壮 ｢吉雨太田爲三郎先生を憶ふ｣ 『書誌学』 第６巻第４号)｡ 明治

40年10月創刊 『図書館雑誌』 の編集委員をつとめた｡ 大正
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3年9月12日､ 和田万吉東京帝国大学図書館館長の斡旋で帝

国図書館司書官から台湾総督府図書館事務を嘱託､ 図書館

創設準備段階から参画､ 南方問題､ 東南アジア関係資料を

積極的に収集した｡ 大正5年5月16日図書館長に任命 (『朝鮮

総督府図書館要覧 昭和10年8月9日 開館二十周年記念』)｡ 大正5年5

月には和漢洋の典籍に通暁し太田の信頼篤かった帝国図書

館司書小長谷恵吉を総督府図書館司書として就任させてい

る｡ また大正5年総督府庁舎落成記念の共進会を開催する

にあたって図書館をその会場に充てるといった図書館軽視

の総督府方針に強く反対し下村宏民政長官と会見したりも

した｡ 図書館では和漢書分類目録や叢書の分出など再検討

し､ また図書館での読書会を組織した｡ さらに台湾日日新

報社と協力して新増加図書目録を発行し､ さらには帝国図

書館に交渉して保存している台湾日日新報を初号から保管

転換などもさせている (小長谷恵吉 ｢台湾総督府在勤時代の思出｣

『資料公報』 4巻10号 康徳10年)｡ 台湾の暑気に体調を崩し大正

10年7月8日依願退職｡ 帰国後昇格した東京商科大学の図書

館幹事 (嘱託) に就任､ ここでも小長谷恵吉を呼び寄せて

メンガー文庫などの目録を作成した｡ 昭和4年 『図書館雑

誌』 編輯委員長｡ 昭和4年東京商科大学を退職｡ また昭和

10年7月現在では台湾総督府嘱託とある (『朝鮮総督府図書館

要覧 昭和10年8月9日 開館二十周年記念』)｡ 大正10年6月開所の

図書館員教習所では和漢書目録法及演習を担当､ 昭和8年

まで講師を務めた｡ 昭和11年2月21日没､ 2月24日谷中天王

寺で告別式｡
勝家清勝 ｢太田先生の思出｣ (『図書館新報』 第1号 昭和12年4月)

墓所､ 写真あり

橘井清五郎 ｢太田爲三郎を憶ふ｣ (『書誌学』 第６巻第４号)

宮良當壮 ｢吉雨太田爲三郎先生を憶ふ｣ (『書誌学』 第６巻第４号)

｢太田先生の逸話史｣ (『図書館研究』 12巻6号 昭和11年7月)

稲村徹元 『索引の話』 日本図書館協会 1977

石山 洋 ｢太田爲三郎と和田万吉－源流から辿る近代図書館 上中下

28-30｣ (『日本古書通信』 885号 2003年4月)

石山 洋 ｢中味の充実に努力｣ (石井敦編 『図書館を育てた人々 日

本編１』 日本図書館協会 1983年)

A select list of standard books on economics and commerce [太田為

三郎] In-house reproduction 1925

帝國地名辭典 太田爲三郎編 上巻 下巻 索引 三省堂 1912

内外主要圖書館要覽 太田爲三郎編 日本圖書館協會 1930

日本隨筆索引 太田爲三郎編 東陽堂 1901､ 増訂版 (1926)､ 續

(1932)

和漢圖書目録法 太田爲三郎講 芸艸會 1932 (芸艸會叢書 ; 第1篇)

圖書整理法 太田為三郎述 千葉縣圖書館 1931 (千葉縣圖書館叢

書 第4輯)

太田 ＊

北京近代科学図書館の助理として奉職すれど昭和13年11

月7日退職 (『書滲』 第2号 昭和13年12月)｡

大竹勇夫

昭和10年3月満鉄奉天図書館員 (高橋泰四郎 ｢衞藤先生｣ 『満

洲読書新報』 第57号 昭和17年2月)｡ 昭和11年6月に奉天図書館

館館員が同人雑誌 『韃靼』 を創刊したが ｢Yellow Book

創刊号について｣ を執筆 (『収書月報』 第6号 昭和11年7月)｡ 9

月20日発行の 『瀋塵』 に ｢漢籍同書異名抄｣ が載る (『収書

月報』 第21号 昭和12年10月､ 編者未見)｡ 昭和14年3月31日奉天

図書館依願退職 (｢奉図通信｣ 『満洲読書新報』 第26号 昭和14年5

月､ 『収書月報』 第39号 昭和14年4月)｡

大盤誠三

明治23年滋賀県の生まれ｡ 大正4年7月早稲田大学政治経

済科卒業､ 同5年3月鐵道院雇となり､ 同6年10月高文に合

格｡ 大正9年8月青島守備軍民政部事務官として財務部勤務｡

大正12年2月外務省事務官として亜細亜局第一課勤務｡ 13

年12月青島副領事､ 昭和4年5月勲六等瑞宝章授章｡ 同6月

拓務省書記官､ 大臣官房會計課長歳入徴収官｡ 昭和5年10

月南洋庁書記官､ 同8年2月澎湖廳長｡ 同8年5月勲五等瑞宝

章｡ 昭和10年9月台東廳長､ 同11年1月東部開發調査委員會

委員長 (『台湾紳士録 昭和12年』)｡ 昭和12年3月31日現在台東

廳台東街財團法人台東奨學會附属図書館館長 (理事長 庁

長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和11年度』)｡

大谷健夫 (武男)

明治33年山口県阿武町の生まれ｡ 教員だった父親が明治

38年に大連に渡り金州民政支署の勤務となり翌年健夫らも

渡満し錦州に移動｡ 中学入学を許されず南満洲工業専門学

校に入学したが神経を病み退学して大豆相場の調査助手､

大連民政署吏員､ 経済新聞の記者などをするも病気がちで

途中退職する｡ 遼東新報錦州特派員の名目で原稿を書いた

りした｡ 昭和2年夏大連図書館の目録編輯助手の募集に応

募､ 学歴がないことから ｢図書館論｣ と ｢ストリンドベリ－

の諸断面｣ の２論文を書いて臨時募集で採用された｡ 採用

は柿沼介館長・松崎鶴雄嘱託・佐竹義継地方部図書館係主

任の協議によるという｡ このストリンドベリ論は佐竹義継

から臨時経調委員長だった石川鉄雄の手に渡り評価されて

『新天地』 に掲載 『新天地』 同人となる｡ 図書館では目録

係のち貸出係､ また松崎鶴雄の柔父会にも参加した｡ 昭和

10年すぎ大連警察の一斉検挙で大谷と島田幸二が検挙され

たことがあったが､ 『作文』 同人への警告また大連図書館

貸出係ゆえ大谷から何か調べだそうとしたのではないかと

いう (｢松崎柔甫先生を送る｣ (『満洲読書新報』 第44号 昭和15年11

月､ 大谷健夫 ｢思い出すことなど (その１) 『作文』 168｣｡ ｢青木さん

サヨウナラ｣ 『作文』 166､ 秋原勝二 ｢大谷さんと ｢作文｣ 『作文』 172｣｡

昭和12年7月末日現在 大連図書館雇員事務手 (｢各館従事員名簿 昭和

12年7月末日現在｣ (『満鉄図書館業務研究会年報 第３集』)｡ 柔甫松

崎鶴雄の助手として漢籍の整理にあたる (竹内正一 ｢｢線｣ と

当時の人々 (上) 『作文』 81｣)｡ その間石川鉄雄夫人が学監を

勤める女子専門人文学院に日本文学の講師で出る (大谷健

夫 ｢思い出すままに－竹内正一のことなど｣ 『作文』 97)｡ 昭和14年

4月に新民会接収図書整理のために4月19日から北京に出張

した｡ 新民会が大学図書館などから押収した資料のうち反

日文書でないものを大学に返還することとなりその作業を

調査課の田中清とともに担当した (｢会誌｣ 『満洲読書新報』 第

26号 昭和14年5月､ ｢思い出すことなど その３｣ 『作文』 170)｡ 昭和

16年にも北京に出張して档案や法制の古書の収集にあたっ

た｡ 購入図書の決定と値段の交渉がその仕事であったが､
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このとき山西省に駐屯していた日本軍の部隊が著名な蔵書

家の家を宿舎とし､ そこで蔵書を焚いて暖をとりまた古書

を砲車の下の轍に敷いて砲車を動かしているとの報告を得

て満鉄事務所の職員とともに杉山部隊に取締を願い出たり

もしたという｡ また昭和17年と18年の北京出張の時に任務

である調査部の資料収集以外に民末の版画集で初版を含む

『十竹斎書画譜』 16冊を購入した｡ ｢耕織図｣ ｢芥子園画伝｣

とあわせての三大版画集をそろえたこととなった (｢青木さ

ん サヨウナラ｣ 『作文』 166､ ｢思い出すことなど その3｣ 『作文』 170)｡

なお1936年に満鉄大調査部が成立して大連図書館がその傘

下に入ることになり柿沼介が辞め青木も出たが大谷は大連

図書館に残ることになった｡ このことを後年の回想では大

調査部に入っても大連図書館の機能は十分保持できると考

えたからだとしている｡ またおなじ回想でこの大調査部の

何年か前に満鉄本社資料課が大連図書館を傘下に置こうと

したおり大谷は反対の建白書を書いて松岡総裁秘書に手渡

したとも述べる (大谷健夫 ｢思い出すことなど (その二) 『作文』

169｣)｡

戦後大連図書館の蔵書は､ ロシア語図書の大部分が旅順

に移され､ モスクワから派遣されたポポフ調査団により貴

重書と中国哲学関係漢籍がモスクワに移送されたが､ 他の

大部分の資料はそのまま残り､ 大連図書館は中国長春鉄路

公司科学研究所に属した｡ 大谷は留用となり資料室の勤務

となったが昭和25年秋政府の命で旧満鉄の技術者たちと甘

粛省天水市に転出､ 26年春大連に帰任 (｢回想金州｣ 『作文』

128)｡ 大連図書館はあらたに開室の運びとなったが､ 大谷

は漢籍の担当で古書研究室室長､ 羅継祖も係員にいた｡ 昭

和28年暮れに重慶に行くこととなり重慶市西南図書館に転

勤､ 古書整理室で善本目録の編輯を担当｡ 昭和30年2月よ

うやく引き揚げて東京にもどる｡ 柿沼介のあっせんで 『諸

橋大漢和辞典』 の編集に加わり､ また青木実や小野忍の推

薦で平凡社に勤務した｡ 復刊 『作文』 同人｡ 平成11年3月2

9日満99歳で生涯を終える､ 戒名は寿宝文武居士 (『作文』

復刊第1号 昭和39年､ 柿沼介 (無題) 『旧満鉄図書館関係者の連絡誌

書香 (仮称)』 vol.1 昭和24年1月､ ｢大連図書館の終焉とその後｣ 『彷

書月刊』 1988年6月 ｢特集 満鉄図書館｣､ 大谷雅子 ｢父の思い出｣ 『作

文』 172)｡
天を射る 三一書房 昭和35年

樗木寅二郎

大正11年4月から大正13年3月まで満鉄鞍山図書館臨時傭

員､ 以後11月まで事務助手 (『満鉄鞍山図書館沿革史』)｡

大津義信

昭和12年7月末日現在 大連図書館雇員製本手 (｢各館従事

員名簿 昭和12年7月末日現在｣ (『満鉄図書館業務研究会年報 第3集』)｡

昭和13年2月7日現在､ 大連図書館 (｢会誌｣ の通常会員 『図書

館新報』 11号)｡ 昭和14年18日の満鉄図書館研究会管理部会

で ｢物価騰貴後の製本単価の研究｣ を発表 (『収書月報』 第3

8号 昭和14年3月)｡ 満鉄調査課員として昭和17年5月日本図

書館協会 ｢図書館勤続功労者表彰｣ (20年) を受ける (｢人

名篇｣ 『図書館総覧』 昭和26年)｡

大塚吉秋

昭和13年4月大連図書館 (『図書館新報』 第13号 昭和13年4月)｡

大鳥豊彦

昭和15年9月調査部資料課から大連図書館庶務係主任
(｢大陸読書界便り｣ (『満洲読書新報』 第43号 昭和15年10月)｡ 昭和

15年10月11日大連図書館庶務主任の肩書きで満鉄奉天図書

館を訪れている (『収書月報』 第58号 昭和15年11月)｡

戦後は東京と世田谷区深沢町に (『旧満鉄図書館関係者の連

絡誌 書香 (仮称)』 vol.1 昭和24年1月)｡

大永馨子

昭和19年1月17日新京特別市図書館事務係に採用 (｢館員

消息｣ 『新京図書館月報』 第76号 康徳11年2月)｡

大野澤和子

昭和14年4月26日哈爾浜図書館勤務 (｢哈図通信｣ 『満洲読書

新報』 第26号 昭和14年5月)｡ 昭和16年佐々木正 (中川俊夫)

と結婚して佐々木和子 (青木実 ｢君まで逝ったか｣ 『作文』 142)｡

大野澤緑郎

大正3年会津若松市の生まれ｡ 昭和２年会津中学校を卒

業し昭和8年東京市立日比谷図書館に勤務｡ 昭和10年3月図

書館職員養成所修了､ 昭和12年満洲にわたり満鉄入社､ 新

京図書館｡ 昭和13年9月23日新京図書館を退職し哈爾浜工

業大学附属図書館司書 (｢彙報｣ 『新京図書館月報』 第26号 昭和1

3年10月)｡ 半年ばかりの一時帰郷ののち昭和15年暮れに哈

爾浜日日新聞社に入社し編集局調査部および学芸部に勤務｡

これは整理部長 (調査部長兼務) の加藤齢明に頼まれた竹

内正一が推薦したからという｡ 調査資料の整理にあたり半

年後に学芸部､ 学芸欄が文芸に偏していると和田日出吉社

長から小言を言われた (大野澤緑郎 ｢おもひで｣ 『新京図書館月

報』 第51号 康徳8年5月､ ｢哈爾浜日日新聞学芸部｣ 『作文』 75､ ｢竹内

正一追悼｣ など)｡ 昭和20年四月満洲第七国境守備隊に入隊｡

終戦は一兵士として国境付近で戦闘後にシベリア抑留､

黒河対岸のブラゴヴェレチェンスクで極寒の冬を越えたが､

対岸の中国側からソ連側に送られてくる物資のなかに満鉄

哈爾浜図書館蔵書印のある和漢書の一群を見出して無念の

想いに襲われたという｡ 昭和23年７月にシベリアから復員

して米沢の寺で仮寓その後上京 (大野澤緑郎 ｢濬さんの絵葉書｣

『作文』 96)｡ 昭和24年山形大学図書館農学部文官として勤

務｡ 昭和25年跡見学園図書館､ 昭和30年神奈川県立図書館

整理課｡ 整理課長､ 資料課長を歴任し､ 昭和47年館内奉仕

部長､ 48年に退職し教育委員会嘱託｡ 鶴見大学､ 関東学院

大学などで図書館学の講座を担当｡ 平成元年1月23日死去｡

復刊 『作文』 同人 (『作文』 復刊第1号 昭和39年)｡
｢大野沢緑郎年譜｣ 『作文』 142号 (悼・大野沢緑郎)

細田弘之 ｢大野沢緑郎の思い出｣ (『朱夏』 no.12 ｢特集 満鉄の図

書館とライブラリアン｣)

｢跡見学園｣ (『図書館職員養成所同窓会三十年記念誌』)

アムールの瑪瑙 作文社 1969(作文別冊 第2)

詩集 遥かな日の黄昏に 花神社 1985

大橋国太郎

奉天鉄路総局時代の昭和10年3月23日北満鉄路中央図書

館の接収員として接収の作業にあたり､ 哈爾浜鉄路図書館
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として開館するための準備派遣員として露西亜語訳担当に

あたった (『北満鉄路図書館の接収 接収記念誌第4冊』 哈爾浜鉄路

図書館 康徳2)｡ 昭和13年2月7日現在､ 満鉄哈爾浜図書館
(｢会誌｣ の通常会員 『図書館新報』 11号)｡ 昭和13年12月25日大

連の本社調査部調査役附として転出 (｢哈図通信｣ 『満洲読書新

報』 第22号 昭和14年1月)｡
『ロシヤにおける文學百科辭典』 [ペ・エヌ・ベルコフ著 大橋國

太郎譯 滿鐵哈爾濱圖書館 1941 (哈爾濱圖書館叢刊 第4號)

『ロシヤ最初の印刷者イヴァン・フヨードロフ』 イ・ガラクティ

オノフ著 大橋國太郎譯 滿鐵哈爾濱圖書館 1938 (哈爾濱圖書

館叢刊 第1號)

『スラヴ學史研究のために』 ヴェ・ピチェタ著 大橋國太郎譯 滿

鐵哈爾濱圖書館 1942 (哈爾濱圖書館叢刊 第5號)

『土地改革後における東欧の農業政策』 大橋國太郎執筆 世界經済

研究所 1949 (世界政治経済資料 第14集)

『戦争論』 レーニン著 焦敏之編 大橋国太郎訳 五月書房 1951

『インタナショナル小史』 訳書 国民文庫社 1954 (国民文庫 703)

大橋登亀

奉天図書館員 (『旧満鉄図書館関係者の連絡誌 書香 (仮称)』 vol.1

昭和24年1月)｡

大橋 実

京城電気会社図書室 (｢朝鮮・満州の図書館を語る｣ 『図書館雑

誌』 59-8 1965年8月)｡

大村廉吉

明治11年生まれ｡ 同39年4月台北庁警部､ 大正9年9月1日

台灣総督府地方警視に昇進し､ 同13年12月25日高雄州恒春

郡守､ 昭和3年9月18日台南州北門郡守｡ 昭和9年5月23日退

官して同年6月30日虎尾街長｡ 従五位勲五等 (『台湾紳士録

昭和12年』)｡ 昭和9年3月31日現在台南州虎尾郡虎尾街虎尾

図書館長 (台南州虎尾郡虎尾街長) (『台湾総督府図書館概覧

昭和9年3月末』)｡ 昭和12年3月31日現在館長 (『台湾総督府図書

館概覧 昭和11年度』)｡ 昭和15年3月31日現在台南州虎尾郡虎

尾街虎尾図書館館長街長 (『台湾総督府図書館概覧 昭和14年度』)

『非常時下の台灣全貌』 改訂再版 中外毎日新聞社 1939.9 に写真

あり (編者未確認)｡

大森志郎

明治38年福島県郡山市中町の生まれ｡ 志朗とも｡ 安積中

学､ 山形高校を経て昭和3年東北帝国大学法文学部を卒業､

専門は日本文化史｡ 昭和3年3月同大学助手ついで大学院｡

昭和5年7月満鉄に入社し満洲教育専門学校講師のち教授｡

地方行政権の移管により学校が満鉄から満洲国に移るのを

機に満鉄に残る大連図書館洋書係司書に転じる｡ これは天

野元之助の後任だったという (竹内正一 ｢｢線｣ と当時の人々

(上) 『作文』 81｣､ 青木實 ｢故人のこと 大森志郎さん｣ 『作文』 155)｡

昭和11年2月撫順図書館長｡ 昭和12年12月建国大学創建に

参画することとなり総務庁事務官 (『図書館新報』 第10号､ 『収

書月報』 第24号 昭和13年1月)｡ 昭和13年4月建国大学助教授の

ち教授｡ なお満鉄から建国大学に移るにあたっては作田荘

一から依頼をうけた ｢恩師｣ 山田孝雄に推薦されたといい

建国大学創立に力を尽くした関東軍三品隆以から就任の依

頼があったとされる (大森志郎 ｢出会い｣ 『タッタひとりの漱石

忌』 八坂書房 昭和50年)｡ また建国大学で東亜諸民族の学生

に読ませる教材編集で柳田国男の文章を収録するため連絡

をとり大間知篤三とも親しくなった (大森志郎 ｢大間知篤三君｣

『作文』 81)｡ 康徳9年11月20日国立中央図書館籌備処司書官

兼任 (『満洲紳士録 昭和15年』 『満洲紳士録 昭和18年』､ ｢会報｣ 『満

洲読書新報』 第67号 昭和18年3月､ ｢彙報｣ 『資料公報』 4巻1 号 康徳

10年)｡

戦後は福島県須賀川中学校 (『旧満鉄図書館関係者の連絡誌

書香 (仮称)』 vol.1 昭和24年1月)､ のち東京女子大学､ 創価大

学教授｡ 復刊 『作文』 同人 (『作文』 復刊第1号 昭和39年)｡ 平

成4年9月9日秦野市自宅で死去 (青木實 ｢故人のこと 大森志郎

さん｣ 『作文』 155号)｡
日本文化論纂 大森志朗 拓文堂 昭14

上代日本と支那思想 大森志朗 拓文堂 昭和19

魏志倭人伝の研究 大森志郎 宝文館 1955

米と人口と歴史 大森志郎 元々社 1955 (民族教養新書)

日本文化史講座 第1-6 肥後和男 大森志郎 明治書院 1958-1959

日本民俗学大系 第1巻 平凡社 昭和35

山田孝雄追憶史学・語学論集 山田忠雄 宝文館 1963

日本史ハンドブック 遠藤元男 大森志郎 朝倉書店 1963

曠野のはてに 大森志郎 作文社 1966

歴史と民俗学 大森志郎 岩崎美術社 1967 (民俗民芸双書 ; 20)

近代日本風俗史 第5 日本風俗史学会 雄山閣出版 1968

食生活近代史 大塚力 雄山閣出版 1969

米の話 大森志郎 潮出版社 1970 (潮新書)

やまたのをろち 大森志郎 学生社 1970

日本神話 日本文学研究資料刊行会 有精堂出版 1970 (日本文

学研究資料叢書)

創価大学開学記念論文集 創価大学開学記念論文集編集委員会編

開学記念論文集刊行会 1971

松竹梅 大森志郎 社会思想社 1972 (現代教養文庫)

仏教文学研究 第11集 仏教文学研究会 法蔵館 1972

日本の説話 第4巻 東京美術 1974

日本文化史論考 大森志郎 創文社 1975

現代日本民俗学 2 野口武徳 宮田登 福田アジオ 三一書房 1975

大森正雄

昭和15年7月建国大学図書館の肩書きで図書整理法の調

査のため奉天図書館へ (『収書月報』 第55号 昭和15年8月)｡

大山一夫

京城府立図書館長｡

大脇 盤

昭和20年7月29日四平満洲福寿1754部隊召集､ 8月10日ま

で四平､ のち新京に移動｡ 終戦となるも新京水源地で満軍

の反乱防備に出動､ 18日から懐徳に､ 29日満洲で小学校に

収容､ 29日から公主嶺に､ 8月31日から10月10日まで公主

嶺陸軍兵舎にあり､ 11月19日黒河着､ このころから身体す

ぐれず､ 28日まで黒河にとどまり､ 11月29日30日両日は､

黒河対岸のブラゴエンチエンスムアンに荷物を搬送､ 12月

1日野宿､ 2日ソ連の荷車で外蒙古とソ連の国境ナルシカに

向かい12月9日到着､ ここを出発するもこの頃から体調が

衰弱し歩行困難となり自動車でスクバートル (売買城) に
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到着し治療をしたが12月11日死去｡ 四平からは 『春なき二

年間』 の著者鈴木雅雄と同道か (大脇茅渟子 ｢故大脇 盤｣ 『旧

満鉄図書館関係者の連絡誌 書香 (仮称)』 vol.1 昭和24年1月)｡

大脇武夫

昭和15年4月18日満鉄に入社し小村侯記念図書館着任
(｢会誌｣ (『満洲読書新報』 第38号 昭和15年5月)｡ 昭和17年12月11

日大連厚生事務所から旅順満鉄館指導員に転任 (｢会報｣ 『満

洲読書新報』 第67号 昭和18年3月)｡ 昭和1９年大連の星ｹ浦満鉄

館指導員に異動 (｢会報｣ 『満洲読書新報』 第84号 昭和19年12月)｡

大脇茅渟子

大連図書館｡

引き揚げ後は高知市南秦泉寺に (｢信葉抄｣ 『旧満鉄図書館関

係者の連絡誌 書香 (仮称)』 vol.1 昭和24年1月)｡

岡崎静夫

『新京図書館月報 54号』 (昭和16年)から編輯担当 (｢あと

がき｣ 『新京図書館月報』 第53号 康徳8年8月)｡

小笠原理子

昭和15年1月現在大連図書館 (｢会誌 通常会員｣ (『満洲読書新

報』 第35号 昭和15年2月)｡

小笠原 正

明治18年山形市の生まれ｡ 同37年山形県立山形中学校第

四学年修学中に家庭の事情で退学し独学にて明治40年3月

警視庁雇員となる｡ 同42年辞職して翌年文部省令の専門学

校入学検定試験合格､ 大正2年警視庁警察書記､ 大正6年保

安課勤務｡ 大正13年府内務部屬､ 昭和6年5月地方理事官に

任ぜられて台南州會文郡守､ 昭和9年新營郡守､ 高等官五

等｡ 同11年従六位｡ 員林郡守 (『台湾紳士録 昭和12年』)｡ 昭和

12年3月31日現在台中州員林郡員林街員林文庫長 (郡守)
(『台湾総督府図書館概覧 昭和11年度』)｡

小笠原論文

明治35年高知県長岡郡西豊永村寺内の生まれ｡ 憲兵とし

て松山で勤務､ 奉天分隊として満洲事変に参加｡ 関東憲兵

隊司令部附､ 昭和7年12月奉天省公署に入り警佐属官､ 省

事務官｡ 康徳6年 (1939) 年6月7日退官して鉄嶺市立図書

館長｡ 康徳7月21日現在､ 同日開催の奉天省図書館聯合研

究会結成式では鉄嶺市立図書館長として第一部日系部会の

委員 (｢奉天省図書館聯合研究会結成式 役員名簿｣ 『奉天省図書館聯

合研究会年報』 康徳7年11月)｡ のち奉天省嘱託を経て康徳9年4

月奉天市主事､ 朝日区庶務課長 (『満洲紳士録 昭和18年』)｡ 康

徳6 (1939) 年12月7日調べ ｢研究事項､ 趣味､ 娯楽調査報

告｣ の研究事項では ｢興亜大事業に対する図書館の役割｣

とある (『奉天省図書館聯合研究会年報』 康徳7年11月)｡

終戦の9月､ ソビエトに抑留されカラカンダ第十三ラー

ゲリで労働｡ 昭和23年11月帰国し高知市帯屋町に住み著述

に専念する｡ 昭和29年4月自興学舎を創設してエネルギー

理論の研究討議の場とした｡ のち自興舎と改称｡ 昭和31年

11月主権推進協力会議を設置し ｢民主憲法下に在る主権者

としての立場から｣ エネルギー理論の実践具体化につとめ

る｡ 昭和32年農民自興社を設置して農民層との討議をおこ

なう｡ ｢世界連邦建設同盟評議員および組織委員｣ ｢世界連

邦建設高知県同盟理事長｣ ｢郷土再建同盟副理事長｣ (『エネ

ルギー理論』 エネルギー理論研究所 1964)｡
私の考えている世界連邦 小笠原論文 1952

人類社会の創造と時空 小笠原論文 1953

自興学理論明日の人類社会 民論社 1954

自興学理論の母体 民論社 1955

自興学理論と明日の日本 民論社 1955

自興学理論から見た諸問題 民論社 1956

自興学理論から見た今日の社会科学 民論社 1956

エネルギー理論 民論社 1957

エネルギー理論から見た正しいもの 民論社 1958

エネルギー理論によって分析した諸問題 民論社 1959

エネルギー理論による問答 民論社1960

エネルギー理論』 エネルギー理論研究所 1964

エネルギー理論の骨格 エネルギー理論研究所 1971

緒方 親

康徳7 (1940) 年7月１日現在満洲国立中央図書館籌備処

属官､ 『資料戦線』 の編輯 (｢彙報｣ 『資料戦線』 1巻2号 康徳7年)｡

なお 『資料戦線』 の奥付の発行所は ｢満洲帝国国立中央図

書館籌備処｣ となっている｡

緒方経敏

昭和12年7月末日現在 大連図書館傭員守衛出納手 (｢各館

従事員名簿 昭和12年7月末日現在｣ (『満鉄図書館業務研究会年報 第

３集』)｡

岡田治之助

昭和15年3月31日現在台中州員林郡渓湖街渓湖図書館館

長 (街長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和14年度』)｡

岡田正男

昭和14年1月現在奉鉄巡回書庫 (｢会誌｣ 『満洲読書新報』 第2

3号 昭和14年2月)｡

岡田泰行

昭和16年7月31日日奉天図書館に着任 (｢奉図通信｣ 『満洲読

書新報』 第52号 昭和16年8月)｡

岡部 隆

昭和14年3月27日奉天図書館に採用 (『収書月報』 第39号 昭

和14年4月)｡ 昭和16年6月奉天図書館書目係員として哈爾浜

鉄道学院第7期露語専修科に入学し昭和16年11月16日修了

して帰任 (｢会報｣ 『満洲読書新報』 第56号 昭和17年1月､ 『収書月

報』 第66号 昭和16年7月)｡

岡村勝次郎

大正15 昭和元年度末現在台北州宜蘭郡宜蘭街宜蘭図書

館長 (宜蘭街長) (『台湾総督府図書館一覧 自大正15年4月1日 至

昭和2年3月31日』)｡

岡村秀雄

昭和14年1月現在奉鉄巡回書庫 (｢会誌｣ 『満洲読書新報』 第2

3号 昭和14年2月)｡

小川 某

康徳10 (1943) 年3月1日新京特別市図書館を退職し満洲

国立中央図書館籌備処へ (｢業務情報｣ 『新京図書館月報』 第69号

康徳10年4月)｡

小川 榮

奉天図書館｡ 満洲で開催された昭和12年６月第31回全国
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図書館大会参加のため新京出張 (『収書月報』 第18号 昭和12年

7月)｡ 昭和13年9月18日奉天図書館から臨時応召で牡丹江

に出発 (｢奉図通信｣ 『満洲読書新報』 第20号 昭和13年11月､ 『収書

月報』 第34号 昭和13年11月)｡ 昭和14年11月現在奉天図書館
(｢会誌 普通会員｣ (『図書館新報』 第14号 昭和13年5月)｡ 昭和17年

3月文部省図書館講習所修了 (｢会報｣ 『満洲読書新報』 第50号

昭和16年6月)｡ 昭和17年12月20日付けで奉天図書館は鉄道総

局調査局の管轄となる (『収書月報』 第84号 昭和18年1月)｡ 昭

和17年12月15日調査局資料室勤務 (｢会報｣ 『満洲読書新報』 第

67号 昭和18年3月)｡ 昭和18年6奉天調査室資料課に異動 (｢会

報｣ 『満洲読書新報』 第71号 昭和18年7月)｡

戦後は宮崎県立図書館司書課長 (『全国図書館職員録 昭和30

年10月1日現在』)｡

小川傳吉

大正4年12月から大正6年4月まで満鉄鉄嶺簡易図書館雇

員 (『鉄嶺図書館沿革史』)｡

小川米次

昭和18年12月現在安東市立図書館員 (｢業務日誌｣ 『新京図

書館月報』 第76号 康徳11年2月)｡

緒川俊一

昭和12年7月末日現在大連図書館雇員事務手 (｢各館従事員

名簿 昭和12年7月末日現在｣ (『満鉄図書館業務研究会年報 第３集』)｡

昭和13年2月7日現在､ 大連図書館 (｢会誌｣ の通常会員 『図書

館新報』 11号)｡

小川久次郎

康徳10 (1943) 年3月17日満洲国立中央図書館籌備処着

任､ 司書 (｢彙報｣ 『資料公報』 4巻5号 康徳10年)｡

荻山秀雄

明治14 (1881) 年愛媛県温泉郡久米村の生まれ｡ 明治43

(1910) 年京都帝国大学文学部史学科東洋史卒業､ 大正元

(1912) 年9月24日京都帝国大学附属図書館､ 大正2年10月

31日まで｡ 朝鮮に渡り朝鮮総督府朝鮮半島史稿編輯事務嘱

託､ 中枢院史料蒐集編纂事務嘱託｡ 大正12年初代朝鮮総督

府図書館館長｡ 昭和17年5月日本図書館協会 ｢図書館勤続

功労者表彰｣ (20年) を受ける (｢人名篇｣ 『図書館総覧』 昭和26

年)｡

戦後は昭和21年東京都立日比谷図書館､ 昭和23年5月28

日愛媛県立図書館館長､ 昭和25年2月10日退職 (『愛媛県立図

書館 要覧 2011年』､ ｢荻山秀雄 (年譜) 草稿｣ 書物蔵：古本オモシロ

ガリズムhttp://d.hatena.ne.jp/shomotsubugyo/20080610/p1)｡
萩山秀雄 瀬野馬熊 共述 ｢朝鮮中世史｣ 『朝鮮史講座』 朝鮮史

学会 大正12

奥道和彦

昭和13年9月現在満鉄図書館研究会書目部に所属 (『収書

月報』 第33号 昭和13年10月)｡ 昭和14年3月18日満鉄図書館研

究会書目部会で ｢柔剣道書目｣ を報告 (『収書月報』 第39号

昭和14年4月)｡ 昭和14年7月現在満鉄奉天図書館 (｢会誌｣ 『満

洲読書新報』 第29号 昭和14年８月)｡ 昭和16年6月16日雇員に昇

格､ 奉天図書館員 (｢会報｣ 『満洲読書新報』 第52号 昭和16年8月)｡

昭和18年11月5日の関東州読書協会役員会において竹内正

一理事から連絡部委員を委嘱される (｢各部委員委嘱｣ 『満洲読

書新報』 第77号 昭和19年2月)｡

戦後は岡山県和気郡福安村に (『旧満鉄図書館関係者の連絡

誌 書香 (仮称)』 vol.1 昭和24年1月)｡

奥村良平

撫順簡易図書館､ 開原図書館長｡

小倉親雄

大正2年鳥取市の生まれ｡ 松江高等学校卒業後昭和8年4

月京都帝国大学文学部入学､ 11年3月同大学文学部史学科

を卒業｡ 4月鳥取県立第一中学校教諭｡ 7月朝鮮総督府図書

館事務常勤嘱託｡ 昭和13年5月歩兵第78連隊補充隊に入隊､

昭和15年1月除隊｡ 昭和18年4月朝鮮総督府図書館を退職し

5月満洲国の陸軍軍官学校教授｡ 昭和19年9月内地留学 (京

都帝国大学)｡

昭和21年5月京都大学大学院文学研究科入学､ 昭和21年7

月京都市史編纂員嘱託｡ 昭和23年3月退職し4月同志社大学

司書｡ 昭和24年11月退職し京都大学附属図書館事務長｡ 昭

和28年6月日本図書館研究会理事長 (昭和32年5月まで)｡ 昭和

31年3月京都大学教育学部助教授｡ 昭和32年8月アメリカ留

学､ 翌年11月帰国｡ 昭和44年1月京都大学教育学部教授
(図書館学講座)｡ 昭和52年4月京都大学を定年退官し平成元

年3月までノートルダム女子大学教授｡ 叙従三位､ 三等授

旭日中綬章｡ 1991年10月7日死去 (｢NDC賞 昭和44年度 第8回

小倉親雄氏が授章｣ 『図書館雑誌』 64-1 昭和45年1月､ ｢小倉親雄先生

の略歴｣ 『図書館研究』 1992年5月)｡ 大阪府立夕陽丘図書館の設

置にあたって ｢天王寺分館改築計画委員会｣ が設置された

がそのために ｢大阪府立図書館調査に関する会議｣ が設け

られ調査主担者に小倉親雄が就いている｡ その報告書は昭

和45年11月 ｢大阪府立図書館基本構想に関する報告書｣ と

してまとめられた (貴田春男 ｢〈寸描〉天王寺分館から夕陽丘図

書館へ｣ 『大阪府立図書館紀要 第35号』 平成18年)｡
『アメリカ図書館思想の研究』 日本図書館協会 1977

尾崎邦彦

昭和8年10月から昭和9年8月まで鉄鉄嶺図書館事務助手､

昭和11年末現在奉天鉄道総局附業課 (『鉄嶺図書館沿革史』)｡

尾崎唯一

明治37年鹿児島県日置郡串木野村の生まれ｡ 大正12年満

鉄見習学校卒業､ 大連図書館勤務｡ 文部省図書館員教習所

修了｡ 昭和9年4月満鉄遼陽図書館長｡ 昭和12年7月末日現

在 遼陽図書館館長 (『満洲紳士録 昭和12年』､ ｢各館従事員名簿

昭和12年7月末日現在｣ 『満鉄図書館業務研究会年報 第３集』)､ 昭和

12年12月遼陽図書館長から大森志郎の後任として撫順図書

館長 (『図書館新報』 第10号)｡

押川貞蔵

明治19年宮崎県宮崎郡大官村の生まれ｡ 明治41年３月宮

崎県師範学校を卒業し同年９月宮崎県廣瀬高等小学校訓導､

大正５年迄内地で教育に従事｡ 大正６年12月渡台し嘉義公

学校を手始めに大正11年まで公学校々長・新營農学補習学

校長｡ 昭和9年12月高等官七等､ 同11年勲六等｡ 同年4月退

官し新化街長 (『台湾紳士録 昭和12年』)｡ 昭和12年3月31日現

在台中州新化郡新化街新化図書館館長 (街長) (『台湾総督府

図書館概覧 昭和11年度』)｡ 昭和15年3月31日現在台南州新化
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郡新化街新化図書館館長 (街長) (『台湾総督府図書館概覧 昭

和14年度』)

小田 進 (進康と改名)

昭和12年7月末日現在大連図書館傭員雑務手 (｢各館従事員

名簿 昭和12年7月末日現在｣ 『満鉄図書館業務研究会年報 第３集』)｡

昭和14年6月の満鉄図書館研究会管理部で ｢印刷文化に就

いて｣ を報告 (『収書月報』 第42号 昭和14年7月)｡

戦後は甲府市太田町 (｢信葉抄｣ 『旧満鉄図書館関係者の連絡誌

書香 (仮称)』 vol.1 昭和24年1月)｡

小田内通久

明治30年秋田市士族の通敏を父として東京で生まれた｡

なおこの父通敏は明治8年生まれの人文地理学者で早稲田

大学において教鞭をとりながら大正15年 『人文地理』 を創

刊､ 昭和5年文部省嘱託として郷土教育連盟を創設して郷

土地理研究・郷土教育運動に尽力した人物である｡ 通久は

開成中学を卒業後､ 児童劇や地方の人形芝居の研究をおこ

なう｡ 日本演劇学界会員､ 早稲田大学演劇博物館館友｡ 通

敏の満洲調査の関連であろうか満洲に渡る｡ 康徳8 (1941)

年4月24日には新京特別市嘱託の肩書きで金谷満一ととも

に新京誌編纂資料収集のために奉天図書館を訪問している
(『収書月報』 第64号 昭和16年5月)｡ 康徳9 (1942) 年2月山崎末

治郎の後任として満洲国新京特別市立図書館館長､ 市公署

官房 ｢新京誌｣ 編纂室と兼任 (｢館員消息｣ 『新京図書館月報』

第59号 康徳9年4月)｡ 翌康徳10年7月31日､ 大同学院研究所の

開所 (勅令35号) にともない研究所・新京資料室聯合会共

催の懇談会に開拓総局総務課資料股員として参加している
(｢彙報｣ 『資料公報』 4巻9号 康徳10年)｡

帰国後は秋田県仙北郡川村公民館主事､ 私立敬愛学園の

講師も務め男子部創設に力を尽くしたが火災で焼失｡ 昭和

31年秋田県文化財専門委員としてとりわけ無形文化財の保

存に従事したが昭和35年1月9日秋田市の中通病院で死去
(奈良環之助 ｢小田内通久氏小傳｣ 『秋田考古学』 14号 1960年3月)｡

｢佐渡の人形芝居｣ (『民俗藝術』 第3巻第5号 昭和5年5月)

『神奈川県農山村青年体力基本調査報告』 共著 横浜 小田内通敏 小

田内通久共著 1941

落 武雄

昭和15年3月31日現在高雄州屏東市市立屏東図書館館長

(市書記 (専任)) (『台湾総督府図書館概覧 昭和14年度』)｡

乙部泉三郎

明治30年､ 東京市大森区池上本町の生まれ｡ 東京中学を

卒業､ 大正11年東京帝国大学文学部教育学科選科を修了｡

同年満鉄奉天図書館司書｡ 大正12年満鉄撫順図書館長｡ 奉

天図書館では衞藤利夫の下で働いたことになるがそりがあ

まり合わなかったようである｡ 大正15年帰国し日本青年館

書記第三部図書課勤務をへて昭和4年松本喜一帝国図書館

長の推薦で新設された県立長野図書館司書､ 昭和6年館長

心得7年館長となる｡ その部下に叶沢清介がいた｡ 県立長

野図書館では農村図書館や青年団による図書館設置につい

て尽力した｡

昭和24年依願退職｡ 昭和52年6月26日死去｡ 80歳 (叶沢

清介 ｢乙部泉三郎 長野の図書館の歴史を切り拓いた人｣

(『図書館雑誌』 77 (7) 昭和58年7月)｡
ヂュウイー十進分類法の解説及応用指針 原始社 昭和2

日本図書分類表及其索引 県立長野図書館 昭和4

農村図書館経営の手引 大正堂書店 昭和9

青年団が図書館を設置するには 長野図書館 昭11

小長谷恵吉

慶應元年静岡県の生まれ｡ 東京ドイツ語学校､ 二松学舎

などで英語・ドイツ語､ さらに漢学を修め小学校・中学校

の教員を経て明治37年帝国図書館司書､ 田中稲城､ 太田爲

三郎らに目録の薫陶を受けた｡ カタロガーとしては､ 和書

や古典､ 漢籍､ 数カ国の外国語に通暁していた｡ 大正5年5

月30日より台湾総督府図書館司書 (昭和10年7月現在 『朝鮮総

督府図書館要覧 昭和10年8月9日 開館二十周年記念』)｡ 台湾にはエ

リオットタイプライターを持参したといい､ また洋書を丸

善､ 日本の和漢書を東京堂に依頼して資料収集に努め､ 図

書寮や内閣文庫､ 帝国図書館所蔵の台湾関係稀覯書を書写

して備え付けたりした｡ 和漢書分類目録や叢書の分出など

も再検討している｡ 目録係・閲覧係・製本係などの仕事に

従事し､ 太田の方針で出納係に女子を採用したことから､

夜間の監督など苦労も多かったという (小長谷恵吉 ｢台湾総

督府在勤時代の思出｣ 『資料公報』 4巻10号 康徳10年)｡ 大正10年12

月12日､ 東京商科大学幹事 (表向きは予科講師) として招

聘された太田爲三郎に呼び戻され当大学図書館に図書目録

編纂事務嘱託として赴任｡ また大正14年には60歳にしてア

テネフランスでフランス語を学んだ｡ 昭和19年死去 (弥吉

光長 ｢恩師太田爲三郎先生の思い出｣､ ｢図書館沿革概説稿 『一橋大学

百二十年史』､ http://hermes-ir.lib.hit-u.ac.jp/da/handle/123456789/5842｣､

(『図書館総覧』 昭和26年)｡
｢台湾総督府在勤時代の思出｣ (｢彙報｣ 『資料公報』 4巻10号 康徳10

年)｡

｢東西文化交流史史料の一研究｣ (『資料公報』 5巻7 号 康徳11年)｡

日本國見在書目録解説稿 : 附同書目録 くにたち本の會 1936

日本國見在書目録索引 くにたち本の會 1937

辧色立成に就きて : 日本國見在書目録解説稿又補遺 [くにたち本

の會] 1936

小野求太郎

明治15年名古屋市東区富士塚町生に生まれる｡ 明治41年

早稲田大学英文科を卒業後､ 翌42年1月京都帝国大学司書

を拝命､ 大正５年9月に辞職して満鉄に入社し調査課に勤

務｡ 同８年撫順図書館長となり同12年大連図書館司書主任

に転じ､ 大正12年5月から13年4月まで電気遊園図書閲覧場

主事 (兼務) (『伏見台児童図書館略史』)｡ 昭和２年再び撫順図

書館長 (『満蒙日本紳士録 昭和4年』)｡ 満鉄を退社ののちは京

都にもどる (竹内正一 ｢｢線｣ と当時の人々 (上) 『作文』 81｣)｡

小野邦彦

昭和15年3月31日現在台南州新化郡善化庄善化図書館館

長 (庄長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和14年度』)｡

小野寺喜久子

康徳11年8月29日満洲国立中央図書館籌備処雇員､ 司書

科に配属 (｢彙報｣ 『資料公報』 5巻7 号 康徳11年)｡
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小幡たき

昭和3年10月から5年6月まで大連電気遊園図書閲覧場伏

見台図書館事務手 (『伏見台児童図書館略史』)｡

尾山義一

明治23年熊本県玉名郡の生まれ｡ 熊本県立球磨農業学校

を卒業後大正3年渡台して高雄市文書主任､ 潮州郡街庄主

任､ 東港郡・屏東郡庶務課長､ 高雄州文書課長を経て東石

郡守 (『台湾紳士録 昭和12年』)｡ 昭和12年3月31日現在台南州

東石郡朴子街東石図書館館長 (郡守) (『台湾総督府図書館概

覧 昭和11年度』)｡

か

何 天佑

大正13年5月31日現在､ 大正15年 昭和元年度末現在､ 台

中州大屯郡南屯庄南屯図書館長 (設立代表者) (『台湾総督府

図書館一覧 自大正12年4月1日至大正13年3月31日』､ 『台湾総督府図

書館一覧 自大正15年4月1日 至昭和2年3月31日』)｡

何 鳳來

昭和４年６月から満鉄鉄嶺図書館雑務手 (『鉄嶺図書館沿

革史』)｡

香川鉄蔵

明治21年東京市生まれ､ 東京帝国大学文科大学哲学科中

退､ 大蔵省臨時調査局金融部嘱託､ 満洲国政府嘱託となり

大同学院､ 新京法政大学教授となり経済学を講じる｡ 昭和

14年2月満洲国総務庁参事官｡

戦後は国立国会図書館参事となり 『明治文化史』 の編輯

に参加｡
鈴木敬人 ｢総務庁調査室・新京法政大学特修科のことなど｣､ ｢年

譜｣ (香川鉄蔵先生追悼集刊行会編纂 『香川鉄蔵』)｡

柿沼 介

明治17年8月京都府加佐郡舞鶴町生まれ｡ 明治44年東京

帝国大学文科大学哲学科の心理学を卒業｡ 卒業後一橋の図

書館で働きながら大学の研究室に通う｡ 大正2年4月東京市

立日比谷図書館勤務｡ 大正8年5月に満鉄入社｡ 渡満につい

ては島村孝三郎満鉄調査課長が日比谷図書館今沢慈海館長

のもとを訪問､ 大連図書館を運営する人材を求めて来て今

沢から勧められ渡満した｡ 大正13年から2年3ヶ月間図書館

研究のために欧米に留学｡ 大正15年5月から大連図書館館

長｡ 在任中には､ 特別予算などにより松崎鶴雄の学識に助

けられながら宋版をふくむ漢籍を収集､ また欧文中国関係

資料､ 府県志類､ ロス文庫､ オゾ文庫など資料収集に努め

た｡ 古書の善本など他に先んじて入手する必要があり支払

いを無視して注文した資料が山積となり､ 懲戒規程に触れ

て減俸になったこともあるという (青木実 ｢柿沼介と大連図書

館｣ 『彷書月刊』 (特集 満鉄図書館) 1988年6月)｡ また昭和14年の

ノモンハン事件のときソ連との国境線問題で紛糾､ 日本で

刊行された資料のうちソ連に有利な国境の資料を提示され

て苦境に陥ったおり､ 満洲国から資料調査と借用を申し込

まれ､ このときソ連に対する反対資料となる地図とりわけ

ソ連刊行の地図などを満鉄調査課や図書館運用係を動員し

て用意して新京に送ったという｡ 昭和13年5月日本図書館

協会の図書館勤続功労者表彰 (20年) を受ける (｢人名篇｣

『図書館総覧』 昭和26年)｡ 昭和15年3月退任､ いったん田園調

布自宅にもどるも単身で渡満し､ 昭和15年から18年まで国

立中央図書館籌備処嘱託｡ 処長神尾弌春の人事という｡ 昭

和16年５月16日日本図書館協会50周年祝典において功労者

として表彰される｡ 昭和16年6月5日6日の満洲図書館協会

主催第一回満洲図書館大会において満洲図書館界の功労者

として衞藤利夫とともに表彰される｡ 康徳10 (1943) 年4

月15日付石堂清倫大連図書館主任の発案で大連図書館顧問､

夫人を呼び寄せて星ケ浦の自宅に住んだ (岩田實 ｢柿沼介先

生追憶｣､ ｢会報｣ 『満洲読書新報』 第69号 昭和18年5月)｡ 康徳10年

8月中央図書館籌備処の分類の素案を委員会に提出して検

討 (｢彙報｣ 『資料公報』 4巻9号 康徳10年)｡ 康徳11年1月31日国

立中央図書館籌備処嘱託を辞職し一年期限の嘱託となり司

書科 (｢彙報｣ 『資料公報』 5巻3号 康徳11年)｡ 昭和19年４月に昭

和18年期日本図書館協会総裁賞を受ける (｢人名篇｣ 『図書館

総覧』 昭和26年)｡ 昭和19年12月関東州出版会出版企画審査

委員を委嘱 (｢会報｣ 『満洲読書新報』 第85号 昭和20年1月)｡

敗戦後9月大連図書館は中国長春鉄路公司に接収されて

科学研究所中央図書館と改称し､ 同館長｡ 留用は柿沼のほ

か北川勝夫､ 有馬駿馬､ 大谷健夫､ 小笠原の５名で北川は

経済調査会に移り残りの４名で蔵書冊数についてリストや

現物に当たりながら調査､ 23万冊余であったという｡ その

後は終戦直前に北京で購入した資料２万冊の整理であった｡

そしてこのうち民国以後に刊行の中国語資料を公開閲覧す

ることとなった｡ 昭和23年７月には､ 大谷を残して他の留

用の職員は引き揚げた｡ 帰国後は大田区田園調布の姉の家

に寄寓し８月から旧赤坂離宮内の国立国会図書館勤務｡ な

お､ 柿沼の国会図書館就職についてはつぎのような次第で

あったという｡ 大連でともに留用され一足先に帰国してい

た岩田實が柿沼の引揚げ時に連絡を取り､ 柿沼は帰国翌日

に岩田の家を訪ねた｡ おりしもその日は衞藤利夫が座長で

図書館長らと占領軍の文化機関担当者との懇談会が日比谷

図書館開かれることになっていてそこに柿沼を案内し衞藤

と劇的な対面となった｡ 翌日赤坂離宮内の国立国会図書館

金森館長を衞藤と柿沼とが訪問し､ そこで国会図書館の就

職が決まった｡ その後柿沼の斡旋で国会図書館に職を得た

ものが何名かおり､ この名簿が就職についても役に立った

という｡ 外地からの帰還者らの就職や懇親を趣旨とした

｢ひろ野会｣ が作られた｡ 国会図書館では議事録の索引ま

た図書館学資料室の充実につくした (岩田實 ｢柿沼介先生追憶｣

『図書館雑誌』 vol.66 no.2､ ｢柿沼介と大連図書館｣ 『彷書月刊』 (特集

満鉄図書館) 1988年6月)｡ 昭和34年､ 65歳で定年になるも調

査員 (非常勤) として38年まで同館図書館学資料室勤務｡

『びぶりお』 に海外図書館の情報などを無署名で執筆した｡

図書館を辞めても時々図書館に顔を出したが職員の仕事の

邪魔にならぬように配慮したといい､ 図書館前の信号で自

動車事故にあって入院した時も図書館のことを考えて言わ

なかったという｡ また昭和35年から46年まで愛知大学文学
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部教授､ 41年勲三等瑞宝章叙勲｡ 新設の大田区立図書館に

本を返却に行く途上での自動車事故にあった｡ 昭和46年9

月13日死去｡ 没後著述を集めて 『剰語』 が出る (｢略年譜｣

『剰語』 昭和47年10月 青木実刊､ 青木實 ｢柿沼先生｣ 『作文』 95､ 『満

洲紳士録 昭和12年』)｡
｢柿沼介氏送別特輯｣ (『満洲読書新報』 38号 昭和15年5月

『柿沼介氏送別記念』 (『満洲読書新報』 39号)

岩田 実 ｢柿沼介先生追憶｣､ 竹内正一 ｢大連図書館と柿沼先生｣､

丸山昭二郎 ｢赤坂時代の柿沼先生｣､ ｢故・柿沼介氏略歴・ ｢図書

館雑誌｣ 執筆目録｣ (『図書館雑誌』 66(2) 1972年2月)

『剰語』 (青木實刊 昭和47年10月 ｢略年譜｣ あり

小野谷邦子 ｢｢満洲｣ における心理学―前半期における人物を中心

として－｣ (『茨城キリスト教大学紀要 1.人文科学』 (35) 2001)

郭 睿

明治19年下營庄麻豆寮の生まれ｡ 幼少から漢学を学び国

語漢学に精通し33歳で区長に任命｡ 35歳で庄長｡ 大正11年

下營信用組合長を創立し理事組合長｡ 嘉南大�組合規定制

定後は同組合代議員｡ 大正11年街協議會員に任命 (『台湾紳

士録 昭和12年』)｡ 昭和9年3月31日現在台南州曽文郡下営図

書館長 (台南州曽文郡下営庄長) (『総督府図書館概覧 昭和9年

3月末』)｡ 昭和12年3月31日現在台南州曾文郡下營庄下營図

書館館長 (庄長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和11年度』)｡ 昭和1

5年3月31日現在台南州會文郡下営庄下営図書館館長 (庄長)
(『台湾総督府図書館概覧 昭和14年度』)｡

郭 慶雲

昭和5年７月から7年3月まで伏見台図書館雑務手 (『伏見

台児童図書館略史』)｡ 昭和12年7月末日現在 大連埠頭傭員雑

務手 (｢各館従事員名簿 昭和12年7月末日現在｣ (『満鉄図書館業務研

究会年報 第３集』)｡

慶柏

康徳7年7月１日現在満洲国立中央図書館籌備処属官
(｢彙報｣ 『資料戦線』 1巻1号 康徳7年)｡

確井 勲

奉天図書館傭員､ 昭和11年12月29日岡山県に帰省 (『収書

月報』 第12号 昭和12年1月)｡ 昭和13年6月1日付けで鉄道総局

愛路課へ異動 (『収書月報』 第30号 昭和13年7月)｡

筧 太郎

明治36年6月生まれ｡ 大正15年東京外語英語部貿易科卒

業､ 満鉄に入社し埠頭事務所､ 大連鉄道事務所､ 哈爾浜事

務所｡ 昭和13年2月7日現在満鉄総裁室文書課 (｢会誌 通常会

員｣ 『図書館新報』 11号)｡ 昭和14年4月10日満鉄総裁室弘報課

転任 (｢会誌｣ 『図書館新報』 第26号 昭和14年5月)｡ 9月ニューヨー

ク事務所副参事 (｢会誌｣ ｢会員消息｣ 『満洲読書新報』 31号 昭和1

4年10月)｡ 昭和16年12月12日付け総裁室広報課に転任 (｢会

報｣ 『満洲読書新報』 第56号 昭和17年1月)｡ 紐育事務所映画製作

所長､ 昭和18年9月満鉄副参事｡ 映画製作所長が満映と合

併したことにより昭和1９年６月1日付けて満鉄を退社し満

映に入社となった (『満洲紳士録 昭和18年版』) ｢会報｣ 『満洲読書

新報』 第81号 昭和19年7月)｡
F.E.ヤングハズバンド著 滿鐵弘報課, 筧太郎譯 『ゴビよりヒマラ

ヤへ』 朝日新聞社 1939.12 (大陸叢書 第1卷)

葛西 誠

昭和13年2月7日現在､ 大連税関統計科 (｢会誌｣ の通常会員

『図書館新報』 11号)｡ 昭和17年4月満洲製紙社員から天津日本

図書館に転任 (｢会報｣ 『満洲読書新報』 第60号 昭和17年6月)｡ 昭

和18年15日東京にて結婚 (｢会報｣ 『満洲読書新報』 第74号 昭和1

8年10月)｡

笠巻嘉吉

昭和15年3月31日現在台中州豊原郡内埔庄内埔庄内埔庄

文庫長 (庄長) (『台湾総督府図書館概覧: 附島内公私立図書館一覧

昭和14年度』)｡

傅 致和子

康徳9 (1942) 年2月新京特別市立図書館職員 (｢館員消息｣

『新京図書館月報』 第59号 康徳9年4月)｡

加島 勤

関東庁図書館雇員 (『関東庁附属 図書館一覧表 昭和2年度』)｡

桂 忠

康徳10 (1943) 年2月現在公立開原図書館職員 (｢会報｣

『満洲読書新報』 第67号 昭和18年3月)｡

勝家清勝

明治30年長野県北安曇郡廣津村の生まれ｡ 大正9年専修

大学経済科を卒業し4月満鉄に入社して図書館勤務｡ 11年6

月大連図書館､ 13年2月文部省図書館員教習所入所し翌年3

月帰任｡ 大正15年10月主事､ 昭和2年11月大連図書館司書､

昭和6年2月哈爾浜図書館主任､ 昭和8年4月館長｡ 昭和9年1

月埠頭図書館長をへて昭和10年4月満鉄沙河口図書館長兼

南沙河口図書館館長｡ 昭和10年4月30日から沙河口図書館

館長｡ 翌11年1月より同館館報 『沙河口図書館報』 を刊行｡

5号 (昭和11年5月号) から 『図書館新報』 となるも8号で

休刊｡ 昭和12年4月 『図書館新報』 を再刊､ 題字は松崎鶴

雄が書いた｡ 昭和12年7月末日現在 大連沙河口図書館館長
(｢各館従事員名簿 昭和12年7月末日現在｣ (『満鉄図書館業務研究会年

報 第３集』)｡ 満鉄附属地の満洲国への移譲後大連図書館に

異動し昭和13年5月運用係主任 (大連・奉天図書館で司書係庶務

係の2係制を庶務係・書目係・運用係の3係制としたため｡ 『沙河口図

書館沿革史』)｡ 昭和15年5月15日大連図書館運用係主任から

満鉄調査部に転任 (｢会誌｣ (『満洲読書新報』 第39号 昭和15年6月)｡

昭和15年10月小村侯記念図書館館長事務嘱託｡ なお 『図書

館新報』 は昭和13年8月 『満洲読書新報』 と改題､ この題

字も松崎のものである｡ 昭和16 (1941) 5月関東州内の出

版物統制の方針により 『満洲読書新報』 の自発的廃刊の勧

告がなされるにいたったが､ この雑誌を継続するためにで

あろうか同好会を再編して関東州読書協会を結成して理事

に就き総務部長となった (西海和海 ｢解題 『満洲讀書新報』 の軌

跡｣)｡ 昭和19年12月27日関東州出版会出版企画審査委員を

委嘱 (｢会報｣ 『満洲読書新報』 第85号 昭和20年1月)｡ 中村屋相馬

愛蔵は親戚で私淑していたという (『満洲紳士録 昭和12年』､

『満洲紳士録 昭和15年』､ 『満洲紳士録 昭和18年』)｡

加藤ゑい

昭和12年5月26日奉天図書館甲傭事務手に採用 (『収書月

報』 第17号 昭和12年6月)｡ 昭和13年9月現在満鉄図書館研究

会書目部に所属 (『収書月報』 第33号 昭和13年10月)｡ 昭和14年
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8月21日満鉄奉天図書館依願退職 (｢会誌｣ 『満洲読書新報』 第2

9号 昭和14年8月)｡

加藤 忍

大正8年愛知県の生まれ｡ 中京商業を卒業､ 昭和12 (1937)

年満鉄新京図書館に入り､ 康徳5 (1938) 年7月閲覧係､ 病

気療養ののち12月15日職場復帰 (｢館員消息｣ 『新京図書館月報』

第24号 昭和13年8月､ ｢彙報｣ 『新京図書館月報』 第25号 昭和13年9月､

｢彙報｣ 『新京図書館月報』 第28号 昭和13年12月)｡ 康徳10 (1943)

年8月新京婦人読書倶楽部幹事 (｢本号の執筆者｣ 『新京図書館月

報』 第72号 康徳10年8月)｡

加藤誠一

昭和9年3月31日現在澎湖庁馬公街澎湖文庫長 (『台湾総督

府図書館概覧 昭和9年3月末』)｡

加藤千世子

昭和16年8月13日小村侯記念図書館に着任 (｢会報｣ 『満洲

読書新報』 第52号 昭和16年8月)｡ 昭和18年8月8日満鉄社員会

事務局報道課に転勤 (｢会報｣ 『満洲読書新報』 第74号 昭和18年

10月)｡

香取眞策

大正8年4月から大正9年5月まで満鉄鞍山図書館主事 (鞍

山製鉄所地方係長兼務｡ なお主事は館長職である)｡ 昭和11年末現

在奉天市場会社専務 『満鉄鞍山図書館沿革史』)｡

金井良助

昭和11年10月1日奉天図書館甲傭事務手に採用となる
(『収書月報』 第10号 昭和11年11月)｡ 満洲で開催された昭和12

年６月第31回全国図書館大会に細井五郎・西澤秀正・大竹

勇夫・中島辰海・渋谷哲夫・近藤真澄とともに参加のため

大連出張 (『収書月報』 第18号 昭和12年7月)｡ 昭和13年9月現在

満鉄図書館研究会運用部に所属 (『収書月報』 第33号 昭和13年

10月)｡ 昭和16年7月現在奉天図書館員 (｢会報｣ 『満洲読書新報』

第52号 昭和16年8月)｡ 昭和17年12月20日付けで奉天図書館は

鉄道総局調査局の管轄となり (『収書月報』 第84号 昭和18年1月)

､ 昭和17年12月15日より調査局資料室勤務のかたちとなる
(｢会報｣ 『満洲読書新報』 第67号 昭和18年3月)｡ 昭和18年5月､ 中

村道冏のあとをうけて 『収書月報』 の編輯を担当 (『収書月

報』 第89号 昭和18年６月)｡

戦後は札幌市南一条西に (『旧満鉄図書館関係者の連絡誌 書

香 (仮称)』 vol.1 昭和24年1月)｡

金丸精哉

大連図書館｡

戦後引き揚げるも郷里の鹿児島県串木野は終戦直前の空

襲で全村消失で､ やむなく同じ引き揚げ者の船大工と元満

鉄車掌とで漁船修繕業を起こすも大造船所からの引き抜き

に会い社は解散｡ 昭和23年4月妹のいる神戸に｡ 大連一中

時代の後輩で学校事務をしている友人の口利きで学校関係

の就職にあたるも適格検査の段階で金丸の著作 『満洲風雲

録』 が没収書目にあがっていることが判明して教育界入り

を断念｡ 神戸市兵庫区鈴蘭台の市営住宅に入居し郷里の家

を処分して6月19日家族ともども神戸へ｡ 満蒙引揚文化人

連盟 (理事長が元弘報課長松本豊三) で職を得て働いてい

たが､ 元満鉄本社の知人から国際観光企業会社に推薦され

て9月8日に入社｡ 当地警察の募集した交通道徳啓発シナリ

オに応募して第二席 (｢信葉抄｣ 『旧満鉄図書館関係者の連絡誌

書香 (仮称)』 vol.1 昭和24年1月)｡
｢満鉄業態 26 弘報係とは｣ 『協和』 150号 (1935年７月15日)

『満州雑暦』 満州日日新聞社出版部 1939

『満洲風雲録』 六人社 1941

『満洲の四季』 博文館, 1941.12

『満洲歳時記』 博文館, 昭和18

金生道生

哈爾浜図書館司書､ 昭和19年2月1日満鉄副参事 (｢会報｣

『満洲読書新報』 第78号 昭和19年3月)｡

金子恒弥

大正15年 昭和元年度末現在､ 台中州南投郡南投街南投

図書館 (街長) (『台湾総督府図書館一覧 自大正15年4月1日 至昭

和2年3月31日』)｡

金子とく

昭和13年7月18日タイピストとして北京近代科学図書館

に勤務 (『書滲』 第1号 昭和13年8月)｡

兼歳一正

昭和10年3月満鉄奉天図書館員 (高橋泰四郎 ｢衞藤先生｣ 『満

洲読書新報』 第57号 昭和17年2月)｡ 昭和12年7月末日現在 営口

図書館傭員事務手 (｢各館従事員名簿 昭和12年7月末日現在｣ 『満

鉄図書館業務研究会年報 第３集』)｡ その後北支経済調査所｡

戦後は杉並区阿佐ヶ谷に (『旧満鉄図書館関係者の連絡誌 書

香 (仮称)』 vol.1 昭和24年1月)｡

金本探道

大同学院研究所の開所 (勅令35号) にともない康徳10

(1943) 年7月31日に同所主催 新京資料室聯合会共催で開

催された懇談会に開拓総局総務課資料股員として参加
(｢彙報｣ 『資料公報』 4巻9号 康徳10年)｡

狩野釆女

昭和5年12月から7年4月まで大連の伏見台図書館事務手
(『伏見台児童図書館略史』)｡ 公主嶺図書館員の昭和10年3月23

日､ 北満鉄路中央図書館の接収員として接収の作業にあた

る (『北満鉄路図書館の接収 接収記念誌 第4冊』 哈爾浜鉄路図書館

康徳2)｡ 昭和12年7月末日現在 大連近江町図書館雇員事務

手 (｢各館従事員名簿 昭和12年7月末日現在｣ (『満鉄図書館業務研究

会年報 第３集』)｡

神尾弌春

明治26年広島市大手町の生まれ､ 大正7年東京帝国大学

法学部独法科卒業｡ 在学中に文官高等試験に合格｡ 福岡県

属､ 山口県大津郡長･山口県理事官､ 東京府理事官､ 大正

15年朝鮮全羅南道警務部長､ 朝鮮総督府事務官､ 内務省内

務局､ 学務局学務課長､ 昭和8年満洲国国務院総務庁秘書

官､ 秘書処長兼法制局参事官､ 文教部学務司長､ 康徳3

(1936) 年龍江省次長を経て康徳7 (1940) 年5月参議府秘

書局長｡ 同年5月の満洲国立中央図書館籌備処管制の改正

で処長 (秘書局長兼任)､ 康徳7年9月1日籌備処委任文官考

試委員会委員長 (｢彙報｣ 『資料戦線』 1巻2 号 康徳7年)､ 康徳7

年10月1日高等文官考試委員会国立中央図書館籌備処分科

会委員長 (｢彙報｣ 『資料戦線』 1巻5号 康徳7年)｡ 康徳9年2月13
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日参議府秘書局長を退官し文教部嘱託｡ 朝鮮本仏書の収集

家でもであり真珠荘と号した｡ その蔵書は康徳9 (1942)

年5月の 『資料公報』 に目録が掲載されるが､ 自宅が終戦

前に侵攻してきたソ連軍の通信隊の将校会議室に充当され

たおりに潰えた｡ その経緯はつぎのとおり｡ ソ連軍将校は､

接収にあたって必ず蔵書を保存すると約束したのだが下士

官が食堂に最適であるとして書架の書物を防空壕に投げ込

んだという｡ 神尾は壕に入ってリュックに貴重書を拾い出

したが降雨のため漢籍は泥まみれとなった｡ 朝鮮本仏書は

厚い楮紙に刷られているため被害が少なく無事だった｡ 番

をつけて監視したが一部盗まれた｡ 朝鮮本仏書を馬車一台

で新京大広場東の般若寺居士林に寄贈したところ居士林の

僧三名がお礼にきて馬車代として金一封を置いていったと

いう (『まぼろしの満洲国』 (1983年 日中出版)｡ なお康徳6年11

月の満洲図書館協会設立趣意書の発起人 (金融合作社理事)

となり､ 12月の創立総会では副会長に就任している (総務

庁参事官)｡ 回想録 『まぼろしの満洲国』 (1983年 日中出版)

では､ ｢他方､ 蔵書家の栄厚氏を会長に仰いで成立した満

洲図書館協会の副会長にも､ 私が推された｡ 同協会は､ 満

鉄調査部の影響を受けて､ 覇気満々の満鉄図書館人と､ 愛

書家の集りの中国系図書館人と､ 保存図書館のお守り役然

たる関東洲系との集合で､ 賑やかな集りとなり､ 国立中央

図書館の将来についても示唆を受けた｣ とそのときの雰囲

気を語っている (なお本書には著者の版元への抗議として ｢日中

出版刊行の 『まぼろしの満洲国』 神尾弌春の成本は､ 著者神尾弌春の

原著と相違することを明にする｣ との抗議版とも言うべき冊子が ｢ま

ぼろしの満洲国正誤表｣ とともに付されていることを付記しておく)｡

戦後昭和25年に弁護士登録｡
『さきもり』 神尾弌春, 昭和3

『道家論弁牟子理惑論』 神尾弌春, 昭和6

『慧琳一切経音義反切索引』 槿風荘, 1976

『常用漢字表音訓語例の再考を訴える』 神尾弌春, 1981.6

『東方文化襍考』 第一書房, 1982.3

『契丹仏教文化史考』 第一書房1982.5

『まぼろしの満洲国』 日中出版, 1983.4

上崎孝之助

上海日本近代科学図書館｡

神谷春喜

昭和4年3月から4年7月まで伏見台図書館事務手 (『伏見台

児童図書館略史』)｡

加村政治

昭和15年3月31日現在台北州基隆市立基隆図書館館長

(市助役) (『台湾総督府図書館概覧: 附島内公私立図書館一覧 昭和1

4年度』)｡

亀渕新一

大連図書館｡

戦後は長崎県北松浦郡獅子村に (『旧満鉄図書館関係者の連

絡誌 書香 (仮称)』 vol.1 昭和24年1月)｡

河合初弥

大正5年満鉄公主嶺事務所｡

川上 修

大連鉄道工場図書室 (河上修 ｢図書室の業務に就て私見｣ 『収

書月報』 第32号 昭和13年9月)｡ 大連鉄道工場図書係 (｢会誌 10

月末現在｣ 『満洲読書新報』 第20号 昭和13年11月､ ｢会誌 7月中｣

(『満洲読書新報』 第41号 昭和15年8月)｡

河上 清

昭和13年5月11日満鉄奉天図書館に採用 (『収書月報』 第29

号 昭和13年6月)｡ 昭和13年9月現在満鉄図書館研究会書目部

に所属 (『収書月報』 第33号 昭和13年10月)｡ 昭和14年1月現在

満鉄奉天図書館 (｢会誌｣ 『満洲読書新報』 第23号 昭和14年2月)｡

昭和16年5月25日死去 (｢元奉天図書館員死去｣ 『収書月報』 第65

号 昭和16年6月)｡

川上公一

昭和13年6月6日付けで奉天図書館に採用 (『収書月報』 第

30号 昭和13年7月)｡ 昭和13年9月現在満鉄図書館研究会書目

部に所属 (『収書月報』 第33号 昭和13年10月)｡ 昭和14年7月現

在満鉄奉天図書館 (｢会誌｣ 『満洲読書新報』 第29号 昭和14年8月)｡

昭和16年4月13日運用係員から大連高等技術員養成所へ入

所 (『収書月報』 第64号 昭和16年5月)｡

川崎ミツヱ

昭和16年10月20日大連図書館を退職し大連高等女学校国

文科主任に就任 (｢会報｣ 『満洲読書新報』 第55号 昭和16年11月)｡

川島宗吉

昭和15年3月31日現在台南州新豐郡歸仁図書館館長 (庄

長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和14年度』)｡

川島 勝

大正15年6月から15年8月まで電気遊園図書閲覧場事務手
(『伏見台児童図書館略史』)｡

川瀬健一

昭和13年3月図書館職員養成所を卒業､ 同年5月朝鮮総督

府勤務｡ 戦後は昭和23年10月15日東京農工大学図書館着任｡

27年1月15日死去 (未定稿 『東京農工大学図書館年表』､ 東京農工

大学小金井図書館のご教示による)｡

川野観太平

明治18年徳島県那賀郡今津村の生まれ｡ 徳島県立富岡中

学校から同41年12月関西簿記学校商学科を卒業｡ 同年兵役

に服し見習士官､ 将校試験に合格して歩兵少尉｡ 42年6月

渡台し台北庁警部補から大正8年8月南投庁警部､ 同9年9月

司法係主任､ 昭和3年1月高雄州屬､ 同4年4月鳳山郡庶務課

長､ ５年12月岡山郡庶務課長｡ 8年５月東港街助役｡ 11年

10月潮州街長 (『台湾紳士録 昭和12年』)｡ 昭和15年3月31日現

在高雄州鳳山郡鳳山街鳳山街立簡易図書館館長 (街長)
(『台湾総督府図書館概覧 昭和14年度』)｡

川野四郎

朝鮮総督府図書館から昭和11年10月17日開催の図書館業

務研究会各部聯合会ならびに第2回満鮮図書館聯合協議会

で ｢閲覧査考業務ニ就テ｣ を発表 (『収書月報』 第10号 昭和11

年11月)｡

河野治兵衛

大正2年11月から大正4年5月まで満鉄鉄嶺図書閲覧場雇

員 (『鉄嶺図書館沿革史』)｡ 大正13年4月から昭和5年6月まで
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電気遊園図書閲覧場､ 伏見台図書館主事 (兼務) (『伏見台

児童図書館略史』)｡

河野 傳

昭和12年3月末現在 沙河口図書館事務手 (沙河口図書館勤

務 (『図書館新報』 第2号 昭和12年5月)｡ 昭和12年7月末日現在

大連沙河口図書館傭員事務手 (｢各館従事員名簿 昭和12年7月末

日現在｣ (『満鉄図書館業務研究会年報 第３集』)｡ 昭和13年2月7日

現在､ 大連図書館 (｢会誌｣ の通常会員 『図書館新報』 11号)｡ 大

連図書館員から臨時応召により昭和13年11月23日奉天に向

けて出発 (｢連図通信｣ 『満洲読書新報』 第20号 昭和13年11月)｡

戦後は大分県舞鶴町に (『旧満鉄図書館関係者の連絡誌 書香

(仮称)』 vol.1 昭和24年1月)｡

川原達生

昭和14年2月16日満鉄奉天図書館守衛 (｢奉図通信｣ 『満洲読

書新報』 第25号 昭和14年4月､ 『収書月報』 第38号 昭和14年3月)｡

河村牧男

明治14年滋賀県滋賀郡雄琴村の生まれ｡ 河村家に養子と

なる｡ 明治36年滋賀師範学校を卒業し小学校訓導､ 小学校

長｡ 明治44年朝鮮に渡り鎮南小学校訓導､ 大正4年4月平安

南道院陽公立普通学校校長などをへて昭和9年2月満鉄に入

社､ 社会課の前身である慰籍係をへて奉天地方事務所社会

主事 (『満蒙日本紳士録 昭和4年』)｡ 昭和10年5月から奉天図書

館職員として閲覧業務を担当｡ 昭和11年12月23日業務研究

会第4回委員会に出席のため大連へ出張 (『収書月報』 第12号

昭和12年1月)｡ 昭和12年4月13日奉天図書館の名著解説講座

第3講 ｢新旧約聖書に就て｣ を奉天放送局から放送した
(『収書月報』 第16号 昭和12年5月)｡ 昭和12年5月1日副参事に昇

格し待命 (地方部勤務) を命じられ､ 5月19日願いにより

副参事を免じられ地方部庶務課事務嘱託として大連に
(｢彙報｣ ｢余録｣ 『収書月報』 第17号 昭和12年6月)｡

川村音吉

明治元年石川県の生まれ｡ 明治26年川村家の養子となる｡

同年石川県師範学校を卒業､ 石川県河北郡上田上小学校､

小坂小学校訓導､ 同校長､ また広島高等師範学校訓導など

をへて明治 41年渡満し満鉄入社､ 奉天小学校校長､ 学務

課視学､ 参事をへて大連市役所学務課｡ 大正11年南支・北

支､ 14年には欧米各国の教育視察 (『満豪日本人紳士録 昭和2

年』｡

河村 清

大正13年8月から昭和2年10月まで満鉄鉄嶺図書館事務助

手 (『鉄嶺図書館沿革史』)｡

川村耕三

昭和13年11月14日新京図書館を退職 (｢彙報｣ 『新京図書館

月報』 第28号 昭和13年12月)｡

川本喜一

昭和13年6月末現在日本橋図書館 (｢会誌 入会｣ 『図書館新報』

第16号 昭和13年7月)｡ 昭和13年11月11日大連日本橋図書館か

ら哈爾浜図書館埠頭区分館勤務 (｢哈図通信｣ 『満洲読書新報』

第20号 昭和13年11月)｡ 昭和14年4月13日哈爾浜図書館埠頭分

館から本館に転勤 (｢哈図通信｣ 『満洲読書新報』 第26号 昭和14年

5月)｡ 昭和14年11月哈爾浜図書館を依願退職 (｢会誌 普通会

員｣ (『図書館新報』 第14号 昭和13年5月)｡

簡 鴻黎

昭和9年3月31日現在土城庄図書館館長 (海山郡土城庄長)
(『台湾総督府図書館概覧 昭和9年3月末』)｡

韓 福銘

康徳6 (1939) 年5月5日撫順市立図書館傭人に転入､ 12

月26日転出 (『奉天省図書館聯合研究会年報』 康徳7年11月)｡

神吉三良

明治37年姫路市農人町生まれ｡ 大正12年満鉄育成学校卒

業後､ 大連図書館司書｡ 昭和6年文部省図書館講習所修了｡

昭和6年4月から昭和8年4月まで大連伏見台図書館長､ のち

本渓湖図書館長｡ 康徳3 (1936) 年11月地方部地方行政権

調整移譲準備委員会､ 康徳4年12月鞍山市立図書館長 (『満

洲紳士録 昭和12年』､ 『図書館新報』 第10号､ 『伏見台児童図書館略史』)

｡ 康徳6 (1939) 年7月21日現在､ 同日開催の奉天省図書館

聯合研究会結成式では鞍山市立図書館長として第一部日系

部会の委員 (｢奉天省図書館聯合研究会結成式 役員名簿｣ 『奉天省

図書館聯合研究会年報』 康徳7年11月)｡ 康徳6 (1939) 年12月7

日調べ ｢研究事項､ 趣味､ 娯楽調査報告｣ の研究事項では

｢図書の分類と目録法｣ を研究するとしている (『奉天省図書

館聯合研究会年報』 康徳7年11月)｡ 昭和15年7月奉天図書館の見学

(『収書月報』 第55号 昭和15年8月)｡

戦後はシベリア抑留によりイルクーツク州第32収容所第

1218病院にて1946年5月29日に死亡した模様である (村山常

雄編著 『シベリアに逝きし人々を刻す-ソ連抑留中死亡者名簿』)｡

神崎 剛

本渓湖図書館員として昭和10年3月に接収した北満鉄路

中央図書館を哈爾浜鉄路図書館として開館するため､ その

準備派遣員として文書授受担当にあたった (『北満鉄路図書

館の接収 接収記念誌第4冊』 哈爾浜鉄路図書館 康徳2)｡ 昭和13年2

月7日現在､ 満鉄哈爾浜図書館 (｢会誌｣ の通常会員 『図書館新

報』 11号)｡ 昭和13年11月30日哈爾浜図書館から天津の北支

事務局厚生課に転出 (｢哈図通信｣ 『満洲読書新報』 第20号 昭和

13年11月)｡

神田城太郎

明治41年６月から44年９月まで京都帝国大学付属図書館

司書 (『京都大学附属図書館六十年史』)｡ 岡松理事から図書館創

設の計画を聞き満鉄入社を乞われたが家事都合で動けず替

わりに栗村法学士が赴任した｡ 栗村の転職もあり大正２年

岡松理事から図書館経営のため再度の要請があり渡満｡ た

だ当時は図書館というより調査課附属の図書係で各課から

要望のある資料の購入を担当した｡ 岡松理事の尽力で図書

館新築案がなり大正７年開館式｡ 神田は ｢元来図書館は公

衆的なものなのに刑務所の様な赤煉瓦塀を廻らすのに不満

であった｣ という｡ 17､ 18万冊以上収容の書架に当時の蔵

書2千冊を配架しても書庫の体裁にならず､ ちょうど満鉄

創立15周年記念で基本図書購入費２万円をもってようやく

形を作った｡ 州県志の収集などにも尽力し､ また大正８年

の満洲での図書館大会も開催した (｢憶ひで出づるまゝ｣ (『満

鉄教育回顧30年』 満鉄地方部学務課､ 1937年)｡ 大正9年2月から

大正14年3月まで大連図書館長 (『大連文史資料 第一輯』 (中国
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人民政治協商会議遼寧省大連市委員会 文史資料委員会編 1984年12

月)｡ 昭和17年１月29日死去

｢憶ひで出づるまゝ｣ (『満鉄教育回顧30年』 満鉄地方部学務課､ 1937

年)｡

き

菊田長吾

昭和12年7月末日現在 大連図書館傭員事務手 (｢各館従事

員名簿 昭和12年7月末日現在｣ (『満鉄図書館業務研究会年報 第3集』)｡

菊池 清

明治37年仙台市の生まれ｡ 昭和3年東京帝国大学政治科

を卒業｡ 昭和4年5月渡満し満鉄社長室人事課､ 庶務部､ 奉

天公署､ 総務部調査課､ 資料課､ 吉林事務所などを経て総

務部資料科史料編纂係主任､ 同庶務係主任､ 東京支社庶務

課調査係､ 業務課第三係主任､ 総裁室弘報課､ 情報課第一

係主任を経て昭和14年4月調査局資料課長､ 副参事 (『満洲

紳士録 昭和15年』)｡ 昭和17年2月12日北川勝夫が大連図書館

長に就任したことから大連図書館長の兼務を解かれている
(｢大陸読書界たより｣ 『満洲読書新報』 第57号 昭和17年2月)｡

菊池清作

昭和12年3月31日現在台北州海山郡土城庄土城庄図書館

館長 (庄長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和11年度』)｡ 昭和15年3

月31日現在台北州海山郡土城庄土城庄図書館館長 (庄長)
(『台湾総督府図書館概覧: 附島内公私立図書館一覧 昭和14年度』)｡

菊地武雄

大同学院研究所の開所 (勅令35号) にともない康徳10

(1943) 年7月31日に同所主催､ 新京資料室聯合会共催で開

催された懇談会に新京商工公会資料科員として参加 (｢彙報｣

『資料公報』 4巻9号 康徳10年)｡

菊池 祖

明治37年佐賀県に生まれる｡ 昭和5年東京帝国大学大学

院を修了し続いて九州帝国大学大学院に入学して哲学を専

攻､ 昭和7年修了｡ 昭和9年福岡県立図書館司書｡ 九州帝国

大学大学院で同窓の山室三良に請われて昭和12年1月18日

北京近代科学図書館司書 (『北京近代科学図書館一週年報告』 昭

和12年 民国26年12月5日)｡ 分類表の改訂や目録カード編成な

どに力を尽くしたが夫人を結核で亡くしたこともあり昭和

16年12月退職｡

戦後は昭和23年福岡県立図書館長また昭和43年から西日

本図書館学会会長をつとめる｡ 昭和43年九州産業大学教授､

附属図書館長｡ 昭和48年九州産業大学を退職､ 昭和53年に

は西日本図書館学会会長を辞任｡ 昭和58年日本図書館協会

第19期顧問｡ 昭和59年8月27日に死去｡
小黒浩司 ｢北京近代科学図書館史の研究｣ (『図書館学会年報』 33

巻3号 1987年)

岩猿敏生 ｢好学の士 菊池租先生｣ (『図書館雑誌』 1984年12月)

菊地弘義

昭和14年12月25日臨時応召で新京図書館員として錦州か

ら帰館 (｢館内彙報一束｣ 『新京図書館月報』 第37号 康徳6年10､ 11

月)｡ 昭和17年2月19日建国史料展出品資料収集のために新

京特別市図書館員として奉天図書館を訪問 (『収書月報』 第

74号 昭和17年3月)｡

岸 信介

明治29年山口県吉敷郡山口町に生まれる｡ 旧姓は佐藤｡

東京帝国大学法学部卒法律学科 (独法) 業後農商務省に入

省後継の商工省｡ 昭和11年10月渡満し満洲国国務院実業部

総務司長､ 昭和12年7月産業部次長､ 昭和14年3月総務庁次

長｡ 6月1日管制の定まった満洲国立中央図書館籌備処幹事

長､ 籌備処処長｡ 昭和14年10月商工次官､ 昭和16年10月東

條内閣商工大臣｡

戦後､ A級戦犯容疑者として逮捕され収監されるも不起

訴｡ 衆議院議員､ のち首相｡ 昭和62年8月7日死去､ 墓所は

山口県田布施町と静岡県御殿場市冨士霊園｡

気田芳信

昭和13年12月建国大学図書科員として奉天図書館を来訪

している (『収書月報』 第15号 昭和12年4月､ 『収書月報』 第24号

昭和13年1月)｡

北岡鶴蔵

大正７年1月見習大正8年4月から大正10年9月まで満鉄鉄

嶺簡易図書館事務助手 (『鉄嶺図書館沿革史』)｡

北川勝夫

明治29年鹿児島県新屋敷町の生まれ｡ 大正9年東京帝国

大学英法科を卒業後満鉄に入社｡ 商事部､ 興業部､ 庶務部､

東亜経済調査局総務部人事課､ 資料課､ 総裁室弘報課を経

て昭和14年4月参事､ 調査部資料課第二編纂係主任兼調査

局資料課勤務｡ 昭和17年2月12日大連図書館長に就任､ 参

事 (｢大陸読書界たより｣ 『満洲読書新報』 第57号 昭和17年2月､ 『満

洲紳士録 昭和15年』､ 『満洲紳士録 昭和18年』)｡

敗戦後の9月大連図書館は中国長春鉄路公司に接収され

科学研究所中央図書館と改称となり留用｡ 大連図書館の柿

沼・有馬・大谷・小笠原は大連図書館で､ 北川は経済調査

会に移った｡ 引き揚げ後は新宿区下落合に (『旧満鉄図書館

関係者の連絡誌 書香 (仮称)』 vol.1 昭和24年1月)｡

北小路 功

中央銀行調査課資料係主任､ 康徳7 (1940) 年9月満洲国

立中央図書館籌備処を訪問 (｢彙報｣ 『資料戦線』 1巻4号 康徳7

年)｡ 大同学院研究所の開所 (勅令35号) にともない康徳1

0年7月31日に同所主催､ 新京資料室聯合会共催で開催され

た懇談会に参加 (｢彙報｣ 『資料公報』 4巻9号 康徳10年)｡

北小路功光

大連図書館｡

戦後は世田谷区世田谷に (『旧満鉄図書館関係者の連絡誌 書

香 (仮称)』 vol.1 昭和24年1月)｡

北野嘉重

昭和15年3月31日現在新竹州竹南郡頭分庄頭分図書館館

長 (庄長) (『台湾総督府図書館概覧: 附島内公私立図書館一覧 昭和

14年度』)｡

木寺清一

明治41年大阪府泉北郡の生まれ｡ 昭和3年4月関西大学専

門部英文学科入学､ 昭和4年3月大阪商科大学法律学研究室
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図書館係に勤務､ 翌5年5月関西大学専門部中退｡ 昭和9年9

月関西大学附属図書館､ 昭和15年京都帝国大学図書館附属

図書館､ 18年4月上海自然科学研究所図書室主任｡

昭和21年3月引揚げ､ 6月大阪帝国大学工学部図書館､ 23

年3月大阪大学図書館｡ 昭和27年10月大阪府立図書館主事､

36年8月大阪府立図書館司書部長､ 37年には大阪府立図書

館の主題別閲覧制度を敢行｡ この間昭和32年5月日本図書

館研究会理事長｡ 昭和39年4月図書館短期大学助教授42年1

0月教授､ 昭和50年常盤学園短期大学教授｡ 昭和59年4月死

去､ 正五位勲四等旭日小綬章受賞｡
｢木寺清一先生略歴・業績一覧｣ 『図書館界』 36(2) [1984.07]

小倉親雄 ｢木寺清一氏への回想｣ 『図書館界』 36(2) [1984.07]

服部金太郎 ｢木寺清一先生の業績について｣ 『図書館短期大学紀要

木寺清一教授退官記念号』 (通号 9) [1975.08]

『圖書館經營實務入門』 京都出版 1949 (日本図書館学叢書 第2巻)

『簡易圖書記號法』 綜文館 1949 (日本図書館研究会ブックレット

第2冊)

『図書整理法』 蘭書房 1952 (新日本図書館学叢書 第5巻)

『参考業務 : Reference/Information Service概説』 学校図書 1972

(最新図書館学シリーズ)

『世界を変えた本 : 16冊の名著』 ロバート・B.ダウンズ著 木寺清

一訳 荒地出版社 1957 など

木下助男

明治22年愛知県知多郡大高町の生まれ｡ 大正10年東亜同

文書院商務科卒業､ 同年8月満鉄に入り地方部庶務課勤務､

同11年5月長春地方事務所勤務､ 同12年4月長春地方区勤務､

同年5月長春営業補習学校講師嘱託､ 大正14年4月長春地方

事務所勤務､ 昭和2年3月大連図書館司書､ 昭和8年4月1日

新京図書館主事 (館長)｡ なお昭和12年5月國道書院設立幹

事に任ぜられている｡ 昭和12年12月の満洲国への行政権移

譲により本社勤務 (『収書月報』 第24号 昭和13年1月)､ のち太

源の陸軍特務機関に勤務､ 山岡部隊嘱託嘱託として昭和13

年3月北支文献の資料調査に奉天図書館を来訪 (｢読者通信｣

『満洲読書新報』 第18号 昭和13年9月､ 『収書月報』 第28号 昭和13年5

月)｡ 昭和13年10月下旬無事帰還 (｢連図通信｣ 『満洲読書新報』

第20号 昭和13年11月)｡ また昭和14年1月南支派遣を命じられ

漢口にて特務部へ｡ 昭和14年10月20日満鉄上海事務所漢口

在勤員､ 副参事 (｢会誌｣ の ｢会員消息｣ 『満洲読書新報』 32号 昭

和14年11月)｡ 昭和16年2月興亜院調査官に転任､ 華中連絡

部勤務 (｢会報｣ (『満洲読書新報』 第48号 昭和16年3)｡ その後一

旦退社し上海大使館事務所杭州在住であったが昭和18年1

月満鉄に復帰し副参事・調査部勤務 (｢会報｣ 『満洲読書新報』

第67号 昭和18年3月)､ 昭和18年2月25日満鉄参事 (｢会報｣ 『満

洲読書新報』 第67号 昭和18年3月､ 『満洲紳士録 昭和12年版』､ 『満洲

紳士録 昭和18年版』)｡ 昭和19年3月調査局大連在勤参事から

満鉄特別調査室勤務 (｢会報｣ 『満洲読書新報』 第80号 昭和19年6

月)｡

木下千鶴子

昭和16年4月奉天図書館に採用 (『収書月報』 第64号 昭和16

年5月)､ 昭和17年1年15日奉天図書館書目係を退職 (『収書月

報』 第73号 昭和17年2月)｡

木下トシ子

小村侯記念図書館に勤務のところ昭和19年12月2日加藤

修吉と結婚し退社 (｢会報｣ 『満洲読書新報』 第84号 昭和19年12月)｡

木藤武俊

北京近代科学図書館｡

木藤武俊 ｢真実一路の人 梅田利博追悼文｣ (『書滲』 第23

号 昭和15年10・11月)

『炉ばたの話題 : おばあちゃんお耳を』 木藤武俊 東京 木藤蘭

1995

木村鎮雄

大正15年5月現在総務庁法制局 (『(満蒙文化協会) 会員名簿

1926年』)｡ 康徳7 (1940) 年4月1日現在満洲国立中央図書館

籌備処・庶務科長 (総務庁理事官) (『満洲官吏録 康徳7年4月1

日現在』)｡

木村千枝子

康徳10 (1943) 年4月9日満洲国立中央図書館籌備処雇員

着任 (｢彙報｣ 『資料公報』 4巻6号 康徳10年)､ 康徳11年4月3日籌

備処雇員を辞職 (｢彙報｣ 『資料公報』 5巻5 号 康徳11年)｡

許 宗賢

昭和12年7月末日現在 大連沙河口図書館傭員雑務手

(｢各館従事員名簿 昭和12年7月末日現在｣ (『満鉄図書館業務

研究会年報 第３集』)｡ 昭和12年3月末現在 沙河口図書館雑務

手 (雑務および図書出納) (『図書館新報』 第2号 昭和12年5月)｡

許 元赫

延吉街立厚生館館員 (｢前職員｣ 『延吉街立厚生館 図書部要覧』

康徳9年11月)｡

許 徳旺

第11期 (昭和7年3月) 図書館講習所修了生｡ 昭和7年3月

16日より台湾総督府図書館雇 (『朝鮮総督府図書館要覧 昭和10

年8月9日 開館二十周年記念』)｡

許 丙

大正13年5月31日現在台北州淡水郡淡水街淡水文庫 (公

立) 館長 (台北市協議会員の兼任) (『台湾総督府図書館一覧

自大正12年4月1日至大正13年3月31日』)､ 大正14年3月31日現在

同館長 (淡水青年会長) (『台湾総督府図書館一覧 自大正13年4

月1日至大正14年3月31日』)｡

恭 正

康徳7 (1940) 年7月１日現在満洲国立中央図書館籌備処

嘱託 (｢彙報｣ 『資料戦線』 1巻1号 康徳7年)｡

曲 丹秋

昭和12年7月2日北京近代科学図書館事務嘱託に就任､ 9

月30日に退職 (『北京近代科学図書館一週年報告』 昭和12年 民国2

6年12月5日)｡

清田俊彦

大連日出町図書館から転任し､ 昭和4年4月から昭和7年4

月まで満鉄鞍山図書館事務助手､ その後長春図書館に転任
(『満鉄鞍山図書館沿革史』)｡

戦後は千代田区丸の内の大陸工業株式会社に (『旧満鉄図

書館関係者の連絡誌 書香 (仮称)』 vol.1 昭和24年1月)｡

桐山市太郎

昭和14年5月現在奉鉄巡回書庫 (｢会誌｣ 『満洲読書新報』 第2
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7号 昭和14年6月)｡

金 毓

昭和8年4月１日満洲国立奉天図書館副館長 (兼任)｡

金 九経 (新馬 晋)

昭和6年には北京大学に勤務､ 夏季休暇中に奉天図書館

を訪問､ 植野武雄は旧知という｡ 衞藤利夫とも会い､ その

後衞藤から満文三十二体盛京賦の欠本補充を依頼され精華

大学教授銭稲孫に依頼して該当の資料を借り出し王府井山

本写真館で撮影複写をした｡ また衞藤からは奉天農業大学

の所在する塔湾付近に土地を探してくれとも頼まれた｡ 老

後はそこに三間房子を建てて野菜を作り､ 上司と口論の末

馘首となった青年を引き取るのだと衞藤が言ったという｡

宇田学長に依頼して土地も確保して衞藤は下見までしたが

子息の死去でこの話は実現しなかった｡ 昭和7年6月7日国

立奉天図書館図書部嘱託に着任 (｢館務要録｣ 『国立奉天図

書館季刊』)｡ 9月10日に館内の職務分担が決定されたが司

書部に配属されて整理を担当した｡ 金毓�副館長の秘書も

兼ね､ 翌年5月には遼金時代の古碑拓片蒐集に遼陽へと出

張するなどして調査をおこなった (｢館務要録｣ 『国立奉天図書

館季刊』 第一期 1934年12月)｡ その後満洲国立高等農業学校勤

務､ 『塔影』 (満洲国立高等農業学校校友会学芸部､ 康徳3年創刊)

の編輯人｡ また校友会の副部長であった (｢校友会日誌｣)｡

康徳8 (1941) 年5月､ 奉天農業大学教授から国立中央図書

館籌備処司書官に転任 (｢図書館だより｣ 『資料公報』 2巻7・8 号

康徳8年､ 新馬晋 ｢憶ひ出すまま｣ 『収書月報』 第74号 昭和17年3月｡

新馬晋の紹介に元金九経とある)｡ 新馬晋の署名で ｢最近の読

書感｣ (『収書月報』 第87号 昭和18年4月)｡
｢塔湾の地名と仏舎利｣ (塔影) 創刊号､ また 『興農』 第3号 康

徳3年12月に転載)｡

｢餅は餅屋｣ (『収書月報』 第88号 昭和18年5月)｡

｢神尾氏真珠荘蔵高麗版 『南明泉頌證道歌』 に就いて｣ (『資料公

報』 3巻8号 康徳9年)｡

菫 玉環

昭和12年7月末日現在 大連日本橋図書館臨時庸雑務手
(｢各館従事員名簿 昭和12年7月末日現在｣ 『満鉄図書館業務研究会年

報 第３集』)｡

菫 玉璋

昭和12年7月末日現在 大連沙河口図書館常役方 (｢各館従

事員名簿 昭和12年7月末日現在｣ 『満鉄図書館業務研究会年報 第3集』)｡

昭和12年3月末現在 沙河口図書館雑務手 (図書出納および

雑務) (『図書館新報』 第2号 昭和12年5月)｡

金 在斗

昭和13年2月7日現在満鉄哈爾浜図書館 (｢会誌｣ の通常会員

『図書館新報』 11号)｡

金 振聲

昭和17年1月現在満鉄哈爾浜図書館館長､ 満洲図書館協

会評議員 (｢恭賀大東亜之新春 満洲読書同好会｣ 『満洲読書新報』

第56号 昭和17年1月)｡ 昭和19年６月満鉄参事・哈爾浜鉄路学

院副学院長から奉天鉄道局参与に異動 (｢会報｣ 『満洲読書新

報』 第81号 昭和19年7月)｡

金 士�
昭和11年12月から伏見台児童図書館雑務手 (『伏見台児童

図書館略史』)｡ 昭和12年7月末日現在 大連伏見台児童図書館

傭員雑務手 (｢各館従事員名簿 昭和12年7月末日現在｣ 『満鉄図書館

業務研究会年報 第３集』)｡

く

草川 清

大正2年2月から大正4年12月まで満鉄鉄嶺図書閲覧場主

事 (鉄嶺尋常高等小学校校長の兼務) (『鉄嶺図書館沿革史』)｡

草野孝久

昭和13年4月から大連図書館 (｢会誌 普通会員｣ (『図書館新報』

第14号 昭和13年5月)｡

楠田五郎太

明治41年岡山県の生まれ｡ 岡山市立図書館司書､ 兵庫県

巡回文庫主任｡ 青年図書館連盟｡ 樺太庁図書館司書､ 昭和

15年5月上海日本近代科学図書館主事へ｡ 昭和16年6月5日

山崎�とともに満鉄奉天図書館を訪れている (『収書月報』

第66号 昭和16年7月)｡ 昭和17年12月新京特別市立図書館主任

司書､ 小川に替わって 『新京図書館月報』 を編輯｡ 館内業

務研究会を主宰 (｢編輯記｣ ｢業務情報｣ 『新京図書館月報』 第69-7

0号 康徳10年4月-5月)｡ 昭和20年初頭満洲出版文化研究所に

移る｡
米井勝一郎 ｢上海日本近代科学史の一研究｣ 『図書館文化史研究』

(14) 1997

米井勝一郎 ｢満洲の楠田五郎太-あわせて満洲国の図書館事情に

ついて｣ 『図書館文化史研究』 (15) 1998

米井勝一郎 ｢楠田五郎太の ｢動く図書館｣ 『中部図書館学会誌』

17号 1996

楠 良子

昭和14年8月現在大連図書館資料室 (｢会誌｣ 『満洲読書新報』

第30号 昭和14年9月)｡

百済孝四郎

昭和5年3月28日より台湾総督府図書館雇 (昭和10年7月現

在 『朝鮮総督府図書館要覧 昭和10年8月9日 開館二十周年記念』)｡
｢館長と私｣ (山中正編著 『木山山中樵の追想』 山中浩 昭和54年

9月)

国木哲二

昭和15年8月北支経済調査所資料班 (｢生活と読書 ３｣ (『満

洲読書新報』 第44号 昭和15年11月)｡

久ノ女 勇

満鉄大連図書館司書､ 康徳7 (1940) 年8月28日中央図書

館籌備処を見学 (｢彙報｣ 『資料戦線』 1巻3 号 康徳7年)｡

久原 勇

大連図書館から昭和11年10月17日開催の図書館業務研究

会各部聯合会ならびに第2回満鮮図書館聯合協議会で ｢図

書館学ノ成立ヲ希望シテ｣ を発表 (『収書月報』 第10号 昭和11

年11月)｡
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久保正一

昭和14年1月現在鞍山市立図書館 (｢会誌｣ 『満洲読書新報』

第23号 昭和14年2月)｡ 康徳6 (1939) 年9月28日現在､ 同日開

催の奉天省図書館聯合研究会第一部日系部会第一回部会で

の ｢部員名簿｣ で鞍山市立図書館 (『奉天省図書館聯合研究会

年報』 康徳7年11月)｡ 昭和15年1月奉天藩海区東光中学校に異

動 (｢会誌 通常会員｣ (『満洲読書新報』 第35号 昭和15年2月)｡

久保西宇市

昭和12年3月31日現在台南州曾文郡六甲庄六甲図書館館

長 (庄長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和11年度』)｡ 昭和15年3月

31日現在台南州會文郡六甲庄六甲図書館館長 (庄長) (『台

湾総督府図書館概覧 昭和14年度』)｡

久保山マツヲ

康徳6 (1939) 年4月1日奉天市公立八幡町図書館雇員､

奉天省図書館聯合研究会第一部日系部会第一回部会での

｢部員名簿｣ で奉天市公立八幡町図書館雇員､ 11月11日退

職 (『奉天省図書館聯合研究会年報』 康徳7年11月)｡

隈本繁吉

明治6年1月､ 福岡県の生まれ｡ 隈本五平の養子として隈

本姓を名乗る｡ 30年東京帝国大学文科史学科を卒業｡ 文部

省属､ 文部省図書審査官､ 視学官､ 東京高等師範学校教授

を経て韓国学部書記官兼官立外国語学校長｡ 韓国併合後朝

鮮総督府事務官､ 学務課長｡ のち台湾に渡り台湾総督府国

語学校長兼視学官､ 明治44年学務課長､ 大正3年学務部長

となり国語学校長を兼任､ また同年8月6日図書館館長も兼

任､ 大正4年5月16日辞任 (『図書館要覧 昭和10年』 『朝鮮総督府

図書館要覧 昭和10年8月9日 開館二十周年記念』)｡ 大正7年には師

範学校長も兼任｡ 内地に帰り､ 高松高等商業学校､ 大阪高

校長､ 昭和10年7月岡山第六高等学校長､ 昭和14年退官
(昭和12年､ 14年 『人事興信録』｡ 引用は渡部学 ｢統監府時代の朝鮮教

育史料としての ｢隈本繁吉文書｣ について｣ (『日本の教育史学』 通巻

13 昭和45年より)｡
『比西馬克時代獨逸帝國史』 上巻;下巻 冨山房1898.10

粂川茂雄

昭和12年7月末日現在 大連日本橋図書館庸員事務手
(｢各館従事員名簿 昭和12年7月末日現在｣ 『満鉄図書館業務研究会年

報 第３集』)｡ 昭和13年2月7日現在､ 日本橋図書館 (｢会誌｣

の通常会員 『図書館新報』 11号)｡

蔵田壽吉

大正13年5月31日現在新竹州新竹郡新竹街新竹街立図書

館館長 (街長の兼任) (『台湾総督府図書館一覧 自大正12年4月1

日至大正13年3月31日』)｡ 大正14年3月31日現在､ 同館長 (『台

湾総督府図書館一覧 自大正13年4月1日至大正14年3月31日』)｡

倉光平治

明治24年福岡県朝倉郡馬田村の生まれ｡ 甘木高等小学校

を卒業し大正元年重砲兵第五聨隊入隊､ 同３年除隊の後渡

台し巡査｡ 新豐郡を手始めに各地で勤務､ 台灣語特科講習・

警部補考試に合格し昭和8年警部昇進｡ 同11年退官し虎尾

郡水利組合､ 同年10月1日 頭庄長｡ 動八等 (『台湾紳士録

昭和12年』)｡ 昭和15年3月31日現在台中州北斗郡二林街二林

街図書館館長 (街長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和14年度』)｡

昭和15年3月31日現在台中州北斗郡 頭庄 頭庄立図書館

館長 (庄長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和14年度』)｡

倉本 廣

鞍山製鉄所地方係から大正9年11月満鉄鞍山図書館出納

手､ 大正10年3月まで (『満鉄鞍山図書館沿革史』)｡

栗栖義助

山口県吉敷郡出身で明治17年5月生まれ｡ 陸軍士官学校

卒業｡ 大正4年渡満､ 5年から6年まで遼東新報記者｡ 大正7

年満鉄入社､ 安東図書館から大正14年に哈爾浜図書館｡ 哈

爾浜図書館の創設は大正12年であったが､ 創設にあたって

旧哈爾浜小学校の校舎と経常費のみの支弁で栗栖はその運

営に苦労したという｡ また南崗所在のロシア側の北満鉄路

中央図書館創設にあたって依頼され創設趣意書を書いた｡

この間､ 『植民文芸』 『第一線』 を発刊｡ 夫人つたともども

第１期図書館員教習所修了生 (大正11年3月)｡ 昭和5年満

鉄を退社 (栗栖義助 ｢二つの哈爾浜図書館｣ 『哈爾浜図書館新報』

第1号 昭和6年1月)｡ 夫人のつた子も歌人 (『満洲芸術団の人々』

1929)｡

黒景 淳

康徳10 (1943) 年9月1日満洲国立中央図書館籌備処委任

官試補 (｢日記抄｣ 『資料公報』 4巻10号 康徳10年)｡

黒川實助

大正12年4月19日より昭和7年3月31日まで台湾総督府図

書館書記 (『朝鮮総督府図書館要覧 昭和10年8月9日 開館二十周年

記念』)｡

久和主税

康徳6 (1939) 年1月5日開原図書館雇員を退職 (『奉天省

図書館聯合研究会年報』 康徳7年11月)｡

久和原正巳

昭和11年9月奉天図書館館傭員､ 管理部会に出席のため

に鞍山へ出張とある (『収書月報』 第8号 昭和11年8月)｡ 昭和11

年10月1日奉天図書館甲傭事務手に採用となる (『収書月報』

第10号 昭和11年11月)｡ 昭和12年7月26日脚気で加療中のとこ

ろ余病を併発して逝去､ 27日衞藤利夫館長宅にて葬儀
(『収書月報』 第20号 昭和12年9月)｡ 9月20日発行の 『瀋塵』 に

山下義行 ｢おゝい久和原君｣ が載るが編者未見 (『収書月報』

第21号 昭和12年10月)｡

桑原政夫

大正14年3月31日現在､ 台南州東石郡朴子街東石図書館

長 (郡守) (『台湾総督府図書館一覧 自大正13年4月1日 至大正14年

3月31日』)｡ 大正15年 昭和元年度末現在､ 台南州台南市台

南図書館長 (市助役) (『台湾総督府図書館一覧 自大正15年4月1

日 至昭和2年3月31日』､ 『台湾総督府図書館一覧 大正14年度 (創立十

周年)』)

『基隆市主催基隆市廳舍落成記念展覽會』 桑原政夫 1933 基隆

基隆市役所
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惠 兆富

昭和12年7月末日現在 大連近江町図書館傭員雑務手
(｢各館従事員名簿 昭和12年7月末日現在｣ 『満鉄図書館業務研究会年

報 第３集』)｡

こ

呉 永孝

延吉街立厚生館館員 (｢前職員｣ 『延吉街立厚生館 図書部要覧』

康徳9年11月)｡

呉 桂春

明治35年の生まれ｡ 大正11年3月台南師範学校卒業後数

年を教員として勤務､ のち 頭 信用販賣購買利用組合に

入り地方の公共事業に尽力｡ 古坑庄長三期を勤める｡ また

信組理事 (『台湾紳士録 昭和12年』)｡

呉 見草

昭和12年3月31日現在高雄州旗山郡旗山街旗山文庫長

(街長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和11年度』)｡

胡 再榮

昭和8 (1933) 年11月から満鉄鞍山図書館臨時傭員 (『満

鉄鞍山図書館沿革史』)｡ 昭和12年7月末日現在 鞍山図書館臨

時火夫 (｢各館従事員名簿 昭和12年7月末日現在｣ 『満鉄図書館業務

研究会年報 第３集』)｡

胡 新田

昭和12年7月末日現在 瓦房店図書館傭員雑務手 (｢各館従

事員名簿 昭和12年7月末日現在｣ (『満鉄図書館業務研究会年報 第３

集』)｡

呉 長春

昭和3年教育局長として長春県図書館の籌備機関の館長
(｢長春図書館百年 (1910－2010) 主題展観 於長春図書館 2010年8月

24日｣)｡

呉 乃占

大正13年5月31日現在台南州北門郡佳里庄佳里図書館

(庄長の兼務) (『台湾総督府図書館一覧 自大正12年4月1日至大正

13年3月31日』)｡

江 健臣

大正15年 昭和元年度末現在､ 新竹州大湊郡大港街大湊

街立図書館長 (街長) (『台湾総督府図書館一覧 自大正15年4月

1日 至昭和2年3月31日』)｡

黄 深淵

大正14年3月31日現在､ 台南州北門郡佳里庄佳里図書館

長 (庄長) (『台湾総督府図書館一覧 自大正13年4月1日至大正14年

3月31日』)｡ 大正15年 昭和元年度末現在､ 台南州北門郡佳

里庄佳里図書館長 (庄長) (『台湾総督府図書館一覧 自大正15年

4月1日 至昭和2年3月31日』､ 『台湾総督府図書館一覧 大正14年度

(創立十周年)』)｡ 昭和12年3月31日現在台中州大甲郡大肚庄

大肚図書館館長 (庄長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和11年度』)

黄 朝應

明治17年生まれ｡ 大肚公學四箇年を修業後台北國語學校

付属公學校において一箇年修業｡ 大正6年大肚信用組

合書記､ 11年東升物産株式會社社長､ 同年大肚庄長｡ また

大肚�及豐原�両水利組合評議員に当選､ また農業組合長｡

大肚信購販利組合長・豐原�水利組合評議員・大肚庄農業

組合長 (『台湾紳士録 昭和12年』)｡ 昭和15年3月31日現在台中

州大甲郡大肚庄大肚図書館館長 (庄長) (『台湾総督府図書館

概覧 昭和14年度』)｡

洪 超塵

昭和12年5月31日北京近代科学図書館事務嘱託に就任
(『北京近代科学図書館一週年報告』 昭和12年 民国26年12月5日)｡

黄 班爵

明治15年朴子街朴子の生れ｡ 幼少から漢学を修め四書に

精通する｡ 明治35年12月嘉義廳巡査補から警察官生活を送

る｡ 大正4年10月退職して朴子漁業組合常務理事､ 同年7月

朴子脚電燈株式會社の創立とともに専務取締役｡ また台灣

製酒株式會社取締役｡ 大正9年街協議會員を経て11年3月六

脚庄長｡ その間赤十字社六脚分區長・台南州共榮會六脚分

會長等を兼職 (『台湾紳士録 昭和12年』)｡

高 文瑞 (逸貞)

明治27年北門郡将軍庄 汪の生まれ｡ 大正5年台灣総督

府国語学校卒業後教育界で活動しその後大正9年から台灣

製薬會社専務取締役｡ 大正13年佳里庄助役､ 昭和3年佳里

庄長｡ 昭和8年佳里街長｡ 昭和9年3月31日現在台南州東石

郡六脚庄六脚図書館長 (台南州東石郡六脚庄長) (『台湾総

督府図書館概覧 昭和9年3月末』)｡ 他に台南州農産物販売利用

組合監事・慈恵會長・農事改良組合長・蕭 信用組合監事

等兼任 (『台湾紳士録 昭和12年』)｡ 昭和12年3月31日現在台南

州北門郡佳里街公立佳里図書館館長 (街長) (『台湾総督府図

書館概覧 昭和11年度』)｡ 昭和15年3月31日現在台南州北門郡

佳里街公立佳里図書館館長街長 (『台湾総督府図書館概覧 昭和

14年度』)｡

黄 班爵

昭和12年3月31日台南州東石郡六脚庄現在六脚庄簡易図

書館館長 (庄長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和11年度』)｡

高 萬祥

昭和12年3月末現在 南沙河口図書館雑務手 (雑務・図書出

納) (『図書館新報』 第3号 昭和12年6月)､ 昭和12年7月末日現在

大連南沙河口図書館傭員雑務手 (｢各館従事員名簿 昭和12年7

月末日現在｣ 『満鉄図書館業務研究会年報 第３集』)｡ 昭和12年9月

1日移譲再編にともない総裁室福祉課所管社員文庫へ｡

高 萬�
昭和12年7月末日現在 大連日本橋図書館庸員雑務手

(｢各館従事員名簿 昭和12年7月末日現在｣ (『満鉄図書館業務研究会年

報 第３集』)｡

高 文瑞

北門郡佳里街昭和9年3月31日現在台南州北門郡佳里街公

立佳里図書館館長 (台南州北門郡佳里街長) (『台湾総督府図

書館概覧 昭和9年3月末』)｡
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黄 ＊忠

昭和9年3月31日現在台中州員林郡坡心庄文庫長 (台中州

員林郡坡心庄長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和9年3月末』)｡

合志保男

康徳5 (1938) 年2月7日現在､ 奉天市立図書館 (｢会誌｣

の通常会員 『図書館新報』 11号)｡ 康徳6 (1939) 年9月10日奉

天市公立八幡町図書館事務員を退職 (『奉天省図書館聯合研究

会年報』 康徳7年11月)｡

古賀正一

昭和12年7月末日現在 海城図書館准傭員事務手 (｢各館従

事員名簿 昭和12年7月末日現在｣ 『満鉄図書館業務研究会年報 第3集』)｡

越山正彦

大正13年5月31日現在台北州新荘郡新荘街新荘文庫 (私

立) 館長 (新荘郡守の兼任) (『台湾総督府図書館一覧 自大正12

年4月1日至大正13年3月31日』)

小島幸治

昭和17年11月現在哈爾浜市立図書館長､ 昭和19年1月現

在哈爾浜図書館長､ 関東州読書協会評議員 (｢各部委員委嘱｣

『満洲読書新報』 第77号 昭和19年2月)｡ 昭和19年2月1日奉天鉄

道局総務部大連在勤から新設の社員会事務所大連在勤 (巡

回書庫) に異動 (｢会報｣ 『満洲読書新報』 第77号 昭和19年2月)｡

小菅初子

昭和13年5月から満鉄図書館勤務 (｢会員消息｣ 『図書館新報』

第14号 昭和13年5月)｡

小辻宇吉

昭和15年3月31日現在台北州蘇澳郡蘇澳庄蘇澳図書館館

長 (庄長) (『台湾総督府図書館概覧: 附島内公私立図書館一覧 昭和

14年度』)｡

後藤富男

大同学院研究所の開所 (勅令35号) にともない康徳10

(1943) 年7月31日に同所主催､ 新京資料室聯合会共催で開

催された懇談会に警務総局分室資料股員として参加 (｢彙報｣

『資料公報』 4巻9号 康徳10年)｡

小林 章

昭和15年3月31日現在台北州七星郡土林街土林図書館館

長 (街長) (『台湾総督府図書館概覧: 附島内公私立図書館一覧 昭和

14年度』)｡

小辻宇吉

昭和9年3月31日現在蘇澳図書館館長 (蘇澳庄長) (『台湾

総督府図書館概覧 昭和9年3月末』)､ 昭和12年3月31日現在台北

州蘇澳郡蘇澳庄蘇澳図書館館長 (庄長) (『台湾総督府図書館

概覧 昭和11年度』)｡

小林勘蔵

昭和15年3月31日現在台北州海山郡三峡街三峡図書館館

長 (街長) (『台湾総督府図書館概覧: 附島内公私立図書館一覧 昭和

14年度』)｡

小林誠弌

昭和13年4月から満鉄奉天図書館勤務 (｢会員消息｣ 『図書館

新報』 第14号 昭和13年5月)｡

小林藤吉

東北帝国大学法文学部卒業｡ 在学中の昭和3年に東北大

学新聞の前身 『法文時報』 を他の学友と創刊 (｢法文時報の

頃 小林藤吉氏の話｣ 『東北大学新聞』 昭和30年9月5日)｡ 山形県立

図書館から宮城県立図書館司書を経て昭和4年5月27日台中

州図書館事務嘱託 (『台中州立図書館一覧 昭和4年9月』､ 『台中州

立図書館一覧 昭和4年9月』)｡ 同一覧に､ ｢新館に登館を迎ふる

に當りて｣ 所載 (｢昭和4年9月20日草とある｣)｡ 『台中州立図書

館報』 を編輯｡

戦後文部省｡ 昭和30年9月現在河北新報社審議室長｡
小林藤吉 ｢法文時報の頃｣ (『東北大学新聞』 第200号 東北大学新聞

社 1955年９月５日

小林和助

昭和9年3月31日現在台中州大屯郡御大典記念鳥日庄図書

館長 (台中州大屯郡鳥日庄長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和9

年3月末』)｡

駒木榮子

昭和13年9月現在満鉄図書館研究会管理部に所属 (『収書

月報』 第33号 昭和13年10月)｡

小松誠弌

昭和13年9月現在満鉄図書館研究会運用部に所属 (『収書

月報』 第33号 昭和13年10月)｡ 昭和15年3月21日入営のため帰

省 (『収書月報』 第51号 昭和15年4月)｡

小本國彦

昭和5年6月から5年9月まで伏見台図書館事務手 (『伏見台

児童図書館略史』)｡

是枝熊吉

大連図書館 (『旧満鉄図書館関係者の連絡誌 書香 (仮称)』 vol.1

昭和24年1月)｡

近藤三寅

昭和12年7月末日現在 大連日本橋図書館庸員事務手
(｢各館従事員名簿 昭和12年7月末日現在｣ 『満鉄図書館業務研究会年

報 第３集』)｡ 昭和13年2月7日現在､ 日本橋図書館 (｢会誌｣

の通常会員 『図書館新報』 11号)､ 9月23日沙河口分館図書館
(｢会誌｣ の ｢会員消息｣ 『満洲読書新報』 31号 昭和14年10月)｡

近藤真澄

昭和11年10月1日奉天図書館甲傭製本手に採用となる
(『収書月報』 第10号 昭和11年11月)｡ 満洲で開催された昭和12

年６月第31回全国図書館大会に参加のため大連出張 (身分

は傭員) (『収書月報』 第18号 昭和12年7月)｡ 昭和17年1月17日

奉天図書館在郷軍人として雪中行軍に参加 (『収書月報』 第

73号 昭和17年2月)｡

近藤満夫

大正15年3月31日現在､ 台北州宜蘭郡宜蘭街宜蘭図書館

長 (街長の兼務) (『台湾総督府図書館一覧 大正14年度 (創立十

周年)』)｡

さ

蔡 朝取

明治23年生まれ｡ 国語学校に入学するも家庭の都合で中

退｡ 大正9年東港街會計役､ 同15年助役､ 昭和2年街長に抜
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擢｡ 東港築港・鐵道迂回などに尽力 (『台湾紳士録 昭和12年』)｡

昭和9年3月31日現在高雄州東港郡東港街東港街図書館 (高

雄州東港郡東港街長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和9年3月末』)､

昭和12年3月31日現在高雄州東港郡東港街東港街簡易図書

館館長 (街長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和11年度』)｡

斎藤栄治

昭和16 (1941) 年10月8日の奉天図書館第22回同志会教

養部主催講座で ｢臨戦体制下の経済｣ を報告 (『収書月報』

第72号 昭和17年1月)｡

斎藤源次

昭和14年1月16日付で大連図書館から新京支社業務課に

転任 (｢会誌｣ 『満洲読書新報』 第24号 昭和14年3月)｡

斎藤玄壽郎

大正13年5月31日現在台南州東石郡朴子街東石図書館

(郡公会堂代表者) (『台湾総督府図書館一覧 自大正12年4月1日至

大正13年3月31日』)｡

斎藤さだ

大正8年10月から11年8月まで電気遊園図書閲覧場事務手
(『伏見台児童図書館略史』)｡

斎藤茂信

明治30年の生まれ､ 本籍は富山県砺波郡西野尻村｡ 明治

大学法科を卒業､ 満鉄に入社､ 在勤中に不動産投資に成功

して退社し貸家業､ 昭和5年10月安居アパートを設立｡ 所

有戸数は数百ありうち図書館事務所もあるという (『満洲紳

士録 昭和12年』 『満洲紳士録 昭和15年』)｡

斎藤宗一

日本大学専門部卒業｡ 昭和13年4月大連図書館に転勤
(『図書館新報』 第13号 昭和13年4月)｡ 昭和14年8月大連図書館

員から応召､ 牡丹江省石門子国分部隊気付山本隊本部
(｢会誌｣ 『満洲読書新報』 第30号 昭和14年9月)｡ 昭和16年12月24

日満洲医科大学附属図書館から満洲医科大学勤務 (｢会報｣

『満洲読書新報』 第57号 昭和17年2月)｡

終戦時奉天で留用｡ 引き揚げて昭和23年9月から人事院

図書課員として勤務 (｢信葉抄｣ 『旧満鉄図書館関係者の連絡誌

書香 (仮称)』 vol.1 昭和24年1月)｡ この連絡誌の編纂者である｡

のち北海道大学医学部掛長 (『全国図書館職員録 昭和30年10月1

日現在』)｡
｢我国図書館における職階制について｣ 『図書館雑誌』 44(7) 1950

年

齋藤洲臣

奉天図書館から満鉄派遣学生として上海東亜同文書院に

在学中のところ､ 昭和12年8月19日奉天図書館館内木曜会

において ｢北支事変竝に上海の話｣ について報告をしてい

る (『収書月報』 第20号 昭和12年9月)｡ 上海東亜同文書院を昭

和14年3月卒業し､ 4月8日大連埠頭事務所貨物員 (｢奉図通

信｣ 『満洲読書新報』 第26号 昭和14年5月)｡

戦後は長崎市上西山町に (『旧満鉄図書館関係者の連絡誌 書

香 (仮称)』 vol.1 昭和24年1月)｡

斉藤善次郎

昭和15年3月31日現在高雄州岡山郡岡山街岡山図書館館

長 (街長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和14年度』)｡

斎藤達雄

康徳10 (1943) 年11月26日新京特別市図書館事務係に採

用 (｢館員消息｣ 『新京図書館月報』 第76号 康徳11年2月)｡ 康徳10

年12月19日から3日間､ 図書資料展覧会 ｢大東亜戦史展｣

のために四平に出張 (｢館員消息｣ 『新京図書館月報』 第76号 康

徳11年2月)｡

斎藤 透

大正14年3月31日現在､ 大正15年 昭和元年度末現在､ 台

東庁台東街宝町財団法人台東奨学会附属図書館長 (同会理

事長の兼務) (『台湾総督府図書館一覧 自大正13年4月1日 至大正14

年3月31日』 『台湾総督府図書館一覧 自大正15年4月1日 至昭和2年3月

31日』)｡

斎藤得治郎

明治16年秋田県仙北郡大曲町に生まれる｡ 大正2年12月

台湾総督府警官練習所乙科に入所､ 表彰を受けて修了し桃

園郡巡査､ 新竹庁に転勤し10年2月州警務課､ 州書記､ 文

書課勤務｡ 6月普文試験合格､ 11年6月新竹州嘱となり地方

課勤務｡ 苗栗郡などで勤務｡ 昭和5年1月新竹市嘱となり庶

務係長､ 苗栗郡水利組合理事｡ 10年2月庄長､ 11年後龍信

用購買販売利用組合長 (『台湾紳士録 昭和12年』)｡ 昭和12年3

月31日現在新竹州竹南郡後龍庄後龍簡易図書館館長 (庄長)､

昭和15年3月31日現在竹南郡後龍庄後龍簡易図書館館長

(庄長) (『台湾総督府図書館概覧: 附島内公私立図書館一覧 昭和14

年度』)｡

斎藤永治

大正14年3月31日現在､ 大正15年 昭和元年度末現在､ 高

雄州鳳山郡鳳山街鳳山街立簡易図書館館長 (街長) (『台湾

総督府図書館一覧 自大正13年4月1日 至大正14年3月31日』 『台湾総督

府図書館一覧 自大正15年4月1日 至昭和2年3月31日』)

斎藤宗成

昭和13年4月末現在公主嶺街立図書館 (｢会誌 普通会員｣

(『図書館新報』 第14号 昭和13年5月)｡

斎藤征生

『収書月報』 には征士との記事もあるが征生であろう｡

明治38年小倉市生まれ｡ 東亜同文書院卒｡ 昭和2年満鉄入

社､ 調査畑を歩み昭和14年4月より調査部資料課第一編纂

係主任｡ 昭和17年1月14日の奉天図書館同志会教養部主催

講座で ｢事変後の満洲経済統制について｣ を報告｡ 鉄道総

局調査局資料課長 (『収書月報』 第73号 昭和17年2月)｡ 昭和17

年12月8日満鉄奉天図書館吉村繁義館長のあとをうけて館

長､ 図書館は鉄道総局調査局の所管となる (『収書月報』 第

84号 昭和18年1月)｡ 昭和18年2月20日に鉄道総局資料委員会

が発足し幹事に就任 (委員長は調査局長高田精作)｡ この肩書

きは､ 奉天図書館長兼資料室主査兼統計課長 (『収書月報』

第86号 昭和18年3月､ 資料委員会のメンバーが87号に載る)｡

佐伯雪江

昭和13年2月7日現在､ 奉鉄巡回書庫 (｢会誌｣ の通常会員

『図書館新報』 11号)｡

坂井艶司

大正7年佐賀県の生まれ｡ 幼少時に日本画家の父親満雪

坂井兼貞と母親とともに渡満｡ 鞍山中学を卒業｡ 昭和12年
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7月末日現在大連図書館臨傭 (｢各館従事員名簿 昭和12年7月末

日現在｣ 『満鉄図書館業務研究会年報 第３集』)､ 昭和14年3月1日

大連図書館から新京特別市図書館に着任 (｢彙報｣ 『新京図書

館月報』 第31号 康徳6年3月)､ 昭和14年4月 (32号) から 『新

京図書館月報』 の編集を担当しさかんに原稿も書いた｡ 図

書館員の使命感といった立場から官吏待遇問題などは二の

次の問題であると説く (｢図書館員に就いて－あとがき｣ 『新京図

書館月報』 第37号 康徳6年10､ 11月)｡ 昭和14年1月で ｢図書館

生活3年足らず｣ という (｢私の書庫｣ 『新京図書館月報』 第30号

康徳6年2月)｡ 昭和15年秋満洲文話会日本派遣員として日本

へ (｢あとがき｣ 『新京図書館月報』 第46号 康徳7年11月)｡ 昭和16

年8月新京図書館を退職し満洲文芸家協会に転出 (坂井艶司

｢満洲詩壇｣ 『新京図書館月報』 第54号 康徳8年9月 の執筆者紹介､

｢会報｣ 『満洲読書新報』 第52号 昭和16年8月)｡ 康徳10 (1943)

年2月号の原稿の肩書きに満洲電業株式会社社員会とあり､

社誌 『電業』 の編輯にあたった (｢櫛風偶記｣ 『新京図書館月報』

第67号 康徳10年2月､ 深町敏雄 ｢坂井艶司君への独白｣ 『作文』 69｡

この深町の回想には同人誌の活動にあっては作品第一主義で論を譲ら

ぬ坂井の性格が書かれている)｡ 夫人は作家の横田文子｡

引き揚げ後は佐賀県武内町で渡辺産業に勤め､ また郵便

配達夫､ 佐世保で印刷会社営業ののち佐世保へ｡ 詩誌 『岬』

を出していた上村肇と知り合い同人､ 昭和25年5月上村の

紹介で諫早市役所嘱託となり 『諫早市制十年史』 の編纂｡

のち広報課の職員｡ 昭和34､ 35年ごろ高橋敏夫と湯田温泉

で会って飲んでいたときに 『作文』 復刊の話題が出てまず

『作文通信』 を出だそうということになり二人で寄せ書き

を作って同人諸氏におくったという｡ これもその後持続せ

ず数年後島田幸二により 『作文通信』 が出されそれがもと

になって 『作文』 復刊が実現した｡ 坂井は横田文子とも別

れ諫早で昭和41年1月3日死去､ 享年48歳｡ 葬儀は1月4日｡

文学仲間の間で1月30日坂井艶司追悼会が開かれた (｢青木

實 ｢後記｣ 『作文』 復刊 61号､ 上村肇 ｢坂井艶司よ さようなら｣ 『新

風土』 2巻1号 長崎内外通信社 昭和41年､ 上村肇 ｢諫早の坂井艶司｣

高橋敏夫 ｢坂井君を悼む｣ 青木實 ｢追憶｣ 『作文』 62 昭和41年､ 『作

文』 復刊第1号 昭和39年､ 『旧満鉄図書館関係者の連絡誌 書香 (仮称)』

vol.1 昭和24年1月｣)｡
崖つぷちの歌 詩集 作文社 1939.9 53p 27cm (作文叢書; 3)

坂井艶司詩集 久留米町(東京都) 作文社 1967年 126p

坂井政喜

昭和12年7月末日現在 大連図書館傭員雑務手 (｢各館従事

員名簿 昭和12年7月末日現在｣(『満鉄図書館業務研究会年報 第３集』)｡

内地引き揚げを前に大連にて死去 『旧満鉄図書館関係者の連絡

誌 書香 (仮称)』 vol.1 昭和24年1月)｡

坂田 茂

昭和13年2月7日現在､ 大連図書館 (｢会誌｣ の通常会員 『図

書館新報』 11号)､ 昭和12年7月末日現在 大連図書館雇員事

務手 (｢各館従事員名簿 昭和12年7月末日現在｣ 『満鉄図書館業務研

究会年報 第３集』)､ 昭和14年18日の満鉄図書館研究会管理

部会で ｢朝鮮図書館事情｣ を発表 (『収書月報』 第38号 昭和14

年3月)｡

坂本實二

大正8年4月から10年11月まで大連電気遊園図書閲覧場事

務手 (『伏見台児童図書館略史』)｡

佐川義勇

昭和15年3月31日現在台南州嘉義市嘉義市図書館館長

(市助役) (『台湾総督府図書館概覧 昭和14年度』)｡

佐久間敏雄

大正13年3月から大正13年5月まで満鉄鉄嶺図書館事務助

手 (『鉄嶺図書館沿革史』)｡

櫻井政一

函館の生まれ｡ 東京専門学校卒業後陸軍､ 日露戦争に従

軍して主計中尉｡ 大正8年満鉄入社､ 大連､ 鉄嶺 (大正9年

5月から大正11年12月まで)､ 奉天図書館を経て､ 大正15年

4月17日には長春図書館長､ 昭和2年7月29日まで｡ この間

大正14年3月第4期図書館講習所修了｡ のち安東図書館長､

昭和9年4月退職｡ 昭和12年9月23日死去､ 56歳 (『図書館新報』

7号､ 昭和12年10月､ ｢新京図書館沿革略｣ 『新京図書館月報 第16号』

昭和12年11月)｡
井上正義 ｢櫻井さんの思出｣ (『図書館新報』 第8号 昭和12年11月)

肖像写真あり

桜井義之

朝鮮総督府図書室 (｢朝鮮・満州の図書館を語る｣ 『図書館雑誌』

59-8 1965年8月)｡ 東京経済大学に桜井義之文庫がある｡
『明治年間朝鮮関係文献抄録』 桜井義之 1937

『明治年間朝鮮研究文献誌』 書物同好会 1941

『朝鮮近代外交史年表』 H.N.アレン著 桜井義之訳 淡路書房新社

1961

『明治と朝鮮』 桜井義之先生還暦記念会 1964

佐々木 正 (中川俊夫)

大正4年北海道勇払郡厚真町の生まれ｡ 昭和7年札幌一中

を卒業､ 昭和8年10月満鉄入社し大連図書館勤務｡ 昭和9年

8月から昭和10年6月まで満鉄鉄嶺図書館事務助手､ 昭和10

年6月哈爾浜図書館 (｢中川俊夫年譜｣ 『作文』 131 中川俊夫 (佐々

木正) 追悼)｡ 昭和11年末現在哈爾浜鉄路図書館 (『鉄嶺図書

館沿革史』)､ 昭和13年2月7日現在満鉄哈爾浜図書館 (｢会誌｣

の通常会員 『図書館新報』 11号)｡ 竹内正一のもとで 『北窗』

の編輯を担当 (井上郷 ｢黒龍江の岸辺｣ 『作文』 88､ 青木實 ｢満洲

での文筆活動｣ 95､ 中川俊夫 ｢｢北窓｣ を始めたころ｣ 『作文』97)｡

満鉄のロシア語一等通訳｡ 『北窗』 は昭和19年まで続刊で

あったが用紙については秋原勝二の兄が用度課の勤務でそ

の配慮があったｓいう (大野澤緑郎 ｢思い出｣､ ｢中川俊夫年譜｣

『作文』 131 中川俊夫 (佐々木正) 追悼)｡ 昭和16年大野澤和子と

結婚 (｢会報｣ 『満洲読書新報』 第56号 昭和17年1月)｡ 昭和1９年

11月30日満鉄退社し12月満洲出版文化研究所勤務 (｢会報｣

『満洲読書新報』 第85号 昭和20年1月)｡ 昭和20年5月応召し敗戦

を迎える｡

戦後はシベリアに抑留され昭和24年11月復員｡ 中川俊夫

はペンネームで､ 当初は中川一夫と称したがシベリア抑留

から帰還後数年で長男俊を亡くして俊夫と改名したという｡

25年1月日比谷出版社､ 編集部で雑誌 『文芸物語』 を担当｡

日比谷出版が解散となり11月松本國雄らと四季社を興す｡
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27年4月文理書院に勤務､ 取締役｡ 昭和50年9月系列の文新

社代表取締役｡ 56年同社を退社｡ 昭和60年4月8日死去｡ 法

名は晃雲正照居士 (｢中川俊夫年譜｣ 『作文』 131号中川俊夫 (佐々

木正) 追悼)｡
流蛍 作文社 1985年

佐々木たね子

昭和5年4月28日より台湾総督府図書館雇 (昭和10年7月現

在 『朝鮮総督府図書館要覧 昭和10年8月9日 開館二十周年記念』)｡

佐々木雄次郎

東京府の生まれ｡ 明治34年7月東京帝国大学法科政治科

を卒業し大蔵省に奉職｡ 同36年大蔵省が満洲の商権確立の

ため満洲貿易組合を組織するにともない同組合主任兼同組

合員福栄洋行支配人として渡満｡ 同40年8月満鉄入社｡ 工

場勤務ののち庶務課長兼会計課長｡ 大正14年4月満洲船渠

会社常務取締役､ 昭和2年3月大連株式商品取引所監査役｡

前大連市会議員､ 市参事会員｡ 大正10年10月から1ケ年間

満鉄の命により欧米各国に出張 (『満蒙日本紳士録』 昭和2年)｡

大正3年7月1日から7年3月13日まで工場庶務課長として沙

河口図書館主事 (館長) 兼任 (『満鉄沙河口図書館沿革史』)｡

佐々波外七

大正15年 昭和元年度末現在､ 新竹州新竹街新竹図書館

長 (理事官) (『台湾総督府図書館一覧 自大正15年4月1日 至昭和2

年3月31日』)｡

佐竹英治 (鈴木英治)

明治24年横浜市三吉町に生まれる｡ 満鉄大連図書館､ 鞍

山図書館長 (大正13年4月から昭和2年7月まで満鉄鞍山図

書館主事 (『満鉄鞍山図書館沿革史』)｡ 佐竹は鞍山図書館に着

任早々に図書館隣の家屋を借りて増築し図書館を拡張した｡

また９月末には破損図書など2,273冊を除籍して廃棄し､

定期刊行物を製鉄所集会所に保管するなど､ 狭隘な図書館

を有効に利用するべく努力をした｡ 昭和2年7月29日長春図

書館主事に転任 (昭和5年8月26日まで)｡ のち民政部地方司勤

務をへて黒龍江省秦来県参事官 (『最近満洲国人名鑑』 昭和9年

9月)｡ 鈴木は旧姓で､ 鎌倉保育園を創立した佐竹音次郎に

見初められて大正４年１月に佐竹の長女と結婚し佐竹姓と

なった (｢神保町オタオタ日記｣ http://d.hatena.ne.jp/jyunku/20100214/p

1 2010/04/20)｡

佐竹義継

明治14年京都市下京区堺町松原上ル夕顔町の生まれ｡ 明

治31年3月東京中学校第4学年修業､ 4月東京中学校内陸軍

士官候補生受験科に入学し翌32年3月卒業｡ 同年5月から35

年3月まで島田重禮の設立した雙桂精舎東京雙桂精舎で漢

学を学ぶ｡ 明治35年4月東京府南多摩郡潤徳高等小学校本

科教員､ 37年8月依願退職し9月より京都府立第二中学校書

記､ 翌38年11月退職し､ 38年12月より京都帝国大学附属図

書館分館勤務｡ 明治43年5月渡満して14日満鉄に入社し地

方課教育係・学務課図書館係主任参事｡ 図書館担当として

は草創期の満鉄附属地図書館の整備に尽力､ 同年11月以降

沿線に図書閲覧場が開設となり､ 閲覧場のない地域には巡

回文庫を編成して巡回したがそれらは佐竹の計画であった｡

｢決して無理のない案を立てて｣､ ｢ぢりぢり押しに長い時

間をかけて､ 次から次に図書館を新設して｣ いったのであっ

た (衞藤利夫 ｢満鉄図書館育ての親､ 佐竹さんの思出｣ 『満鉄教育回

顧三十年』)｡ 明治44年4月大連伏見台工業実習学校講師およ

び舎監｡ 大正4年9月から7年8月電気遊園図書閲覧場主事

(兼務) (『伏見台児童図書館略史』)｡ また日本橋図書館・近江

町図書館館長を兼務｡ 正式に大連図書館と称する以前の図

書館では島村孝三郎館長のもと庶務主任｡ ｢少し猫背の前

屈みの体を凭せて､ ドウかすると右の手でよく頬杖を突い

たりして居た｣ といい､ ｢庶務の下積みに居て､ そして満

鉄図書館の､ 所謂縦の生命の火を身を以て屏風にして護り

に抜いて来た｣ とされる｡ 奉天図書館など沿線図書館の管

理を大連図書館から学務課に移動させることになりこれに

あわせて学務課に異動｡ これが学務課図書館係となる (衞

藤利夫 ｢満鉄図書館育ての親､ 佐竹さんの思出｣)｡ 大正5年4月に

創設の南満洲書司会の主幹 (村上美代治 『満鉄図書館史』 村上

美代治 2010年)｡ 大正15年3月から5月まで大連図書館長代理
(『大連文史資料 第一輯』 (中国人民政治協商会議遼寧省大連市委員会

文史資料委員会編 一九八四年十二月)｡ 昭和5年2月老父が亡く

なり､ 昭和5年9月職を辞して10月満洲を離れて京都に住ま

う｡ 昭和6年1月2日京都で死去､ 51歳という若さであった｡

1月15日大連､ 2月1日奉天で追悼会が開催された (『満蒙日

本人紳士録』 1929年､ ｢佐竹義継氏逝く｣ 『書香』 23号 昭和6年2月｡

なおここに満鉄地方部学務課長太田雅夫の弔辞も再録される)｡ 編著

に 『幕末勤王烈士手翰抄』 (実業之日本社 明治42年)｡ ま

た中国の貨幣研究に勤しんだ｡

佐藤國治

康徳8 (1941) 年12月1日､ 総務庁属官に兼ねて満洲国立

中央図書館籌備処属官 (｢彙報｣ 『資料公報』 3巻1 号 康徳9年)｡

佐藤高助

明治22年生まれ､ 本籍長野県南佐久郡青沼村｡ 大正6年7

月渡満し大連図書館に勤務､ 大正8年遼陽図書館､ 9年4月

四平街図書館主事｡ 大正15年4月図書館を退職し質業を営

む (『満洲芸術団の人々』 昭和4年)｡

佐藤伍郎

昭和12年7月末日現在 大連図書館傭員事務手 (｢各館従事

員名簿 昭和12年7月末日現在｣ (『満鉄図書館業務研究会年報 第3集』)｡

昭和13年2月7日現在､ 大連図書館 (｢会誌｣ の通常会員 『図書

館新報』 11号)｡ 昭和13年6月新京支社業務部に転任 (｢会員消

息｣ 『図書館新報』 第16号 昭和13年7月)｡

佐藤三郎

明治45年山形県川西町小松の生れ｡ 米沢興譲館中学から

昭和6年3月福岡高等学校文科乙類を卒業｡ 昭和9年3月東京

帝国大学文学部国史学科を卒業し中世武家社会の研究を目

指して大学院に進学した｡ 昭和11年には史料編纂官西岡虎

之助の斡旋で人文科学資料研究会の助手に採用され東京帝

国大学附属図書館の貸研究室群の一室で経済史資料の所蔵

調査などに従事｡ 北京近代科学図書館館長山室三良の職員

増員の計画があり､ 九州帝国大学竹岡勝也教授にその推薦

方を依頼した｡ 竹岡は兄が阿部次郎で母方の竹岡姓を継い

だが､ その弟の阿部六郎が佐藤の次兄と同じく九州帝国大

学法文学部で教職にあり､ その関係から紹介を受けて昭和
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13年12月25日北京近代科学図書館司書に就任｡ 清華同学会

館を宿舎として着任した｡ 寄贈資料にあった日華学会 『日

華学報』 所載実藤恵秀の日本人留学生の論文を読み､ 宿舎

を同じくしていた安藤更正の紹介で北京に外務省文化事業

部特別研究員として来ていた実藤恵秀とも会った｡ 実は実

藤は幾度も図書館の利用者として来館していた人物でもあっ

た｡ 以後その分野の研究に励みまた図書館でもこの東遊日

記の類を収集することになる｡ 昭和17年7月31日退職し9月

山形高等学校教授｡

戦後は昭和24年6月山形大学文理学部助教授､ 昭和42年4

月人文学部教授｡ 昭和52年退官｡ 山形県議会史編纂の仕事

にたずさわり昭和55年より国士舘大学文学部教授 (佐藤三

郎 ｢あとがき｣ および実藤恵秀 ｢序｣､ ともに 『近代日中交渉史の研

究』 吉川弘文館 昭和59年､ ｢｢東遊日記｣ と私｣ 『中国人の見た明治日

本－東遊日記の研究』 東方書店 2003年)｡
『近代日中交渉史の研究』 吉川弘文館 1984

『清国人日本留学日記』 黄尊三著 さねとうけいしゅう 佐藤三郎

訳 東方書店 1986

『中国人の見た明治日本』 東方書店 2003

佐藤鹿蔵

昭和12年7月末日現在 大連図書館傭員製本手 (｢各館従事

員名簿 昭和12年7月末日現在｣ 『満鉄図書館業務研究会年報 第３集』)｡

戦後は新潟県古志郡下塩谷村にもどるも昭和22年11月神

経痛病を起こし臥す (｢信葉抄｣ 『旧満鉄図書館関係者の連絡誌

書香 (仮称)』 vol.1 昭和24年1月)｡

佐藤タキヨ

康徳11年7月16日満洲国立中央図書館籌備処嘱託､ 司書

科に配属 (｢彙報｣ 『資料公報』 5巻7 号 康徳11年)｡

佐藤 矢

大正13年5月31日現在台南州台南市花園町台南図書館長

(市理事官の兼任) (『台湾総督府図書館一覧 自大正12年4月1日至

大正13年3月31日』)｡ 大正14年3月31日現在､ 大正15年3月31

日現在､ 台南州台南市花園町台南図書館長 (市助役の兼任)
(『台湾総督府図書館一覧 自大正13年4月1日至大正14年3月31日』､

『台湾総督府図書館一覧 大正14年度 (創立十周年)』)｡

佐藤 保

満洲の生まれ｡ 康徳6 (1939) 年5月現在公主嶺街図書館
(｢会誌｣ 『満洲読書新報』 第26号 昭和14年5月)｡ 翌15年6月公主嶺

図書館から国立中央図書館籌備処に転勤､ 『資料戦線』 を

編輯 (｢会誌｣ (『満洲読書新報』 第40号 昭和15年7月､ ｢編集後記｣

『資料戦線』 1巻2 号 康徳7年)｡

佐藤得太郎

大正13 (1924) 年12月25日基隆街は基隆市に昇格､ 第一

代の市尹に任命される (｢基隆市老照片徴集 国家文化資料庫｣ h

ttp://nrch.cca.gov.tw/ccahome/photo/photo_meta.jsp?pictureurl=cca100030-h

p-0908-0001-w.jpg&xml_id=0005757856&collectionname=%E5%9F%BA

%E9%9A%86%E5%B8%82%E8%80%81%E7%85%A7%E7%89%87%E5

%BE%B5%E9%9B%86&topicname)｡ 大正15 昭和元年度末現在､

昭和台北州基隆市基隆文庫長 (財団法人基隆公益社理事長)
(『台湾総督府図書館一覧 自大正15年4月1日 至昭和2年3月31日』 『台

湾総督府図書館一覧 大正14年度 (創立十周年)』)｡

佐藤得太郎 ｢宮尾さんの想出｣ (『宮尾舜治傳』 黒谷了太郎編 吉

岡荒造 1939.4)

佐藤 洋

大正13年4月から14年12月まで大連電気遊園図書閲覧場

事務手 (『伏見台児童図書館略史』)｡

昭和2年5月から昭和5年6月まで満鉄鉄嶺図書館事務助手
(『鉄嶺図書館沿革史』)｡

佐藤通男

明治37年の生まれ､ 本籍は福岡県朝倉郡夜須村｡ 大正8

年ウラジオストックロシア語学校を卒業｡ ウラジオストッ

ク派遣軍通訳､ 大正10年10月大連図書館から転出､ 満鉄総

務部経済調査会第一部､ 大同2 (1933) 年1月に満洲国には

いり満洲国交通部事務官､ 交通部哈爾浜辨事処代理所長､

北鉄接収専使随員､ 路政司を経て康徳7年1月哈爾浜航務局

理事官航政科長兼交通部水路司事務官､ 康徳10 (1943) 年

3月哈爾浜航務局副局長 (『満洲紳士録 昭和15年 昭和18年』)｡

佐藤保平

昭和14年12月現在大連図書館 (｢会誌 通常会員｣ (『図書館新

報』 第34号 昭和15年1月)｡

戦後は岡山県後月郡西江原町に (『旧満鉄図書館関係者の連

絡誌 書香 (仮称)』 vol.1 昭和24年1月)｡

佐藤義男

上海日本近代科学図書館｡

真田 茂

上海日本近代科学図書館｡

最高裁判所図書館｡

佐野武夫

奉天図書館｡

戦後は目黒区上目黒に (『旧満鉄図書館関係者の連絡誌 書香

(仮称)』 vol.1 昭和24年1月)｡

佐野輝夫

戦後は慶応医大図書館 (『旧満鉄図書館関係者の連絡誌 書香

(仮称)』 vol.1 昭和24年1月)｡

鮫島光彦

明治26年の生まれ､ 本籍は鹿児島市山ノ口町｡ 大正7年

東京帝国大学を卒業｡ 大正11年9月東京電灯芝出張所主任､

京橋営業所経理係長を勤め､ のち渡満し奉天市政公署経理

科長､ 市理事官､ 奉天市財務処主計科長､ 本渓湖街長､ 同

市長､ 康徳7 (1940) 年4月総務庁理事官､ 統計処資源科長

兼企画処参事官｡ 康徳8年3月20日田中有年のあとを受け満

洲国立中央図書館籌備処理事官庶務科長､ 康徳9年5月16日

理事官兼司書官から総務庁官房参事官に転出､ 康徳10

(1943) 年9月辞官 (｢図書館だより｣ 『資料公報』 2巻4号 康徳8年､

『満洲紳士録 昭和15年』､ 『満洲紳士録 昭和18年』)｡
｢鉄と石炭の新市､ 本渓湖｣ (『都市問題』 第29巻第5号 1939.11

澤 浩

明治30年山口市上宇野合に生れる｡ 大正６年県立山口中

学校卒業､ 大正8年9月満鉄に入社し大連図書館に勤務｡ 大

正12年4月社命を得て１年間東京で図書館講習所に学び､

翌大正13年満洲にもどると同時に4月29日に長春図書館主

事 (館長) となり大正15年4月17日まで｡ のち四平街図書

― 124 ―



館長｡ 昭和8年4月鉄嶺図書館長｡ 昭和12年12月の満洲国へ

の行政権移譲後鉄嶺図書館長(『収書月報』 第24号 昭和13年1月)｡

大連で満洲音楽会､ 長春で長春洋楽同好会､ 鉄嶺では鉄嶺

音楽会､ 鉄嶺志ろがね俳句会を主宰した｡ 住所は満鉄鉄嶺

図書館長社宅 (『満洲紳士録 昭和12年版』､ 『満洲芸術団の人々』

1929年､ 『鉄嶺図書館沿革史』)｡ その後康徳6 (1939) 年3月16

日鉄嶺図書館長を辞任して郷里の山口市水上に転居 (『図書

館新報』 昭和13年4月号､ (『奉天省図書館聯合研究会年報』 康徳7年11

月)｡

澤井松太郎

関東庁図書館書記 (『関東庁附属 図書館一覧表 昭和2年度』)｡

三野幸子

康徳11年5月15日満洲国立中央図書館籌備処雇員を退職
(｢彙報｣ 『資料公報』 5巻6号 康徳11年)｡

し

椎原國知

大正14年3月31日現在台北州新荘郡新荘街私立新荘文庫

長 (郡守代理) (『台湾総督府図書館一覧 自大正13年4月1日至大

正14年3月31日』)｡

鹽田剛三

康徳7 (1940) 年7月１日現在満洲国立中央図書館籌備処

属官 (｢彙報｣ 『資料戦線』 1巻1号 康徳7年)｡

塩野正三

第16期 (昭和12年3月) 図書館職員養成所修了生｡ 樺太

庁図書館 (｢回想｣ (『図書館職員養成所同窓会三十年記念誌』)｡

鹽谷孝治郎

明治26年4月､ 東京市本所区向島生まれ｡ 大正4年大原簿

記学校卒業｡ 大正2年6月東京本所図書館､ 日比谷図書館､

月島図書館主任｡ 大連図書館長島村孝三郎のハンティング

で柿沼介の渡満に合わせるように大正8年2月満鉄に入社し

大連図書館兼沙河口図書館主事､ 埠頭図書館主事､ 同館長

兼近江町図書館長､ 撫順図書館長 (衞藤利夫 ｢満鉄図書館育て

の親､ 佐竹さんの思出｣ 『満鉄教育回顧三十年』)｡ 職務改変により

主事として安東図書館主事､ 鞍山図書主事､ 再度職務改変

により昭和8年4月鞍山図書館長｡ 在任中の昭和8年6月に昭

和製鋼所が建設され人口が増加したため読書施設として大

正通り共同浴場二階に隣人図書館を開設し児童図書など300

冊を備え付けた｡ その後読書要求の高まりにより蔵書1000

冊を増冊して中国人の担当者者をつけ昭和8年9月から大正

通り分館として無料開館した｡ また教育関係の重複図書を

初等・中等学校に長期貸出をし昭和8年7月湯崗子衛戌病院

新築記念として傷病兵への慰問図書を募集し図書414冊雑

誌93冊を湯崗子衛戌病院開設記念文庫として組織し寄贈し

た｡ 昭和9年2月には鞍山在郷軍人会の発起で佳木斯移民団

へ慰問品を贈呈するとの話が持ち上がり鞍山・営口図書館

において慰問図書103冊を集めて寄贈した｡ 新館建設につ

いては歴代館長が要求を提出したが認められず昭和11年度

予算でも提出したが地方部では承認されたものの重役会議

で否決され昭和13年3月五条町の建物に移転して閲覧室な

どを整備した｡ 社員会鞍山聯合会宣伝部長兼通報部長｡ 昭

和12年7月末日現在 鞍山図書館館長 (｢各館従事員名簿 昭和12

年7月末日現在｣ (『満鉄図書館業務研究会年報 第３集』)｡ 昭和12年

12月の満鉄図書館の移譲により奉天図書館司書へ｡ 昭和13

年5月満鉄奉天図書館運用係主任 (『満洲紳士録 昭和12年』､

『同 15年』)｡ 昭和13年5月日本図書館協会の図書館勤続功労

者表彰 (20年) を受ける (｢人名篇｣ 『図書館総覧』 昭和26年)｡

昭和15年7月20日奉天図書館庶務係主任 (｢会誌 通常会員｣

『満洲読書新報』 第41号 昭和15年8月)｡ 昭和17年2月1日奉天図

書館運用係主任 (｢会誌 通常会員｣ (『満洲読書新報』 第58号 昭和

17年3月)｡ 昭和17年9月30日満鉄副参事に列し依願退社し奉

天市立瀋陽図書館長 (｢会報｣ 『満洲読書新報』 第64号 昭和17年

11月)｡ 昭和19年６月満洲医薬品生産株式会社奉天出張所

総務部長に就任 (｢会報｣ 『満洲読書新報』 第81号 昭和19年7月)｡

昭和22年5月24日引揚げで奉天を出たが夫人が胡蘆島に

着く直前に腸チフスになり入院､ 9月30日出発､ 10月13日

小倉に上陸するも､ 病状思わしくなく11月1日夫人死去｡

富山市森に住す｡ 昭和23年6月神通中学校図書館の図書整

理を依頼されたが待遇や将来性に不安があり断念し､ 知人

の製薬会社の家庭薬販売に地方を回る日々であったが､ 昭

和24年8月富山大学図書館事務長就任 (｢信葉抄｣ 『旧満鉄図書

館関係者の連絡誌 書香 (仮称)』 vol.1 昭和24年1月､ 『富山大学50年

史』 の ｢附属図書館｣ (http://www.u-toyama.ac.jp/jp/outline/history/50th/

vol_02/section02/lib.pdf 2010/04/18)｡ 昭和31年3月31日退職､ 4月

16日雇 (庶務課) に採用 (『富山大学学報』 (昭和 31.6.1 第7号)､

34年4月30日庶務課事務員辞職｡
『満鉄鞍山図書館沿革史』 塩谷孝治郎編著 鞍山 満鉄鞍山図書館

1937.6

志方利子

昭和13年4月から満鉄大連図書館勤務 (｢会員消息｣ 『図書館

新報』 第14号 昭和13年5月)｡

重藤幹一

大正13年5月31日現在台北州宜蘭郡宜蘭街宜蘭図書館

(公立) 館長 (街長の兼任) (『台湾総督府図書館一覧 自大正12

年4月1日至大正13年3月31日』)｡

繁本國光

明治12年生まれ､ 本籍宮崎市旭通｡ 明治42年宮崎県師範

学校を卒業し同年4月県内生目小学校訓導拝命､ 以後大正2

年9月宮崎小学校訓導同6年2月鏡洲小学校長等をつとめる｡

大正7年8月渡満して満鉄に入社し大石橋等常高等小学校訓

導､ その後撫順尋常高等小学校､ 撫順永安尋常・鞍山尋常・

鶏冠山尋常・大石橋尋常高等小学校訓導を歴任して昭和4

年4月鶏冠山等常高等小学校長｡ 昭和8年4月四平街図書館

長 (『満洲紳士録 昭和12年版』)｡ 昭和13年2月7日現在満鉄本社
(｢会誌｣ の賛助会員 『図書館新報』 11号)｡ 昭和17年9月満鉄本渓

湖医院庶務長を病気のため退職し郷里宮崎市に戻る (｢会報｣

『満洲読書新報』 第64号 昭和17年11月)｡

蔀 辰太郎

昭和12年3月31日現在台北州海山郡鶯歌庄館鶯歌庄図書
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館長 (庄長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和11年度』)｡ 昭和15年3

月31日現在台北州海山郡鶯歌街鶯歌庄図書館館長 (街長)
(『台湾総督府図書館概覧: 附島内公私立図書館一覧 昭和14年度』)｡

篠崎喜代吉

明治19年千葉県長生郡白瀉村中里の生まれ｡ 明治42年5

月渡台し警察界へはいる｡ 大正13年1月警部補､ 昭和3年2

月退官して土庫庄長となる (『台湾紳士録 昭和12年』)｡ 昭和9

年3月31日に現在台南州虎尾郡土庫庄土庫図書館長 (台南州

虎尾郡土庫庄長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和9年3月末』)｡ 昭和

15年3月31日現在台南州虎尾郡土庫庄土庫図書館館長 (庄

長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和14年度』)｡

篠田正治

大正8年6月から大正9年5月まで満鉄鉄嶺図書閲覧場主事

(専任)｡ その後営口図書館 (『旧満鉄図書館関係者の連絡誌 書

香 (仮称)』 vol.1 昭和24年1月)｡ 昭和11年末現在東京で帝国鉄

道協会勤務 (『鉄嶺図書館沿革史』)｡

柴崎喜代吉

昭和12年3月31日現在台南州虎尾郡土庫庄土庫図書館館

長 (庄長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和11年度』)｡

柴田一平

明治11年兵庫県葛根村の生まれ｡ 明治35年7月熊本県巡

査を拜命のち明治37・38年と日露戦争に従軍し功七級金鵄

勳章および勳七等�色桐葉章を授章｡ 明治40年9月台湾總

督府巡査練習生として入所､ 同年12月台東廳巡査｡ 明治42

年8月警部練習生として甲化ヘ入所｡ 明治43年7月膨湖廳警

部補､ 同45年1月東京警察官練習所 (現警察講習場) に入

所し同年7月修了｡ 明治45年10月膨湖庁警部のち警務係長・

衛生係長等を歴任し大正9年8月高雄州警部に任じられて警

務部警務課勤務｡ 大正10年3月高雄州郡屬東港郡庶務課長｡

大正14年5月大甲街助役拜命昭和5年2月大甲街長｡ 昭和9年

3月31日現在台中州大甲郡大甲街立図書館長 (台中州大甲

郡大甲街長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和9年3月末』)｡ 昭和12

年3月31日現在台中州大甲郡大甲街大甲街立図書館館長

(街長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和11年度』)｡

柴田すゑ

康徳10 (1943) 年2月25日満洲国立中央図書館籌備処雇

員 (｢彙報｣ 『資料公報』 4巻4 号 康徳10年)｡ 康徳10年11月10日

満洲国立中央図書館籌備処雇員を辞職 (｢日記抄｣ 『資料公報』

4巻12号 康徳10年)｡

柴田はつゑ

昭和13年5月､ 調査部資料課から大連図書館へ転勤 (｢会

員消息｣ 『図書館新報』 第14号 昭和13年5月)｡

柴野満里子

昭和14年大連図書館から中央試験所図書室に転任 (｢会誌｣

『満洲読書新報』 第24号 昭和14年3月)｡

柴山幾久松

関東庁図書館図書相談係 (『関東庁附属 図書館一覧表 昭和2

年度』)｡

柴山峯登

明治35年福岡県朝倉郡立石村の生まれ｡ 昭和2年3月東京

帝国大学法学部政治学科を卒業､ 同年高等試験行政科合格

する｡ 横浜市港湾部に勤務､ 昭和6年5月帝都復興記念章拜

受､ 7月横浜市主事｡ その後渡台して総督府交通局書記､

鐵道部庶務課､ 総督府屬を兼任し地方課勤務｡ 昭和10年第

十二回短期地方改良講習會書記､ 第四囘長期地方改良講習

會書記､ 同年地方理事官､ 彰化市助役となる｡ 昭和12年3

月31日現在台中州彰化市彰化市立図書館館長 (市助役)
(『台湾総督府図書館概覧 昭和11年度』)｡

渋谷哲夫

昭和11年9月奉天図書館館傭員として目録部会に出席の

ために哈爾浜へ出張とある (『収書月報』 第8号 昭和11年8月)｡

昭和13年9月現在満鉄図書館研究会では管理部に所属 (『収

書月報』 第33号 昭和13年10月)｡ 昭和14年1月現在満鉄奉天図

書館 (｢会誌｣ 『満洲読書新報』 第23号 昭和14年2月)｡ 昭和14年6

月15日木曜会において ｢文字文化について｣ を報告 (『収書

月報』 第42号 昭和14年7月)｡ 昭和15年4月号から 『収書月報』

の編輯を大内直之のあとをうけて担当 (｢編輯後記｣ 『収書月

報』 第52号 昭和15年5月)｡ 昭和16年6月16日職員に昇格､ 奉

天図書館員 (｢会報｣ 『満洲読書新報』 第52号 昭和16年8月)｡ 昭和

18年6奉天図書館から満鉄殖産局愛路課に異動 (｢会報｣ 『満

洲読書新報』 第71号 昭和18年7月)｡

戦後は宮城県桃生郡北村に (『旧満鉄図書館関係者の連絡誌

書香 (仮称)』 vol.1 昭和24年1月)｡

島 好波

昭和1９年11月大連図書館嘱託から満鉄調査局事務嘱託

として異動 (｢会報｣ 『満洲読書新報』 第84号 昭和19年12月)｡

島崎末平

朝鮮総督府図書館司書｡ 昭和11年8月釜山府庁移転にと

もない釜山府立図書館がそのあとを利用改築して開館する

ために出張して指導をおこなっている (島崎末平 ｢釜山府立

図書館改造略記｣ http://matsu.rcks.kyushu-u.ac.jp/past/2008/p/study/16kor

ea/(1)04pusan-toshokan/pusan.html､ 2011年12月14日)｡ 昭和13年5月

日本図書館協会の図書館勤続20年功労者表彰を受ける
(｢人名篇｣ 『図書館総覧』 昭和26年)｡

島澤兼作

昭和12年3月31日現在台南州曾文郡麻豆街麻豆図書館館

長 (街長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和11年度』)｡ 昭和15年3月

31日現在台南州會文郡麻豆街麻豆図書館館長 (街長) (『台

湾総督府図書館概覧 昭和14年度』)｡

島田 好

明治22年5月鳥取県西伯郡餘子村生まれ｡ 明治43年東亜

同文書院卒｡ 9月渡満して関東庁入り､ 警部補・警部｡ 大

正8年満鉄に入社､ 本渓湖地方事務所長､ 遼陽地方事務所

長を経て満鉄監査役｡ 満洲の史蹟調査に詳しい (『満蒙日本

紳士録 1927』)｡ 昭和12年7月末日現在 大連図書館嘱託 (｢各

館従事員名簿 昭和12年7月末日現在｣ (『満鉄図書館業務研究会年報

第３集』)｡ 昭和14年3月18日に満鉄図書館研究会書目部会で

｢古事記に就て｣ を報告 (『収書月報』 第33号 昭和13年10月)｡

戦後は鳥取県西伯郡余子村で農業｡ 半農と号すという｡

その由来は半学半農ではなく､ 清の画家金半農にあやかっ

たものでもなく､ この時期の農家平均耕作面積8反の半分

を耕していることからという (｢信葉抄｣ 『旧満鉄図書館関係者
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の連絡誌 書香 (仮称)』 vol.1 昭和24年1月)｡
『熱河史話』 滿洲文化協會 1933

｢遼陽の沿革｣ 『滿鐵遼陽圖書館講演集 第1輯』 滿鐵遼陽圖書館

1936 (山岡重厚 ｢刀劍の話｣) も所収)

｢蘚館路と寧州｣ 『稲葉博士還暦記念 満鮮史論叢』 稲葉博士還暦

記念会編 1938

編輯協力として 『東韃紀行』 [翻刻] [間宮林蔵著] 大連圖書館編

満鉄總裁室庶務課 1938 (大連圖書館所蔵の高橋景保旧蔵署名書

入本を底本 (｢東韃紀行｣ 翻刻完成｣『満洲満洲読書新報』 第18号)

島村孝三郎

大正7年1月から大正8年7月まで大連図書館長｡ 本社の図

書室から図書館を創設するときに､ 大連市民に公開し社業

の参考資料も収集するとの方針を立てた｡ 図書館長として

の基礎をしっかりとしたものにするために人材が必要と考

え､ 日比谷図書館長今澤慈海に交渉して ｢精励なる｣ 柿沼

介と､ 東京帝国大学図書館長和田萬吉と交渉して ｢当時幾

分ヤンチャだと言われた｣ 衞藤利夫を､ また他の沿線図書

館にも ｢日比谷系統｣ の専門家を招聘した (『大連文史資料

第一輯』 (中国人民政治協商会議遼寧省大連市委員会 文史資料委員

会編 一九八四年十二月､ 島村孝三郎 ｢図書館の創設｣ 『満鉄教育回顧

三十年』)｡ 参考品陳列所所長を兼務 (橋本八五郎 ｢歴代大連図

書館長｣ (『満鉄教育回顧三十年』)｡ 庶務主任佐竹義嗣､ 司書主

任神田城太郎の時代である｡ 退社後は東亜考古学会幹事｡

島村 保

昭和16年12月10日の奉天図書館第34回同志会教養部主催

講座で ｢独逸資本主義経済発達史｣ を報告 (『収書月報』 第

72号 昭和17年1月)｡

清水一郎

明治17年東京市本郷区駒込千駄木町生まれ｡ 大正4年11

月渡満し大石橋図書館に勤務､ 大正15年4月営口に転任｡

昭和5年6月から昭和8年3月まで満鉄鉄嶺図書館主事 (『鉄嶺

図書館沿革史』)｡ 大石橋図書館時代から俳人として著名で竹

郎と号す｡ 俳風はホトトギス派とされ､ 大正７､ 8年ごろ

から大石橋同人が寄ってみどり会を結成しその中心となる｡

謡曲・尺八にも長けていた (『満洲芸術壇の人々』)｡

清水 ＊

大同学院研究所の開所 (勅令35号) にあたって康徳10

(1943) 年7月31日に同所主催・新京資料室聯合会共催で開

催された懇談会に総務庁文書科に事務官として参加 (｢彙報｣

『資料公報』 4巻9号 康徳10年)｡

下内矢之助

明治38年鹿児島県日置郡吉利村の生まれ｡ 大正15年3月

長春商業を卒業､ 長春商業時代は剣道の副将であった｡ 昭

和2年4月30日入社､ 大連埠頭図書館､ 開原図書館をへて昭

和6年11月13日奉天図書館司書｡ 奉天図書館の辞書体目録

編成に尽力､ また件名目録も研究｡ 平山和巳とともにロー

マ・ヴァチカン図書館 ｢件名目録規則｣ の訳出もおこなっ

た｡ 何事に対しても真摯で謙虚であったという｡ 第12期図

書館講習所を修了し昭和8年3月帰任｡ 奉天図書館から昭和

11年10月17日開催の図書館業務研究会各部聯合会ならびに

第2回満鮮図書館聯合協議会で ｢辞書体目録編成法ノ重点｣

を発表 (『収書月報』 第10号 昭和11年11月)｡ 昭和13年2月7日現

在､ 満鉄奉天図書館 (｢会誌｣ の通常会員 『図書館新報』 11号)｡

昭和14年3月10日召集忠霊塔参拝後分列式｡ 昭和15年10月

下旬から気分すぐれず欠勤しがちで11月9日満洲医科大学

に入院し腸チフスと診断されて市立伝染病院に転送された

が11月20日死去 (｢下内矢之助氏の逝去を悼む｣､ 高橋一二 ｢下内

さんを弔ふ｣､ 平山和巳 ｢下内さんを憶ふ｣､ 中村道冏 ｢湯呑茶碗｣､

岡部隆 ｢思ひ出のままに｣､ 渋谷哲夫 ｢下内さんを憶ふ｣､ ともに 『収

書月報』 59号 昭和15年12月山下義行｡ ｢下内矢之助氏を悼む｣ (『満洲

読書新報』 第45号 昭和15年12月)｡

下田一夫

明治33年生まれ､ 本籍は長崎県南高来郡島原町｡ 大正13

年東京帝国大学経済学部を卒業し4月には満鉄に入社､ 経

理部勤務ついで庶務部調査課勤務を経てのち二年間北京へ

留学｡ 帰任後昭和4年3月地方部地方課勤務､ 以来開原地方

事務所地方係長兼開原消防隊監督､ 奉天事務所地方課庶務

係長､ 同庶務課庶務係長､ 地方部学務課社会教育係主任､

同課図書館係主任兼体育係主任､ 地方部地方課社会係主任､

四平街地方事務所長等を歴任｡ 昭和10年7月参事となり鞍

山地方事務所長､ 地方部学務課長､ 昭和12年12月に地方部

学務課長から教務部庶務課長 (『図書館新報』 第10号)｡ 昭和

13年12月満洲重工業開発株式会社に転じ､ 総裁室文書課長

兼人事課長｡ 一時満洲重機に転出して取締役兼総務部長｡

康徳10 (1943) 年6月満洲重工業開発株式会社参事監理部

長兼第三第四第五各課長就任 (『満洲紳士録 昭和12年版』 (『満

洲紳士録 昭和18年版』)｡

下谷 ＊

昭和11年9月奉天図書館館事務員､ 目録部会に出席のた

めに哈爾浜へ出張とある (『収書月報』 第8号 昭和11年8月)｡

朱 君

北京近代科学図書館書記｡ 昭和13年9月､ 章職員ととも

に図書館の師範科に入学 (『書滲』 第2号 昭和13年12月)｡ 昭和

14年4月文部省図書館講習所入学 (小黒浩司 ｢北京近代科学図

書館史の研究｣)｡

章 某

北京近代科学図書館書記｡ 昭和13年9月､ 朱職員ととも

に図書館の師範科に入学 (『書滲』 第2号 昭和13年12月)｡

尚 永斉

大正９年1月まで満鉄鉄嶺簡易図書館小使 (『鉄嶺図書館沿

革史』)｡

邵 啓成

康徳7 (1940) 年7月１日現在満洲国立中央図書館籌備処

委任官試補 (｢彙報｣ 『資料戦線』 1巻1号 康徳7年)｡

章 志和

康徳10 (1943) 年6月新京特別市立図書館分館長 (｢長春

図書館百年 (1910－2010) 主題展観 於長春図書館 2010年8月24日｣)｡

鐘 萬齢

昭和9年2月から昭和9年10月まで満鉄鞍山図書館臨時雑

務方､ 昭和9年10月から昭和12年5月まで満鉄鞍山図書館雑

務手 (『満鉄鞍山図書館沿革史』)｡ 昭和12年7月末日現在 鞍山

図書館傭員雑務手 (｢各館従事員名簿 昭和12年7月末日現在｣ (『満
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鉄図書館業務研究会年報 第３集』)｡

東海林太郎

明治31年秋田県台所町の生まれ｡ 秋田県庁に勤務してい

た父親が事件により退職し満鉄に職を得たが､ 太郎は祖母

と秋田に残り秋田中学に進む｡ 中学時代からヴァイオリン

を独習､ 大正5年上京して神田錦町の国民英学会に通う｡

音楽への道を希望したが断念して翌年早稲田大学商学部に

入学｡ 同郷で上野音楽学校出身の荘司久子と大正11年1月

学生結婚をする｡ 3月早稲田大学を卒業し4月から研究科に

進学し佐野学に師事｡ 大正12年3月研究科を終了して東京

支社で満鉄入社試験を受験し8月渡満9月1日満鉄入社して

本社庶務部調査課勤務｡ 大正13年10月報告書 『満洲に於け

る産業組合』 を完成翌年2月刊行 (南滿洲鐵道株式會社庶務部

調査課編刊 340,138p (滿鐵調査資料 第43編)｡ 久子夫人は高専や

教会で声楽の指導をしていたが離婚｡ 大正15年4月7日から

昭和4年6月14日まで満鉄鉄嶺図書館主事｡ 音楽関係の蔵書

を充実させまた陸上競技大会でも活躍する｡ またここでの

ちに日本ポリドール蓄音機株式会社で作詞家としてコンビ

を組むこととなる大連商業生藤田まさとと出会う｡ 昭和5

年8月31日満鉄を退社､ 日本に帰り昭和6年1月早稲田に中

華料理店を開店｡ 経営も思わしくなく秋田中学後輩の深井

史郎の紹介でコーラスグループ ｢東京セレネーダーズ｣ に

おいてバスパートを受け持つ｡ その後いくつかレコードの

吹き込みもして昭和8年5月音楽コンクールにおいて入賞｡

キングレコードでテストを受け専属契約する｡ 満鉄時代は

月給500円だったがこの専属料は50円だった｡ 昭和9年2月

日本ポリドール蓄音機株式会社が ｢赤城の子守歌｣ を発売

し大ヒットした｡ この企画は鉄嶺図書館時代に館に出入り

していた藤田まさとであった｡ ｢国境の町｣ もヒットする｡

戦後も歌手として活動し昭和38年2月日本歌手協会会長､

昭和40年11月紫綬褒章｡ 昭和47年10月4日死去｡ 法名は聲

楽院釋太朗大居士､ 墓所は秋田市土崎中央の浄土真宗本願

寺派弘誓山西船寺 (『満蒙日本紳士録 昭和４年』､ 『満洲芸術壇の

人々』､ 『鉄嶺図書館沿革史』､ 新藤謙 ｢東海林太郎｣ 『日本の流行歌手』

三一書房 1979年､ 菊池清麿 『国境の町』 北方新社 2006年)｡

白崎正夫

旅順図書館勤務 (｢図書館新報のために｣ 『図書館新報』 12号 昭

和13年2月)｡

新城英太郎

明治33年京都市上京区塔ノ段藪下町の生まれ｡ 京都帝国

大学文学部選科哲学科を卒業｡ 大正11年に志願兵､ 昭和2

年6月満鉄入社､ 南沙河口図書館､ 撫順図書館長を経て地

方部学務課図書館係員として満鉄地方図書館の総括運営に

あたった｡ 商工課営口地方事務所､ 地方部商工課門司在勤

東京支社､ 業務課天津事務所､ 北京事務所､ 調査部天津在

勤､ 昭和14年4月満鉄大阪事務所調査役兼調査係主任､ 満

鉄副参事､ 京都市上京区塔之段薮下町に住す (『満洲紳士録

昭和15年』､ 『満洲紳士録 昭和18年』)｡ なお新城夫人は柿沼介の

姪という (竹内正一 ｢｢線｣ と当時の人々 (上) 『作文』 81号｣)｡

戦後も京都市上京区塔之段薮下町に (『旧満鉄図書館関係者

の連絡誌 書香 (仮称)』 vol.1 昭和24年1月)｡

新馬 晋は金九経をみよ

す

須賀幸内

大正4年4月1日沙河口図書館事務員｡ 大正7年3月13日事

務員から昇格してまで沙河口図書館主事・館長となり昭和

10年4月30日まで (なお当館は当初は主事､ 大正13年12月から館長､

15年10月からふたたび主事､ 昭和8年4月から館長と称した｡ 『沙河口

図書館沿革史』)｡ この間鞍山においては大正8年4月10日社告

第2号により鞍山小学校内に簡易図書館を設置することと

なり3月29日鞍山図書館創立準備委員として事務助手1名と

ともに開館準備にあたり短期間に2000冊を整理し4月5日に

開館している (『沙河口図書館報』 2号､ 『満鉄鞍山図書館沿革史』)｡

菅野道則

昭和12年7月末日現在 大連図書館司書係 (｢各館従事員名

簿 昭和12年7月末日現在｣ (『満鉄図書館業務研究会年報 第３集』)｡

昭和13年2月7日現在､ 大連図書館 (｢会誌｣ の通常会員 『図書

館新報』 11号)｡ 昭和16年4月10日大連図書館から華北交通産

業局資料室に転勤 (｢会報｣ 『満洲読書新報』 第49号 昭和16年6月)｡

杉浦義一

大正6年２月22日から8年5月30日まで長春図書館諸閲覧

場主事､ 小学校校長を兼務 (｢長春図書館百年 (1910－2010) 主

題展観 於長春図書館 2010年8月24日｣､ ｢新京図書館沿革略｣ 『新京図

書館月報 第16号』 昭和12年11月)｡

杉谷敏夫

明治40年生まれ､ 本籍鳥取県境町｡ 昭和4年大阪外国語

学校支那学科を卒業､ 昭和4年満鉄に入社し吉林鉄道局総

務部､ 北支経済調査所太原分室主任｡ 昭和15年2月には､

吉林鉄道局資料係長の肩書きで奉天図書館に吉林郷土資料

を調査 (｢彙報｣ 『収書月報』 第50号 昭和15年3月)｡ 昭和18年6月

太原支所長､ 副参事 (『満洲紳士録 昭和18年』)｡

杉村勇造

明治33年東京京橋区の生まれ｡ 無窮会漢学研究生を経て

北京に留学､ 金石学・書誌学を学んだ｡ 東方文化事業総委

員会図書籌備員を拝命し北京の人文科学研究所図書館の設

立に従事｡ 満洲事変後に四庫全書や档案を保全しその研究

をおこなうための満洲国立奉天図書館の創設や国立奉天博

物館の開設に大きな役割を果たした｡ 昭和8年満日文化協

会常務主事となり満洲国の文化事業や文化運動の振興に励

んだ｡ 柔父松崎鶴雄の女婿にあたる (杉村棟・杉村英治編 『八

十路‐杉村勇造遺稿集』 1980年､ 岡村敬二 『日満文化協会の歴史』)｡

杉村常雄

昭和15年2月奉天鉄路局巡回書庫､ 牡丹江省城ケ溝乙守

部隊中山隊に入隊 (｢会誌 通常会員｣ (『満洲読書新報』 第36号 昭

和15年3月)｡

杉山銀治

昭和10 (1935) 年7月から昭和11年5月まで満鉄鞍山図書

館準傭員､ 昭和11年6月から満鉄鉄嶺図書館事務助手｡ 昭

和11年末現在鉄嶺図書館 (『満鉄鞍山図書館沿革史』､ 『鉄嶺図書
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館沿革史』)｡ 康徳6 (1939) 年2月16日鉄嶺図書館事務員を

退職 (『奉天省図書館聯合研究会年報』 康徳7年11月)｡

鈴木篁二

昭和13年6月末現在大連図書館 (｢会誌 入会｣ (『図書館新報』

第16号 昭和13年7月)｡

戦後は ｢残留呆けなのかいまだ為すところを知らず｣ と

いう状態であったというが､ その後東京商科大学図書館に

勤務 (｢信葉抄｣ 『旧満鉄図書館関係者の連絡誌 書香 (仮称)』 vol.1

昭和24年1月)｡

鈴木重憲

明治3年若狭国雲浜村の生まれ｡ 明治30年福井県立師範

学校を卒業後県内の惠懐尋常小学校訓導兼校長さらに明治

32年宮野尋常高等小学校校長｡ 明治41年4月満鉄昌図尋常

高等小学校校長を勤め同年5月全国普通免許状を交付され

て10月大石橋尋常高等小学校校長､ 44年遼陽尋常高等小学

校校長､ 大正4年撫順尋常高等小学校校長､ 大正6年安東尋

常高等小学校校長｡ 遼陽尋常高等小学校校長のときに図書

閲覧場主事兼務 (『支那在留邦人興信録』 昭和元年)｡

鈴木英治は佐竹英治を見よ

鈴木賢祐

明治30年山口県吉敷郡小郡町の生まれ｡ 県立山口中学に

入学したが退学処分を受けて徳島県立富岡中学に転校して

大正5年3月卒業｡ 応召によりシベリア出兵し進学を断念｡

大正8年5月大阪府立図書館､ 大正12年11月創設間もない和

歌山高等商業学校図書館主任として図書館運営に尽力｡ 当

時相次いで創設されたさまざまな高等学校の図書館整備や

また連絡機関としての全国高等諸学校図書館協議会の活動

には高等学校の主任教授が当たることが多かったが､ 専任

の司書があたったのは鈴木と神戸高商の鞠谷安太郎､ 関西

学院の中島猶治郎あたりであったという (間宮不二雄 ｢鈴木

賢祐氏をしのぶ｣)｡ 昭和2年結成の青年図書館員連盟にあっ

ては創設委員として参加した｡ 昭和12年12月上海日本近代

科学図書館創設において森清と図書館業務を担当する｡ 総

務主任としての就任であったが上崎孝之助館長と意見があ

わず昭和14年8月に退職､ 九州帝国大学図書館へと移る｡

昭和15年7月東京帝国大学附属図書館司書官､ 17年4月退職

し日本図書館協会主事翌年3月理事｡ また昭和19年12月満

洲国立中央図書館籌備処嘱託 (｢会報｣ 『満洲読書新報』 第86号

昭和20年3月)｡

昭和21年9月佐世保に上陸し小郡町に｡ 昭和23年12月東

京大学附属図書館司書官､ 25年5月山口県立図書館長に就

任し文書館の設置にも尽力｡ 昭和34年4月社会学部増設と

なった東洋大学に助教授として就き翌35年4月教授｡ 図書

館学の専任教授就任は初めてという｡ また昭和26年から文

部省図書館職員養成所の講師も勤めた｡ 昭和42年1月11日

死去､ 享年69歳｡
｢顧問鈴木賢祐氏逝去｣ 『図書館雑誌』 61-1 昭和42年1月

武田虎之助 ｢鈴木賢祐君素描｣ (『図書館雑誌』 61-4 昭和42年4月)

升井卓弥 ｢山口図書館時代の鈴木先生｣ (『図書館雑誌』 61-4 昭和

42年4月)

渡辺秀忠 ｢鈴木先生と図書館構想｣ (『図書館雑誌』 61-4 昭和42年4

月)

間宮不二雄 ｢鈴木賢祐さんをおくる｣ (『図書館雑誌』 61-4 昭和42

年4月)

升井卓弥 ｢反骨の図書館学文献学者｣ (石井敦編 『図書館を育てた

人々 日本編１』 日本図書館協会 1983年)

米井 勝一郎 ｢上海日本近代科学史の一研究｣ 『図書館文化史研究』

(14) 1997

鈴木正次

上海日本近代科学図書館 神戸市立図書館｡

鈴木義雄

関東庁図書館司書 (『関東庁附属 図書館一覧表 昭和2年度』)｡

薄田美朝

明治30年秋田県の生まれ｡ 函館中学､ 二校を経て大正9

年7月東京帝大法学部法律学科 (英法) を卒業｡ 高等試験

行政科試験に合格して大正9年7月大阪府屬兼警部・警察部

特別高等警察課勤務｡ 大正10年9月香川県警視・警察部｡

大正12年2月朝鮮総督府官房庶務部､ 大正13年12月警務局､

昭和5年1月岡山県警察部長､ 休職して欧米各国を視察する｡

昭和7年1月長崎県・広島県・京都府さらに昭和12年2月に

は警視庁警務部長となりのち依願免官となって渡満し康徳

4 (1937) 年7月満洲国総務庁治安部次長､ 同年10月総務庁

参事官兼治安部次長｡ 康徳6年10月岸信介のあとをついで

第2代満洲国立中央図書館籌備処長 (兼務)｡ 康徳7 (1940)

年5月兼務を解かれる｡ 昭和15 (1940) 年8月群馬県知事､

翌年10月鹿児島県知事､ 昭和18 (1943) 年4月警視総監､

翌年7月依願免本官｡

戦後は昭和27年2月まで公職追放｡ その後昭和27年10月

自民党衆議院議員として当選3回｡ 昭和38年4月16日死去
(『日本近現代人物履歴事典』 など)｡

『警務雑筆』 宇都宮 薄田美朝刊 昭和2

｢大本教攻略記｣ 『文芸春秋』 32(11臨増) 1954.07

須山三郎

昭和12年7月末日現在大連図書館臨傭 (｢各館従事員名簿 昭

和12年7月末日現在｣ (『満鉄図書館業務研究会年報 第３集』)｡

関 清孝

昭和12年7月末日現在大連図書館書記 (｢各館従事員名簿 昭

和12年7月末日現在｣ (『満鉄図書館業務研究会年報 第３集』)｡ 昭和1

3年2月7日現在大連沙河口分館 (『図書館新報』 第11号)｡ 昭和

13年4月鉄路総局資料課へ転勤 (『図書館新報』 第13号 昭和13年

4月)｡ 昭和16年12月1日華北交通資業局資料室に転任 (｢会

報｣ 『満洲読書新報』 第56号 昭和17年1月)｡ 昭和18年11月5日の

関東州読書協会役員会において竹内正一理事から連絡部委

員を委嘱される (｢各部委員委嘱｣ 『満洲読書新報』 第77号 昭和19

年2月)｡

戦後は熊本市出水町｡ 松崎鶴雄の世話で県の図書館界へ

の復帰を試みるも不首尾に終わり米軍工兵第三大隊労務者

監督 (｢信葉抄｣ 『旧満鉄図書館関係者の連絡誌 書香 (仮称)』 vol.1

昭和24年1月)｡

石 翊周

昭和11年9月11日北京近代科学図書館助理に就任 (『北京

近代科学図書館一週年報告』 昭和12年 民国26年12月5日)｡
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関野真吉

第三期 (大正13年3月) 図書館員教習所修了生｡ 東京帝

国大学図書館洋書目録係から大正15年京城帝国大学図書館

に転任､ 館内の設備や整理計画の立案に従事､ 昭和20年ま

で在籍｡

戦後は日本図書館協会参与 (｢朝鮮・満州の図書館を語る｣

『図書館雑誌』 59-8 1965年8月)

『書塵』 1-8 1973-1984 を刊行

｢所感｣ 『図書館職員養成所同窓会三十年記念誌』

薛 昌貴 せつ

昭和12年7月末日現在 大連図書館傭員図書出納手 (｢各館

従事員名簿 昭和12年7月末日現在｣ (『満鉄図書館業務研究会年報 第

３集』)｡

瀬野皓太は蘆澤吉雄を見よ

そ

蘇 添籌

大正15年 昭和元年度末現在､ 台南州新化郡善化庄善化

図書館館長 (街長) (『台湾総督府図書館一覧 自大正15年4月1日

至昭和2年3月31日』 『台湾総督府図書館一覧 大正14年度 (創立十周

年)』)｡

蘇 逢時

大正14年3月31日現在台中州能高郡埔里街埔里青年会文

庫長 (青年会長) (『台湾総督府図書館一覧 自大正13年4月1日至

大正14年3月31日』)｡

曹 鴻飛

康徳６ (1939) 年10月20日､ 本渓湖図書館臨時暖房夫と

して採用 (『奉天省図書館聯合研究会年報』 康徳7年11月)｡

荘 潤新

大正14年3月31日現在台中州新高郡集々庄集々庄文庫文

庫長 (庄長) (『台湾総督府図書館一覧 自大正13年4月1日至大正14

年3月31日』)｡

曾 席珍

大正14年3月31日現在､ 大正15年 昭和元年度末現在､ 台

南州北港郡北港街私立北港図書館長 (台南州北港郡北港街

北港倶楽部長) (『台湾総督府図書館一覧 自大正15年4月1日 至昭

和2年3月31日』､ 『台湾総督府図書館一覧 大正14年度 (創立十周年)』)｡

昭和9年3月31日現在台南州北港郡北港街北港図書館長 (台

南州北港郡北港街北港倶楽部長) (『台湾総督府図書館概覧 昭

和９年３月末』)｡ 昭和12年3月31日現在台南州北港郡北港街

北港図書館館長 (北港倶樂部長) (『台湾総督府図書館概覧 昭

和11年度』)｡

曹 大徳

昭和12年7月末日現在 大連図書館傭員製本手 (｢各館従事

員名簿 昭和12年7月末日現在｣(『満鉄図書館業務研究会年報 第３集』)｡

曾 丁順

昭和9年3月31日現在台南州新化郡善化庄善化図書館館長

(台南州新化郡善化庄長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和９年３月

末』)｡

曾我與三郎

明治42年三重県生まれ｡ 台北帝大文政学部政学科卒業､

在学中に高等試験の行政科に合格､ 大正9年6月台湾総督府

嘱を拝命､ 文教局社会課､ 大正12年7月全島女子青年団指

導者講習会書記､ 同年8月地方理事官として大渓郡守 (『台

湾紳士録 昭和12年』)｡ 昭和15年3月31日現在台中州台中市台

中州立図書館館長 (州教育長) (『台湾総督府図書館概覧: 附島

内公私立図書館一覧 昭和14年度』)｡

外岡長治郎

大正11年2月から大正13年3月まで満鉄鉄嶺図書館事務助

手 (『鉄嶺図書館沿革史』)｡

園川光二

昭和14年4月17日満鉄奉天図書館採用 (守衛) (｢奉図通信｣

『図書館新報』 第26号 昭和14年5月)｡ 昭和15年7月22日病気療養

のため長崎に帰省 (｢会誌 通常会員｣ (『満洲読書新報』 第41号 昭

和15年8月)｡ 昭和16年7月現在奉天図書館員 (｢会報｣ 『満洲読

書新報』 第52号 昭和16年8月)｡ 昭和16年11月17日現役兵とし

て入営のため内地に帰省 (｢会報｣ 『満洲読書新報』 第56号 昭和

17年1月)｡

園田一亀

明治27年熊本県玉名郡の生まれ｡ 県立玉名中学を卒業後

東京物理学校に進学したが病気で中退｡ 大正5年奉天新聞

社入社､ 大正14年盛京時報社｡ 昭和8年満鉄入社して満洲

金石志や建州女直史の研究をおこなう (寺田隆信 ｢解題｣ 『韃

靼漂流記』 東洋文庫版､ 原直史 ｢園田一亀－ある在 ｢満州｣ 日本人の

言論軌跡に関するノート｣ 『環日本海論叢 17 日中・東北アジアの交

流史と相互理解』 新潟大学環日本海研究会)｡ 昭和13年春､ 満鉄

弘報課嘱託として奉天に在住し奉天図書館に ｢親しく机を

置かれ｣ て満洲史研究や満洲史学会で活動を展開しその実

績により東京支社詰として三ヶ年留学となった｡ 衞藤利夫

館長のもとで奉天図書館を活用して研究した (｢消息｣ 『収書

月報』 第27号 昭和13年4月､ 植野武雄 ｢一貫の道｣ 『収書月報』 第74

号 昭和17年3月)｡ 昭和14年 『韃靼 漂流記の研究』 を刊行
(｢雑報 『韃靼漂流記』 を上梓｣ 『収書月報』 第38号 昭和14年3月)｡

昭和17年９月３日奉天市公署嘱託の肩書きで奉天図書館に

来館している (『収書月報』 第81号 昭和17年10月)｡ 『大奉天史』

を編纂また満洲事変後のリットン調査団の来満にあたって

鄭孝胥国務総理が宣言した満洲国独立の論拠の草稿を記し

たとされる (｢編集後記｣ 『収書月報』 第86号 昭和18年3月)｡ 昭和

19年7月奉天市史編纂室から奉天市立図書館長に就任 (｢会

報｣ 『満洲読書新報』 第82号 昭和19年９月)｡

奉天で終戦を迎え昭和21年引揚げて熊本に｡ 24年10月東

洋文庫嘱託｡ 『明代建州女直史の研究』 で昭和31年文学博

士 (京都大学)｡
『東三省の政治と外交』 奉天新聞社 1925

『乾隆帝の東巡沿路考』 (奉天圖書館叢刋 第3册) 1932

『再び韃靼漂流記に就て』 (奉天圖書館叢刋 第5册) 1933

『金の世宗の東巡考』 (奉天圖書館叢刋 第13册) 1934.

『奉天史話』 (奉天圖書館叢刋 第15册) 1934

『韃靼漂流記の研究』 南滿州鐵道株式会社鐵道總局庶務課 1939

『清朝皇帝東巡の研究』 大和書院 1944
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『明代建州女直史研究』 [正篇]續篇 國立書院 1948-1953(東洋文

庫論叢 第31,31-2)

柾 登志

孫 慧

孫 世芳

昭和12年7月末日現在 大連図書館傭員雑務手 (｢各館従事

員名簿 昭和12年7月末日現在｣ (『満鉄図書館業務研究会年報 第3集』)｡

孫 沢長

康徳7 (1940) 年7月１日現在満洲国立中央図書館籌備処

属官 (｢彙報｣ 『資料戦線』 1巻1号 康徳7年)｡

孫 福榮

昭和12年7月末日現在 大連図書館傭員図書出納手 (｢各館

従事員名簿 昭和12年7月末日現在｣ (『満鉄図書館業務研究会年報 第

３集』)｡

た

大徳啓之助

昭和12年3月31日現在台中州豊原郡内埔庄内埔庄文庫長

(庄長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和11年度』)｡ 昭和15年3月31

日現在台中州大甲郡�水街�水街記念図書館館長 (街長)
(『台湾総督府図書館概覧 昭和14年度』)｡ 昭和15年3月31日現在

台中州彰化郡鹿港街鹿港街図書館館長 (街長) (『台湾総督府

図書館概覧 昭和14年度』)｡

平良 加

昭和9年3月31日現在台南州台南市立台南図書館館長 (台

南州台南市助役) (『台湾総督府図書館概覧 昭和9年3月末』)｡

高木征三

東京帝国大学で左翼運動をして挫折し渡満､ 大連図書館

ののち地方部学務課､ その後北京資料室｡ 大連図書館時代

には大谷健夫と親しくともに松崎鶴雄や柿沼介宅を訪問し

たりしたという｡ 俳句をよくした (竹内正一 ｢｢線｣ と当時の

人々 (上) 『作文』 81｣､ 大谷健夫 ｢思い出すことなど (その二)｣ 『作

文』 169)｡

戦後は杉並区阿佐ヶ谷に (『旧満鉄図書館関係者の連絡誌 書

香 (仮称)』 vol.1 昭和24年1月)｡
｢運輸調査局 ｢調査資料｣ の紹介(1)2) 『びぶろす』 10(11) [1959.

11]

｢祭魚洞文庫について [故渋沢敬三氏蔵書・現流通経済大学図書

館蔵,主要文献紹介]｣ 『流通経済論集』 6(2) [1971.09.00]

｢祭魚洞文庫 沖縄・奄美諸島関係文献解題｣ 『流通経済論集』 7(2)

[1972.09.00]

高木 喬

昭和15年1月現在満鉄奉天図書館 (｢献辞－圖しょかん話(10)｣

(『満洲読書新報』 第35号 昭和15年2月)｡

高木輝夫

康徳7 (1940) 年8月現在奉天医科大学図書館司書 (｢彙報｣

『資料戦線』 1巻3 号 康徳7年)｡

高桑長弥

昭和13年2月7日現在､ 奉天市立図書館 (｢会誌｣ の通常会員

『図書館新報』 11号)｡ 康徳6 (1938) 年2月28日奉天市公立八

幡町図書館雇員を退職 (『奉天省図書館聯合研究会年報』 康徳7年

11月)｡

高崎能容

大正8年3月から6月まで満鉄鉄嶺図書閲覧場臨時主事
(『鉄嶺図書館沿革史』)｡

高須芳雄

大正10年11月から12年5月まで電気遊園図書閲覧場事務

手 (『伏見台児童図書館略史』)｡

高瀬健次

昭和15年3月31日現在台南州東石郡六脚庄六脚庄簡易図

書館館長 (庄長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和14年度』)｡

高野立二郎

明治27年島根県に生まれる｡ 大正3年に島根県師範学校

を卒業､ 大正9年大連満鐵教育研究所を卒業｡ 朝鮮におい

て中初等教育に携わり昭和13年3月慶北倭館公立普通学校

長を最後に退職し康徳5 (1938) 年4月安東市立図書館長に

就任 (｢会員消息｣ (『図書館新報』 第14号 昭和13年5月､ (『満洲紳士

録 昭和18年』)｡

高野保正

大正9年6月から10年4月まで電気遊園図書閲覧場主事
(『伏見台児童図書館略史』)｡

高橋一二

明治23年岩手県和賀郡藤根村の生まれ｡ 大正4年早稲田

大学専門部政治経済科を卒業｡ 大連経済日報社に勤務､ 大

正8年2月満鉄に入社し大連図書館勤務､ 司書係主任を経て

大連日本橋図書館長兼同近江町図書館長また埠頭図書館長

兼務 (『満豪日本人紳士録 昭和2年』 『満洲紳士録 昭和12年版』)｡

昭和12年7月末日現在 大連日本橋図書館館長 (｢各館従事員

名簿 昭和12年7月末日現在｣ (『満鉄図書館業務研究会年報 第３集』､

昭和13年3月23日付け奉天図書館 (『図書館新報』 13号 昭和13

年4月)｡ 『図書館新報』 編輯委員｡ 昭和15年7月20日奉天図

書館書目係主任 (｢会誌｣ (『満洲読書新報』 第41号 昭和15年8月)､

昭和16年1月20日副参事に昇格 (｢会報｣ (『満洲読書新報』 第47

号 昭和16年2月)｡ 昭和16年10月15日長女かず子氏 (21歳)

が病気で死去し17日大連西本願寺で葬儀｡ 昭和16年11月1

日奉天図書館書目係から総裁室に転任 (｢会報｣ 『満洲読書新

報』 第56号 昭和17年1月)｡ 昭和16年12月12日次女せつ子氏

(15歳) 死去 (｢会報｣ 『満洲読書新報』 第56号 昭和17年1月)｡ 昭

和17年5月日本図書館協会 ｢図書館勤続功労者表彰｣ (20年)

を受ける (｢人名篇｣ 『図書館総覧』 昭和26年)｡ 昭和18年4月10

日総裁室副参事から参事に昇格 (社員文庫) に異動 (｢会報｣

『満洲読書新報』 第69号 昭和18年5月)｡ 昭和18年11月5日現在関

東州読書協会役員会理事､ 編輯部責任担当 (｢各部委員委嘱｣

『満洲読書新報』 第77号 昭和19年2月)｡ 昭和19年4月1日満鉄総

務局参事から大連図書館事務嘱託に就任 (｢会報｣ 『満洲読書

新報』 第80号 昭和19年6月)｡ 内地引き揚げを前にして大連に

て死去 (『旧満鉄図書館関係者の連絡誌 書香 (仮称)』 vol.1 昭和24

年1月)｡

高橋泰四郎

大正3年茨城県潮来町の生まれ｡ 昭和6年3月千葉県立佐
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原中学卒業｡ 昭和9年4月文部省図書館講習所に入所｡ 昭和

10年3月卒業と同時に衞藤利夫館長のもと満鉄奉天図書館

にて図書館準傭員｡ 業務研究会では目録部｡ 同時に奉職し

たのは大竹勇夫・兼蔵一正・中島辰海・細井五郎らであっ

た (高橋泰四郎 ｢衞藤先生｣ 『満洲読書新報』 第57号 昭和17年2月)｡

昭和11年6月に奉天図書館館館員が同人雑誌 『韃靼』 を創

刊したがそこに ｢辞書体目録に於ける排列法｣ を執筆
(『収書月報』 第6号 昭和11年7月)｡ 昭和13年2月17日奉天図書館

木曜会において ｢図書管理法 第三講を報告 (『収書月報』 第

26号 昭和13年3月)｡ 昭和13年6月満鉄雇員｡ 昭和13年9月23

日奉天図書館から臨時応召で吉林に出発､ 輜重兵第八連隊

に入隊 (歩兵二等兵) (｢奉図通信｣ 『満洲読書新報』 第20号 昭和

13年11月､ 『収書月報』 第34号 昭和13年11月)｡ 次月に解除とな

り奉天鉄道局総務課 (大連在勤務､ 巡回書庫)｡ 昭和17年6月

満鉄職員､ 昭和18年4月1日奉天鉄道局総務部大連在勤から

新設の社員会事務所大連在勤 (巡回書庫) に異動 (｢会報｣

『満洲読書新報』 第69号 昭和18年5月)｡ 昭和18年11月5日の関東

州読書協会役員会において高橋一二理事から編輯部委員を

委嘱される (｢各部委員委嘱｣ 『満洲読書新報』 第77号 昭和19年2月)｡

昭和19年4月安奉線宮原在勤に異動 (｢会報｣ 『満洲読書新報』

第80号 昭和19年6月)｡ 昭和19年7月1日奉天鉄道局総務部文書

科に異動 (｢会報｣ 『満洲読書新報』 第82号 昭和19年９月)｡ 昭和

19年7月満鉄奉天鉄道局総務部文書課｡ 20年8月臨時召集､

独立歩兵第七九六大隊に入隊｡

戦後は昭和20年9月中国長春鉄路公司奉天鉄道局渉外部

勤務､ 露語通訳二等｡ 昭和21年帰国のため免職､ 6月博多

に上陸｡ 昭和22年7月帝国図書館雇､ 第一部国際図書交換

掛｡ 22年12月国立図書館と改称23年4月目録委員会第一小

委員会委員｡ 昭和23年7月文部事務官｡ 24年4月国立国会図

書館主事として上野図書館整理課洋書係長｡ 昭和27年11月

日本図書館協会日本目録規則解説委員会委員長｡ 32年11月

分類第三係長｡ 昭和38年4月参考書誌部一般参考課 (柿沼介

の後任として図書館学資料室)｡ 昭和51年3月主任司書として参

考書誌部､ 3月25日死去｡ 従四位､ 勲四等瑞宝章｡
高橋泰四郎 ｢先駆者の面かげ｣ (『目録基本記入論－高橋泰四郎著作

集』 早川図書 1978

高橋泰四郎 ｢略年譜・著作目録｣ (『目録基本記入論－高橋泰四郎著

作集』 早川図書 1978

『図書目録法教材』 高橋泰四郎編 第3版 寿栄舎 1963

『資料目録法演習問題集』 高橋泰四郎編 寿栄舎, 1968

高橋輝臣

昭和12年7月末日現在 蘇家屯図書館事務手 (｢各館従事員

名簿 昭和12年7月末日現在｣ (『満鉄図書館業務研究会年報 第３集』)｡

高橋與惣治

昭和5年9月から6年3月まで伏見台図書館事務手 (『伏見台

児童図書館略史』)｡ 昭和12年12月､ 本渓湖図書館長から瓦房

店図書館長 (図書館新報第10号､ 『収書月報』 第24号 昭和13年1月)｡

昭和13年4月末現在瓦房店街立図書館 (｢会誌 普通会員｣ 『図

書館新報』 第14号 昭和13年5月)｡ 康徳6 (1939) 年7月22日開

催の奉天省図書館聯合研究会で瓦房店図書館長として第一

部日系部会の委員 (｢奉天省図書館聯合研究会結成式 役員名簿｣

『奉天省図書館聯合研究会年報』 康徳7年11月)｡ 康徳6 (1939) 年

12月7日調べ ｢研究事項､ 趣味､ 娯楽調査報告｣ の研究事

項では ｢園芸｣ を研究するとしている (『奉天省図書館聯合研

究会年報』 康徳7年11月)｡

高橋良作

明治20年宮城県栗原郡の生まれ｡ 明治39年3月宮城県立

築館中学校卒業､ 同年七月台南地方法院の雇､ 明治40年6

月書記に昇進､ 大正7年11月覆審法院書記､ 大正10年総督

府屬､ 大正13年12月地方理事官として台中州知事官房調停

課長｡ 昭和10年8月官界を引退して11年10月�水街長とな

り奏任官待遇｡ 就任以來震災復興に尽力 (『台湾紳士録 昭和1

2年』)｡ 昭和12年3月31日現在台中州大甲郡�水街�水街記

念図書館館長 (街長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和11年度』)

高橋 渡

康徳11 (1944) 年10月9日満洲国立中央図書館籌備処雇

員､ 司書科に配属 (｢彙報｣ 『資料公報』 5巻11 号 康徳11年)｡

高原 支

康徳6 (1939) 年1月19日四平街市立図書館書記から市公

署工務科に転勤 (『奉天省図書館聯合研究会年報』 康徳7年11月)｡

昭和17 (1942) 年3月16日満鉄総裁室庶務課から小村侯図

書館に転任 (｢会報｣ 『満洲読書新報』 第59号 昭和17年4月)｡ 昭和

18年11月5日の関東州読書協会役員会において理事から総

務部委員を委嘱される (｢各部委員委嘱｣ 『満洲読書新報』 第77号

昭和19年2月)｡ 昭和1９年10月満鉄本社総務課に異動 (｢会報｣

『満洲読書新報』 第84号 昭和19年12月)｡

瀧 猪之助

昭和12年12月､ 開原図書館長から遼陽市立図書館長
(『図書館新報』 第10号)｡ 昭和13年4月､ 遼陽市立図書館長
(『図書館新報』 第13号)｡ 康徳6 (1939) 年7月21日現在､ 同日

開催の奉天省図書館聯合研究会結成式では遼陽市立図書館

長として第一部日系部会の委員とあるが (｢奉天省図書館聯合

研究会結成式 役員名簿｣ 『奉天省図書館聯合研究会年報』 康徳7年11

月)､ 実際は康徳６ (1939) 年6月10日遼陽市立図書館を退

職し華北交通株式会社済南鉄路局総務処資料科へ転出
(『奉天省図書館聯合研究会年報』 康徳7年11月､ ｢会誌｣ の ｢会員消息｣

『満洲読書新報』 32号 昭和14年11月)｡

『遼陽市街全図』 1/1万遼陽市公署刊 康徳6年 には瀧猪

之助編とある｡

瀧川政次郎

明治30年大阪市西区の生まれ｡ 市立東江尋常小学校を卒

業後奉公に出て夜間の私立関西商工学校に通う｡ 桃山中学

に編入学大正3年卒業｡ 第一高等学校を経て大正11年東京

帝国大学法学部 (独法) を卒業｡ 満鉄に勤務するも数ヶ月

で退社､ 中央大学などの講師を経て大正14年九州帝国大学

法文学部助教授のち教授｡ 昭和2年の九大事件により休職4

年に退職｡ 以後法制史研究につとめ昭和5年中央大学法学

部教授､ 昭和6年 『律令の研究』 を刊行し昭和9年本書で法

学博士｡ この年の論文 ｢大化改新管見｣ により軍部などの

批判を受け退任｡ 渡満し司法部法学校教授 (のちの新京法政

大学)､ さらに昭和15年より建国大学教授｡ 康徳8 (1941)

年2月1日､ 神尾弌春のあとを受けて満洲国立中央図書館籌
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備処処長｡ 就任 ｢挨拶｣ で図書館経営については素人だが

図書館の利用者としては､ くろうとといってよいほどであ

ると述べる (｢図書館だより｣ ｢挨拶｣ 『資料公報』 2巻3号 康徳8年)｡

書斎を泉石書屋と号す｡ 康徳10年6月25日開会の全国図書

館大会において議長を務め､ また 『資料公報』 にも21篇の

原稿を寄せている (｢彙報｣ 『資料公報』 4巻７・８号 康徳10年､

福井保 ｢旧満洲の瀧川先生 『古代文化』 44巻11号 平成4年)｡

新京で終戦を迎え ｢文化財処理委員会｣ で活動して混乱

の新京で資料の収集をする｡ ソ連軍捕虜｡ 帰国後､ 極東国

際軍事裁判の弁護人を務めた｡ 弁護士｡ 昭和25年國學院大

學政経学部教授､ 昭和43年退任｡ 平成4年1月29日死去｡ 墓

所は東京の松陰神社｡
『法制史上より観たる日本農民の生活. 律令時代 上下』 同人社

書店, 大正15-昭和2

『日本法制史』 有斐閣, 昭和3

『律令の研究』 刀江書院, 1931

『満支史説史話』 日光書院, 昭14

『支那法制史研究』 有斐閣, 昭15

『日本奴隷経済史』 清水書房, 昭和22

『東京裁判を裁く. 上巻下巻』 東和社, 1952-1953

『遊女の歴史』 至文堂 1965 (日本歴史新書)

『法制史論叢』 第1冊-第4冊 角川書店 1967

など多数

瀧野平四郎

明治17年群馬県群馬郡上郊村に生まれる｡ 明治30年4月

東京市�田中学卒業､ 同36年4月東京外国語学校別科 (英

語) に進学し明治38年卒業｡ 明治41年7月渡台し警察界へ｡

昭和7年8月台南州北門郡警察課長､ 翌8年10月新豐郡警察

課長､ 昭和10年9月新営郡警察課長､ 翌11年4月台南州警務

部勤務｡ 同年4月20日台灣総督府地方理事官・高等官七等

として台南州に勤務｡ 昭和11年依願免官となり5月新巷庄

長｡ 従七位勲七等 (『台湾紳士録 昭和12年』)｡ 昭和12年3月31

日現在台南州嘉義郡新巷庄新巷図書館館長 (庄長) (『台湾

総督府図書館概覧 昭和11年度』)､ 昭和15年3月31日現在台南州

嘉義郡新港庄新港図書館館長 (庄長) (『台湾総督府図書館概

覧 昭和14年度』)｡

田口茂雄

明治25年大分県中津市生まれ｡ 中津中学卒業後渡台し明

治45年3月国語学校甲科師範部卒業｡ 南投尋常小学校訓導

以降二十余年教育界に奉職｡ 昭和9年高等官七等､ 同10年1

1月勲六等｡ 教員から北斗街助役に転出し昭和11年10月陳

章�の後任として街長就任 (『台湾紳士録 昭和12年』)｡ 昭和12

年3月31日現在台中州北斗郡北斗庄北斗街立図書館館長

(街長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和11年度』)｡

田口 稔

明治29年呉市西愛宕町の生まれ｡ 中学を卒業後造船所の

工員となり学資を稼いで大正13年拓殖大学露西亜語科卒業､

首席の卒業という｡ 昭和6年パリ大学地理学科卒業｡ 大正

13年満鉄入社､ 埠頭局埠頭事務所をへて大連図書館｡ 昭和

10年3月23日大連図書館員として北満鉄路中央図書館の接

収の任務にあたる｡ 接収後の哈爾浜鉄路図書館の開館準備

に総務担当として活動した｡ このとき記念スタンプを考案

したがその本の高さがロシア寺院の塔よりも高く神を冒涜

するとロシアの新聞から記事掲載をボイコットされたとい

う (『接収記念誌 第4冊 北満鉄路図書館の接収』 哈爾浜鉄路図書館

康徳2､ 大内直之 (｢衞藤利夫先生を偲ぶ｣ 『彷書月刊』 1988年6月 ｢特

集 満鉄図書館｣)｡ その後弘報課を経て昭和16年調査局北方

調査室資料班主任｡ 満鉄副参事 (『満洲紳士録 昭和18年』)｡ 日

本地理学会会員 (｢読書・蒐書・著書｣ 『収書月報』 第80号 昭和17

年９月)｡
『満洲の地方色』 田口稔 昭和4

『満洲の地方色』 田口稔 大阪屋号書店 1929

『地人荘著作目録』 田口稔編 [田口稔] 1933

『滿洲随想』 田口稔著 滿洲文化協會 1933

『満蒙文献研究 第1冊 フランスに於ける滿洲研究』 南満洲鉄道大

連図書館 昭和8

『満蒙文献研究 第2冊 満洲に就て何を読むべきか』 南満洲鉄道大

連図書館 昭和9

『満蒙文献研究 第3冊 明治初・中葉の滿洲文献』 南満洲鉄道大連

図書館, 昭和10

『大連地名考』 田口稔 昭和10

『接収記念誌 第1冊 更生の哈爾浜鉄路図書館』 哈爾浜鉄路図書館

康徳2

『接収記念誌 第2冊 北満鉄路中央図書館史哈 爾浜鉄路図書館 康

徳2

『接収記念誌 第3冊 北満鉄路に関する露文書目』 哈爾浜鉄路図書

館 康徳2

『接収記念誌 第4冊 北満鉄路図書館の接収』 哈爾浜鉄路図書館

康徳2

『ジュアン・ブルユーンと其の業績』 田口稔 昭和11

『松崎先生還暦祝賀記念文集』 田口稔編 柔父会 1936

『蒿里餘音』 田口稔編 石本憲治君追悼録刊行會 1937

『詩経国風篇研究』 松崎鶴雄[他] 第一出版社 昭12

『遠東湖沼学書目』 田口稔 田口稔 昭13

『満洲地理点描』 満鉄社員会 1939 (社員会叢書 ; 第36輯)

『満洲風土』 田口稔 中央公論社 昭和17 (東亜新書 15)

『滿州旅情』 田口稔著 滿鐵社員會 1942 (滿鐵社員會叢書 第57輯)

『滿洲風土抄』 田口稔著 滿洲事情案内所 1944

『沢原俊雄伝』 田口稔 呉同済義会 1961

『ロシアと拓殖大学』 拓殖大学 2005.10

巧 勇

昭和9年2月から昭和10年1月まで満鉄鞍山図書館準傭員､

のち事務助手 (『満鉄鞍山図書館沿革史』)､ 昭和12年7月末日現

在 鞍山図書館雇員事務手 (｢各館従事員名簿 昭和12年7月末日

現在｣ (『満鉄図書館業務研究会年報 第３集』)｡ 昭和12年12月鞍

山図書館 (図書館新報第10号､ 『収書月報』 第24号 昭和13年1月)｡

昭和13年2月7日現在開原街図書館 (｢会誌｣ の通常会員 『図書

館新報』 11号)｡ 康徳6 (1939) 年7月21日現在､ 同日開催の

奉天省図書館聯合研究会結成式では開原図書館長として第

一部日系部会の委員 (｢奉天省図書館聯合研究会結成式 役員名簿｣

『奉天省図書館聯合研究会年報』 康徳7年11月)｡ 康徳6 (1939) 年

12月7日調べ ｢研究事項､ 趣味､ 娯楽調査報告｣ の研究事
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項では ｢音楽図書館に関する研究｣ とある (『奉天省図書館

聯合研究会年報』 康徳7年11月)｡

竹内正一

明治35年大連市の生まれ､ 本籍は神奈川県高座郡寒川村｡

父親は木魚の収集で著名な坦道 (黙庵) で 『満洲新報』 の

大連支社長 (竹内正一 ｢父の本｣ 『作文』 79)｡ 大連で小学校を

卒業､ 大正10年3月順天中学を卒業､ 大正10年4月早稲田大

学予科入学､ 大正15年早稲田大学文学部佛蘭西文学 (専攻)

卒後､ 同年10月大連図書館司書｡ 小野求太郎のもとで洋書

係､ 白系ロシア人職員を含む助手を使っての仕事であった

という (大谷健夫 ｢思い出すままに－竹内正一のことなど｣ 『作文』

97)｡ なお満鉄入社は､ 父親坦道の親しい友人の尽力もあっ

たといい佐藤通男の転出の補充であった (竹内正一 ｢｢線｣ と

当時の人々 (上)｣ 『作文』 81)｡ 大連図書館時代には図書館に

寄託された大谷光瑞のアジア大陸探検関連の資料 (大谷文

庫) を整理している｡ その後地方係を経て昭和9年1月満鉄

哈爾濱図書館長､ 北鉄接収により昭和11年4月濱鉄路図書

館主事 (『満洲紳士録 昭和12年版』 『満洲紳士録 昭和18年版』)｡ 昭

和13年に第一小説集 『氷花』 (限定30 作文叢書) を刊行し

た｡ 国際都市ハルピンを背景に､ 浮草の如き日露人の生活

を描いたもので ｢北満のローカルカラー豊かな好短編とし

て江湖に推奨する｣ と広告が載る (大谷武男 『満洲読書新報』

第17号 昭和13年8月)｡ まこたこれは坂井艶司の編集であった
(｢竹内正一著 ｢氷花｣ を作るの記｣ 『満洲読書新報』 第22号 昭和14年

1月)｡ 昭和14年5月に 『北窗』 が刊行されるがこの命名は

竹内のものだった｡ 昭和15年12月哈爾浜図書館主事の肩書

きで奉天図書館に来館 (『収書月報』 60号 昭和16年1月)､ 昭和

18年2月25日満鉄副参事に昇格 (｢会報｣ 『満洲読書新報』 第67号

昭和18年3月)｡ 昭和18年2月の関東州読書協会創立総会で連

絡部長 (｢各部委員委嘱｣ 『満洲読書新報』 第77号 昭和19年2月)｡

昭和19年11月12日からの第三回大東亜文学者大会に古丁と

ともに満洲国代表として参加 (｢会報｣ 『満洲読書新報』 第85号

昭和20年1月)｡ 昭和20年2月１日満鉄を退社し満洲出版文化

研究所常務理事に就任 (｢会報｣ 『満洲読書新報』 第86号 昭和20

年3月)｡

昭和20年8月引揚げ､ 昭和24年9月満洲文芸春秋にいた香

西�の経営する日比谷出版社入社､ 26年6月機構改革のた

め退社､ 26年7月千葉県の小型自動車競走会総務課長､ 27

年6月退社､ 同時に日本赤十字社中央病院図書室に勤務､

38年11月同赤十字社中央幹部看護婦研究所講師 (兼務)､

昭和42年中央病院を退職､ 日本赤十字社女子短期大学事務

長となり昭和47年6月退職｡ 毎春川崎の竹内宅で竹の子会

を開催したという (高木恭造 ｢霊よ安らかに眠れ｣ 『作文』 97､ 復

刊 『作文』 同人 (『作文』 復刊第1号 昭和39年)｡ 昭和49年3月10日

死去 (『作文』 97､ ｢竹内正一追悼｣)｡
｢図書館と私｣ (『図書館新報』 第11号 昭和13年2月

竹内正一 ｢大連図書館と柿沼先生｣ (『図書館雑誌』 vol.66 no.2 1972)

竹内正一 ｢哈爾浜・新京｣ (『作文』 67号)

『亜細亜文庫図書目録』 竹内正一編 (満鉄哈爾浜図書館刊)

『哈爾濱図書館産業関係雑誌記事索引』 竹内正一編､ 哈爾濱図書館

1号 (1940年7月)

『明日の山河』 満洲時代社 昭和19年

『哈爾賓入城 長編小説』 赤塚書房 1942

『復活祭』 満鉄社員会叢書第55輯 昭17

『氷花』 作文発行所 昭13 (作文叢書１)

『満鉄哈爾浜図書館所蔵露文図書百選』 竹内正一編､ 非売､ 昭18

『ソ聯邦圖書館事情』 竹内正一著 滿鐵・哈爾濱圖書館 1939 (哈爾

濱圖書館叢刊 第2號)

『哈爾濱圖書館北滿關係雜誌記事索引 附,極東露領資料』 竹内正一

編輯 第1號-第5號 滿鐵鐵道總局哈爾濱圖書館

『哈爾濱鐵路圖書館増加圖書目録』 竹内正一編輯 第6號, 第7號 哈

爾濱鐵路圖書館 1937

『哈爾濱鐵路圖書館要覧』 竹内正一編. 南満州鐵道株式會社哈爾濱

圖書館

竹内 晉

昭和11年4月2日奉天図書館内の木曜会で ｢映画の鑑賞批

評に就いて｣ を発表 (『収書月報』 第4号 昭和11年5月)｡ 昭和12

年7月末日現在 大連図書館傭員事務手 (｢各館従事員名簿 昭

和12年7月末日現在｣ (『満鉄図書館業務研究会年報 第３集』)｡ 昭和

13年2月7日現在､ 大連図書館 (｢会誌｣ の通常会員 『図書館新報』

11号)｡ 昭和13年4月北平の満鉄北支経済調査所に転勤 (『図

書館新報』 第13号 昭和13年4月)｡ 昭和14年1月15日北支事務所

調査部から大連図書館に転勤 (｢会誌｣ 『満洲読書新報』 第24号

昭和14年3月)｡ 昭和14年7月29日満鉄映画製作所｡
『第31回全國図書館大會記念冩眞帳』 満鉄学務課図書館係 1937.12

竹内春雄

大同学院研究所の開所 (勅令35号) にともない康徳10

(1943) 年7月31日に同所主催､ 新京資料室聯合会共催で開

催された懇談会に興業銀行考査課員として参加 (｢彙報｣ 『資

料公報』 4巻9号 康徳10年)｡

竹下 彦

延吉街立厚生館主事 (｢前職員｣ 『延吉街立厚生館 図書部要覧』

康徳9年11月)｡

竹下順二郎

昭和4月21日奉天図書館運用係新規採用 (｢奉図通信｣ 『満洲

読書新報』 第26号 昭和14年5月)､ 昭和15年11月12日入営のた

めに郷里鹿児島に出立 (｢奉図通信｣ (『満洲読書新報』 第45号 昭

和15年12月､ 『収書月報』 59号 昭和15年12月)｡

竹下正雄

昭和13年12月29日本社調査部調査役として転出した大橋

國太郎の後任として北満経済調査局から哈爾浜図書館に着

任 (｢哈図通信｣ 『満洲読書新報』 第22号 昭和14年1月)｡ 昭和17年

10月1日鉄道総局弘報課哈爾浜在勤に (｢会報｣ 『満洲読書新報』

第64号 昭和17年11月)｡ 昭和1９年9月11日総務局弘報課から

満鉄整備局第四課哈爾浜在勤に異動 (｢会報｣ 『満洲読書新報』

第83号 昭和19年10月)｡

竹下凌治

昭和14年5月現在大連図書館運用係 (｢会誌｣ 『満洲読書新報』

第27号 昭和14年6月)｡

武田駒吉

大正15年 昭和元年度末現在､ 台中州東勢郡東勢庄東勢

図書館長 (東勢郡長) (『台湾総督府図書館一覧 大正14年度 (創
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立十周年)』 『台湾総督府図書館一覧 自大正15年4月1日 至昭和2年3月

31日』)｡

武田新助

延吉街立厚生館主事 (｢前職員｣ 『延吉街立厚生館 図書部要覧』

康徳9年11月)｡

武田虎之助

明治30年宮城県恩田郡南郷村の生まれ｡ 明治45年3月南

郷村立小学校高等科を卒業｡ 大正6年9月宮城県恩田郡役所

雇｡ 同人誌 『噴火口』 を発行｡ この時宮城県立図書館の巡

回文庫にも当たり郡配当の図書の分配をおこなった｡ 大正

9年7月1日東北帝国大学図書館雇､ 附属図書館勤務｡ この

時田中敬もいた｡ 同人誌 『しづく』 刊行｡ 昭和3年台北帝

国大学図書館司書､ 附属図書館に勤務｡ 総長は幣原坦､ 館

長田中長三郎､ 司書官青木茂則であった｡ 昭和8年6月台湾

総督府図書館内台湾愛書会 『愛書』 刊行｡ 昭和7年 『図書

館雑誌』 に ｢和漢図書目録法批判｣ を発表､ このころから

多くの論文を発表していく｡ 昭和9年青年図書館員連盟評

議員｡ 昭和9年5月31日台北帝国大学司書を辞任｡ 昭和12年

5月1日大阪帝国大学附属図書館司書｡ 司書官は田中敬､ ほ

かに山下栄もいた｡ 昭和14年8月31日大阪帝国大学司書を

辞職し9月1日大阪外国語学校事務嘱託､ 図書室の勤務｡ 昭

和15年6月東京帝国大学事務嘱託､ 附属図書館勤務｡ 中田

邦造､ 鈴木賢祐の勧めという｡ 昭和19年2月28日東京帝国

大学法学部勤務､ 研究室 (図書館) 事務主任｡

昭和23年4月1日東京帝国大学法学部調査員｡ 昭和27年東

京学芸大学図書館副館長｡ 昭和29年3月16日東京学芸大学

助教授､ 36年教授｡ 3月31日定年退職｡ 4月1日鶴見女子短

期大学教授｡ 昭和37年4月1日東洋大学教授｡ 昭和41年4月1

日鶴見女子大学教授､ 附属図書館長 (石井敦 ｢武田虎之助先生

略年譜｣ 『武田虎之助先生古稀記念論文集 図書館と社会』)｡ 昭和49

年死去｡ 鶴見大学に ｢虎文庫｣ があり 『虎文庫目録：武田

虎之助先生旧蔵図書館学関係資料目録』 (1979) 刊行｡

竹橋正人

大同学院研究所の開所 (勅令35号) にともない康徳10

(1943) 年7月31日に同所主催､ 新京資料室聯合会共催で開

催された懇談会に外交部調査司第一科員として参加 (｢彙報｣

『資料公報』 4巻9号 康徳10年)｡

武生王蔵

昭和9年3月31日現在台北州新荘郡鷺州庄鷺洲図書館館長

(新荘郡鷺鷺洲州庄長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和9年3月末』)｡

昭和12年3月31日現在台北州新荘郡鷺洲庄鷺洲図書館館長

(庄長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和11年度』)｡ 昭和15年3月31

日現在鷺州図書館館長 (街長) (『台湾総督府図書館概覧: 附島

内公私立図書館一覧 昭和14年度』)｡

武部幸一郎

昭和9年3月31日現在台中州員林郡田中庄図書館長 (台中

州員林郡田中庄長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和9年3月末』)｡

第三代田中庄長､ 写真あり (http://nrch.cca.gov.tw/ccahome/

search/search_meta.jsp?xml_id=0000589697&dofile=cca10000

1-hp-a1085-i.jpg (国家文化資料庫)

竹村二郎

康徳4 (1937) 年12月､ 学務課図書館係から民生部社会

司事務官 (『図書館新報』 第10号)､ 康徳5年12月満洲国国務院

総務庁事務官に転任 (｢会誌｣ 『満洲読書新報』 第22号 昭和14年1

月)｡ 康徳6 (1939) 年12月満洲図書館協会監事｡ 康徳7

(1940) 年4月満洲立中央図書館籌備処司書官兼事務官､ 7

月事務官､ 康徳7年9月1日籌備処委任文官考試委員会委員
(『満洲官吏録 康徳7年4月1日現在』､ ｢彙報｣ 『資料戦線』 1巻2号 康徳

7年)｡ 康徳8 (1941) 年3月､ 旧記整理処松浦嘉三郎が大同

学院教授として転任となり事務官兼司書官の竹村が処長代

理に就いた (｢図書館だより｣ 『資料公報』 2巻5号 康徳8年)｡ 康徳

8 (1941) 年9 月奉天工業大学事務官 (庶務科長) に転出｡

竹本孝齋

昭和15年1月現在旅順図書館代表 (｢会報｣ 『満洲読書新報』

第57号 昭和17年2月)｡

竹本真理子

奉天図書館､ 戦後は東京外事学院図書室勤務 (『旧満鉄図

書館関係者の連絡誌 書香 (仮称)』 vol.1 昭和24年1月)｡

竹森 某

奉天図書館傭員､ カードのローマ字見出しの作成を担当

した｡ 昭和12年4月30日依願退職 (『収書月報』 第17号 昭和12

年6月､ 竹森嬢とある)｡

田崎注二

康徳6 (1939) 年奉天市水道科から奉天市公立八幡町図

書館に転任､ 雇員｡ 9月28日現在､ 同日開催の奉天省図書

館聯合研究会第一部日系部会第一回部会での ｢部員名簿｣

で奉天市公立八幡町図書館 (『奉天省図書館聯合研究会年報』 康

徳7年11月)｡ 閲覧係｡

田島 晋

昭和16年10月2日調査部資料課主任の肩書きで奉天図書

館を訪問 (『収書月報』 第70号 昭和16年11月)｡ 昭和17年12日奉

天図書館書目係主任 (｢会報｣ 『満洲読書新報』 第66号 昭和18年2

月､ 『収書月報』 第84号 昭和18年1月)｡ 昭和19年3月奉天図書館

主幹から調査局特別調査室調査員に異動 (｢会報｣ 『満洲読書

新報』 第80号 昭和19年6月)｡ 昭和1９年11月満鉄調査局調査役

に異動 (｢会報｣ 『満洲読書新報』 第84号 昭和19年12月)｡

田代彦二

大正15年3月31日現在､ 台北州新竹郡新竹街新竹図書館

長 (理事官の兼務) (『台湾総督府図書館一覧 大正14年度 (創立

十周年)』)｡

多田 格

大正15年8月から15年9月まで電気遊園図書閲覧場事務手
(『伏見台児童図書館略史』)｡

多田 光

明治42年生まれ｡ 第九期 (大正5年3月) 図書館講習所修

了生｡ 満洲国高文合格､ 徳島県立図書館主席司書､ 満洲国

立中央図書館籌備処属官 (司書) (康徳7年7月１日現在 (｢彙報｣

『資料戦線』 1巻1号 康徳7年)､ 康徳8 (1941) 年8月1日総務庁

属官を兼務し総務庁官房 (文書科) 辨事､ 康徳9年2月1日

籌備処司書兼任また司書科・庶務科辨事に派遣 (｢彙報｣ 『資

料公報』 2巻9号 康徳8年)｡ 康徳10年8月13日中央図書館籌備
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処司書､ 属官を兼務し司書科に配属 (｢彙報｣ 『資料公報』 4巻

9号 康徳10年)｡ その後大同学院図書館主任｡

昭和21年引揚げ､ 25年から同志社大学図書館､ 整理部長

を歴任､ 梅花女子大学非常勤講師 (｢小感｣ 『図書館職員養成所

同窓会三十年記念誌』)｡
『小図書館向・初歩の・和書・洋書対照目録カードの作り方』 同

志社大学図書館学会 1953年4月 (同大図書館学研究シリーズ 別

冊第1)

唯根伊與

早稲田大学政経学部卒業｡ 明治38年文官高等試験に合格､

明治39年農商務省商工局､ 帝都復興院事務官｡ 大正8年7月

から島村孝三郎の後を受けて満鉄調査課長から大連図書館

長 (大正9年2月まで､ 『大連文史資料 第一輯』 中国人民政治協商会議

遼寧省大連市委員会 文史資料委員会編 1984年12月)｡ 在職中には､

図書館職員の待遇改善､ 『芥子園畫傅』 購入を機とした図

書館収集方針､ 満鉄図書館の公開・非公開問題に心をくだ

いた (橋本八五郎 ｢歴代大連図書館長｣ 『満鉄教育回顧三十年』)｡
國體明徴憲法讀本 唯根伊與著 普及版 誠志堂書店 1936

植民論集 唯根伊與著 第1編 [出版者不明] 1919

法律の迷信 ルンドステット著 唯根伊與譯 巖松堂書店 1927

支那ニ於ケル外國人ノ地位 顧維釣著 [唯根伊與 清水友次郎共譯]

南滿洲鐵道總務部交渉局 1915 (交渉資料 第13編)

田中栄吉

昭和13年3月26日付け奉天から奉天鉄道局総務課勤務
(『収書月報』 第27号 昭和13年4月)｡

田中英二

哈爾浜図書館員として昭和10年3月に接収した北満鉄路

中央図書館を哈爾浜鉄路図書館として開館するための準備

派遣員として開館準備にあたった (『接収記念誌 第4冊 北満鉄

路図書館の接収』 哈爾浜鉄路図書館 康徳2)｡ 昭和13年2月7日現

在､ 満鉄哈爾浜図書館 (｢会誌｣ の通常会員 『図書館新報』 11号)｡

昭和18年11月5日の関東州読書協会役員会において竹内正

一理事から連絡部委員を委嘱される (｢各部委員委嘱｣ 『満洲

読書新報』 第77号 昭和19年2月)｡

田中 保

昭和9年3月31日現在台南州東石郡朴子街東石図書館長

(台南州東石郡朴子街公会堂理事長､ 郡守) (『台湾総督府図

書館概覧 昭和9年3月末』)｡

田中鐵太郎

明治21年岐阜市の生まれ｡ 同38年6月名古屋商業学校を

卒業し大正2年5月南投郡巡査､ 同7年5月普通文官試験合格､

同月南投郡警部補､ 第6回から第11回まで街庄吏員講習會

講｡ 昭和5年3月総督府屬として内務局地方課勤務､ 長期地

方改良講習會講師｡ 昭和10年9月地方理事官｡ 台北州文山

郡守｡ 從七位勲七等 (『台湾紳士録 昭和12年』)｡ 昭和15年3月

31日現在台東庁台東街台東街図書館館長 (市長) (『台湾総

督府図書館概覧 昭和14年度』)｡

田中俊夫

昭和13年9月現在満鉄図書館研究会管理部に所属 (『収書

月報』 第33号 昭和13年10月)｡ 昭和14年4月24日奉天図書館か

ら奉天鉄道局総務課海城在勤 (｢奉図通信｣ 『満洲読書新報』 第

26号 昭和14年5月)｡

田中 登

康徳5 (1938) 年11月17日新京図書館に赴任 (｢彙報｣ 『新

京図書館月報』 第28号 昭和13年12月)｡

昭和14年11月新京図書館を退職し奉天省立師範学校に転

任 (｢館内彙報一束｣ 『新京図書館月報』 第37号 康徳6年10､ 11月)｡

田中初夫

明治39年生まれ､ 京城帝国大学国語国文科卒業､ 大学院

を中退｡ 朝鮮総督府図書館｡ 戦後は東京家政大学 (｢朝鮮・

満州の図書館を語る｣ 『図書館雑誌』 59-8 1965年8月)､ 共立女子大

学｡
『神祇令考註』 田中初夫 1954

『家政学文献集成』 田中ちた子 田中初夫編 渡辺書店 1966

『画図百鬼夜行』 鳥山石燕著 田中初男編 渡辺書店 1967

など多数｡

田中ハツ子

昭和14年8月現在大連図書館資料室 (｢会誌｣ 『満洲読書新報』

第30号 昭和14年9月)｡ 昭和16年5月1日家事都合により退社
(｢会報｣ 『満洲読書新報』 第49号 昭和16年4月)｡

田中 光

昭和11年6月から昭和11年12月まで満鉄鞍山図書館準傭

員､ のち事務助手 (『満鉄鞍山図書館沿革史』)｡ 昭和12年7月末

日現在 鞍山図書館傭員事務手 (｢各館従事員名簿 昭和12年7月

末日現在｣ 『満鉄図書館業務研究会年報 第３集』)｡ 康徳6 (1939)

年1月現在鞍山市立図書館 (｢会誌｣ 『満洲読書新報』 第23号 昭

和14年2月)｡ 康徳6 (1939) 年9月28日現在､ 同日開催の奉

天省図書館聯合研究会第一部日系部会第一回部会での ｢部

員名簿｣ で鞍山市立図書館 (『奉天省図書館聯合研究会年報』 康

徳7年11月)｡

田中 登

昭和14年11月新京図書館を退職し奉天省立師範学校に転

任 (｢館内彙報一束｣ 『新京図書館月報』 第37号 康徳6年10､ 11月)｡

田中有年

明治34年高知市中新町の生まれ｡ 大正9年4月満鉄入社､

大正12年哈爾浜学院を卒業｡ 満鉄入社後は本渓湖・大石橋

地方事務所係長､ 康徳4 (1937) 年6月副参事､ 依願退社し

7月満洲国安東県参事官｡ 総務庁事務官省理事官安東省長

官官房庶務科長を経て康徳7 (1940) 年4月満洲国立中央図

書館籌備処庶務科長・理事官､ 7月1日司書科長兼務､ 康徳

7年9月1日籌備処委任文官考試委員会委員 (｢彙報｣ 『資料戦線』

1巻2号 康徳7年)｡ 4巻1号巻頭に ｢我が国立中央図書館の一

機能に就て｣ を書くが ｢全然図書館実務に経験のない私｣

とあり ｢嘗て調査を職務とせる数年に亘る一時期及地方事

務を職務とせる数年に亘る一時期｣ があった､ と述べる
(｢彙報｣ 『資料戦線』 1巻4 号 康徳7年)｡ 康徳8 (1941) 年3月20

日愛琿県長 (｢彙報｣ 『資料戦線』 1巻1号､ 2号 康徳7年､ 『満洲紳士

録 昭和15年』､ 『満洲紳士録 昭和18年』)｡

谷 直

康徳10 (1943) 年9月1日満洲国立中央図書館籌備処属官
(｢日記抄｣ 『資料公報』 4巻10号 康徳10年)｡
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谷 安子

昭和12年7月6日新京図書館 (司書係) を退職 (｢館員消息｣

『新京図書館月報』 第24号 昭和13年8月)｡

谷垣藤三郎

明治26年兵庫県氷上郡国須村の生まれ｡ 大正2年国語学

校卒業後宜蘭公学校訓導､ 大正8年利沢簡公学校校長｡ 14

年羅東公学校長､ 同年羅東郡・蘇澳郡視学､ 昭和3年七星

郡視学､ 昭和6年台北市龍山公学校長｡ 10年台湾社会教育

主事となり台北市教育課勤務｡ 従七位勲六等 (『台湾紳士録

昭和12年』)｡ 昭和15年3月31日現在台北市松山図書館館長

(社会教育課長) (『台湾総督府図書館概覧:附島内公私立図書館一覧

昭和14年度』)｡

谷口寛一郎

京都の薬屋の子息､ 京都一中時代は大佐三四五と同級生

という｡ 大正7年に京都帝国大学附属図書館｡ 同図書館の

笹岡民次郎司書に指導を受けた｡ 大正9年に立命館大学設

立に当たってドイツから論文類などが到着したときに依頼

を受けて毎土曜日に目録作成に出かけたという｡ 附属図書

館洋書目録を担当､ 掛長｡ 大正12年には農学部を設立する

に際して外国図書の整理もおこなう｡ 昭和18年退職して北

京の燕京大学を接収した華北調査研究所資料処図書館 (元

燕京大学図書館) 主任司書として転出｡ 赴任当時は館内に

図書が散乱していたが一年をかけて復旧し研究所本来の仕

事にはいった｡ 昭和20年研究所は城内に移転となり図書5

万冊と50本の書架を運搬したが半年後に終戦となる｡

戦後はこれらの資料を再度燕京大学図書館に搬入し鍵を

渡して日本人の図書借用書は最後に残留民団長に引き継い

だ｡ ある個人が資産を投じて日本人学者の生活を保護しそ

の所蔵図書・原稿などを買い集め散逸から防ぐ会を組織し

たことから､ その図書目録を作成する仕事を引き受けた｡

それら集った文献資料は現地の戦区司令部に供出した｡ 戦

後21年に再び京都大学文学部図書室に勤務し主任｡ IFEL

(教育指導者講習会図書館学の部､ ロバート・L.ギトラー

教授) に参加､ また文部省の図書館専門職員講習会で洋書

目録の講師を務める｡ 京都大学附属図書館を退官後は橘女

子大図書課長､ また京大アメリカ研究センター図書室､ 附

属図書館雑誌室で非常勤職員として勤務した｡ 昭和63年1

月死去､ 88才｡
谷口寛一郎 ｢図書整理の回顧｣ 『図書館の学と歴史 京都図書館協会

十周年記念論集』 京都図書館協会 1958)

廣庭基介 ｢京都大学図書館百年-京大草創期の司書たち-｣ (『静脩』

37(2) 2000年8月)

谷田貞男

明治18年1月生まれ､ 本籍松山市柳井町｡ 明治39年松山

中学卒業｡ 小学校訓導､ 鈴木商店大連支店を経て満鉄図書

館嘱託｡ 大正12年11月から13年4月まで大連電気遊園図書

閲覧場事務手 (『伏見台児童図書館略史』)｡ 大正14年9月満鉄に

入社､ 以来大連図書館・地方部学務課・撫順図書館・近江

町図書館・埠頭図書館､ 同館長・日本橋図書館長等｡ 昭和

12年7月末日現在 大連埠頭図書館館長 (｢各館従事員名簿 昭

和12年7月末日現在｣ (『満鉄図書館業務研究会年報 第３集』)､ 昭和

12年12月埠頭図書館長から日本橋図書館長兼伏見台図書館

長 (『図書館新報』 第10号)､ 昭和13年2月7日現在日本橋図書

館 (｢会誌｣ の賛助会員 『図書館新報』 11号)｡ 昭和13年8月満鉄

小村候記念図書館長 (『満洲紳士録 昭和15年版』)｡ 昭和15年9

月の満鉄図書館大異動で総裁室 (｢大陸読書界便り｣ (『満洲読

書新報』 第43号 昭和15年10月)､ 昭和16年1月10日満鉄退社､

関東州清涼飲料水組合に入社 (｢会報｣ 『満洲読書新報』 第51号

昭和16年7月)｡ 昭和19年1月大連市方面委員就任 (｢会報｣ 『満

洲読書新報』 第78号 昭和19年3月)｡

田端宣貞

昭和13年４月撫順市立図書館 (『図書館新報』 昭和13年４月)｡

1939(康徳6) 年6月1日属官に昇格､ 康徳6 (1939) 年9月28

日現在､ 同日開催の奉天省図書館聯合研究会第一部日系部

会第一回部会での ｢部員名簿｣ で撫順市立図書館属官､ 10

月25日撫順市立図書館から満洲炭鉱図書室に転出 (『奉天省

図書館聯合研究会年報』 康徳7年11月､ ｢日まわり｣ 『満洲読書新報』

第43号 昭和15年10月)｡

タヴォルスカヤ

昭和12年7月末日現在 大連図書館常役方 (｢各館従事員名

簿 昭和12年7月末日現在｣ (『満鉄図書館業務研究会年報 第３集』)｡

玉出亮一

昭和3年9月18日台中州立図書館館長 (『台中州立図書館一覧

昭和4年9月』)｡

田村 勉

明治24年香川県香川郡に生まれる｡ 高松中学を経て明治

44年3月台湾国語学校師範部を卒業､ 台中尋常高等小学校

本科正教員｡ 月眉小学校長を経て台中州嘱内務部教育課庶

務係長､ 昭和4年3月曙公学校長｡ 昭和8年3月教育界を退き

台中市郊外で果樹栽培､ 9年5月彰化郡興農 和会主事｡ 翌

年10月退職し沙鹿庄庄長｡ 他に台中州農会沙鹿地方委員､

沙鹿庄農会組合長､ 社会事業助成会長､ 大甲郡煙草耕作組

合理事､ 台中州柑橘同業組合代議員および評議員､ 五福�
水利組合評議員 (『台湾人名辞典』)｡ 昭和15年3月31日現在台

中州豊原郡豊原街豊原図書館館長 (街長) (『台湾総督府図書

館概覧: 附島内公私立図書館一覧 昭和14年度』)｡

田村富男

康徳6 (1939) 年9月28日現在､ 同日開催の奉天省図書館

聯合研究会第一部日系部会第一回部会での ｢部員名簿｣ で

奉天市公立八幡町図書館 (『奉天省図書館聯合研究会年報』 康徳7

年11月)｡ 経理係司書｡ 康徳6 (1939) 年12月7日調べ ｢研究

事項､ 趣味､ 娯楽調査報告｣ の研究事項では ｢九州民族お

よび宮崎地方古跡の研究､ 館内諸掲示の貼り方書き方｣ を

研究するとしている (『奉天省図書館聯合研究会年報』 康徳7年11

月)｡

団 茂利

明治26年生まれ､ 大正2年2月渡満し旅順遼東病院勤務､

大正3年開原郵便局､ 9月に満鉄に入社し開原駅勤務｡ 大正

4年開原図書館に転勤､ 大正7年6月安東図書館､ 大正8年公

主嶺図書館､ 大正11年6月本渓湖主事｡ 宝生流謡曲に秀で

るという (『満洲芸術団の人々』 昭和4年)｡
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ち

遲 潤成

延吉街立厚生館館員 (｢前職員｣ 『延吉街立厚生館 図書部要覧』

康徳9年11月)｡

千秋末太郎

関東庁図書館出納手 (『関東庁附属 図書館一覧表 昭和2年度』)｡

千賀 淳

昭和13年2月7日現在､ 奉鉄巡回書庫 (｢会誌｣ の通常会員

『図書館新報』 11号)｡ 昭和14年度 『満洲読書新報』 幹事 (｢会

誌｣ 『満洲読書新報』 第25号 昭和14年4月)｡

千葉 授

明治19年宮城県生まれ｡ 早くに台湾入りして官吏となり

基隆市財務課長､ 台北市税務課長となるも依願退職｡ 昭和

12年3月新荘街街長｡ 昭和12年3月31日現在台北州新荘郡新

荘街新荘図書館館長 (街長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和11年

度』)｡ 昭和15年3月31日現在台北州新荘郡新荘街新荘図書

館館長 (街長) (『台湾総督府図書館概覧: 附島内公私立図書館一覧

昭和14年度』)｡

中馬春人

昭和12年7月末日現在大連埠頭図書館准傭員事務手 (｢各

館従事員名簿 昭和12年7月末日現在｣ 『満鉄図書館業務研究会年報 第

３集』)｡ 昭和13年2月7日現在､ 沙河口分館 (｢会誌｣ の通常会

員 『図書館新報』 11号)｡

張 玉勝

昭和7年11月から昭和8年4月まで満鉄鞍山図書館臨時傭

員 (『満鉄鞍山図書館沿革史』)｡

張 国勲

康徳6(1939) 年4月4日撫順市立図書館傭人から転出
(『奉天省図書館聯合研究会年報』 康徳7年11月)｡

趙 樹正

昭和11年9月9日北京近代科学図書館助理に就任 (『北京近

代科学図書館一週年報告』 昭和12年 民国26年12月5日)｡

趙 潤芝

康徳6 (1939) 年6月5日撫順市立図書館傭人から転出
(『奉天省図書館聯合研究会年報』 康徳7年11月)｡

張 進木

昭和9年3月31日現在台中州大屯郡西屯庄図書館長 (台中

州大屯郡西屯庄長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和9年3月末』)､

昭和15年3月31日現在台中州大屯郡西屯庄西屯庄図書館館

長 (庄長) (『台湾総督府図書館概覧: 附島内公私立図書館一覧 昭和

14年度』)｡ 昭和12年3月31日現在台中州大屯郡西屯庄西屯庄

図書館館長 (庄長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和11年度』)｡

張 堪

昭和9年3月31日現在台中州豊原郡内埔庄文庫 (台中州豊

原郡内埔庄長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和9年3月末』)｡

張 徳

康徳6 (1939) 年現在遼陽市立図書館分館長 (『奉天省図書

館聯合研究会年報』 康徳7年11月)｡

張 文徳

明治25年台中州豊原郡大雅庄に生まれる｡ 明治43年台湾

総督府農事試験場を卒業して帝国製糖會社に入社｡ のち張

梨區の書記を経て大雅庄會計役さらに助役｡ 昭和5年大雅

庄長に任命｡ 昭和12年5月大雅信購利組合長就任｡ その間

大雅庄農業組合長・郡興農倡和會大雅庄支部長・大雅信組

理事・豊原水利組合評議員等に就く｡ 昭和9年3月31日現在

台中州豊原郡大雅庄簡易図書館長 (台中州豊原郡大雅庄長)

(『台湾総督府図書館概覧 昭和9年3月末』)､ 昭和12年3月31日現在

台中州豊原郡大雅庄大雅庄簡易図書館館長 (庄長) (『台湾

総督府図書館概覧 昭和11年度』)､ 昭和15年3月31日現在台中州

豊原郡大雅庄図書館館長 (庄長) (『台湾総督府図書館概覧:附島

内公私立図書館一覧 昭和14年度』)｡

張 明福

大正9年2月から大正11年3月まで満鉄鉄嶺簡易図書館小

使 (『鉄嶺図書館沿革史』)｡

張 萬年

大正11年3月から昭和4年5月まで満鉄鉄嶺図書館小使
(『鉄嶺図書館沿革史』)｡

陳 懐澄

大正15年 昭和元年度末現在､ 台中州彰化郡鹿港街鹿港

街立図書館長 (街長) (『台湾総督府図書館一覧 自大正15年4月1

日 至昭和2年3月31日』)｡

陳 羮梅

大正15年 昭和元年度末現在､ 新竹州竹南郡竹南庄私立

竹南図書館長 (街長) (『台湾総督府図書館一覧 自大正15年4月1

日 至昭和2年3月31日』 『台湾総督府図書館一覧 大正14年度 (創立十

周年)』)｡ 昭和9年3月31日現在新竹州竹南郡竹南図書館館長

(新竹竹南郡竹南庄長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和9年3月末』)｡

陳 廣豊

康徳6年10月9日遼陽市立図書館傭人として採用 (『奉天省

図書館聯合研究会年報』 康徳7年11月)｡

陳 国慶

康徳12 (1945) 年8月長春市立図書館代理館長｡ 張学孟

が分館長である (｢長春図書館百年 (1910－2010) 主題展観 於長

春図書館 2010年8月24日｣)｡

陳 思

大同元 (1932) 年9月10日満洲国立奉天図書館司書部で

四庫全書考訂を担当する｡

陳 自西

昭和9年3月31日現在台南州曽文郡官田庄官田図書館館長

(台南州曽文郡官田庄長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和９年３月

末』)｡ 大正15年3月31日現在､ 台南州新營郡鹽水街鹽水図

書館長 (街長の兼務) (『台湾総督府図書館一覧 大正14年度 (創

立十周年)』)｡

陳 純精

大正15 昭和元年度末現在､ 昭和台北州羅東郡羅東図書

館館長 (羅東街長) (『台湾総督府図書館一覧 自大正15年4月1日

至昭和2年3月31日』)｡ 昭和9年3月31日現在羅東図書館館長

(羅東街長) (『台湾総督府葵図書館概覧 昭和9年3月末』)､ 昭和15

年3月31日現在台北州羅東図書館館長 (街長) (『台湾総督府
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図書館概覧: 附島内公私立図書館一覧 昭和14年度』)｡

陳 順和

大正13年5月31日現在､ 大正14年3月31日現在､ 大正15年

昭和元年度末現在､ 昭和9年3月31日現在､ 高雄州旗山郡

旗山街旗山文庫長 (街長の兼務) (『台湾総督府図書館一覧 自

大正12年4月1日至大正13年3月31日』 『台湾総督府図書館一覧 自大正

13年4月1日 至大正14年3月31日』 『台湾総督府図書館一覧 自大正15年

4月1日 至昭和2年3月31日』 『台湾総督府図書館概覧 昭和9年3月末』)｡

陳 鐓厚

大正15年3月6日より台湾総督府図書館雇 (昭和10年7月現

在 『朝鮮総督府図書館要覧 昭和10年8月9日 開館二十周年記念』)｡

陳 佛斎 (戒人)

明治20年豪族陳徳従の長男として生まれる｡ 幼少から漢

学を学んだ｡ 明治39年三角湧区土地整理委員､ 43年三角湧

区書記､ 同44年成福区書記を兼任｡ 大正7年三角湧区長に

選ばれ同年三角湧公会専務理事に当選｡ 大正9年地方制度

改正と同時に三峡庄長に就任｡ 大正15年以降台北州海山郡

三峡庄私立三峡通俗図書館長兼任 (『台湾総督府図書館一覧 自

大正15年4月1日 至昭和2年3月31日』 『台湾総督府図書館一覧 大正14

年度 (創立十周年)』)｡ 昭和９年３月31日現在も三峡庄図書館

長 (『台湾総督府図書館概覧 昭和9年3月末』)｡ 昭和11年3月19日

奏任官待遇となり同年3月20日に退職｡ 在任中に模範的な

庄として州當局から表彰された｡ その後三峡同風会長､ 三

峡信用組合専務理事､ 台北州協議会員を歴任｡ 海山軽鉄常

務､ 三峡信用購買販売利用組合理事｡ また台北州水産会議

員､ 台北州所得税調査委員等も歴任した (『台湾人名辞典 昭

和12年』)｡

陳 宝貴

康徳6 (1939) 年遼陽市立図書館傭人 (『奉天省図書館聯合

研究会年報』 康徳7年11月)｡

陳 宝瑞

康徳6 (1939) 年5月1日撫順市立図書館傭人に転入 (『奉

天省図書館聯合研究会年報』 康徳7年11月)｡

陳 麟綢

大正9年制度改正により六甲庄助役に就任し以後庄の政

治に尽力｡ 大正13年8月､ 六甲庄長に就任｡ 同時に六甲信

用購買販売利用組合長にも就いたが昭和5年12月10日家庭

の都合で退職｡ 昭和9年5月庄長に再任となり六甲庄六甲図

書館館長 (『台湾総督府図書館概覧 昭和9年3月末』)｡ その後在任

一年余で辞職｡ 昭和11年11月､ 地方制度改正に際し､ 台南

州会議員選挙に立候補し当選 (『台湾人名辞典 昭和12年』)｡

つ

築地憲治

昭和15年3月31日現在台中州彰化市彰化図書館館長 (市

助役) (『台湾総督府図書館概覧: 附島内公私立図書館一覧 昭和14年

度』)｡

辻 要

奉天図書館｡ 満洲で開催された昭和12年６月第31回全国

図書館大会参加のため新京出張 (『収書月報』 第18号 昭和12年

7月)｡ 9月20日発行の 『瀋塵』 に ｢自殺と俳句と芥川龍之

介｣ が載るという (『収書月報』 第21号 昭和12年10月､ 『瀋塵』 は

編者未見)｡ 昭和13年2月7日現在､ 満鉄奉天図書館 (｢会誌｣

の通常会員 『図書館新報』 11号)､ 昭和13年4月21日鉄道総局福

祉課勤務を命じられ4月28日吉林鉄道局総務課福祉係に転

任 (｢会員消息｣ 『図書館新報』 第14号 昭和13年5月､ 『収書月報』 第

28号 昭和13年5月)｡ 昭和16年12月13日吉林鉄道局巡回書庫

係として満鉄奉天図書館を訪れている (『収書月報』 第72号

昭和17年1月)｡

辻 しのぶ

昭和12年5月 沙河口図書館勤務 (『図書館新報』 第2号 昭和

12年5月)｡

津田健治

昭和15年3月31日台南州台南市現在台南市立台南図書館

館長 (市助役) (『台湾総督府図書館概覧 昭和14年度』)｡

津田精一

大正15年 昭和元年度末現在､ 台中州新高郡集々庄集々

庄文庫 (庄長) (『台湾総督府図書館一覧 自大正15年4月1日 至昭

和2年3月31日』)｡

津田信子

昭和15年8月現在奉天鉄道局人事課大連在勤巡回書庫
(｢会誌 通常会員｣ (『満洲読書新報』 第41号 昭和15年8月)｡

土山観一

明治18年福井県今立郡河和田村の生まれ｡ 石川県立工業

学校卒業､ 明治40年京都高等工業学校図案科を卒業｡ 明治

40年1月京都市技手､ 商品陳列所建築係､ 出品課長心得な

どを歴任し山形工業試験所技手漆工部担任｡ 大正11年1月

満鉄入社し大連図書館勤務､ 昭和8年4月大石橋図書館主事､

大石橋図書館長｡ 昭和12年7月末日現在 大石橋図書館館長
(｢各館従事員名簿 昭和12年7月末日現在｣ 『満鉄図書館業務研究会年

報 第３集』)､ 昭和12年12月治外法権撤廃後公立大石橋図書

館館長 (『図書館新報』 第10号､ 『満洲紳士録』 昭和12年版､ 15年版)｡

康徳6 (1939) 年7月21日現在､ 同日開催の奉天省図書館聯

合研究会結成式では大石橋図書館長として第一部日系部会

の委員 (｢奉天省図書館聯合研究会結成式 役員名簿｣ 『奉天省図書館

聯合研究会年報』 康徳7年11月)｡ 康徳6 (1939) 年12月7日調べ

｢研究事項､ 趣味､ 娯楽調査報告｣ の研究事項では ｢図書

館建築の腐蝕とその修理に関する研究｣ を行なうとしてい

る (『奉天省図書館聯合研究会年報』 康徳7年11月)｡ 昭和15年7月

娘々廟の調査のため大石橋図書館長の肩書きで奉天図書館

に来館とある (『収書月報』 第55号 昭和15年8月)｡ 昭和17年5月

日本図書館協会 ｢図書館勤続功労者表彰｣ (20年) を受け

る (｢人名篇｣ 『図書館総覧』 昭和26年)｡

筒井弘子

康徳9 (1942) 年10月9日満洲国立中央図書館籌備処雇員

(庶務科辨事) 退職 (｢彙報｣ 『資料公報』 3巻12号 康徳9年)｡

筒川敏夫

建国大学図書科員として昭和14年2月に満鉄奉天図書館

を訪れている (『収書月報』 第38号 昭和14年3月)｡
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堤 義隆

昭和10年2月､ 満鉄撫順図書館から鞍山図書館に事務助

手として転任､ 昭和10年6月まで勤務｡ また昭和10年3月に

接収された哈爾浜鉄路中央図書館を哈爾浜鉄路図書館とし

て開館するための準備派遣員として開館準備にあたった
(『接収記念誌 第4冊 北満鉄路図書館の接収』 哈爾浜鉄路図書館 康徳

2)｡ 昭和11年末現在斉斉哈爾鉄路局福祉課 (『満鉄鞍山図書館

沿革史』)｡

坪内恆清

上海日本近代科学図書館｡

津村雅雄

康徳6 (1939) 年8月9日新京特別市図書館に着任 (｢館内

彙報一束｣ 『新京図書館月報』 第36号 康徳６年８､ ９月)｡ 康徳９

(1942) 年6月新京特別市図書館から転出 (｢編輯後記｣ 『新京

図書館月報』 第62号 康徳9年7月)｡

鶴岡永太郎

昭和16年10月22日の奉天図書館第25回同志会教養部主催

講座で ｢日本建国精神｣ を報告 (『収書月報』 第72号 昭和17年

1月)｡

て

鄭 継棠

昭和7年10月から11年3月まで伏見台図書館､ 伏見台児童

図書館雑務手 (『伏見台児童図書館略史』)｡

鄭 沙棠

明治19年斗六郡斗六街海豊崙字朱丹渓に生れる｡ 明治39

年3月台湾総督府語学校師範部乙科卒業して7年間公学校に

おいて教員その後区役場に入る｡ 大正8年12月父親の後を

継いで区長となり､ 翌9年10月制度改正と同時に斗六街長､

州協議会員｡ 昭和2年総督府評議会員を拝命｡ 昭和5年12月

奏任官｡ 斗六信購販組合理事､ 酒類売捌人､ 台湾酒類売捌

人組合嘉義支部長 (『台湾人名辞典』)｡ 昭和9年3月31日現在

斗六街斗六図書館長兼務 (『台湾総督府図書館概覧 昭和９年３月

末』)｡ 昭和12年3月31日現在台南州斗六郡斗六街斗六図書

館館長 (街庄) (『台湾総督府図書館概覧 昭和11年度』)｡

鄭 添益

明治32年月渓州庄西畔の生まれ｡ 大正11年府立商業専門

学校を卒業し台中市属となりさらに郡属として北斗郡に勤

務｡ 昭和3年退官し渓州庄長に就任､ 昭和11年退任｡ その

間北斗郡添州庄図書室長兼務 (台中州北斗郡添州庄長)
(『台湾総督府図書館概覧 昭和9年3月末』)｡ 渓州信用購買販売利

用組合長に就任｡ 渓州信用組合長､ 台中州会議員 (『台湾人

名辞典』)｡

出口孝吉

昭和10年3月に接収した北満鉄路中央図書館を哈爾浜鉄

路図書館として再開館する準備に大連図書館から派遣され

用度担当を受け持った (『接収記念誌 第4冊 北満鉄路図書館の接

収』 哈爾浜鉄路図書館 康徳2)｡ 昭和12年7月末日現在 大連図

書館書記 (｢各館従事員名簿 昭和12年7月末日現在｣ 『満鉄図書館業

務研究会年報 第３集』)｡ 昭和12年12月､ 大連図書館書記から

本渓湖図書館長 (『図書館新報』 第10号､ 『収書月報』 第24号 昭和

13年1月)｡ 康徳6 (1939) 年7月21日現在､ 同日開催の奉天

省図書館聯合研究会結成式では本渓湖図書館長として第一

部日系部会の委員 (｢奉天省図書館聯合研究会結成式 役員名簿｣

『奉天省図書館聯合研究会年報』 康徳7年11月)｡ 康徳６年９月21

日､ 本渓湖図書館長を退職して華北交通総裁室人事局厚生

課福祉室 (『奉天省図書館聯合研究会年報』 康徳7年11月､ ｢会誌｣

の ｢会員消息｣ 『満洲読書新報』 32号 昭和14年11月)｡ 昭和18年11

月5日の関東州読書協会役員会において竹内正一理事から

連絡部委員を委嘱される (｢各部委員委嘱｣ 『満洲読書新報』 第77

号 昭和19年2月)｡ 昭和19年4月死去 (｢会報｣ 『満洲読書新報』 第8

4号 昭和19年12月)｡

寺尾徳右衛門

明治23年愛知県東春日井郡守山町の生まれ｡ 明治43年台

湾歩兵第一聯隊入隊､ 大正元年に除隊となり巡査｡ 昭和2

年警部､ 彰化郡司法主任､ 翌3年南投郡警察課長､ 以後竹

山・大甲各郡警察課長｡ 台湾癩豫防協会台中支部幹事｡ 同

10年退任して二林庄長 (『台湾紳士録 昭和12年』)｡ 昭和12年3

月31日現在台中州北斗郡二林庄二林庄文庫館長 (庄長)
(『台湾総督府図書館概覧 昭和11年度』)｡ 昭和15年3月31日現在

台中州北斗郡北斗街北斗図書館館長 (街長) (『台湾総督府図

書館概覧 昭和14年度』)｡

寺田スガ

昭和10年1月から伏見台児童図書館事務手 (『伏見台児童図

書館略史』)｡ 昭和12年7月末日現在 大連伏見台図書館事務

手 (｢各館従事員名簿 昭和12年7月末日現在｣ 『満鉄図書館業務研究会

年報 第３集』)｡

寺田元次は宮地元次を見よ

照山公司

昭和15年9月現在満洲電信電話考査課資料室 (｢会誌｣ 『満

洲読書新報』 第43号 昭和15年10月)｡ 奉天鉄道局人事課大連在

勤巡回書庫 (｢会誌 通常会員｣ 『満洲読書新報』 第43号 昭和15年10

月)｡

傳 錫稘

昭和9年3月31日現在台中州豊原郡潭子庄文庫長 (台中州

豊原郡潭子庄長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和9年3月末』)｡

田 大熊

昭和10年4月8日より台湾総督府図書館雇 (昭和10年7月現

在 『朝鮮総督府図書館要覧 昭和10年8月9日 開館二十周年記念』)｡

と

東野静雄

昭和13年2月7日現在､ 大連不老街に居住 (｢会誌｣ の通常

会員 『図書館新報』 11号)｡

徳岡 尚

大正7年3月から大正8年6月まで満鉄鉄嶺図書館事務助手
(『鉄嶺図書館沿革史』)､ のち大連図書館｡

戦後は世田谷区多摩川等々力町に (『旧満鉄図書館関係者の
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連絡誌 書香 (仮称)』 vol.1 昭和24年1月)｡

徳岡芳江

昭和14年7月30日満鉄奉天図書館で採用 (『収書月報』 第44

号 昭和14年9月)｡ 昭和16年4月26日奉天図書館を退職 (『収書

月報』 第64号 昭和16年5月)｡

徳田信吉

大正2年11月まで満鉄鉄嶺図書閲覧場 (訓導兼務) (『鉄嶺

図書館沿革史』)｡ 大正15年末現在大連図書館 (『満蒙文化協会会

員名簿 1926年』)､ 昭和11年末奉天鉄道総局資料科 (『鉄嶺図書

館沿革史』)｡

徳永弥武

大連図書館員の昭和10年3月23日北満鉄路中央図書館の

接収員として接収の作業に向かい哈爾浜鉄路図書館との名

称で新たに開館するための準備派遣員として開館計画を担

当した (『接収記念誌 第4冊 北満鉄路図書館の接収』 哈爾浜鉄路図

書館 康徳2)｡ 昭和18年10月満鉄用度部庶務課から大連倉庫

事務所特信員に異動 (｢会報｣ 『満洲読書新報』 第75号 昭和18年

11月)｡

戦後は鹿児島県指宿町摺ケ浜温泉で若松藤四郎と語り合っ

て食料品店を経営､ 将来は指宿に図書館を設けると張り切っ

ていたという (｢信葉抄｣ 『旧満鉄図書館関係者の連絡誌 書香 (仮

称)』 vol.1 昭和24年1月)｡

所 清

昭和11年3月16日付けで沙河口図書館から大連図書館へ

転任 (『沙河口図書館報』 3号)｡

戸田茂喜

康徳10 (1943) 年4月17日満洲国立中央図書館籌備処嘱

託に着任予定で来処 (｢彙報｣ 『資料公報』 4巻6号 康徳10年)､ 康

徳11年5月15日満洲国立中央図書館籌備処司書官 (｢彙報｣

『資料公報』 5巻6 号 康徳11年)｡
『盛京内務府順治年間 1卷』 飜譯 滿洲帝國國立中央圖書館籌

備處 康徳9年

登張信一郎

建国大学図書科長として中央図書館籌備処を見学 (｢彙報｣

『資料戦線』 1巻3号 康徳7年)｡

富澤丈三郎

昭和12年3月31日現在台中州新化郡善化庄善化図書館館

長 (庄長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和11年度』)｡

冨島元治

大正13年5月31日現在高雄州高雄郡高雄街高雄図書館

(私立) (高雄倶楽部部長) (『台湾総督府図書館一覧 自大正12

年4月1日至大正13年3月31日』)｡

友成積蔵

昭和12年12月および昭和15年9月に撫順炭鉱図書室の名

で奉天図書館を来訪している (『収書月報』 第25号 昭和13年2月､

第57号 昭和15年10月)｡

富山榮二

関東庁図書館出納手 (『関東庁附属 図書館一覧表 昭和2年度』)｡

外山駿一

明治27年兵庫県の生まれ､ 本籍地は鹿児島県損宿郡今和

泉村｡ 明治42年小学校教員免許状を取得し小学校教員の勤

務､ のち渡満し大正7年8月満鉄に入社､ 大連図書館勤務庶

務係主任心得､ 同主任｡ 島村孝三郎館長のもと佐竹義継庶

務主任をたすけて働いた (衞藤利夫 ｢満鉄図書館育ての親､ 佐竹

さんの思出｣)｡ 昭和11年2月4日 大連図書館庶務主任退任
(『沙河口図書館報』 2号)､ 地方部勤務､ 総務部東亜課､ 総裁

室庶務課など歴勤し昭和14年12月調査部庶務課人事係主任､

昭和15年2月副参事 (『満洲紳士録 昭和15年』､ ｢会誌 通常会員｣

『満洲読書新報』 第36号 昭和15年3月)｡ 昭和18年4月10日調査部

総務課副参事から参事に昇格 (社員文庫) に異動 (｢会報｣

『満洲読書新報』 第69号 昭和18年5月)｡

昭和23年3月8日大連を引き揚げ18日佐世保に｡ 本籍の揖

宿郡今和泉村に落ち着いた (｢信葉抄｣ 『旧満鉄図書館関係者の

連絡誌 書香 (仮称)』 vol.1 昭和24年1月)｡

豊川河益

延吉街立厚生館傭使 (｢前職員｣ 『延吉街立厚生館 図書部要覧』

康徳9年11月)｡

豊田朝子

大正７年9月から8年7月まで電気遊園図書閲覧場事務手
(『伏見台児童図書館略史』)｡

鳥井勝治

明治14年愛媛県宇和島市生まれ｡ 明治31年渡台し大正8

年迄台北地方法院台南地方法院覆審法院書記のち高雄州屬｡

大正11年州理事官､ 以後高雄州調停課長・台南州調停課長・

台北州調停課長を経て昭和8年に依願退職した｡ 翌昭和9年

淡水街長同年淡水建築信用購買利用販賣組合長､ 淡江信用

購買利用販賣組合理事､ ほかに�化聯合會長・振興會長・

業佃會長・畜産組合長・社会事業助成會長・共愛會々長・

州水産會および農會淡水街地方委員等を歴任した｡ 昭和11

年5月奏任官待遇｡ 昭和12年7月淡水街長を辭して彰化酒類

賣捌人 (『台湾人名辞典』)｡ 昭和9年3月31日現在淡水図書館

館長 (淡水街長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和9年3月末』)､ 昭

和12年3月31日現在台北州淡水郡淡水街淡水図書館館長

(街長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和11年度』)｡

鳥海 剛

明治24年仙台市の生まれ｡ 大正2年12月警視廳巡査となっ

たがあらためて中央大学法科専門部入学､ 大正6年同部を

卒業し大正年5月外苑事務雇を拜命､ 大正11年6月明治神宮

造營局屬に転任､ 15年12月社會局屬等を歴任して昭和4年6

月拓務省に入省し屬官｡ 昭和5年2月南北アメリカに出張し

帰朝後7年7月拓務省理事官｡ 11年7月台灣總督府地方理事

官として嘉義市助役 (『台湾紳士録 昭和12年』)｡ 昭和12年3月

31日現在台中州嘉義市嘉義図書館館長 (庄長) (『台湾総督府

図書館概覧 昭和11年度』)｡

な

長井文彦

昭和17年5月満洲中央銀行図書室 (｢北欧の小説を読む｣ の筆

者肩書き､ 『新京図書館月報』 第61号 康徳9年6月)｡
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長尾清治

大同学院研究所の開所 (勅令35号) にともない康徳10

(1943) 年7月31日に同所主催､ 新京資料室聯合会共催で開

催された懇談会に司法部大臣官房資料科員として参加
(｢彙報｣ 『資料公報』 4巻9号 康徳10年)｡

長尾卓見

康徳6 (1939) 年12月7日調べ ｢研究事項､ 趣味､ 娯楽調

査報告｣ の研究事項では鞍山市立図書館勤務で ｢経済学､

図書館管理法､ 支那語｣ を研究するとしている (『奉天省図

書館聯合研究会年報』 康徳7年11月)｡

永尾龍造

明治16年下関の生まれ｡ 東亜同文書院を卒業し満洲岫厳

州師範学堂総教習｡ 明治43年4月満鉄 (東京支社で) 入社

し撫順炭鉱庶務課｡ 大正7年本社調査課､ 昭和3年営口地方

事務所長､ 昭和6年の満洲事変後瀋陽県自治指導委員長｡

昭和7年奉天省公署総務課長｡ この間 『満蒙之文化』 など

に寄稿｡ 昭和10年退職して満洲・支那の風俗を研究するた

めの助成を外務省文化事業部に申請して採択され､ その後

｢支那・満洲民俗誌｣ 刊行の助成も受けたが全6巻のうち3

巻のみの刊行に終わった (王京 ｢戦時下の中国民俗研究－永尾龍

造の研究と 『支那民俗誌編纂刊行の背景』｣ 『人類文化研究のための非

文字資料の体系化』 No.4 2007年)｡ なお奉天図書館へは回々教

の調査で昭和12年秋に来訪しているがその時の肩書きは満

洲国立図書館嘱託とあり (『収書月報』 第20号 昭和12年9月)｡

中川俊夫は佐々木正をみよ

長庫太郎

昭和15年3月31日現在台北州文山郡新店庄新店図書館館

長 (庄長) (『台湾総督府図書館概覧: 附島内公私立図書館一覧 昭和

14年度』)｡

中島辰海

昭和10年3月満鉄奉天図書館員 (高橋泰四郎 ｢衞藤先生｣ 『満

洲読書新報』 第57号 昭和17年2月)｡ 昭和13年9月現在満鉄図書

館研究会書目部に所属 (『収書月報』 第33号 昭和13年10月)｡ 昭

和14年4月現在満鉄奉天図書館 (｢会誌｣ 『満洲読書新報』 第26号

昭和14年5月)｡ 昭和15年3月17日哈爾浜鉄道学院露語専修科

入学､ 8月19日修了 (｢奉図通信｣ 『満洲読書新報』 第37号 昭和15

年4月､ ｢奉図通信｣ 『満洲読書新報』 第42号 昭和15年9月)｡ 昭和16

年7月16日奉天図書館書目係から哈爾浜駅貨物係に転任
(｢奉図通信｣ 『満洲読書新報』 第52号 昭和16年8月)｡

中島猶治郎

明治20年滋賀県栗太郡の生まれ｡ 明治45年同志社普通学

校を卒業後同志社英文科に在籍しつつ関西学院大学神学部

生となり午後の時間を関西学院大学図書館で働いた｡ 大正

3年より司書｡ 大正8年一時退職して禁酒運動をおこなう｡

その後復職して大正11年から約2年間ニューヨーク図書館

学校などに留学｡ 大正15年 『目録編成法』 を鞠谷安太郎と

共編で刊行｡ 青年図書館員連盟の会員｡ 昭和13年12月関学

を退職して渡満し建国大学および満洲国立中央図書館籌備

処司書官｡ 康徳6 (1939) 年7月21日現在､ 同日開催の奉天

省図書館聯合研究会第一部日系部会第一回委員会では満洲

国立中央図書館籌備処司書官として来賓 (｢奉天省図書館聯合

研究会結成式 役員名簿｣ 『奉天省図書館聯合研究会年報』 康徳7年11

月)｡ 康徳7 (1940) 年4月1日現在満洲国立中央図書館籌備

処司書官｡ 康徳7年7月１日現在満洲国立中央図書館籌備処

司書官､ 康徳7年9月1日籌備処委任文官考試委員会委員
(｢彙報｣ 『資料戦線』 1巻2 号 康徳7年､ ｢彙報｣ 『資料戦線』 1巻1号

康徳7年)｡ 康徳8年9月16日総務庁事務官兼任 (｢図書館だより｣

『資料公報』 2巻9号 康徳8年)｡ 康徳9 (1942) 年9月10日建国大

学助教授 (｢彙報｣ 『資料公報』 3巻11 号 康徳9年)｡

戦後は昭和21年10月に嘱託職員として関西学院大学に勤

務し昭和31年3月に退職｡ 関学・甲南大学などの講師を勤

めた｡ 昭和41年12月17日に死去 (『満洲官吏録 康徳7年4月1日

現在』､ 今村太朗 ｢人物から見た図書館史 中島猶治郎｣ 『時計台 77』

2007年4月など)｡

中島春人

大連図書館員の身分で南満保養院にて病気療養中であっ

たが昭和16年6月満鉄を退社 (｢会報｣ 『満洲読書新報』 第51号

昭和16年7月)｡

中島春美

昭和14年8月現在大連図書館資料室 (｢会誌｣ 『満洲読書新報』

第30号 昭和14年9月)｡ 昭和18年4月1日大連厚生事務所社員文

庫から大連社員会事務所 (社員文庫) に異動 (｢会報｣ 『満洲

読書新報』 第69号 昭和18年5月)｡

中島 斉

康徳6 (1939) 年11月11日現在､ 同日開催の奉天省図書

館聯合研究会第一部日系部会第三回委員会では四平街図書

館長として委員 (｢奉天省図書館聯合研究会結成式 役員名簿｣ 『奉

天省図書館聯合研究会年報』 康徳7年11月)｡

中島保住

大正15年9月から昭和2年5月まで大連電気遊園図書閲覧

場事務手 (『伏見台児童図書館略史』)｡

永田 主

昭和12年4月から13年11月まで大連伏見台図書館館長
(『伏見台児童図書館略史』)､ ｢各館従事員名簿 昭和12年7月末日現在｣

(『満鉄図書館業務研究会年報 第３集』)｡ 昭和12年12月､ 伏見台

図書館長から安東日本学校組合主事 (『図書館新報』 第10号)｡

仲友 ＊

大同学院研究所の開所 (勅令35号) にともない康徳10

(1943) 年7月31日に同所主催､ 新京資料室聯合会共催で開

催された懇談会に民生部文書科資料股員として参加 (｢彙報｣

『資料公報』 4巻9号 康徳10年)｡

永野善三郎

明治25年京都府加佐郡高野村の生まれ｡ 大正4年京都府

師範学校を卒業後舞鶴明倫小学校の訓導｡ 大正8年11月満

鉄に入社し安東尋常高等小学校訓導､ 同12年7月兼安東家

政女学校教員､ 同13年4月奉天尋常高等小学校訓導兼地方

視学､ 同15年4月熊岳城尋常高等小学校校長､ 熊岳城寛業

補習学校長｡ この間二回にわたって北支と中部支那を教育

視察｡ 昭和4年4月開原尋高校長を経て昭和6年4月教育研究

所に入所､ 同7年3月退所､ 同4月教育研究所付属小学校訓

導｡ 昭和8年4月奉天千代田尋常高等小学校訓導となり同月

営口図書館長､ 昭和9年7月14日伏見台児童図書館長､ 昭和
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11年4月近江町図書館長兼任し昭和12年1月大連図書館庶務

係主任､ 昭和12年11月大連厚生会幹事｡ 満鉄副参事 (｢各館

従事員名簿 昭和12年7月末日現在｣ (『満鉄図書館業務研究会年報 第

３集』 『満蒙日本人紳士録 昭和4年版』 『満洲紳士録 昭和12年版』 『満

洲紳士録 昭和15年版』)｡ 昭和15年9月の満鉄図書館大異動で

総裁室付 (｢大陸読書界便り｣ (『満洲読書新報』 第43号 昭和15年10

月)｡ なお昭和11年満鉄業務研究会刊 『児童文集読書及図

書館』 の編輯者として名前があがる｡

戦後になり昭和23年8月11日西舞鶴駅前十字路付近で交

通事故にあい死去､ 12日葬儀 (｢故永野善三郎氏｣ 『旧満鉄図書

館関係者の連絡誌 書香 (仮称)』 vol.1 昭和24年1月)｡

中野福蔵

昭和12年7月末日現在 遼陽図書館傭員事務手 (｢各館従事

員名簿 昭和12年7月末日現在｣ 『満鉄図書館業務研究会年報 第３集』)｡

昭和13年2月7日現在､ 奉天市立図書館 (｢会誌｣ の通常会員

『図書館新報』 11号)｡ 康徳6 (1938) 年2月14日奉天市公立八

幡町図書館雇員を退職 (『奉天省図書館聯合研究会年報』 康徳7年

11月)｡ 昭和14年奉天鉄道局総務課に転任 (｢会誌｣ 『満洲読書

新報』 第24号 昭和14年3月)｡

長野與吉

明治20年大分県東国東郡武蔵町の生まれ｡ 明治42年3月

県立農業学校を卒業､ 同年12月1日歩兵第四十七聯隊入営､

43年9月1日歩兵伍長､ 翌44年5月2日小学校農科正教員､ 同

9月退職して渡台､ 台中庁雇､ 同45年技手｡ 大正10年彰化

郡屬｡ 大正14年東勢郡庶務課長｡ 昭和8年1月20日依願免官､

翌月民雄庄助役､ 昭和9年6月新営街長 (『台湾紳士録 昭和12

年』)｡ 昭和12年3月31日現在台南州新營郡新營街新營図書

館館長 (街長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和11年度』)｡ 昭和15

年3月31日現在台南州新営郡新営街新営図書館館長 (街長)
(『台湾総督府図書館概覧 昭和14年度』)｡

中濱金彦

昭和15年10月4日遼陽市公立図書館長の肩書きで満鉄奉

天図書館を訪れている (『収書月報』 第58号 昭和15年11月)｡

中原 薫

明治16年福島県田村郡三春町生まれ｡ 明治41年府嘱を拝

命し大正10年台北州理事官｡ 翌11年市理事官助役､ 昭和2

年退官し5年後里水利組合長となり11年三峡庄長､ 12年淡

水街長 (『台湾紳士録 昭和12年』)｡ 昭和12年3月31日現在台北

州海山郡三峡庄三峡図書館館長 (庄長) (『台湾総督府図書館

概覧 昭和11年度』)｡ 昭和15年3月31日現在淡水郡淡水街図書

館館長 (街長) (『台湾総督府図書館概覧: 附島内公私立図書館一覧

昭和14年度』)｡

中原五郎

昭和4年3月から5年2月まで伏見台図書館事務手 (『伏見台

児童図書館略史』)｡

中原千鶴子

奉天図書館｡

戦後は小田原市中島に (『旧満鉄図書館関係者の連絡誌 書香

(仮称)』 vol.1 昭和24年1月)｡

中道太志

昭和12年7月末日現在 大連図書館嘱託 (｢各館従事員名簿

昭和12年7月末日現在｣ (『満鉄図書館業務研究会年報 第３集』)｡ 昭

和13年2月7日現在､ 大連図書館 (｢会誌｣ の通常会員 『図書館

新報』 11号)｡ 昭和16年4月7日大連図書館司書から奉天鉄路

学院講師として転任 (｢会報｣ 『満洲読書新報』 第49号 昭和16年6

月)｡ 昭和1９年9月1日大連満鉄育成学校に異動 (｢会報｣ 『満

洲読書新報』 第83号 昭和19年10月)｡

中村親憲

大正4年5月から大正4年12月まで満鉄鉄嶺図書閲覧場雇

員 (『鉄嶺図書館沿革史』)｡

中村 弘

大正8年9月から10月まで電気遊園図書閲覧場事務手
(『伏見台児童図書館略史』)｡

中村星明

昭和11年奉天図書館採用､ 昭和13年9月現在満鉄図書館

研究会運用部に所属 (『収書月報』 第33号 昭和13年10月)｡ 昭和

14年1月10日陸軍歩兵として福岡連隊に入営 (｢彙報｣ 『収書

月報』 第36号 昭和14年1月)､ 昭和14年6月北支に出征 (『収書月

報』 第42号 昭和14年7月)｡ 昭和17年9月9日帰還 (『収書月報』 第

81号 昭和17年10月)｡ 昭和18年6奉天図書館から奉天調査室資

料課に異動 (｢会報｣ 『満洲読書新報』 第71号 昭和18年7月)｡

戦後は鹿児島県薩摩郡下曽瓦村に (『旧満鉄図書館関係者の

連絡誌 書香 (仮称)』 vol.1 昭和24年1月)｡

中村道冏

昭和14年4月渡満 (中村道冏 ｢湯呑茶碗｣ 『収書月報』 59号 昭和

15年12月)､ 昭和14年7月現在満鉄奉天図書館 (｢会誌｣ 『満洲読

書新報』 第29号 昭和14年8月)｡ 昭和15年6月2日徴兵検査のた

め宮城に帰省 (『収書月報』 第54号 昭和15年7月)｡ 昭和16年6月

16日付雇員に昇格､ 奉天図書館員 (｢会報｣ 『満洲読書新報』 第

52号 昭和16年8月)｡ 昭和16年9月10日奉天図書館同志会にお

いて ｢拳匪事変ノ遠因｣ を報告 (『収書月報』 第69号 昭和16年

10月)｡ 昭和17年1月 『収書月報』 編輯､ 74号の ｢衞藤館長

退任記念特輯号｣ も編集した (｢随想｣ 『収書月報』 第74号 昭和

17年3月)｡ 昭和18年6月1日奉天図書館から満鉄社員会事務

局報道課に異動 (｢会報｣ 『満洲読書新報』 第71号 昭和18年7月)｡

戦後東京経済大学総務課長｡
植野武雄原編 中村道冏補 ｢衛藤利夫著述目録｣ 衛藤利夫 『韃靼

東北アジアの歴史と文献』 (昭和31年刊の複製､ 1984年 地久館出

版)

座談会 (関野真吉 西沢秀正 弥吉光長 司会中村道冏) ｢朝鮮・満

州の図書館を語る｣1965年8月 『図書館雑誌』

中村安蔵 なし

昭和9年3月31日現在松山図書館館長 (松山庄長) (『台湾

総督府図書館概覧 昭和9年3月末』)｡ 昭和12年3月31日現在台北

州七星郡松山庄松山図書館館長 (庄長) (『台湾総督府図書館

概覧 昭和11年度』)｡

中山義男

昭和15年3月31日現在台北州宜蘭市公立宜蘭図書館館長

(市助役) (『台湾総督府図書館概覧: 附島内公私立図書館一覧 昭和

14年度』)｡

夏山繁樹

昭和11年6月に奉天図書館館館員が同人雑誌 『韃靼』 を
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創刊したが ｢支那新教徒の印刷伝道｣ を執筆 (『収書月報』

第6号 昭和11年7月)｡

並河直廣

明治44年4月26日から大正10年7月12日まで石川県立図書

館館長 (『石川県立図書館五十年のあゆみ』 石川県立図書館 1983年)｡

大正10年7月8日太田爲三郎退任のあと台湾総督府図書館館

長に任命｡ 昭和2年7月9日死去､ 昭和3年2月1日柴山巌 (岩)

に合祀｡
｢故並河直廣氏略歴｣ (『図書館雑誌』 21巻8号 昭和2年8月)

名村新三

大正14年11月から大正15年3月まで満鉄鞍山図書館臨時

傭員､ 以後大正15年3がtうまで事務助手 (『満鉄鞍山図書館沿

革史』)｡

成田昌徳

昭和17年5月日本図書館協会 ｢図書館勤続功労者表彰｣

(20年) を受ける (｢人名篇｣ 『図書館総覧』 昭和26年)｡

成松隆江

康徳11 (1944) 年7月26日満洲国立中央図書館籌備雇員､

庶務科に配属 (｢彙報｣ 『資料公報』 5巻7号 康徳11年)､ 康徳11年

9月5日満洲国立中央図書館籌備処を退職 (｢彙報｣ 『資料公報』

5巻11 号 康徳11年)｡

成瀬與三郎

昭和15年3月31日現在新竹州桃園郡桃園街桃園図書館館

長 (街長) (『台湾総督府図書館概覧: 附島内公私立図書館一覧 昭和

14年度』)｡

難波義雄

明治25年岡山県小田郡北川村の生まれ｡ 大正5年東京帝

国大学法科経済科を卒業後文科大学院およびシカゴ大学院

にて応用社会学を専攻し欧米留学3年､ 帰朝後大正6年以来

東京府社会事業主事､ 内務省嘱託､ 東京市社会局保護課長

を歴任し大正15年7月関東庁教育主事に任じられ関東庁博

物館および図書館主事を兼務 (『満蒙日本人紳士録』 昭和4年)｡

大同元 (1934) 年満洲国実業部文書科長､ 商標局総務科長､

斉斉哈爾鉱業監督署長､ 国務院総務庁簡任参事官を経て康

徳3 (1936) 年8月奉天造兵所株式会社理事 (『満洲紳士録 昭

和12年』)｡

に

西 美枝子

大連図書館 (『旧満鉄図書館関係者の連絡誌 書香 (仮称)』 vol.1

昭和24年1月)｡

西岡 定

明治39年生まれ｡ 東京帝国大学経済学部卒｡ 大同2 (1933)

年4月来徳都県属官､ 蘿北県属官､ 同参事官､ 龍江省公署

民生庁事務官､ 同省長官房経理科長､ 康徳6 (1939) 年6月

間島省民生庁文教科長､ 延吉街立厚生館館長 (当時文教科

長の兼任) (｢前職員｣ 『延吉街立厚生館 図書部要覧』 康徳9年11月)｡

康徳8年10月審計局第二処審計官 (『満洲紳士録 昭和15年版』､

『同 18年版』)｡

西沢秀正

昭和10年春奉天図書館に着任｡ 昭和11年9月奉天図書館

館傭員､ 業務研究会管理部会に出席のため鞍山へ出張とあ

る (『収書月報』 第8号 昭和11年8月)｡ 昭和13年2月7日現在､ 満

鉄奉天図書館 (｢会誌｣ の通常会員 『図書館新報』 11号)､ 昭和13

年4月文部省図書館講習所入所翌年3月修了 (『図書館新報』

第13号 昭和13年4月)｡ 昭和15年9月4日短期教育応召 (｢奉図通

信｣ (『満洲読書新報』 第43号 昭和15年10月､ ｢下内矢之助氏の逝去を

悼む｣ 『満洲読書新報』 第45号 昭和15年12月)｡ 昭和16年7月9日

の奉天図書館第12回同志会教養部主催講座で ｢現代短歌｣

を報告 (『収書月報』 第72号 昭和17年1月)｡ 昭和18年11月5日の

関東州読書協会役員会において竹内正一理事から連絡部委

員を委嘱される (｢各部委員委嘱｣ 『満洲読書新報』 第77号 昭和19

年2月)｡ 昭和19年3月満鉄奉天図書館から奉天交通調査室勤

務 (｢会報｣ 『満洲読書新報』 第80号 昭和19年6月)｡

終戦時満鉄奉天図書館に勤務のところソ連軍に接収され､

昭和21年３月にソ連軍は撤収するも国府軍が進駐して松原

浅右衛門とともに留用となり資料整理に努める｡ 昭和23年

６月留用から引き揚げ (｢奉天会 (日本瀋陽会) 歴代の会長衞藤

瀋吉｣ http://homepage3.nifty.com/jiangkou/Kiyoshi/shenyang/etousin.html)｡

昭和28年現在､ 国立国会図書館調査局､ ｢西洋人名の研究｣

を始めた (｢感想｣ (『図書館職員養成所同窓会三十年記念誌』)｡ 昭

和45年度東京都図書館協会の会報編集委員長 (｢TLA (東京

都図書館協会) の55年 パート２ データ集｣ http://www.library.metro.to

kyo.jp/15/pdf/part2.pdf､ 2010/04/25)｡
｢全国総合目録の編さんについて｣ 『びぶろす』 8(2) [1957.01]､

｢目録法から眺めた西洋人名論考｣ 『図書館学会年報』 4(1) [1957.

03]

｢回教国人名の目録記入について｣ 『図書館学会年報』 4(3) [1957.

12] など｡

西田孝雄

昭和12年7月末日現在 大連図書館傭員図書出納手 (｢各館

従事員名簿 昭和12年7月末日現在｣ 『満鉄図書館業務研究会年報 第３

集』)｡ 昭和13年４月､ 大連図書館 (『図書館新報』 昭和13年4月)｡

昭和14年度 『満洲読書新報』 幹事｡ 昭和14年5月現在満鉄

大連図書館 (｢会誌｣ 『満洲読書新報』 第26号 昭和14年5月)｡ 9月

埠頭分館 (｢会誌｣ の ｢会員消息｣ 『満洲読書新報』 31号 昭和14年

10月)｡ 昭和18年11月5日の関東州読書協会役員会において

編輯部委員を委嘱される (｢各部委員委嘱｣ 『満洲読書新報』 第77

号 昭和19年2月)｡

戦後は宇部市に在住､ 地域の文化連盟副会長､ 宇部作家

協会委員､ アメリカ映画鑑賞指導会委員､ 宇部新劇協会文

化部長などをつとめ地域の文化運動を展開した｡ 宇部の文

化会館､ 図書館の建設運動の予定という (｢信葉抄｣ 『旧満鉄

図書館関係者の連絡誌 書香 (仮称)』 vol.1 昭和24年1月)｡

西田 実

明治28年金澤市の生まれ｡ 本籍は山口県萩市｡ 陸軍士官

学校に学び､ 官界に進み青島民政署に勤務のち外務省に転

じて在職10有余年､ 満洲事変当時通化居留民の救出に功が

あった｡ 大同元 (1932) 年奉天の旧張学良邸をもとに国立

奉天図書館が設立されて満洲国文教部の管理となった｡ 外
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務省を辞任してこの創設期の図書館に袁金凱館長の下で勤

務し第二代館長葉玉麟を補佐した｡ 康徳7 (1940) 年5月1

日満洲国立奉天図書館事務部､ 同7年9月1日籌備処委任文

官考試委員会委員 (｢彙報｣ 『資料戦線』 1巻2 号 康徳7年､ 『満洲

紳士録 昭和12年』､ ｢館務要録｣ 『国立奉天図書館季刊』)､ 康徳7年7

月1日現在満洲国立中央図書館籌備処事務官 (｢彙報｣ 『資料

戦線』 1巻1号 康徳7年)｡

西野清子

昭和16年9月17日奉天図書館庶務係を退職 (｢会報｣ 『満洲

読書新報』 第52号 昭和16年8月)｡

西村捨也

明治36年東京生まれ｡ 大倉商業卒業｡ 三菱倉庫に勤務の

のち退社｡ 昭和7年3月図書館講習所修了｡ 昭和7年4月上海

自然科学研究所に赴任､ 庶務課事務員 (『上海自然科学研究所

十周年紀念誌』)｡ 中央図書室司書｡ 昭和9年竹内好・武田泰

淳らの中国文学研究会に参加｡ また内山書店店主内山完造

を介して雑誌 『自然』 の題字揮亳を魯迅に依頼もしている｡

『自然』 5号に郁達夫 ｢沈淪｣ を訳出 (佐伯修 『上海自然科学研

究所』 宝島社 1995年)｡ 満鉄上海事務所､ 国際文化振興会｡

戦後は九州大学附属図書館､ 昭和34年九州工業大学附属

図書館事務長､ 国立国会図書館支部最高裁判所図書館受入

係長 (『全国図書館職員録 昭和30年10月1日現在』 昭和31年刊)｡
『明治時代法律書解題』 西村捨也編著 酒井書店 1968

｢解題目録の特質についての覚書｣ (『間宮不二雄先生喜寿記念図

書館学論文集』 間宮不二雄先生喜寿記念図書館学論文集刊行会

編刊 1968年

｢支那地方志目録五種と方志編目の重要性｣ (『書 研幾編 太田先

生記念』 芸艸会 1934

｢図書目録と補助索引の関係について｣ 『図書館学とその周辺 :

天野敬太郎先生古稀記念論文集』 巌南堂書店 1971

西村正人

康徳6 (1939) 年9月28日現在､ 同日開催の奉天省図書館

聯合研究会第一部日系部会第一回部会での ｢部員名簿｣ で

本渓湖図書館 (『奉天省図書館聯合研究会年報』 康徳7年11月)｡ 康

徳6年9月8日本渓湖図書館雇員から街公所庶務課に転出し

ている (『奉天省図書館聯合研究会年報』 康徳7年11月)｡

二宮 力

明治36年島根県那賀郡國分村生まれ｡ 昭和元年3月京都

帝國大学経済学部を卒業｡ 在学中の大正15年11月に高等試

験合格｡ 昭和4年3月総督府内務局土木課に勤務｡ 昭和7年4

月台中州警務部警務課長兼保安課長､ 昭和9年3月地方理事

官､ 台中州内務部教育課長｡ 昭和9年3月31日現在台中州立

図書館長兼務 (『台湾総督府図書館概覧 昭和9年3月末』)｡ 従六位
(『台湾人名辞典』)｡ 昭和12年3月31日現在台中州台中市台中

州立図書館館長 (州教育課長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和11年

度』)｡

ぬ

拔井光三

昭和12年3月31日現在新竹州新竹市新竹州立新竹図書館

館長 (州教育課長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和11年度』)｡

布村一男

大正元年富山市の生まれ｡ ペンネームとして布村一夫と

も｡ 弟は言語学者で宮城教育大学名誉教授奥田靖雄｡ 本名

は布村政雄｡ 小学校1年生のときに撫順炭鉱勤務の父親に

ついて満洲へ｡ 撫順中学二年からロシア語を学ぶ｡ 満鉄調

査部のち満鉄大連図書館でロシア中国学関係の文献を収集
(布村一夫 ｢家族史研究ひとすじ｣ 『歴史評論』 No.445 1987年5月､

1986年11月27日聞きとりされたもの)｡ 康徳4 (1937) 年9月現在

新京図書館司書､ 日本語試験委員 (｢彙報｣ 『新京図書館月報』

第14号 昭和12年9月)｡ 同12年12月､ 新京図書館司書から安東

図書館長 (『図書館新報』 第10号､ 『収書月報』 第24号 昭和13年1月)｡

康徳5 (1938) 13年4月安東図書館館長を辞して哈爾浜工科

大学図書館 ｢会員消息｣ (『図書館新報』 第14号 昭和13年5月)､ 昭

和14年1月奉天図書館に満洲図書館発達史の調査のために

来館 (『収書月報』 第37号 昭和14年2月)｡ 昭和14年4月22日北満

経済調査所､ 9月1日満鉄調査部第三調査室｡ 昭和18年1月

10日満鉄調査部北方調査室から大連図書館司書に (｢会報｣

『満洲読書新報』 第67号 昭和18年3月)｡

昭和22年引揚げて熊本に｡ 熊本女子大学教授｡ 平成14年

死去｡
『L.H.モルガン写真集』 ｢古代社会｣ 著者モルガン百年忌記念 布

村一夫編 布村一夫 1981

『しべりや小史』 布村一夫 [著] 大連日日新聞 1942- (東亞文庫 1-

2)

『共同体の人類史像』 布村一夫著 長崎出版 1983

『原始共同体研究』 マルクス・エンゲルスとL.H.モルガン 布村一

夫著 未來社 1980

『原始・母性は月であった』 布村一夫著 家族史研究会 1986 (女

性史双書 第1)

『古代社会ノート マルクス』 [著] クレーダー編 布村一夫訳 未来

社 1976

『古代社会ノート』 カール・マルクス著 布村一夫訳 合同出版社

1962 (社会主義政治経済研究所国家論研究双書)

『正倉院籍帳の研究』 布村一夫著 刀水書房 1994

『神話とマルクス』 日本神話の謎を解く 布村一夫 [著] 世界書院

1989 (ぷろぱあ叢書)

『日本神話学・神がみの結婚』 布村一夫著 むぎ書房 1973 (教育

文庫 4)

『日本上代の女たち』 布村一夫著 家族史研究会 1988 (女性史双

書 第3)

『母権論解読 フェミニズムの根拠』 布村一夫 [ほか] 著 世界書院,

1992 (社会科学選書)

『マルクスと共同体 原始共同体・村落共産体・家族協同体』 布村

一夫 [著] 世界書院 1986 (社会科学選書)
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『モルガン 『古代社会』 資料 『古代社会』 一〇〇年記念』 モルガ

ン [著] 布村一夫編訳 共同体社 1977

『家族史の方法』 佐々木潤之介編 [原秀三郎ほか執筆] 吉川弘文館

2002 (日本家族史論集 佐々木潤之介 [ほか] 編 1)

『熊本県菊池郡城北村文書目録』 布村一夫編・解説 [布村一夫]

1951

『肥後藩繪圖目録』 圭室諦成 布村一夫 乙益重隆共編 [出版者不

明] 1952

『肥後藩繪圖目録』 圭室諦成 布村一夫 乙益重隆共編 [出版者不

明] 19

｢布村一夫著作目録｣ (『正倉院籍帳の研究』 刀水書房 1994.2)

根本資農夫

明治43年茨城県久慈郡久米村で生まれる｡ 昭和8年大東

文化学院を卒業｡ 大同2 (1933) 年渡満し文教部勤務､ 康

徳5 (1938) 年10月吉林高等師範学校司書として奉天図書

館を訪れ漢籍整理法を調査 (『収書月報』 第33号 昭和13年10月)｡

改称された国立師道大学司書｡ 民生部属官牡丹江省長官房

事務官兼同省地方職員訓練所主事､ 県事務官､ 東寧県庶務

科長をへて康徳10 (1943) 年東寧県理事官総務科長 (『満洲

紳士録 昭和18年』)｡

の

野坂 敏

康徳7 (1949) 年7月１日現在満洲国立中央図書館籌備処

属官兼務総務庁属官､ 10月司書 (｢彙報｣ 『資料戦線』 1巻1号

康徳7年､ ｢図書館だより｣ 『資料公報』 2巻1 号 康徳8年)｡ 康徳9

(1942) 年6月5日属官に任命 (｢彙報｣ 『資料公報』 3巻7号 康徳9

年)｡ 中央図書館籌備処司書を兼務し司書科に配属 (｢彙報｣

『資料公報』 4巻9号 康徳10年)｡

能登 博

明治18年生まれ､ 本籍は兵庫県城崎郡中竹野村｡ 明治43

年早稲田大学英文科を卒業｡ 大正8年2月に満鉄入社し人事

課慰籍係主任､ 総務部庶務課弘報係主任､ 鉄路総局総務処

人事課福祉係主任兼総裁室弘報課弘報第一係主任を経て昭

和15年3月参事､ 交通博物館設立準備事務所所長 (『満洲紳

士録 昭和15年』)｡ 昭和16年11月26日の奉天図書館第32回同

志会教養部主催講座で ｢歌舞伎に就いて｣ を報告 (『収書月

報』 第72号 昭和17年1月)｡

延山基律

康徳9 (1942) 年11月現在延吉街立厚生館館員 (『延吉街

立厚生館 図書部要覧』 康徳9年11月)｡

野原英麿

大同学院研究所の開所 (勅令35号) にともない康徳10

(1943) 年7月31日に同所主催､ 新京資料室聯合会共催で開

催された懇談会に国立開拓研究所員として参加 (｢彙報｣ 『資

料公報』 4巻9号 康徳10年)｡ 康徳8 (1941) 年1月23日国立開拓

所資料室の肩書きで満鉄奉天図書館を訪れている (『収書月

報』 第61号 昭和16年2月)｡

野村豊助

昭和15年3月31日現在台北州海山郡板橋街公立板橋図書

館館長 (街長) (『台湾総督府図書館概覧: 附島内公私立図書館一覧

昭和14年度』)｡

は

馬 紹臣

昭和7年4月から7年9月まで伏見台図書館雑務手 (『伏見台

児童図書館略史』)｡

馬 文煥

昭和12年7月末日現在 蘇家屯図書館雑務手 (｢各館従事員

名簿 昭和12年7月末日現在｣ (『満鉄図書館業務研究会年報 第３集』)｡

萩澤 稔

昭和12年7月末日現在 大連図書館傭員事務手 (｢各館従事

員名簿 昭和12年7月末日現在｣ (『満鉄図書館業務研究会年報 第3集』)｡

昭和13年2月7日現在､ 大連図書館 (｢会誌｣ の通常会員 『図書

館新報』 11号)｡ 昭和1９年12月6日満鉄を退社し満洲石油に

入社 (｢会報｣ 『満洲読書新報』 第85号 昭和20年1月)｡

戦後は富山県立図書館員｡

萩本即壽

大同学院研究所の開所 (勅令35号) にともない康徳10

(1943) 年7月31日に同所主催､ 新京資料室聯合会共催で開

催された懇談会に交通部大臣官房資料科員として参加
(｢彙報｣ 『資料公報』 4巻9号 康徳10年)｡

萩尾長一郎

大阪外語の出身｡ 京都帝国大学の聴講生､ 羽田亨や北京

の学者らと西域探検に出る予定だったが中止となり北京に

とどまりその後大連図書館の臨時雇となる｡ 大谷健夫・高

木征三らと松崎鶴雄や柿沼介宅を訪問したりしたといい中

国語が達者であった (大谷健夫 ｢思い出すことなど (その二)｣

『作文』 169号)｡

萩原昭子

康徳11 (1944) 年1月13日国立中央図書館籌備処雇員､

庶務科に配属 (｢彙報｣ 『資料公報』 5巻2 号 康徳11年)､ 同11年6

月30日籌備処退職 (｢彙報｣ 『資料公報』 5巻7 号 康徳11年)｡

橋本末喜

昭和12年7月末日現在 大連図書館雇員事務手 (｢各館従事

員名簿 昭和12年7月末日現在｣ 『満鉄図書館業務研究会年報 第３集』)｡

9月20日発行の 『瀋塵』 に ｢萩原朔太郎 『与謝蕪村』 を讀

む｣ が載る (『収書月報』 第21号 昭和12年10月､ 編者未見)｡ 昭和

13年2月7日現在､ 大連図書館 (｢会誌｣ の通常会員 『図書館新報』

11号)｡ 昭和13年6月上海事務所調査課勤務 (｢会員消息｣ (『図

書館新報』 第16号 昭和13年7月)､ 中支建設資料整理のため南

京に出張した与謝野麟が病気を得て帰滿することとなり付

き添って大連にもどった (『図書館新報』 第16号 昭和13年7月)｡

橋本八五郎

明治21年福井県遠敷郡遠敷村神宮寺で生まれる｡ 号は嘯

天｡ 福井県師範学校卒業｡ 明治42年5月福井県遠敷郡中名
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田小学校訓導､ 8月知三小学校､ 43年9月松永小学校で各訓

導｡ 45年4月10日満鉄へ出向し4月11日瓦房店小学校校訓導､

10月11日本渓湖小学校訓導､ 大正4年4月休職し帰国し東京

中央報徳会にて機関誌 ｢斯民｣ の編輯に携わる｡ 大正７年

３月29日満鉄に入社して人事課｡ 『読書会雑誌』 (『協和』

の前身) の編輯者 (橋本八五郎 ｢歴代大連図書館長｣ 『満鉄教育回

顧三十年』)｡ 大正11年1月17日社長室社会課､ 庶務課社会課

の勤務を経て大正13年7月17日大連図書館､ 大正14年5月20

日北公園図書館長兼大連図書館兼務｡ 大正15年4月北公園

図書館から改称した日本橋図書館長､ 10月1日主事｡ 埠頭

図書館主事を兼務しさらに埠頭実業補習学校講師､ 大連医

院附属看護婦養成所講師 (昭和3年4月)｡ 昭和5年6月14日

伏見台図書館主事､ 近江町図書館主事を兼務｡ 昭和8年4月

1日大連図書館司書係主任､ 昭和11年2月1日同庶務係主任

を経て昭和12年1月地方部学務課図書館係主任兼月伏見台

児童図書館・近江町図書館各館長兼任｡ 3月20日地方行政

調整移譲準備委員会幹事を兼務｡ 同年４月1日伏見台児童

図書館・近江町図書館各館長の兼任を免ぜられる｡ 副参事｡

昭和12年11月末安東省日本学校組合主事を経て14年７月龍

江省日本学校組合主事｡ これは満洲国の治外法権撤廃にと

もなう行政権の移譲にともなう異動である｡ この移譲によ

り学務課図書館係は7月に巡回書庫が総裁室福祉課へ移管

となり係は解消した｡ 昭和16年現在関東州文話会会長
(｢出征兵士の歌一首｣ 『満洲読書新報』 第53号 昭和16年9月)｡ 昭和

18年満鉄高等学院師範部講師｡

昭和22年2月15日信濃丸で大連から舞鶴港に引き揚げて

郷里の遠敷村へ｡ 昭和24年遠敷郡上根来の分教場 (中学校)

の助教諭として勤務｡ 昭和51年4月18日茨木市で死去 (『満

蒙日本紳士録』 昭和2年､ 『満洲紳士録 昭和12年』､ 『伏見台児童図書

館略史』､ 橋本進午 ｢父と大連・満鉄…｣ http://www002.upp.so-net.ne.j

p/kenha/father/index.html 2011/04/30)｡
橋本嘯天 『満洲より母國へ』 大正11年

『橋本英子歌集』 私家版 昭和10年

『英子追悼集』 私家版 昭和10年

長谷川四郎

明治42年北海道函館市本町に生まれる｡ 第四子で､ 長男

は海太郎 (のち作家)､ 次男 二郎 (のち作家､ 画家)､ 三

男濬 (のち作家)｡ 昭和7年立教大学予科文科を卒業し史学

科に入学したが登校せず退学し昭和11年3月法政大学文学

部独文科卒業｡ 昭和12年父淑夫の行地社社友大川周明の紹

介で満鉄入社､ 大連図書館勤務となり欧文図書係｡ 昭和12

年7月末日現在 大連図書館司書 (｢各館従事員名簿 昭和12年7

月末日現在｣ 『満鉄図書館業務研究会年報 第３集』)､ 昭和13年2月

7日現在､ 大連図書館 (｢会誌｣ の通常会員 『図書館新報』 11号)｡

大連図書館には竹内正一・青木實・大谷健夫ら 『作文』 同

人がいたが作文の同人には入らなかった (大谷健夫 ｢追悼・

長谷川四郎君を偲びて｣ 『作文』 138)｡ 昭和13年4月北平の満鉄

北支経済調査所に転勤､ 資料班の外国語係｡ 昭和16年3月

10日満鉄調査部第三調査室に転勤｡ 大連図書館時代に白系

ロシア人夫人の教示で 『デルスー・ウザーラ』 を知り翻訳

を始める｡ 康徳9 (1942) 年5月満鉄を退社し協和会調査部

に移り月中央本部調査部副参事 (『満洲紳士録 昭和18年版』)､

蒙古班に属する｡ 同年9月兄の濬と共訳のかたちで 『デル

スウ・ウザーラ』 を満洲事情案内所から発売｡ 昭和18年協

和会布特哈旗本部事務長として扎蘭屯に｡ 19年海拉爾の一

八部隊に入隊､ 満洲里近くのソ満国境扇山お監視哨に配属｡

終戦を迎え斉斉哈爾の捕虜収容所､ その後シベリアに送

られ炭鉱町カダラの収容所に｡ 昭和25年舞鶴に帰還､ 作家

として活動 (福島紀幸 ｢長谷川四郎年譜｣ 『長谷川四郎全集 第16巻』､

長谷川元吉 『父・長谷川四郎の謎』 草思社 2002年8月､ 『図書館新報』

第13号 昭和13年4月)｡
長谷川元吉 『父・長谷川四郎の謎』 草思社 2002年8月

『長谷川四郎全集 全16巻』 晶文社 1976.1-1978.9

長谷川泰造

慶応大学仏文科を卒業｡ 満鉄奉天中学校教諭を経て満鉄

地方部庶務課へ｡ 昭和11年2月大森志郎が撫順図書館長に

転出したあと大連図書館に入り雑誌係｡ 専門の英語以上に

フランス語に熱中して大連図書館にいた日系エミグラント

の老婦人についてフランス語を学んだという｡ 竹内正一が

編集者で長谷川泰造・青木實・高木征三らと同人誌 『線』

を刊行したのちにユダヤ研究に向かう (竹内正一 ｢｢線｣ と当

時の人々 (上) 『作文』 81｣､ 大谷健夫 ｢思い出すことなど (その二)

『作文』 169｣｡
ソ聯の要路を占めるユダヤ人の極東政策 人文書院 昭11

国際秘密力の話 政経書房 昭和13(国際秘密力研究叢書 第2冊)

ユダヤの対日謀略 晴南社 1944

マホロニーへの道 第1～3巻 長谷川泰造 とみや企画・書籍部

1984－1986

長谷川英夫

康徳7 (1940) 年4月1日現在満洲国立中央図書館籌備処

司書 (『満洲官吏録 康徳7年4月1日現在』)｡ 康徳7年8月24日満洲

国立中央図書館籌備処司書 総務庁属官 (｢彙報｣ 『資料戦線』

1巻１号､ 2号 康徳7年)｡ 康徳7年10月24日から国務院文庫の

整理にあたり 『資料公報』 の編輯にもあたった (｢彙報｣ 『資

料戦線』 1巻3 号 康徳7年)｡ 康徳８ (1941) 年８月１日建国大

学助手を兼任 (｢彙報｣ 『資料公報』 3巻1 号 康徳9年)､ 康徳9

(1942) 年3月5日建国十周年祝典事務官属官 (｢彙報｣ 『資料

公報』 3巻4 号 康徳9年)､ 康徳9年12月24日大同学院属官 (｢彙

報｣ 『資料公報』 4巻2 号 康徳10年)｡

長谷川要六

大正13年7月から大正13年8月まで満鉄鉄嶺図書館の臨時

雇 (『鉄嶺図書館沿革史』)｡

八畝田正男

康徳6 (1939) 年9月28日現在､ 同日開催の奉天省図書館

聯合研究会第一部日系部会第一回部会での ｢部員名簿｣ で

鞍山市立図書館 (『奉天省図書館聯合研究会年報』 康徳7年11月)｡

畠山テル

康徳11 (1944) 年7月5日満洲国立中央図書館籌備雇員､

庶務科に配属 (｢彙報｣ 『資料公報』 5巻7 号 康徳11年)､ 康徳11

年月15日退職 (｢彙報｣ 『資料公報』 5巻7 号 康徳11年)｡

花園称麿

大正15年4月から大正15年8月まで満鉄鞍山図書館臨時傭
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員 (『満鉄鞍山図書館沿革史』)｡

花房 稔

昭和13年5月､ 調査部資料課から大連図書館へ転勤 (｢会

員消息｣ 『図書館新報』 第14号 昭和13年5月)｡

羽生英太郎

奉天図書館傭員として､ 昭和11年12月18日東京に帰省か

ら奉天図書館に帰館とある (『収書月報』 第12号 昭和12年1月)｡

昭和12年7月1日の奉天図書館館内木曜会において ｢歩兵銃

の構造及操作｣ を発表 (『収書月報』 第19号 昭和12年８月)｡ 昭

和13年9月現在満鉄図書館研究会管理部に所属 (『収書月報』

第33号 昭和13年10月)｡ 昭和14年7月現在満鉄奉天図書館 (｢会

誌｣ 『満洲読書新報』 第29号 昭和14年8月)｡ 昭和17年10月7日帰

還着任し奉天図書館司書 (｢会報｣ 『満洲読書新報』 第64号 昭和

17年11月､ 『収書月報』 第81号 昭和17年10月)｡ 昭和18年6奉天図

書館から大同炭鉱に異動 (｢会報｣ 『満洲読書新報』 第71号 昭和

18年7月)｡

戦後は福岡市に (『旧満鉄図書館関係者の連絡誌 書香 (仮称)』

vol.1 昭和24年1月)｡

浜口和子

大連図書館｡

戦後は千駄ヶ谷に住む (｢信葉抄｣ 『旧満鉄図書館関係者の連絡

誌 書香 (仮称)』 vol.1 昭和24年1月)｡

濱口恵津

康徳9 (1942) 年11月7日満洲国立中央図書館籌備処雇員

として着任､ 庶務科辨事 (｢彙報｣ 『資料公報』 4巻1号 康徳10年)､

康徳11 (1944) 年7月8日籌備処退職 (｢彙報｣ 『資料公報』 5巻7

号 康徳11年)｡

濱重四郎

昭和12年11月22日付け､ 奉天図書館甲傭雑務手として採

用 (『収書月報』 第24号 昭和13年1月)｡)

早川直義

慶應3年福島市生まれ｡ 幼少より漢学を学ぶ｡ 明治26年

福島県属｡ 同30年6月嘉義県が設置されると福島市から赴

任｡ 赤十字支部幹事､ 大日本武徳会地方幹事等兼務｡ 嘉義

県が廃県となり嘉義庁に勤務｡ 同40年退官して実業界に入

り新聞界でも活躍した｡ 大正10年財団法人嘉義公会堂の建

設にあたって嘱託となり建設後に理事｡ 大正14年3月31日

現在台南州嘉義郡嘉義街嘉義図書館館長兼務 (嘱託) (『台

湾総督府図書館一覧 自大正15年4月1日 至昭和2年3月31日』､ 『台湾総

督府図書館一覧 大正14年度 (創立十周年)』)｡ また阿里山国立公

園協会理事､ 嘉義市市勢調査委員等を歴任｡｡ 昭和8年4月

財団法人嘉義公会堂か解散となり嘉義市に寄附されること

になり引退｡ 台南州会議員､ 嘉義在郷軍人分会顧問 (『台湾

人名辞典』)｡

早坂 勉

建国大学図書科員として昭和14年4月に満鉄奉天図書館

を訪れている (『収書月報』 第40号 昭和14年5月)｡

林 一郎

昭和12年7月末日現在 大連図書館雇員事務手 (｢各館従事

員名簿 昭和12年7月末日現在｣ (『満鉄図書館業務研究会年報 第3集』)｡

昭和13年12月大連沙河口分館から本館運用係に転任 (｢会誌｣

『満洲読書新報』 第21号 昭和14年1月)｡ 昭和14年度満鉄図書館

研究会運用部会で幹事 (『収書月報』 第39号 昭和14年4月)｡ 昭

和1９年12月15日満鉄を退社し関東州出版会に入社 (｢会報｣

『満洲読書新報』 第85号 昭和20年1月)｡

林 賢一

旅順図書館職員として昭和12年3月奉天図書館の見学に

来館とある (『収書月報』 第15号 昭和12年4月)｡

林 聡

昭和11年3月文部省図書館講習所を修了｡ 康徳6 (1939)

年4月建国大学図書科から北支調査所に転任 (｢会誌｣ 『図書

館新報』 第26号 昭和14年5月)｡

戦後は昭和21年4月引き揚げるも同年に死去 (｢信葉抄｣

『旧満鉄図書館関係者の連絡誌 書香 (仮称)』 vol.1 昭和24年1月)｡

林 繁三

明治29年生まれ｡ 大正15年 昭和元年度末現在､ 台中州

台中州立図書館長 (理事官) (『台湾総督府図書館一覧 自大正15

年4月1日 至昭和2年3月31日』)｡ 昭和2年4月22日､ 図書館長
(『台中州立図書館一覧 昭和4年9月』)｡

戦後は帝国図書館司書官､ 昭和23年11月6日死去｡

林 靖一

明治27年大津市膳所の生まれ｡ 膳所中学を中退し朝鮮へ｡

大正2年朝鮮総督府鉄道局に雇員として勤務､ 文書課図書

室配属｡ 朝鮮野球大会でも活躍し､ 鉄道軍の投手であった｡

満鉄が期限付きで委任経営をすることとなった朝鮮国有鉄

道が大正7年に京城鉄道学校附属の満鉄京城図書館を仮開

館させ､ その計画・運営を任される｡ 大正8年内地日本に

渡って図書館見学や館界重鎮から意見を聴取し大正9年に7

月に満鉄京城図書館の名称で開館させた｡ 大正11年5月に

は正式に館長 (主事) となる｡ 京城図書館は二度ほど改称

したのち大正14年には総督府鉄道局の経営で鉄道図書館と

なった｡ 所在地は日本人が多く住んでいた龍山で一般の住

民へのサービスもなされた｡ 朝鮮図書館研究会特別会員､

日本図書館協会評議員｡ 昭和12年8月本局調査課第一係長

のち防空係長となるが図書館主事の兼務を発令されていて

図書館の運営もおこなっていた｡ 昭和17年5月日本図書館

協会 ｢図書館勤続功労者表彰｣ (20年) を受ける (｢人名篇｣

『図書館総覧』 昭和26年)｡ 昭和17年11月兼務を解かれてのち

も運転課､ 総務課勤務｡ 昭和18年３月に昭和17年期日本図

書館協会総裁賞を受ける (｢人名篇｣ 『図書館総覧』 昭和26年)｡

戦後は朝鮮において引き揚げや残務整理に従事し昭和26

年3月引き揚げ｡ 同年より中田邦造館長のもとで古野健雄

らと日比谷図書館に勤務｡ 特別図書整理主査｡ 図書館職員

養成所講師・日本図書館協会参与・東京都学校図書館協議

会顧問・日本交通協会図書館館長など兼務｡ 昭和26年3月

土岐善麿館長の元で奉仕課長のち整理課長｡ 昭和30年2月

17日死去｡ 戒名は遺言により鉄図院甲検朴公靖一居士 (こ

の項は小林昌樹 ｢外地で活躍した図書館人 林靖一－略伝と著作一覧｣

による)｡
小林昌樹 ｢外地で活躍した図書館人 林靖一－略伝と著作一覧｣

(『参考書誌研究』 69号 2008年10月)

間宮不二雄 ｢林靖一君を憶う｣ 『図書館界』 7(1) [1955.04]

― 148 ―



古野健雄 ｢林靖一氏の死を悼む｣ 『図書館雑誌』 49－3 1955年3月

鳥生 芳夫 ｢書架について－林靖一氏の考案による"ななめ書架"に

ついて｣ 『読書相談』 3(10) [1951.11]

『圖書の整理と利用法 : 學校-會社-官廳-圖書館』 大阪屋號書店

1925

『圖書の受入から配列まで: 學校-圖書館-諸官公署-會社』 大阪屋

號書店 1933

『圖書保管法 : 學校-圖書館-諸官公署-會社』 毀損亡失篇 大阪屋

號書店 1937

『圖書保管法 : 学校-図書館-官公署-会社』 毀損亡失篇 重版 風

間書房 1950

林 宗元

昭和12年5月 沙河口図書館 (『図書館新報』 第2号 昭和12年5

月)｡ 昭和12年7月末日現在 大連図書館傭員事務手 (｢各館

従事員名簿 昭和12年7月末日現在｣ 『満鉄図書館業務研究会年報 第３

集』)｡ 昭和13年2月7日現在､ 大連図書館 (｢会誌｣ の通常会員

『図書館新報』 11号)｡ 大連図書館員から臨時応召により昭和

13年11月23日奉天に向けて出発 (｢連図通信｣ 『図書館新報』 第

20号 昭和13年11月)｡

昭和22年4月佐世保に引き揚げ､ 武蔵野へ｡ 5月から経済

安定本部､ 23年6月の福井大地震で郷里の家が全壊という
(｢信葉抄｣ 『旧満鉄図書館関係者の連絡誌 書香 (仮称)』 vol.1 昭和24

年1月)｡

林 萬吉

明治22年鹿児島県姶良郡に生れる｡ 明治44年11月台東庁

巡査､ 大正元年蕃語編纂に参加､ 11年1月警部､ 14年巡査

教習所教官｡ 昭和6年12月竹東郡警察課長｡ のち各郡の警

察課長を歴任｡ 昭和11年台湾総督府理事官として新竹州勤

務を経て勇退し昭和12年2月竹南庄長｡ 中港信購販利組合

理事 (『台湾紳士録 昭和12年』)｡ 昭和12年3月31日現在新竹州

竹南郡竹南庄竹南図書館館長 (庄長) (『台湾総督府図書館概

覧 昭和11年度』)｡ 昭和15年3月31日現在新竹州竹南郡竹南街

竹南図書館館長 (庄長) (『台湾総督府図書館概覧: 附島内公私立

図書館一覧 昭和14年度』)｡

林 彌輔

明治20年千葉県海上郡の生まれ｡ 明治40年6月東京正則

英語学校を卒業後して渡台､ 大正4年9月嘉義庁庶務課､ 同

9年10月台南州文書課秘書係長､ 昭和7年7月台南州文書課

長､ 昭和11年3月台北州文書課長等｡ 昭和11年10月地方理

事官となり新荘郡守｡ 従七位 (『台湾紳士録 昭和12年』)｡ 昭和

15年3月31日現在台南州北港郡北港街北港図書館館長 (郡

守) (『台湾総督府図書館概覧 昭和14年度』)｡

早水 ＊

大同学院研究所の開所 (勅令35号) にともない康徳10

(1943) 年7月31日に同所主催､ 新京資料室聯合会共催で開

催された懇談会に興農部農政司調査科資料股事務官として

参加 (｢彙報｣ 『資料公報』 4巻9号 康徳10年)｡

原 亮造

昭和15年3月31日現在台南州新豐郡関廟庄関廟図書館館

長 (庄長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和14年度』)｡

原 長武

康徳9 (1942) 年度満洲国立中央図書館籌備処委任官第

一種 (行政科) 採用試験に合格 (｢彙報｣ 『資料公報』 3巻11 号

康徳9年)､ 康徳10年2月1日中央図書館籌備処委任官試補､

庶務科配属 (｢彙報｣ 『資料公報』 4巻3 号 康徳10年)｡

原田源作

昭和15年3月31日現在台中州豐原郡潭子庄潭子庄文庫長

(庄長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和14年度』)｡

原田七郎

昭和13年6月末現在日本橋図書館 (｢会誌 入会｣ (『図書館新

報』 第16号 昭和13年7月)｡ 昭和16年3月現在小村侯記念図書

館 (｢会報｣ 『満洲読書新報』 第49号 昭和16年4月)｡ 昭和17年3月

16日小村侯記念図書館から用度部倉庫課に転任 (｢会報｣

『満洲読書新報』 第59号 昭和17年4月)｡

戦後は山口県厚狭郡生田村に (『旧満鉄図書館関係者の連絡

誌 書香 (仮称)』 vol.1 昭和24年１月)｡

原田佑四郎

明治39年足利市の生まれ｡ 昭和3年東京帝国大学英文科

を中退し東京市社会局職業課勤務を経て昭和9年3月満鉄総

務部資料課事務嘱託､ 新京支社調査室第四係主任､ 昭和14

年九月新京支社調査室第八係主任｡ のち大連図書館員 (大

谷健夫 ｢麻生君の死を悼みて｣ 『作文』 130号)｡

原長 武

康徳10 (1943) 年9月1日満洲国立中央図書館籌備処委任

官試補から外交部委任官試補 (｢日記抄｣ 『資料公報』 4巻10号

康徳10年)｡

潘 光楷

地域の名家の出身｡ 幼少から漢学に親しみ明治28年府学

務部芝山学堂に入り国語を学んだ｡ いくつかの公職を経て

大正9年の制度改正と共に士林庄長｡ 昭和8年に庄が街へと

昇格して街長｡ 従七位､ 奏任官待遇｡ 昭和9年3月31日現在

士林図書館館長兼務｡ 昭和11年9月街長を辞任｡ 昭和11年

10月台北州会議員｡ 士林街教化総合会顧問､ 度量衡器販売

業 (『台湾人名辞典』､ 『台湾総督府図書館概覧 昭和9年3月末』)｡

范 傳尭

康徳7 (1940) 年7月１日現在満洲国立中央図書館籌備処

司書 (｢彙報｣ 『資料戦線』 1巻1号 康徳7年)｡

ひ

東口 鎮海

明治42年1月新竹州桃園郡亀山生まれ｡ 昭和9年早稲田大

学政治経済学部卒業｡ 康徳元 (1934) 年10月奉天省属官警

務庁勤務､ 以来本渓県 廠､ 奉天省治安粛清復興工作弁事

処員､ 梨樹県警務科長牡丹江省長官房事務官を経て康徳6

(1939) 年12月安東省長官房事務官､ 康徳8 (1941) 年3月

省理事官､ 間島省民生科長､ 延吉街立厚生館館長 (当時民

生科長の兼任) (｢前職員｣ 『延吉街立厚生館 図書部要覧』 康徳9年

11月)､ 同庁労務科長をへて10年4月民生庁動員科長 (『満洲

紳士録 昭和15年､ 18年』)｡
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樋口要司

明治17年山口県生まれ｡ 明治41年7月台湾督府文官普通

試験に合格し､ 明治41年9月深坑庁属に任じられる｡ 明治

42年12月台北県属､ 大正14年台湾総督府族となり民政部地

方部に勤務｡ 大正9年5月より阿 庁庶務係長などを経て基

隆郡庶務課長､ 大正14年12月台北州文書課長｡ 同12年地方

理事官 (七等八級)､ 台東庁庶務課長｡ 同3年9月高雄州東

港郡守となる｡ 昭和7年4月高雄州恒春郡守を勤め退官して

宜蘭街長｡ 昭和9年3月31日現在公立宜蘭図書館館長 (宜蘭

街長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和9年3月末』､ 『台湾人名辞典』)｡

昭和12年3月31日現在台北州宜闌郡宜闌街公立宜闌図書館

館長 (街長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和11年度』)｡

久芳武金

康徳7 (1940) 年7月１日現在満洲国立中央図書館籌備処

属官 (｢彙報｣ 『資料戦線』 1巻1号 康徳7年)｡

久安 勇

昭和12年7月末日現在 大連図書館傭員事務手 (｢各館従事

員名簿 昭和12年7月末日現在｣(『満鉄図書館業務研究会年報 第３集』)｡

昭和13年2月7日現在､ 大連図書館 (｢会誌｣ の通常会員 『図書

館新報』 11号)､ 昭和14年8月大連図書館員から応召､ 錦州大

野部隊古賀隊内野隊田中班 (｢会誌｣ 『満洲読書新報』 第30号 昭

和14年9月)｡ 昭和16年6月16日職員に昇格､ 大連図書館員
(｢会報｣ 『満洲読書新報』 第52号 昭和16年8月)｡

内地引き揚げ後郷里で死去 (『旧満鉄図書館関係者の連絡誌

書香 (仮称)』 vol.1 昭和24年1月)｡

肥田豊彦

康徳6 (1939) 年8月20日新京特別市図書館から病気療養

のため熊本に帰省 (｢館内彙報一束｣ 『新京図書館月報』 第36号 康

徳6年８､ 9月)｡ 昭和14年12月退職 (｢館内彙報一束｣ 『新京図書

館月報』 第38号 康徳7年1月)｡

日名正志

岡山県の出身､ 昭和13年3月奉天商業高等学校を卒業後

満洲電業に入社､ 昭和14年10月満鉄に入社し奉天図書館員｡

昭和15年6月ごろから体調をくずし奉天保養院において療

養中であったが昭和16年1月3日20歳の若さで死去 (｢日名正

志氏の逝去を悼む｣ 『収書月報』 第60号 昭和16年1月)｡

日野忠近

康徳5 (1938) 年4月末現在撫順市立図書館 (｢会誌 普通会

員｣ 『図書館新報』 第14号 昭和13年5月)｡ 康徳6 (1939) 年6月1

撫順市属官に昇格､ 康徳6 (1939) 年9月28日現在､ 同日開

催の奉天省図書館聯合研究会第一部日系部会第一回部会で

の ｢部員名簿｣ で撫順市立図書館 (『奉天省図書館聯合研究会

年報』 康徳7年11月)｡ 康徳6 (1939) 年12月7日調べ ｢研究事

項､ 趣味､ 娯楽調査報告｣ の研究事項では ｢図書分類法｣

を研究するとしている (『奉天省図書館聯合研究会年報』 康徳7年

11月)｡ 康徳9年9月1日黒河省属官から国立中央図書館籌備

処司書 (｢彙報｣ 『資料公報』 3巻1 号 康徳9年)､ 康徳10年12月5

日籌備処属官 (｢彙報｣ 『資料公報』 5巻1 号 康徳11年)｡

苗 竹風

東京高等師範学校地理科卒業｡ 清華大学教員｡ 昭和11年

9月9日北京近代科学図書館司書に就くも昭和12年2月27日

に退職 (『北京近代科学図書館一週年報告』 昭和12年 民国26年12月

5日)｡

日吉安政

昭和9年3月31日現在台中州大邨郡北屯庄御大典記念文庫

長 (台中州大屯郡北屯庄長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和9年3

月末』)｡

平岡數馬

明治39年長野県南佐久郡大日向村の生まれ｡ 明治37年長

野県師範学校を卒業し小学校教諭､ 明治42年5月渡満して

熊丘城・大石橋・瓦房店・本渓湖小学校校長｡ 満鉄学務課､

撫順小学校長をへて大正13年4月安東尋常高等小学校長兼

安東家政女学校校長 (『満蒙日本紳士録』 昭和4年)｡

平賀哲三

明治16年岩手県 貫郡花巻町の生れ｡ 明治32年花巻小学

校卒業､ 同34年岩手県屬に任じ内務部會計課勤務｡ 同39年

4月日露戦争に従軍､ 同40年渡台し41年宜蘭廳巡査､ 同44

年警部練習生として入所し大正元年警部として民政蕃務署

勤務｡ 同3年依願退職｡ 同7年台中廳屬として財務課員林郡

勤務､ 大正13年退官｡ 昭和10年坡心庄助役､ 同年11月同庄

庄長に昇進 (『台湾紳士録 昭和12年』)｡ 昭和12年3月31日現在

台中州員林郡坡心庄坡心庄文庫長 (庄長) (『台湾総督府図書

館概覧 昭和11年度』)｡

平澤平七

号は丁東｡ 大正3年9月25日より11年1月17日まで台湾総

督府図書館司書 (昭和10年7月現在 『朝鮮総督府図書館要覧 昭和

10年8月9日 開館二十周年記念』)｡ 元台北帝国大学教授小川尚

義編集の 『台日大辭典』 の凡例に ｢平澤平七と岩崎敬太郎

が材料の収集や訳語の作成を担当した｣ とある (『台日大辭

典』 [台北] 台湾総督府 1931.3-1932.3 上巻;下巻)｡
平澤平七等編 『台灣俚諺集覽』 台北 台灣總督府學務部 1914

平澤丁東(平七) 『台灣の歌謠と名著物語』 台北 晃文館 1917年

平島 昇

康徳11 (1944) 年5月20日満洲国立中央図書館籌備処雇

員 (｢彙報｣ 『資料公報』 5巻6号 康徳11年)｡

平田榮子

大正8年7月から8年8月まで電気遊園図書閲覧場事務手
(『伏見台児童図書館略史』)｡

平田 粛

明治30年神奈川県中郡平塚町の生まれ｡ 大正8年明治大

学商科を卒業し7月渡満､ 満鉄に入社し勧業課商工係勤務､

9月奉天地方事務所商工係､ 経理係､ 社宅係をへて大正14

年大連図書館勤務､ 昭和3年9月営口図書館主事 (『満蒙日本

紳士録』 昭和2年)｡

平田 博

昭和9年8月から10年9月まで伏見台児童図書館事務手
(『伏見台児童図書館略史』)｡

平出成樹

大正6年4月から大正7年3月まで満鉄鉄嶺図書閲覧場雇員
(『鉄嶺図書館沿革史』)｡

平野鉄雄

康徳6 (1939) 年2月19日開原図書館雇員に採用｡ 9月28
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日現在､ 同日開催の奉天省図書館聯合研究会第一部日系部

会第一回部会での ｢部員名簿｣ で開原図書館 (『奉天省図書

館聯合研究会年報』 康徳7年11月)｡ 康徳6 (1939) 年12月7日調

べ ｢研究事項､ 趣味､ 娯楽調査報告｣ の研究事項では ｢図

書分類法｣ とある (『奉天省図書館聯合研究会年報』 康徳7年11月)｡

平間重兵衛

宮城縣柴田郡槻木町の生まれ｡ 普通學校を卒業後郷里を

出て明治40年台湾に渡り各地で警察官を転々としのち恒春

郡警察課長｡ 昭和3年官を辞して鳳山街長となる｡ 地方行

政の面で自治經營に手腕を発揮して水道事業などに尽力し

た (www.csic.khc.edu.tw/07/0703/大寮郷誌/13-2.doc 2010/03/28アクセ

ス ｢平間重兵衛｣)｡ 昭和9年3月31日現在高雄州鳳山郡鳳山街

鳳山街立簡易図書館長 (高雄州鳳山郡鳳山街長) (『台湾総

督府図書館概覧 昭和9年3月末』)｡

平山和巳

昭和14年2月23日奉天図書館採用 (｢奉図通信｣ 『満洲読書新

報』 第25号 昭和14年4月)｡ 昭和14年7月の奉天図書館木曜会

で ｢資料事務取扱講習会報告｣ を発表 (『収書月報』 第43号

昭和14年8月)｡ 下内矢之助とともにローマ・ヴァチカン図書

館 ｢件名目録規則｣ の訳出もおこなった (『収書月報』 第59号

昭和15年12月)｡ 昭和16年11月5日の奉天図書館第28回同志

会教養部主催講座で ｢契丹文字の出た遼の慶陵｣ を報告
(『収書月報』 第72号 昭和17年1月)｡ 昭和1７年12月15日大連図

書館司書 (奉天在住) を命じられる (｢会報｣ 『満洲読書新報』

第67号 昭和18年3月)｡ 昭和18年5月1日奉天在勤から大連在勤

に (｢会報｣ 『満洲読書新報』 第70号 昭和18年6月)｡

平山眞佐

昭和13年6月6日付けで鉄道総局愛路課へ異動 (『収書月報』

第30号 昭和13年7月)｡ 昭和14年3月7日奉天図書館退職 (｢奉図

通信｣ 『満洲読書新報』 第25号 昭和14年4月)｡

平山元助

昭和12年3月31日現在台北州七星郡北投庄北投図書館館

長 (庄長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和11年度』)｡

廣木廣記

昭和13年12月現在大連鉄道工場図書室 (｢会誌｣ 『満洲読書

新報』 第22号 昭和14年1月)｡

廣�剛太郎
昭和16年6月4日の奉天図書館第6回同志会教養部主催講

座で ｢明治の話｣ を報告 (『収書月報』 第72号 昭和17年1月)｡

ふ

武 国権

昭和8年6月新京特別市立図書館館長 (｢長春図書館百年

(1910－2010) 主題展観 於長春図書館 2010年8月24日｣)｡ これは中

国側の長春市公立図書館で満鉄図書館の満洲国への移譲に

ともない分館となった｡

巫 俊

大正15年 昭和元年度末現在､ 台中州能高郡埔里街埔里

青年会文庫長 (青年会長) (『台湾総督府図書館一覧 自大正15年

4月1日 至昭和2年3月31日』)｡

深井 章

康徳3 (1936) 年４月､ 遼陽市立図書館 (『図書館新報』 昭

和13年４月)｡ 康徳6 (1939) 年7月21日現在､ 同日開催の奉

天省図書館聯合研究会結成式では遼陽市立図書館長として

第一部日系部会の委員 (｢奉天省図書館聯合研究会結成式 役員名

簿｣ 『奉天省図書館聯合研究会年報』 康徳7年11月)｡ 康徳6 (1939)

年12月7日調べ ｢研究事項､ 趣味､ 娯楽調査報告｣ の研究

事項では遼陽市立図書館勤務で､ ｢郷土資料および郷土詩

収集｣ を研究するとしている (『奉天省図書館聯合研究会年報』

康徳7年11月)｡ 康徳6年6月15日瀧猪之助の後任として遼陽市

立図書館館長に昇任 (『奉天省図書館聯合研究会年報』 康徳7年11

月)｡ 昭和15年7月遼陽郷土文献調査のため奉天図書館へ
(『収書月報』 第55号 昭和15年8月)｡

戦後は奈良県生駒軍平群村に (『旧満鉄図書館関係者の連絡

誌 書香 (仮称)』 vol.1 昭和24年1月)｡

深谷佐市

明治21年茨城県那珂郡前渡村の生まれ｡ 明治38年歩兵第

二聯隊補充大隊第六中隊入隊｡ 伍長軍曹に昇進し同43年満

期除隊｡ 同44年台湾に渡り巡査となる｡ 大正9年警部補つ

いで警部｡ 昭和6年員林郡警察課長・警務部保安課長・豐

原郡警察課長を経て昭和11年9月30日退官し翌10月１日溪

州庄長 (『台湾紳士録 昭和12年』)｡ 昭和12年3月31日現在台中

州北斗郡溪州庄溪州庄図書館館長 (庄長) (『台湾総督府図書

館概覧 昭和11年度』)｡ 昭和15年3月31日現在台中州北斗郡渓

州庄館長渓州庄立図書館 (庄長) (『台湾総督府図書館概覧 昭

和14年度』)｡

吹山國次

昭和2年5月から4年3月まで大連電気遊園図書閲覧場､ 伏

見台図書館事務手 (『伏見台児童図書館略史』)｡

福 真太郎

昭和10年3月文部省図書館講習所を修了｡ 昭和13年2月7

日現在､ 満洲化学工業会社 (｢会誌｣ の通常会員 『図書館新報』

11号)｡

戦後は弘前商業高等学校｡

福井 保

明治44年京都府福知山市に生まれる｡ 福知山中学を経て

昭和4年4月尚古癖から歴史の教員を目指して國學院大學師

範部に入学､ 歴史を専攻し図書館司書になることとして昭

和6年4月文部省図書館講習所に入所し昭和7年4月修了｡ 創

設時の最初の職員として尾張徳川黎明会蓬左文庫に勤める｡

研究員所三男の指導を得､ また蔵書の移動のおりに名古屋

にきた川瀬一馬の薫陶を得る｡ 昭和14年2月退職､ 4月満洲

国立師道高等学校図書館に移る｡ 昭和16年6月吉林師道高

等学校司書から満洲国立中央図書館籌備処司書へ (｢会報｣

『満洲読書新報』 第51号 昭和16年7月､ ｢図書館だより｣ 『資料公報』 2

巻7・8 号 康徳8年)｡ 当時柿沼介が籌備処の嘱託として勤務

していた｡ 図書館では康徳10 (1943) 年3月20日 ｢新分股

規程｣ により採購股長として資料収集を担当また 『資料公

報』 の編集にも関わる (福井保 ｢旧満洲の瀧川先生 『古代文化』

44巻11号 平成4年)｡ 一時期大陸科学院の司書も兼任した｡
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康徳10 (1943) 年7月31日には大同学院研究所の開所 (勅

令35号) にともなう同所主催・新京資料室聯合会共催で開

催された懇談会に採購股長として参加 (｢彙報｣ 『資料公報』 4

巻9号 康徳10年)｡

新京で終戦を迎え､ 瀧川政次郎らと引揚げ者の文物や資

料を収集して展観し中国側に引き渡す文化財処理委員会の

仕事を手伝った (福井保 ｢旧満洲の瀧川先生 『古代文化』 44巻11

号 平成4年､ 岡村敬二 『終戦時新京 蔵書の行方』)｡ 昭和21年暮れ

に引揚げて福知山で農協経理係､ 26年3月満洲時代の友人

伊藤節夫に勧められて最高裁判所図書館に勤務し逐次刊行

物の収集と洋書の整理を担当した｡ また岩倉規夫文庫長に

請われて内閣文庫へ移り長澤規矩也の指導を得ながら 『内

閣文庫漢籍分類目録』 などの蔵書目録の編纂および貴重書

の影印などをおこなう｡ さらに長澤規矩也に同行して東北

大学狩野文庫・足利学校など全国各地の文庫調査も敢行し

た｡ 昭和43年から青山学院女子短期大学で図書館学の講師

を勤める (｢会誌｣ 『満洲読書新報』 第26号 昭和14年5月､ 飯澤文夫

｢専門家訪問－ 『内閣文庫漢籍分類目録』 『内閣文庫国書分類目録』 の

福井保｣ 『書誌索引展望』 第4巻第2号 1980年5月､ ｢私の古書人生｣

『日本古書通信』 昭和54年5月)｡
｢米国議院図書館の編目業務｣ 翻訳 (『資料公報』 4巻７・8号 康

徳10年)｡

『紅葉山文庫』 郷学舎 1980.8. (東京郷学文庫)

『内閣文庫書誌の研究』 青裳堂書店 1980.6. (日本書誌学大系 ;

12)

『江戸幕府編纂物』 雄松堂出版 1983.12

『江戸幕府刊行物』 雄松堂出版 1985.8 など

福田敏之

上海日本近代科学図書館｡

福田 稔

昭和15年2月大連図書館 (｢会誌 通常会員｣ (『満洲読書新報』

第36号 昭和15年3月)｡ 昭和16年5月3日大連埠頭社員文庫から

大連宿泊所に転勤 (｢会報｣ 『満洲読書新報』 第49号 昭和16年6月)｡

戦後は山口県防府市宮市旭町に (『旧満鉄図書館関係者の連

絡誌 書香 (仮称)』 vol.1 昭和24年1月)

袋井吉之輔

明治26年石川県の生まれ｡ 明治40年越路高等小学校を卒

業し大正元年渡台､ 台北地方法院雇｡ 翌大正2年台湾督府

巡査練習所を卒業して阿 庁の巡査､ 同9年警察官及司獄

官練習所､ 翌10年訓練所甲科を卒業｡ 巡査部長に昇任し高

雄州警部補となる｡ 大正13年高雄州高等警察課高等係長兼

特別高等係長､ 翌年警部｡ 昭和7年潮州郡警察課長､ 以後

鳳山・岡山両郡警察課長｡ 昭和11年総督府屬となり台灣総

督府地方理事官を兼任｡ 退官して同年11月鳳山街長に就任｡

他に畜産組合鳳山街支部長・高雄州農會鳳山街地方委員・

台灣拓殖株式會社事務嘱託・州税調査員・台灣都市計画委

員會臨時委員 (『台湾紳士録 昭和12年』)｡ 昭和12年3月31日現

在高雄州鳳山郡鳳山街鳳山街立簡易図書館館長 (街長)
(『台湾総督府図書館概覧 昭和11年度』)｡ 昭和15年3月31日現在

高雄州旗山郡旗山街旗山図書館館長 (街長) (『台湾総督府図

書館概覧 昭和14年度』)｡

藤井一郎

昭和5年4月から昭和7年3月まで満鉄鞍山図書館臨時傭員､

のち昭和10年1月まで事務助手､ のち大連図書館に転任
(『満鉄鞍山図書館沿革史』)｡ 昭和12年7月末日現在 大連図書館

雇員事務手 (｢各館従事員名簿 昭和12年7月末日現在｣ 『満鉄図書館

業務研究会年報 第３集』)｡ 昭和13年4月北平の満鉄北支経済

調査所に転勤 (『図書館新報』 第13号 昭和13年4月)｡

藤井幸輔

昭和14年4月19日満鉄奉天図書館運用係 (｢奉図通信｣ 『図書

館新報』 第26号 昭和14年5月)｡ 昭和16年9月5日斉斉哈爾鉄道

局附業務課に転出 (｢会報｣ 『満洲読書新報』 第54号 昭和16年10月､

藤井幸輔 ｢『我等の館長』 衞藤先生｣ 『収書月報』 第74号 昭和17年３

月)｡

藤岡孝之

昭和11年10月に発行の奉天図書館同人雑誌 『韃靼』 の第

2号に ｢著者名記入の発達と英米規則に基ける著者名記入

法の公式化｣ を翻訳 (『収書月報』 第11号 昭和11年11月､ 編者未

見)｡

藤川一郎

昭和12年7月末日現在 瓦房店図書館傭員事務手 (｢各館従

事員名簿 昭和12年７月末日現在｣ 『満鉄図書館業務研究会年報 第３

集』)｡ 康徳6 (1939) 年9月28日現在､ 同日開催の奉天省図

書館聯合研究会第一部日系部会第一回部会での ｢部員名簿｣

で瓦房店市立図書館 (『奉天省図書館聯合研究会年報』 康徳7年11

月)｡ 康徳7 (1940) 年2月瓦房店図書館から瓦房店街公署

経理股 (｢会誌 通常会員｣ (『満洲読書新報』 第36号 昭和15年3月)｡

藤川卯作

明治6年広島県豊田郡豊田村の生まれ｡ 明治30年広島県

師範学校を卒業し豊田村で小学校訓導､ 明治31年6月広島

県立商船学校助教諭､ 大正2年3月渡満して長春補習学校長

を長く勤める｡ 7月青年訓練所主事を兼務､ ほかに長春青

年義勇団､ 長春青年団､ 青年会､ 革新会､ 体育協会､ 修養

団支部の幹部および地方委員も歴任｡ また大正11年ごろか

ら中川師範の門下に入り観世流謡曲をおさめさらに自疆術

も｡ 大正2年4月1日から6年2月22日まで長春図書館諸閲覧

場主事を兼務 (『満豪日本人紳士録 昭和2年』 『満洲芸術団の人々』

昭和4年､ ｢新京図書館沿革略｣ 『新京図書館月報 第16号』 昭和12年11

月)｡

藤木 悟

康徳10 (1943) 年9月19日満洲国立中央図書館籌備処雇

員として着任 (｢日記抄｣ 『資料公報』 4巻11号 康徳10年)､ 同10

年12月16日満洲国立中央図書館籌備処雇員を辞職 (｢日記抄｣

『資料公報』 4巻12号 康徳10年)｡

藤田 ＊

昭和12年4月30日奉天図書館傭員､ 待命 (地方部勤務)

を命じられる (『収書月報』 第17号 昭和12年6月)｡ 昭和12年9月

29日依願退職 (『収書月報』 第21号 昭和12年10月)｡

藤田謹次

明治28年2月22生まれ､ 本籍兵庫県加束郡小野町｡ 大正3

年兵庫県御影師範学校第一部を卒業し兵庫県下長尾・小野

などの尋常高等小学校訓導に就く｡ 大正8年8月東京東洋音
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楽学校において声楽・ピアノを学び慶応大学で顕微鏡植物

学を研究して ｢満洲菌類図譜｣ 製作のため渡満｡ 大正9年3

月満鉄に入社し教育研究所において6ヶ月間満洲事情を研

究､ のち熊岳城公学堂､ 翌年遼陽日語学校・撫順第一小学

校に移りさらに教育研究所において大賀理学博士のもとで

南満洲産菌類及水生植物を研究した｡ 昭和11年4月満鉄公

主嶺図書館長 (『満蒙日本人紳士録 昭和4年』 『満洲紳士録 昭和12年

版』)｡ 昭和12年12月､ 公主嶺図書館長から北支派遣員 (『図

書館新報』 10号)､ 昭和13年6月公主嶺図書館から北支事務局

(汽車公司派遣員) (｢会員消息｣ (『図書館新報』 第16号 昭和13年7

月)｡ 今日の日本蜘蛛学会の前身東亜蜘蛛学会の趣意書が

『Acta arachnologica』 1巻1号1936 (昭和11年) に載るが､

その ｢発企人名簿｣ に､ ｢藤田謹次 (公主嶺)｣ と出ている
(｢日本蜘蛛学会五十年史｣ http://www.asahi-net.or.jp/̃hi2h-ikd/asjapan/eh

istory.htm)｡ また昭和5年満洲博物学会例会において ｢東北

産蕈類50種｣ を発表しているがこれは東北地方の蕈類研究

ではもっとも早い論文であったとされる (野田光藏 ｢満洲植

物調査的回顧｣ 『中国数字植物館 網絡雑誌』 http://www.cvh.org.cn/Mag

/0304/02.htm)｡

藤田 盛

明治39年鹿児島県始良郡敷根村の生まれ｡ 大正14年5月

満鉄入社､ 昭和5年文部省図書館講習所を修了｡ 昭和8年9

月満洲国に渡り総務庁属官｡ 国務院文庫を担当し昭和13年

9月15日から国務院文庫所蔵稀覯書展覧会を開催し明治神

宮壁画集を展示したが､ あわせて 『永楽大典 第210巻』 や

明治維新の高札､ 1718年アムステルダムで刊行の歴史地図

なども展観したという (『収書月報』 第33号 昭和13年10月､ 出品

目録付載)｡ 昭和16年法大特修科を卒業｡ 昭和17年8月総務

庁企画処事務官 (『満洲紳士録 昭和18年』)｡
｢国務院文庫所蔵稀覯書 展覧会跡がき｣ (『収書月報』 第33号 昭

和13年10月)｡

藤田祐美

康徳9 (1942) 年12月2日満洲国立中央図書館籌備処臨時

雇傭として着任 (｢彙報｣ 『資料公報』 4巻2 号 康徳10年)｡ 康徳

10年1月1日中央図書館籌備処司書として司書科配属 (｢彙報｣

『資料公報』 4巻3 号 康徳10年)｡ 康徳10年7月31日には大同学

院研究所の開所 (勅令35号) にともなう同所主催・新京資

料室聯合会共催で開催された懇談会に企画股長として参加
(｢彙報｣ 『資料公報』 4巻9号 康徳10年)｡

布施昌三

昭和11年10月1日から昭和12年4月10日まで北京近代科学

図書館助理 (『北京近代科学図書館一週年報告』 昭和12年 民国26年

12月5日)｡

船田勇記 (澪 )

明治20年福島県郡山市の生まれ｡ 福島県師範学校を卒業

し大正9年まで小学校訓導および校長として勤務したが同

大正9年4月に台湾に渡り警察官となる｡ 総督府文官普通試

験合格｡ 同10年台中州屬､ 昭和8年台中州竹山郡庶務課長｡

以後東勢郡・北斗郡庶務課長｡ 昭和12年退任して集々庄長｡

正八位動八等 (『台湾紳士録 昭和12年』)｡ 昭和12年3月31日現

在台中州新高郡集集庄集集庄文庫館長 (庄長) (『台湾総督府

図書館概覧 昭和11年度』)｡ 昭和15年3月31日現在台中州新高

郡集々庄集々庄図書館館長 (庄長) (『台湾総督府図書館概覧

昭和14年度』)｡

船津辰一郎

昭和11年秋に四川路に成立した上海日本近代科学図書館

の理事および監理｡ 昭和12年3月30日に正式開館し名誉館

長｡ 在華紡績同業会理事 (『上海日本近代科学図書館概要』 中華

民国26年 日本昭和12年)｡

古川久吾

康徳6 (1939) 年4月15日四平街市立図書館書記に採用｡

9月28日現在､ 同日開催の奉天省図書館聯合研究会第一部

日系部会第一回部会での ｢部員名簿｣ で四平街図書館
(『奉天省図書館聯合研究会年報』 康徳7年11月)｡

古野健雄

昭和13年４月､ 朝鮮龍山図書館(『図書館新報』 昭和13年4月)､

昭和17年11月17日林靖一の後を継いで龍山鉄道図書館主事

に昇任 (｢会報｣ 『満洲読書新報』 第67号 昭和18年3月)｡

戦後は国立国会図書館上野支部図書館 (『図書館総覧』 昭和

26年)｡
増田憲二 ｢古野健雄氏を懐う｣ 『鮮交 (鮮交会報)』 (86) 1973.11

(編者未見)

古本 實

昭和9年3月31日現在台中州南投郡南投街南投図書館長

(台中州南投郡南投街長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和９年３月

末』)｡

房 輔唐

昭和12年7月末日現在 遼陽図書館傭員雑務手 (｢各館従事

員名簿 昭和12年7月末日現在｣ (『満鉄図書館業務研究会年報 第3集』)｡

ほ

澎 鑑

昭和11年9月15日北京近代科学図書館司書に就任 (『北京

近代科学図書館一週年報告』 昭和12年 民国26年12月5日)｡

法貴慶次郎

教育研究所主事のち満鉄学務課長｡ 在職中欧米を遊学｡

大正14年3月大連図書館長となり大正15年5月まで (『大連文

史資料 第一輯』 (中国人民政治協商会議遼寧省大連市委員会 文史資

料委員会編 一九八四年十二月､ 法貴慶次郎 ｢満鉄図書館追懐｣ 『満鉄

教育回顧三十年』)｡
『世界思想之過去及将来』 東洋社 明35

『中世哲学史綱』 金港堂 明36

『山崎闇斎派之学説』 佐藤政二郎 明35.6

朴 錫馨

昭和9年3月31日現在台中州大屯郡大屯庄立図書館長 (対

中州大屯郡大屯庄長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和9年3月末』)｡

朴 昌武

延吉街立厚生館館員 (｢前職員｣ 『延吉街立厚生館 図書部要覧』

康徳9年11月)｡
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保坂秋次郎

昭和15年3月31日現在台中州大屯郡大里庄大里図書館館

長 (庄長) (『台湾総督府図書館概覧: 附島内公私立図書館一覧 昭和

14年度』)｡ 昭和15年3月31日現在台中州南投郡南投街南投図

書館館長 (街長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和14年度』)｡

星 直利

大連図書館｡

戦後は佐世保に上陸｡ 世田谷区松原町 (『旧満鉄図書館関係

者の連絡誌 書香 (仮称)』 vol.1 昭和24年1月)｡

星野啓一

昭和16年4月奉天図書館に採用 (『収書月報』 第64号 昭和16

年5月)｡ 昭和16年12月23日帰省とあり運用係 (『収書月報』 第

72号 昭和17年1月)｡

細井五郎

昭和10年3月満鉄奉天図書館員､ 満洲で開催された昭和

12年６月第31回全国図書館大会参加のため大連出張 (身分

は傭員) (『収書月報』 第18号 昭和12年7月)｡ 昭和12年8月12日奉

天図書館館内木曜会において ｢洋書目録法｣ について報告
(『収書月報』 第20号 昭和12年9月)｡ 昭和13年9月現在満鉄図書

館研究会運用部に所属 (『収書月報』 第33号 昭和13年10月)｡ 昭

和15年2月15日奉天図書館館内木曜会において ｢日本刀の

話｣ を報告 (『収書月報』 第50号 昭和15年3月)｡ 昭和16年6月15

日華北交通に転勤､ 巡回文庫 (『収書月報』 第66号 昭和16年7月､

第70号 昭和16年11月)｡ 華北交通厚生課 (高橋泰四郎 ｢衞藤先生｣

『満洲読書新報』 第57号 昭和17年2月)｡

戦後は東京都北区十条に (『旧満鉄図書館関係者の連絡誌 書

香 (仮称)』 vol.1 昭和24年1月)｡

堀 榮子

昭和16年10月15日満鉄奉天図書館運用係として採用
(『収書月報』 第70号 昭和16年11月)｡

堀 榮美二

奉天図書館員｡ 昭和17年5月9日告別式 (『収書月報』 第77号

昭和17年6月)｡

堀内重臣

大正10年12月20日から13年4月29日まで長春図書館主事
(｢長春図書館百年 (1910－2010) 主題展観 於長春図書館 2010年8月

24日｣)｡

本田勘三

大同学院研究所の開所 (勅令35号) にともない康徳10

(1943) 年7月31日に同所主催､ 新京資料室聯合会共催で開

催された懇談会に満洲重工業調査部員として参加 (｢彙報｣

『資料公報』 4巻9号 康徳10年)｡

本田 先

康徳7 (1940) 年7月１日現在満洲国立中央図書館籌備処

属官 (｢彙報｣ 『資料戦線』 1巻1号 康徳7年)｡ 康徳9 (1942) 年

10月31日籌備処属官を退任 (｢彙報｣ 『資料公報』 4巻1号 康徳10

年)｡

本田重之

昭和14年8月現在大連図書館資料室 (｢会誌｣ 『満洲読書新報』

第30号 昭和14年9月)｡

戦後は長崎県島原市杉田谷本町に (『旧満鉄図書館関係者の

連絡誌 書香 (仮称)』 vol.1 昭和24年1月)｡

本田太郎

昭和13年2月7日現在､ 満鉄哈爾浜図書館傭員 (｢会誌｣ の

通常会員 『図書館新報』 11号)｡ 昭和19年3月満鉄哈爾浜図書館

から奉天交通調査室勤務 (｢会報｣ 『満洲読書新報』 第80号 昭和

19年6月)｡

戦後は十勝 (｢電報｣ 『作文』 131号)｡

本間善庫

昭和9年3月31日現在台東庁台東街財団法人台東奨学会附

属図書館長 (台東庁長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和9年3月末』)｡

昭和7年11月発売 ｢台湾警察歌｣ のB面 ｢蕃界警備壮夫の

歌｣ の作詞を手がけた (吉原達也 ｢再び澤村胡夷作詞 ｢台湾警察

歌｣ 及び ｢サヨンの鐘｣ について(三訂稿) ―日本統治下台湾警察史

の一齣―警察史の一齣―｣) http://home.hiroshima-u.ac.jp/tatyoshi/futatabi.

pdf 2011/12/20)｡

ま

前田亀吉

明治27年の生まれ｡ 前田家の養子となる｡ 福岡県立中学

伝習館に入学しがた病気で中退｡ 大正4年8月大連貿易商松

田洋行に入社し翌5年会計主任となる｡ 大正7年6月に退社

渡満し大連へ､ 9月満鉄入社｡ 満鉄図書館に奉職し事務助

手として経理係､ のち大連図書館となり大正15年4月大石

橋図書館長 (主事)､ 地方部学務課､ 昭和9年8月本渓湖地

方事務所社会主事｡ 本渓湖在勤福祉生計事務所庶務係主任､

昭和15年4月満鉄奉天厚生事務所庶務係主任､ 副参事 (『満

洲紳士録 昭和12年』 『満洲紳士録 昭和15年』 『満洲紳士録 昭和18年』)｡

前田倉吉

台中府図書館職員として昭和12年６月に満鉄奉天図書館

を訪れている (『収書月報』 第18号 昭和12年7月)｡

前田又三

旅順図書館司書として昭和15年2月に満鉄奉天図書館を

訪れている (『収書月報』 第50号 昭和15年3月)｡

前野はつゑ

大連図書館員を昭和13年9月15日退職 (｢連図通信｣ 『満洲読

書新報』 第20号 昭和13年11月)｡

前畠ふみゑ

昭和15年10月小村侯記念図書館 (｢会誌｣ (『満洲読書新報』

第44号 昭和15年11月)｡ 昭和18年10月20日結婚のために退職
(｢会報｣ 『満洲読書新報』 第75号 昭和18年11月)｡

柾 登志

康徳6 (1939) 年12月22日撫順市立図書館臨時傭人に転

入 (『奉天省図書館聯合研究会年報』 康徳7年11月)｡

増田憲二

朝鮮鉄道図書館員として昭和11年10月17日開催の図書館

業務研究会各部聯合会ならびに第2回満鮮図書館聯合協議

会で ｢謄写版ニテカードヲトル方法及実演｣ を発表 (『収書

月報』 第10号 昭和11年11月)｡ 朝鮮鉄道図書館 (『図書館総覧』 昭

和26年)｡
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｢古野健雄氏を懐う｣ 『鮮交 ( 鮮交会報)』 (86) 1973.11 (編者

未見)

町田壽夫

康徳7 (1940) 年7月１日現在満洲国立中央図書館籌備処

属官 (｢彙報｣ 『資料戦線』 1巻1号 康徳7年)｡

松井松次

上海近代科学図書館｡

松浦嘉三郎

明治29年大阪市東區内平野町生まれ｡ 大阪府立天王寺中

学校､ 上海東亞同文書院を経て大正9年京都帝国大学文学

部東洋史学科を卒業｡ 9月京都東山中学校教諭､ 同11年5月

北京順天時報社員となり論説や調査事務を担当｡ 昭和4年5

月東方文化学院京都研究所研究員となり内藤湖南・狩野直

喜・矢野仁一らに師事し ｢支那古代ノ家族制度の研究｣ に

従事｡ 昭和4年9月大谷大学教授､ 東洋史講座を担当｡ 昭和

7年4月京都龍谷大学教授東洋史講座担当｡ 昭和9年9月退職

して同年10月渡満して満洲国国務院文教部嘱託總務司とな

り康徳2 (1935) 年4月大同学院教授｡ 康徳6 (1939) 年3月

25日から建国大学教授稲葉岩吉とともに満洲国立奉天図書

館の旧記を整理｡ 翌康徳7年2月4日の満洲学会奉天支部研

究会で ｢東華録について｣ の研究発表｡ 康徳7年6月満洲国

立中央図書館籌備処官制､ 9月分科規程により籌備処旧記

整理処処長となり大同学院教授兼務｡ 康徳7 (1940) 年9月

1日籌備処委任文官考試委員会委員｡ 康徳8 (1941) 年3月

20日旧記整理処処長兼務から大同学院教授に転任 (『満洲紳

士録 昭和12年』､ 『同 昭和15年』､ 『同 昭和18年』､ ｢雑報｣ 『収書月報』

第49号 昭和15年2月､ ｢彙報｣ ｢国立中央図書館籌備処概要｣ 『資料戦

線』 1巻1号 康徳7年､ ｢彙報｣ 『資料戦線』 1巻2 号 康徳7年､ ｢図書館

だより｣ 『資料公報』 2巻5号 康徳8年)｡

松尾鹿之助

康徳6 (1939) 年11月11日現在､ 同日開催の奉天省図書

館聯合研究会第一部日系部会第三回委員会では 出口孝吉

図書館長の代理として参加､ 本渓湖図書館 (｢奉天省図書館

聯合研究会結成式 役員名簿｣ 『奉天省図書館聯合研究会年報』 康徳7

年11月)｡ 康徳6 (1939) 年12月7日調べ ｢研究事項､ 趣味､

娯楽調査報告｣ の研究事項では ｢図書分類法､ 家庭代用食

研究｣ をおこなうとしている (『奉天省図書館聯合研究会年報』

康徳7年11月)｡ 康徳６年９月8日､ 本渓湖市立図書館雇員に

転入 (『奉天省図書館聯合研究会年報』 康徳7年11月)｡ 康徳7 (1940)

年10月2日本渓湖図書館員として奉天図書館来館 (『収書月

報』 第58号 昭和15年11月)｡

松尾繁治

明治19年熊本県飽託郡清水村に生れる｡ 明治40年渡台し

新竹庁属｡ 明治43年入営のために退官翌年8月台北庁属に

任命される｡ 大正9年10月制度改正により台北州海山郡庶

務課長｡｡ 同13年3月七星郡庶務課長､ 同14年宜蘭郡庶務課

長となり大正15年台北州文書課長｡ 昭和3年9月地方理事官

に昇進し台南市助役｡ 昭和5年11月竹山郡守､ 同6年5月北

斗郡守､ 同7年11月桃園郡守｡ 9年9月高雄市尹｡ 昭和9年3

月31日現在高雄州高雄市高雄図書館長 (高雄州高雄市市尹)
(『台湾総督府図書館概覧 昭和9年3月末』､ http://km.cca.gov.tw/bhedu/ca

te_04_037.html (北斗古文書老照片數位化建置計画) に北斗郡守の写

真あり､ 2010年9月15日)｡ 昭和12年3月31日現在高雄州高雄市

高雄図書館館長 (市尹) (『台湾総督府図書館概覧 昭和11年度』)｡

松尾四郎

康徳6 (1939) 年9月28日現在､ 同日開催の奉天省図書館

聯合研究会第一部日系部会第一回部会での講習会で奉天市

公立瀋陽図書館 (『奉天省図書館聯合研究会年報』 康徳7年11月)｡

松川京子

大正10年長崎市の生まれ｡ 長崎瓊浦高等女学校を卒業､

康徳7 (1940) 年5月新京特別市立図書館に入る｡ 新京婦人

読書倶楽部常任理事 (｢本号の執筆者｣ 『新京図書館月報』 第72号

康徳10年8月)｡ 康徳10 (1943) 年12月1日新京特別市公署人

事股へ転出 (｢館員消息｣ 『新京図書館月報』 第76号 康徳11年2月)｡

松川幹郎

昭和12年8月の新京図書館防空訓練に参加､ また通信訓

練生として派遣 (｢あとがき｣ 『新京図書館月報』 第13号 昭和12年

8月)｡ 昭和13年10月24日臨時召集で新站梅本部隊に入営､

11月23日帰館 (｢彙報｣ 『新京図書館月報』 第25号 昭和13年9月､

｢彙報｣ 『新京図書館月報』 第27号 昭和13年11月)｡ 康徳6 (1939)

年7月末哈爾浜市立図書館に転勤 (｢館内彙報一束｣ 『新京図書

館月報』 第36号 康徳6年８､ 9月)｡ 昭和15 (1940) 年11月16日

郷里熊本において死去 (『新京図書館月報』 第47号 康徳7年12月)｡

松川 睦

康徳11 (1944) 年1月新京特別市公署会計科より新京特

別市図書館司書係に採用 (｢館員消息｣ 『新京図書館月報』 第76号

康徳11年2月)｡

松口 弘

昭和14年4月17日満鉄奉天図書館採用 (雑務手) (｢奉図通信｣

『図書館新報』 第26号 昭和14年5月)｡

松隈 梓

昭和9年3月31日現在新竹州竹南郡頭分簡易図書館長 (竹

南郡頭分庄長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和9年3月末』)｡

松崎壽美子

昭和13年5月調査部資料課から大連図書館へ転勤 (｢会員

消息｣ 『図書館新報』 第14号 昭和13年5月)｡

松崎鶴雄

慶応3年肥後 (熊本県) 宇土郡網田村の生まれ (これは

戸籍上で実際は明治元年12月という)｡ 号は柔甫のち柔父｡

14歳で父親を亡くした｡ 明治14年済々黌に入学､ 明治16年

には校長古荘嘉門 (熊本で紫溟会を組織して国権主義を唱

導) とともに上京し独逸協会学校に入学するも病を得て熊

本に帰り熊本洋学校に学ぶ｡ 明治20年ごろ上京して明治24

年から27年まで東京イーストレーキ氏国民英学館に学び､

夜間英文学科を修了｡ また青山学院に学ぶも退学｡ 東京で

は父伝助の親友井々竹添進一郎の援助でその自宅に起居し

明治29年1月から33年3月まで井々に漢学を学んだ｡ また英

文学に深く関心を持ち北村透谷・山田美妙・国木田独歩ら

とも交友した｡ 明治28年熊本に戻り私立学校の英語教師を

勤めるが再び上京し竹添家にて起居｡ 明治33年前橋中学英

語教師､ 35年鹿児島師範学校に勤務｡ 明治41年天囚西村時

彦と漢詩を競いその縁で大阪朝日新聞に入社｡ 京都大阪で
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は君山狩野直喜・湖南内藤虎次郎､ また同郷の鳥居素川・

天囚らと交友した｡ 明治42年12月高見祖厚の勧めで水野梅

曉とともに中国に留学､ 朝日新聞の通信員を兼務した｡ 長

沙で王 運に文学を葉徳輝に説文を学んだ｡ この間中国各

地を回り上海では康有為・鄭孝胥らと交友した｡ 大正6年

９月妻の病のため大阪朝日通信員・漢口日報通信員・東亜

同文会常設員を辞していったん帰国したが大正9年には満

鉄に招かれ渡満､ 4月から大連図書館嘱託として大谷文庫

本明清小説類などを整理また漢籍蒐集を担当した｡ 昭和2

年夏ごろには書目係室の西隣の部屋で山のような漢籍を整

理していたという (大谷健夫 ｢松崎柔甫先生を送る｣ 『満洲読書新

報』 第44号 昭和15年11月)｡ 昭和4年には10万の特別予算がつ

き館長柿沼介ともども北京に出張し橋川時雄・杉村勇造ら

の助力で漢籍を購入また山東の海源閣から宋版などを購入

した (柿沼介 ｢図書館に生きた50年｣ 聞き手もり・きよし 『図書館

雑誌』 57-11､ 松崎鶴雄 ｢回顧｣ 『満鉄教育回顧三十年』)｡ 満鉄社員

に敬慕され柔父会の名のもとに門生が集い ｢楚辞｣ や ｢詩

経｣ を講じた｡ 次男簡が日本共産党に加盟して昭和3年投

獄､ 昭和7年保釈中に満洲共産党を組織して再度投獄とな

り松崎は満鉄を退社､ また昭和7年5月には6月に開館予定

であった満洲国立奉天図書館に招かれて臨時主事として着

任するも簡の満洲共産党事件により30日辞職している (大

谷健夫 ｢満洲共産党事件の記憶 (私信) 『作文』 163｣｡ ここには事

件に関与していた満鉄社員安東光子が大連図書館で借りて

いた図書の押収もあったとのエピソードも紹介されている｡

退職後は大連黒石礁にて読書生活に入り旅順で大庫資料の

編纂にも従事した｡ また粛親王・羅振玉・梁鴻志・宝煕・

王季烈らと交わり､ 北京では胡適・袁同礼・陳兼士らと交

友した｡ 昭和12年の日中戦争勃発時太湖湖畔の蔵書楼嘉業

堂を保護するために方面部隊長で義弟の牧少将に保護方を

打電したとされる (大谷健夫 ｢松崎柔甫先生を送る｣)｡ 『図書館

新報』 は第17号 (昭和13年8月) から 『満洲読書新報』 と

改題なったが､ その題字は､ 図書館新報同様に松崎の手に

なる｡ ｢旧誼に免じ心よくご執筆下された｣ とある (｢本誌

の題字｣ 『図書館新報』 第17号 昭和13年8月)｡ 松崎はその室を嬾

雲山房と号して自適の生活だったが昭和15年華北交通公司

に招かれ総裁室嘱託となり北京で暮らすこととなった｡ 昭

和17年末には北京西城按院胡同19に住す (｢会報｣ 『満洲読書

新報』 第67号 昭和18年3月)｡ 昭和18年3月12日大連図書館事務

嘱託 (｢会報｣ 『満洲読書新報』 第68号 昭和18年4月)｡ なおこの昭

和18年古稀を記念して 『柔父随筆』 を刊行｡ これは加藤新

吉が決め柔父会の田口稔が編集を担当し出版は松崎女婿杉

村勇造の知人の座右宝刊行会後藤眞があたった (加藤新吉

｢跋｣ 『柔父随筆』 座右宝刊行会 昭和18年9月)｡

昭和21年５月終戦により熊本の親戚續宅 (釣耕園) に戻

る｡ 同年11月東京都下町田の玉川学園の長男宅に移りまた

昭和23年8月文京区林町の女婿宅に転居するも24年3月病を

得て16日死去｡ 83歳｡ 松崎の女婿杉村勇造が松崎死去前の

日曜日に松崎を見舞って帰ろうとするところを松崎が ｢食

事をしていらっしゃい｣ と言い､ 杉村がためらっていると

｢想い出になりますよ｣ と病床から声を掛けられた､ これ

が松崎鶴雄の杉村勇造への最後のことばであったと記して

いる (｢柔父先生略伝｣ および杉村勇造 ｢柔父翁点描｣ 『呉

月楚風』 出版科学総合研究所 1980)｡ 満洲でも多くの人た

ちに慕われてきた松崎の人柄をまことによく表したエピソー

ドである｡
杉村英治編 『呉月楚風－中国の回想』 出版科学総合研究所 1980

ここに年譜がある｡

『詩経国風篇研究』 第一公論社, 1937

『詩經國風篇研究』 第一出版, 1937

『支那の文房四寶に就て』 松崎鶴雄著 座右宝刊行会 1946

『柔父随筆』 座右寶刊行會 1943

『雨の思ひ出』 座右宝刊行会 1946

『支那研究論叢』 第1輯 亞東印畫協會 1927

『清朝學術源流概略』 羅振玉述 松崎鶴雄註 中日文化協會 1931(滿

蒙パンフレット 第15号)

松田 茂

大正15年 昭和元年度末現在､ 台北州新荘郡新荘街私立

新荘文庫長 (新荘郡守) (『台湾総督府図書館一覧 自大正15年4月

1日 至昭和2年3月31日』 『台湾総督府図書館一覧 大正14年度 (創立

十周年)』)｡

松野信忠

奉天図書館製本係､ 昭和15年4月13日から一ヶ月の予定

で福井に帰省 (『収書月報』 第52号 昭和15年5月)｡ 昭和15年6月

22日奉天図書館依願退職帰国 (｢奉図通信｣ (『満洲読書新報』 第

40号 昭和15年7月)｡

松原浅右衛門

明治23年生まれ､ 本籍は札幌市南四條東三丁目｡ 文部省

図書館員教習所修了 (第2期大正12年3月)｡ 明治40年4月今

立郡谷口小学校教員拝命後清嘉小学校訓導､ 大正7年5月満

鉄に入社し図書館に勤務｡ 以来鉄嶺簡易図書館 (大正7年6

月から大正8年2月まで)､ 大連図書館､ 大正8年5月から大

正9年5月まで満鉄鞍山図書館事務助手､ 大正9年5月から大

正11年3月まで主事､ 大正11年5月から12年3月まで図書館

員教習所で研修を受けて大正12年4月から13年4月までふた

たび鞍山図書館主事｡ 鞍山図書館時代には小説娯楽関係図

書の充実を図り利用者の募集に努め来館至難な利用者のた

めに製鉄所内に図書貸出所を設置し鞍山鉄鋼振興無限公司

に巡回文庫を創設した｡ また大正13年1月には､ 松原の提

唱で遼陽以南の図書館従事者による研究機関として､ 図書

館業務研究会が組織され､ 業務改善や俳句会､ 洋画研究会

を開催して読者への働きかけを行なっている｡ 具体的には

遼陽瓦房店間五館の主事で大正13年1月に第一回 (於鞍山)､

3月に第二回 (於営口)､ 9月に第三回 (於遼陽)､ 12月に第

四回 (於瓦房店) を開催している｡ なおこの研究会は､ 大

正15年8月に遼南図書館協会に発展し昭和4年4月の図書館

業務研究会へと引き継がれた (遼南図書館協会の規約および第1

回第2回の議事録は 『満鉄鞍山図書館沿革史』 に載る)｡ 大正13年4

月奉天図書館庶務係主事｡ これは衞藤利夫奉天図書館館長

が鞍山図書館を訪れて ｢奉天図書館に来て呉れないか｣ と

請われたという (｢衞藤館長と私｣ 『収書月報』 第74号 昭和17年3

月)｡ 大正15年11月満鉄奉天図書館庶務係主任｡ 奉天保養
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院庶務長撫順看護婦養成所等歴勤｡ 昭和13年5月奉天図書

館庶務員から庶務課係主任｡ 昭和13年5月日本図書館協会

｢図書館勤続功労者表彰｣ (20年) を受ける (｢人名篇｣ 『図書

館総覧』 昭和26年)｡ 昭和15年7月10日奉天保養院庶務長に異

動｡ (｢奉図通信｣ (『満洲読書新報』 第41号 昭和15年8月｡ この異動

に関してこの ｢奉図通信｣ では ｢文字通り生き字引｣､ ｢衞

藤あっての松原､ 松原あっての衞藤｣ と書き､ 大連図書館

の柿沼介の異動に続いて満鉄図書館はまた大きな人物を失っ

た､ と述べる (高橋一二 ｢松原さんを私｣､ 山下義行 ｢松原さん｣

『収書月報』 第55号 昭和15年８月)｡ 昭和16年５月16日奉天保養

院庶務長から撫順看護婦養成所に転勤 (｢会報｣ 『満洲読書新

報』 第51号 昭和16年７月)｡ 昭和16年6月16日主事兼講師 (｢会

報｣ 『満洲読書新報』 第52号 昭和16年8月)｡ 昭和17年2月1日奉天

図書館庶務係主任､ 満鉄副参事 (『満洲紳士録 昭和12年版』

『満洲紳士録 昭和15年版』 『満洲紳士録 昭和18年版』 『満鉄鞍山図書

館沿革史』)｡ 昭和18年2月の関東州読書協会創立総会で連絡

部長 (｢各部委員委嘱｣ 『満洲読書新報』 第77号 昭和19年2月)｡ 昭

和17年12月18日奉天図書館職係主任から運用係主任を兼務

となる (｢会報｣ 『満洲読書新報』 第67号 昭和18年3月)｡ 昭和18年

2月25日満鉄副参事に昇格 (｢会報｣ 『満洲読書新報』 第67号 昭

和18年3月)｡

戦後は奉天図書館の中国側接収の後､ 国府軍が進駐し西

沢秀正とともに留用､ 瀋陽鉄路図書館において資料整理に

勤める｡ (｢奉天会｣ http://homepage3.nifty.com/jiangkou/Kiyoshi/shenya

ng/etousin.html｡ 2009年11月16日)｡ 昭和23年暮れに引揚げ帰国､

衞藤利夫の世話で帝国図書館長の推薦により福井師範学校

図書課に勤務｡ 昭和26年4月1日から昭和35年3月30日まで

は福井大学附属図書館事務長・館長補佐 (天野敬太郎編 『図

書館総覧』 文教書院 昭和26年7月､ 『全国図書館職員録 昭和30年10月

1日現在』 日本図書館協会公共図書館部会 昭和31年3月､ 『福井大学五

十年史』 (原稿)｡
｢松原主任を送る 松原さんと私｣ (『収書月報』 第55号 昭和15年8月)｡

｢山下義行｣ (『収書月報』 第55号 昭和15年8月)｡

松原 巌

康徳8 (1941) 年12月1日､ 総務庁属官に兼ねて満洲国立

中央図書館籌備処属官 (｢彙報｣ 『資料公報』 3巻1号 康徳9年)｡

松原 亨

大正6年11月から大正7年1月まで満鉄鉄嶺図書館雇員
(『鉄嶺図書館沿革史』)｡

松原正晃

延吉街立厚生館館員 (｢前職員｣ 『延吉街立厚生館 図書部要覧』

康徳9年11月)｡

松藤貞子

康徳10 (1943) 年9月19日満洲国立中央図書館籌備処雇

員として着任 (｢日記抄｣ 『資料公報』 4巻11号 康徳10年)､ 翌康

徳11年4月30日満洲国立中央図書館籌備処辞職 (｢彙報｣ 『資

料公報』 5巻5 号 康徳11年)｡

松村主税

関東庁図書館出納手 (『関東庁附属 図書館一覧表 昭和2年度』)｡

昭和13年4月末現在関東州旅順図書館 (｢会誌 普通会員｣ 『図

書館新報』 第14号 昭和13年5月)｡ 昭和17年1月現在旅順図書館

館長代理 (｢恭賀大東亜之新春 満洲読書同好会｣ 『満洲読書新報』

第56号 昭和17年1月)｡

松本臥牛

昭和13年2月7日現在､ 安東青年学校 (｢会誌｣ の通常会員

『図書館新報』 11号)｡

松元兼男

綾香兼男｡ 松元は旧姓｡ 昭和9年満鉄奉天図書館｡ 昭和

11年5月7日奉天図書館館内木曜会において ｢館内設備閲覧

者応対に就いて｣ を発表 (『収書月報』 第4号 昭和11年5月)｡ 昭

和13年8月1日北支事務局輸送委員会に転勤 (『収書月報』 第

31号 昭和13年8月)｡

松本幸一

大同学院研究所の開所 (勅令35号) にともない康徳10

(1943) 年7月31日に同所主催､ 新京資料室聯合会共催で開

催された懇談会に満洲農産公社調査科員として参加 (｢彙報｣

『資料公報』 4巻9号 康徳10年)｡

松本常雄

昭和14年5月現在奉鉄巡回書庫 (｢会誌｣ 『満洲読書新報』 第

27号 昭和14年6月)｡

松本俊雄

昭和7年4月から7年9月まで伏見台図書館事務手 (『伏見台

児童図書館略史』)｡

松本隆一

大正15年 昭和元年度末現在､ 台南州新營郡鹽水街鹽水

図書館館長 (街長代理助役) (『台湾総督府図書館一覧 自大正15

年4月1日 至昭和2年3月31日』)｡

松山松次郎

大正14年3月31日現在､ 大正15年 昭和元年度末現在､ 台

南州虎尾郡虎尾庄虎尾図書館館長 (庄長) (『台湾総督府図書

館一覧 自大正15年4月1日 至昭和2年3月31日』 『台湾総督府図書館一

覧 大正14年度 (創立十周年)』)｡

眞鍋 透

昭和16年10月23日奉天図書館に着任､ 運用係 (｢会報｣ 『満

洲読書新報』 第55号 昭和16年11月)｡

戦後は熊本市黒髪町に (『旧満鉄図書館関係者の連絡誌 書香

(仮称)』 vol.1 昭和24年1月)｡

丸岡淳夫

昭和16年1月鉄道総局調査局資料課､ 副参事に昇格 (｢会

報｣ 『満洲読書新報』 第47号 昭和16年2月)｡ 昭和16年12月22日の

奉天図書館第35回同志会教養部主催講座で ｢統計の誤謬に

就いて｣ を報告 (『収書月報』 第72号 昭和17年1月)｡

丸木末次郎

明治23年鹿児島出水郡出水町の生れ｡ 明治41年渡台し台

湾總督府に勤務｡ 明治43年通信局､ 45年台湾總督府屬｡ 大

正6年8月土木局庶務課､ 大正13年12月から總督官房會計課

勤務､ 昭和11年12月台灣總督府地方理事官となり台南市助

役 (『台湾紳士録 昭和12年』)｡ 昭和12年3月31日現在台中州台

南市台南市立台南図書館館長 (市助役) (『台湾総督府図書館

概覧 昭和11年度』)

馬渡富次

康徳6 (1939) 年9月28日現在､ 同日開催の奉天省図書館
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聯合研究会第一部日系部会第一回部会での ｢部員名簿｣ で

営口市立図書館 (『奉天省図書館聯合研究会年報』 康徳7年11月)｡

康徳6 (1939) 年12月7日調べ ｢研究事項､ 趣味､ 娯楽調査

報告｣ の研究事項では ｢図書破損防止｣ を研究するとして

いる (『奉天省図書館聯合研究会年報』 康徳7年11月)｡

政所重三郎

大正12年5月8日､ 図書館事務取扱を拝命し栄町台中クラ

ブ内で図書閲覧を開始し大正13年12月25日図書館館長､ 大

正14年5月19日まで (『台中州立図書館一覧 昭和4年9月』)｡ 大正

13年12月台中州州令により台中州博物館規則が公布となり､

州教育課長として開館準備にとりかかり､ 15年6月台中州

教育博物館の一階部分を開館した (李國玄 ｢日治時期台湾近代

博物学発展図書與文化資産保存運動之研究｣､ 台湾國家圖書館 全國博

碩士論文資訊網)｡ 昭和4年4月20日総督府山林課長､ 昭和5年

から昭和6年５月まで嘉義市市長､ 昭和9 (1934) 年9月1日

花蓮港庁長 (http://zh.wikipedia.org/zh-tw/%E5%98%89%E7%BE%A9

%E5%B8%82%E5%B8%82%E9%95%B7､ 王鉄軍 ｢近代日本文官官僚

制度の中の台湾総督府官僚｣ 『中京法学』 45巻1・2号 2010年)

｢台灣の林政｣ (伊藤太右衛門編輯 『大日本山林大會講演集』 台

北市 社團法人台灣山林會 1930)

み

三浦孝子

昭和12年7月末日現在 大連図書館傭員事務手 (｢各館従事

員名簿 昭和12年7月末日現在｣ (『満鉄図書館業務研究会年報 第3集』)｡

昭和13年2月7日現在､ 大連図書館 (｢会誌｣ の通常会員 『図書

館新報』 11号)｡

三浦英雄

沙河口図書館｡ 昭和12年1月以来病気が重篤となるも4月

23日病気快方により実母とともに帰京｡ 25日沙河口図書館

館長勝家の厄除け祈願を沙河口神社でおこない三浦氏慰労

宴を開催 (『図書館新報』 1号昭和12年4月)｡

三浦由之助

明治17年秋田県由利郡西瀧澤村の生まれ｡ 明治32年秋田

中学を中退､ 明治37年8月日露戦争に従軍､ 39年3月陸軍雇

員､ 明治44年4月帰国するも大正2年3月渡満し大連で運送

業､ 大正7年8月満鉄入社雇員として大連図書館勤務｡ 埠頭

図書館長を経て14年11月瓦房店図書館長 (主事)｡

三島末雄

昭和14年5月現在大連図書館 (三島末雄 ｢本を売る｣ (『満洲読

書新報』 第35号 昭和15年2月)｡

三島延子

康徳6 (1939) 年12月新京図書館に着任 (｢館内彙報一束｣

『新京図書館月報』 第38号 康徳7年1月)｡

水�榮二
昭和15年3月31日現在台南州東石郡朴子街東石図書館館

長 (郡守) (『台湾総督府図書館概覧 昭和14年度』)｡

水谷龍男

大連図書館｡

戦後は名古屋市南区笠寺町に (｢信葉抄｣ 『旧満鉄図書館関係

者の連絡誌 書香 (仮称)』 vol.1 昭和24年1月)｡

水間藤太郎

康徳6 (1939) 年9月28日現在､ 同日開催の奉天省図書館

聯合研究会第一部日系部会第一回部会での ｢部員名簿｣ で

鞍山市立図書館 (『奉天省図書館聯合研究会年報』 康徳7年11月)｡

康徳6 (1939) 年12月7日調べ ｢研究事項､ 趣味､ 娯楽調査

報告｣ の研究事項では ｢基本参考図書目録編纂｣ を研究す

るとしている (『奉天省図書館聯合研究会年報』 康徳7年11月)｡

水本邦男

康徳4 (1937) 年12月撫順図書館 (『図書館新報』 第10号)

から公主嶺図書館長 (『収書月報』 第24号 昭和13年1月)｡ 翌康

徳5年2月7日現在､ 公主嶺図書館 (｢会誌｣ の賛助会員 『図書館

新報』 11号)､ 康徳5年8月3日建国大学図書科に転勤 (｢会員消

息｣ 『図書館新報』 第16号 昭和13年7月､ ｢読者通信｣ 『図書館新報』

第18号 昭和13年9月)｡ 昭和14年1月1月11日哈爾浜図書館和書

班勤務 (｢哈図通信｣ 『満洲読書新報』 第23号 昭和14年2月)｡ 昭和

18年９月13日満鉄大阪事務所員特信員となり､ 昭和19年12

月1日満鉄大阪事務所勤務 (｢会報｣ 『満洲読書新報』 第75号 昭

和18年11月､ ｢会報｣ 『満洲読書新報』 第80号 昭和19年6月､ ｢会報｣

『満洲読書新報』 第85号 昭和20年1月)｡

満石栄蔵

鹿児島県指宿市の生まれ｡ 日本大学および大東文化学院

高等科を卒業し外務省国費留学生として北京に留学して教

育事情を研究｡ 昭和12年留学期間を終えて南方・西方を旅

行ののち北京に帰り北京近代科学図書館日語講師兼教務事

務嘱託｡ また日本憲兵教習隊で中国語教官を兼務｡ 昭和14

年7月15日体調不備のなか憲兵教習隊の通訳として天津に

出勤し検問船で通訳の仕事をしていたが25日中国船との衝

突を避けようと身を挺し下腹部に傷を受けそれが原因で死

去 (｢本館日語講座講師満石栄蔵君の殉職を悼む｣ 『書滲』 第9号 昭和

14年7月)｡

南 長

昭和13年4月21日満鉄奉天図書館採用 (｢会員消息｣ 『図書館

新報』 第14号 昭和13年5月､ 『収書月報』 第28号 昭和13年5月)｡ 昭

和13年9月現在満鉄図書館研究会運用部に所属 (『収書月報』

第33号 昭和13年10月)｡ 昭和15年2月3日奉天図書館から現役

兵として召集され本渓湖に派遣 (『収書月報』 第49号 昭和15年

2月)､ その後病気を得て広島県の陸軍病院に戻り療養中で

あったが昭和16年６月21日死去した｡ 病床では終始図書館

の話をしていたという (｢奉図通信｣ 『満洲読書新報』 第51号 昭

和16年７月)｡

宮川卯之助

昭和12年3月31日現在台南州新營郡柳營庄公立柳營図書

館館長 (庄長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和11年度』)｡ 昭和15

年3月31日現在台南州新営郡柳営庄柳営図書館館長 (庄長)
(『台湾総督府図書館概覧 昭和14年度』)｡

宮崎權八

明治10年佐賀県藤津郡の生まれ｡ 法学院出身｡ 明治33年

12月野戦砲兵第十二聯隊を満期除隊し同34年1月東姫野村

の助役に就任､ 明治34年7月佐賀県吏員等を経て渡台､ 35
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年9月台湾巡査となり明治38年1月警部補に昇進｡ 明治39年

辞職して北斗製糖公司支配人｡ そののちも台中公立中学校

書記､ 嘉南大�事務員を勤め昭和7年10月布袋庄長｡ また

漁業組合長も兼任 (『台湾紳士録 昭和12年』)｡ 昭和9年3月31日

現在台南州東石郡布袋庄立図書館長 (台南州東石郡布袋庄

長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和9年3月末』)､ 昭和12年3月31日

現在台南州東石郡布袋庄布袋庄立図書館館長 (庄長) (『台

湾総督府図書館概覧 昭和11年度』)｡

宮崎末彦

明治16年9月熊本県玉名郡に生まれる｡ 大正6年9月宜蘭

庁警部｡ 同7年1月督府警察官及び司獄官練習所教官兼舎監

となり民政部警察本署に勤務｡ 大正14年3月花蓮港庁警部

に任せられ花蓮支庁長｡ 昭和6年9月督府地方理事官､ 同年

10月職を辞して花蓮港街長となる｡ 同年11月奏任官待遇せ

られ､ 同12年7月街長を辞任｡ 花蓮港酒類売捌人｡ 正七位

勲六等 (『台湾人名辞典』)｡ 昭和9年3月31日現在花蓮港庁花

蓮港通俗図書館長 (花蓮港庁花蓮港街長) (『台湾総督府図書

館概覧 昭和９年３月末』)｡ 昭和12年3月31日現在花蓮港街花

蓮港通俗図書館館長 (街長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和11年

度』)｡
宮崎末彦 ｢不良少年に就て｣ 『警察協会雜誌』 76号 1924年

宮地壽樹

関東庁図書館雇員 (『関東庁附属 図書館一覧表 昭和2年度』)｡

宮地元次 (寺田元次)

大正8年3月から大正11年3月まで満鉄鞍山図書館事務助

手､ 大正11年4月から大正12年4月まで満鉄鞍山図書館主事

(代理)､ 大正12年4月から満鉄鞍山図書館事務助手､ 12年5

月から図書館員教習所において講習を受けて大正13年3月

修了｡ 昭和6年4月遼陽図書館から満鉄鞍山図書館主事にな

り､ 昭和8年4月まで勤務｡ この間に巡回文庫の備付箇所を

鞍山医院・寄宿舎・守備隊などに増設した｡ また教育勅語

に関する参考図書展や独逸語研究会を開催し日曜開館月曜

休館を敢行した｡ 増加してきた児童書を配架するために事

務室に書架をいれて児童への読書指導に力をいれた｡ 昭和

8年4月に奉天八幡町図書館長に転任｡ 昭和11年末現在学務

課図書館係 (『満鉄鞍山図書館沿革史』)｡ 昭和10年2月2日新学

務課図書館 (『沙河口図書館報』 2号)｡ 昭和12年12月の移譲に

より満鉄奉天図書館に異動､ 昭和13年2月7日現在満鉄奉天

図書館員 (｢会誌｣ の通常会員 『図書館新報』 11号)｡ 昭和13年3

月23日付け北支事務局へ長期派遣 (『図書館新報』 第13号 昭和

13年4月､ 『収書月報』 第27号 昭和13年4月)｡ 昭和15年6月27日の

木曜会で華北交通の巡回書庫について報告 (『収書月報』 第

54号 昭和15年7月)｡
｢東京出張報告｣ (『鞍山図書館新着増加目録』 昭和7年7月に所収)

宮永 ＊

大同学院研究所の開所 (勅令35号) にともない康徳10

(1943) 年7月31日に同所主催､ 新京資料室聯合会共催で開

催された懇談会に経済部大臣官房資料科事務官として参加
(｢彙報｣ 『資料公報』 4巻9号 康徳10年)｡

宮原國輔

撫順図書館から大正13年4月に満鉄鞍山図書館職員､ 大

正13年12月まで (『満鉄鞍山図書館沿革史』)｡

宮原千萬樹

昭和12年3月31日現在台中州大屯郡大里庄大里庄図書館

館長 (庄長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和11年度』)｡

宮原正己

上海日本近代科学図書館｡

電通調査部｡

宮部峯二

明治20年福岡県宗像郡に生れる｡ 高等小学卒業後通信事

務員､ 明治40年巡査練習生として渡台し同41年3月宜蘭庁

巡査として羅東支庁に勤務､ その後一旦辞職したが再び渡

台して桃園庁巡査となり大正元年８月警務課會計事務擔任

大正６年９月桃園庁警部補として中 支庁勤務､ 同９年官

制改正により新竹州警部補｡ 同年10月新竹州郡屬として中

郡に勤務｡ 昭和3年4月中 郡役所街庄主任､ 翌4年1月大

溪郡庶務課長｡ 同月新竹州農會支會副會長､ 翌年2月三層

水利組合理事に当選､ 昭和5年9月勲八等､ 同11年大溪街長

を拜命｡ 大溪信用組合監事 大溪漁業組合理事｡ 昭和12年

3月31日現在新竹州大溪郡大溪街大溪街立図書館館長 (街

長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和11年度』)｡

宮本一枝

康徳6 (1939) 年11月25日現在､ 同日開催の奉天省図書

館聯合研究会第一部日系部会第三回部会での参加者として

遼陽図書館雇員 (『奉天省図書館聯合研究会年報』 康徳7年11月)｡

三好正巳

康徳6 (1939) 年9月28日現在､ 同日開催の奉天省図書館

聯合研究会第一部日系部会第一回部会での講習会参加者と

して東豊県立民衆教育館 (『奉天省図書館聯合研究会年報』 康徳

7年11月)｡

む

向井 章

明治28年生まれ｡ 京都帝国大学を卒業｡ 文部省実業学務

局嘱託､ 日本大学・明治学院高等部講師を経て山口高等商

業学校教授､ ハルピン学院講師嘱託｡ 昭和13 (1938) 年作

田荘一の推薦で建国大学教授､ 同年新京法政大学経済科講

師を兼任｡ 康徳7 (1940) 年6月満洲国立中央図書館籌備処

官制､ 9月分科規程により籌備処司書科長 (建国大学教授

兼務) (｢国立中央図書館籌備処概要｣ 『資料戦線』 1巻1号 康徳7年)｡

昭和18年建国大学副総長顧問｡

戦後はシベリア抑留､ 昭和28年帰国後は広島大学・鹿児

島経済大学教授､ 沖縄国際大学副学長｡ また名古屋学院大

学､ 京都学園大学教授 (宮崎恵理子 『建国大学と民俗協和』)｡

牟田隆治

昭和13年2月7日現在､ 満鉄産業部資料室 (｢会誌｣ の通常

会員 『図書館新報』 11号)｡ 大連図書館｡

戦後は諫早市で諫早公共職業安定所に勤務 (『旧満鉄図書

館関係者の連絡誌 書香 (仮称)』 vol.1 昭和24年1月)｡
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棟尾治郎

大正13年6月から大正13年8月まで満鉄鉄嶺図書館事務助

手 (『鉄嶺図書館沿革史』)｡

宗藤大陸

明治26年岡山県久米郡吉岡村の生まれ｡ 大正3年12月兵

庫県州本警察署員､ 大正7年8月巡査部長､ 同11年7月警部

任官となり同県警察部特別高等課勤務｡ 同13年12月渡台し

警務局勤務､ 昭和2年3月文教局屬として転勤し昭和6年新

竹市助役､ 昭和8年豐原郡守､ 同11年10月屏東市尹｡ 従六

位勲六等 (『台湾紳士録 昭和12年』)｡ 昭和15年3月31日現在高

雄州高雄市高雄市立高雄図書館館長 (市長) (『台湾総督府図

書館概覧 昭和14年度』)｡

村木末一

明治11年三重県三重郡内部村の生まれ｡ 東京市京北中学

校卒業後渡台し台湾総督府国語学校師範部甲科に入学｡ 同

43年3月卒業し苗栗公学校勤務｡ 同44年同校校長心得､ 大

正元年9月鶏隆公学校校長､ 同4年新竹公学校勤務｡ 同6年

新竹女子公学校勤務､ 同7年1月同校校長｡ 同9年9月任新竹

郡視学､ 苗栗大湖南郡に勤務｡ 同11年3月台湾での小学校

本科正教員の免許取得､ 翌12年新竹郡勤務｡ 同13年苗栗公

学校長､ 同14年には新竹第一公学校長､ 昭和2年10新竹州

知事より教育功労者として銀盃授与｡ 同3年6月勲八等瑞宝

章｡ 同年8月文部省の教育科師範学校中学校､ 高等女学校

教員の検定に合格｡ 同年11月賞勲局から大礼紀念章授与｡

同年6月新竹州知事より教育功労者として表彰｡ 昭和5年5

月叙従七位､ 同年10月台湾教育会総裁より表彰され時計授

与｡ 同6年奏任官待遇｡ 同6月勲七等瑞宝章､ 昭和7年7月高

等官七等待遇｡ 同9年7月桃園街長｡ 同12年正七位に叙せら

る (『台湾人名辞典』)｡ 昭和9年3月31日現在桃園街立図書館

館長 (新竹州桃園郡桃園街長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和9

年3月末』)｡

昭和12年3月31日現在新竹州桃園郡桃園街桃園街立図書

館館長 (街長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和11年度』)｡

村田重徳

明治7年金沢市生まれ｡ 同28年7月石川県尋常師範学校を

卒業し同県石川郡高等小学校訓導を勤める｡ 台湾に渡り明

治34年3月台北庁大稲 公学校教諭､ 大正2年8月新店公学

校長に就任して以後20数年勤務｡ 昭和4年2月奉任官待遇｡

昭和6年4月新店庄長｡ 昭和9年3月31日現在新店庄図書館館

長 (新店庄長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和9年3月末』)､ 昭和

12年3月31日現在台北州文山郡新店庄新店図書館館長 (庄

長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和11年度』)｡
『追憶』 村田重徳[著] 1932 (中京大学社会科学研究所 ｢台湾史研

究センター台湾史関係文献目録 (編年)｣ による http://www.ch

ukyo-u.ac.jp/reserch/irss/taiwan/ui/twn-de.htm 編者未見)

村田春江

明治43年11月3日室町小学校書内設置された長春図書閲

覧場の初代主事 (校長の兼務) として大正2年4月1日まで

勤める (｢新京図書館沿革略｣ 『新京図書館月報 第16号』 昭和12年11

月)｡

村田兵衛

昭和15年3月31日現在新竹州新竹州立新竹図書館館長

(州教育長) (『台湾総督府図書館概覧: 附島内公私立図書館一覧 昭

和14年度』)｡

室園 武

昭和15年3月31日現在台北州七星郡北投街図書館館長

(街長) (『台湾総督府図書館概覧: 附島内公私立図書館一覧 昭和14

年度』)｡

め

免田造地

昭和13年10月25日広島高等学校図書課から新京図書館司

書係に着任 (｢彙報｣ 『新京図書館月報』 第27号 昭和13年11月)｡

『新京図書館月報』 に記事を執筆｡ 康徳10 (1943) 年3月号

の原稿 ｢『指導と信從』 を中心に｣ の肩書きには満洲鉱業

開発株式会社とある (『新京図書館月報』 第67号 康徳10年2月)｡

も

毛利三郎

康徳4 (1937) 年10月新京図書館范家屯分館の勤務から

本社福祉課附 (｢彙報｣ 『新京図書館月報』 第13号 昭和12年8月)｡

翌年5月調査部資料課から大連図書館へ転勤 (｢会員消息｣

『図書館新報』 第14号 昭和13年5月)｡

毛利道雄

康徳8 (1941) 年5月国立中央図書館籌備処属官 (｢図書館

だより｣ 『資料公報』 2巻7・8 号 康徳8年)｡

茂木幹郎

昭和15年1月現在大連図書館 (｢会誌 通常会員｣ 『満洲読書新

報』 第35号 昭和15年2月)｡

杢田誠也

昭和14年5月現在満鉄大連図書館｡ 昭和14年度 『満洲読

書新報』 幹事 (｢会誌｣ 『満洲読書新報』 第26号 昭和14年5月)｡

元野定雄

石川県小松中学出身｡ 本渓湖図書館から昭和13年4月哈

爾浜学院入学 (『図書館新報』 第13号 昭和13年4月)｡

百井 ＊

京都帝国大学法学部卒業｡ 蒙彊学院､ 蒙彊政府司法部｡

北京近代科学図書館閲覧係長｡

百田作次

昭和12年3月末現在 南沙河口図書館事務手 (常務一般)
(『図書館新報』 第3号 昭和12年6月)｡ 昭和12年9月1日移譲再編

にともない総裁室福祉課所管社員文庫へ｡ 昭和18年4月1日

大連厚生事務所社員文庫から大連社員会事務所 (社員文庫)

に異動 (｢会報｣ 『満洲読書新報』 第69号 昭和18年5月)｡ 昭和18年

11月5日の関東州読書協会役員会において理事から総務部

委員を委嘱される (｢各部委員委嘱｣ 『満洲読書新報』 第77号 昭和

19年2月)｡
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｢南沙河口図書館沿革史｣ (『地方行政三十年史』) を執筆

森 清

明治39年大阪市東区住吉町の生まれ｡ 大正9年再受験の

大阪市立天王寺商業学校を落ちて市立実業学校商業科に入

学｡ 大阪ローマ字運動に参加｡ 大正11年商業本科を卒業し

同年12月合資会社間宮商店に入社｡ 大正15年2月東京事務

所駐在員として東京に転居｡ 昭和2年大阪にもどる｡ 昭和3

年2月には朝鮮の水原・京城､ 満洲の奉天・撫順・大連の

図書館に出張､ 4月には台北にも出張している｡ 同年 ｢和

洋図書共用十進分類表法｣ を提起､ その後昭和4年8月 ｢日

本十進分類法｣ として刊行｡ 昭和4年青年図書館員聯盟本

部会計主任｡ 昭和5年1月および3月に樺太出張､ 6月図書館

員聯盟評議員｡ 同年12月妹の死にあい神経を病んで間宮商

店を退職して岡山県邑久郡の父親の実家で療養｡ 昭和6年6

月NDCについての照会が縁となり県立鳥取図書館の主席

司書河野寛治 (元 『鳥取新報』 主筆) と県社会教育主事細

川隆の誘いで鳥取県立図書館助手､ 昭和7年3月司書｡ 昭和

9年11月県立鳥取図書館を退職し12月神戸市立図書館巡視

に就く｡ これは神戸市立図書館の書庫増設にともなうND

C分類への切り替え作業のため神波武夫館長が招聘したの

であった｡ 昭和10年2月神戸市立図書館司書｡ なお昭和10

年8月に森を鳥取に呼んだ河野寛治は専任館長となるが昭

和11年4月11日急死し昭和11年8月には安藤宣保が鳥取図書

館の司書となる｡ この安藤はその後満洲国立中央図書館籌

備処司書となる人物である｡ 神戸市立図書館では神波武夫

司書の計画でNDC分類に変更する予定で､ そのために森

を招聘したのだが､ 当初は雇員で巡視としてで翌年2月司

書となった｡ またこの神戸時代に満鉄奉天図書館衞藤利夫

から神戸市立図書館長宛に森の割愛の打診があったが､ 再

分類作業もまだ完成をみていないこともあり森は館長経由

で断ったという｡ そんな森も昭和13年2月には神戸市立図

書館を依願退職し上海日本近代科学図書館司書の就任に踏

み切る｡ 上海日本近代科学図書館は昭和11年10月の創設で

あるが､ 昭和12年の事変で一時閉鎖となり東京神田の東亜

同文書院の仮事務所に移り森もここに勤務し資料の分類整

理にたずさわった｡ 図書館再開により4月20日上海へ｡ し

かしながら神戸市立図書館から呼んでくれた鈴木賢祐が上

崎孝之助館長とあわず昭和14年8月に退職したことから､

それにつられるように森も昭和14年10月に退職し11月7日

華中鉄道株式会社総務部調査課に移った｡ 華中鉄道調査課

長井本威夫からの申し出は華中鉄道において満鉄図書館に

ならい上海でも公共図書館を作るためということだった｡

華中鉄道では､ 調査資料の収集整理・巡回文庫の設置・業

務用資料の集中管理などにとりくんだ｡ 資料整理がひと段

落してバラック建ての準備室から開館する建物に移行､ 専

任職員3名､ ほかに兼務者や傭員といった体制であった｡

日本語資料は内山書店から収集し､ 中国語資料は商務印書

館や中華書房および南京などへの出張で収集に務めた｡ 井

本課長の発案で華中7省の方志の収集もおこない 『華中鉄

道図書館図書目録』 第2輯にまとめ昭和16年に刊行した｡

こうした方志の収集などは満鉄・満洲国の図書館の活動を

参考にしたのだろう思われる｡ 昭和17年10月支那派遣軍総

司令部嘱託 (尉官待遇) 参謀部第二課兵要地誌班､ 17年12

月解除｡ 18年4月華中鉄道総裁室総務課勤務､ 華中鉄道図

書館主事｡ 昭和19年12月参事補｡ 昭和20年になり妻子を帰

国させ森は東京支社に公務出張として同行､ 東京に向かう

も3月10日大空襲で焼け野原となり､ 小竹文夫東亜同文書

院教授に依頼して訳述した 『上海方志』 も消失した｡ 昭和

20年4月陸軍臨時嘱託､ 判任官 (準士官)､ 中支那交通団に

て勤務､ 華中鉄道図書館主事｡

敗戦後は華鉄直営の料亭長江閣で集団生活､ 森は日僑集

中区第1区南31保6甲所属となり甲長また帰国処理班長｡ 10

月華中鉄道は接収され中国鉄道部所属､ 森は交通部華中鉄

路管理委員会漸次留用となり総務処勤務｡ 昭和21年2月京

滬鉄道管理局総務処日籍人員留用を解除され内地引揚げ団

として4月博多に上陸､ 岡山に向かう｡ 帰国後に各方面へ

帰国した旨および就職の斡旋を依頼したところ日本図書館

協会衞藤利夫事務局長から都内３館に就職の依頼をしたと

の返事をもらった｡ そして８月廿日出逸暁千葉県立図書館

長からの連絡で市川市立図書館嘱託として設立準備のため

市川市立図書館に勤務することとなった｡ 昭和22年1月に

は帝国図書館岡田温館長を訪問､ 廿日出・衞藤の了承のも

とに帝国図書館事務嘱託､ 6月農林省開拓局資料課嘱託と

なり9月には日本図書館協会評議員｡ 昭和22年12月国立図

書館と改称となり目録第一係長､ 国立国会図書館と改称後

同館主事､ 支部上野図書館整理課和漢書係長｡ 昭和25年7

月国立国会図書館司書､ 上野支部図書館整理課長補佐｡ ま

た昭和22年7月帝国図書館時代に結成された職員組合では

副委員長に就いたが帝国図書館長でその後の図書館組織の

改組で受入整理局長となった岡田温とは､ 図書館への職を

世話してもらいながら組合活動で対立する局面もあり､ 支

部上野図書館から本館に戻ることができなかったともいう｡

昭和47年3月国立国会図書館を退職｡ 昭和48年4月青葉学園

短期大学教授｡ 昭和53年勲四等旭日小綬章｡ 平成2年11月

14日死去｡
石山 洋 ｢森清の生涯と業績―間宮不二雄との交流を軸として―｣

(日本図書館文化史研究会編 『図書館人物伝―図書館を育てた20

人の功績と生涯』 2007年9月

森清 ｢もり・きよし年譜｣ 『知識の組織化と図書館―もり・きよし

先生喜寿記念論文集』 もり・きよし先生喜寿記念会編・刊 1983

年

｢シンポジウム もり・きよし--生誕100年--日本図書館文化史研究会

2006年度研究集会・総会｣ (『図書館文化史研究』 (24) 2007年

米井勝一郎 ｢上海日本近代科学史の一研究｣ 『図書館文化史研究』

(14) 1997

米井 勝一郎 ｢華中鉄道図書館--森清(もり・きよし) の上海時代｣

『図書館文化史研究』 (23) 2006

津村光洋 ｢森清と草創期の鳥取県立鳥取図書館--1931～1934年を中

心に｣ 『図書館文化史研究』 (24) 2007

森 道次

大連沙河口図書館から転任し昭和7年4月から昭和9年1月

まで満鉄鞍山図書館事務助手､ のち大連図書館庶務係
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(『満鉄鞍山図書館沿革史』)｡ 昭和12年7月末日現在 大連図書館

司書 (｢各館従事員名簿 昭和12年7月末日現在｣ 『満鉄図書館業務研

究会年報 第３集』)､ 康徳4 (1937) 年12月大連図書館書記か

ら四平街図書館長 (『図書館新報』 第10号､ 『収書月報』 第24号 昭

和13年1月)､ 翌年4月末現在四平街市立図書館館長 (｢会誌 普

通会員｣ 『図書館新報』 第14号 昭和13年5月)｡ 康徳6 (1939) 年7

月21日現在､ 同日開催の奉天省図書館聯合研究会結成式で

は第一部日系部会の委員 (｢奉天省図書館聯合研究会結成式 役

員名簿｣ 『奉天省図書館聯合研究会年報』 康徳7年11月)｡ 康徳6

(1939) 年8月18日四平街図書館館長から奉天鉄道局総務課

に (｢会誌｣ 『満洲読書新報』 第30号 昭和14年9月)｡

戦後は佐賀県杵島郡隅吉村寅太郎のもとに (『旧満鉄図書

館関係者の連絡誌 書香 (仮称)』 vol.1 昭和24年1月)｡

森 襄

昭和16年5月24日奉天図書館退職 (｢奉図通信｣ 『満洲読書新

報』 第50号 昭和16年6月)｡

守谷良平

康徳7 (1940) 年10月満洲国民生部大臣官房資料科から

満洲繊維聯合会総務部庶務科に転勤 (｢生活と読書 三｣ ｢会誌｣

(『満洲読書新報』 第44号 昭和15年11月)｡ 康徳11 (1944) 年11月

満洲繊維公社哈爾浜支社庶務課長から新京本社調査役に異

動 (｢会報｣ 『満洲読書新報』 第84号 昭和19年12月)｡

森本由松

昭和14年4月22日奉天図書館から奉天鉄道工場勤務 (｢奉

図通信｣ 『満洲読書新報』 第26号 昭和14年5月)｡

や

矢澤秀夫

昭和9年5月19日より台湾総督府図書館書記 (昭和10年7月

現在 『朝鮮総督府図書館要覧 昭和10年8月9日 開館二十周年記念』)｡

山下太郎編 『台灣地名便覽』 (昭和14年7月) ではその発行者

が矢澤秀夫となっている (現物未確認､ 台北県政府文化局 文献

図書管理系統http://heritage.culture.tpc.gov.tw/opencms/tccab/books/book_

15722.html 2009/08/21アクセス)

矢島直一

大同学院研究所の開所 (勅令35号) にともない康徳10

(1943) 年7月31日に同所主催､ 新京資料室聯合会共催で開

催された懇談会に協和会中央本部図書室員として参加
(｢彙報｣ 『資料公報』 4巻9号 康徳10年)｡ 康徳8 (1941) 年6月23

日資料室員の肩書きで奉天図書館を訪れている (『収書月報』

第66号 昭和16年7月)｡

安田正明

昭和12年9月30日北京近代科学図書館司書補に就任 (『北

京近代科学図書館一週年報告』 昭和12年 民国26年12月5日)｡

安武秀之

康徳5 (1938) 年4月末現在撫順市立図書館 (｢会誌 普通会

員｣ 『図書館新報』 第14号 昭和13年5月)｡ 康徳6 (1939) 年6月1

日撫順市立図書館委任官試補に昇格｡ 康徳6 (1939) 年9月

28日現在､ 同日開催の奉天省図書館聯合研究会第一部日系

部会第一回部会での ｢部員名簿｣ で撫順図書館 (『奉天省図

書館聯合研究会年報』 康徳7年11月)｡ 康徳6 (1939) 年12月7日

調べ ｢研究事項､ 趣味､ 娯楽調査報告｣ の研究事項では

｢シナリオ｣ を研究するとしている (『奉天省図書館聯合研究会

年報』 康徳7年11月)｡ 康徳8 (1941) 年6月撫順図書館員から

奉天市公署人事科に転任 (｢会報｣ 『満洲読書新報』 第52号 昭和

16年8月)｡

矢野榮治

明治27年兵庫県赤穂郡赤穂町の生まれ｡ 大正4年文官普

通試験に合格し同5年兵庫県属として学務課､ 知事官房秘

書課､ 地方課属に勤務ののち大正10年台湾総督府督府属に

任せられて内務局に勤務｡ 昭和8年12月地方理事官に昇進

して屏東市助役｡ 昭和9年9月屏東郡守｡ 昭和9年3月31日現

在高雄州屏東市立屏東図書館長 (高雄州屏東市助役) (『台

湾総督府図書館概覧 昭和9年3月末』)｡ 昭和14年12月から昭和17

年8月まで新竹市長 (『台湾紳士録 昭和12年』)｡
『台灣氣象研究會誌』 矢野榮治編輯 台灣氣象研究會 昭和5-

矢野謙三

明治35年大分市の生まれ｡ 大正9年3月福岡県立中学修猷

館を卒業ののち同年9月第五高等学校文科甲類に入学｡ 大

正12年4月東京帝国大学法学部法律学科入学､ 15年3月卒業｡

11月高等試験行政科に合格｡ 15年1月には志願兵として野

砲兵第六連隊入隊､ 昭和2年9月に除隊となり翌年4月陸軍

砲兵少尉｡ 4年6月総督府属として官房文書課に勤務｡ 6年5

月地方理事官に任せられ竹南郡守｡ 大正9年9月新竹州内務

部教育課長､ 大正11年10月台北州内務部地方課長 (『台湾人

名辞典』)｡ 昭和9年3月31日現在新竹州立新竹図書館館長

(新竹州教育課長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和９年３月末』)｡

矢野 介

昭和15年2月奉天図書館 (矢野介 ｢件名目録の手引 １｣ (『満

洲読書新報』 第36号 昭和15年3月)｡

矢野晋太郎

上海日本近代科学図書館｡

山内顯忠

昭和15年3月31日現在台南州會文郡官田庄官田図書館館

長 (庄長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和14年度』)｡

山上順子

康徳6 (1939) 年8月24日撫順市立図書館臨時傭人に転入､

9月21日転出 (『奉天省図書館聯合研究会年報』 康徳7年11月)｡

山口三郎

昭和13年2月7日現在､ 公主嶺図書館 (｢会誌｣ の通常会員

『図書館新報』 11号)｡

山口順平

明治16年宮城県桃生郡二股村の生まれ｡ 明治37年東京市

駿河台正教神学校を卒業｡ 日露戦争に第二師団付き通訳と

して参加し明治39年5月ウラジオストックで貿易商誠志商

会にロシア語通訳で入社｡ 明治42年黒龍江省ブラゴウエン

チエンスク市日本居留民会理事に就任｡ 大正5年哈爾浜協

信洋行に入社し13年には独立して特産商山口商会を創立､

昭和7年哈爾浜日本居留民会就任｡ 哈爾浜市公署民生処嘱

託を経て昭和14年秋に新設となる哈爾浜市立図書館長とし

― 162 ―



て奉天・撫順・新京などを視察､ 昭和14年1月には奉天図

書館の見学に来館し (『収書月報』 第37号 昭和14年2月)｡ 元哈

爾浜図書館前の公民館で新館の準備をした (｢読者通信｣ 『満

洲読書新報』 第23号 昭和14年2月､ 『満洲紳士録 昭和12年』､ 『満洲紳

士録 昭和15年』､ ｢会誌｣ 『満洲読書新報』 第24号 昭和14年3月)｡

山口 毅

昭和12年7月末日現在 大連日出町図書館傭員事務手
(｢各館従事員名簿 昭和12年7月末日現在｣ 『満鉄図書館業務研究会年

報 第３集』)｡ 昭和13年2月7日現在､ 奉鉄巡回書庫 (｢会誌｣

の通常会員 『図書館新報』 11号)｡ 昭和13年4月特信班として北

支に派遣 (｢会員消息｣ (『図書館新報』 第14号 昭和13年5月)｡

山口ひさ子

康徳10 (1943) 年3月25日満洲国立中央図書館籌備処の

雇員として着任 (｢彙報｣ 『資料公報』 4巻5号 康徳10年)｡

山口尚之

大正13年4月高雄州立屏東農業補習学校および昭和3年4

月に高雄州立屏東農業学校となった同校の第四代校長､ 昭

和4年6月まで (屏東科技大学 http://www.chinataiwan.org/zt/twzt/ping

dongxian/san/wenhua/200902/t20090212_828655.htm 2011年12月20日)｡

台中州立図書館長 (昭和6年7月 『台中州立図書館報 第一号』 に

｢発刊のことば｣)｡

山口孫一郎

昭和9年3月31日現在台中州南投郡草屯庄立草屯図書館長

(第三代台中州南投郡草屯庄長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和

9年3月末』)｡ 写真あり (｢国家文化資料庫｣ http://nrch.cca.gov.tw/cca

home/search/search_meta.jsp?xml_id=0000589697&dofile=cca100001-hp-a

1085-i.jpg)｡

山口吉康

奉天図書館員の昭和10年3月23日北満鉄路中央図書館接

収員として接収の作業にあたり､ 哈爾浜鉄路図書館の開館

に庶務・会計担当としてあたった (『接収記念誌 第4冊 北満鉄

路図書館の接収』 哈爾浜鉄路図書館 康徳2)｡ 昭和13年2月7日現

在､ 満鉄哈爾浜図書館 (｢会誌｣ の通常会員 『図書館新報』 11号)｡

山崎 �
昭和16年6月5日上海日本近代科学図書館総務の肩書きで

楠田五郎太とともに満鉄奉天図書館を訪れている (『収書月

報』 第66号 昭和16年7月)｡

山崎末治郎

明治42年佐賀県生まれ｡ 大正10年日本大学法学部を卒業

し東洋文庫に勤務｡ 満鉄に移り営口図書館勤務｡ 昭和12年

7月末日現在営口図書館館長 (｢各館従事員名簿 昭和12年7月末

日現在｣ (『満鉄図書館業務研究会年報 第３集』)｡ 康徳4 (1937)

年12月､ 営口図書館長から新京図書館長ヘ (図書館新報第10

号)｡ 翌年5月新京特別市立図書館館長｡ 同年9月満洲学会

内に新京郷土研究部を設置しそのメンバーとなる (｢満洲学

会例会｣ 『新京図書館月報』 第25号 昭和13年9月)｡ 康徳6 (1939)

年1月に結成された新京資料室聯合会においても大きな役

割を果たし創設時には常任幹事に就いた (岡村敬二 『満洲国

資料集積機関概観』)｡ 康徳6年8月15日から9月17日まで臨死応

召で錦州に (｢館内彙報一束｣ 『新京図書館月報』 第36号 康徳6年8､

9月)｡ 康徳6 (1939) 年12月26日新京放送局において ｢満

洲文化界回顧｣ と題して放送 (｢館内彙報一束｣ 『新京図書館月

報』 第38号 康徳7年1月)｡ 康徳9 (1942) 年2月13日新京特別

市立図書館長から事務官兼司書官竹村二郎の後任として国

立中央図書館籌備処に転任､ 薦任三等 (｢彙報｣ 『資料公報』 3

巻4号 康徳9年､ 『大衆人事録 第14版 外地・満支・海外篇』 (『昭和人

名辞典』 として複製) ｢館員消息｣ 『新京図書館月報』 第59号 康徳9年

4月)｡ 康徳11 (1944) 年5月31日籌備処事務官を辞職し満

洲帝国協和会へ (｢彙報｣ 『資料公報』 5巻6号 康徳11年)｡

戦後は横須賀市逗子沼間に (『旧満鉄図書館関係者の連絡誌

書香 (仮称)』 vol.1 昭和24年1月)｡

山崎健雄

満洲国立中央図書館籌備処司書｡

山崎初枝

康徳6 (1939) 年9月28日現在､ 同日開催の奉天省図書館

聯合研究会第一部日系部会第一回部会での ｢部員名簿｣ で

鞍山市立図書館 (『奉天省図書館聯合研究会年報』 康徳7年11月)｡

山崎與四郎

康徳4 (1937) 年3月､ 満洲国立吉林高等師範学校図書館

司書として奉天図書館を来訪している (『収書月報』 第15号

昭和12年4月､ 『収書月報』 第24号 昭和13年1月)｡ また建国大学図

書館科員として昭和14年2月に満鉄奉天図書館を訪れてい

る (『収書月報』 第38号 昭和14年3月)｡ 康徳7 (1940) 年4月1日

現在満洲国立中央図書館籌備処司書 (『満洲官吏録 康徳7年4月

1日現在』)｡ 康徳7年7月１日現在満洲国立中央図書館籌備処

司書 (｢彙報｣ 『資料戦線』 1巻1号 康徳7年)｡

戦後は国立国会図書館司書｡ 昭和31年度東京図書館協会

理事 (｢TLA (東京都図書館協会) の55年 パート２ データ集｣ 2010/

04/25)｡
｢官庁刊行物総合目録の編纂｣ 『びぶろす』 2(7) [1951.07]

｢支部図書館を完備するには--現状から見た問題点｣ 『びぶろす』

2(11) [1951.11]

｢レファレンス業務と書目｣ 『びぶろす』 4(7) [1953.07]

｢長谷川家寄贈古医書について｣ 『国立国会図書館月報』

山下太郎 (隆吉)

隆吉は旧姓｡ 大正13年3月文部省図書館員教習所を修了

し昭和11年まで新潟県立図書館に勤務 (｢在職中の思い出｣

『新潟県立新潟図書館50年史』 新潟県立新潟図書館編 1965)｡ 新潟

県立図書館から台湾総督府図書館､ 台湾南方協会南方資料

館｡ 昭和17年3月に昭和16年期の日本図書館協会総裁賞を

受賞 (｢人名篇｣ 『図書館総覧』 昭和26年)｡

戦後は昭和26年1月から新潟市の図書館に司書として勤

務､ 舟江図書館の開設準備を担当し舟江図書館の業務推進

に尽力､ 昭和31年6月舟江図書館館長に就任､ 昭和33年10

月館長事務取扱､ 昭和40年4月退任 (『新潟市立図書館の歩み

沼垂図書館創立70周年記念誌』 新潟市立沼垂図書館)｡ 船江図書館

時代には､ 船江郷土談話会､ 新潟郷土史研究会顧問として

活動した｡ また新潟市の嘱託として 『新潟市合併町村の歴

史』 や 『新潟地震史』 の編纂にもかかわった｡ 平成9年5月

27日死去 (『新潟日報』 県都版｡ なおこれら新潟での事績について

は新潟県立図書館の教示による)｡
『明和五子年新潟町中之事』 山下隆吉解説 舟江郷土談話会 1958
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(舟江郷土叢書 第3巻)

『越後村名尽』 山下隆吉 校訂並解説 舟江郷土談話会 1958

『新潟表記録』 藤田福太郎編 山下隆吉註解 舟江郷土談話会 1959

舟江郷土叢書 第4巻)

『新潟明和義人事蹟のあらまし』 山下隆吉 新潟郷土史研究会

1963

『蒲原神社史 : 新社務所 ｢青海殿｣ 建設記念』 山下隆吉編 蒲原

神社 1981

山下正昭

昭和12年7月末日現在 大連図書館傭員図書出納手 (｢各館

従事員名簿 昭和12年7月末日現在｣ (『満鉄図書館業務研究会年報 第

３集』)｡ 昭和13年４月､ 大連図書館 (『図書館新報』 昭和13年4

月)｡ 大連図書館員から臨時応召により昭和13年11月23日

奉天に向けて出発 (｢連図通信｣ 『満洲読書新報』 第20号 昭和13年

11月)｡

山下三明

昭和14年1月現在満鉄大連天図書館 (｢会誌｣ 『満洲読書新報』

第23号 昭和14年2月､ 昭和14年4月16日大連図書館勤務 (｢会誌｣ 『図

書館新報』 第26号 昭和14年5月)｡ 昭和14年8月大連図書館員か

ら応召､ 東安省密山県東安平田部隊張間隊入隊 (｢会誌｣ 『満

洲読書新報』 第30号 昭和14年9月)｡ 昭和16年6月16日付雇員に

昇格､ 大連図書館員 (｢会報｣ 『満洲読書新報』 第52号 昭和16年8

月)｡

戦後は鹿児島県薩摩郡下甑村に (『旧満鉄図書館関係者の連

絡誌 書香 (仮称)』 vol.1 昭和24年1月)｡
｢前線便り 書物と兵隊｣(『満洲読書新報』 第31号 昭和14年10月)｡

山下義�
昭和12年3月31日現在台北州七星郡士林街士林図書館館

長 (街長) 『台湾総督府図書館概覧 昭和11年度』)｡

山下義行

昭和13年9月現在満鉄図書館研究会管理部に所属 (『収書

月報』 第33号 昭和13年10月)｡ 昭和13年12月現在満鉄奉天図書

館 (｢会誌｣ 『満洲読書新報』 第22号 昭和14年1月)｡ 奉天図書館庶

務係であるが昭和18年9月13日から約1ヶ月半にわたって内

地に出張して前館長衞藤利夫とともに東北・北海道の地方

講演にまわり帰任して11月1日満鉄防衛部第三課奉天在勤

を命じられる (｢会報｣ 『満洲読書新報』 第75号 昭和18年11月､ 山

下義行 ｢暫くのお別れに｣ 『収書月報』 第74号 昭和17年3月)｡

戦後は福岡県遠賀郡中間町の公設市場に (『旧満鉄図書館

関係者の連絡誌 書香 (仮称)』 vol.1 昭和24年1月)｡
｢間宮林蔵の黒竜江探検記｣ ｢最上徳内の蝦夷地開拓記｣ 山下義

行編 間宮林蔵 『東韃紀行』 南満洲鉄道株式会社総裁室弘報課

編 満洲日日新聞社東京支社出版部 1942

童話 『北を守る子供たち』 大陸こども叢書第2輯 吐風書房 (吉

村繁義 ｢山下義行 『北を守る子供たち』 を読む｣ 『満洲読書新

報』 第65号 昭和17年12月 による｡ なお大陸こども叢書第１輯

は筒井俊一編 『こどもあじあ』 である)｡

山下若松

明治24年岡山県岡山市花畑の生まれ｡ 明治41年7月神戸

税務監督局雇さらに関西大学に学び大正元年7月同大学商

科第二学年を修了し同5年10月台北庁税務吏として台湾に

渡り財務課勤務｡ 昭和3年10月専売局書記｡ 昭和6年10月府

秘書課統計主務｡ 昭和年5月地方理事官に昇進し基隆市助

役｡ 正七位勲六等 (『台湾人名辞典』)｡ 昭和9年3月31日現在

基隆市立基隆図書館館長 (市助役) (『台湾総督府図書館概覧

昭和9年3月末』)｡ 昭和12年3月31日現在基陵市立基隆図書館

館長 (市助役) (『台湾総督府図書館概覧 昭和11年度』)｡

山田 ＊

昭和13年7月25日北京近代科学図書館に書記として採用､

西城分館勤務 (『書滲』 第1号 昭和13年8月)｡

山田辰雄

明治21年熊本県の生まれ｡ 明治41年熊本県騎兵聯隊入營､

同年陸軍士官学校馬術教官を命じられる｡ 大正5年熊本県

立中学済々黌教諭心得､ 大正15年京都帝国大学法学部英法

科を卒業し昭和2年台湾總督府屬拜命｡ 内務局地方課勤務､

昭和6年台南州警務部衛生課保健係長､ 同7年台南州郡屬と

して北港郡庶務課長､ 同8年官田庄助役､ 同10年官田庄長

に昇進 (『台湾紳士録 昭和12年』)｡ 昭和12年3月31日台南州曾

文郡官田庄現在官田図書館館長 (庄長) (『台湾総督府図書館

概覧 昭和11年度』)｡

山田 恒

大正10年9月19日より昭和9年5月19日まで台湾総督府図

書館司書 (昭和10年7月現在 『朝鮮総督府図書館要覧 昭和10年8月9

日 開館二十周年記念』)｡

山田秀雄

昭和13年2月7日現在､ 満鉄哈爾浜図書館 (｢会誌｣ の通常

会員 『図書館新報』 11号)｡

山田松子

昭和15年10月小村侯記念図書館 (｢会誌｣ (『満洲読書新報』

第44号 昭和15年11月)｡ 昭和16年8月1日小村侯記念図書館員

から鉄嶺駅務員に転出 (｢会報｣ 『満洲読書新報』 第52号 昭和16

年8月)｡

山田宗明

昭和16年9月15日満鉄奉天図書館運用係を退職 (『収書月

報』 第69号 昭和16年10月)｡

山田行璽

昭和15年3月奉天図書館着任 (｢奉図通信 三月分｣ (『満洲読書

新報』 第36号 昭和15年3月)､ 昭和16年2月四平街駅勤務として

転勤 (｢奉図通信｣ (『満洲読書新報』 第48号 昭和16年3月)｡

山田 ＊

北京近代科学図書館の開館時より勤務｡ 退職につき昭和

13年7月5日潤明楼において送別会 (『書滲』 第1号 昭和13年8月)｡

山名正二

昭和16年12月3日の奉天図書館第33回同志会教養部主催

講座で ｢満洲義軍に就いて｣ を報告 (『収書月報』 第72号 昭和

17年1月)｡

山中 樵

明治15年福井市佐佳枝上町生まれ｡ 第二高等学校入学す

るも中退､ 奈良県立工業学校教員心得､ 当時県立畝傍高等

学校教諭であった叔父高橋健自に就き考古学発掘調査を学

ぶ｡ 明治39年文部省中等教員検定試験により歴史科の中等

教員免許状を受け､ 奈良県立工業学校教諭兼舎監､ のち退
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職し11月宮城県立高等女学校教諭｡ 明治44年5月宮城県立

図書館新築の議がおこり教諭兼図書館司書､ 図書館新築なっ

て司書専任となる｡ 大正4年3月新潟県立図書館設立事務調

査嘱託､ 7月明治記念新潟県立図書館司書｡ 大正9年5月明

治記念新潟県立図書館長に昇任｡ 大正12年12月新潟市主事

に任じられ社会課長､ 翌年庶務課長兼務､ 新潟市史蹟名勝

天然記念物調査委員｡ 昭和2年8月30日台湾総督府図書館館

長を拝命し9月7日着任｡ 図書館長就任の辞令のほかに､ 社

会事業講習会講師および視学講習会講師の委嘱状を受けて

いる｡ 12月全島図書館協会を設立､ 図書館未設置地域の解

消に努め､ 市街庄の図書館数は着任時35館であったが､ 2

年後の昭和4年10月には63館､ 昭和10年に79館､ 昭和16年

に93館と増えてきている｡ 昭和9年史蹟名勝天然記念物調

査会委員｡ 在職中には､ 台湾人を図書館専門職員として採

用し図書館養成所へおくって登用した｡ 許徳旺や田大熊・

劉金狗らがそうである｡ 昭和13年5月日本図書館協会の図

書館勤続功労者表彰 (20年) を受ける (｢人名篇｣ 『図書館総

覧』 昭和26年)｡ 戦争が激化し図書館蔵書のうち19万冊を近

郊の新店大崎脚・大同区保安宮・竜山国民学校・南勢角の

4箇所に疎開させた｡ 昭和20年5月31日の大空襲で総督府が

被爆､ その裏に位置していた図書館も流れ弾で被爆して全

焼したが蔵書の大半は無事であった｡

8月終戦｡ 兼務していた博物館の一階を図書館とした｡

疎開先から必要な順に牛車で運びこみ整理・配架した｡ 11

月1日台湾行政長官公署が設置され台湾図書館となり館長

は教育処長范寿康が兼務｡ 博物館・図書館の接収を受ける

際に征用諮詢員として聘用となり館の再建に協力｡ 接収に

あたって図書は図書台帳に従って一冊ずつチェックされた｡

総督府図書館の接収のあとは南方資料館の接収となり応援

を要請される｡ 昭和21年11月台湾省立台北和気広虫井中学

校輔仁小学校受責人｡ 22年2月28日には暴動が発生して4月

19日には日本人学校も閉鎖することが決定されたが ｢校長

代理者山中樵｣ 名の在学証明書を発行して日本の学校への

転向を容易ならしめた｡ 昭和22年帰国となり5月佐世保か

ら仙台｡ 7月常盤木学園教育顧問となるも､ 11月11日死去､

墓所は仙台市北山輪王寺 (『台湾人名辞典』､ 山中正編著 『木山人

山中樵の追想 : 図書館と共に三十六年』 など)｡
渡辺正亥 ｢士道に生きた人｣ (石井敦編 『図書館を育てた人々 日

本編１』 日本図書館協会 1983年)

山中正編著 『木山人山中樵の追想 : 図書館と共に三十六年』 山

中浩刊 1979.9 255p

[山中樵編] 『明治天皇聖蹟誌』 [新潟] 中野財團 1924.11 40,533p

｢陳凱劭的BLOG

陳凱劭 ｢山中樵｣ (陳凱劭的文章､ 攝影､ 評論､ 活動記録的部落

格 http://blog.kaishao.idv.tw/?p=1151 2011年12月25日)｡

山中琴子

康徳6 (1939) 年9月28日現在､ 同日開催の奉天省図書館

聯合研究会第一部日系部会第一回部会での ｢部員名簿｣ で

四平街図書館 (『奉天省図書館聯合研究会年報』 康徳7年11月)｡

山中信義

昭和13年４月朝鮮総督府図書館 (『図書館新報』 昭和13年4月)｡

山中弘四

明治36年生まれ｡ 京都帝国大学経済学部図書館､ 台北帝

国大学司書官｡ 旧姓星野｡ 第11期 (昭和7年3月) 図書館講

習所修了生 (｢感想｣ 『図書館職員養成所同窓会三十年記念誌』)｡

戦後は広島大学附属図書館事務長｡
｢全国国立大学図書館の ｢文献相互利用申合せ｣ について｣ 『図書館

雑誌』 54(11) [1960.10]

｢イリノイ大学図書館の沿革とその管理について｣ 山中 弘四訳

『図書館界』 4(1) [1952.06]

山根狷介

大正10年11月から大正11年12月まで満鉄鉄嶺図書館事務

助手 (『鉄嶺図書館沿革史』)｡

山村一昭

明治44年石川県石川郡御手洗村の生まれ｡ 昭和10年東京

帝国大学経済学部卒業後満洲電電に入社し総務部調査課を

経て15年4月総務部考査課資料係長 (『満洲紳士録 昭和15年』)｡

昭和16年2月20日資料係長として図書整理法視察のため満

鉄奉天図書館を訪れている (『収書月報』 第62号 昭和16年３月)｡

山室三良

明治38年長野県南佐久郡野沢町の生まれ｡ 三男で弟は山

室静である｡ 幼いときから病弱であったが小学校3年の時

に父親を亡くし一家は離散する｡ 野沢中学卒業後代用教員

として南北佐久郡の高等小学校で5年間勤務｡ 援助を得て

青山学院に入学するも5ヶ月在学しただけで病気を得て退

学し郷里にもどり代用教員｡ その後福岡に住んでいた母親

をたよって博多に移った｡ 九州帝国大学の試験はすでに終

わっていて法文学部の聴講生､ のち選科生となり修了｡ 中

国哲学を専攻｡ 九州帝国大学法文学部副手､ 鹿子木員信や

松浦鎮治郎総長の推挙で外務省派遣第三種補給留学生とし

て北京に留学し､ 北平大学法学院教授白鵬飛の世話で北平

大学の教官室や食堂､ 図書館の利用を許されて勉学に励む｡

そして清華大学大学院哲学科に入学｡ 昭和11年6月外務省

文化事業部の依頼で北平近代科学図書館創設の準備を依頼

される｡ 昭和11年9月同館設立が決定され主任兼館長代理､

12月5日開館｡ 昭和13年4月に館長昇格｡ 図書館では九州帝

国大学大学院の同窓菊池租や梅田利博と業務遂行に励んだ｡

景山背後の中華民国第二代大総統黎元洪旧邸で複数の庭の

ある広大な屋敷に住み､ 梅田利博や菊池租らも同じ敷地に

住んだ｡ 昭和14年の 『概況』 の事務組織によれば､ 第一部

図書及閲覧一般では､ 図書組として購書係・閲覧係・書庫

係､ 編目組として目録係､ 分類係､ 図書原簿係と諸係､ 西

城分館図書係 (児童室係を含む)､ 第二部総務及会計庶務､

日語講座では､ 文書・記録係､ 調査・編纂係､ 日語講座係､

外借文庫係､ 庶務係､ 会計係となっていた｡ 昭和20年3月

11日､ 母親の納骨のために日本にもどり東京で岩波茂雄に

会いまた華族会館で水野梅曉と会っている｡ 同年の7月二

等兵で現地応召保定の西南唐県独立守備隊に派遣される｡

敗戦とともに9月末に北京に戻り退職金を工面して支払っ

たという｡ 図書館は敗戦により接収された｡ 接収員は沈兼

士である｡ 昭和21年の引揚げ時､ 北京の西直門停車場から

貨物列車に乗り込んだが門を出るあたりで接収に当たった
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トラックの行列に出会った｡ そこで図書館の接収員や図書

館に残留した万らと鉢合わせになったりした｡ 引き揚げて

佐世保に上陸､ いったん信州に戻り､ 弟の静が創設した高

原学舎でギリシャ哲学と中国古代思想史を講義｡ 九大の楠

本教授のあっせんで昭和23年九州大学文学部助教授のち教

授｡ 退職後昭和43年4月から新設の西日本工業大学教授｡

また福岡大学､ 東海大学教授｡ 相模原の時代に教え子や知

人らと論語や老子を語り合う ｢論語游講の会｣ を立ち上げ

て月例会を行なう｡ 1月15日心筋梗塞により死去､ 91歳｡
山室三良 『生かされて九十年』 生かされて九十年 福岡 石風社 1995

年

荒井武美 『山室静とふるさと』 一草舎出版 2006年

小黒浩司 ｢北京近代科学図書館史の研究｣ (『図書館学会年報』 vl22

no4 1987年)

疋田啓佑 ｢山室三良先生の人と学問｣ (『中国哲学論集 23』 九州大

学中国哲学研究会 1987)

『中国現代文読本』 山室三良 北京近代科学図書館編 白水社 昭和

19

『儒教と老荘』 明徳出版社, 1966

『老子』 明徳出版社 1967(中国古典新書)

『中国のこころ』 創言社 1968

『東洋的学問』 創言社 1971

山本岩吉

昭和9年3月31日現在台中州新高郡集々庄文庫長 (台中州

新高郡集々庄長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和9年3月末』)｡ 『台

灣電力日月潭工事紀念寫真帖』 の153に ｢集集庄長山本岩

吉､ 集集庄ノ全景､ 魚池庄長陳金龍､ 魚池庄ノ全景｣ の写

真あり (編者未見)｡

山本恵美子

大連図書館｡

戦後は昭和22年3月12日博多に引き揚げたが､ 同行した

父親が下船と同時に脳溢血で倒れ入院して亡くなった｡ 神

戸にもどり昭和21年12月に神戸市立の大倉山の図書館内に

開設されていた神戸リンカーンＣＩＥ図書館に勤務､ 神戸

市立図書館受け入れの雑誌記事索引を作成する｡ 大連図書

館で高橋一二に仕事を教えてもらったことが役立ったとい

う (｢信葉抄｣ 『旧満鉄図書館関係者の連絡誌 書香 (仮称)』 vol.1 昭

和24年1月)｡

山本幸三郎

昭和12年7月末日現在 大連図書館傭員守衛 (｢各館従事員

名簿 昭和12年7月末日現在｣ (『満鉄図書館業務研究会年報 第３集』)｡

山本 守

明治39年の生まれ｡ 本籍は高知市下知｡ 昭和6年京都帝

国大学史学科を卒業｡ 北京に留学しのち康徳2 (1935) 年

10月文教部嘱託､ 高等師範学校助教授､ 師道高等学校助教

授を経て康徳7 (1940) 年4月建国大学助教授､ 翌康徳8年7

月9日建国大学助教授の兼任で国立中央図書館籌備処司書

官 (｢図書館だより｣ 『資料公報』 2巻9号 康徳8年､ 『満洲紳士録 昭和

15年』､ 『満洲紳士録 昭和18年』)｡
｢敦化｣ (三宅俊成編 『琿春・敦化』 (満洲古蹟古物名勝天然記念

物保存協会会誌 第5輯) 滿洲事情案内所 1943.9 を分担)

山本光雄

康徳6 (1939) 年6月5日撫順市立図書館雇員から転出
(『奉天省図書館聯合研究会年報』 康徳7年11月)｡ 昭和17 (1942)

年10月6日旅順工科大学図書館から小村侯記念図書館に転

任し司書業務 (｢会報｣ 『満洲読書新報』 第64号 昭和17年11月)｡

昭和18年11月5日の関東州読書協会役員会において高橋一

二理事から編輯部委員を委嘱される (｢各部委員委嘱｣ 『満洲読

書新報』 第77号 昭和19年2月)｡ 昭和19年６月16日小村侯記念

図書館に合わせて鉄道技術研究所庶務課事務を兼務 (｢会報｣

『満洲読書新報』 第81号 昭和19年7月)｡

戦後は千葉県立図書館 (『旧満鉄図書館関係者の連絡誌 書香

(仮称)』 vol.1 昭和24年1月)｡

弥吉光長

明治33年福岡県浮羽郡吉井町の生まれ｡ 大正8年7月第五

高等学校文科乙類に入学するも翌年父親の急逝で五高を中

退､ 大正11年西南学院高等学部文科入学､ 大正15年3月卒

業､ 昭和3年3月文部省図書館講習所修了 (第7期)｡ 東京市

政調査会書記として図書室勤務､ 昭和8年3月調査会を退職

し翌9年4月内田嘉吉記念事業委員会嘱託､ 内田文庫の資料

整理｡ 昭和12年丸善社史編纂の資料収集､ このころ大森志

郎や柿沼介から満洲国の国立図書館創設事業への参加を勧

められる｡ 康徳5 (1938) 年4月9日満洲国立建国大学助手

として図書館勤務｡ 翌年4月ごろから満洲国立中央図書館

籌備処準備のため派遣され6月1日満洲国立中央図書館籌備

処属官兼司書｡ 康徳7 (1940) 年4月19日総務庁属官を兼務､

文書課属官を兼任｡ 総務次長岸信介の指示で建物や収書の

計画を進める｡ 同年7月１日現在満洲国立中央図書館籌備

処属官兼総務庁属官 (｢彙報｣ 『資料戦線』 1巻1号 康徳7年)｡ 康

徳8 (1941) 年4月26日国立中央図書館籌備処司書官､ 国務

院文庫兼任｡ 6月25日旧記整理処処長 (｢図書館だより｣ 『資料

公報』 2巻9号 康徳8年)｡ 9月兼任国立奉天図書館館長｡ 康徳

11 (1944) 年9月1日薦任二等｡

終戦後は昭和21年3月中華民国国民政府社会部接収東北

事業会の嘱託となり5月末遼寧省教育庁研究員｡ 昭和22年7

月31日研究員を依願免職となり8月9日引き揚げで佐世保に

上陸｡ 9月12日総理庁新聞出版用紙割当事務局嘱託｡ 昭和

23年4月日本図書館協会図書館雑誌編集委員会委員長｡ 8月

10日文部事務官として国立図書館目録課長｡ 昭和24年4月1

日国立国会図書館司書として支部上野図書館参考課長｡ 5

月日本図書館協会理事｡ 9月日本図書館協会図書館処選定

委員長､ 12月24日支部上野図書館整理課長､ 昭和31年11月

15日国立国会図書館受入整理部収集課長､ 昭和34年6月1日

整理部長､ 昭和40年6月1日司書監､ 収書部勤務｡ 昭和41年

3月31日国立国会図書館を定年退官｡ 4月1日国学院大学文

学部講師｡ 『日本出版百年史年表』 の編集に参与｡ 昭和44

年4月1日國學院大學栃木短期大学教授｡ 昭和54年日本図書

館協会の整理委託業務の収拾と新会社設立に尽力し図書館

流通センターを創設して協会代表として副社長に就任
(｢略年譜｣ 『彌吉光長著作集 第6巻』)｡

｢回想｣ 『図書館職員養成所同窓会三十年記念誌』
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ゆ

喩 春雨

康徳6 (1939) 年10月8日遼陽市立図書館傭人を退職
(『奉天省図書館聯合研究会年報』 康徳7年11月)｡

由井文太郎

明治14年生まれ､ 本籍長野県南佐久郡北相木村｡ 明治36

年長野県師範学校を卒業｡ 明治43年3月満鉄入社｡ 大正4年

12月から大正8年2月まで満鉄鉄嶺図書閲覧場主事､ 鉄嶺尋

常高等小学校校長の兼務 (『鉄嶺図書館沿革史』)｡ 大正8年退

社し公主嶺の近藤組に入社し奉天出張所主任｡ 大正14年4

月奉天本店支配人､ 昭和8年3月近藤組の解散により独立し

て由井工務所設立 (『満洲紳士録 昭和12年』)｡

行宗 力

康徳9 (1942) 年12月5日満洲国立中央図書館籌備処属官

に就任 (｢彙報｣ 『資料公報』 4巻1 号 康徳10年)｡

よ

楊 恵清

大正15年 昭和元年度末現在､ 台中州北斗郡渓州庄渓州

庄図書室長 (庄長) (『台湾総督府図書館一覧 自大正15年4月1日

至昭和2年3月31日』)｡

楊 建

明治14年生まれ｡ 同22年より29年まで書房で漢学を研究､

明治30年から一年間国語講習所で和文を研究｡ 関廟庄学務

委員､ 保正､ 区書記を経て区長､ 庄長｡ 関帝廟信購販利組

合長､ 州協議議員 (『台湾人名辞典』)｡ 昭和9年3月31日現在

台南州新豊郡関廟庄関廟図書館館長 (台南州新豊郡関廟庄

長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和9年3月末』)｡ 昭和12年3月31日

現在台中州新豊郡關廟庄關廟図書館館長 (庄長) (『台湾総

督府図書館概覧 昭和11年度』)｡

楊 鴻章

昭和12年7月末日現在 大石橋図書館傭員雑務手 (｢各館従

事員名簿 昭和12年7月末日現在｣ (『満鉄図書館業務研究会年報 第３

集』)｡

楊 秋澄

大正13年5月31日現在台南州新豊郡帰仁庄帰仁図書館

(庄長) (『台湾総督府図書館一覧 自大正12年4月1日至大正13年3月

31日』)､ 大正15年 昭和元年度末現在､ 台南州新豊郡帰仁庄

帰仁図書館 (庄長) (『台湾総督府図書館一覧 自大正15年4月1日

至昭和2年3月31日』､ 『台湾総督府図書館一覧 大正14年度 (創立十周

年)』)｡

楊 春木

大正15年 昭和元年度末現在､ 台中州員林郡渓湖庄渓谷

文庫 (庄長) (『台湾総督府図書館一覧 自大正15年4月1日 至昭和2

年3月31日』)｡

楊 縛

明治21年岡山街後脇の生まれ｡ 明治43年4月に北医学校

を卒業し翌年3月末日まで台南医院に医師として勤める｡

岡山街後脇にもどり開業｡ 医業のかたわら昭和4年庄長に

就任｡ 同11年奏任待遇となり従七位｡ 同年10月1日街制施

行により岡山街長｡ 信用購買利用組合長､ 岡山郡医師会長､

阿公店興産公司代表者､ 岡山公学校校医､ 岡山街民風作興

会長､ 岡山街防衛団長を勤める (『台湾人名辞典』)｡ 昭和9年

3月31日現在高雄州岡山郡岡山庄公立岡山図書館長兼務

(高雄州岡山郡岡山庄長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和９年３月

末』)｡ 昭和12年3月31日現在高雄州岡山郡岡山庄公立岡山

図書館館長 (街長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和11年度』)｡

楊 本

明治31年12月渓湖庄大突に生れる｡ 彰化公実業科から台

北医学校に進み大正9年に卒業｡ 赤十字社医院で二年間研

究して後郷里渓湖庄にもどり済世医院を開業｡ 渓湖庄公医､

渓湖・好修公学校校医｡ 大正6年渓湖信組長､ 同7年10月1

日渓湖庄長｡ 台湾帽子株式会社取締役､ 渓湖信組理事
(『台湾人名辞典』)｡ 昭和9年3月31日現在台中州員林郡渓湖庄

文庫長兼務 (台中州員林郡渓湖庄長) (『台湾総督府図書館概

覧 昭和9年3月末』)｡ 昭和12年3月31日現在台中州員林郡溪湖

庄溪湖庄文庫 (庄長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和11年度』)｡

横尾雄一

昭和15年3月31日現在台中州大屯郡烏日庄御大典記念烏

日図書館館長 (庄長) (『台湾総督府図書館概覧: 附島内公私立図

書館一覧 昭和14年度』)｡

横川次郎

明治34年生まれ､ 東大英法科卒｡ 宇都宮高等農林学校教

授､ 満鉄嘱託経済調査会調査委員などを経て資料課第一資

料係主任｡
劉徳有 ｢横川次郎氏を偲ぶ｣ (『新中国に貢献した日本人たち－友情

で綴る戦後史の一コマ』 中国中日関係史学会編 武吉次朗訳 日本僑

報社)

横山新作

昭和15年3月31日現在高雄州東港郡東港街東港町簡易図

書館館長 (街長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和14年度』)｡

与謝野 麟

明治42年与謝野鉄幹・晶子の三男として生まれる｡ 昭和

11年5月14日奉天図書館館内木曜会において ｢仏像の話､

これに関連して美術史の方法に就いて｣ を発表 (『収書月報』

第4号 昭和11年5月)｡ 昭和13年2月7日現在､ 満鉄奉天図書館
(｢会誌｣ の通常会員 『図書館新報』 11号)｡ 昭和13年6月22日南京・

上海において接収した文献の整理のために奉天を出発､ 24

日青島丸により大連を出発した｡ ｢支那書誌｣ についての

視野を広げるよい機会であること､ 日本の資料整理技術を

代表して炎暑と闘いながら支那文化保存のために働くこと

ができることは書物に携わる者の本懐であるということで

｢兵隊さんに負けない様にウント働いて来ます｣ と決意を

あらたに出発したという (｢館内彙報 与謝野司書 南京出張｣ 『収

書月報』 第30号 昭和13年7月)｡ しかしながら7月足をすべらせ

て転落して怪我をして上海経由で大連に着き大連医院で療
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養､ 『収書月報』 には ｢文献報国の実を挙げたる名誉の負

傷と云ふ可き｣ と報告されている (『収書月報』 第31号 昭和13

年8月)｡ なお 『図書館新報』 の ｢会員消息｣ には､ 南京に

て病を得て帰満し大連病院に入院とある (第16号 昭和13年7

月､ 第17号 昭和13年8月)｡ 南京で体調を崩した要因は､ 二日

目の夕刻に青木實らと夜間外出禁止の上､ 立ち入り禁止区

域を散策し､ 拳銃をかざした憲兵に尋問されたことが影響

したと青木は述べる (青木實 『作文』 156)｡ その後8月27日奉

天にもどり自宅療養であったが昭和13年9月26日満洲医大

病院松井外科に入院 (｢奉図通信｣ 『満洲読書新報』 第20号 昭和

13年11月､ 『収書月報』 第32号 昭和13年9月)｡ 昭和13年12月 『満

洲読書新報』 会員を退会 (｢会誌｣ 『満洲読書新報』 第22号 昭和

14年1月)｡ 昭和13年12月10日静養のため帰省する (｢奉図通信｣

『満洲読書新報』 第23号 昭和14年2月)｡ 昭和14年3月31日付待命
(｢奉図通信｣ 『満洲読書新報』 第26号 昭和14年5月)｡

｢論理・心理・歴史｣ (『満洲読書新報』 第27号 昭和14年6月に再録｡

昭和11年9月の稿)｡

吉岩傳助

昭和14年5月現在大連図書館書目係 (｢会誌｣ 『満洲読書新報』

第27号 昭和14年6月)｡ 昭和15年4月16日付総裁室文書課転任
(｢会誌｣ (『満洲読書新報』 第38号 昭和15年5月)｡

吉岡 保

昭和18年1月22日､ 本年度図書館講習所修了生､ 奉天図

書館に着任 (『収書月報』 第85号 昭和18年2月)｡

吉崎忠雄

昭和12年7月末日現在 鞍山図書館傭員事務手 (｢各館従事

員名簿 昭和12年7月末日現在｣ (『満鉄図書館業務研究会年報 第3集』)｡

昭和13年４月､ 鞍山市立図書館 (『図書館新報』 昭和13年4月)｡

昭和13年12月16日鞍山図書館から大連図書館埠頭分館に転

任 (｢会誌｣ 『満洲読書新報』 第22号 昭和14年1月)｡ 昭和14年9月

沙河口分館から日本橋図書館運用係 (｢会誌｣ の ｢会員消息｣

『満洲読書新報』 31号 昭和14年10月)｡ 昭和16年６月26日大連図

書館から華北交通開封鉄路局用品庫に転任 (｢会報｣ 『満洲読

書新報』 第51号 昭和16年7月)｡

戦後は昭和21年3月26日中国連雲港から佐世保に引き揚

げ､ いくつかの職業を経て三重交通株式会社上野現業所で

庶務を担当 (｢信葉抄｣ 『旧満鉄図書館関係者の連絡誌 書香 (仮称)』

vol.1 昭和24年1月)｡

吉田秀治朗

明治9年奈良県磯城郡に生まれる｡ 郷里の高等小学校を

卒業後更に杉浦塾にて和漢学を学ぶ｡ 日本製糸株式会社に

入り養蚕に2年間従事して明治14年11月台湾に渡り警察官｡

大正8年嘉義庁中埔支庁長に任命｡ 大正9年地方制度改正に

より台南州警部､ 大正10年4月台中州勤務に転出､ 南投郡

警察課長を最後に大正14年8月退官｡ その後昭和3年2月鹿

港街助役､ 昭和7年10月1日街長｡ 昭和9年3月31日現在台中

州彰化郡鹿港街立図書館長兼務 (『台湾総督府図書館概覧 昭和

9年3月末』)｡ 昭和11年9月26日街長を辞任､ 同年11月3日彰

化市会議員となる｡ 従七位勲八等 (『台湾人名辞典』)｡

吉田道定

昭和15年3月31日現在台北州海山郡中和庄中和庄図書館

館長 (庄長) (『台湾総督府図書館概覧: 附島内公私立図書館一覧

昭和14年度』)｡ 昭和12年3月31日現在台北州海山郡中和庄中

和庄図書館館長 (庄長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和11年度』)｡

吉田 裕

康徳10 (1943) 年10月24日国立中央図書館籌備処雇員を

辞職 (｢彙報｣ 『資料公報』 5巻2 号 康徳11年)｡

吉野倉造

康徳7 (1940) 年4月1日現在満洲国立中央図書館籌備処

司書 (『満洲官吏録 康徳7年4月1日現在』)｡ 同康徳7年7月１日現

在満洲国立中央図書館籌備処司書 (｢彙報｣ 『資料戦線』 1巻1号

康徳7年)､ 康徳9 (1942) 年2月1日籌備処属官 (｢彙報｣ 『資

料公報』 3巻4 号 康徳9年)｡ 康徳10 (1943) 年12月4日満洲国

立中央図書館籌備処属官を辞職 (｢人事｣ 『資料公報』 4巻12号

康徳10年)｡

吉野 ＊

北京近代科学図書館の助理として奉職すれど昭和13年11

月7日退職 (『書滲』 第2号 昭和13年12月)｡

吉滿敬勝

明治19年鹿児島県指宿町の生まれ｡ 鹿児島県師範学校を

卒業し鹿児島県小学校訓導､ 大正3年4月渡台し台中州下の

公学校訓導および校長を経て員林・南投両郡の視学､ 竹山・

北斗・大甲・南投・大屯各郡の庶務課長を歴任し昭和6年5

月退官｡ 員林街助役となり同10年10月南投街長拜命｡ 從七

位勲八等 (『台湾紳士録 昭和12年』)｡ 昭和12年3月31日現在台

中州南投郡南投街南投図書館館長 (街長) (『台湾総督府図書

館概覧 昭和11年度』)｡ 昭和15年3月31日現在台中州員林郡員

林街員林郡公會堂附属図書館館長 (街長) (『台湾総督府図書

館概覧 昭和14年度』)｡

吉村 廣

昭和12年7月末日現在 大石橋図書館傭員事務手 (｢各館従

事員名簿 昭和12年7月末日現在｣ (『満鉄図書館業務研究会年報 第３

集』)｡ 昭和13年2月7日現在､ 大石橋図書館 (｢会誌｣ の通常会

員 『図書館新報』 11号)､ 昭和14年3月中旬大石橋電気区に転

勤 (｢会誌｣ 『図書館新報』 第26号 昭和14年5月)｡

吉村繁義

明治19年高知県本山町の生まれ｡ 大正2年青山学院神学

部別科を卒業｡ 海外植民学校創立委員主事兼同校修身科教

師､ 財団法人海外植民教育会理事､ 海外植民学校理事､ 大

正12年7月満鉄に入社し遼陽地方区勤務､ 遼陽長春瓦房店

各地方事務所社会主事､ 地方部地方課､ 同学務課図書館係

主任､ 総裁室福祉課社会係主任､ 副参事､ 昭和12年12月総

裁室庶務課福祉係主任､ 大連市方面委員関東保護視察所保

護司嘱託 (『満洲紳士録 昭和15年』)｡ 昭和16年6月21日付け沙

河口幼稚園園長を兼務｡ 昭和17年1月27日総裁室庶務課福

祉係主任から奉天図書館館長 (｢大陸読書界たより｣ 『満洲読書

新報』 第57号 昭和17年2月)｡ 昭和17年12月18日付け奉天図書

館長から本社総裁室勤務 (『収書月報』 第84号 昭和18年1月)｡

昭和18年2月25日満鉄参事に昇格 (｢会報｣ 『満洲読書新報』 第

67号 昭和18年3月)｡ 昭和18年9月1日満鉄総務局嘱託を委嘱
(｢会報｣ 『満洲読書新報』 第74号 昭和18年10月)､ その後満鉄奨学

資金財団専務理事に就任 (｢会報｣ 『満洲読書新報』 第75号 昭和
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18年11月)｡

戦後は昭和23年6月18日に高知県長岡郡本山町にもどり､

7月2日からは集落の青年男女の希望で学習会をおこなう｡

かれらに ｢先生の家｣ を造ってもらいそこで自炊独居､ 家

族とは別居という (｢信葉抄｣ 『旧満鉄図書館関係者の連絡誌 書香

(仮称)』 vol.1 昭和24年1月)｡ また同郷の恩師崎山比佐衛の伝

記を満鉄社会課から旧知であった牧野虎次に依頼されて執

筆した｡
『崎山比佐衛傳 : 移植民教育とアマゾン開拓の先覺者』 海外植民

学校校友会出版部 1955

淀川喜代治

明治21年秋田県生まれ｡ 中学を卒業して官庁に勤務｡ 米

子警察署長に昇進しその後基隆警察署長に転任､ 以来台湾

で警察行政に携わる｡ 退任後板橋街長 (『台湾人名辞典』)｡

昭和9年3月31日現在板橋街図書館館長兼務 (海山郡板橋街

長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和9年3月末』)｡ 昭和12年3月31日

現在台北州海山郡板橋街公立板橋図書館館長 (街長) (『台

湾総督府図書館概覧 昭和11年度』)｡
『板橋街誌』 淀川喜代治編輯 淀川喜代治 昭和8[1933] (｢數位圖

書館－日文舊籍數位典藏 資料庫檢索系統｣ に全文掲載｡ 淀川

の序文あり (編者未見)｡ http://jdlib.ntl.gov.tw/cgi-bin/browse.cgi?

bookid=bjn00257&fttype=pdf&root=NTdata)

ら

羅 銀漢

明治28年能高郡埔里街埔里に生れる｡ 明治42年埔里公学

校卒業後更に漢学を学ぶ｡ 大正12年埔里青年会が創立され

幹事｡ 青少年の読書を推進するため青年文庫を設立｡ 昭和

3年青年会常務幹事に推薦され埔里青年会館の建設委員長｡

また教化委員と地方教化事業に尽力し公学校児童保護者会

の常務幹事 (『台湾人名辞典』)｡ 埔里興業株式会社社長・埔

里信購販利組合長・埔里街協議会員・埔里�水利組合評議

員・埔里青年会常務幹事｡ 昭和9年3月31日現在能高郡埔里

街埔里青年会文庫長 (台中州能高郡埔里街埔里青年会常務

幹事) (『台湾総督府図書館概覧 昭和9年3月末』)｡ 昭和12年3月31

日現在台中州能高郡埔里街埔里�年會図書館館長 (常務幹

事) (『台湾総督府図書館概覧 昭和11年度』)｡ 昭和15年3月31日現

在台中州能高郡埔里街埔里青年會文庫長 (街長) (『台湾総

督府図書館概覧 昭和14年度』)｡

頼 雲清

明治2年台中州東勢郡東勢街に生れる｡ 大正4年台北國語

部を卒業し東勢物産株式會社取締役として實業界で活躍｡

大正8年東勢信用組合創立と同時に常務理事｡ 昭和8年1月

東勢庄長12月庄が街に昇格して街長｡ 昭和4年産業功勞者

として表彰｡ 農業組合長・東勢図書館長・男女公学校保護

者會長・東勢街方面事業助成會々長・東勢街土地整理委員

長 (『台湾紳士録 昭和12年』)｡ 昭和9年3月31日現在台中州東勢

郡公立東勢図書館長 (台中州東勢郡東勢街長) (『台湾総督府

図書館概覧 昭和9年3月末』)｡ 昭和12年3月31日現在台中州東勢

郡東勢街公立東勢図書館館長 (街長) (『台湾総督府図書館概

覧 昭和11年度』)｡ 昭和15年3月31日現在台中州東勢郡東勢街

東勢図書館館長 (街長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和14年度』)｡

雷 俊臣

大正15 昭和元年度末現在､ 台北州淡水街淡水図書館長

(淡水街長) (『台湾総督府図書館一覧 自大正15年4月1日 至昭和2年

3月31日』､ 『台湾総督府図書館一覧 大正14年度 (創立十周年)』)｡

頼 貴富

上海日本近代科学図書館｡

落 武雄

昭和12年3月31日現在高雄州屏東市市立屏東図書館館長

(専任) (『台湾総督府図書館概覧 昭和11年度』)｡

り

李 衍成

延吉街立厚生館館員 (｢前職員｣ 『延吉街立厚生館 図書部要覧』

康徳9年11月)｡

李 讃生

明治23年台北州新荘郡鷺洲庄和尚洲に生れる｡ 台北国語

学校を明治41年に卒業し訓導､ その後京都帝国大学に学ぶ｡

大正13年学士試験に合格｡ 帰台後総督府属に任ぜられ海山

郡守､ 高雄州勧業課長を経て新竹州勧業課長に転出｡ 新竹

州農会幹事・台湾産業組合協会新竹州支会副会長・新竹州

水産会副会長・新竹州帽蓆同業組合長・新竹州商工聯合会

顧問・新竹州種畜場長・新竹州商工奨励館長｡ 書画に秀で

展覧会にも入賞､ 号は化育・育卿・再巨｡ 正六位勲六等
(『台湾人名辞典』)｡ 大正15年・昭和元年度末現在海山郡板橋

庄私立海山図書館長 (海山郡守兼務) (『台湾総督府図書館一

覧 自大正15年4月1日 至昭和2年3月31日』)｡

李 秀根

康徳9 (1942) 年11月現在延吉街立厚生館傭使 (『延吉街

立厚生館 図書部要覧』 康徳9年11月)｡

李 植

康徳6年 (1938) 12月1日奉天市公立八幡町図書館用傭人

に採用､ 雑務を担当 (『奉天省図書館聯合研究会年報』 康徳7年11

月)｡

李 宗

延吉街立厚生館館員 (｢前職員｣ 『延吉街立厚生館 図書部要覧』

康徳9年11月)｡

李 徳風

康徳6 (1939) 年遼陽市立図書館雇員 (『奉天省図書館聯合

研究会年報』 康徳7年11月)｡

李 宝庫

康徳6 (1939) 年7月17日撫順市立図書館傭人から転出
(『奉天省図書館聯合研究会年報』 康徳7年11月)｡

李 義

康徳9 (1942) 年11月現在延吉街立厚生館嘱託助産 (『延

吉街立厚生館 図書部要覧』 康徳9年11月)｡
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李 徳風

昭和12年7月末日現在 遼陽図書館傭員雑務手 (｢各館従事

員名簿 昭和12年7月末日現在｣ (『満鉄図書館業務研究会年報 第3集』)｡

李 岷

康徳9 (1942) 年11月現在延吉街立厚生館館員 (『延吉街

立厚生館 図書部要覧』 康徳9年11月)｡

陸 春國

延吉街立厚生館傭使 (｢前職員｣ 『延吉街立厚生館 図書部要覧』

康徳9年11月)｡

劉 栄宗

康徳6 (1939) 年5月15日撫順市立図書館吏員に転入
(『奉天省図書館聯合研究会年報』 康徳7年11月)｡

劉 金狗

大正7年7月25日より台湾総督府図書館雇 (昭和10年7月現

在 『朝鮮総督府図書館要覧 昭和10年8月9日 開館二十周年記念』)｡

昭和17年5月日本図書館協会 ｢図書館勤続功労者表彰｣ (20

年) を受ける (｢人名篇｣ 『図書館総覧』 昭和26年)｡

劉 洪柱

延吉街立厚生館館員 (｢前職員｣ 『延吉街立厚生館 図書部要覧』

康徳9年11月)｡

劉 實

康徳7 (1940) 年7月１日現在満洲国立中央図書館籌備処

司書官 (｢彙報｣ 『資料戦線』 1巻1号 康徳7年)｡

劉 樹芬

康徳6年 (1938) 6月26日奉天市公立八幡町図書館傭人を

退職 (『奉天省図書館聯合研究会年報』 康徳7年11月)｡

劉 振清

康徳6 (1938) 年奉天市公立八幡町図書館傭人､ 雑務担

当 (『奉天省図書館聯合研究会年報』 康徳7年11月)｡

劉 明智

明治26年台南州新營郡柳營庄に生れる｡ 幼児より漢学を

おさめ詩文をよくした｡ 抑營庄長を勤め柳營信用購買販売

利用組合長 (『台湾人名辞典』)｡ 昭和9年3月31日現在台南州

新営郡柳営庄公立柳営図書館館長 (台南州新営郡柳営庄長)

(『台湾総督府図書館概覧 昭和9年3月末』)｡

劉 明哲

明治25年生まれ｡ 明治43年台北國語学校講師範部第2学

年を修了し東京に留学､ 正則予備学校普通科第5学年同校

高校科を経て大正5年7月早稲田大学政治科を卒業｡ 大正8

年10月嘉義銀行新營出張所主任､ 査畝營区長柳營庄長｡ 大

正11年台湾紳章条例により紳章佩用を許される｡ 昭和元年

大東信託会社取締役､ 翌年同社台南支店長となる｡ 台湾新

民報社監査役台南信用組合理事､ 地方自治聯盟常務理事｡

台南洲協議会員も勤めた (『台湾人名辞典』)｡ 大正14年3月31

日現在､ 同15年､ 昭和元年度末現在台南州新營郡柳營庄柳

(庄長) 図書館館長 (庄長) (『台湾総督府図書館一覧 自大正15

年4月1日 至昭和2年3月31日』､ 『台湾総督府図書館一覧 大正14年度

(創立十周年)』)｡

梁 道

明治21年生まれ｡ 明治43年4月台湾総督府医学校卒業後2

年間台北赤十字社医院に勤務｡ 大正2年2月新化街において

道仁医院を開業のち福洲博愛医院に勤務｡ 同年10月新化街

長に任命されて昭和11年まで勤務｡ 新化公医新化軌道株式

会社社長､ 新化信用組合顧問｡ 台南州会議員 (『台湾人名辞

典』)｡ 大正15年・昭和元年度末現在台南州新化郡新化街新

化図書館館長 (台南州新化郡新化街長) (『台湾総督府図書館

一覧 自大正15年4月1日 至昭和2年3月31日』)｡ 昭和9年3月31日現

在台南州新化郡新化街新化図書館館長 (台南州新化郡新化

街長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和9年3月末』)｡

廖 朝松

大正15年 昭和元年度末現在､ 台中州大屯郡西屯庄西屯

図書館長 (西屯庄長) (『台湾総督府図書館一覧 自大正15年4月1

日 至昭和2年3月31日』)｡

林 雲龍

昭和15年3月31日現在台中州大屯郡霧峯庄霧峯庄図書館

館長 (庄長) (『台湾総督府図書館概覧: 附島内公私立図書館一覧

昭和14年度』)｡

林 雲龍

明治40年大屯郡霧峰庄に生まれる｡ 幼少に渡日して東京

の青柳尋常小学校､ 東京聖学院中学から法政大学予科､ 昭

和5年3月同大学法学部政治科を卒業し台湾新民報社で政治

記者となる｡ 昭和11年1月退社して霧峰庄長｡ 昭和12年台

湾新民報社監査役 (『台湾人名辞典』)｡ 昭和15年3月31日現在

台中州大屯郡南屯庄南屯庄図書館館長 (庄長) (『台湾総督府

図書館概覧: 附島内公私立図書館一覧 昭和14年度』)｡

林 欽

明治11年南洲曾文郡麻豆の名望家に生れる｡ 幼少時から

漢学修学｡ 大正9年麻豆街長､ 昭和6年まで勤務する｡ 辞任

後は麻豆信販購利組合長､ 麻豆街協議会員､ 麻豆第六保々

正等を勤める (『台湾人名辞典』)｡ 大正14年3月31日現在台南

州曾文郡麻豆街麻豆図書館館長 (街長) (『台湾総督府図書館

一覧 自大正13年4月1日至大正14年3月31日』)､ 大正15年 昭和元

年度末現在台南州曾文郡麻豆街麻豆図書館館長 (街長)
(『台湾総督府図書館一覧 自大正15年4月1日 至昭和2年3月31日』)｡

林 志仁

昭和9年3月31日現在台南州虎尾郡海口庄海口庄図書館長

(台南州虎尾郡海口庄長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和９年３月

末』)｡

林 清雲

明治29年台中洲大屯群南屯庄鎭平の生まれ｡ 大正2年台

中公学校を卒業｡ 大正9年鎭平保庄､ 南屯保甲聯合会長｡

同10年南屯鴻業信用組合監事､ 鎭平土地整理委員､ 南屯庄

農業組合長､ 大正11年南屯庄協議会員､ 同13年南屯鴻業信

用組合理事､ 大正12年6月南屯信用組合長に選ばれる｡ 昭

和6年南屯庄長､ 10年3月辞任｡ 10年南屯庄協議会員､ 12年

6月南屯信用組合長 (『台湾人名辞典』)｡ 昭和9年3月31日現在

台中州北斗郡二林庄図書館長 (台中州二林庄長) (『台湾総

督府図書館概覧 昭和9年3月末』)｡

林 傳旺

昭和12年3月31日現在台中州大屯郡北屯庄北屯庄御大典

記念図書館館長 (庄長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和11年度』)｡

昭和15年3月31日現在台中州大屯郡北屯庄御大典記念北屯
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庄文庫長 (庄長) (『台湾総督府図書館概覧: 附島内公私立図書館

一覧 昭和14年度』)｡

林 伯殳

明治28年台中州北斗郡北斗街の生まれ｡ 大正12年専修大

学経済科を卒業して台湾製脳會社に入社｡ 大正13年大城庄

長に就任｡ 昭和3年10月田尾庄長に転任､ 一度辞職して再

たび昭和11年就任｡ 台中州柑橘同業組合評議員・八寳�評

議員 (『台湾紳士録 昭和12年』)｡ 昭和12年3月31日現在台中州

北斗郡田尾庄田尾庄立図書館館長 (庄長) (『台湾総督府図書

館概覧 昭和11年度』)｡ 昭和15年3月31日現在台中州北斗郡田

尾庄田尾庄立図書館館長 (庄長) (『台湾総督府図書館概覧 昭

和14年度』)｡

林 蘭芽(香園)

地域の名望家の長男として明治26年新巷庄に生まれる｡

大正2年国語学校国語科を卒業し嘉義庁に勤務､ その後辞

職して社を起こす｡ 大正9年制度改正と同時に新巷庄助役

に就任して大正12年から昭和11年5月まで庄長を勤める｡

昭和3年2月に台南洲知事より優良庄長として表彰､ また自

治功労者として表彰｡ 農事改良の奨励実行功により大日本

農会総裁梨本宮殿下から名誉賞状下賜｡ 嘉義郡米穀統制組

合特別総代､ 信巷庄農業組合副組合長､ 新巷信組理事､ 嘉

南大�組合会議員 (『台湾人名辞典』)｡ 昭和9年3月31日現在

台南州嘉義郡新巷庄新巷庄図書館長 (台南州嘉義郡新巷庄

長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和9年3月末』)｡

林 爐

明治25年二林庄外盧竹塘の生まれ｡ 幼時より漢学を学ぶ｡

公学校卒業後しばらくして二林庄助役に抜擢｡ また兄林乾

の後を受けて二林信用組合長｡ 振業株式会社､ 耕雲拓殖株

式会社を組織 (『台湾人名辞典』)｡ 昭和9年3月31日現在台中

州員林郡坡心庄文庫長 (台中州員林郡坡心庄長) (『台湾総

督府図書館概覧 昭和9年3月末』)｡

ろ

呂 花延

昭和12年7月末日現在 大連図書館傭員雑務手 (｢各館従事

員名簿 昭和12年7月末日現在｣ (『満鉄図書館業務研究会年報 第3集』)｡

盧 根徳

明治28年生まれ｡ 大正2年3月台北国語学校乙科師範部を

卒業し訓導｡ 大正14年4月末日三芝庄助役を拝命､ 昭和3年

10月庄長に抜擢｡ 台湾赤十字社支部から有功章｡ 農事改良

功労者・国語普及功労者・茶業功労者として大日本農会総

裁梨本宮守正より表彰｡ 三芝庄長､ 三芝茶業組合長､ 八連

水利組合長､ 小基隆信購販利組合長､ 教化聯合会長､ 三芝

図書館長､ 庄業佃会長 (『台湾人名辞典』)｡ 昭和9年3月31日

現在三芝図書館館長 (三芝庄長) (『台湾総督府図書館概覧 昭

和9年3月末』)｡ 昭和12年3月31日現在台北州淡水郡三芝庄三

芝図書館館長 (庄長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和11年度』)｡

昭和15年3月31日現在台北州淡水郡三芝庄三芝図書館館長

(庄長) (『台湾総督府図書館概覧: 附島内公私立図書館一覧 昭和14

年度』)｡

逮 長芳

昭和7年2月長春市公立図書館代理館長 (｢長春図書館百年

(1910－2010) 主題展観 於長春図書館 2010年8月24日｣)｡

わ

若城久治郎

大連図書館｡

昭和21年6月7日引き揚げ｡ 同志社女子高等学校に勤務｡

京都市伏見区下川原町 (｢信葉抄｣ 『旧満鉄図書館関係者の連絡誌

書香 (仮称)』 vol.1 昭和24年1月)｡

若城鶴代

大連図書館｡

昭和22年2月18日引き揚げ｡ 京都大学工学部電気教室嘱

託 (｢信葉抄｣ 『旧満鉄図書館関係者の連絡誌 書香 (仮称)』 vol.1 昭

和24年1月)｡ 昭和25年2月15日から昭和30年3月31日まで京

都大学附属図書館 (『京都大学附属図書館六十年史』)｡

若槻道隆

明治16年長野県生まれ｡ 県立長野中学校､ 第一高等学校

第一部を経て同40年7月東京帝国大学哲学科を卒業し翌41

年1月岩手県立遠野中学校教師､ 44年3月茨城県立太田中学

校に転勤｡ 大正3年6月千葉県立高等園芸学校教授兼舎監｡

同8年6月米澤高等工業学校教授､ 同12年6月長野県立中学

校校長｡ 大正14年10月渡台し府視学官､ 内務局文教課勤務｡

大正15年10月文教局督学室､ 昭和3年5月台北高等学校教授

を兼務｡ 同年6月から約1年間欧米各地を視察した｡ 昭和5

年7月文教局学務課長､ 同6年1月台南高等工業学校長 (『台

湾人名辞典』)｡ 昭和2年7月9日台湾総督府図書館長並河直廣

死去にともない図書館長事務取扱となる｡ 8月30日山中樵

館長就任により館長事務取扱を免ぜられ山中館長不在中の

代理を拝命 (『台湾総督府図書館要覧 昭和10年8月9日』)｡

若松藤四郎

昭和12年7月末日現在 大連図書館傭員事務手 (｢各館従事

員名簿 昭和12年7月末日現在｣ (『満鉄図書館業務研究会年報 第3集』)｡

昭和13年2月7日現在､ 大連図書館 (｢会誌｣ の通常会員 『図書

館新報』 11号)｡

終戦時はフィリピンで迎え昭和22年に引揚げて鹿児島県

揖宿郡指宿町駅前で食料品青果商を開業､ 喫茶店も併設し､

｢案外其の道に入れば面白く当分給料生活とはサヨナラ｣

という (｢信葉抄｣ 『旧満鉄図書館関係者の連絡誌 書香 (仮称)』 vol.

1 昭和24年1月)｡

和木岳夫

昭和16年1月小村侯記念図書館 (｢丸山熊雄氏の戦争文学論｣

『満洲読書新報』 第47号 昭和16年2月)｡

渡辺源三郎

大正７年1月から7年7月まで大連電気遊園図書閲覧場事

務手 (『伏見台児童図書館略史』)､ 大正8年1月から大正8年7月

まで満鉄鉄嶺簡易図書館事務助手 (『鉄嶺図書館沿革史』)｡
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渡邊三三

昭和13年4月末現在撫順市立図書館館長 (｢会誌 賛助会員｣

(『図書館新報』 第14号 昭和13年5月)｡ 昭和8年撫順北関山の山

城を高句麗時代の新城と推測して発表､ それを受けて9月

に日満文化協会は調査のため池内宏・三上次男・渡辺三三・

李文信・三枝朝四郎を派遣した (岡村敬二 『日満文化協会の歴

史』)｡ 康徳6 (1939) 年7月21日現在､ 同日開催の奉天省図

書館聯合研究会結成式では撫順図書館長として第一部日系

部会の委員 (｢奉天省図書館聯合研究会結成式 役員名簿｣ 『奉天省

図書館聯合研究会年報』 康徳7年11月)｡ 康徳6 (1939) 年12月7

日調べ ｢研究事項､ 趣味､ 娯楽調査報告｣ の研究事項では

｢撫順古瓦の蒐集｣ を研究するとしている (『奉天省図書館聯

合研究会年報』 康徳7年11月)｡ 康徳6 (1939) 年度に撫順後背

地の調査を行なって 『史蹟永陵』 (34p) を発行し 『撫順新

報』 紙上に発表した (『奉天省図書館聯合研究会年報』 康

徳7年11月)｡ 康徳7 (1940) 年7月には興京文献の調査のた

め奉天図書館を訪問している (『収書月報』 第55号 昭和15年8月)｡
『高句麗の新城』 [奉天図書館] 1933(奉天圖書館叢刋 第10册)

｢撫順の遼代石經幢｣ [奉天図書館] 1934(奉天圖書館叢刋 第14册)

『撫順史話』 撫順新報社 1938

｢満洲国撫順の古瓦に就て｣ (武藤武一と共著) 『考古学雑誌』 第

29巻第11号 昭和14年11月

『撫順史話 増訂』 撫順新報社 1940

渡邊 正

明治22年山梨県南八代郡に生まれる｡ 大正2年東北帝大

農科大学水産科を中途退学し､ 大正5年に渡台､ 巡査練習

所に入所し大正6年南投庁巡査､ 大正8年南投庁林務手､ 9

年台中州森林主事となり新高郡などに赴任､ 昭和4年竹山

郡庶務課長､ 昭和6年大屯郡庶務課長｡ 昭和9年退職して永

靖庄長 (『台湾紳士録 昭和12年』)｡ 昭和15年3月31日現在台中

州大屯郡南屯庄南屯庄図書館館長 (庄長) (『台湾総督府図書

館概覧: 附島内公私立図書館一覧 昭和14年度』)｡

渡邊のぶ子

昭和14年8月12日満鉄奉天図書館採用 (｢奉図通信｣ 『満洲読

書新報』 第30号 昭和14年9月､ 『収書月報』 第44号 昭和14年9月)｡

渡邊發蔵

大正15年 昭和元年度末現在､ 高雄州屏東郡屏東街屏東

図書館長 (街長) (『台湾総督府図書館一覧 自大正15年4月1日 至

昭和2年3月31日』)｡

渡辺壽重

昭和5年2月臨時雇昭和5年6月から昭和7年12月まで満鉄

鉄嶺図書館事務助手､ 昭和11年末現在鉄嶺地方事務所社会

係 (『鉄嶺図書館沿革史』)｡

渡部久直

昭和12年7月末日現在 大連図書館傭員事務手 (｢各館従事

員名簿 昭和12年7月末日現在｣ (『満鉄図書館業務研究会年報 第3集』)｡

昭和13年2月7日現在､ 大連図書館 (｢会誌｣ の通常会員 『図書

館新報』 11号)｡ 昭和14年2月2日付北支事務局人事部厚生課

に転任 (｢会誌｣ 『満洲読書新報』 第24号 昭和14年3月)｡

渡邊ヤス子

昭和19年1月17日新京特別市図書館事務係に採用 (｢館員

消息｣ 『新京図書館月報』 第76号 康徳11年2月)｡

渡利友吉

昭和9年3月31日現在台南州曽文郡麻豆街麻豆図書館館長

(台南州曽文郡麻豆街長) (『台湾総督府図書館概覧 昭和９年３月

末』)｡
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参照文献一覧

出典については､ それぞれの事績の個所であげたが､ 図書館員の事績を書くにあたって共通に参照したものを次にあげて

おく｡ 手元にあるがまだ参照に至っていないものもある｡ それらについてはこの人名リストが完成なった時に追記して十全

なものにしたいと考えている｡

『旧満鉄図書館関係者の連絡誌 書香 (仮称)』 vol.1 昭和24年
『国立奉天図書館季刊』 國立奉天圖書館編輯 國立奉天圖書館 1934年
『昭和人名辞典 第4巻 外地・満支・海外篇』 複製版 (日本図書センター) 『大衆人事録 第14版』 帝国秘密探偵社 昭

和17～18年刊
『接収記念誌 第4冊北満鉄路図書館の接収』 哈爾浜鉄路図書館 康徳2
『全国図書館職員録 昭和30年10月1日現在』 日本図書館協会公共図書館部会編・刊 1956年
『台湾人士鑑』 複製版 (湘南堂書店) 台湾新民報社調査部編
｢台湾人士鑑 昭和9年版｣ 台湾新民報社､ ｢台湾人士鑑 昭和12年版｣ 台湾新民報社､ ｢台湾人士鑑 昭和18年版｣ 興南

新聞社
『台湾総督府図書館一覧』 台湾総督府図書館編・刊 ｢自大正12－14年度｣､ ｢自大正15年4月1日 至昭和2年3月31日｣､

｢[昭和元年度]｣ 1927年､ ｢自昭和2年4月1日至昭和3年3月31日｣ 1928年､ ｢昭和9年3月末｣ 1934年､ ｢昭和11年度｣
1937年､ ｢昭和12年度｣ 1938年､ ｢昭和13年度｣ 1939年､ ｢昭和14年度｣ 1930年､ ｢昭和15年度｣ 1941年､ ｢昭和15－16
年度｣ 1942年

『図書館雑誌』 日本図書館協会
『図書館職員養成所同窓会三十年記念誌』 図書館職員養成所同窓会 1953年
『図書館総覧』 天野敬太郎編 文教書院 1951年
『日本人物情報大系』 復刻版 日本図書センター ｢11 満州紳士録､ 記念誌､ 支那在留邦人興信録､ 最新満州国人名鑑｣

｢12:満蒙日本人紳士録､ 満洲紳士縉商録｣ ｢13 満洲紳士録 昭和12年版｣ ｢14 満洲紳士録 第三版｣ ｢15 満洲紳士録
第四版｣ ｢16 社員録 職員録1｣ ｢17: 職員録, 2｣ ｢18 満洲官民職員録 昭和9年版､ 満洲国官吏録 康徳9年､ 満華職

員録 康徳9年明国31年版｣ ｢19 満洲芸術壇の人々､ 会員名簿､ 会員名簿｣ ｢20 満洲建国烈士遺芳録､ 満洲朝鮮にお
ける帝国之実業成功者列伝､ 成功せる事業と人物､ 奉天草分の人々・事業と活躍の人々､ 奉天省に活躍する主要人
物､ 満洲寿帖｣

『奉天省圖書館聯合研究會年報 1輯』 奉天省民生廳社會科 奉天省圖書館聯合研究會 1940年
『満鉄教育回顧三十年』 荒川隆三編 満鐡地方部學務課 1937年
『満鉄図書館業務研究会年報』 図書館業務研究会編 圖書館業務研究會 1935年－ ｢第1集 昭和9年度｣ ｢第2輯 昭和10年

度｣ ｢第3集 昭和11,12年度｣
村上美代治 『満鉄図書館史』 村上美代治, 2010年
『作文』 復刊 作文社 復刊1～202号 (昭和39年8月～平成23年)
『収書月報』 復刻版 1号～91号(昭11.2～昭和18年9月) 満鉄奉天図書館編 緑蔭書房 (日本植民地文化運動資料)
『書滲 北京近代科學圖書館月報』 1號(昭13. 8)－55号 (昭和44年) 北京近代科學圖書館
『資料戦線』 1巻1號(康徳7.8)－1巻5號(康徳7.12) 国立中央圖書館籌備處 (継続後誌 資料公報)
『資料公報』 2巻1號(康徳8.1)－通巻6號 (康徳8.1) 国立中央圖書館籌備處 (継続前誌 資料戦線)
『新京図書館月報』 複製版 金沢文圃閣 ｢新京圖書館増加圖書目録｣､ ｢新京図書館月報｣ (第12号 1937年8月から第76

号 1944年1・2月)
『北平近代科學圖書館館刊』 北平近代科學圖書館 ｢創刊號(昭12.9)｣ ｢2號(昭12.12)－4號 (昭13.7)｣
『北京近代科學圖書館一週年報告』 (館刊臨時號) 北京近代科學圖書館編・刊 1937年
『彷書月刊』 1988年6月 ｢特集 満鉄図書館｣ 彷徨舎
『満洲読書新報』 復刻版 満洲読書同好会編 緑蔭書房 (日本植民地文化運動資料)
｢沙河口図書館報｣ 1－4号(昭和11年1－4月)､ ｢図書館新報｣ 第1次5－8号(昭和11年5－8月)､ 第2次1－16号(昭和12年4月－

昭和13年7月)､ ｢満洲讀書新報｣ 17－87号(昭和13年8月－昭和20年4月)､ ｢哈爾濱図書館新報｣ 1－3号(昭和6年11月－昭
和7年3月)

｢長春図書館百年 (1910－2010) 主題展観｣ 於長春図書館 2010年8月24日 同様のものがホームページにある｡ ｢歴任館
長｣ http://www.lib.cc.jl.cn/gqjs－lrgz.htm
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